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Ⅰ 本報告書の趣旨 

本報告書は、「平成27年度実行計画書兼事業説明書」に記載された事業と、平成27年度の補正予算に

より年度途中から開始された事業について、その成果や実績を示すものです。また、第１次滝沢市総合

計画基本構想の将来像の実現のために策定した、各政策、基本施策及び施策を含む前期基本計画の市域

全体計画を受け、各取り組み状況を示すものでもあります。 

 

Ⅱ 期間 

第１次滝沢市総合計画前期基本計画期間である平成27年度～平成30年度中、平成27年度分について報

告します。 

 

Ⅲ 重点事業 

前期基本計画における重点事業は、実行計画事業の中でも特に、市民が幸福を判断するための三大要素であ

る「人とのつながり」「健康」「所得・収入」に関連する事業と、セーフティーネット機能である「安全・安心」

を確保する事業を示します。 

 

Ⅳ 留意点 

① 第１次滝沢市総合計画前期基本計画の政策・基本施策ごとに整理しています。 

※平成26年度までに完了した事業については、平成27年度における施策の中から最も近いものへ分類

した形で整理しています。 

② 重点事業は、事業名の下に「重点事業」と表記されています。 

③ 継続区分欄では、新規事業・継続事業のいずれかが示されています。 

④ 事業主体欄では、滝沢市主体・協働事業・他団体事業主体のいずれかが示されています。 

⑤ 事業の意図やねらい（成果や効果）の達成状況欄では、その事業の意図やねらいを整理したうえで、

それに対応する達成状況をそれぞれ示しています。 

⑥ 事業概要（実績）欄では、平成27年度に実施した事業内容を示しています。 

⑦ 活動指標欄では、平成27年度の指標項目の目標値（上段）と実績値（下段）を示しています。 

※適切な活動指標の設定が困難な場合は、空欄としています。また、平成27年度から新規に設定した 

目標値の場合、過去分がゼロ表示となっているものがあります。 

⑧ 決算額（事業費）欄では、平成27年度に執行した事業費の合計を示しています。 

※職員人件費および一般行政事務費は含まれません。また、事業期間外に支出した事業費（繰越明許

費など）については記載されません。 

⑨ 備考欄には、全体事業期間・特定財源の名称やその他備考等を示しています。また、【特別会計】は

特別会計予算事業を、【公営企業会計】は地方公営企業会計予算を、＜ ＞は以下を示しています。 

※全体事業期間は、事業の開始年度および終了予定の年度を示していますが、開始年度が不明な場

合は平成27年度に、終了予定がない場合は平成30年度に事業期間を設定しています。 

<新 規 事 業 > 平成27年度から実行計画書に登載した事業 

<統 合 事 業 > 平成26年度に実施した事業のうち、平成27年度にて2事業以上が統合された事業 

<分 割 事 業 > 平成26年度に実施した事業のうち、平成27年度にて2事業以上へ分割された事業 

<名称変更事業> 平成27年度より、事業の名称が変更となった事業 

<ゼロ予算事業> 特別な予算措置は無く、職員人件費等により行われている事業で年間80時間以上

の勤務を要する事業 

<調 査 事 業 > 事業の実施やその実現・有効性などについて調査をする事業 

 <調 整 事 業 > 平成28年度から平成30年度までの事業費について、当該年度の予算編成過程で 

の調整を必要とする事業 

平成 27 年度事業実績報告書 
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Ⅴ　政策の実現手段

事業数
平成27年度
計画事業費

平成27年度
決　算　額

　健やかで笑顔にあふれ、互いに支えあうまちを目指
　します 138 14,705,460 15,140,146

（うち一般会計分）
(113) (5,405,334) (5,663,485)

　ひとにやさしく安心・快適で活力あふれるまちを
　目指します 69 3,378,608 2,772,172

（うち一般会計分）
(54) (1,323,885) (1,054,902)

　総合計画の認知度を高め行財政基盤の確立を目指し
　ます 32 1,057,414 648,638

（うち一般会計分）
(31) (1,052,505) (644,327)

453 26,281,470 23,131,772
(412) (14,921,712) (11,933,530)

6

政策　計
（うち一般会計分）

次代を担う若者が育ち、新たな価値の創造に挑戦す
るまちを目指します

3

4

5

488,194 346,77575

2

実行計画総括表（平成27年度）（単位：件、千円）

人のつながりによって市民が行動しているまちを目
指します

42 4,941,754 2,611,130

※平成27年度補正予算新規事業が追加となっています。

政   策   名

1

※事業実績報告書内の平成24,25及び26年度完了事業は事業数に含まれていません。

一人一人が学ぶよろこびを実感できるまちを目指し
ます

97 1,710,040 1,612,911
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Ⅵ　重点事業一覧

単位:千円 単位:千円

総 括 244 総合計画マネジメント事業 1,214 883

1,214 883

8 地域活動推進員設置事業 1,841 1,384

10 地域自治活動事業 36,013 42,490

10 参画・協働推進事業 108 32

10 滝沢地域デザイン推進補助事業 1,000 1,000

10 交流拠点複合施設整備事業 2,789,697 474,076

22 衛生指導推進事業 1,092 981

22 環境基本計画推進事業 140 86

24 クリーンたきざわ運動推進事業 3,146 2,596

94 育児支援事業 9,561 7,975

110 チャグチャグ馬コ関連事業 6,226 6,425

146 地域景観形成推進事業 198 149

150 空き家対策推進事業 387 732

164 バス路線維持対策費補助事業 150 116

164 ＪＲ小岩井駅活性化事業 9,507 8,694

166 スマートインターチェンジ整備事業 175,323 98,130

192 新設校整備事業 56,011 35,953

216 成人教育事業 118 53

216 生涯学習推進事業 328 389

216 青少年教育事業 702 324

218 滝沢市教育振興運動推進協議会交付金事業 1,019 870

220 放課後子ども教室推進事業 870 870

222 青年教育交流事業 124 21

222 図書館管理運営事業 31,036 29,487

226 芸術祭開催事業 347 320

226 伝統文化支援事業 600 658

234 国体準備事務 252 902

242 広報発行事業 17,868 17,813

244 滝沢市ホームページ管理運営事業 1,237 1,123

3,144,901 733,649

要素

　（１事業）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小計

人
 
と
 
の
 
つ
 
な
 
が
 
り

 （２８事業）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小計

平 成 27 年 度
決 算 額

重　点　事　業
平 成 27 年 度
計 画 事 業 費

掲載P
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Ⅵ　重点事業一覧

単位:千円 単位:千円

84 肺がん検診事業 10,649 11,320

84 胃腸病検診事業 23,722 23,948

86 大腸がん検診事業 9,625 9,837

86 婦人病検診事業 21,077 24,394

88 精神保健事業 919 915

88 健康づくり事業 172 130

88 地域健康づくり支援事業 82 47

90 食生活改善・運動普及推進員養成、育成事業 388 298

90 食育推進事業 1,830 1,298

90 インフルエンザ予防接種事業 14,247 19,103

92 妊婦個別健康診査事業 42,582 42,128

94 乳幼児保健事業 13,304 12,997

206 学校保健事業 16,558 15,906

155,155 162,321

114 企業誘致事業 4,116 3,750

118 産学官共同研究事業 0 0

118 地域ＩＣＴ活用事業 0 0

126 農業振興地域整備促進事業 26 4

138 県営農村災害対策整備事業 2,897 333

142 国営かんがい排水事業（岩手山麓地区） 0 0

7,039 4,087

 （１３事業）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小計

  （６事業）　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　小計

要素 掲載P

健
 
 
康

所
得
・
収
入

平 成 27 年 度
決 算 額

重　点　事　業
平 成 27 年 度
計 画 事 業 費
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Ⅵ　重点事業一覧

単位:千円 単位:千円

16 消防施設管理運営事業 9,687 12,941

18 消防施設整備事業 20,719 19,969

18 水防活動事業 131 56

20 総合防災対策事業 6,706 6,448

24 環境保全対策事業 7,327 6,221

34 民生委員・児童委員設置事業 7,200 7,008

44 障がい者計画・障がい福祉計画策定事業 0 0

50 生活困窮者自立支援事業 8,635 7,585

54 放課後児童健全育成事業 110,814 136,185

54 家庭児童相談員設置事業 5,646 5,646

58 障がい児保育巡回指導事業 2,717 2,639

58 母子自立支援事業 8,653 4,572

76 滝沢市救急医療情報キット配付事業 321 294

98 重度心身障害者医療費給付事業 113,884 99,341

98 乳幼児医療費給付事業 96,616 93,485

100 ひとり親家庭医療費給付事業 25,278 23,221

106 地域職業相談室管理運営事業 5,963 5,629

148 木造住宅耐震診断支援事業 417 111

150 生活再建住宅支援事業 10,625 4,738

150 滝沢市被災者住宅再建支援補助事業 5,000 5,000

154 市道改修事業 49,346 45,760

156 巣子野沢線道路改良舗装事業 53,495 16,053

158 穴口・室小路地区人道橋外新設事業 0 0

160 交通安全施設（施設修繕）整備事業 3,000 2,712

168 河川維持管理事業 15,087 13,036

168 越前堰等水路治水対策事業 16,000 16,031

168 砂込川支線排水路整備事業 40,257 35,485

188 小学校維持管理事業 80,796 81,742

192 中学校維持管理事業 46,899 48,096

212 学校給食施設改善事業 15,176 11,459

244 防災行政無線施設更新事業 709,281 216,257

250 番号制度対応事業 181,068 164,559

254 公共施設マネジメント事業 197 182

1,656,941 1,092,461

4,965,250 1,993,401

平 成 27 年 度
計 画 事 業 費

掲載P 重　点　事　業

重点事業　計　(８１事業）

安
 
全
 
・
 
安
 
心

 （３３事業）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小計

平 成 27 年 度
決 算 額

要素
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Ⅶ ページの見方 

 

平成 27年度当初に設定した政策の重点課題の要旨と、そ

れに対応した達成状況をそれぞれ記載しています。 

平成 27年度における各基本施策の取り組み結果を受け、

今後の方向性や課題についてそれぞれ記載しています。 

各事業における活動指標・投資指標につ

いて、平成 27年度の実績・決算額を表

示しています。 
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Ⅶ ページの見方 

  基本的な構成は、「平成27年度実行計画書兼事業説明書」と同一です。 

 

政策に 

関する 

部分 

各事業に 

関する 

部分 

基本施策に 

関する 

部分 

平成 27年度当初に設定した政策目標に対し、達成値及

び達成状況を記載しています。 

「進捗率」は、（H27達成値－基準値）÷（最終年度目標値-－

基準値）×100 という式で算出されるため、目標値によって

は 100を超える場合や、マイナスとなる場合があります。 

進捗状況については、Ａ（順調に推移）～Ｆ（指標等の

関係上評価不能）の 6段階で表示しています。 

平成 27年度当初に設定した基本施策の重点課題の要旨と、それ

に対応した達成状況をそれぞれ記載しています。 

平成 27年度当初に設定した各事業の意図やねらいの要旨

と、それに対応した達成状況をそれぞれ記載しています。 
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状況】行政と地域を結ぶ中間支援のあり方を研究しながら、地域情報の収

（重点事業） 集及び発信を行いました。

継続区分 会計・款・項・目 平成27年度の事業概要（実績）
滝沢市地域活動推進員を1名配置し、自治会等の

 

地域づくり活動支援として、情継続 一般・2款・1項・8目
報収集及び情報発信を行いました。

事    業    主    体
地域づくり推進課

【滝沢市主体】

人

計画のビジョ

の

ン（政策が実現できた

つ

ときの状態）

・市民一

な

人一人が、自ら「住み

が

よい地域とは」を考え

り

、思いやりと協力の気

に

持ちを持ち、地域や仲

よ

間と関わって行動でき

政 っ

て

いる状態を目指しま

て

す。

・目標づくり（人

市

と地域を知る）→人の

民

つながりづくり（結い

が

、絆）→行動（自ら、

行

地域）→幸福感

　

政策

動

目標値の達成状況

基準

し

値 上：戦略目標見込値

て

／下：達成値 目標値 進

い

捗状況No 政 策 目 標 指

策 る

数
平成26年度 平成2

ま

7年度 平成28年度 平

ち

成29年度 平成30年

を

度 平成31年度 進捗率

目

(%)

暮 地域活動に参

指

加している人の割合
1

し

ら 50 51.5 53 5

ま

5 56.5 Ｅ48.3

す

単 位 ％し 47.8 -

 

- - - △6.1

幸 滝沢

　
基

市で幸せに暮らしてい

本

る人の割合
2 62 64

施

66 68 70 Ｅ61単

策

 位 ％福 57.6 - -

　

- - △37.8

０

基本施

１

策が４年間でめざす姿

 

滝沢市自治基本条例に

 

規定する、自治会を中

 

心とした「地域コミュ

　
人

ニティ」が、地域の方

と

々のつながり、相互の

人

協働をとお

して、身近

が

な地域の課題等に取り

つ

組み、解決へとつなげ

な

られる姿を目指し、地

が

域別計画の推進に伴う

る

活動を市行政が支援し

「

ながら、地域に広げ、

場

市民一人一人が、様々

　
」

な場面で地域づくりに

づ

関われる地域を目指し

く

ます。

基本計画期間内

り

の取り組みと方針のうち、平成27年度の重点課題の達成（実現）状況

Ａ 達成した

【重点課題】

地域づくりに関するルールの策定、交流拠点複合施設の管理

０

運営方法の検討、男女共同参画計画の周知

【重点課題に対応した達成状況】

地域づくりのルールとなる滝沢市地域コミュニティ基本条例を制定しました。また、将来を見据えた交流拠点複合施設の管

理運営方法について調査

１

、検討の結果、指定管理とすることで決定しました。男女共同参画計画の周知は市民向けのパンフ

レットの作成と関係行事を開催し周知を図りました。

事       業       名 事業の意

 

図やねらい（成果や効果）の達成状況

地域活動推進員設置事業 【事業意図・ねらい】行政と地域の橋渡しをする中間的な支援を目的とした地域

づくりを目指し、自治会との連携を密にし、地域の情報収集に努めます。

【達成
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平 績

ル

滝沢市域そして地域の

ー

住民自治の深化に寄与

ル

する取組を進めます。

と

・交流拠点複合施設が

な

本格的な開館となり、

る

市民・利用者に愛され

「

、多様な活動が展開さ

滝

れ賑いが創出されるよ

沢

う、市民、

利用者、指

市

定管理者、関係者との

報

地

連携を強化しながら取

域

組を進めます。

【引継

コ

課題】

・地域内に集会

ミ

施設が存在しない自治

ュ

会について、財政状況

ニ

も見ながら地域と検討

テ

を進める必要がありま

ィ

す。

・男女共同参画社

基

会形成の意識の定着を

本

図る必要があります。

告

条例」

項     

を

  目 平成24年度 平

制

成25年度 平成26年

定

度 平成27年度 備  

し

     考

目 ○全体

、

事業期間活 インターネ

理

ットによる情報提供 0

解

0 0 165   平成2

平

を

2年度～平成27年度

深

標
動 0 0 0 159値 単

め

位 回

／指 地域づくり交

る

流フォーラムの開 0 0

よ

0 1
実 催

標 0 0 0 1績

う

単 位 回 ○特定財源

決  

に

 総務施設土地使用料

地

【その他投 年度別事業

域

費 1,903 1,85

別

0 1,860 1,38

成

懇

4   】
  資 内 特定

談

財源 7
算   

  指 訳

会

一般財源 1,903 1

等

,850 1,860 1

を

,377 ＜名称変更事

実

業＞

額 「地域活動推進

施

事業」から名称標 他団

し

体事業負担額
変更

まし

2

た。

・地域交流の場と

4

なる交流拠点複合施設

年

の運営管理の検討を行

度

い、指定管理者を選定

～

しました。

・男女共同

成
平

参画推進計画「たきざ

成

わ輝きプラン２」の推

2

進を図りました。

・防

7

災意識の啓発を行い自

年

主防災組織の育成支援

度

を行いました。

・安全

（

、安心なまちづくりの

単

ために交通事故防止活

位

動等を行いました。

・

 

環境に配慮した地域づ

2

 

くりのためボランティ

千

アや地域リーダーの育

円

成を推進しました。

・

）

住民情報の適正な維持管理を行うことができました。

基本計画内の取り組みと方針のうち、平成27年度の重点課題の達成（実現）状況

Ｂ 概ね達成した

【重

7

点課題】

・地域づくりのルール化と地域別計画の周知

・自主防災組織体制の整備

・地球温暖化対策への啓発

【重

政

点課題に対する達成状

策

況】

・地域づくりにつ

目

いては、11地域の地

標

域別計画を冊子にまと

の

め、地域コミュニティ

年

達

基本条例とともに周知

成

を行いました。

・自主

（

防災組織については、

実

市や地域各の防災訓練

現

において防災知識の普

）

及啓発を行い、防災意

に

識の高揚を図りました

向

。

・温暖化対策につい

け

ては、啓発活動を行い

た

ました。

度

基

基本施策目

本

標の達成（実現）に向

計

けた計画期間内の取り

画

組みと方針についての

期

達成（実現）状況

Ａ 達

間

成した

・地域コミュニ

内

ティの活性化支援につ

の

いては、各地域に出向

取

くなど、地域別計画の

り

周知を図るとともに、

事

組

地域づくりのルー

ルと

み

なる滝沢地域コミュニ

と

ティ基本条例を制定し

方

ました。

・市民活動の

針

拠点整備と管理運営に

に

ついては、交流拠点複

つ

合施設の整備を進め、

い

管理運営の調査、検討

て

を行い指定管理者を

選

の

定しました。また、他

業

達

のコミュニティ施設に

成

関しても良好な管理が

（

図られました。

・男女

実

共同参画の推進につい

現

ては、「たきざわ輝き

）

プラン2」のパンフレ

状

ットの作成及び学習会

況

や行事を開催し周知と

Ａ

推進

を図りました。

平

達

成29年度方針策定に

実

成

際し、今後の方向性や

し

引継課題

Ｂ 課題あり

【

た

今後の方向性】

・多く

・

の市民が地域のこと考

地

え地域づくり活動に参

域

加し、市民主体の地域

づ

づくりが定着するよう

く

支援してまいります。

り

・滝沢市自治基本条例

の

検証委員会が機能し、
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い

実績）
・滝沢地域デザ

（

イン推進事業補助金の

成

交付　5事業継続 一般

果

・2款・1項・8目
・

や

各地域まちづくり推進

効

委員会活動への参加及

果

び助言
事    業 

）

   主    体 ・

の

第１次滝沢市総合計画

達

における地域別計画の

 

成

推進のための組織づく

状

り支援

地域づくり推進

況

課

【協働事業】

地域ま

地

ちづくり推進委員会

域自

事       業 

治

      名 事業の

活

意図やねらい（成果や

動

効果）の達成状況

自治

事

公民館整備補助事業 【

人

業

事業意図・ねらい】地

【

域コミュニティ活動の

事

拠点である自治公民館

業

・集会所等

の延命化を

意

目指します。

【達成状

図

況】修繕が必要な集会

・

所整備に対し、管理す

ね

る自治会へ整備費の半

ら

分を

補助しました。

継

い

続区分 会計・款・項・

の

】

目 平成27年度の事業

自

概要（実績）
法誓寺自

治

治会集会所改修事業補

会

助金（台所及びトイレ

連

改修）　1,290,

合

000円継続 一般・2

会

款・1項・8目

事  

と

  業    主  

地

  体
地域づくり推進

域

課

【滝沢市主体】

つ

づ

事

く

       業  

り

     名 事業の意

に

図やねらい（成果や効

関

果）の達成状況

交流拠

す

点複合施設整備事業 【

る

事業意図・ねらい】交

情

流拠点複合施設を建設

報

し、保健福祉の向上、

を

生涯学習推

進、地域活

な

共

動支援、滝沢ブランド

有

の発信、地域防災強化

し

に寄与します。

【達成

な

状況】引き続き滝沢市

が

交流拠点複合施設の本

ら

体工事を実施しました

、

。また

（重点事業） 、

単

消防屯所及び再生エネ

位

ルギー工事は、平成2

自

7年度で完成しました

が

治

。

継続区分 会計・款・

会

項・目 平成27年度の

の

事業概要（実績）
交流

活

拠点複合施設（産業創

動

造センター含む）、消

を

防屯所、再生エネルギ

支

ー工事を継続 一般・2

援

款・1項・8目
行いま

し

した。（消防屯所及び

ま

再生エネルギー工事は

り

す

、平成27年度完成し

。

ました。
事    業

【

    主    体

達

）

地域づくり推進課

【

成

滝沢市主体】

状況】自治

に

会連合会と連携し、滝

よ

沢市が目指すこれから

政 っ

の地域づくりのあ

（重

て

点事業） り方を共有し

市

ながら、単位自治会の

民

活動を支援しました。

が

継続区分 会計・款・項

行

・目 平成27年度の事

動

業概要（実績）
・自治

し

会連合会理事会の開催

て

（計11回）継続 一般

い

・2款・1項・8目
・

策 る

コミュニティ検討委員

ま

会の開催（計5回）
事

ち

    業    主

を

    体 ・自治会長

目

研修の支援（計3回）

指

地域づくり推進課 ・自

し

治会役員会、地域づく

ま

り懇談会及びまちづく

す

り推進委員会での地域

 

別計画　

【他団体事業

　
基

主体】 の周知

自治会連

本

合会、単位自治会

施

事

策

       業  

　

     名 事業の意

０

図やねらい（成果や効

１

果）の達成状況

参画・

 

協働推進事業 【事業意

 

図・ねらい】男女共同

 

参画に対する意識の高

　
人

揚を目指し、講演や研

と

修会

を実施し、男女共

人

同参画計画の推進を図

が

ります。

【達成状況】

つ

職員を対象とした研修

な

会や防災の視点での男

が

女共同参画の在り方に

る

（重点事業） ついての

「

研修会を実施し、男女

場

共同参画に関する意識

　
」

啓発を図りました。

継

づ

続区分 会計・款・項・

く

目 平成27年度の事業

り

概要（実績）
・職員を対象とした男女共同参画研修会の開催継続 一般・2款・1項・8目
・防災・復興について考えよう～男女共同参画の視点から～の開催

０

事    業    主    体 ・いわて男女共同参画フェスティバルへの参加

地域づくり推進課 ・出前講座

事

【協働事業】 ・男女共

 

同参画サポーター養成

 

講座（2名受講）

男女

 

共同参画サポーター

 

１

 

事       業 

 

      名 事業の

 

意図やねらい（成果や

業

効果）の達成状況

滝沢

 

地域デザイン推進補助

 

事業 【事業意図・ねら

 

い】滝沢地域デザイン

 

の推進のため、各地域

 

まちづくり推進委

員会

 

の事業支援と共に、地

 

 

域の事業企画力及び実

名

践力の向上を図ります

事

。

【達成状況】地域ま

業

ちづくり推進委員会の

の

５事業に対し補助金を

意

支出し、地域別

（重点

図

事業） 計画の推進が図

や

られました。

継続区分

ね

会計・款・項・目 平成

ら

27年度の事業概要（

-10-



平 績

目 ○

項 

全

      目 平成2

体

4年度 平成25年度 平

事

成26年度 平成27年

業

度 備       考

期

目 ○全体事業期間活 交

間

流拠点複合施設の整備

活

完了 0 0 0 0   平成

自

19年度～平成28年

報

治

度標 ○全体事業量動 0

会

0 0 0値 単 位 1＝整備

加

完了   ２棟 3.7

入

ha（建物・造成・用

率

／   地・設計を含む

9

）指 ○全体事業費実  

0

 4,598,337

8

千円標 績 単 位 ○特定財

1

源

決   社会資本整備

8

総合交付金【国投 年度

告

2

別事業費 8,378 4

8

08,125 5,62

3

6 474,076   

 

】
  　事業費×40

 

%資 内 特定財源 6,6

昭

25 380,271 4

和

,524 440,22

4

7
算   起債

  （事

6

業費-補助金）×90

年

%　　指 訳 一般財源 1

平

度

,753 27,854

～

1,102 33,84

平

9 平成27年度実施平

成

成26年度繰越

額 明許

3

費9,000千円、平

0

成28年度標 他団体事

年

業負担額
へ繰越明許費

度

2,264,348千

標

円

動

成

81.2 81.2 81

2

.1 82.7値 単 位 ％

4

／指
実

標 績 単 位 ○特定

年

財源

決   いわてグラ

度

フ全世帯配布版配投 年

～

度別事業費 32,30

成
平

9 35,732 40,

成

745 42,490  

2

 布委託交付金、いわ

7

て県議会
  だより配

年

布委託交付金【その資

度

内 特定財源 628 63

（

5 662 7,296
算

単

  他】他
  指 訳 一

位

般財源 31,681 3

 

5,097 40,08

2

 

3 35,194

額標 他

千

団体事業負担額

円）

項       目 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備       考

目 ○全体事業期間活 男女共同参画サポ

7

ーター認定者 33 34 35 37   平成27年度～平成30年度標 数
動 35 36 36 36値 単 位 人

／指 審議会等における女性委員登用 30 35 40 22
実 率

標 22 21 22.7 24.8績 単 位 ％ ○特定財源

決   NPO認証

年

等事務処理交付金【投 年度別事業費 82 85 1,326 32   県】
  資 内 特定財源 32

算   
  指 訳 一般財源 82 85 1,326

額標 他団体事業負担額

項 

項    

度

 

   目 平成24年度

 

平成25年度 平成26

 

年度 平成27年度 備 

 

      考

目 ○全

 

体事業期間活 ＮＰＯ法

 

人を含む地域づくり団

目

61 62 63 64   

平

平成27年度～平成3

成

0年度標 体数
動 71 7

2

2 62 72値 単 位 団体

事

4

／指 滝沢地域デザイン

年

推進事業参加 690 7

度

00 720 740
実 者

平

数
標 950 1,020

成

954 1,042績 単

2

位 人

決投 年度別事業費

5

469 960 1,07

年

0 1,000

資 内 特定

度

財源
算

指 訳 一般財源 4

平

69 960 1,070

業

成

1,000

額標 他団体

2

事業負担額

6年

項

度

       目 平成

平

24年度 平成25年度

成

平成26年度 平成27

2

年度 備       

7

考

目 ○全体事業期間活

年

修繕する自治公民館数

実

度

4 0 3 1   平成27

備

年度～平成30年度標

 

動 4 0 2 1値 単 位 箇所

 

／指
実

標 績 単 位

決投 年

 

度別事業費 3,343

 

696 1,290

資 内

 

特定財源
算

指 訳 一般財

 

源 3,343 696 1

 

,290

額標 他団体事

考

業負担額
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い

ミュニティセンターを

（

市民の地域活動の場と

成

して提
事    業 

果

   主    体 供

や

しました。

地域づくり

効

推進課

【他団体事業主

果

体】

小岩井.大釜南.

）

鵜飼南.川前.柳沢.

の

南一本木自治会

達

事 

 

成

      業   

状

    名 事業の意図

況

やねらい（成果や効果

北

）の達成状況

勤労青少

部

年ホーム管理運営事業

コ

【事業の意図やねらい

ミ

】勤労青少年の交流、

ュ

情報交換等の活動拠点

ニ

として、ホー

ムの健全

テ

運営と地域の交流の場

人

ィ

として利用者サービス

セ

の向上に努めます。

【

ン

達成状況】施設の適正

タ

な維持管理と、利用者

ー

サービスの向上に努め

管

ました。

継続区分 会計

理

・款・項・目 平成27

運

年度の事業概要（実績

営

）
・施設の老朽箇所の

事

維持修繕と利用設備・

の

【

物品の整備充実、利用

事

者ニーズに対応継続 一

業

般・5款・1項・2目

意

した貸し館体制の充実

図

等、利用者サービスの

・

向上と適正管理に努め

ね

ました｡
事    業

ら

    主    体

い

・岩手県勤労青少年ホ

】

ーム連絡協議会負担金

つ

柳

　　38,000円

勤

沢

労青少年ホーム

【滝沢

・

市主体】

一

事    

本

   業      

木

 名 事業の意図やねら

地

い（成果や効果）の達

域

成状況

勤労青少年ホー

の

ム指導員設置事業 【事

コ

業の意図やねらい】勤

な

ミ

労青少年ホーム指導員

ュ

を配置することで、勤

ニ

労青少年

の交流、情報

テ

交換が活発に行われ、

ィ

活動拠点としてのホー

意

ムの健全運営が図られ

識

ます。

【達成状況】利

の

用者ニーズに対応した

醸

サービスの向上に努め

成

ました。

継続区分 会計

が

を

・款・項・目 平成27

目

年度の事業概要（実績

指

）
・勤労青少年ホーム

し

指導員を2名配置し、

、

利用者ニーズに対応し

市

た貸し館体制の継続 一

民

般・5款・1項・2目

の

充実等、利用者サービ

活

スの向上を図りました

動

。
事    業   

り

の

 主    体 ・勤労

拠

青少年を対象とした講

点

座を14講座、36回

と

実施し、299人が受

し

講しました。

勤労青少

て

年ホーム 勤労青少年の

北

交流と情報交換が促進

部

されました。

【滝沢市

コ

主体】

ミ

に

ュニティセンターを管

よ

理運営します。
業 【達

政 っ

成状況】指定管理者制

て

度により、適切な管理

市

運営を行いながら、地

民

域コミュ

ニティ活動の

が

拠点の場を提供しまし

行

た。

継続区分 会計・款

動

・項・目 平成27年度

し

の事業概要（実績）
指

て

定管理者により、多様

い

な自主事業が開催され

策 る

地域に喜ばれる施設の

ま

管理運営が継続 一般・

ち

2款・1項・12目
行

を

われ、地域のコミュニ

目

ティ活動の拠点として

指

、市民の活動、健康増

し

進に寄与す
事    

ま

業    主    

す

体 ることができました

 

。

地域づくり推進課

【

　
基

他団体事業主体】

指定

本

管理者（社会福祉法人

施

やまゆり会）

策

事  

　

     業    

０

   名 事業の意図や

１

ねらい（成果や効果）

 

の達成状況

大釜駅前コ

 

ミュニティセンター管

 

理運 【事業意図・ねら

　
人

い】施設の適正な維持

と

管理を行うとともに、

人

公共交通の円滑運

行の

が

ため、施設利用者の安

つ

全確保を図ります。
営

な

事業 【達成状況】地域

が

コミュニティ活動の拠

る

点として、施設の修繕

「

を行いながら施設

を管

場

理運営し、施設利用者

　
」

の安全を確保しました

づ

。

継続区分 会計・款・

く

項・目 平成27年度の

り

事業概要（実績）
コミュニティセンターの維持修繕を行いながら、施設管理及び警備を委託し、安継続 一般・2款・1項・12目
全な地域活動の場を提供し

０

ました。
事    業    主    体

地域づくり推進課

【滝沢市主体】

事   

事

    業     

 

  名 事業の意図やね

 

らい（成果や効果）の

 

達成状況

地区コミュニ

 

ティセンター管理運営

１

 

事 【事業意図・ねらい

 

】市民の地域コミュニ

 

ティ活動の拠点として

業

、地区コミュニ

ティセ

 

ンターの適切な維持管

 

理を行います。
業 【達

 

成状況】自治会と連携

 

し、地区コミュニティ

 

センターの維持修繕を

 

行いなが

ら、施設の管

 

 

理運営を行いました。

名

継続区分 会計・款・項

事

・目 平成27年度の事

業

業概要（実績）
地元自

の

治会への指定管理によ

意

り、適切な管理運営が

図

図られたとともに、施

や

設の維継続 一般・2款

ね

・1項・12目
持修繕

ら

を行いながら、地区コ
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平 績

目

利用者数 27,000

○

27,000 27,0

全

00 33,500   

体

昭和61年度～平成3

事

0年度標
動 36,97

業

1 35,296 40,

期

265 38,330値

間

単 位 人

／指
実

標 績 単 位

活

○特定財源

決   勤労

利

青少年ホーム使用料等

報

用

【投 年度別事業費 13

者

,054 11,095

数

11,309 6,50

1

7   その他】
  資

9

内 特定財源 1,082

,

1,066 1,212

0

1,188
算   

  

0

指 訳 一般財源 11,9

0

72 10,029 10

1

,097 5,319

額

告

9

標 他団体事業負担額

,00

項      

0

 目 平成24年度 平成

1

25年度 平成26年度

9

平成27年度 備   

,

    考

目 ○全体事

0

業期間活 利用者数 27

0

,000 27,000

平

0

27,000 33,5

2

00   平成27年度

5

～平成30年度標
動 3

,

6,971 35,29

0

6 40,265 38,

0

330値 単 位 人

／指
実

0

標 績 単 位

決投 年度別事

 

業費 4,602

資 内 特

 

定財源
算

指 訳 一般財源

昭

4,602 ＜分割事業

成

和

＞

額 「勤労青少年ホー

6

ム管理運営事標 他団体

0

事業負担額
業」から分

年

割

度～平成30

2

年度標
動 20,000

4

25,397 25,3

年

16 25,128値 単

度

位 人

／指
実

標 績 単 位 ○

～

特定財源

決   北部コ

成
平

ミュニティセンター使

成

投 年度別事業費 18,

2

254 17,660 1

7

7,772 17,60

年

1   用料【その他】

度

他
  資 内 特定財源 8

（

17 973 1,088

単

884
算   

  指 訳

位

一般財源 17,437

 

16,687 16,6

2

 

84 16,717 ＜統

千

合事業＞

額 「北部コミ

円

ュニティセンター改標

）

他団体事業負担額
修事業」を統合

項       目 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27

7

年度 備       考

目 ○全体事業期間活 学童保育を除く施設利用件数 25 25 25 25   平成12年度～平成30年度標
動 25 41 36 40値 単 位 件

／指
実

標 績 単 位 ○特定財源

決   大釜駅前コミュニティセンタ投 年

年

度別事業費 5,081 5,060 5,320 5,617   ー使用料【その他】他
  資 内 特定財源 434 406 488 503

算   
  指 訳 一般財源 4,647 4,654 4,

項

832 5,114

額標

 

他団体事業負担額

度

   

項       

 

目 平成24年度 平成2

 

5年度 平成26年度 平

 

成27年度 備    

目

   考

目 ○全体事業

平

期間活 利用団体数（団

成

体） 2,200 2,2

2

00 2,200 1,0

事

4

00   平成17年度

年

～平成30年度標
動 1

度

,800 772 1,2

平

74 1,352値 単 位

成

件

／指 利用者数 23,

2

000 24,000 2

5

5,000 18,00

年

0
実

標 35,000 1

度

4,256 28,81

平

2 26,402績 単 位

業

成

人 ○特定財源

決   滝

2

沢市地区コミュニティ

6

セン投 年度別事業費 4

年

,426 4,357 3

度

,820 5,133  

平

 ター使用料【その他

成

】他
  資 内 特定財源

2

224 271 244 1

7

,826
算   

  指

年

訳 一般財源 4,202

実

度

4,086 3,576

備

3,307

額標 他団体

 

事業負担額

  

項

 

       目 平成

 

24年度 平成25年度

 

平成26年度 平成27

 

年度 備       

考

考

目 ○全体事業期間活
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い

ります。

【達成状況】

（

飲酒運転被検挙者数は

成

減少しました。交通事

果

故死亡者数0人の継続

や

期間は、平成28年2

効

月をもって2年間とな

果

っています。

継続区分

）

会計・款・項・目 平成

の

27年度の事業概要（

達

実績）
交通指導員出動

 

成

実績（朝夕の街頭活動

状

、各種行事に伴う交通

況

整理活動など総活動継

Ｎ

続 一般・2款・1項・

Ｐ

10目
日数5,112

Ｏ

日）、交通安全教育専

認

門員の交通安全教室（

証

市内保育園、幼稚園、

事

小
事    業   

業

 主    体 中学校

人

【

、特別支援学校、老人

事

クラブや子供会など1

業

34回実施、述べ9,

意

890人受講）

防災防

図

犯課 を実施しました。

・

【協働事業】

警察、盛

ね

岡交通安全協会、市内

ら

交通安全団体等

い】

の

特定非営利活動促進法

つ

に基づくＮＰＯ法人の

な

認証等事務処

理を行い

が

、ＮＰＯ法人の窓口と

り

なり市内ＮＰＯ法人の

に

実態を把握します。

【

よ

達成状況】ＮＰＯ法人

政 っ

の認証等事務処理を行

て

いました。

継続区分 会

市

計・款・項・目 平成2

民

7年度の事業概要（実

が

績）
・特定非営利活動

行

推進法に基づく認証等

動

事務処理継続 一般
・市

し

内ＮＰＯ等の住民への

て

周知、情報提供
事  

い

  業    主  

策 る

  体
地域づくり推進

ま

課

【協働事業】

ＮＰＯ

ち

法人

小   

を

          

目

          

指

      計

 政策

し

　　　０１   人の

ま

つながりによって市民

す

が行動しているまちを

 

目指します
 基本施策

　
基

　０２   安全・安

本

心なまちづくり

施

基本施

策

策が４年間でめざす姿

　

近年、全国的に地球温

０

暖化などの影響による

１

大規模な自然災害が多

 

く発生しています。岩

 

手山を有する本市とい

 

たしまして

も、日頃か

　
人

ら市民の防災に対する

と

意識及び備えを促すこ

人

とが求められています

が

。また、本市で、安全

つ

・安心に暮らすために

な

も、防災防犯、交通安

が

全などへの恒常的な取

る

組みが必要であり、こ

「

の取組みを市行政や関

場

係機関の取組みのみな

　
」

らず、人と

人とのつな

づ

がりによる災害に強い

く

まちづくりを市民と共

り

に目指すことで、地域との連携による犯罪と事故のないまちづくり

を目指します。

基本計画期間内の取り組みと方針のうち、平成27年度の重点課題の達成

０

（実現）状況

Ｃ 一部達成した

【重点課題】

・自主防災組織における防災訓練への多くの人の参加による防災力の

事

強化。

・交通事故件数

 

の減と子供の通学時の

 

安全。

【重点課題に対

 

する達成状況】

・自主

 

防災組織訓練の参加者

１

 

については、市内全地

 

域対象等の訓練を実施

 

しなければ達成が難し

業

かったが、防災訓練、

 

火災

防御訓練に自主防

 

災組織の参加により、

 

住民の防災への意識の

 

高揚が図られています

 

。

 

事       

 

 

業       名 事

名

業の意図やねらい（成

事

果や効果）の達成状況

業

交通指導員設置事業 【

の

事業意図・ねらい】交

意

通指導員・交通安全教

図

育専門員を中心とした

や

活動により

、交通死亡

ね

事故及び飲酒運転被検

ら

挙者数減少の実現を図
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平 績

目

53 107   平成2

○

7年度～平成30年度

全

標
動 135 108 98

体

113値 単 位 件

／指 飲

事

酒運転被検挙率（免許

業

人口千 0.9 0.6 0

期

.45 0.3
実 人当た

間

り人数）
標 0.38 0

活

.48 0.4 0.34

Ｎ

績 単 位 人 ○特定財源

決

報

Ｐ

  交通指導員設置事

Ｏ

業補助金投 年度別事業

法

費 13,743 14,

人

269 12,450 1

を

3,600   【県】

含

（1/2・上限有）
 

む

 交通災害共済加入推

地

進事務費資 内 特定財源

域

1,348 1,507

づ

1,205 1,318

告

く

算   交付金【その他

り

】
  指 訳 一般財源 1

団

2,395 12,76

6

2 11,245 12,

1

282

額標 他団体事業

6

負担額

2 63 6

平

4   平成27年度～

成

平成30年度標 体数
動

2

71 72 69 72値 単

4

位 団体

／指
実

標 績 単 位

年

決投 年度別事業費

資 内

度

特定財源
算

指 訳 一般財

～

源 <ゼロ予算事業>

額

成
平

標 他団体事業負担額

成2

項 

7

      目 平成2

年

4年度 平成25年度 平

度

成26年度 平成27年

（

度 備       考

単

決投 年度別事業費 87

位

,299 484,92

 

4 89,544 559

2

 

,732

資 内 特定財源

千

9,810 383,6

円

22 8,218 451

）

,963
算

指 訳 一般財源 77,489 101,302 81,326 107,769

額標 他団体事業負担額

（単位  千円）

基本施策

7

目標の達成（実現）に向けた計画期間内の取り組みと方針についての達成（実現）状況

Ｃ 一部達成した

・自主防災組織訓練の事前支援と訓練に参加し、引き続き防災知識の普及・啓発に努めました。

・滝沢市自主防災組織研

年

修会、岩手県自主防災組織リーダー研修会、および岩手県自主防災組織連絡会議に参加し防災知識

の習得、災害時への心構え等の習得に努めました。

・市の防災訓練、火災防御訓

項

練において、消防団各

 

分団、各自主防災組織

度

 

の参加のもとで各々の

 

行動を確認することが

 

でき

ました。

・自主防

 

災組織訓練の参加者に

 

ついては、達成が難し

 

いものとなりました。

目

・交通指導員による街

平

頭指導、交通安全教育

成

専門員による交通安全

2

教室を実施しておりま

事

4

す。

平成29年度方針

年

策定に際し、今後の方

度

向性や引継課題

Ｂ 課題

平

あり

【今後の方向性】

成

・自主防災組織の全自

2

治会への設置と全自治

5

会での防災訓練の実施

年

が目標であり、市自主

度

防災組織連絡会議を柱

平

とした更な

る防災に対

業

成

する機運の盛り上がり

2

とその支援が必要と考

6

えます。

・交通指導員

年

による街頭指導、交通

度

安全教育専門員による

平

交通安全教室の実施に

成

より交通安全意識の向

2

上を図ります。

【引継

7

課題】

・自主防災組織

年

の全自治会への設置。

実

度

・交通指導員の増員。

備  

項     

 

  目 平成24年度 平

 

成25年度 平成26年

 

度 平成27年度 備  

 

     考

目 ○全体

 

事業期間活 交通事故発

考

生件数 190 185 1
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果

目指し、常備消防力の

や

火災等における対応

力

効

を強化し、予防活動等

果

を通して火災発生件数

）

の減少の実現を図りま

の

した。

継続区分 会計・

達

款・項・目 平成27年

成

度の事業概要（実績）

状

常備消防力の維持・強

況

化を目的とし、火災等

 

防

災害発生時における対

犯

応力（人員、継続 一般

交

・9款・1項・1目
施

通

設、装備）の強化、消

安

防団及び自主防災組織

全

等との連携強化を図る

対

ため、負担
事    

策

業    主    

事

体 金を支出しました。

務

防災防犯課

【滝沢市主

人

【

体】

事

事      

業

 業       名

意

事業の意図やねらい（

図

成果や効果）の達成状

・

況

消防施設管理運営事

ね

業 【事業意図・ねらい

ら

】安全で安心なまちづ

い

くりを目指し、消防施

】

設の維持・管理

を実施

の

犯

することにより、災害

罪

に強いまちづくりの実

と

現を図ります。

【達成

交

状況】消防施設の維持

通

・管理を実施すること

事

により、有事に備え、

故

災害に

（重点事業） 強

の

いまちづくりの実現を

な

図りました。

継続区分

い

会計・款・項・目 平成

つ

ま

27年度の事業概要（

ち

実績）
消防資機材、消

づ

防屯所の管理及び消防

く

ポンプ自動車の維持管

り

理や消防水利の充足継

を

続 一般・9款・1項・

目

2目
など消防施設の維

指

持・管理により災害等

し

有事に備えました。
事

、

    業    主

な

安

    体
防災防犯課

全

【滝沢市主体】

安

事 

心

      業   

な

    名 事業の意図

ま

やねらい（成果や効果

ち

）の達成状況

消防団等

づ

活動事業 【事業意図・

く

ねらい】災害に強いま

り

ちづくりの推進を目指

が

の

し、消防団の充実強化

推

を図るため、消防団員

進

の充足強化及び装備充

を

実を図ります。

【達成

図

状況】災害に強いまち

り

づくりの推進を目指し

ま

、消防団の充実強化を

す

図るた

め、消防団員の

。

充足強化及び装備充実

【

を図りました。

継続区

り

達

分 会計・款・項・目 平

成

成27年度の事業概要

状

（実績）
・火災や災害

況

に対する非常備消防力

】

の維持及び強化を図り

交

ました。継続 一般・9

通

款・1項・2目
・消防

事

団員の充足を図るとと

故

もに、教育訓練を行い

発

、非常備消防力の強化

に

生

を図り
事    業 

件

   主    体 ま

数

した。

防災防犯課 ・消

及

防団員の安全確保及び

び

災害への対応力向上の

犯

ため、装備の強化を図

罪

りました

【滝沢市主体

認

】 。

知件

よ

数については、目標値

政 っ

を下回り、

防犯・交通

て

安全に対する各種取組

市

の成果は確実に表れて

民

います。

継続区分 会計

が

・款・項・目 平成27

行

年度の事業概要（実績

動

）
滝沢市防犯交通安全

し

協会連合会を核として

て

、市民、警察などの各

い

種団体と連携し継続 一

策 る

般・2款・1項・10

ま

目
た各種防犯・交通安

ち

全活動を推進しました

を

。また、高齢者対策（

目

防犯・交通安全
事  

指

  業    主  

し

  体 ）の充実、青色

ま

回転灯装着車輌の推進

す

や防犯パトロール、見

 

守り活動等の自主防

防

　
基

災防犯課 犯ボランティ

本

アの充実、既存防犯団

施

体の活性化と連携強化

策

を図りました。

【協働

　

事業】

盛岡西警察署、

０

地区防犯協会、交通安

２

全協会等

 

事    

 

   業      

 

 名 事業の意図やねら

　
安

い（成果や効果）の達

全

成状況

防犯交通安全施

・

設整備事業 【事業意図

安

・ねらい】犯罪と交通

心

事故のないまちづくり

な

を目指し、防犯灯・交

ま

通

安全施設（道路反射

ち

鏡など）の設置及び管

づ

理を行います。

【達成

く

状況】既存防犯灯のL

　
り

ED防犯灯への交換を進めました。交通安全施設につ

いては、道路反射鏡の設置及び既存施設の修繕を行いました。

継続区分 会計・款・項・目 平成27年度の事業概要（実績）
地域と連携・協力し、劣化や破損個所などにつ

０

いて早期対応に努めました。新規継続 一般・

事

2款・1項・10目
設

 

置については、目標値

 

には及びませんでした

 

が、優先順位を定め設

 

置しました
事    

 

業    主    

 

体 。また、96灯の防

 

犯灯をLED防犯灯に

１

業

交換したほか、修繕に

 

ついても全てLED防

 

犯

防災防犯課 灯で対応

 

しました。

【協働事業

 

】

自治会、各地区防犯

 

交通安全協会

 

事  

 

     業    

名

   名 事業の意図や

事

ねらい（成果や効果）

 

業

の達成状況

盛岡地区広

の

域消防組合負担金 【事

意

業意図・ねらい】災害

図

に強いまちづくりを目

や

指し、常備消防力の火

ね

災等にお

ける対応力を

ら

強化し、火災発生件数

い

の減少等の実現を図り

（

ます。

【達成状況】災

成

害に強いまちづくりを
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平 績

目

内 特定財源 253 27

○

8 305 305
算   

全

  指 訳 一般財源 6,

体

456 6,523 5,

事

996 12,636

額

業

標 他団体事業負担額

期間活

項      

交

 目 平成24年度 平成

報

通

25年度 平成26年度

事

平成27年度 備   

故

    考

目 ○全体事

発

業期間活 消防団員数の

生

増加（年度内最多 40

件

0 400 400 370

数

  昭和22年度～平

（

成30年度標 在籍数）

人

動 380 363 363

身

361値 単 位 人

／指
実

告

事

標 績 単 位 ○特定財源

決

故

  消防団福祉共済事

）

務費【その投 年度別事

3

業費 62,844 62

3

,345 62,377

3

63,305   他】

1

  資 内 特定財源 19

3

68 85 18
算   

 

0

 指 訳 一般財源 62,

2

825 62,277 6

平

9

2,292 63,28

 

7

額標 他団体事業負担

 

額

平成27年度～

成

平成30年度標
動 24

2

.7 19.6 17.8

4

20.5値 単 位 件（人

年

口1万人当たり）

／指

度

犯罪認知件数 210 2

～

05 200 195
実

標

成
平

188 172 156 1

成

49績 単 位 件

決投 年度

2

別事業費 1,787 1

7

,678 2,111 1

年

,412

資 内 特定財源

度

算
指 訳 一般財源 1,7

（

87 1,678 2,1

単

11 1,412

額標 他

位

団体事業負担額

 

2

 千

項       目

円

平成24年度 平成25

）

年度 平成26年度 平成27年度 備       考

目 ○全体事業期間活 犯罪認知件数 210 205 200 195   平成27年度～平成30年度標
動 188

7

172 156 149値 単 位 件

／指 防犯灯施設設置件数 15 15 15 15
実

標 33 30 30 5績 単 位 件

決投 年度別事業費 33,265 33,285 32,663 25,289

資 内 特定財源 3,830 3,500 2,900
算

指

年

訳 一般財源 29,435 29,785 29,763 25,289

額標 他団体事業負担額 1

項       目 平成24年度 平

項

成25年度 平成26年

 

度 平成27年度 備  

度

 

     考

目 ○全体

 

事業期間活 火災予防（

 

火災発生件数の減少 1

 

2 11 11 11   昭

 

和46年度～平成30

 

年度標 ）
動 11 9 9 9

目

値 単 位 件

／指 救急出動

平

時間の短縮（市内平均

成

7.6 7.6 7.6 8

2

実 到着時間）
標 8 8.

事

4

2 8.5 9.4績 単 位

年

分

決投 年度別事業費 4

度

26,526 409,

平

851 439,982

成

435,166

資 内 特

2

定財源
算

指 訳 一般財源

5

426,526 409

年

,851 439,98

度

2 435,166

額標

平

他団体事業負担額

業

成26

項       

年

目 平成24年度 平成2

度

5年度 平成26年度 平

平

成27年度 備    

成

   考

目 ○全体事業

2

期間活 消防関係車両の

7

点検（車検） 8 11 8

年

11   平成27年度

実

度

～平成30年度標
動 8

備

12 8 11値 単 位 回

／

 

指
実

標 績 単 位 ○特定財

 

源

決   消防施設土地

 

使用料【その他投 年度

 

別事業費 6,709 6

 

,801 6,301 1

 

2,941   】、第

 

７分団２部屯所電気使

考

  用料【その他】資
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果

績）
・水害予想地域に

や

土のうを事前集積しま

効

した。継続 一般・9款

果

・1項・3目
・北上川

）

上流総合水防演習に参

の

加し、水防技術の向上

達

に努めました。
事  

成

  業    主  

状

  体
防災防犯課

【協

況

働事業】

滝沢市消防団

 

消

・自主防災組織

防

事 

施

      業   

設

    名 事業の意図

整

やねらい（成果や効果

備

）の達成状況

自主防災

事

組織育成事業 【事業意

業

図・ねらい】自主防災

【

組織の設置と総合防災

事

訓練・防災活動の推進

人

業

を図

り、地域防災力の

意

向上を目指します。

【

図

達成状況】滝沢市総合

・

防災訓練に各自主防災

ね

が参加したほか、自主

ら

防災組織毎

において防

い

災訓練が実施されまし

】

た。

継続区分 会計・款

消

・項・目 平成27年度

防

の事業概要（実績）
・

の

ポ

自主防災組織の未設置

ン

自治会へ設置啓発を図

プ

りました。継続 一般・

自

9款・1項・4目
・自

動

主防災組織の訓練に業

車

務的支援を行いました

の

。
事    業   

整

 主    体 ・各自

備

主防災組織等を対象と

な

して、市主催の研修会

つ

ど

を実施しました。

防災

を

防犯課

【協働事業】

各

計

自主防災組織等

画的に実行し、

な

災害等有

事に対する対

が

応力の強化を図ります

り

。

【達成状況】消防ポ

に

ンプ自動車の整備など

よ

を計画的に実行し、災

政 っ

害等有事に対す

（重点

て

事業） る対応力の強化

市

を図りました。

継続区

民

分 会計・款・項・目 平

が

成27年度の事業概要

行

（実績）
・消防ポンプ

動

自動車の整備により災

し

害等有事に備えました

て

。継続 一般・9款・1

い

項・2目
・消防ポンプ

策 る

自動車（第4分団2部

ま

）の更新を実施しまし

ち

た。
事    業  

を

  主    体 ・消

目

防屯所の整備を図りま

指

した。

防災防犯課

【滝

し

沢市主体】

ま

事   

す

    業     

 

  名 事業の意図やね

　
基

らい（成果や効果）の

本

達成状況

消防団屯所改

施

修事業 【事業意図・ね

策

らい】災害時において

　

地域の重要な活動拠点

０

となる消防団屯所に

つ

２

いて、適切に修繕・改

 

修を行い、施設の機能

 

維持向上を図ります。

 

【達成状況】災害時に

　
安

おいて地域の重要な活

全

動拠点となる消防団屯

・

所について、

適切に修

安

繕・改修を行い、施設

心

の機能維持向上を図り

な

ました。

継続区分 会計

ま

・款・項・目 平成27

ち

年度の事業概要（実績

づ

）
消防団第6分団屯所

く

の外壁等修繕を実施し

　
り

ました。新規 一般・9款・1項・2目

事    業    主    体
防災防犯課

【滝沢市主体】

事       業       名 事業の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

滝沢市防災情

０

報電子化補助員緊急雇用 平成26年度事業実

事

績報告書参照

事業

継続

 

区分 会計・款・項・目

 

平成27年度の事業概

 

要（実績）
平成26年

 

度完了事業完了 一般・

 

9款・1項・2目

事 

 

   業    主 

 

   体
防災防犯課

【

１

業

滝沢市主体】

 

事  

 

     業    

 

   名 事業の意図や

 

ねらい（成果や効果）

 

の達成状況

水防活動事

 

業 【事業意図・ねらい

 

】水害への防災対策を

名

実施して災害に強いま

事

ちづくりを推進

します

 

業

。

【達成状況】北上川

の

上流総合水防演習に参

意

加し、水防技術の向上

図

を図りました。

（重点

や

事業） また、県や関係

ね

課と連携して危険地域

ら

を巡回し、状況を確認

い

しました。

継続区分 会

（

計・款・項・目 平成2

成

7年度の事業概要（実
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平 績

目

年度～平成30年度標

○

動 3 4 0 0値 単 位 件

／

全

指 防災訓練回数 24 2

体

5 26 30
実

標 24 2

事

8 21 24績 単 位 件 ○

業

特定財源

決   コミュ

期

ニティ助成事業【その

間

投 年度別事業費 652

活

3,183 87 399

消

  他】
  資 内 特定

報

防

財源 300
算   

  

車

指 訳 一般財源 652 3

両

,183 87 99

額標

等

他団体事業負担額

の整備 1 1 1

告

1   平成27年度～

平

平成30年度標
動 1 1

成

1 1値 単 位 台

／指
実

標

2

績 単 位 ○特定財源

決  

4

 特定防衛施設周辺整

年

備調整交投 年度別事業

度

費 18,610 29,

～

955 19,724 1

成
平

9,969   付金【

成

国】
  資 内 特定財源

2

15,200 20,8

7

63 17,600 19

年

,700
算   

  指

度

訳 一般財源 3,410

（

9,092 2,124

単

269

額標 他団体事業

位

負担額

 

2

 

項  

千

     目 平成24

円

年度 平成25年度 平成

）

26年度 平成27年度 備       考

目 ○全体事業期間活 消防団屯所改修箇所数 0 0 0 1   平成27年度～平成30年度標
動 0 0 0 1値 単 位 箇所

／指

7

実
標 績 単 位

決投 年度別事業費 4,343

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 4,343 ＜新規事業＞

額 ＜調整事業＞標 他団体事業負担額

項       目 平成24年度 平成2

年

5年度 平成26年度 平成27年度 備       考

目 ○全体事業期間活 防災情報入力（防犯灯・消火栓 0 6,000 6,000   平成25年度～平成26年度標 ・防火水槽な

項

ど）
動 0 830 5,9

 

68値 単 位 件

／指
実

標

度

 

績 単 位

決投 年度別事業

 

費 1,836 4,63

 

5

資 内 特定財源 1,8

 

36 4,635
算

指 訳

 

一般財源

額標 他団体事

 

業負担額

目 平

項 

成

      目 平成2

2

4年度 平成25年度 平

事

4

成26年度 平成27年

年

度 備       考

度

目 ○全体事業期間活 土

平

のう保有数 5,000

成

5,000 5,000

2

5,000   平成2

5

7年度～平成30年度

年

標
動 5,000 5,0

度

00 5,000 2,6

平

00値 単 位 袋

／指 土の

業

成

う用袋の保有数 5,0

2

00 5,000 5,0

6

00 5,000
実

標 5

年

,000 5,000 5

度

,000 4,100績

平

単 位 枚

決投 年度別事業

成

費 223 483 150

2

56

資 内 特定財源
算

指

7

訳 一般財源 223 48

年

3 150 56

額標 他団

実

度

体事業負担額

備  

項       目 平

 

成24年度 平成25年

 

度 平成26年度 平成2

 

7年度 備      

 

 考

目 ○全体事業期間

 

活 自主防災組織設置数

考

3 2 1 1   平成27
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果

目指します。

基本計画

や

期間内の取り組みと方

効

針のうち、平成27年

果

度の重点課題の達成（

）

実現）状況

Ａ 達成した

の

【重点課題】

自然環境

達

を大切にし、豊かな自

成

然を次世代に引き継ぐ

状

必要があります。

【重

況

点課題に対応した達成

 

総

状況】

環境問題に対す

合

る取り組みに関心を持

防

ってもらい、意識高揚

災

を図っていくため衛生

対

指導員体制の構築や環

策

境パートナー支援

する

事

などの取組により達成

業

しました。

【事

人

業の意図やねらい】防

の

災資材等の整備を図り

つ

、各種防災訓練等を実

な

施し、災

害等有事に対

が

処するため、総合防災

り

力の強化に努めます。

に

【達成状況】備蓄食料

よ

等の購入や滝沢市防災

政 っ

訓練を実施したほか、

て

南岩手山岳遭

（重点事

市

業） 難対策委員会の合

民

同訓練に参加し、総合

が

防災力の強化に努めま

行

した。

継続区分 会計・

動

款・項・目 平成27年

し

度の事業概要（実績）

て

・備蓄食料を購入しま

い

した。継続 一般・9款

策 る

・1項・4目
・滝沢市

ま

防災訓練を実施し、本

ち

部と消防団、自主防災

を

組織との連携を確認し

目

まし
事    業  

指

  主    体 た。

し

防災防犯課 ・南岩手山

ま

岳遭難対策委員会の合

す

同訓練に参加し、技術

 

の向上に努めました。

　
基

【協働事業】

南岩手山

本

岳遭難対策委員会、岩

施

手山火山防災協議会

策　

事       業 

０

      名 事業の

２

意図やねらい（成果や

 

効果）の達成状況

防災

 

行政無線管理事業 【事

 

業の意図やねらい】非

　
安

常時において重要とな

全

る無線による通信を安

・

定稼働さ

せ、災害時情

安

報の周知、日常生活で

心

の市民の安全を確保し

な

ます。

【達成状況】デ

ま

ジタル化更新工事を行

ち

いながら、健全な防災

づ

行政無線の運営に努

め

く

ました。

継続区分 会計

　
り

・款・項・目 平成27年度の事業概要（実績）
・既設と新設の防災行政無線の併用した運用を適切に行いました。継続 一般・9款・1項・4目
・1日2回の定時放送を行い、通信状況及び吹鳴状況について日常的に確認を行

０

い
事    業    主    体 ました

事

。

防災防犯課

【滝沢市

 

主体】

小  

 

          

 

          

 

       計

 政

 

策　　　０１   人

 

のつながりによって市

 

民が行動しているまち

１

業

を目指します
 基本施

 

策　０３   環境へ

 

の意識づくり

 

基本施策

 

が４年間でめざす姿

本

 

市は、岩手山をはじめ

 

とする雄大で恵まれた

 

自然環境の下、環境条

名

例を定め、環境に配慮

事

した環境づくりに取り

 

業

組んでい

ます。取組み

の

を更に効果的にするた

意

め、環境ボランティア

図

及び地域リーダーを育

や

成するとともに、ネッ

ね

トワークづくりを進

め

ら

、市民の皆さんが主体

い

的に環境保全活動に取

（

り組める体制や地域清

成

掃の推進体制の醸成を
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平 績

目

市民の皆さんが主体的

○

に取組める体制構築と

全

して衛生指導員に関す

体

ること。

事業期間活 自

報

然災害等死亡事故及び

告

岩手山 100 100 1

平

00 100   平成2

成

7年度～平成30年度

2

標 登山者死亡事故の有

4

無
動 100 100 10

年

0 100値 単 位 ％

／指

度

実
標 績 単 位

決投 年度別

～

事業費 13,799 4

成
平

,801 17,839

成

6,448

資 内 特定財

2

源 6,400
算

指 訳 一

7

般財源 13,799 4

年

,801 11,439

度

6,448

額標 他団体

（

事業負担額

単位

項

 

       目 平成

2

 

24年度 平成25年度

千

平成26年度 平成27

円

年度 備       

）

考

目 ○全体事業期間活 災害時における情報発信に関す 0 0 0 0   平成27年度～平成30年度標 る苦情件数
動 0 0 0 0値 単 位 件

／指 施設の安定稼働率 10

7

0 100 100 100
実

標 100 100 100 100績 単 位 ％

決投 年度別事業費 1,663

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 1,663 平成27年度企画政策課から事務

額 移管標 他団体事業負担額

年

項       目 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備       考

決投 年度別事業費 578,158 568,487 598,319 584,

項

591

資 内 特定財源 2

 

0,650 28,05

度

 

2 33,130 21,

 

641
算

指 訳 一般財源

 

557,508 540

 

,435 565,18

 

9 562,950

額標

 

他団体事業負担額 1

（

目

単位  千円）

平

基本

成

施策目標の達成（実現

2

）に向けた計画期間内

事

4

の取り組みと方針につ

年

いての達成（実現）状

度

況

Ａ 達成した

・環境に

平

配慮した環境づくりの

成

取組を行いました。

・

2

環境ボランティアや地

5

域リーダーの育成につ

年

いて環境パートナーを

度

支援する形で推進しま

平

した。

・衛生指導員の

業

成

受諾をいただき、環境

2

保全活動や地域清掃に

6

市民の皆さんが主体的

年

に取組める体制構築を

度

推進しました。

平成2

平

9年度方針策定に際し

成

、今後の方向性や引継

2

課題

Ａ 課題なし

【今後

7

の方向性】

引き続き豊

年

かな自然を次世代に引

実

度

き継ぐため、より一層

備

の環境保全に向け環境

 

に配慮した環境づくり

 

に関する取組を進めま

 

す。

【引継課題】

・環

 

境ボランティアや地域

 

リーダーの育成として

 

環境パートナーの支援

 

に関すること。

・環境

考

保全活動や地域清掃に
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効

会議の支援を行い、市

果

民の

（重点事業） 環境

）

意識の高揚を図りまし

の

た。

継続区分 会計・款

達

・項・目 平成27年度

成

の事業概要（実績）
環

状

境審議会とたきざわ環

況

境パートナー会議によ

衛

る意見交換・協働に努

生

めるととも継続 一般・

 

指

4款・1項・4目
に、

導

環境学習会と環境フォ

推

ーラムなどの開催によ

進

る環境理解を推進しま

事

した。良
事    業

業

    主    体

【

好な環境の保全と創造

事

及び地球温暖化対策の

業

ために必要な各種調査

意

の情報提供に

環境課 努

人

図

めました。

【協働事業

・

】

たきざわ環境パート

ね

ナー会議

ら

事    

い

   業      

】

 名 事業の意図やねら

自

い（成果や効果）の達

治

成状況

環境放射線監視

会

事業 【事業意図・ねら

に

い】ラジオメディカル

の

衛

センター周辺の環境放

生

射能測定を行い、

影響

指

について検討・評価を

導

行い、市民の不安解消

員

に寄与します。

【達成

を

状況】放射線監視委員

配

会にて、測定結果から

置

周辺への影響がないこ

し

とを確

認しました。

継

、

続区分 会計・款・項・

つ

生

目 平成27年度の事業

活

概要（実績）
・監視委

環

員会において、環境放

境

射能の測定結果の検討

の

評価を実施しました。

保

継続 一般・4款・1項

持

・4目
・市独自による

に

環境放射能測定を実施

か

しました。
事    

か

業    主    

な

る

体
環境課

【協働事業】

周

（公益社団法人）日本

知

アイソトープ協会

指導等を行いま

が

す。

【達成状況】家庭

り

廃棄物の処理方法の指

に

導を行うとともに、生

よ

活環境の衛生保持

（重

政 っ

点事業） に係る活動の

て

周知及び指導、ごみ処

市

理活動の推進を行いま

民

した。

継続区分 会計・

が

款・項・目 平成27年

行

度の事業概要（実績）

動

各自治会から推薦され

し

た75名の衛生指導員

て

が、各地区において衛

い

生環境を保持す継続 一

策 る

般・4款・1項・4目

ま

る活動を行いました。

ち

事    業    

を

主    体
環境課

【

目

滝沢市主体】

指

事  

し

     業    

ま

   名 事業の意図や

す

ねらい（成果や効果）

 

の達成状況

環境衛生事

　
基

業 【事業意図・ねらい

本

】墓地の適正な管理、

施

衛生害虫の駆除指導、

策

農作物保護のた

めの鳥

　

獣捕獲許可などを行い

０

ます。

【達成状況】墓

３

地進入路等への敷砂利

 

、害虫の駆除指導、鳥

 

獣捕獲許可などを行

い

 

ました。

継続区分 会計

　
環

・款・項・目 平成27

境

年度の事業概要（実績

へ

）
・墓地等の適正管理

の

指導継続 一般・4款・

意

1項・4目
・衛生害虫

識

駆除の指導
事    

づ

業    主    

く

体 ・農作物保護のため

り

の鳥獣捕獲の許可

環境課

【協働事業】

各公葬

　

地護持会

事       業       名 事業の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

狂犬病予防事業 【事業意図・ねらい】狂犬病の予防と、ペットの適正飼養を促します。

【達成状況】春に

０

事

狂犬病集団予防注射を

 

行い、接種率向上に努

 

めました。また、

犬の

 

飼い方教室の開催や広

 

報へペットの飼い方に

 

ついて記事を掲載する

 

などし、

適正飼養を促

 

しました。

継続区分 会

業

計・款・項・目 平成2

 

7年度の事業概要（実

１

 

績）
・狂犬病予防集合

 

注射実施(5月)継続

 

一般・4款・1項・4

 

目
・犬の飼い方教室(

 

10月)
事    業

 

    主    体

名

環境課

【滝沢市主体】

事業

事       業

の

       名 事業

 

意

の意図やねらい（成果

図

や効果）の達成状況

環

や

境基本計画推進事業 【

ね

事業意図・ねらい】環

ら

境保全と創造に関する

い

学習の充実を図り、市

（

民等の環境

意識を高め

成

ていきます。

【達成状

果

況】環境フォーラムの

や

開催、環境パートナー
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平 績

目

目 ○全体事業期間活 放

○

射線監視委員会の開催

全

回数 2 2 2 2   昭和

体

63年度～平成30年

事

度標
動 2 2 2 2値 単 位

業

回／年

／指
実

標 績 単 位

期

決投 年度別事業費 58

間

3 139 602 131

活

資 内 特定財源
算

指 訳 一

定

般財源 583 139 6

報

期

02 131

額標 他団体

報

事業負担額

告書提出枚数 32

告

4 360 360 360

平

  昭和47年度～平

成

成30年度標
動 258

2

267 299 329値

4

単 位 枚

／指
実

標 績 単 位

年

決投 年度別事業費 1,

度

509 1,117 1,

～

606 981

資 内 特定

成
平

財源
算

指 訳 一般財源 1

成

,509 1,117 1

2

,606 981

額標 他

7

団体事業負担額

年度

（

項       目

単

平成24年度 平成25

位

年度 平成26年度 平成

 

27年度 備     

2

 

  考

目 ○全体事業期

千

間活 墓地進入路敷砂利

円

要望数 5 5 5 3   平

）

成10年度～平成30年度標
動 0 5 0 6値 単 位 ヶ所

／指
実

標 績 単 位 ○特定財源

決   鳥獣捕獲等許可事務委任交付投 年度別事業費 1,013 2,109 23

7

263   金【県】（定額）
  鳥獣捕獲区等指定協議用図面資 内 特定財源 75 15 74

算   作成業務委託金
  【県】（定額）指 訳 一般財源 938 2,109 8 189

額標 他団体事業負担額

年

項       目 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備       考

目 ○全体事業期間活 狂犬病予防注射接種率 85 85 85 85

項

  昭和24年度～平

 

成30年度標
動 88.

度

 

02 88.05 87.

 

67 85.71値 単 位

 

％

／指
実

標 績 単 位 ○特

 

定財源

決   狂犬病予

 

防登録手数料【その投

 

年度別事業費 3,42

目

7 3,343 3,43

平

5 1,758   他】

成

  資 内 特定財源 2,

2

539 2,359 2,

事

4

383 1,758
算  

年

 
  指 訳 一般財源 8

度

88 984 1,052

平

額標 他団体事業負担額

成25

項     

年

  目 平成24年度 平

度

成25年度 平成26年

平

度 平成27年度 備  

業

成

     考

目 ○全体

2

事業期間活 パートナー

6

会議会議開催数（総 2

年

0 20 20 20   平

度

成25年度～平成34

平

年度標 会、運営委員会

成

など）
動 30 22 54

2

62値 単 位 回

／指
実

標

7

績 単 位

決投 年度別事業

年

費 593 509 91 8

実

度

6

資 内 特定財源
算

指 訳

備

一般財源 593 509

 

91 86

額標 他団体事

 

業負担額

  

項 

 

      目 平成2

 

4年度 平成25年度 平

 

成26年度 平成27年

考

度 備       考
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効

達成状況】ごみの適切

果

な処理を行いました。

）

継続区分 会計・款・項

の

・目 平成27年度の事

達

業概要（実績）
廃棄物

成

の適正処理を図るため

状

、関係市町が経費を負

況

担しました。継続 一般

環

・4款・2項・1目

事

境

    業    主

 

保

    体
環境課

【協

全

働事業】

雫石町

対

事 

策

      業   

事

    名 事業の意図

業

やねらい（成果や効果

【

）の達成状況

ごみ処理

事

等広域化検討事業 【事

業

業意図・ねらい】効率

意

的なごみ・し尿処理の

人

図

ため、県央ブロックで

・

の処理事

業広域化を推

ね

進します。

【達成状況

ら

】県央ブロックごみ・

い

し尿処理広域化推進協

】

議会で検討し、基本構

市

想

が策定されました。

内

継続区分 会計・款・項

の

・目 平成27年度の事

環

業概要（実績）
・幹事

の

境

会　　3回継続 一般・

調

4款・2項・1目
・検

査

討部会　4回
事   

を

 業    主   

行

 体
環境課

【協働事業

い

】

近隣8市町（一部事

、

務組合含む）

生活環

つ

境状況を把握し、市民

な

の生

活環境保持につな

が

げます。

【達成状況】

り

各種環境調査を実施し

に

、市内の生活環境の悪

よ

化は認められませんで

政 っ

（重点事業） した。

継

て

続区分 会計・款・項・

市

目 平成27年度の事業

民

概要（実績）
業者委託

が

による調査継続 一般・

行

4款・1項・4目
・自

動

動車騒音常時監視業務

し

（一般道2箇所）
事 

て

   業    主 

い

   体 ・水質調査（

策 る

6河川9箇所）

環境課

ま

・騒音調査（一般道8

ち

箇所、高速道路4箇所

を

、新幹線2箇所）

【滝

目

沢市主体】 ・河川底生

指

生物調査（2箇所）

・

し

放射線量測定（9箇所

ま

）

す

事       

 

業       名 事

　
基

業の意図やねらい（成

本

果や効果）の達成状況

施

クリーンたきざわ運動

策

推進事業 【事業意図・

　

ねらい】市内一斉清掃

０

や絵画コンクールの実

３

施により環境美化に対

 

する意識の高揚を図り

 

ます。

【達成状況】春

 

・秋の一斉清掃活動や

　
環

環境美化絵画コンクー

境

ルを実施しました。

（

へ

重点事業）

継続区分 会

の

計・款・項・目 平成2

意

7年度の事業概要（実

識

績）
・一斉清掃の実施

づ

（期間設定及び周知、

く

資材調達等）継続 一般

り

・4款・1項・4目
・地域清掃回収物等収集

　

（臨時収集）の実施
事    業    主    体 ・環境美化絵画コンクールの実施

環境課

【滝沢市主体】

事       業       名 事業の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

盛

０

事

岡地区衛生処理組合負

 

担金 【事業意図・ねら

 

い】滝沢市、盛岡市、

 

雫石町の市町で構成し

 

ており、し尿及び

浄化

 

槽汚泥の適切な処理を

 

行います。

【達成状況

 

】適切なし尿及び浄化

業

槽汚泥の処理を行いま

 

した。

継続区分 会計・

１

 

款・項・目 平成27年

 

度の事業概要（実績）

 

し尿等の衛生的な処理

 

を図るため、関係市町

 

が経費を負担しました

 

。継続 一般・4款・2

名

項・1目

事    業

事

    主    体

業

環境課

【協働事業】

盛

の

岡市・雫石町

 

意

事  

図

     業    

や

   名 事業の意図や

ね

ねらい（成果や効果）

ら

の達成状況

滝沢・雫石

い

環境組合負担金 【事業

（

意図・ねらい】滝沢市

成

、雫石町の市町で構成

果

しており、ごみの適切

や

な処理

を行います。

【
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平 績

目 ○全

項     

体

  目 平成24年度 平

事

成25年度 平成26年

業

度 平成27年度 備  

期

     考

目 ○全体

間

事業期間活   平成2

活

7年度～平成30年度

自

標
動 値 単 位

／指
実

標 績

報

動

単 位

決投 年度別事業費

車

172 946 27 5,

騒

359

資 内 特定財源
算

音

指 訳 一般財源 172 9

常

46 27 5,359

額

時

標 他団体事業負担額

監視測定

告

箇所数 0 0 2 2   平

平

成20年度～平成30

成

年度標 （一般道騒音測

2

定箇所との重複
動 0 0

4

2 2値 単 位 箇所

／指
実

年

標 績 単 位 ○特定財源

決

度

  騒音規制事務委託

～

交付金投 年度別事業費

成
平

4,037 4,009

成

7,209 6,221

2

  【県】（定額）
 

7

 資 内 特定財源 75 7

年

5 335 75
算   

 

度

 指 訳 一般財源 3,9

（

62 3,934 6,8

単

74 6,146

額標 他

位

団体事業負担額

 

2

 千

項       目

円

平成24年度 平成25

）

年度 平成26年度 平成27年度 備       考

目 ○全体事業期間活 地域清掃実施回数 150 150 120 114   昭和47年度～平成30年度標
動 1

7

32 126 136 117値 単 位 回

／指 収集量 60,000 60,000 80,000 80,000
実

標 83,430 87,350 79,480 82,549績 単 位 kg

決投 年度別事業費 2,777 2,843 2,458 2,

年

596

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 2,777 2,843 2,458 2,596

額標 他団体事業負担額

項       目 平

項

成24年度 平成25年

 

度 平成26年度 平成2

度

 

7年度 備      

 

 考

目 ○全体事業期間

 

活 放流水水質検査結果

 

報告 12 12 12 12

 

  平成20年度～平

 

成30年度標
動 12 1

目

2 12 12値 単 位

／指

平

実
標 績 単 位

決投 年度別

成

事業費 270,665

2

268,698 291

事

4

,592 302,99

年

4

資 内 特定財源
算

指 訳

度

一般財源 270,66

平

5 268,698 29

成

1,592 302,9

2

94

額標 他団体事業負

5

担額

年度

項   

平

    目 平成24年

業

成

度 平成25年度 平成2

2

6年度 平成27年度 備

6

       考

目 ○

年

全体事業期間活 焼却施

度

設及び最終処分場水質

平

等 12 12 12 12  

成

 平成22年度～平成

2

30年度標 調査
動 12

7

12 12 12値 単 位 回

年

／指
実

標 績 単 位

決投 年

実

度

度別事業費 1,050

備

,078 1,033,

 

468 1,058,5

 

40 1,100,93

 

8

資 内 特定財源
算

指 訳

 

一般財源 1,050,

 

078 1,033,4

 

68 1,058,54

 

0 1,100,938

考

額標 他団体事業負担額
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効果）の達成状況

旧最

 

終処分場閉鎖関連事業

人

【事業意図・ねらい】

の

旧最終処分場の草刈り

つ

及び水質調査等を実施

な

することによ

り、周辺

が

への影響がないか監視

り

します。

【達成状況】

に

測定結果から現地の地

よ

下水質等には異常がな

政 っ

いことを確認しました

て

。また、敷地内の美化

市

・衛生の維持のため草

民

刈りを実施しました。

が

継続区分 会計・款・項

行

・目 平成27年度の事

動

業概要（実績）
・水質

し

調査及びガス、温度調

て

査継続 一般・4款・2

い

項・2目
・場内の除草

策 る

事    業    

ま

主    体
環境課

【

ち

滝沢市主体】

を

事  

目

     業    

指

   名 事業の意図や

し

ねらい（成果や効果）

ま

の達成状況

環境マネジ

す

メントシステム推進事

 

業 【事業意図・ねらい

　
基

】環境に配慮した活動

本

を推進していくことに

施

より、環境への

負荷軽

策

減を図りました。

【達

　

成状況】環境マネジメ

０

ントシステム・マネジ

３

メントレビューにて、

 

達成状況

を確認しまし

 

た。

継続区分 会計・款

 

・項・目 平成27年度

　
環

の事業概要（実績）
・

境

環境管理最高責任者（

へ

市長）等によるマネジ

の

メントレビューを開催

意

しました。継続 一般
・

識

機密書類のリサイクル

づ

作業を実施しました（

く

年4回）。
事    

り

業    主    体
環境課

【滝沢市主体

　

】

小                             計

 政策　　　０１   人のつながりによって市民が行動しているまちを目指します
 基本施策　０４   住民情報の適正管理

０

事

基本施策が４

 

年間でめざす姿

市行政

 

が保有する行政情報に

 

ついては、適切な管理

 

と運用が求められてい

 

ます。特にも、市民の

 

個人情報に関わる住民

 

情報

については、法令

業

等に基づく管理に加え

 

、その取扱いを行う職

１

 

員への教育の徹底を図

 

ります。また、多くの

 

お問い合わせを

受ける

 

窓口業務の専門性から

 

、職員のスキルアップ

 

や専門職員を養成し、

名

市民から信頼される窓

事

口を目指します。

基本

業

計画期間内の取り組み

の

と方針のうち、平成2

 

意

7年度の重点課題の達

図

成（実現）状況

Ｂ 概ね

や

達成した

【重点課題】

ね

マイナンバー制度への

ら

対応

【重点課題に対応

い

した達成状況】

マイナ

（

ンバーカードの確実な

成

交付が実施できました

果

。

や
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平 績

目 ○全体事業期間活 上

報

下流井戸地下水水質調

告

査（塩 12 12 12 1

平

2   平成17年度～

成

平成30年度標 素イオ

2

ン・電気伝導率）
動 1

4

2 12 12 12値 単 位

年

回

／指
実

標 績 単 位

決投

度

年度別事業費 2,10

～

0 2,131 2,14

成
平

1 2,198

資 内 特定

成

財源
算

指 訳 一般財源 2

2

,100 2,131 2

7

,141 2,198

額

年

標 他団体事業負担額

度

（単

項      

位

 目 平成24年度 平成

 

25年度 平成26年度

2

 

平成27年度 備   

千

    考

目 ○全体事

円

業期間活 事務用紙使用

）

量を平成22年度実 1 0.6 1.2 0.6   平成12年度～平成30年度標 績より毎年0.6％削減する。
動 1 1 △5.2 △15.3値 単 位 ％

／指 再生紙

7

の利用率を高める。（全 100 100 100 100
実 ての事務用紙の再生紙利用率）

標 100 100 99 99.4績 単 位 ％

決投 年度別事業費

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 <ゼロ予算事業>

額標 他団体事業負担額

年

項       目 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備       考

決投 年度別事業費 1,336,954 1,319,31

項

2 1,367,724

 

1,423,525

資

度

 

内 特定財源 2,689

 

2,434 2,733

 

1,907
算

指 訳 一般

 

財源 1,334,26

 

5 1,316,878

 

1,364,991 1

目

,421,618

額標

平

他団体事業負担額

（単

成

位  千円）

2

基本施

事

4

策目標の達成（実現）

年

に向けた計画期間内の

度

取り組みと方針につい

平

ての達成（実現）状況

成

Ｂ 概ね達成した

・住民

2

情報の適正な維持・管

5

理を行うことができま

年

した。

・職員が研修に

度

参加することにより、

平

専門知識を有する職員

業

成

の養成が図られ、説明

2

がわかりやすく対応が

6

良い窓口対応がで

　き

年

ました。

平成29年度

度

方針策定に際し、今後

平

の方向性や引継課題

Ｂ

成

課題あり

【今後の方向

2

性】

引き続き住民情報

7

の適正管理を維持し、

年

マイナンバーカードの

実

度

確実な交付の実施と、

備

わかりやすく対応の良

 

い窓口を推進し

ます。

 

【引継課題】

マイナン

 

バー制度への対応

    考
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効

の事業概要（実績）
・

果

システムの適正管理、

）

書庫等の施錠により住

の

民情報を適正に保存管

達

理しました継続 一般・

成

2款・3項・1目
。

事

状

    業    主

況

    体 ・お客様の

東

お話をよく聞き取るこ

部

とにより的確で迅速な

 

出

諸証明の交付ができま

張

し

市民課 た。

【滝沢市

所

主体】 ・庁外職員研修

事

に積極的に参加すると

務

ともに、職場内での日

【

常的な情報共有の環

境

事

づくりにより、スキル

業

の習得と共有が図られ

意

ました。

図

事    

人

・

   業      

ね

 名 事業の意図やねら

ら

い（成果や効果）の達

い

成状況

窓口非常勤嘱託

】

員設置事業 【事業意図

各

・ねらい】諸証明の交

種

付を専門とする嘱託員

証

を配置することにより

明

、

迅速な諸証明の交付

書

を行います。

【達成状

の

の

況】諸証明の交付を専

発

門に対応することによ

行

り、職員が異動等の手

や

続き

を優先的に行うこ

窓

とが可能となり、お客

口

様の待ち時間の短縮が

関

図られました。

継続区

係

分 会計・款・項・目 平

届

成27年度の事業概要

出

（実績）
各種諸証明書

つ

の

の交付のほか、住民異

受

動やマイナンバーに関

付

連する受付業務や、申

、

継続 一般・2款・3項

公

・1目
請書類の整理事

金

務などを行いました。

の

事    業    

収

主    体
市民課

【

納

滝沢市主体】

等

事  

な

を

     業    

正

   名 事業の意図や

確

ねらい（成果や効果）

・

の達成状況

通知カード

迅

・個人番号カード関連

速

事務 【事業意図・ねら

に

い】番号法の規定に基

行

づき、通知カードや個

い

人番号カードの交

付事

、

務を実施します。

【達

が

行

成状況】個人番号カー

政

ドの交付のために休日

サ

の交付窓口を開設する

ー

など、お

客様への利便

ビ

性向上や交付期間の短

ス

縮に努めました。

継続

の

区分 会計・款・項・目

向

平成27年度の事業概

上

要（実績）
・個人番号

を

の付番を実施しました

り

図

。新規 一般・2款・3

り

項・1目
・通知カード

ま

及び個人番号カードの

す

交付については、休日

。

の交付も実施し、お客

【

事    業    

達

主    体 様への利

成

便性向上及び交付期間

状

の短縮を図りました。

況

市民課

【滝沢市主体】

に

】地域住民は身近な場

よ

所で用件を済ますこと

政 っ

ができ、利便性の向上

て

が

図られました。

継続

市

区分 会計・款・項・目

民

平成27年度の事業概

が

要（実績）
・来庁する

行

住民に対して用件を的

動

確に把握し、迅速な諸

し

証明書の交付、各種届

て

出継続 一般・2款・1

い

項・11目
の受付を行

策 る

いました。
事    

ま

業    主    

ち

体 ・住基法及び戸籍法

を

に基づく本人確認にあ

目

たっては、個人情報の

指

保護に留意し適

東部出

し

張所 切な窓口対応に努

ま

めました。

【滝沢市主

す

体】 ・制度の変更、他

 

分野の関連業務の概要

　
基

を正確に理解するため

本

、マニュアルを確

認し

施

情報を共有しました。

策　

事       業

０

       名 事業

４

の意図やねらい（成果

 

や効果）の達成状況

東

 

部出張所窓口嘱託員設

 

置事業 【事業意図・ね

　
住

らい】窓口嘱託員の配

民

置により、各種証明書

情

の発行や窓口関係届

出

報

の受付、公金の収納等

の

行政サービスの向上を

適

図ります。

【達成状況

正

】地域住民は身近な場

管

所で用件を済ますこと

理

ができ、利便性の向上が

図られました。

継続

　

区分 会計・款・項・目 平成27年度の事業概要（実績）
・来庁する市民に対して用件を的確に把握し、迅速な諸証明書の交付、各種届出継続 一般・2款・1項・11目
の受付を行いました。

事    業    主    

０

事

体 ・住基法及び戸籍法

 

に基づく本人確認にあ

 

たっては、個人情報の

 

保護に留意し適

東部出

 

張所 切な窓口対応に努

 

めました。

【滝沢市主

 

体】 ・制度の変更、他

 

分野の関連業務の概要

業

を正確に理解するため

 

、マニュアルを確

認し

１

 

情報を共有しました。

  

事       業

 

       名 事業

 

の意図やねらい（成果

 

や効果）の達成状況

戸

名

籍住民基本台帳管理事

事

務 【事業意図・ねらい

業

】お客様の意図してい

の

ることを的確に把握し

 

意

、迅速な諸証明

の交付

図

に努めます。

【達成状

や

況】庁外職員研修に積

ね

極的に参加するととも

ら

に、職場内での日常的

い

な情

報共有の環境づく

（

りにより、スキルの習

成

得と共有が図られまし

果

た。

継続区分 会計・款

や

・項・目 平成27年度
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平 績

目

全体事業期間活 各年度

○

交付委任事務の実施状

全

況 0 0 0 100   平

体

成27年度～平成30

事

年度標
動 0 0 0 100

業

値 単 位 ％

／指
実

標 績 単

期

位 ○特定財源

決   通

間

知カード・個人番号カ

活

ード投 年度別事業費 1

諸

5,805   関連事

報

証

務補助金【国】
  資

明

内 特定財源 15,80

件

5
算   

  指 訳 一般

数

財源 ＜新規事業＞

額標

、

他団体事業負担額

事務取扱件

告

数、収 0 51,500

平

52,500 53,3

成

00   平成27年度

2

～平成30年度標 納件

4

数
動 0 35,687 3

年

5,126 31,32

度

0値 単 位 件

／指
実

標 績

～

単 位 ○特定財源

決   

成
平

水道事業公金徴収事務

成

取扱手投 年度別事業費

2

340 306 257 1

7

43   数料収入【そ

年

の他】
  資 内 特定財

度

源 9 8 8 8
算   

  

（

指 訳 一般財源 331 2

単

98 249 135

額標

位

他団体事業負担額

 

2

 千

項       

円

目 平成24年度 平成2

）

5年度 平成26年度 平成27年度 備       考

目 ○全体事業期間活 諸証明件数、事務取扱件数、収 0 51,500 52,500 53,300   平成

7

27年度～平成30年度標 納件数
動 0 35,687 35,126 31,320値 単 位 件

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費 1,808

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 1,808 ＜分割事業＞

額 「東部出張所事務」から分割標 他団

年

体事業負担額

項       目 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備       考

目 ○全体事業期間

項

活 研修に参加した件数

 

0 0 0 3   平成27

度

 

年度～平成30年度標

 

動 0 0 0 5値 単 位 件

／

 

指
実

標 績 単 位 ○特定財

 

源

決   中長期在留者

 

住居地届出等事投 年度

 

別事業費 20,493

目

17,195 18,5

平

11 14,042   

成

務委託金【その他】他

2

  資 内 特定財源 48

事

4

1
算   

  指 訳 一般

年

財源 20,493 17

度

,195 18,511

平

13,561

額標 他団

成

体事業負担額

25年

項       目 平

度

成24年度 平成25年

平

度 平成26年度 平成2

業

成

7年度 備      

2

 考

目 ○全体事業期間

6

活 非常勤嘱託員設置件

年

数 0 0 0 3   平成2

度

7年度～平成30年度

平

標
動 0 0 0 3値 単 位 人

成

／指
実

標 績 単 位

決投 年

2

度別事業費 5,519

7

資 内 特定財源
算

指 訳 一

年

般財源 5,519 ＜分

実

度

割事業＞

額 「戸籍住民

備

基本台帳管理事務」標

 

他団体事業負担額
から

 

分割

  

項   

 

    目 平成24年

 

度 平成25年度 平成2

 

6年度 平成27年度 備

考

       考

目 ○
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効果）の達成状況

火葬

 

場使用料補助事業 【事

人

業意図・ねらい】火葬

の

場使用料について、住

つ

民の負担の軽減を図り

な

ます。

【達成状況】補

が

助金の交付により市民

り

の負担の軽減が図られ

に

ました。

継続区分 会計

よ

・款・項・目 平成27

政 っ

年度の事業概要（実績

て

）
・火葬場使用料3万

市

円を超える場合、超え

民

た金額について補助し

が

ました。(ただし継続

行

一般・4款・1項・4

動

目
、上限は2万円です

し

。)
事    業  

て

  主    体 ・平

い

成27年度は302件

策 る

でした。

市民課

【滝沢

ま

市主体】

小 

ち

          

を

          

目

        計

指

 ０１   人の

し

つながりによって市民

ま

が行動しているまちを

す

目指します

 
　

基本施策　０４   
　

住民情報の適正管理
　０

事       業 

１

      名 事業の

 

意図やねらい（成果や
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平 績

目 ○全体事業期間活 補

報

助金交付率 0 0 0 10

告

0   平成24年度～

平

平成30年度標
動 0 0

成

0 100値 単 位 ％

／指

2

実
標 績 単 位

決投 年度別

4

事業費 1,560 4,

年

910 5,770 5,

度

965

資 内 特定財源
算

～

指 訳 一般財源 1,56

成
平

0 4,910 5,77

成

0 5,965

額標 他団

2

体事業負担額

7年

項    

度

   目 平成24年度

（

平成25年度 平成26

単

年度 平成27年度 備 

位

      考

決投 年

 

度別事業費 22,39

2

 

3 22,411 24,

千

538 43,282

資

円

内 特定財源 9 8 8 16

）

,294
算

指 訳 一般財源 22,384 22,403 24,530 26,988

額標 他団体事業負担額

項     

7

  目 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備       考

決投 年度別事業費 2,024,804 2,395,134 2,080,125 2,611,130

資 内 特定財源 33,158 414,116 4

年

4,089 491,805
算

指 訳 一般財源 1,991,646 1,981,018 2,036,036 2,119,325

額標 他団体事業負担額 1

項 

度

      目 平成2

事

4年度 平成25年度 平

業

成26年度 平成27年

実

度 備       考
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たす、民生委員・児童委員の適正な人材を推薦します。

【達成状況】27年度は欠員が生じたため2回会議を開催しました。

継続区分 会計・款・項・目 平成27年度の事業概要（実績）
この推薦会は、民生委員・児童委員や

 

主任児童委員が欠員・一斉改選となった場継続 一般・3款・1項・1目
合に開催し、岩手県に対して推薦する候補者の決定を行います。委員は7名で、

事    業    主    体 推薦会開催時の報酬・費用弁償を支

健

計

払うこととなっており

画

、今年度は欠員に伴い

の

地域福祉課 2回開催し

ビ

ました。

【滝沢市主体

ジ

】 ・委員報酬7千円で

ョ

、合計84千円

・委員

ン

費用弁償費　合計9千

（

円

政策

や

が実現できたときの状

か

態）

市民一人ひとりが

で

自分らしい幸福感を育

笑

むために、子どもから

顔

高齢者まで、障がいの

に

ある人もない人もそれ

あ

ぞれの役割を担

い、地

政 ふ

域の絆を大切にしなが

れ

ら、自助、互助、共助

、

、公助が一体となり、

互

健やかで笑顔あふれる

い

暮らしをすることです

に

。

政策目標値の達成状

支

況

基準値 上：戦略目標

え

見込値／下：達成値 目

あ

標値 進捗状況No 政 策

う

目 標 指 数
平成26年度

策 ま

平成27年度 平成28

ち

年度 平成29年度 平成

を

30年度 平成31年度

目

進捗率(%)

暮 自分が

指

心身ともに元気と感じ

し

ている人の割合
1 ら 5

ま

8 58.7 59.3 6

す

0 60.5 Ｅ57.1

 

単 位 ％し 57 - - -

基

- △2.9

幸 滝沢市で

　
本

幸せに暮らしている人

施

の割合
2 62 64 66

策

68 70 Ｅ61単 位

　

％福 57.6 - - - -

０

△37.8

１

基本施策が

 

４年間でめざす姿

市民

 

が地域で幸せに暮らす

 

ために、市民、地域コ

支

ミュニティ、ＮＰＯ、

　
え

ボランティア組織、福

あ

祉サービス事業者、行

う

政など

が協働（連携）

地

し、支えあいのネット

域

ワークを広げ、笑顔あ

福

ふれる地域づくりを目

祉

指します。

・身体・知

の

的・精神の3障がいの

推

ネットワークづくりの

進

事業の推進と地域住民

　

への周知を行います。

・地域支援者（民生委員・人権擁護委員、保護司、要援護者の地域支援者、社会福祉協議会、自治会、自主防災組織、ＮＰ

Ｏ、ボランティア組織、社会福祉法人など）間の情報共有の機会の推進と、要

０

援護者が参加可能な地域支援サービスを検討

します。

基本計画期間内の取り組みと方針のうち、平成27年度の重点課題の達成（実現）状況

Ａ 達成した

【重点課題】

・滝沢市地域福祉計画を策定

・身体障がい、知的障がい及

２

び精神障がいの３障がいのネットワークの構築

【重点課題に対する達成状況】

・民生委員、人権擁護委員、要援護者の地域支援者、滝沢市社協、自治会、ＮＰＯなどの地域支援者間の情報共有の機会の

構築に向けた検討を行

 

いました。

事       業       名 事業の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

民生委員推薦会事務 【事業意図・ねらい】地域における福祉促進のため、住民と行政とのパイプ役を

果
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平 績

さ

・障害者総合支援法、

指

児童福祉法等の法令に

標

基づいた適正な障害福

「

祉サービスの提供及び

自

障害福祉サービスが必

分

要な方への

適切なサー

が

ビスの提供に努めます

心

。

【引継課題】

・地域

身

での見守り活動が充実

と

し、多様な相談に対応

報

も

できる体制を構築しま

に

す。

・滝沢市内の障害

元

福祉サービス提供事業

気

所の育成等を目的とし

と

た滝沢市自立支援協議

感

会を設置します。

じてい

項       

る

目 平成24年度 平成2

告

人

5年度 平成26年度 平

の

成27年度 備    

割

   考

目 ○全体事業

合

期間活 民生委員推薦会

」

開催回数 1 5 1 1   

お

平成27年度～平成3

よ

0年度標
動 1 7 1 2値

び

単 位 回

／指
実

標 績 単 位

幸

○特定財源

決   民生

福

委員推薦会負担金【県

平

実

】投 年度別事業費 37

感

277 46 93   （

象

定額）
  資 内 特定財

徴

源 10 10 10 10
算

指

  
  指 訳 一般財源

標

27 267 36 83

額

の

標 他団体事業負担額

「滝沢

成

で幸せに暮らしている

2

人の割合」は、目標値

4

に至らなかったが、政

年

策全体としては、概ね

度

順調に進んでいます。

～

・「地域福祉の推進」

成
平

の基ととして新たに「

成

地域福祉計画」を策定

2

し、各種障害福祉サー

7

ビスの円滑な提供が図

年

られました

。

・生活保

度

護運営体制の整備とと

（

もに、新規である生活

単

困窮者自立支援制度の

位

円滑な運営が図られま

 

した。

・「子ども・子

2

 

育て支援制度」が順調

千

にスタートしました。

円

・「第6期高齢者保健

）

福祉計画及び介護保険事業計画」が順調にスタートしました。

・「地域包括ケアシステム」構築に向けて、先進地などの情報収集に取り組みました。

・「健

7

康づくりに取り組んでいる人の割合」は目標に達しませんでしたが、各検診の受診率は向上しました。

・「食育

政

推進計画」を策定しま

策

した。

基本計画内の取

目

り組みと方針のうち、

標

平成27年度の重点課

の

題の達成（実現）状況

年

達

Ｂ 概ね達成した

【重点

成

課題】

・市民が安心し

（

て暮らせるセーフティ

実

ネット（皆保険制度な

現

どの共助および生活保

）

護などの公助）の維持

に

・市民が幸福感を判断

向

する重要事項の「心身

け

の健康」への取り組み

た

（健康宣言に向けた受

度

基

診率向上などの健康支

本

援）

・「地域福祉計画

計

」および「食育推進計

画

画」の策定

・新制度（

期

生活困窮者自立支援、

間

子ども・子育て支援）

内

の円滑な運営

【重点課

の

題の達成度】

・セーフ

取

ティネットは、維持で

り

きています。

・受診率

事

組

は向上していることか

み

ら、健康宣言に向けて

と

、継続的に取り組みま

方

す。

・予定した計画は

針

策定できました。今後

に

各施策の実施に向け取

つ

り組みます。

い

基本施

て

策目標の達成（実現）

の

に向けた計画期間内の

業

達

取り組みと方針につい

成

ての達成（実現）状況

（

Ａ 達成した

・地域の福

実

祉の課題を解決するた

現

めに、人材づくり、地

）

域づくり及び仕組みづ

状

くりを一体的に定める

況

「滝沢市地域福祉計画

Ｂ

」を策定しました。

・

概

障害者総合支援法、児

実

ね

童福祉法等の制度に沿

達

った障害福祉サービス

成

の円滑な提供が図られ

し

ました。

平成29年度

た

方針策定に際し、今後

暮

の方向性や引継課題

Ｂ

ら

課題あり

【今後の方向

し

性】

・法令等で実施が

や

義務付けられている事

す

務事業を実施します。
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や

（実績）
定期研修の開

効

催（2回）や自主研修

果

（1回）・合同研修会

）

（2回）の実施、更生

の

保継続 一般・3款・1

達

項・1目
護研究大会へ

成

の参加（1回）、チャ

状

グチャグ馬コ祭りやた

況

きざわ夢灯り等での社

民

事    業    

 

生

主    体 明運動を

委

実施しました。

地域福

員

祉課 ・更生保護法人岩

・

手県更生保護協会負担

児

金 77千円

【他団体

童

事業主体】

滝沢市保護

委

司協議会

員

事    

設

   業      

置

 名 事業の意図やねら

健

事

い（成果や効果）の達

業

成状況

盛岡地区福祉有

【

償運送市町共同運営協

事

【事業意図・ねらい】

業

有償のボランティア運

意

送（福祉有償運送）に

図

ついて、その

必要性、

・

利用者の安全と利便性

ね

の確保に係る方策等に

ら

ついて検討する協議会

や

い

を広
議会運営事業 域市

】

町村で共同で設置・運

社

営します。【達成状況

会

】効果的な福祉有償運

奉

送事業を

運営すること

仕

ができました。

継続区

の

分 会計・款・項・目 平

精

成27年度の事業概要

神

（実績）
福祉有償運送

を

に係る新規申請、変更

か

も

申請及び運行管理等に

っ

関して、協議会を組織

て

継続 一般・3款・1項

常

・1目
する者（国土交

に

通省岩手運輸支局職員

市

、盛岡広域振興局職員

民

、岩手県タクシー協
事

の

    業    主

立

    体 会盛岡支部

場

及び紫波支部職員、福

で

に

祉団体代表者、構成市

立

町村職員）で検討し、

っ

効

地域福祉課 率的な福

て

祉有償運送事業の共同

活

運営を行いました。

【

動

協働事業】 ・盛岡地区

し

福祉有償運送市町村共

、

同運営協議会負担金 

市

15千円

同協議会を構

民

成する市町及び各種団

笑

と

体

行

事       

政

業       名 事

の

業の意図やねらい（成

パ

果や効果）の達成状況

イ

滝沢市保護司協議会補

プ

助事業 【事業意図・ね

役

らい】犯罪者の更生と

と

犯罪のない社会を構築

な

、また犯罪被害者支

援

顔

る

を行う保護司の活動を

民

サポートします。

【達

生

成状況】明るい地域社

委

会づくりを推進するこ

員

とができました。

継続

・

区分 会計・款・項・目

児

平成27年度の事業概

童

要（実績）
滝沢市保護

委

司協議会で、定期研修

員

の開催（2回）や自主

に

の

研修（1回）・合同研

活

修会継続 一般・3款・

動

1項・1目
（2回）の

に

実施、更生保護研究大

対

会への参加（1回）に

し

より、自己研鑽を深め

支

る事
事    業  

援

  主    体 がで

を

きました。また、チャ

行

グチャグ馬コ祭りやた

あ

い

きざわ夢灯り等での社

ま

明運動の

地域福祉課 実

す

施により、保護司活動

。

の普及啓発を図る事が

【

できました。

【他団体

達

事業主体】

滝沢市保護

成

司協議会

状況】

政 ふ

事業の意図やねらいの

れ

とおり、支援すること

、

ができました。

（重点

互

事業）

継続区分 会計・

い

款・項・目 平成27年

に

度の事業概要（実績）

支

委員個々の活動費用へ

え

の支援として、活動実

あ

績があった月に、月額

う

定額で民児協継続 一般

策 ま

・3款・1項・1目
会

ち

長（3名）に8,00

を

0円、副会長（6名）

目

に7,000円、各委

指

員（89名）に6,0

し

00円を
事    業

ま

    主    体

す

支給しました。

地域福

 

祉課

【滝沢市主体】

基
　

本

事       業 

施

      名 事業の

策

意図やねらい（成果や

　

効果）の達成状況

人権

０

擁護事業 【事業意図・

１

ねらい】人権侵害問題

 

に対する意識醸成を図

 

ること、人権思想の浸

 

透を図ります。

【達成

支

状況】市内小中学校や

　
え

保育園等へ訪問し、「

あ

人権紙芝居」人権の花

う

植えな

どの啓発活動に

地

より、人権侵害問題等

域

への普及啓発を図るこ

福

とができました。

継続

祉

区分 会計・款・項・目

の

平成27年度の事業概

推

要（実績）
・特設人権

進

相談所（2回）、ふれ

　

あい人権相談所（9回）を実施しました。継続 一般・3款・1項・1目
・市内小中学校や保育園、福祉施設で人権啓発活動（29回）や市内小中学校での

事    業    主    体 人権の花運動（12回）、各種行

０

事の街頭人権啓発活動

事

（2回）を実施し、啓

 

発の

地域福祉課 高揚に

 

努めました。

【他団体

 

事業主体】 ・盛岡人権

 

擁護委員協議会負担金

 

　61千円

滝沢市人権

 

擁護委員 ・いわて被害

 

者支援センター負担金

業

　64千円

２

 

事   

 

    業     

 

  名 事業の意図やね

 

らい（成果や効果）の

 

達成状況

更生保護事業

 

【事業意図・ねらい】

 

市の行事や研修をとお

名

して保護司の活動につ

事

いて理解を深

め、明る

業

い社会を目指した事業

 

の

展開へとつなげます。

意

【達成状況】更生保護

図

事業の啓発活動（社会

や

を明るくする運動）や

ね

、保護司の自

主研修を

ら

支援することで円滑な

い

保護司の活動の推進が

（

図られました。

継続区

成

分 会計・款・項・目 平

果

成27年度の事業概要
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平 績

目

成30年度標 司の人数

○

）
動 18 19 19 20

全

値 単 位 人

／指
実

標 績 単

体

位

決投 年度別事業費 1

事

85 185 185 18

業

5

資 内 特定財源
算

指 訳

期

一般財源 185 185

間

185 185

額標 他団

活

体事業負担額

民

報

生委員・児童委員数 9

告

1 98 98 98   平

平

成27年度～平成30

成

年度標
動 91 97 98

2

97値 単 位 人

／指
実

標

4

績 単 位 ○特定財源

決  

年

 民生委員・児童委員

度

指揮監督投 年度別事業

～

費 6,600 6,89

成
平

4 7,176 7,00

成

8   事務費交付金【

2

県】（定額）
  資 内

7

特定財源 7 7 7 7
算  

年

 
  指 訳 一般財源 6

度

,593 6,887 7

（

,169 7,001

額

単

標 他団体事業負担額

位 

2

 

項      

千

 目 平成24年度 平成

円

25年度 平成26年度

）

平成27年度 備       考

目 ○全体事業期間活 人権啓発対象者数 1,500 1,800 1,800 1,800   平成27年度～平成30年度標
動 1

7

,500 1,800 1,800 1,775値 単 位 人

／指
実

標 績 単 位 ○特定財源

決   人権啓発活動委託金投 年度別事業費 1,543 831 905 700   【県】（10/10）
  資 内 特定財源 1,251 705 622 5

年

68
算   

  指 訳 一般財源 292 126 283 132

額標 他団体事業負担額

項       目 平成24年度 平成25年度

項

平成26年度 平成27

 

年度 備       

度

 

考

目 ○全体事業期間活

 

円滑な保護司活動の実

 

施（保護 20 20 20

 

20   平成27年度

 

～平成30年度標 司の

 

人数）
動 18 19 19

目

20値 単 位 人

／指
実

標

平

績 単 位

決投 年度別事業

成

費 338 73 314 7

2

7

資 内 特定財源
算

指 訳

事

4

一般財源 338 73 3

年

14 77

額標 他団体事

度

業負担額

平成

項 

2

      目 平成2

5

4年度 平成25年度 平

年

成26年度 平成27年

度

度 備       考

平

目 ○全体事業期間活 福

業

成

祉有償運送事業者数 1

2

1 1 1   平成17年

6

度～平成30年度標
動

年

1 1 1 1値 単 位 団体

／

度

指
実

標 績 単 位

決投 年度

平

別事業費 15 15 15

成

15

資 内 特定財源
算

指

2

訳 一般財源 15 15 1

7

5 15

額標 他団体事業

年

負担額

実

度 備

項  

 

     目 平成24

 

年度 平成25年度 平成

 

26年度 平成27年度

 

備       考

目

 

○全体事業期間活 円滑

 

な保護司活動の実施（

 

保護 20 20 20 20

考

  平成27年度～平
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や

ました
事    業 

効

   主    体 。

果

また、盛岡広域市町で

）

消費者行政を共同実施

の

するために必要な経費

達

を負担しま

地域福祉課

成

した。

【協働事業】

盛

状

岡広域8市町、岩手県

況

消費者信用生協組合

滝

 

沢

事       業 

市

      名 事業の

民

意図やねらい（成果や

生

効果）の達成状況

滝沢

児

市安心生活相談事業 【

童

事業意図・ねらい】市

委

民にとって身近な専門

員

相談場所を確保します

連

。

【達成状況】弁護士

絡

や司法書士による無料

健

協

相談を市社会福祉協議

議

会に事業委託し

開催し

会

問題解決につながりま

補

した。

継続区分 会計・

助

款・項・目 平成27年

事

度の事業概要（実績）

【

市民にとって身近な専

事

門相談場所を確保する

業

ため、弁護士による「

意

無料弁護士相継続 一般

や

図

・3款・1項・1目
談

・

」（月2回開催）、司

ね

法書士による「無料相

ら

続・登記相談」（月1

い

回開催）によ
事   

】

 業    主   

地

 体 る相談を市内で実

域

施しました。

地域福祉

に

課

【協働事業】

社会福

お

祉法人滝沢市社会福祉

か

け

協議会

る

事     

福

  業       

祉

名 事業の意図やねらい

推

（成果や効果）の達成

進

状況

社会福祉法人監査

の

指導事業 【事業意図・

た

ねらい】社会福祉法人

め

に対する認可事務及び

、

指導監督を適切に行い

で

市

ます。

【達成状況】各

民

法人からの定款変更の

と

届出等の受理、認可等

行

法に基づく業務を行

い

政

ました。

継続区分 会計

と

・款・項・目 平成27

の

年度の事業概要（実績

パ

）
社会福祉法人の設立

イ

の認可、指導監査を行

プ

うための法人監査専門

笑

役

員1名を雇用、継続 一

を

般・3款・1項・1目

果

法人監査指導員（税理

た

士）2名を雇用し、法

す

人に対して立ち入りの

民

監査指導を実
事   

生

 業    主   

委

 体 施するとともに、

員

各法人からの定款変更

・

の届出等の受理、認可

顔

児

等法に基づく業務

地域

童

福祉課 を行いました。

委

【滝沢市主体】

員の円滑な活動

に

を支援します。
業 【達

あ

成状況】民生委員・児

政 ふ

童委員の円滑な活動を

れ

支援したことで、民生

、

委員の資

質向上が図ら

互

れました。

継続区分 会

い

計・款・項・目 平成2

に

7年度の事業概要（実

支

績）
滝沢市民生児童委

え

員連絡協議会（各法定

あ

民生児童委員協議会含

う

む）が行う自主研継続

策 ま

一般・3款・1項・1

ち

目
修、自主的活動の経

を

費、その他の研修費に

目

対して支援を実施しま

指

した。
事    業 

し

   主    体
地

ま

域福祉課

【協働事業】

す

滝沢市民生児童委員連

 

絡協議会

基

事    

　
本

   業      

施

 名 事業の意図やねら

策

い（成果や効果）の達

　

成状況

滝沢市社会福祉

０

協議会補助事業 【事業

１

意図・ねらい】地域福

 

祉推進のためのパート

 

ナーである滝沢市社会

 

福祉協

議会が円滑な運

支

営ができるように、補

　
え

助金を交付します。

【

あ

達成状況】きめ細やか

う

な地域福祉の向上が広

地

く図られ、効率的な福

域

祉事業を実

施すること

福

ができました。

継続区

祉

分 会計・款・項・目 平

の

成27年度の事業概要

推

（実績）
滝沢市社会福

進

祉協議会で実施する全

　

体事業の企画・実施に必要な人件費及びその継続 一般・3款・1項・1目
他の事務費に対して補助金を交付しました。

事    業    主    体
地域福祉課

【協働事業】

社会福祉法人滝沢市社会福祉協議会

０

事  

事

     業    

 

   名 事業の意図や

 

ねらい（成果や効果）

 

の達成状況

消費者行政

 

推進事業 【事業意図・

 

ねらい】盛岡広域8市

 

町が連携して、問題解

 

決に向けた指導や協力

業

を行います。また、岩

２

 

手県消費者信用生活協

 

同組合と預託契約を締

 

結し、債務整

理資金や

 

生活再建資金の貸付を

 

行います。

【達成状況

 

】多重債務者の家庭の

 

生活状況を改善するた

名

めの支援ができました

事

。

継続区分 会計・款・

業

項・目 平成27年度の

 

の

事業概要（実績）
債務

意

整理資金として31,

図

000千円を預託し4

や

倍の貸付枠となる12

ね

4,000千円で、生

ら

活継続 一般・3款・1

い

項・1目
再建資金とし

（

て13,000千円を

成

預託し等倍の貸付枠で

果

それぞれ貸付を実施し
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平 績

目

項 

○

      目 平成2

全

4年度 平成25年度 平

体

成26年度 平成27年

事

度 備       考

業

目 ○全体事業期間活 所

期

管する法人数 0 7 7 7

間

  平成25年度～平

活

成30年度標
動 0 7 7

民

7値 単 位 法人

／指
実

標

報

生

績 単 位

決投 年度別事業

児

費 377 2,216 2

童

,242

資 内 特定財源

委

算
指 訳 一般財源 377

員

2,216 2,242

数

額標 他団体事業負担額

91 98

告

98 98   平成27

平

年度～平成30年度標

成

動 91 98 98 97値

2

単 位 人

／指
実

標 績 単 位

4

決投 年度別事業費 1,

年

602 1,602 1,

度

672 1,672

資 内

～

特定財源
算

指 訳 一般財

成
平

源 1,602 1,60

成

2 1,672 1,67

2

2 ＜名称変更事業＞「

7

滝沢市民生

額 児童委員

年

協議会補助事業」から

度

標 他団体事業負担額
名

（

称変更

単位

項  

 

     目 平成24

2

 

年度 平成25年度 平成

千

26年度 平成27年度

円

備       考

目

）

○全体事業期間活 会員たる世帯数 19,000 19,000 19,000 19,000   平成27年度～平成30年度標
動 13,134 13,061 13

7

,224 13,281値 単 位 世帯

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費 34,439 31,951 36,479 29,351

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 34,439 31,951 36,479 29,351

額標 他団体事業負担

年

額

項       目 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備       考

目 ○全体事業期間活 多重債務

項

を解消する者 30 30

 

30 30   平成8年

度

 

度～平成30年度標
動

 

37 19 35 27値 単

 

位 人

／指
実

標 績 単 位 ○

 

特定財源

決   貸付金

 

元利収入【その他】投

 

年度別事業費 64,0

目

90 54,530 48

平

,049 44,050

成

  
  資 内 特定財源

2

64,020 53,0

事

4

00 48,000 44

年

,000
算   

  指

度

訳 一般財源 70 1,5

平

30 49 50

額標 他団

成

体事業負担額

25年

項       目 平

度

成24年度 平成25年

平

度 平成26年度 平成2

業

成

7年度 備      

2

 考

目 ○全体事業期間

6

活 相談件数 350 35

年

0 350 100   平

度

成27年度～平成30

平

年度標
動 98 234 1

成

27 129値 単 位 人

／

2

指
実

標 績 単 位

決投 年度

7

別事業費 2,732 2

年

,716 2,612 4

実

度

85

資 内 特定財源 1,

備

464 1,274
算

指

 

訳 一般財源 1,268

 

1,442 2,612

 

485 ＜名称変更事業

 

＞「セーフティ

額 ネッ

 

ト支援対策等事業」か

 

ら名標 他団体事業負担

 

額
称変更

考
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や

で、448人が障害福

効

祉サービスを利用し、

果

介護給付費及び訓練等

）

給付費継続 一般・3款

の

・1項・2目
を支給し

達

ました。
事    業

成

    主    体

状

地域福祉課

【滝沢市主

況

体】

地

事      

 

域

 業       名

福

事業の意図やねらい（

祉

成果や効果）の達成状

計

況

障害支援区分認定審

画

査会事務 【事業意図・

策

ねらい】障害福祉サー

定

ビス利用希望者の障害

事

支援区分の認定調査を

業

行い、主治医意見書の

【

作成を依頼し、障がい

健

事

の現状と医学的見地か

業

ら適切な審査

・判定を

意

行います。

【達成状況

図

】適切な障害支援区分

・

を認定しました。

継続

ね

区分 会計・款・項・目

ら

平成27年度の事業概

い

要（実績）
141件の

】

審査を実施しました。

福

継続 一般・3款・1項

や

祉

・2目

事    業 

分

   主    体
地

野

域福祉課

【滝沢市主体

の

】

計画の総論に

か

位置づけられる地域福

で

祉計画を策

定し、健や

笑

かに元気に暮らせるま

顔

ちづくりに寄与します

に

。

【達成状況】地域の

あ

すべての人が、“支援

政 ふ

する側”と“支援を受

れ

ける側”になる

お互い

、

さまの関係をつくるた

互

めに滝沢市地域福祉計

い

画を策定しました。

継

に

続区分 会計・款・項・

支

目 平成27年度の事業

え

概要（実績）
市の将来

あ

を見据えた地域福祉の

う

あり方や地域福祉推進

策 ま

の基本的な方向を定め

ち

る「継続 一般・3款・

を

1項・1目
滝沢市地域

目

福祉計画」を策定しま

指

した。
事    業 

し

   主    体
地

ま

域福祉課

【滝沢市主体

す

】

 

事       

基

業       名 事

　
本

業の意図やねらい（成

施

果や効果）の達成状況

策

福祉支援相談員設置事

　

業 【事業意図・ねらい

０

】福祉支援相談員を設

１

置し、日常生活におけ

 

る様々な相談に

応じる

 

ことで、市民の生活の

 

質の向上へつなげます

支

。

【達成状況】家庭や

　
え

地域における生活相談

あ

等住民の日常生活に起

う

因して生じる様

々な相

地

談に総合的に対応し、

域

市民の生活の安定を図

福

りました。

継続区分 会

祉

計・款・項・目 平成2

の

7年度の事業概要（実

推

績）
福祉支援相談員（

進

非常勤職員）を1名配

　

置しました。継続 一般・3款・1項・1目

事    業    主    体
地域福祉課

【滝沢市主体】

事       業       名 事業の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

滝沢市ボ

０

ランティアネットワー

事

ク形成 平成26年度事

 

業実績報告書参照

促進

 

補助事業

継続区分 会計

 

・款・項・目 平成27

 

年度の事業概要（実績

 

）
平成26年度完了事

 

業完了 一般・3款・1

 

項・1目

事    業

業

    主    体

２

 

地域福祉課

【他団体事

 

業主体】

社会福祉法人

 

滝沢市社会福祉協議会

  

事       業

 

       名 事業

 

の意図やねらい（成果

名

や効果）の達成状況

介

事

護給付・訓練等給付費

業

支給事業 【事業意図・

 

の

ねらい】障害者総合支

意

援法に基づき、介護給

図

付費や訓練等給付費を

や

支給します。

【達成状

ね

況】障がい者の自立し

ら

た生活や社会参加の促

い

進が図られました。

継

（

続区分 会計・款・項・

成

目 平成27年度の事業

果

概要（実績）
延べ人数
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平 績

目

期間活 異議申し立て件

○

数 0 0 0 0   平成1

全

8年度～平成30年度

体

標
動 0 0 0 0値 単 位 件

事

／指
実

標 績 単 位 ○特定

業

財源

決   障害支援区

期

分認定審査会運営投 年

間

度別事業費 1,438

活

1,343 1,255

地

1,392   費負担

報

域

金【その他】地域生活

福

  支援事業費補助金

祉

【国】（1/資 内 特定

計

財源 828 823 80

画

9 1,327
算   2

策

）
  指 訳 一般財源 6

定

10 520 446 65

懇

額標 他団体事業負担額

話会

告

の開催 0 0 2 5   平

平

成26年度～平成27

成

年度標 回数
動 0 0 0 5

2

値 単 位 回

／指
実

標 績 単

4

位

決投 年度別事業費 1

年

,975 3,888

資

度

内 特定財源
算

指 訳 一般

～

財源 1,975 3,8

成
平

88

額標 他団体事業負

成

担額

27

項   

年

    目 平成24年

度

度 平成25年度 平成2

（

6年度 平成27年度 備

単

       考

目 ○

位

全体事業期間活 相談件

 

数 300 300 300

2

 

100   平成27年

千

度～平成30年度標
動

円

272 119 89 44

）

値 単 位 件

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費 1,964

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 1,964 ＜分割事業＞

額 「滝沢市安心生活相談事業」か標 他団体事業負

7

担額
ら分割

項       目 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備       考

目 ○全体事業期間活 ボランティア登録者数 0 450 450   平

年

成25年度～平成26年度標
動 0 411 446値 単 位 人

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費 2,648 2,283

資 内 特定財源 1,321 1,146
算

指 訳 一般財源 1,327 1,

項

137

額標 他団体事業

 

負担額

度

  

項  

 

     目 平成24

 

年度 平成25年度 平成

 

26年度 平成27年度

 

備       考

目

目

○全体事業期間活 介護

平

給付費利用者数 120

成

140 140 140  

2

 平成18年度～平成

事

4

30年度標
動 115 1

年

39 187 202値 単

度

位 人

／指 訓練等給付費

平

利用者数 110 125

成

150 150
実

標 13

2

3 174 196 246

5

績 単 位 人 ○特定財源

決

年

  自立支援給付費負

度

担金投 年度別事業費 4

平

63,521 497,

業

成

205 524,937

2

587,679   【

6

国】基準額の1/2上

年

限【県
  】基準額の

度

1/4上限資 内 特定財

平

源 321,931 36

成

9,923 394,3

2

97 420,815
算

7

  
  指 訳 一般財源

年

141,590 127

実

度

,282 130,54

備

0 166,864

額標

 

他団体事業負担額

   

項       

 

目 平成24年度 平成2

 

5年度 平成26年度 平

 

成27年度 備    

考

   考

目 ○全体事業
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や

者に対して、酸素療法

効

機器の使用に伴う電気

果

料金の一部継続 一般・

）

3款・1項・2目
を助

の

成しました。
事   

達

 業    主   

成

 体
地域福祉課

【滝沢

状

市主体】

況

事    

自

   業      

 

立

 名 事業の意図やねら

支

い（成果や効果）の達

援

成状況

在宅重度障害者

医

家族介護慰労手当支給

療

【事業意図・ねらい】

費

在宅で重度障害者を介

支

護している家族等に対

給

して慰労手当

を支給し

事

ます。
事業 【達成状況

業

】介護者を慰労すると

健

【

ともにその負担の軽減

事

を図りました。

継続区

業

分 会計・款・項・目 平

意

成27年度の事業概要

図

（実績）
住民税非課税

・

世帯であり、かつ障害

ね

福祉サービスを一定以

ら

上利用していない在宅

い

継続 一般・3款・1項

】

・2目
の重度障がい者

や

身

を介護している家族に

体

対し、慰労手当を支給

の

しました。
事    

障

業    主    

が

体
地域福祉課

【滝沢市

い

主体】

を除去又

か

は軽減するために、自

で

立支援医療を

支給しま

笑

す。

【達成状況】日常

顔

生活の向上が図られま

に

した。

継続区分 会計・

あ

款・項・目 平成27年

政 ふ

度の事業概要（実績）

れ

医療機関と連携をとり

、

ながら、23人の身体

互

に障がいのある方々が

い

利用しました。継続 一

に

般・3款・1項・2目

支

事    業    

え

主    体
地域福祉

あ

課

【滝沢市主体】

う

事

策 ま

       業  

ち

     名 事業の意

を

図やねらい（成果や効

目

果）の達成状況

補装具

指

費支給事業 【事業意図

し

・ねらい】障害者総合

ま

支援法の規定に基づき

す

、障がい者に対して補

 

装

具費を支給します。

基

【達成状況】障がい者

　
本

の日常生活の向上、社

施

会参加が図られました

策

。

継続区分 会計・款・

　

項・目 平成27年度の

０

事業概要（実績）
補装

１

具の購入及び修理に要

 

する経費に対して、補

 

装具費を116件支給

 

しました。継続 一般・

支

3款・1項・2目

事 

　
え

   業    主 

あ

   体
地域福祉課

【

う

滝沢市主体】

地

事  

域

     業    

福

   名 事業の意図や

祉

ねらい（成果や効果）

の

の達成状況

障がい者地

推

域生活支援事業 【事業

進

意図・ねらい】地域の

　

実情に合った事業や利用者のニーズに沿った事業を

選択し実施します。

【達成状況】地域に住む障がい者の福祉の向上が図られました。

継続区分 会計・款・項・目 平成27年度の事業概要（実績）
計20事業のメニューを配

０

置し、新たに理解促進

事

研修・啓発事業、自発

 

的活動支援継続 一般・

 

3款・1項・2目
事業

 

及び手話奉仕員養成研

 

修事業で実績があった

 

ほか計15事業で実績

 

がありまし
事    

 

業    主    

業

体 た。

地域福祉課

【滝

２

 

沢市主体】

 

事   

 

    業     

 

  名 事業の意図やね

 

らい（成果や効果）の

 

達成状況

在宅酸素療法

 

患者酸素濃縮器使用助

名

成 【事業意図・ねらい

事

】在宅で酸素療法を実

業

施している呼吸器機能

 

の

障がい者に対し

て、電

意

気料の一部を助成しま

図

す。
事業 【達成状況】

や

酸素療法に係る電気代

ね

の一部助成を行い、福

ら

祉の向上が図られまし

い

た。

継続区分 会計・款

（

・項・目 平成27年度

成

の事業概要（実績）
9

果

人の呼吸器機能障がい

-40-



平 績

目

平成30年度標
動 11

○

10 10 9値 単 位 人

／

全

指
実

標 績 単 位 ○特定財

体

源

決   在宅酸素療法

事

患者酸素濃縮器投 年度

業

別事業費 127 137

期

148 171   使用

間

助成費事業補助金
  

活

【県】1/2資 内 特定

自

財源 63 68 74 85

報

立

算   
  指 訳 一般財

支

源 64 69 74 86

額

援

標 他団体事業負担額

医療（

項      

更

 目 平成24年度 平成

生

25年度 平成26年度

医

平成27年度 備   

療

    考

目 ○全体事

告

）

業期間活 受給者数 1 3

利

2 3   平成13年度

用

～平成30年度標
動 3

1

2 3 3値 単 位 人

／指
実

2

標 績 単 位 ○特定財源

決

1

  在宅重度障害者家

2

族介護慰労投 年度別事

1

業費 84 84 98 12

4

6   手当事業費補助

1

金
  【県】1/2資

平

4

内 特定財源 42 42 4

 

9 63
算   

  指 訳

 

一般財源 42 42 49

平

63

額標 他団体事業負

成

担額

18年度～

成

平成30年度標 者数
動

2

12 16 14 13値 単

4

位 人

／指
実

標 績 単 位 ○

年

特定財源

決   障害者

度

自立支援医療費負担金

～

投 年度別事業費 26,

成
平

216 30,858 3

成

0,531 33,59

2

9   【国】1/2【

7

県】1/4
  資 内 特

年

定財源 14,277 2

度

5,314 24,45

（

6 25,257
算   

単

  指 訳 一般財源 11

位

,939 5,544 6

 

,075 8,342 ＜

2

 

統合事業＞

額 「自立支

千

援医療費（育成医療）

円

標 他団体事業負担額
支

）

給事業」を統合

項       目 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備     

7

  考

目 ○全体事業期間活 補装具費支給件数 100 100 110 115   平成18年度～平成30年度標
動 104 135 108 116値 単 位 件

／指
実

標 績 単 位 ○特定財源

決   自立支援給付費負担金投 年度別事業費 11,

年

309 17,231 14,417 11,834   【国】1/2【県】1/4
  資 内 特定財源 9,946 11,635 11,250 11,250

算   
  指 訳 一般財源 1,3

項

63 5,596 3,1

 

67 584

額標 他団体

度

 

事業負担額

  

項

 

       目 平成

 

24年度 平成25年度

 

平成26年度 平成27

目

年度 備       

平

考

目 ○全体事業期間活

成

国が示した事業の中か

2

ら市が実 17 17 21

事

4

20   平成18年度

年

～平成30年度標 施す

度

る事業の数
動 17 17

平

17 20値 単 位 事業数

成

／指
実

標 績 単 位 ○特定

2

財源

決   障害者地域

5

生活支援事業費補投 年

年

度別事業費 38,73

度

3 39,103 41,

平

253 47,080  

業

成

 助金
  【国】基準

2

額の1/2を上限資 内

6

特定財源 15,540

年

14,860 16,3

度

00 16,731
算  

平

 【県】基準額の1/

成

4を上限
  指 訳 一般

2

財源 23,193 24

7

,243 24,953

年

30,349

額標 他団

実

度

体事業負担額

備  

項       目 平

 

成24年度 平成25年

 

度 平成26年度 平成2

 

7年度 備      

 

 考

目 ○全体事業期間

 

活 利用者 7 10 13 1

考

3   平成17年度～
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や

  主    体 まし

効

た。

地域福祉課

【他団

果

体事業主体】

滝沢市手

）

をつなぐ育成会

の

事 

達

      業   

成

    名 事業の意図

状

やねらい（成果や効果

況

）の達成状況

児童福祉

障

法給付事業 【事業意図

 

が

・ねらい】障害児通所

い

給付費、障害児相談支

者

援給付費等を支給しま

支

す

。

【達成状況】障が

援

い児の支援が図られま

相

した。

継続区分 会計・

談

款・項・目 平成27年

員

度の事業概要（実績）

設

72人の障がい児に対

置

し障がい児通所サービ

健

事

ス（放課後児童デイサ

業

ービス・児童発継続 一

【

般・3款・1項・2目

事

達支援）を提供しまし

業

た。
事    業  

意

  主    体
地域

図

福祉課

【滝沢市主体】

・ね

事       業

ら

       名 事業

や

い

の意図やねらい（成果

】

や効果）の達成状況

難

障

聴児補聴器購入費支給

が

事業 【事業意図・ねら

い

い】身体障害者手帳の

者

交付対象外で、補装具

が

（補聴器）給付の

対象

地

とならない軽度・中度

域

の難聴児に対して、補

に

聴器購入に係る費用を

か

お

助成しま

す。

【達成状

い

況】平成27年度は実

て

績がありませんでした

自

。

継続区分 会計・款・

立

項・目 平成27年度の

し

事業概要（実績）
平成

た

27年度は、実績があ

生

りませんでした。継続

活

一般・3款・1項・2

を

目

事    業   

で

送

 主    体
地域福

る

祉課

【滝沢市主体】

ことができる

よう

笑

、障がい者からの相談

顔

に応じます。

【達成状

に

況】必要な助言や情報

あ

を提供しました。

継続

政 ふ

区分 会計・款・項・目

れ

平成27年度の事業概

、

要（実績）
身体障害者

互

相談員4人、知的障害

い

者相談員1人を委嘱し

に

、地域において障がい

支

者か継続 一般・3款・

え

1項・2目
らの相談件

あ

に応じ、必要な助言や

う

情報提供を行いました

策 ま

。また、障がい者支援

ち

相
事    業   

を

 主    体 談員2

目

人を配置し、障がい者

指

からの相談に応じたほ

し

か、障害支援区分認定

ま

調査等

地域福祉課 に従

す

事しました。

【滝沢市

 

主体】

基

事     

　
本

  業       

施

名 事業の意図やねらい

策

（成果や効果）の達成

　

状況

滝沢市身体障害者

０

福祉協会補助事業 【事

１

業意図・ねらい】滝沢

 

市身体障害者福祉協会

 

が行う事業費の一部に

 

対し、補

助金を交付す

支

ることにより、健全な

　
え

運営を図ります。

【達

あ

成状況】障がい者の仲

う

間を作り、社会参加等

地

の支援が図られました

域

。

継続区分 会計・款・

福

項・目 平成27年度の

祉

事業概要（実績）
岩手

の

紫波地区身体障害者ス

推

ポーツ大会、滝沢市ボ

進

ランティア祭り等へ積

　

極的に参継続 一般・3款・1項・2目
加し、会員の親睦を深め同志の連携を強めました。また、身体障がい者が地域で

事    業    主    体 普通に生活できる社会の実現のための学習会を開催しました。

地域福

０

祉課

【他団体事業主体

事

】

滝沢市身体障害者福

 

祉協会

 

事     

 

  業       

 

名 事業の意図やねらい

 

（成果や効果）の達成

 

状況

滝沢市手をつなぐ

 

育成会補助事業 【事業

業

意図・ねらい】滝沢市

２

 

手をつなぐ育成会が行

 

う事業の一部に対し、

 

補助金

を交付すること

 

により、健全な運営を

 

図ります。

【達成状況

 

】知的障がい児・者及

 

びその家族への福祉の

名

向上が図られました。

事

継続区分 会計・款・項

業

・目 平成27年度の事

 

の

業概要（実績）
滝沢市

意

手をつなぐ育成会が行

図

う事業の一部（研修会

や

、学習会）に対して、

ね

補助金継続 一般・3款

ら

・1項・2目
を交付す

い

ることにより、会員の

（

福祉の向上と、組織の

成

強化につながる支援を

果

行い
事    業  
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平 績

目

事業費 327 339  

○

 事業費補助金【県】

全

1/2
  資 内 特定財

体

源 163 169
算   

事

  指 訳 一般財源 16

業

4 170

額標 他団体事

期

業負担額

間活 相

報

談者数 65 65 65 7

告

5   平成18年度～

平

平成30年度標
動 64

成

74 81 81値 単 位 人

2

／指
実

標 績 単 位

決投 年

4

度別事業費 2,187

年

2,200 2,210

度

4,166

資 内 特定財

～

源 82
算

指 訳 一般財源

成
平

2,105 2,200

成

2,210 4,166

2

額標 他団体事業負担額

7年度

項     

（

  目 平成24年度 平

単

成25年度 平成26年

位

度 平成27年度 備  

 

     考

目 ○全体

2

 

事業期間活 会員数 92

千

92 94 96   平成

円

27年度～平成30年

）

度標
動 92 93 93 93値 単 位 人

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費 150 100 175 175

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 150 100 175 175

額標 他

7

団体事業負担額

項       目 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備       考

目 ○全体事業期間活 会員数 0 48 50 50   平成27年度

年

～平成30年度標
動 0 47 48 42値 単 位 人

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費 80 43 46 39

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 80 43 46 39

額標 他団体事業負担額

項 

項 

度

 

      目 平成2

 

4年度 平成25年度 平

 

成26年度 平成27年

 

度 備       考

 

目 ○全体事業期間活 児

 

童福祉法給付費利用者

目

数 30 55 70 75  

平

 平成24年度～平成

成

30年度標
動 53 47

2

74 72値 単 位 人

／指

事

4

実
標 績 単 位 ○特定財源

年

決   児童福祉法給付

度

費負担金投 年度別事業

平

費 34,125 46,

成

806 50,837 6

2

9,476   【国】

5

基準額の1/2上限【

年

県
  】基準額の1/

度

4上限資 内 特定財源 2

平

5,357 35,04

業

成

9 37,273 49,

2

585
算   

  指 訳

6

一般財源 8,768 1

年

1,757 13,56

度

4 19,891

額標 他

平

団体事業負担額

成27

項       目

年

平成24年度 平成25

実

度

年度 平成26年度 平成

備

27年度 備     

 

  考

目 ○全体事業期

 

間活 補聴器支給件数 2

 

2 2 3   平成24年

 

度～平成30年度標
動

 

0 9 6 0値 単 位 件

／指

 

実
標 績 単 位 ○特定財源

 

決   岩手県難聴児補

考

聴器購入助成投 年度別
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や

和措置として、一定の

効

条

件を満たす者に臨時

果

福祉給付金を支給しま

）

す。

【達成状況】支給

の

対象者の約88％から

達

申請を受け、支給しま

成

した。

継続区分 会計・

状

款・項・目 平成27年

況

度の事業概要（実績）

特

臨時福祉給付金支給対

 

別

象者宛てに申請書を送

障

付し、申請者に対して

害

臨時福祉給付継続 一般

者

・3款・1項・10目

手

金を支給しました。受

当

付期間を平成27年9

等

月25日から平成28

支

年2月29日まで実施

給

し
事    業   

事

 主    体 、申請

健

業

受付から1ヶ月以内を

【

目途に、平成27年1

事

0月より随時支給開始

業

しました。

地域福祉課

意

・1人につき、6千円

図

　・対象者数　8,1

・

19人　・支給者　7

ね

,146人

【滝沢市主

ら

体】

い

や

】在宅の重度障がい児

か

・者に対し、特別障害

で

者手当等を支給

します

笑

。

【達成状況】障がい

顔

による精神的、身体的

に

、経済的な負担が軽減

あ

されました。

継続区分

政 ふ

会計・款・項・目 平成

れ

27年度の事業概要（

、

実績）
在宅の重度障が

互

い者（児）への障がい

い

による精神的、身体的

に

、経済的な負担を軽継

支

続 一般・3款・1項・

え

2目
減するために手当

あ

（障害児福祉手当36

う

人、特別障害者手当5

策 ま

6人、経過的福祉手当

ち

事    業    

を

主    体 1人）の

目

支給を行いました。

地

指

域福祉課

【滝沢市主体

し

】

ま

事       

す

業       名 事

 

業の意図やねらい（成

基

果や効果）の達成状況

　
本

難病患者等支援事業 平

施

成26年度事業実績報

策

告書参照

継続区分 会計

　

・款・項・目 平成27

０

年度の事業概要（実績

１

）
平成26年度完了事

 

業完了 一般・3款・1

 

項・2目

事    業

 

    主    体

支

地域福祉課

【滝沢市主

　
え

体】

あ

事      

う

 業       名

地

事業の意図やねらい（

域

成果や効果）の達成状

福

況

自立支援医療費（育

祉

成医療）支給事業 平成

の

26年度事業実績報告

推

書参照

継続区分 会計・

進

款・項・目 平成27年

　

度の事業概要（実績）
平成26年度完了事業完了 一般・3款・1項・2目

事    業    主    体
地域福祉課

【滝沢市主体】

事       業       名 事業の意図やねらい（成

０

果や効果）の達成状況

事

障がい者計画・障がい

 

福祉計画策定事 【事業

 

意図・ねらい】障害者

 

基本法、障害者総合支

 

援法の規定により、障

 

がい者

のための施策に

 

関する計画を策定しま

 

す。
業 【達成状況】平

業

成27年度は策定する

２

 

年度ではありませんで

 

した。

（重点事業）

継

 

続区分 会計・款・項・

 

目 平成27年度の事業

 

概要（実績）
平成27

 

年度は、計画を策定す

 

る年度ではありません

名

でした。継続 一般・3

事

款・1項・2目

事  

業

  業    主  

 

の

  体
地域福祉課

【滝

意

沢市主体】

図

事   

や

    業     

ね

  名 事業の意図やね

ら

らい（成果や効果）の

い

達成状況

臨時福祉給付

（

金給付事業 【事業意図

成

・ねらい】消費税増税

果

に伴う低所得者への緩
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平 績

目

06

額標 他団体事業負

○

担額

全体事業期間活 受

報

給者数 0 78 76 80

告

  平成25年度～平

平

成30年度標
動 0 75

成

76 93値 単 位 数

／指

2

実
標 績 単 位 ○特定財源

4

決   特別障害者手当

年

等負担金【国投 年度別

度

事業費 1,791 19

～

,889 21,236

成
平

  】3/4
  資 内

成

特定財源 1,263 1

2

5,073 15,75

7

9
算   

  指 訳 一般

年

財源 528 4,816

度

5,477

額標 他団体

（

事業負担額

単位

項

 

       目 平成

2

 

24年度 平成25年度

千

平成26年度 平成27

円

年度 備       

）

考

目 ○全体事業期間活 事業利用者数 0 1 1   平成26年度～平成26年度標
動 0 0 1値 単 位 人

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費 69

資 内 特定財源 34
算

指

7

訳 一般財源 35

額標 他団体事業負担額

項       目 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備       考

目 ○全体事業期間活 自立支援医療（育

年

成医療）利用 0 20 25   平成25年度～平成26年度標 者数
動 0 15 18値 単 位 人

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費 1,197 2,483

資 内 特定財源 832 1,707
算

指

項

訳 一般財源 365 77

 

6

額標 他団体事業負担

度

 

額

  

項    

 

   目 平成24年度

 

平成25年度 平成26

 

年度 平成27年度 備 

目

      考

目 ○全

平

体事業期間活 障がい福

成

祉計画策定推進委員会

2

1 1 3 0   平成19

事

4

年度～平成30年度標

年

開催回数
動 1 0 2 0値

度

単 位 回

／指
実

標 績 単 位

平

決投 年度別事業費 26

成

5

資 内 特定財源
算

指 訳

2

一般財源 265

額標 他

5

団体事業負担額

年度 平

項       目

業

成

平成24年度 平成25

2

年度 平成26年度 平成

6

27年度 備     

年

  考

目 ○全体事業期

度

間活 臨時福祉給付金支

平

給対象者数 0 0 0 8,

成

059   平成25年

2

度～平成27年度標
動

7

0 0 0 7,146値 単

年

位 人

／指
実

標 績 単 位 ○

実

度

特定財源

決   臨時福

備

祉給付金給付事業費補

 

投 年度別事業費 67,

 

374   助金【国】

 

（10/10）臨時福

 

  祉給付金給付事務

 

費補助金【資 内 特定財

 

源 65,468
算   

 

国】（10/10）
 

考

 指 訳 一般財源 1,9
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や

事 

効

      業   

果

    名 事業の意図

）

やねらい（成果や効果

の

）の達成状況

自立支援

達

医療費（精神通院医療

成

）支給 【事業意図・ね

状

らい】医療機関等との

況

連携を密にし、広報誌

臨

等を利用し制度の周

知

 

時

を図ります。
事務 【達

福

成状況】法令に基づい

祉

た進達事務を行いまし

給

た。

継続区分 会計・款

付

・項・目 平成27年度

金

の事業概要（実績）
申

（

請事務取扱件数は、1

高

,375件の実績があ

齢

りました。継続 一般

事

者

    業    主

健

向

    体
地域福祉課

け

【滝沢市主体】

）

事 

給

      業   

付

    名 事業の意図

事

やねらい（成果や効果

【

）の達成状況

特別児童

事

扶養手当支給事務 【事

業

業意図・ねらい】広報

意

誌、障がい者福祉ガイ

や

図

ドブック、特別児童扶

・

養手当リ

ーフレットを

ね

利用し、特別児童扶養

ら

手当制度の周知を図り

い

ます。

【達成状況】法

】

に基づき進達事務等を

賃

行いました。

継続区分

金

会計・款・項・目 平成

引

27年度の事業概要（

き

実績）
特別児童扶養手

か

上

当の受給者は、210

げ

人の実績がありました

の

。継続 一般

事    

恩

業    主    

恵

体
地域福祉課

【滝沢市

が

主体】

及びにく

で

い年金受給者のうち、

笑

一定

の条件を満たす6

顔

5歳以上の方に、給付

に

金を支給します。
業 【

あ

達成状況】平成28年

政 ふ

度に繰越し事業を実施

れ

します。

継続区分 会計

、

・款・項・目 平成27

互

年度の事業概要（実績

い

）
国が平成28年2月

に

に制度を制定し、同年

支

3月補正にて予算計上

え

したことから、同様新

あ

規 一般・3款・1項・

う

10目
に予算計上した

策 ま

ものですが、受付開始

ち

から給付完了までは概

を

ね6か月程度の期間
事

目

    業    主

指

    体 が必要であ

し

るため、平成28年度

ま

に繰越し事業を実施し

す

ます。

地域福祉課

【滝

 

沢市主体】

基

事   

　
本

    業     

施

  名 事業の意図やね

策

らい（成果や効果）の

　

達成状況

戦傷病者等援

０

護事務 【事業意図・ね

１

らい】先の大戦で公務

 

等のため国に殉じた、

 

もと軍人等の方々に

弔

 

慰金や給付金等を支給

支

し、国の弔慰を示しま

　
え

す。

【達成状況】平成

あ

27年度は特別給付金

う

1件、特別弔慰金11

地

0件の進達を行いまし

域

た

。

継続区分 会計・款

福

・項・目 平成27年度

祉

の事業概要（実績）
戦

の

没者等の妻に対する特

推

別給付金事務及び平成

進

27年4月1日が基準

　

日となっている継続 一般
戦没者等の遺族に対する特別弔慰金事務に対し、県援護担当課へ協力・進達を行

事    業    主    体 いました。

地域福祉課

【滝沢市主体】

事       業

０

       名 事業

事

の意図やねらい（成果

 

や効果）の達成状況

災

 

害時避難行動要支援者

 

支援事務 【事業意図・

 

ねらい】災害発生時に

 

高齢者世帯や障がい者

 

などの避難行動要支援

 

者が円滑に避難するこ

業

とができるように避難

２

 

行動要支援者名簿を調

 

製します。

【達成状況

 

】避難行動要支援者名

 

簿を調製し、民生委員

 

・自治会・関係機関に

 

配

布しました。

継続区

 

分 会計・款・項・目 平

名

成27年度の事業概要

事

（実績）
避難行動要支

業

援者の新規対象者に対

 

の

して登録案内通知を発

意

送しました。また、年

図

継続 一般
1回避難行動

や

要支援者名簿を調製し

ね

、民生委員、自治会、

ら

自主防災組織、関係機

い

事    業    

（

主    体 関に配布

成

しました。

地域福祉課

果

【滝沢市主体】
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平 績

目

標 績 単 位

決投 年度別事

○

業費

資 内 特定財源
算

指

全

訳 一般財源 <ゼロ予算

体

事業>

額標 他団体事業

事

負担額

業期間活 給

報

付対象者 0 0 0 4,4

告

00   平成27年度

平

～平成27年度標
動 0

成

0 0 0値 単 位 人

／指
実

2

標 績 単 位 ○特定財源

決

4

  臨時福祉給付金給

年

付事業費補投 年度別事

度

業費   助金【国】（

～

10/10）、臨時
 

成
平

 福祉給付金給付事務

成

費補助金資 内 特定財源

2

算   【国】（10/

7

10）
  指 訳 一般財

年

源 ＜平成27年度補正

度

予算新規事業

額 ＞平成

（

28年度へ繰越明許費

単

　13標 他団体事業負

位

担額
6,246千円

 

2

 千

項      

円

 目 平成24年度 平成

）

25年度 平成26年度 平成27年度 備       考

目 ○全体事業期間活 弔慰金・給付金の進達件数(H27 0 0 0 200   昭和40年度～平成30年

7

度標 新規目標値)
動 0 0 0 111値 単 位 件

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 ＜ゼロ予算事業＞

額標 他団体事業負担額

項       目 平成

年

24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備       考

目 ○全体事業期間活 災害時避難行動要支援者名簿登 0 0 0 1,680   平成19年度～平成30年度標 録者

項

数(H27新規目標値

 

)
動 0 0 0 1,623

度

 

値 単 位 人

／指
実

標 績 単

 

位

決投 年度別事業費

資

 

内 特定財源
算

指 訳 一般

 

財源 <ゼロ予算事業>

 

<名称変更事業>

額 「

 

災害時要援護者支援事

目

務」か標 他団体事業負

平

担額
ら名称変更

成2

事

4

項       目

年

平成24年度 平成25

度

年度 平成26年度 平成

平

27年度 備     

成

  考

目 ○全体事業期

2

間活 自立支援医療費（

5

精神通院）支 930 9

年

30 950 1,150

度

  平成18年度～平

平

成30年度標 給認定申

業

成

請取扱数
動 930 1,

2

146 1,039 1,

6

375値 単 位 件

／指
実

年

標 績 単 位

決投 年度別事

度

業費

資 内 特定財源
算

指

平

訳 一般財源 <ゼロ予算

成

事業>

額標 他団体事業

2

負担額

7年

項  

実

度

     目 平成24

備

年度 平成25年度 平成

 

26年度 平成27年度

 

備       考

目

 

○全体事業期間活 支給

 

件数 117 150 17

 

0 170   平成26

 

年度～平成30年度標

 

動 179 178 192

考

210値 単 位 件

／指
実
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や効果）の達成状況

障

 

がい者手帳交付事務 【

健

事業意図・ねらい】身

や

体障害者福祉法、知的

か

障害者療育手帳交付規

で

則及び精神

保健及び精

笑

神障害者福祉に関する

顔

法律に基づき手帳の申

に

請を受け付けます。

【

あ

達成状況】法律に基づ

政 ふ

いて進達事務を行いま

れ

した。

継続区分 会計・

、

款・項・目 平成27年

互

度の事業概要（実績）

い

身体障害者手帳1,6

に

28人、療育手帳39

支

8人、精神保健福祉手

え

帳430人の方々が手

あ

帳継続 一般
を所持して

う

います。
事    業

策 ま

    主    体

ち

地域福祉課

【滝沢市主

を

体】

目

事      

指

 業       名

し

事業の意図やねらい（

ま

成果や効果）の達成状

す

況

福祉システム改修事

 

業 平成24年度事業実

基

績報告書参照

継続区分

　
本

会計・款・項・目 平成

施

27年度の事業概要（

策

実績）
平成24年度完

　

了事業完了 一般

事  

０

  業    主  

１

  体
地域福祉課

【滝

 

沢市主体】

小

 

          

 

          

支

         計

　
え

 政策　　　０２  

あ

 健やかで笑顔にあふ

う

れ、互いに支えあうま

地

ちを目指します
 基本

域

施策　０２   安心

福

と希望のある生活への

祉

支援

の

基本施策が４年間

推

でめざす姿

生活に困窮

進

するなど様々な生活上

　

の困難を抱えている方が、関係機関の包括的な相談や様々な支援を受け、それぞれの課題

を解決できる状態を目指します。また、希望を失いかけた方が、地域であたたかく支援を受ける中で、社会とのつながりや

周囲から支

０

えられていることを実

事

感し、自己有用感や自

 

尊意識を回復し、それ

 

ぞれの希望に向かって

 

前向きに足を踏み出す

 

ことができるような状

 

態を目指します。

基本

 

計画期間内の取り組み

 

と方針のうち、平成2

業

7年度の重点課題の達

２

 

成（実現）状況

Ａ 達成

 

した

【重点課題】

ケー

 

スワーカーの育成と相

 

談支援体制の整備

【重

 

点課題に対する達成状

 

況】

研修機会を確保す

 

るなどしケースワーカ

名

ーの育成を図るととも

事

に、相談窓口の設置な

業

ど相談支援体制の整備

 

の

を行いました。

意図やねらい（成果
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平 績

目 ○全体事業期間活 障

報

がい者手帳交付（所持

告

者数） 2,050 2,

平

100 2,250 2,

成

250   平成26年

2

度～平成30年度標 件

4

数
動 2,166 2,2

年

56 2,369 2,4

度

56値 単 位 件

／指
実

標

～

績 単 位

決投 年度別事業

成
平

費

資 内 特定財源
算

指 訳

成

一般財源 <ゼロ予算事

2

業>

額標 他団体事業負

7

担額

年度

項   

（

    目 平成24年

単

度 平成25年度 平成2

位

6年度 平成27年度 備

 

       考

目 ○

2

 

全体事業期間活 住基法

千

改正に伴うシステム改

円

修 100   平成23

）

年度～平成24年度標
動 100値 単 位 ％

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費 7,854

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 7,854

額標 他団体事業負担額

7

項       目 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備       考

決投 年度別事業費 697,405 740,524 792,879 936,077

資 内 特定財源 4

年

54,818 516,289 551,376 650,925
算

指 訳 一般財源 242,587 224,235 241,503 285,152

額標 他団体事業負担額

（単位  千円）

項 

基本施策目標の達成

度

 

（実現）に向けた計画

 

期間内の取り組みと方

 

針についての達成（実

 

現）状況

Ａ 達成した

・

 

ケースワーカーなど相

 

談支援に当たる職員の

目

育成や支援技術の向上

平

を図り、生活保護運営

成

体制の整備を図りまし

2

た。

・生活困窮者自立

事

4

支援制度の施行により

年

、相談窓口の設置など

度

相談支援体制の整備を

平

図りました。

平成29

成

年度方針策定に際し、

2

今後の方向性や引継課

5

題

Ｂ 課題あり

【今後の

年

方向性】

引き続き生活

度

保護運営体制の整備や

平

充実・強化に向けケー

業

成

スワーカーなど相談支

2

援に当たる職員の育成

6

や支援技術の向上を

図

年

るとともに、相談窓口

度

の機能の充実、庁内や

平

庁外の関係機関との連

成

携強化、支援のネット

2

ワークの構築を進めて

7

いきます

。

【引継課題

年

】

関係機関との連携強

実

度

化、支援のネットワー

備

クの構築

       考
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（

状況】保護を287世

成

帯に実施し、必要とな

果

る支援をしました。

継

や

続区分 会計・款・項・

効

目 平成27年度の事業

果

概要（実績）
生活保護

）

事務に必要不可欠とな

の

る費用（扶助費以外の

達

事務的経費)を確保し

成

て生継続 一般・3款・

 

状

3項・1目
活保護を実

況

施しました。
事   

行

 業    主   

旅

 体
生活福祉課

【滝沢

死

市主体】

病

事    

人

   業      

等

 名 事業の意図やねら

取

い（成果や効果）の達

扱

成状況

社会的居場所づ

健

事

くり支援事業 平成26

業

年度事業実績報告書参

【

照

継続区分 会計・款・

事

項・目 平成27年度の

業

事業概要（実績）
平成

意

26年度完了事業完了

図

一般・3款・3項・1

・

目

事    業   

ね

 主    体
生活福

ら

祉課

【滝沢市主体】

や

い】身元が不明な病人

か

の救護、身元不明又は

で

葬祭を行う者がい

ない

笑

死亡人の火葬や埋葬等

顔

を実施することにより

に

、安心して生活ができ

あ

るように

図るものです

政 ふ

。

【達成状況】当年度

れ

は実績がありませんで

、

した。

継続区分 会計・

互

款・項・目 平成27年

い

度の事業概要（実績）

に

身元不明又は葬祭を行

支

う者がいない死亡人の

え

埋葬等の実績はありま

あ

せんでした。継続 一般

う

・3款・1項・1目

事

策 ま

    業    主

ち

    体
生活福祉課

を

【滝沢市主体】

目

事 

指

      業   

し

    名 事業の意図

ま

やねらい（成果や効果

す

）の達成状況

住宅支援

 

給付事業 【事業意図・

基

ねらい】失業して離職

　
本

した方の再就職を目指

施

し、家賃を給付しつつ

策

就労支援を実施するこ

　

とで安心と希望ある生

０

活の実現を図ります。

２

【達成状況】住宅支援

 

給付を1人に実施し、

 

必要となる支援をしま

 

した。

継続区分 会計・

安

款・項・目 平成27年

　
心

度の事業概要（実績）

と

離職者1名に対する家

希

賃給付及び就労支援を

望

実施しました。継続 一

の

般・3款・1項・1目

あ

事    業    

る

主    体
生活福祉

生

課

【滝沢市主体】

活

事

へ

       業  

　
の

     名 事業の意

支

図やねらい（成果や効

援

果）の達成状況

生活困窮者自立支援事業 【事業意図・ねらい】困窮することなく生活ができることを目指し、相談を受け

て必要となる支援を行うことにより、抱えている問題の解

０

決を図ります。

【達成状況】93人の相談を受けて必要な助言や支援を実施しました。

（

事

重点事業）

継続区分 会

 

計・款・項・目 平成2

 

7年度の事業概要（実

 

績）
生活困窮者自立支

 

援制度施行（総合相談

 

窓口の設置）新規 一般

２

 

・3款・1項・1目
自

 

立相談支援事業、住居

業

確保給付金の支給及び

 

学習支援事業を実施し

 

ました。
事    業

 

    主    体

 

生活福祉課

【滝沢市主

 

体】

 

事      

 

 業       名

 

名

事業の意図やねらい（

事

成果や効果）の達成状

業

況

生活保護総務事務 【

の

事業意図・ねらい】生

意

活保護事務に必要とな

図

る非常勤職員人件費や

や

事務費用を

確保して必

ね

要な保護を実施し、安

ら

心と希望ある生活の実

い

現を図ります。

【達成
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平 績

目

平成26年度 平成27

○

年度 備       

全

考

目 ○全体事業期間活

体

学習支援実施 0 0 10

事

  平成26年度～平

業

成26年度標
動 0 0 1

期

7値 単 位 人

／指
実

標 績

間

単 位

決投 年度別事業費

活

3,072

資 内 特定財

身

源 3,071
算

指 訳 一

報

元

般財源 1

額標 他団体事

不

業負担額

明又は葬祭を行う

告

者がい 0 1 1 1   平

平

成27年度～平成30

成

年度標 ない死亡人
動 0

2

1 0 0値 単 位 人

／指
実

4

標 績 単 位 ○特定財源

決

年

  行旅死病人等取扱

度

事業交付金投 年度別事

～

業費 186   ・返戻

成
平

金【その他】（10/

成

10
  ）資 内 特定財

2

源 185
算   

  指

7

訳 一般財源 1

額標 他団

年

体事業負担額

度

（単

項       目 平

位

成24年度 平成25年

 

度 平成26年度 平成2

2

 

7年度 備      

千

 考

目 ○全体事業期間

円

活 住宅支援給付受給者

）

数 0 3 5 1   平成25年度～平成27年度標
動 0 0 1 1値 単 位 人

／指
実

標 績 単 位 ○特定財源

決   緊急雇用創出事業費補助金投 年度別事業費 124 50  

7

 【県】(10/10)
  資 内 特定財源 124 50

算   
  指 訳 一般財源

額標 他団体事業負担額

項       目 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27

年

年度 備       考

目 ○全体事業期間活 相談者実人数 0 0 0 108   平成27年度～平成30年度標
動 0 0 0 93値 単 位 人

／指
実

標 績 単 位 ○特定財源

決   生活困窮者自立

項

相談支援事投 年度別事

 

業費 7,585   業

度

 

費等負担金【国】対象

 

事業
  費×3/4、

 

生活困窮者就労準資 内

 

特定財源 5,822
算

 

  備支援事業費等補

 

助金【国】
  対象事

目

業費×1/2指 訳 一般

平

財源 1,763 ＜新規

成

事業＞

額標 他団体事業

2

負担額

事

4年

項  

度

     目 平成24

平

年度 平成25年度 平成

成

26年度 平成27年度

2

備       考

目

5

○全体事業期間活 生活

年

保護受給世帯数 0 31

度

1 342 307   平

平

成27年度～平成30

業

成

年度標
動 0 277 28

2

9 287値 単 位 世帯

／

6

指
実

標 績 単 位 ○特定財

年

源

決   生活困窮者自

度

立相談支援事投 年度別

平

事業費 11,175  

成

 業費等負担金【国】

2

対象事業
  費×3/

7

4、生活困窮者就労準

年

資 内 特定財源 4,52

実

度

7
算   備支援事業費

備

等補助金【国】
  対

 

象事業費×3/4また

 

は1/2指 訳 一般財源

 

6,648

額標 他団体

 

事業負担額

  

項

 

       目 平成

考

24年度 平成25年度

-51-



  

（

育所定数の増や弾力的

成

運用により、保育サー

果

ビスを拡大し、放課後

や

児

童健全育成事業につ

効

いては、放課後児童ク

果

ラブ間での登録児童調

）

整により、大規模児童

の

クラブの解消に努めま

達

した。

・滝沢市児童家

成

庭相談援助ネットワー

 

状

ク会議を通じ、関係機

況

関と連携を強化、児童

生

虐待防止と早期対応に

活

取り組みました。

保護事業 【事

健

業意図・ねらい】困窮

や

をすることなく生活が

か

できることを目指し、

で

必要な保

護を実施する

笑

ことにより、安心と希

顔

望ある生活の実現を図

に

ります。

【達成状況】

あ

保護を287世帯に実

政 ふ

施し、必要となる支援

れ

をしました。

継続区分

、

会計・款・項・目 平成

互

27年度の事業概要（

い

実績）
・生活保護受給

に

世帯に対して生活保護

支

費の支給及び必要とな

え

る支援を実施しまし継

あ

続 一般・3款・3項・

う

2目
た。

事    業

策 ま

    主    体

ち

・ケースワーカーの育

を

成（研修機会の確保等

目

）及び支援ネットワー

指

クの構築（部

生活福祉

し

課 内の連携強化）を実

ま

施しました。

【滝沢市

す

主体】

 

事     

基

  業       

　
本

名 事業の意図やねらい

施

（成果や効果）の達成

策

状況

中国残留邦人生活

　

支援給付事業 【事業意

０

図・ねらい】困窮をす

２

ることなく生活ができ

 

ることを目指し、必要

 

な支

援給付を実施する

 

ことにより、安心と希

安

望ある生活の実現を図

　
心

ります。

【達成状況】

と

支援給付を1世帯に実

希

施し、必要となる支援

望

をしました。

継続区分

の

会計・款・項・目 平成

あ

27年度の事業概要（

る

実績）
中国残留邦人1

生

世帯に対して支援給付

活

費の支給及び必要とな

へ

る支援を実施しまし継

　
の

続 一般・3款・3項・

支

2目
た。

事    業

援

    主    体
生活福祉課

【滝沢市主体】

小                             計

 政策　　　０２   健やかで笑顔にあふれ、互

０

いに支えあうまちを目指します
 基本施策　０３   子ども・子育てへの支援

事

基本施策

 

が４年間でめざす姿

す

 

べての子どもは、愛情

 

をもって育てられ、健

 

やかに成長し、幸福を

 

享受する権利がありま

２

 

す。そのため、子ども

 

及び子育

てへの支援を

業

通じ、子どもの最善の

 

利益が図られ、子ども

 

達が、笑顔に溢れすく

 

すく育つ環境を整備し

 

ます。

基本計画期間内

 

の取り組みと方針のう

 

ち、平成27年度の重

 

点課題の達成（実現）

 

名

状況

Ａ 達成した

【重点

事

課題】

「子ども・子育

業

て支援事業計画」に基

の

づく子どもと子育て世

意

帯にやさしい環境づく

図

り・児童虐待等防止と

や

早期発見対応

【重点課

ね

題への対応】

・「滝沢

ら

市子ども・子育て支援

い

事業計画」に基づく保
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平 績

目

滝沢市児童家庭相談援

○

助ネットワーク会議等

全

関係機関との連携強化

体

による児童虐待防止と

事

早期対応

平成29年度

業

方針策定に際し、今後

期

の方向性や引継課題

Ｂ

間

課題あり

【今後の方向

活

性】

子育て支援のニー

生

ズは拡大していますの

報

活

で、「滝沢市子ども・

保

子育て支援事業計画」

護

の着実な実施と中間評

受

価に向けての準

備を進

給

めて参ります。

【引継

世

課題】

・保育所待機児

帯

童への対応

・大規模放

数

課後児童クラブへの対

0

応

・子ども子育て支援

3

新制度に伴う財政負担

告

1

・重篤化及び増加する

1

児童擁護ケースへの対

3

応

42 307   

平

平成27年度～平成3

成

0年度標
動 0 277 2

2

89 287値 単 位 世帯

4

／指
実

標 績 単 位 ○特定

年

財源

決   生活保護費

度

等負担金【国】対投 年

～

度別事業費 105,3

成
平

85 601,688 6

成

55,705   象事

2

業費×3/4、生活保

7

護費
  負担金【県】

年

対象事業費×1/資 内

度

特定財源 79,101

（

519,637 488

単

,321
算   4、生

位

活保護費返還金【その

 

  他】指 訳 一般財源

2

 

26,284 82,0

千

51 167,384

額

円

標 他団体事業負担額

）

項       目 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備       考

目 ○全体事

7

業期間活 支援給付受給世帯数 1 1 1 1   平成27年度～平成30年度標
動 1 1 1 1値 単 位 世帯

／指
実

標 績 単 位 ○特定財源

決   生活保護費等負担金【国】対投 年度別事業費 319 1,355 2,007   象事業費×3/

年

4
  資 内 特定財源 238 972 1,096

算   
  指 訳 一般財源 81 383 911

額標 他団体事業負担額

項       目 平成2

項

4年度 平成25年度 平

 

成26年度 平成27年

度

 

度 備       考

 

決投 年度別事業費 10

 

5,890 606,2

 

39 676,522

資

 

内 特定財源 79,52

 

4 523,804 49

目

9,816
算

指 訳 一般

平

財源 26,366 82

成

,435 176,70

2

6

額標 他団体事業負担

事

4

額

（単位  千円）

年度

基本施策目標の達成（

平

実現）に向けた計画期

成

間内の取り組みと方針

2

についての達成（実現

5

）状況

Ａ 達成した

安心

年

して子育てができ、子

度

どもたちがすくすくと

平

健やかに育つように、

業

成

次のような各種事業を

2

実施し、環境を整備し

6

ました

。

・「滝沢市子

年

ども・子育て支援事業

度

計画」に基づく幼児期

平

の学校教育・保育のサ

成

ービスの提供、放課後

2

児童健全育成事業、

地

7

域子育て支援拠点事業

年

、病児保育、ファミリ

実

度

ー・サポートセンター

備

事業等の地域子ども子

 

育て支援事業の実施

・

 

児童手当、消費税引上

 

げに伴う影響緩和を目

 

的に実施された子育て

 

世帯臨時特例給付金及

 

び児童扶養手当の支給

 

による子

育て世帯やひ

考

とり親世帯への支援

・
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や

図・ねらい】家庭児童

効

相談室を設置し、家庭

果

児童相談員による育児

）

相談

の対応や家庭訪問

の

等により児童虐待等防

達

止や早期発見・早期に

成

対応します。

【達成状

状

況】家庭児童相談員を

況

中心に庁内ネットワー

放

クを構築し、育児相談

 

課

や家

（重点事業） 庭訪

後

問により育児の悩みを

児

解消し、虐待等防止や

童

早期発見につなげまし

健

た。

継続区分 会計・款

全

・項・目 平成27年度

育

の事業概要（実績）
相

成

談員の設置により、保

事

護者の育児における不

業

安・悩みを解消し、ま

健

【

た近年増加継続 一般・

事

3款・2項・1目
して

業

いる虐待等の防止、早

意

期発見につなげること

図

ができました。
事  

・

  業    主  

ね

  体
児童福祉課

【滝

ら

沢市主体】

い

事   

】

    業     

や

保

  名 事業の意図やね

護

らい（成果や効果）の

者

達成状況

保育料等滞納

が

整理調査員設置事業 【

子

事業意図・ねらい】保

育

育料等滞納整理調査員

て

を設置し、催告の発送

し

と分納相談

の対応をし

や

ます。

【達成状況】催

す

告の発送と分納相談を

か

い

実施したことで、現年

環

分0.37％、滞納繰

境

越

分1.64％、保育

を

料収納率が上がりまし

目

た。

継続区分 会計・款

指

・項・目 平成27年度

し

の事業概要（実績）
滞

、

納整理調査員の設置に

保

より、催告の発送と分

護

納相談の対応強化がで

で

者

きました。継続 一般・

が

3款・2項・1目

事 

労

   業    主 

働

   体
児童福祉課

【

等

滝沢市主体】

で

家庭にい

笑

ない就学児童を対象に

顔

、遊びや生活の場を提

に

供します。

【達成状況

あ

】事業実施により放課

政 ふ

後児童の健全な育成を

れ

図りました。

（重点事

、

業）

継続区分 会計・款

互

・項・目 平成27年度

い

の事業概要（実績）
放

に

課後児童クラブ16箇

支

所継続 一般・3款・2

え

項・1目

事    業

あ

    主    体

う

児童福祉課

【協働事業

策 ま

】

父母会・社会福祉法

ち

人・学校法人・ＮPＯ

を

法人

目

事      

指

 業       名

し

事業の意図やねらい（

ま

成果や効果）の達成状

す

況

滝沢市民間保育所補

 

助事業 【事業意図・ね

基

らい】市内の全保育所

　
本

の運営主体は、公的補

施

助や自主財源調達方

法

策

がない民営であり、助

　

成を行うことで、運営

０

維持を図ります。

【達

３

成状況】助成により運

 

営主体の保育所運営、

 

各種保育サービスの実

 

施が可能

となりました

子

。

継続区分 会計・款・

　
ど

項・目 平成27年度の

も

事業概要（実績）
運営

・

主体による保育所運営

子

を維持し、各種保育サ

育

ービスの実施を可能と

て

するため継続 一般・3

へ

款・2項・1目
に補助

の

を行いました。
事  

支

  業    主  

援

  体
児童福祉課

【他

　

団体事業主体】

社会福祉法人 滝沢市保育協会　他6法人

事       業       名 事業の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

滝沢市母子寡婦福祉協会補助事業 【事業意図・狙い】母

０

子家庭（寡婦家庭含む

事

）の方で組織をする団

 

体であり、団

体活動を

 

支援することでの母子

 

福祉の向上を図ります

 

。

【達成状況】補助金

 

を交付することにより

 

、団体活動の支援が行

 

われ、母子福祉

の向上

業

が図られました。

継続

２

 

区分 会計・款・項・目

 

平成27年度の事業概

 

要（実績）
・会員募集

 

や行事案内のチラシ作

 

成と配布等継続 一般・

 

3款・2項・1目
・交

 

流会や学習会(3回)

名

事    業    

事

主    体 ・県主催

業

の研修会への参加(1

 

の

回)

児童福祉課

【協働

意

事業】

社会福祉法人滝

図

沢市社会福祉協議会（

や

団体事務局）

ね

事  

ら

     業    

い

   名 事業の意図や

（

ねらい（成果や効果）

成

の達成状況

家庭児童相

果

談員設置事業 【事業意
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平 績

目

他団体事業負担額

○全体

項       

事

目 平成24年度 平成2

業

5年度 平成26年度 平

期

成27年度 備    

間

   考

目 ○全体事業

活

期間活 保育所保育料現

放

年分収納率 95.8 9

報

課

5.9 97 98   平

後

成27年度～平成30

児

年度標
動 97.29 9

童

8.45 99.21 9

ク

9.58値 単 位 ％

／指

ラ

保育所保育料滞納繰越

ブ

分収納率 20 23 30

へ

31
実

標 38.29 4

の

7.17 49.68 5

登

1.32績 単 位 ％

決投

告

録

年度別事業費 1,94

児

2 2,255 2,26

童

4 2,239

資 内 特定

7

財源
算

指 訳 一般財源 1

0

,942 2,255 2

6

,264 2,239

額

7

標 他団体事業負担額

16 7

平

20 725   平成2

成

7年度～平成30年度

2

標 数
動 731 735 7

4

87 820値 単 位 人

／

年

指
実

標 績 単 位 ○特定財

度

源

決   子ども・子育

～

て支援交付金投 年度別

成
平

事業費 112,624

成

105,947 109

2

,985 136,18

7

5   【国】（1/3

年

）
  【県】（1/3

度

）資 内 特定財源 53,

（

032 58,127 5

単

9,116 77,64

位

8
算   

  指 訳 一般

 

財源 59,592 47

2

 

,820 50,869

千

58,537

額標 他団

円

体事業負担額

）

項       目 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備       考

目 ○全体事業期間

7

活 補助対象運営主体数 6 6 7 7   平成27年度～平成30年度標
動 6 6 7 7値 単 位 団体

／指 補助対象運営主体管轄保育園数 14 14 15 15
実

標 14 14 15 15績 単 位 園

決投 年度別事業費 35,882 35,883 37

年

,965 33,709

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 35,882 35,883 37,965 33,709

額標 他団体事業負担額

項

項       目

 

平成24年度 平成25

度

 

年度 平成26年度 平成

 

27年度 備     

 

  考

目 ○全体事業期

 

間活 会員数 40 35 3

 

5 35   平成27年

 

度～平成30年度標
動

目

41 39 36 34値 単

平

位 人

／指
実

標 績 単 位

決

成

投 年度別事業費 90 9

2

0 90 90

資 内 特定財

事

4

源
算

指 訳 一般財源 90

年

90 90 90

額標 他団

度

体事業負担額

平成2

項       目 平

5

成24年度 平成25年

年

度 平成26年度 平成2

度

7年度 備      

平

 考

目 ○全体事業期間

業

成

活 家庭児童相談員設置

2

数 3 3 3 3   平成1

6

9年度～平成30年度

年

標
動 3 3 3 3値 単 位 人

度

／指
実

標 績 単 位 ○特定

平

財源

決   子ども・子

成

育て支援交付金【投 年

2

度別事業費 5,413

7

5,446 5,454

年

5,646   国】対

実

度

象事業費×1/3
  

備

【県】対象事業費×1

 

/3資 内 特定財源 51

 

0 467 646 688

 

算   
  指 訳 一般財

 

源 4,903 4,97

 

9 4,808 4,95

 

8 <名称変更事業>「

 

児童家庭相談

額 員設置

考

事業」から名称変更標
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や

ート･センター運営委

効

託事業、子育て支援短

果

期利用事業）

【滝沢市

）

主体】

の

事     

達

  業       

成

名 事業の意図やねらい

状

（成果や効果）の達成

況

状況

保育対策等促進補

次

助事業 平成26年度事

 

世

業実績報告書参照

継続

代

区分 会計・款・項・目

育

平成27年度の事業概

成

要（実績）
平成26年

支

度完了事業完了 一般・

援

3款・2項・2目

事 

後

   業    主 

期

   体
児童福祉課

【

行

滝沢市主体】

動

健

計画策定事業 平成26

や

年度事業実績報告書参

か

照

継続区分 会計・款・

で

項・目 平成27年度の

笑

事業概要（実績）
平成

顔

26年度完了事業完了

に

一般・3款・2項・1

あ

目

事    業   

政 ふ

 主    体
児童福

れ

祉課

【滝沢市主体】

、互

事       業 

い

      名 事業の

に

意図やねらい（成果や

支

効果）の達成状況

子ど

え

も・子育て支援事業計

あ

画策定事業 平成26年

う

度事業実績報告書参照

策 ま

継続区分 会計・款・項

ち

・目 平成27年度の事

を

業概要（実績）
平成2

目

6年度完了事業完了 一

指

般・3款・2項・1目

し

事    業    

ま

主    体
児童福祉

す

課

【滝沢市主体】

 

事

基

       業  

　
本

     名 事業の意

施

図やねらい（成果や効

策

果）の達成状況

児童福

　

祉施設等産休等代替職

０

員費補助 【事業意図・

３

ねらい】保育所におけ

 

る保育士等が産前産後

 

休暇や病気休暇を取得

 

する場合、代替職員賃

子

金の補助をすることで

　
ど

事業主の負担軽減を行

も

います。
事業 【達成状

・

況】保育士等の職場環

子

境改善と出産しやすい

育

環境を整備することに

て

より

少子化対策に寄与

へ

しました。

継続区分 会

の

計・款・項・目 平成2

支

7年度の事業概要（実

援

績）
・産前産後の保育

　

士等の代替職員の賃金に対して助成しました。継続 一般・3款・2項・2目
・平成27年度実績は、産休者11人でした。

事    業    主    体
児童福祉課

【滝沢市主体】

事     

０

  業       

事

名 事業の意図やねらい

 

（成果や効果）の達成

 

状況

子ども・子育て支

 

援交付金事業 【事業意

 

図・ねらい】就労形態

 

の多様化等に対応して

 

、きめ細やかな保育サ

 

ービ

スを行うことによ

業

り、就労と子育ての両

２

 

立支援を図ります。

【

 

達成状況】各事業を実

 

施し、子育て支援を行

 

いました。

継続区分 会

 

計・款・項・目 平成2

 

7年度の事業概要（実

 

績）
多様な就労形態の

名

子育て世帯への子育て

事

支援対策として以下の

業

事業を実施し、子継続

 

の

一般・3款・2項・2

意

目
育てしやすいと感じ

図

られる環境づくりに寄

や

与しました。
事   

ね

 業    主   

ら

 体 （一時預かり事業

い

、延長保育事業、病児

（

保育事業、地域子育て

成

支援拠点事業、フ

児童

果

福祉課 ァミリー･サポ
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平 績

目

業」

○全

項   

体

    目 平成24年

事

度 平成25年度 平成2

業

6年度 平成27年度 備

期

       考

目 ○

間

全体事業期間活 延長保

活

育実利用者延べ人数 5

 

5,000 55,00

報

 

0 57,000   平

平

成24年度～平成26

成

年度標
動 55,097

2

55,616 60,1

0

53値 単 位 人

／指 休日

年

保育の利用者延べ人数

度

1,000 1,000

～

1,100
実

標 1,4

平

53 1,445 1,2

成

05績 単 位 人

決投 年度

告

2

別事業費 123,27

6

9 120,838 13

年

3,652

資 内 特定財

度

源 77,633 74,

標

916 84,225
算

動

指 訳 一般財源 45,6

値

46 45,922 49

単

,427

額標 他団体事

位

業負担額

／

平

指
実

標 績 単 位

決投 年度

成

別事業費 42 42 42

2

資 内 特定財源
算

指 訳 一

4

般財源 42 42 42

額

年

標 他団体事業負担額

度～
成

平

項      

成

 目 平成24年度 平成

2

25年度 平成26年度

7

平成27年度 備   

年

    考

目 ○全体事

度

業期間活   平成25

（

年度～平成26年度標

単

動 値 単 位

／指
実

標 績 単

位

位

決投 年度別事業費 3

 

,563 3,071

資

2

 

内 特定財源
算

指 訳 一般

千

財源 3,563 3,0

円

71

額標 他団体事業負

）

担額

項       目 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備       考

目 ○

7

全体事業期間活 保育所において安定した職員体 100 100 100 100   平成27年度～平成30年度標 制が確保できたことの達成率
動 100 100 100 100値 単 位 %

／指
実

標 績 単 位 ○特定財源

決   児童福祉施設

年

等産休等代替職投 年度別事業費 3,884 1,092 1,826 3,416   員費補助金【県】（10/10）
  資 内 特定財源 3,884 1,092 1,826 3,416

算

項

  
  指 訳 一般財源

 

額標 他団体事業負担額

度

   

項     

 

  目 平成24年度 平

 

成25年度 平成26年

 

度 平成27年度 備  

目

     考

目 ○全体

平

事業期間活 一時預かり

成

事業の利用延べ人数 2

2

,500 2,500 2

事

4

,000 2,000  

年

 平成27年度～平成

度

30年度標
動 1,76

平

6 2,290 2,95

成

3 2,233値 単 位 人

2

／指 ファミリー・サポ

5

ート・センタ 1 1 1 1

年

実 ー委託事業
標 1 1 1

度

1績 単 位 施設 ○特定財

平

源

決   子ども・子育

業

成

て支援交付金【投 年度

2

別事業費 164,80

6

1 198,356 22

年

0,282 122,5

度

16   国】(1/3

平

)
  岩手県子ども・

成

子育て支援交資 内 特定

2

財源 100,562 1

7

24,316 144,

年

487 83,030
算

実

度

  付金【県】(1/

備

3)
  【その他】他

 

指 訳 一般財源 64,2

 

39 74,040 75

 

,795 39,486

 

<名称変更事業>「保

 

育緊急確保

額 事業」か

 

ら変更、<統合事業>

 

「標 他団体事業負担額

考

保育対策等促進補助事
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や

  名 事業の意図やね

効

らい（成果や効果）の

果

達成状況

児童扶養手当

）

支給事業 【事業意図・

の

ねらい】児童扶養手当

達

は、離婚によるひとり

成

親世帯等、父又は母と

状

生計を同じくしていな

況

い児童が育成される家

保

庭の生活の安定と自立

 

育

の促進に寄与

し、児童

所

の福祉の増進を図るこ

運

とを目的としています

営

。

【達成状況】手当の

委

申請から認定・支給ま

託

での事務を執行しまし

事

た。

継続区分 会計・款

業

・項・目 平成27年度

【

の事業概要（実績）
申

事

請、審査、認定、支給

健

業

事務等年度を通して遺

意

漏なく事務を執り進め

図

、周知等も継続 一般・

・

3款・2項・3目
含め

ね

、ひとり親世帯の生活

ら

の安定と自立の促進を

い

図りました。
事   

】

 業    主   

日

 体
児童福祉課

【滝沢

中

市主体】

や

家

事    

庭

   業      

で

 名 事業の意図やねら

保

い（成果や効果）の達

育

成状況

母子自立支援事

で

業 【事業意図・ねらい

き

】ひとり親家庭の親を

な

対象に、離死別直後の

い

精神的安定を図

り、自

児

立に向けた支援を行い

か

童

ます。

【達成状況】自

を

立に必要な情報提供、

行

相談指導などの支援を

政

行うとともに、職業

（

が

重点事業） 能力の向上

保

及び求職活動に関する

育

支援を行いました。

継

を

続区分 会計・款・項・

行

目 平成27年度の事業

う

概要（実績）
・支援を

で

こ

必要としているひとり

と

親家庭の相談に応じ、

で

自立に必要な情報提供

、

及び継続 一般・3款・

家

2項・3目
支援を行い

庭

ました。
事    業

に

    主    体

お

・母子家庭等高等職業

け

訓練促進給付金等の支

る

給により、母子家庭の

笑

仕

母等の経済的

児童福祉

事

課 な自立に効果的な資

と

格の取得を支援しまし

子

た。

【滝沢市主体】 　

育

高等職業訓練促進給付

て

金支給件数　3件

の両立を

顔

支援します。

【達成状

に

況】市内15施設で保

あ

育を行い、仕事と子育

政 ふ

ての両立を支援しまし

れ

た。

継続区分 会計・款

、

・項・目 平成27年度

互

の事業概要（実績）
市

い

内15か所の保育施設

に

に対して委託料を措置

支

することにより保育施

え

設の安定運営継続 一般

あ

・3款・2項・2目
が

う

図られました。
事  

策 ま

  業    主  

ち

  体
児童福祉課

【滝

を

沢市主体】

目

事   

指

    業     

し

  名 事業の意図やね

ま

らい（成果や効果）の

す

達成状況

障がい児保育

 

巡回指導事業 【事業意

基

図・ねらい】障がい児

　
本

や発達に課題のある児

施

童の指導について、特

策

別支

援学校等の先生か

　

ら定期的に指導を受け

０

ることで児童の発達を

３

促します。また、

幼児

 

ことばの教室において

 

、未就学児のことば等

 

の発達を支援します。

子

（重点事業） 【達成状

　
ど

況】巡回指導を希望す

も

る全ての園で指導を実

・

施できました。

継続区

子

分 会計・款・項・目 平

育

成27年度の事業概要

て

（実績）
巡回指導を希

へ

望する保育所を対象と

の

して実施しました。継

支

続 一般・3款・2項・

援

2目
・実施園：保育園

　

13園、幼稚園2園、こども園1園　計16園
事    業    主    体 ・指導員：9名

児童福祉課 幼児ことばの教室

【滝沢市主体】 ・対象児20名（内修了15人、継続5人）

事    

０

   業      

事

 名 事業の意図やねら

 

い（成果や効果）の達

 

成状況

児童手当給付事

 

業 【事業意図・ねらい

 

】中学校修了前の児童

 

を養育している保護者

 

へ手当を支給す

ること

 

により、安心して子育

業

てができる社会をつく

２

 

ることを目的とします

 

。

【達成状況】子育て

 

にかかる経済的負担を

 

軽減し、次代の社会を

 

担う子どもの健

全な育

 

成が図られました。

継

 

続区分 会計・款・項・

名

目 平成27年度の事業

事

概要（実績）
中学校修

業

了前の子どもを養育し

 

の

ている方に手当を支給

意

し、子育て世帯の経済

図

的負継続 一般・3款・

や

2項・2目
担の軽減が

ね

図られました。
事  

ら

  業    主  

い

  体
児童福祉課

【滝

（

沢市主体】

成

事   

果

    業     

-58-



平 績

目

度 平成26年度 平成2

○

7年度 備      

全

 考

目 ○全体事業期間

体

活 児童扶養手当受給者

事

数 0 572 589 60

業

6   平成27年度～

期

平成30年度標
動 0 5

間

53 558 540値 単

活

位 人

／指
実

標 績 単 位 ○

認

特定財源

決   児童扶

報

可

養手当給付費負担金【

保

投 年度別事業費 954

育

212,601 231

園

,495   国】（手

数

当支給額×1/3）
 

1

 資 内 特定財源 300

4

70,450 76,7

1

83
算   

  指 訳 一

4

般財源 654 142,

1

151 154,712

告

5

額標 他団体事業負担額

15  

項     

 

  目 平成24年度 平

平

成25年度 平成26年

成

度 平成27年度 備  

2

     考

目 ○全体

7

事業期間活 母子自立支

年

援員設置数 0 1 1 1  

平

度

 平成27年度～平成

～

30年度標
動 0 0 1 1

平

値 単 位 人

／指
実

標 績 単

成

位 ○特定財源

決   母

3

子生活支援施設措置費

0

負担投 年度別事業費 1

年

,128 4,469 4

度

,572   金【国】

標

（1/2）、母子家庭

動

  等対策総合支援事

成

1

業費補助金資 内 特定財

4

源 833 2,285 2

1

,118
算   【国】

4

（3/4）、児童入所

1

施
  設措置費負担金

5

【県】指 訳 一般財源 2

1

95 2,184 2,4

5

54

額標 他団体事業負

値

担額

単

2

位 施設

／指 保育所定員

4

1,128 1,128

年

1,218 1,218

度

実
標 1,128 1,1

～

28 1,218 1,2

成
平

75績 単 位 人 ○特定財

成

源

決   児童運営費負

2

担金投 年度別事業費 1

7

,315,232 1,

年

308,899 1,3

度

48,268 1,73

（

6,266   【国】

単

（1/2）
  【県】

位

（1/4）資 内 特定財

 

源 921,742 93

2

 

5,293 931,3

千

26 1,131,19

円

2
算   保育所保育料

）

現年負担金【そ
  の他】他指 訳 一般財源 393,490 373,606 416,942 605,074

額標 他団体事業負担額

7

項       目 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備       考

目 ○全体事業期間活 巡回希望保育園等の実施率 100 100 100 100   平成27年度～平成30年

年

度標
動 100 100 100 100値 単 位 ％

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費 32 2,715 2,667 2,639

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 32 2,715 2,667 2,63

項

9

額標 他団体事業負担

 

額

度

  

項    

 

   目 平成24年度

 

平成25年度 平成26

 

年度 平成27年度 備 

 

      考

目 ○全

目

体事業期間活 児童手当

平

給付延べ児童数 72,

成

585 88,926 8

2

8,935 88,93

事

4

5   平成27年度～

年

平成30年度標
動 72

度

,585 87,491

平

87,700 87,1

成

58値 単 位 人

／指
実

標

2

績 単 位 ○特定財源

決  

5

 児童手当国庫負担金

年

【国】(投 年度別事業

度

費 815,850 97

平

7,684 982,7

業

成

34 972,951  

2

 ０歳～3歳未満の被

6

用者：37/
  45

年

、その他4/6）児童

度

手当県資 内 特定財源 6

平

80,816 841,

成

417 831,633

2

827,419
算   

7

負担金【県】(0歳～

年

3歳未満
  の被用者

実

度

4/45、その他1/

備

6）指 訳 一般財源 13

 

5,034 136,2

 

67 151,101 1

 

45,532

額標 他団

 

体事業負担額

   

項       目 平

考

成24年度 平成25年
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や

施設の老朽化や狭隘化

効

の解消

のための施設の

果

建設を行います。

【達

）

成状況】新設小学校の

の

建設計画と併せて、調

達

整事業となりました。

成

継続区分 会計・款・項

状

・目 平成27年度の事

況

業概要（実績）
滝沢中

姥

央小学校の開校に併せ

 

屋

て、放課後児童クラブ

敷

舎を建設する計画とな

保

ってい継続 一般・3款

育

・2項・4目
ますが、

所

現在、調整事業となっ

管

ています。
事    

理

業    主    

運

体
児童福祉課

【滝沢市

営

主体】

事

事     

健

業

  業       

【

名 事業の意図やねらい

事

（成果や効果）の達成

業

状況

放課後児童健全育

意

成施設改修事業 平成2

図

6年度事業実績報告書

・

参照

継続区分 会計・款

ね

・項・目 平成27年度

ら

の事業概要（実績）
平

い

成26年度完了事業完

や

】

了 一般・3款・2項・

交

4目

事    業  

通

  主    体
児童

条

福祉課

【滝沢市主体】

件及び自然的

か

諸条件に恵まれない山

で

間地等における

保育を

笑

要する児童に対して、

顔

必要な保育を行います

に

。

【達成状況】必要な

あ

保育を実施し、児童の

政 ふ

福祉増進が図られまし

れ

た。

継続区分 会計・款

、

・項・目 平成27年度

互

の事業概要（実績）
姥

い

屋敷の地域において保

に

育を必要とする児童1

支

4人の保育を実施しま

え

した。継続 一般・3款

あ

・2項・4目

事   

う

 業    主   

策 ま

 体
児童福祉課

【他団

ち

体事業主体】

社会福祉

を

法人滝沢市保育協会（

目

指定管理者）

指

事  

し

     業    

ま

   名 事業の意図や

す

ねらい（成果や効果）

 

の達成状況

児童福祉施

基

設維持管理事業 【事業

　
本

意図・ねらい】市で管

施

理している保育施設、

策

放課後健全育成施設等

　

の児童

の福祉施設につ

０

いて、適正な維持管理

３

を行い、児童の健全育

 

成を図ることを目的

と

 

します。

【達成状況】

 

児童福祉施設の適正な

子

維持管理を行いました

　
ど

。

継続区分 会計・款・

も

項・目 平成27年度の

・

事業概要（実績）
適正

子

な維持管理を行ったほ

育

か、放課後児童クラブ

て

1施設の排水設備工事

へ

を行い、新規 一般・3

の

款・2項・4目
児童の

支

健全育成を図りました

援

。
事    業   

　

 主    体
児童福祉課

【滝沢市主体】

事       業       名 事業の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

南巣子保育園改修事業 【事業意図・ねらい】公設民営の南巣子保育園に

０

ついて、適正な維持を

事

行うため

修繕を行いま

 

す。

【達成状況】屋根

 

塗装等修繕工事を行い

 

、適正な維持を行うた

 

め修繕を行いまし

た。

 

継続区分 会計・款・項

 

・目 平成27年度の事

 

業概要（実績）
南巣子

業

保育園の老朽化に伴い

２

 

、施設の適正な維持管

 

理を図るため、屋根等

 

の塗装新規 一般・3款

 

・2項・4目
、修繕工

 

事を実施しました。
事

 

    業    主

 

    体
児童福祉課

名

【滝沢市主体】

事

事 

業

      業   

 

の

    名 事業の意図

意

やねらい（成果や効果

図

）の達成状況

放課後児

や

童健全育成施設整備事

ね

業 【事業意図・ねらい

ら

】保護者が子育てしや

い

すい環境を目指し、保

（

護者が労働等で

家庭に

成

いない児童を対象とし

果

た放課後児童健全育成
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平 績

目

位

決投 年度別事業費 4

○

,116

資 内 特定財源

全

算
指 訳 一般財源 4,1

体

16

額標 他団体事業負

事

担額

業期間活 入

報

所児童数（地区内の年

告

齢別人 10 10 11 1

平

1   昭和38年度～

成

平成30年度標 口によ

2

る）
動 12 14 13 1

4

4値 単 位 人

／指
実

標 績

年

単 位 ○特定財源

決   

度

保育料【その他】投 年

～

度別事業費 14,81

成
平

8 14,754 15,

成

973 16,023  

2

 
  資 内 特定財源 1

7

,895 3,770 5

年

,146 1,612
算

度

  
  指 訳 一般財源

（

12,923 10,9

単

84 10,827 14

位

,411

額標 他団体事

 

業負担額

2

 千

項 

円

      目 平成2

）

4年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備       考

目 ○全体事業期間活 維持管理している児童福祉施設 13 13 13 13   平成27年度～

7

平成30年度標
動 13 13 13 13値 単 位 施設

／指
実

標 績 単 位 ○特定財源

決   財産使用料【その他】投 年度別事業費 2,239   土地使用料【その他】
  資 内 特定財源 275

算   
  指 訳 一般財源 1,964 ＜新規

年

事業＞

額標 他団体事業負担額

項       目 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備       考

目

項

○全体事業期間活 修繕

 

進捗率 0 0 0 100  

度

 

 平成27年度～平成

 

27年度標
動 0 0 0 1

 

00値 単 位 ％

／指
実

標

 

績 単 位

決投 年度別事業

 

費 3,504

資 内 特定

 

財源
算

指 訳 一般財源 3

目

,504 ＜新規事業＞

平

額標 他団体事業負担額

成2

事

4

項     

年

  目 平成24年度 平

度

成25年度 平成26年

平

度 平成27年度 備  

成

     考

目 ○全体

2

事業期間活 新たに整備

5

する放課後児童クラ 0

年

1 0 0   平成27年

度

度～平成30年度標 ブ

平

舎
動 0 1 0 0値 単 位 施

業

成

設

／指
実

標 績 単 位

決投

2

年度別事業費 4,14

6

0 66,156 1,8

年

88

資 内 特定財源 53

度

,336
算

指 訳 一般財

平

源 4,140 12,8

成

20 1,888 ＜調整

2

事業＞

額標 他団体事業

7

負担額

年

実

度

項  

備

     目 平成24

 

年度 平成25年度 平成

 

26年度 平成27年度

 

備       考

目

 

○全体事業期間活 修繕

 

進捗率 0 0 100   

 

平成26年度～平成2

 

6年度標
動 0 0 100

考

値 単 位 ％

／指
実

標 績 単
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や

継続区分 会計・款・項

効

・目 平成27年度の事

果

業概要（実績）
市内に

）

在住の私立幼稚園に通

の

う園児の保護者に対し

達

、滝沢市私立幼稚園就

成

園奨励継続 一般・10

状

款・4項・1目
費補助

況

金交付要綱に基づき、

姥

幼稚園を通じて補助を

 

屋

行いました。
事   

敷

 業    主   

保

 体
児童福祉課

【他団

育

体事業主体】

私立幼稚

所

園

改

事       

修

業       名 事

事

業の意図やねらい（成

業

果や効果）の達成状況

平

子ども手当給付事業 平

健

成

成24年度事業実績報

2

告書参照

継続区分 会計

6

・款・項・目 平成27

年

年度の事業概要（実績

度

）
平成24年度完了事

事

業完了 一般

事    

業

業    主    

実

体
児童福祉課

績報

や

告書参照

継続区分 会計

か

・款・項・目 平成27

で

年度の事業概要（実績

笑

）
平成26年度完了事

顔

業完了 一般・3款・2

に

項・4目

事    業

あ

    主    体

政 ふ

児童福祉課

【滝沢市主

れ

体】

、

事      

互

 業       名

い

事業の意図やねらい（

に

成果や効果）の達成状

支

況

子育て世帯臨時特例

え

給付金給付事業 【事業

あ

意図・ねらい】消費税

う

率引き上げの影響等を

策 ま

踏まえ、子育て世帯に

ち

対して

臨時特例的な給

を

付措置を実施します。

目

【達成状況】対象世帯

指

に対し、対象児童一人

し

当たり3千円を支給し

ま

ました。

継続区分 会計

す

・款・項・目 平成27

 

年度の事業概要（実績

基

）
消費税率引き上げの

　
本

影響等を踏まえ、特に

施

配慮が必要と考えられ

策

る低所得の子育継続 一

　

般・3款・2項・6目

０

て世帯に対して手厚い

３

措置を講ずる等の観点

 

から、対象世帯に対し

 

、対象児童一
事   

 

 業    主   

子

 体 人当たり3千円を

　
ど

支給しました。

児童福

も

祉課

【滝沢市主体】

・子

事       業 

育

      名 事業の

て

意図やねらい（成果や

へ

効果）の達成状況

私立

の

幼稚園預かり保育補助

支

事業 【事業意図・狙い

援

】幼稚園の通常の教育

　

時間外に預かり保育を必要とする園児の

保育をすることにより、働きながら子育てする保護者の支援を図ります。

【達成状況】預かり保育の実施によって働きながら子育てする保護者の支援がで

きました。

継続区分 会計・款

０

・項・目 平成27年度

事

の事業概要（実績）
預

 

かり保育実施時間に応

 

じて、滝沢市私立幼稚

 

園預かり保育推進事業

 

補助金交付継続 一般・

 

10款・4項・1目
要

 

綱に基づき定額を補助

 

しました。
事    

業

業    主    

２

 

体
児童福祉課

【他団体

 

事業主体】

市内私立幼

 

稚園

 

事      

 

 業       名

 

事業の意図やねらい（

 

成果や効果）の達成状

名

況

私立幼稚園就園奨励

事

補助事業 【事業意図・

業

狙い】私立幼稚園に就

 

の

園する園児の保護者の

意

所得状況に応じて経済

図

的負担を軽減すること

や

により、私立幼稚園に

ね

入園する環境を容易に

ら

します。

【達成状況】

い

私立幼稚園に入園する

（

環境を容易にしたこと

成

により、就学前教育の

果

充実が図られました。
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平 績

目

目 平成24年度 平成2

○

5年度 平成26年度 平

全

成27年度 備    

体

   考

目 ○全体事業

事

期間活 子ども手当給付

業

90,936   平成

期

22年度～平成24年

間

度標
動 15,063値

活

単 位 延べ児童数

／指
実

修

標 績 単 位

決投 年度別事

報

繕

業費 171,211

資

進

内 特定財源 159,5

捗

99
算

指 訳 一般財源 1

率

1,612

額標 他団体

0

事業負担額

0 100  

告

 平成26年度～平成

平

26年度標
動 0 0 10

成

0値 単 位 ％

／指
実

標 績

2

単 位

決投 年度別事業費

4

1,072

資 内 特定財

年

源
算

指 訳 一般財源 1,

度

072

額標 他団体事業

～

負担額

成
平成

項  

2

     目 平成24

7

年度 平成25年度 平成

年

26年度 平成27年度

度

備       考

目

（

○全体事業期間活 延べ

単

児童数 0 0 6,413

位

8,600   平成2

 

6年度～平成27年度

2

 

標
動 0 0 7,463 7

千

,944値 単 位 人

／指

円

実
標 績 単 位 ○特定財源

）

決   子育て世帯臨時特例給付金給投 年度別事業費 11,377 26,674   付事業費補助金、子育て世帯
  臨時特例給付金給付事務費補資 内 特定財

7

源 11,377 26,180
算   助金【国】（10/10）

  指 訳 一般財源 494

額標 他団体事業負担額

項       目 平成24年度 平成25年度 平成26年度

年

平成27年度 備       考

目 ○全体事業期間活 実施幼稚園数 0 0 0 3   平成27年度～平成30年度標
動 0 0 0 3値 単 位 園

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費 5,600 5

項

,600 5,600 4

 

,160

資 内 特定財源

度

 

算
指 訳 一般財源 5,6

 

00 5,600 5,6

 

00 4,160 平成2

 

7年度教育総務課から

 

事務

額 移管標 他団体事

 

業負担額

目 平

項 

成

      目 平成2

2

4年度 平成25年度 平

事

4

成26年度 平成27年

年

度 備       考

度

目 ○全体事業期間活 減

平

免者数 0 0 0 540  

成

 平成27年度～平成

2

30年度標
動 0 0 0 5

5

17値 単 位 人

／指
実

標

年

績 単 位 ○特定財源

決  

度

 幼稚園就園奨励費補

平

助金【国投 年度別事業

業

成

費 75,815 89,

2

308 99,148 6

6

3,734   】（1

年

/3×圧縮率(0.6

度

程度)）
  被災児童

平

生徒就学支援等臨時資

成

内 特定財源 18,29

2

2 22,053 24,

7

956 19,105
算

年

  特例交付金【県】

実

度

(100/100)
 

備

 指 訳 一般財源 57,

 

523 67,255 7

 

4,192 44,62

 

9 平成27年度教育総

 

務課から事務

額 移管標

 

他団体事業負担額

  考

項       
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や効果）の達成状況

子

 

ども手当システム改修

健

事業 平成24年度事業

や

実績報告書参照

継続区

か

分 会計・款・項・目 平

で

成27年度の事業概要

笑

（実績）
平成24年度

顔

完了事業完了 一般

事 

に

   業    主 

あ

   体
児童福祉課

【

政 ふ

滝沢市主体】

れ

小         

、

          

互

          

い

計

 政策　　　０２ 

に

  健やかで笑顔にあ

支

ふれ、互いに支えあう

え

まちを目指します
 基

あ

本施策　０４   長

う

寿社会の安心と生きが

策 ま

いのための支援

ち

基本施

を

策が４年間でめざす姿

目

一人ひとりが輝き、健

指

やかで笑顔あふれるま

し

ちづくりのため、多く

ま

の高齢者が｢睦大学｣

す

や｢老人クラブ｣など

 

で、いきがいの

ある日

基

々をすごし、そして、

　
本

介護が必要な時も住み

施

慣れた地域で自分らし

策

い暮らしを続けられる

　

ことを目指します。

基

０

本計画期間内の取り組

３

みと方針のうち、平成

 

27年度の重点課題の

 

達成（実現）状況

Ａ 達

 

成した

【重点課題】

・

子

介護保険制度の適正な

　
ど

運営

・「睦大学」「老

も

人クラブ」などの生き

・

がいづくりに結び付く

子

活動の支援

【重点課題

育

の達成状況】

・介護保

て

険制度の適正な運営を

へ

図りました。

・「睦大

の

学」「老人クラブ」な

支

どの生きがいづくりに

援

結び付く活動を支援し

　

ました。

事       業       名 事業の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

老人保護措置委託事業 【事業意図・ねらい】環境上の理由及び経済的理由により、在宅において日常生

活

０

を営むのに支障がある

事

高齢者に対し入所措置

 

を行います。

【達成状

 

況】入所措置を行うこ

 

とで包括的な支援を行

 

いました。

継続区分 会

 

計・款・項・目 平成2

 

7年度の事業概要（実

 

績）
・述べ措置者数：

業

143人月継続 一般・

２

 

3款・1項・4目
・岩

 

手紫波管内合同老人ホ

 

ーム入所判定委員会負

 

担金22千円
事   

 

 業    主   

 

 体
高齢者支援課

【滝

 

沢市主体】

名 事業

 

の意図やねらい（成果
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平 績

目 ○全体事業期間活  

報

 平成24年度～平成

告

24年度標
動 値 単 位

／

平

指
実

標 績 単 位

決投 年度

成

別事業費 9,849

資

2

内 特定財源 9,849

4

算
指 訳 一般財源

額標 他

年

団体事業負担額

度～

項   

成
平

    目 平成24年

成

度 平成25年度 平成2

2

6年度 平成27年度 備

7

       考

決投

年

年度別事業費 2,86

度

0,504 2,940

（

,710 3,204,

単

544 3,368,0

位

58

資 内 特定財源 2,

 

027,814 2,1

2

 

15,920 2,16

千

7,473 2,249

円

,466
算

指 訳 一般財

）

源 832,690 824,790 1,037,071 1,118,592

額標 他団体事業負担額

（単位  千円）

基本施策目標の達

7

成（実現）に向けた計画期間内の取り組みと方針についての達成（実現）状況

Ａ 達成した

・安心して暮らせるための介護保険制度の適正な運営を図りました。

・いきいきと暮らすための高齢者の社会参加等の支援を継続しま

年

した

平成29年度方針策定に際し、今後の方向性や引継課題

Ｂ 課題あり

【今後の方向性】

健全な介護保険制度の運営、老人福祉措置等セーフティネットの維持は当然のことながら

項

、健康寿命の延伸に繋

 

がる社会参

加、生きが

度

 

いづくりの支援を継続

 

していく必要がありま

 

す。

【引継課題】

健全

 

な介護保険制度の運営

 

、老人福祉措置等セー

 

フティネットの維持及

目

び健康寿命の延伸に繋

平

がる社会参加、生きが

成

いづく

りの支援の継続

2

事

4年

項     

度

  目 平成24年度 平

平

成25年度 平成26年

成

度 平成27年度 備  

2

     考

目 ○全体

5

事業期間活 延べ措置者

年

数 180 192 192

度

192   昭和59年

平

度～平成30年度標
動

業

成

192 178 187 1

2

43値 単 位 人月

／指
実

6

標 績 単 位 ○特定財源

決

年

  老人保護措置費負

度

担金【その投 年度別事

平

業費 25,752 27

成

,690 29,643

2

23,436   他】

7

  資 内 特定財源 7,

年

165 7,590 8,

実

度

063 6,054
算  

備

 
  指 訳 一般財源 1

 

8,587 20,10

 

0 21,580 17,

 

382

額標 他団体事業

 

負担額

   考
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や

が

いを持ってより一層

ね

元気に暮らしていただ

ら

きます。

【達成状況】

い

祝状を贈り、長寿をお

（

祝いすることにより、

成

生きがいと敬老意識の

果

高揚が図られました。

や

継続区分 会計・款・項

効

・目 平成27年度の事

果

業概要（実績）
・祝状

 

）

の交付継続 一般・3款

の

・1項・4目
　　米寿

達

対象者141人
事  

成

  業    主  

状

  体 ・祝状の交付及

況

び記念品贈呈

高齢者支

緊

援課 　　長寿対象者1

急

6人

【滝沢市主体】

通報

事       業 

健

体

      名 事業の

制

意図やねらい（成果や

整

効果）の達成状況

高齢

備

者及び障害者にやさし

事

い住まいづ 【事業意図

業

・ねらい】高齢者及び

【

障がい者に対し、住宅

事

改修費の補助を行い安

業

心

して在宅生活できる

意

よう支援します。
くり

や

図

推進補助事業 【達成状

・

況】住宅改修費の補助

ね

を行い、安心して在宅

ら

生活せきるよう支援し

い

まし

た。

継続区分 会計

】

・款・項・目 平成27

独

年度の事業概要（実績

居

）
高齢者及び障がい者

高

に対し、在宅生活継続

齢

を支援するために住宅

か

者

改修費の助成を継続 一

等

般・3款・1項・4目

に

しました。
事    

対

業    主    

し

体 申請件数　10件

高

て

齢者支援課

【滝沢市主

緊

体】

急時に

で

備え緊急通報装置を貸

笑

与し

、高齢者の在宅生

顔

活の安全の確保が図り

に

ます。

【達成状況】装

あ

置を貸与した高齢者の

政 ふ

在宅生活の安全の確保

れ

に寄与しました。

継続

、

区分 会計・款・項・目

互

平成27年度の事業概

い

要（実績）
・新規設置

に

：10人（台）継続 一

支

般・3款・1項・4目

え

・延べ事業件数：1,

あ

018件
事    業

う

    主    体

策 ま

・平成27年度3月末

ち

現在利用者数：82人

を

高齢者支援課

【滝沢市

目

主体】

指

事     

し

  業       

ま

名 事業の意図やねらい

す

（成果や効果）の達成

 

状況

介護保険給付管理

基

事業 【事業意図・ねら

　
本

い】低所得で特に生計

施

が困難である方につい

策

て、介護保険サ－

ビス

　

の提供者である社会福

０

祉法人等の利用者負担

４

軽減を補助し、介護保

 

険サ－ビ

スの利用促進

 

を図ります。

【達成状

 

況】申請者に対し基準

長

の範囲内で補助を行い

　
寿

ました。

継続区分 会計

社

・款・項・目 平成27

会

年度の事業概要（実績

の

）
社会福祉法人が利用

安

者負担軽減を３件実施

心

し、うち補助金の交付

と

基準を満たした継続 一

生

般・3款・1項・4目

き

2件について補助しま

が

した。
事    業 

　
い

   主    体
高

の

齢者支援課

【他団体事

た

業主体】

社会福祉法人

めの

事       業

支

       名 事業

援

の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

老人日常生活用具給付事業 【事業意図・ねらい

０

】65歳以上の低所得者のひとり暮らし高齢者等に対し、日常

生活用具を給付することにより生活の支援をします。

【達成状況】日常生活用具を給付することにより、円滑な日常

事

生活ができるよう

にな

 

りました。

継続区分 会

２

 

計・款・項・目 平成2

 

7年度の事業概要（実

 

績）
65歳以上の低所

 

得のひとり暮らし高齢

 

者等に対し、電磁調理

 

器を給付しました。継

業

続 一般・3款・1項・

 

4目
・電磁調理器　2

 

台
事    業   

 

 主    体
高齢者

 

 

支援課

【滝沢市主体】

  

事       業

 

       名 事業

名

の意図やねらい（成果

事

や効果）の達成状況

長

業

寿祝い事業 【事業意図

の

・ねらい】本市に在住

意

する長寿の高齢者をお

図

祝いすることで、生き
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平 績

目

,313   い住まい

○

づくり事業費補助金
 

全

 【県】(1/2)資

体

内 特定財源 2,737

事

2,667 1,206

業

1,655
算   

  

期

指 訳 一般財源 4,36

間

2 2,668 1,20

活

7 1,658

額標 他団

緊

体事業負担額

報

急通報装置設置件数 1

告

10 115 103 10

平

2   平成7年度～平

成

成30年度標
動 93 9

2

3 81 82値 単 位 人

／

4

指
実

標 績 単 位

決投 年度

年

別事業費 2,434 2

度

,200 2,113 2

～

,162

資 内 特定財源

成
平

算
指 訳 一般財源 2,4

成

34 2,200 2,1

2

13 2,162

額標 他

7

団体事業負担額

年度

（

項       目

単

平成24年度 平成25

位

年度 平成26年度 平成

 

27年度 備     

2

 

  考

目 ○全体事業期

千

間活 介護保険給付管理

円

事業 1 2 2 3   平成

）

12年度～平成30年度標
動 1 2 2 2値 単 位 人

／指
実

標 績 単 位 ○特定財源

決   介護保険事業費補助金投 年度別事業費 79 105 154 130   【県】（

7

3/4）
  資 内 特定財源 59 78 115 97

算   
  指 訳 一般財源 20 27 39 33

額標 他団体事業負担額

項       目 平成24年度 平成25年度 平成26年

年

度 平成27年度 備       考

目 ○全体事業期間活 日常生活用具交付件数 23 13 4 4   平成7年度～平成30年度標
動 2 1 4 2値 単 位 件

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費

項

14 10 35 19

資 内

 

特定財源
算

指 訳 一般財

度

 

源 14 10 35 19

額

 

標 他団体事業負担額

   

項      

 

 目 平成24年度 平成

目

25年度 平成26年度

平

平成27年度 備   

成

    考

目 ○全体事

2

業期間活 交付率 100

事

4

100 100 100  

年

 平成16年度～平成

度

30年度標
動 100 1

平

00 100 100値 単

成

位 ％

／指 祝状の交付 1

2

41 156 166 19

5

4
実

標 135 145 1

年

58 157績 単 位 人

決

度

投 年度別事業費 207

平

228 259 261

資

業

成

内 特定財源
算

指 訳 一般

2

財源 207 228 25

6

9 261

額標 他団体事

年

業負担額

度 平

項 

成

      目 平成2

2

4年度 平成25年度 平

7

成26年度 平成27年

年

度 備       考

実

度

目 ○全体事業期間活 受

備

益者数 13 10 10 1

 

2   平成20年度～

 

平成30年度標
動 16

 

12 8 10値 単 位 人

／

 

指
実

標 績 単 位 ○特定財

 

源

決   高齢者及び障

 

がい者にやさし投 年度

 

別事業費 7,099 5

考

,335 2,413 3
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や

事

ね

       業  

ら

     名 事業の意

い

図やねらい（成果や効

（

果）の達成状況

老人福

成

祉センター管理運営事

果

業 【事業意図・ねらい

や

】老人福祉センターの

効

適正な管理運営を行い

果

ます。

【達成状況】施

 

）

設の管理運営と併せて

の

他事業と連携して高齢

達

者の健康増進、教養

の

成

向上及びレクリエーシ

状

ョンの実施等のため便

況

宜を総合的に供与しま

在

した。

継続区分 会計・

宅

款・項・目 平成27年

医

度の事業概要（実績）

療

指定管理者に管理運営

健

介

を委託しました。継続

護

一般・3款・1項・5

連

目
・期間：平成26年

携

4月1日から平成31

促

年3月31日
事   

進

 業    主   

事

 体
高齢者支援課

【他

業

団体事業主体】

滝沢市

【

老人福祉センター指定

事

管理者

や

業

事     

意

  業       

図

名 事業の意図やねらい

・

（成果や効果）の達成

ね

状況

老人クラブ活動促

ら

進補助事業 【事業意図

い

・ねらい】社会活動へ

】

の参加、老人クラブ会

在

員同士の交流等で、引

宅

き

こもり等を予防し、

か

療

高齢者福祉の向上を図

養

ります。

【達成状況】

者

単位老人クラブ・市老

が

連に補助金を交付する

安

ことで、より充実した

心

活動の活性化が図られ

し

ました。

継続区分 会計

て

・款・項・目 平成27

生

年度の事業概要（実績

活

）
単位クラブ及び市老

で

す

人クラブ連合会に補助

る

金を交付し、活動を促

た

進しました。継続 一般

め

・3款・1項・5目
・

に

正会員数　　　1,1

、

14人
事    業 

地

   主    体 ・

域

単位クラブ数　　　　

の

25クラブ

高齢者支援

実

課 ・単位クラブ補助金

笑

情

（基本補助39千円＋

に

人数規模補助）

【他団

合

体事業主体】 ・老人ク

わ

ラブ連合会補助金（人

せ

数×350円）

滝沢市

た

老人クラブ連合会 ・老

在

人クラブ連合会が行う

宅

特別活動事業加算　１

に

事業あたり400千円

お

顔

ける医療介護の提供体

に

制の構築を支援します

あ

。

【達成状況】体制の

政 ふ

構築に要する経費に対

れ

し、補助金を交付し支

、

援しました。

継続区分

互

会計・款・項・目 平成

い

27年度の事業概要（

に

実績）
医療介護等関係

支

職種が連携し、地域の

え

実情に合わせた在宅に

あ

おける医療介護の提継

う

続 一般・3款・1項・

策 ま

4目
供体制推進に要す

ち

る経費に対し、補助金

を

を交付し支援しました

目

。
事    業   

指

 主    体
高齢者

し

支援課

【他団体事業主

ま

体】

医療法人

す

事  

 

     業    

基

   名 事業の意図や

　
本

ねらい（成果や効果）

施

の達成状況

地域密着型

策

サービス施設等整備事

　

業 【事業意図・ねらい

０

】高齢者等が、住み慣

４

れた地域で安心して暮

 

らすことができ

るよう

 

地域包括システムの実

 

現に向け、施設等の整

長

備を支援します。

【達

　
寿

成状況】平成27年度

社

の計画事業は、平成2

会

8年度へ繰越となりま

の

した。

継続区分 会計・

安

款・項・目 平成27年

心

度の事業概要（実績）

と

平成28年度への繰越

生

明許事業となりました

き

。継続 一般・3款・1

が

項・4目
平成28年度

　
い

には、小規模多機能型

の

居宅介護施設整備費の

た

一部の補助を行います

め

。
事    業   

の

 主    体
高齢者

支

支援課

【他団体事業主

援

体】

介護サービス提供事業者

事       業       

０

名 事業の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

介護施設開設準備経費等事業 【事業意図・ねらい】施設開設時から、安定した質の高いサービスを提供するた

めの体制整備等を支

事

援します。

【達成状況

 

】平成27年度の計画

２

 

事業は、平成28年度

 

へ繰越となりました。

 

継続区分 会計・款・項

 

・目 平成27年度の事

 

業概要（実績）
平成2

 

8年度への繰越明許事

業

業となりました。継続

 

一般・3款・1項・4

 

目
平成28年度には、

 

介護サービス施設の施

 

 

設開設時から開設準備

 

経費を補助するこ
事 

 

   業    主 

 

   体 とにより、安

名

定した質の高いサービ

事

スを提供するための体

業

制整備の支援を行いま

の

高齢者支援課 す。

【他

意

団体事業主体】

介護サ

図

ービス提供事業者
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平 績

目

額標 他団体事業負担額

○全体

項     

事

  目 平成24年度 平

業

成25年度 平成26年

期

度 平成27年度 備  

間

     考

目 ○全体

活

事業期間活 老人クラブ

事

連合会会員数 1,27

報

業

7 1,236 1,15

実

0 1,110   平成

施

5年度～平成30年度

者

標
動 1,236 1,1

0

68 1,113 1,1

0

14値 単 位 人

／指 単位

1

老人クラブ数 26 26

1

26 25
実

標 26 26

 

25 25績 単 位 クラブ

 

○特定財源

決   在宅

告

平

福祉事業費補助金投 年

成

度別事業費 2,179

2

2,151 2,081

6

2,067   【県】

年

（補助率2/3）以内

度

  資 内 特定財源 95

～

7 953 906 904

平

算   
  指 訳 一般財

成

源 1,222 1,19

2

8 1,175 1,16

平

7

3

額標 他団体事業負担

年

額

度標
動 0 0 1 1値

成

単 位 団体

／指
実

標 績 単

2

位 ○特定財源

決   在

4

宅医療介護連携促進事

年

業費投 年度別事業費 2

度

3,922 15,02

～

4   補助金【県】(

成
平

21,000千円の
 

成

 範囲内)資 内 特定財

2

源 23,922 15,

7

024
算   

  指 訳

年

一般財源

額標 他団体事

度

業負担額

（単

項 

位

      目 平成2

 

4年度 平成25年度 平

2

 

成26年度 平成27年

千

度 備       考

円

目 ○全体事業期間活 整

）

備数 0 0 0 1   平成27年度～平成30年度標
動 0 0 0 0値 単 位 施設

／指
実

標 績 単 位 ○特定財源

決   介護施設等整備事業費補助金投 年度別事業費   （

7

地域密着型サービス施設等
  整備事業）【県】(県基準)資 内 特定財源

算   
  指 訳 一般財源 ＜平成27年度内名称変更事業＞

額 平成28年度へ繰越明許費32,000標 他団体事業負担額
千円

年

項       目 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備       考

目 ○全体事業期間活 整備数 0 0 0 1   平成24年度～

項

平成30年度標
動 0 0

 

0 0値 単 位 施設

／指
実

度

 

標 績 単 位 ○特定財源

決

 

  介護施設等整備事

 

業費補助金投 年度別事

 

業費   （介護施設開

 

設準備経費等事
  業

 

）【県】(県基準によ

目

る)資 内 特定財源
算  

平

 
  指 訳 一般財源 ＜

成

平成27年度補正予算

2

新規事業

額 ＞平成28

事

4

年度へ繰越明許費5,

年

58標 他団体事業負担

度

額
9千円

平成

項 

2

      目 平成2

5

4年度 平成25年度 平

年

成26年度 平成27年

度

度 備       考

平

目 ○全体事業期間活 利

業

成

用人数 40,000 4

2

4,000 50,00

6

0 50,000   昭

年

和57年度～平成30

度

年度標
動 48,829

平

49,000 47,5

成

90 46,000値 単

2

位 人

／指
実

標 績 単 位 ○

7

特定財源

決   老人福

年

祉センター使用料【そ

実

度

投 年度別事業費 15,

備

344 18,045 1

 

7,744 17,16

 

8   の他】他
  資

 

内 特定財源 1,797

 

2,000 2,221

 

2,178
算   

  

 

指 訳 一般財源 13,5

 

47 16,045 15

考

,523 14,990
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や

度の事業概要（実績）

ね

平成24年度完了事業

ら

完了 一般

事    業

い

    主    体

（

高齢者支援課

成果や効果

 

）の達成状況

老人福祉

健

センター改修事業 【事

や

業意図・ねらい】今後

か

も継続して高齢者の健

で

康増進や教養の向上等

笑

の活動を

行うため、さ

顔

らに利用しやすい施設

に

にするための改修を行

あ

います。

【達成状況】

政 ふ

設計業務を行い、工事

れ

に取り掛かる準備を整

、

えました。

継続区分 会

互

計・款・項・目 平成2

い

7年度の事業概要（実

に

績）
実施設計を行いま

支

した。新規 一般・3款

え

・1項・5目

事   

あ

 業    主   

う

 体
高齢者支援課

【滝

策 ま

沢市主体】

ち

事   

を

    業     

目

  名 事業の意図やね

指

らい（成果や効果）の

し

達成状況

滝沢相の沢温

ま

泉管理運営事業 【事業

す

意図・ねらい】高齢者

 

をはじめとして広く市

基

民が健やかで元気に暮

　
本

らすた

め健康の保持増

施

進を図ります。

【達成

策

状況】利用者の健康増

　

進に寄与しました。

継

０

続区分 会計・款・項・

４

目 平成27年度の事業

 

概要（実績）
・指定管

 

理者を選定し管理運営

 

を委託しました。継続

長

一般・3款・1項・7

　
寿

目
　　期間：平成27

社

年4月1日から平成3

会

0年3月31日
事  

の

  業    主  

安

  体 ・プロジェクト

心

チームで今後の施設の

と

あり方について検討し

生

ました。

高齢者支援課

き

【他団体事業主体】

滝

が

沢相の沢温泉指定管理

　
い

者

の

事       

た

業       名 事

め

業の意図やねらい（成

の

果や効果）の達成状況

支

介護サービス施設開設

援

準備経費助成特 平成24年度事業実績報告書参照

別対策事業

継続区分 会計・款・項・目 平

０

成27年度の事業概要（実績）
平成24年度完了事業完了 一般

事    業    主    体
高齢者支援課

事       業       名 事業

事

の意図やねらい（成果

 

や効果）の達成状況

介

２

 

護サービス施設等整備

 

特別対策事業 平成24

 

年度事業実績報告書参

 

照

継続区分 会計・款・

 

項・目 平成27年度の

 

事業概要（実績）
平成

業

24年度完了事業完了

 

一般

事    業  

 

  主    体
高齢

 

者支援課

 

 

事    

 

   業      

 

 名 事業の意図やねら

 

い（成果や効果）の達

名

成状況

認知症高齢者グ

事

ループホーム等防災改

業

平成24年度事業実績

の

報告書参照

修等特別対

意

策事業

継続区分 会計・

図

款・項・目 平成27年
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平 績

目 ○全体事業期間活  

報

 平成27年度～平成

告

28年度標
動 値 単 位

／

平

指
実

標 績 単 位 ○特定財

成

源

決   社会資本整備

2

総合交付金【国投 年度

4

別事業費 10,243

年

  】(事業費×40

度

％)、起債(事
  業

～

費-補助金)×90％

成
平

資 内 特定財源 9,60

成

3
算   

  指 訳 一般

2

財源 640 ＜新規事業

7

＞

額標 他団体事業負担

年

額

度

（

項    

単

   目 平成24年度

位

平成25年度 平成26

 

年度 平成27年度 備 

2

 

      考

目 ○全

千

体事業期間活 利用者人

円

数 80,000 80,

）

000 80,000 80,000   平成8年度～平成30年度標
動 73,137 63,218 72,338 66,522値 単 位 人

／指
実

標 績 単 位 ○特定財

7

源

決   財産使用料【その他】投 年度別事業費 28,423 27,729 39,285 20,361   土地使用料【その他】
  資 内 特定財源 242 242 16,252 218

算   
  指 訳 一般財源 28,181 27,

年

487 23,033 20,143 ＜調整事業＞

額標 他団体事業負担額

項       目 平成24年度 平成25年度 平成26

項

年度 平成27年度 備 

 

      考

目 ○全

度

 

体事業期間活   平成

 

24年度～平成24年

 

度標
動 値 単 位

／指
実

標

 

績 単 位

決投 年度別事業

 

費 10,745

資 内 特

 

定財源 10,745
算

目

指 訳 一般財源

額標 他団

平

体事業負担額

成2

事

4

項       目 平

年

成24年度 平成25年

度

度 平成26年度 平成2

平

7年度 備      

成

 考

目 ○全体事業期間

2

活   平成24年度～

5

平成24年度標
動 値 単

年

位

／指
実

標 績 単 位

決投

度

年度別事業費 30,0

平

00

資 内 特定財源 30

業

成

,000
算

指 訳 一般財

2

源

額標 他団体事業負担

6

額

年度

項    

平

   目 平成24年度

成

平成25年度 平成26

2

年度 平成27年度 備 

7

      考

目 ○全

年

体事業期間活   平成

実

度

24年度～平成24年

備

度標
動 値 単 位

／指
実

標

 

績 単 位

決投 年度別事業

 

費 3,307

資 内 特定

 

財源 3,307
算

指 訳

 

一般財源

額標 他団体事

 

業負担額

  考
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や

滝沢市主体】

ね

事  

ら

     業    

い

   名 事業の意図や

（

ねらい（成果や効果）

成

の達成状況

地域介護予

果

防活動支援事業（寝た

や

きり 【事業意図・ねら

効

い】いつまでも元気で

果

いきいきと暮らせるよ

 

）

うに、高齢者の地

域で

の

の社会参加を促進しま

達

す。
予防対策事業） 【

成

達成状況】高齢者の学

状

ぶ機会を増やし、生き

況

がいづくりなどの話し

高

合いをする

ことで地域

齢

での社会参加に良い刺

者

激を与えました。

継続

保

区分 会計・款・項・目

健

健

平成27年度の事業概

福

要（実績）
・高齢者の

祉

外出する機会を増やし

計

て閉じこもりを予防し

画

、かつ、日常生活の中

及

で継続 介護・3款・1

び

項・2目
役立つ知識を

介

身に付け、心身の機能

護

の維持向上を図りまし

保

た。
事    業  

や

険

  主    体 ・趣

事

味の教室、教養講座、

業

睦大学学園祭等を開催

【

したほか、シニアわく

事

わくワー

高齢者支援課

業

クショップ（睦大学特

意

別講座）を開催し、高

図

齢者の生きがいづくり

・

、地域づくり

【他団体

ね

事業主体】 について講

か

ら

師を交えて学び、話し

い

合いを行うことで地域

】

の社会参加づくりの交

法

流

滝沢市老人福祉セン

令

ター指定管理者 を深め

に

ることができました。

基づ

事       業

い

       名 事業

て

の意図やねらい（成果

で

策

や効果）の達成状況

福

定

祉バス運行事業 【事業

さ

意図・ねらい】全ての

れ

市民が利用できる福祉

た

バスを運行することで

第

、各地

域を結び、地域

6

間の交流や社会参加の

期

促進を図ります。

【達

高

成状況】毎週2回のバ

齢

ス運行を実施しました

笑

者

。

継続区分 会計・款・

保

項・目 平成27年度の

健

事業概要（実績）
・定

福

期運行　月・金　市内

祉

3路線 　　　　1日

計

1往復継続 介護・3款

画

・2項・2目
　　　　

及

　　月・金　お山の湯

び

送迎運行　1日1往復

介

事    業    

顔

護

主    体 ・特別運

保

行　睦大学入学式・修

険

了式、睦大学学園祭

高

事

齢者支援課

【滝沢市主

業

体】

計画の進捗

に

管理や高齢者施策全般

あ

の推進を図ります。
計

政 ふ

画策定事業 【達成状況

れ

】計画の進捗状況を把

、

握し、重点施策を中心

互

に高齢者施策全般の推

い

進

を図りました。

継続

に

区分 会計・款・項・目

支

平成27年度の事業概

え

要（実績）
3年間の介

あ

護保険施設等の整備や

う

高齢者各種施策につい

策 ま

て、事業を円滑かつ効

ち

率継続 介護・1款・1

を

項・1目
的に実施をす

目

るため、第6期の高齢

指

者保健福祉計画及び介

し

護保険事業計画の進行

ま

事    業    

す

主    体 管理及び

 

評価をしました。

高齢

基

者支援課

【滝沢市主体

　
本

】

施

事       

策

業       名 事

　

業の意図やねらい（成

０

果や効果）の達成状況

４

認定審査会事務費 【事

 

業意図・ねらい】介護

 

保険法第19条の規定

 

による介護給付を受け

長

ようとする

被保険者の

　
寿

要介護状態区分等を認

社

定します。

【達成状況

会

】介護認定審査会を開

の

催し、要介護者に該当

安

すること及びその該当

心

す

る要介護状態区分を

と

審査し、認定しました

生

。

継続区分 会計・款・

き

項・目 平成27年度の

が

事業概要（実績）
・審

　
い

査会の年間開催回数5

の

8回継続 介護・1款・

た

3項・1目
・介護認定

め

審査会委員数16名
事

の

    業    主

支

    体
高齢者支援

援

課

【協働事業】

雫石町

事       業       名 事業

０

の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

要介護認定調査事業 【事業意図・ねらい】要介護認定申請のあった本人を訪問し、心身の状況を全国

共通の項目に基づき面接調査を行い

事

ます。

【達成状況】面

 

接調査を行った上で、

２

 

認定審査会で適切な介

 

護認定審査が行える

よ

 

う資料作成を行いまし

 

た。

継続区分 会計・款

 

・項・目 平成27年度

 

の事業概要（実績）
要

業

介護認定を申請した被

 

保険者に対し、認定調

 

査員が訪問し、心身の

 

状況や介護継続 介護・

 

 

1款・3項・2目
に影

 

響を与える事項（特記

 

事項）等の調査を行い

 

ました。
事    業

名

    主    体

事

・派遣職員1名、非常

業

勤職員3名

高齢者支援

の

課 ・市内介護保険施設

意

5か所、市内居宅介護

図

支援事業所11か所

【
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平 績

目

 基金】(28%)、

○

【介護保険料資 内 特定

全

財源 3,517 3,7

体

67 3,646 3,6

事

02
算   】(22%

業

)
  指 訳 一般財源 1

期

,772 1,897 1

間

,835 1,895 【

活

特別会計】

額標 他団体

市

事業負担額

報

高齢

項

者

       目 平成

保

24年度 平成25年度

健

平成26年度 平成27

福

年度 備       

祉

考

目 ○全体事業期間活

協

利用者数 14,450

議

14,500 14,5

会

50 14,550   

告

開

平成8年度～平成28

催

年度標
動 12,239

回

12,670 11,7

1

79 9,822値 単 位

1

人

／指
実

標 績 単 位

決投

3

年度別事業費 11,3

2

70 11,417 12

 

,682 12,774

 

資 内 特定財源 6,73

平

6 6,763 6,63

平

成

7
算

指 訳 一般財源 4,

1

634 4,654 6,

2

045 12,774 【

年

特別会計】

額標 他団体

度

事業負担額

～平成30

成

年度標 数
動 1 2 2 1値

2

単 位 回

／指
実

標 績 単 位

4

決投 年度別事業費 23

年

67

資 内 特定財源
算

指

度

訳 一般財源 23 67 【

～

特別会計】

額標 他団体

成
平

事業負担額

成2

項

7

       目 平成

年

24年度 平成25年度

度

平成26年度 平成27

（

年度 備       

単

考

目 ○全体事業期間活

位

審査会開催回数 50 6

 

2 62 62   平成1

2

 

2年度～平成30年度

千

標
動 49 58 59 58

円

値 単 位 回

／指 要介護要

）

支援認定件数 1,450 1,780 1,820 1,870
実

標 1,668 1,765 1,866 1,892績 単 位 件 ○特定財源

決   雫石町審査会運営費負

7

担金【投 年度別事業費 4,741 4,300 4,507 4,436   その他】
  資 内 特定財源 3,604 3,260 4,075 2,907

算   
  指 訳 一般財源 1,137 1,040 432 1,529 【特別会計】

額

年

標 他団体事業負担額

項       目 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備       考

目 ○全体事

項

業期間活 認定調査事業

 

1,510 1,780

度

 

1,880 1,930

 

  平成20年度～平

 

成30年度標
動 1,6

 

70 1,825 1,9

 

29 1,979値 単 位

 

調査件数（件）

／指
実

目

標 績 単 位

決投 年度別事

平

業費 20,601 20

成

,473 22,432

2

22,871

資 内 特定

事

4

財源 50 56
算

指 訳 一

年

般財源 20,551 2

度

0,417 22,43

平

2 22,871 【特別

成

会計】

額標 他団体事業

2

負担額

5年

項  

度

     目 平成24

平

年度 平成25年度 平成

業

成

26年度 平成27年度

2

備       考

目

6

○全体事業期間活 趣味

年

の教室（実人数） 96

度

0 980 1,000 1

平

,050   平成12

成

年度～平成30年度標

2

動 912 950 904

7

916値 単 位 人

／指 教

年

養講座（延参加者数）

実

度

685 690 695 7

備

00
実

標 451 500

 

316 690績 単 位 人

 

○特定財源

決   地域

 

支援事業交付金【国】

 

(2投 年度別事業費 5

 

,289 5,664 5

 

,481 5,497  

 

 5%)、【県】(1

考

2.5%)、【支払
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や

防活動支援事業等

の取

ね

組みを包括的に行いま

ら

した。また、総合事業

い

の実施に向けて、関係

（

課とともに調査検討を

成

行いました。実施に向

果

けてさ

らに検討が必要

や

です。

効果

 

）の達成状況

家族介護

健

支援給付事業 【事業意

や

図・ねらい】高齢者を

か

介護している家族等の

で

様々なニーズに対し、

笑

高齢

者の身体的、精神

顔

的負担の軽減を図りま

に

す。

【達成状況】要介

あ

護高齢者等の在宅生活

政 ふ

の継続と日常生活の便

れ

宜を図り、福祉の

増進

、

に寄与しました。

継続

互

区分 会計・款・項・目

い

平成27年度の事業概

に

要（実績）
家族介護用

支

品支給19人（要介護

え

4又は5の方を居宅で

あ

介護している住民税非

う

課税世継続 介護・3款

策 ま

・2項・2目
帯の家族

ち

介護者）
事    業

を

    主    体

目

高齢者支援課

【滝沢市

指

主体】

し

事     

ま

  業       

す

名 事業の意図やねらい

 

（成果や効果）の達成

基

状況

介護保険給付事業

　
本

【事業意図・ねらい】

施

要支援・要介護認定者

策

の生活を支援します。

　

【達成状況】提供した

０

各種介護保険・介護予

４

防サービスに対して、

 

介護保険制度

で定めら

 

れた費用を給付しまし

 

た。

継続区分 会計・款

長

・項・目 平成27年度

　
寿

の事業概要（実績）
要

社

介護状態になった被保

会

険者を対象に、被保険

の

者の選択した介護サー

安

ビス及び介継続 介護
護

心

予防サービスに給付を

と

実施し、自立した日常

生

生活を営むことが出来

き

ました。
事    業

が

    主    体

　
い

高齢者支援課

【滝沢市

の

主体】

小  

た

          

め

          

の

       計

 政

支

策　　　０２   健

援

やかで笑顔にあふれ、互いに支えあうまちを目指します
 基本施策　０５   住みなれ

０

た地域で暮らし続けられる地域包括ケアの実現

基本施策が４年間でめざす姿

一人一人が輝き、健やかで笑顔あふれるまちづくりのため、医療、介護、予防、

事

住まい、生活支援が一

 

体的に提供され、多

様

２

 

な地域の社会資源で支

 

えあう、住みなれた地

 

域で安心して暮らし続

 

けることのできる地域

 

包括ケアシステムの構

 

築を目指

します。

基本

業

計画期間内の取り組み

 

と方針のうち、平成2

 

7年度の重点課題の達

 

成（実現）状況

Ａ 達成

 

 

した

【重点課題】

地域

 

包括ケアシステムの構

 

築推進と総合事業の実

 

施に向けた調査検討

【

名

重点課題に対する達成

事

状況】

総合相談支援・

業

権利擁護事業を基盤に

の

、各関係機関等との連

意

携により認知症総合事

図

業の推進や地域介護予
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平 績

目

し、今後の方向性や引

○

継課題

Ｂ 課題あり

【今

全

後の方向性】

引き続き

体

地域包括ケアの構築推

事

進に向け、継続した包

業

括支援の実施、介護予

期

防の取り組みに注力し

間

ていきます。

【引継課

活

題】

介護予防・日常生

家

活支援総合事業の実施

報

族

に向けて、業務に関す

介

る具体的検討

護用品支給 19 2

告

1 19 19   平成2

平

7年度～平成30年度

成

標
動 21 19 19 19

2

値 単 位 人

／指 家族介護

4

用品支給率 100 10

年

0 100 100
実

標 1

度

00 100 100 10

～

0績 単 位 ％ ○特定財源

成
平

決   地域支援事業交

成

付金【国】39投 年度

2

別事業費 861   ％

7

、【県】19.5%、

年

【介護保
  険料】2

度

2％、【市町村】19

（

.5資 内 特定財源 50

単

4
算   %

  指 訳 一

位

般財源 357 【特別会

 

計】

額 ＜分割事業＞「

2

 

家族介護支援事標 他団

千

体事業負担額
業」から

円

分割

）

項       目 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備       考

目 ○全体事業期間活 利用率

7

（居宅,地域密着,施設サ 79 80 81 82   平成12年度～平成30年度標 ービス利用者数合計の月平均/
動 79 77 79 81値 単 位 ％

／指
実

標 績 単 位 ○特定財源

決   介護給付費負担金【国】20%投 年度別事業費 2

年

,472,588 2,684,043 2,864,609 2,946,150   等
  調整交付金【国】5%資 内 特定財源 1,578,284 1,734,686 1,908,

項

242 1,870,9

 

61
算   介護給付費

度

 

負担金【県】12.5

 

  %等指 訳 一般財源

 

894,304 949

 

,357 956,36

 

7 1,075,189

 

【特別会計】

額標 他団

目

体事業負担額

平成

項    

2

   目 平成24年度

事

4

平成25年度 平成26

年

年度 平成27年度 備 

度

      考

決投 年

平

度別事業費 2,640

成

,172 2,809,

2

390 3,027,3

5

83 3,086,84

年

0

資 内 特定財源 1,6

度

49,200 1,76

平

2,062 1,975

業

成

,285 1,913,

2

707
算

指 訳 一般財源

6

990,972 1,0

年

47,328 1,05

度

2,098 1,173

平

,133

額標 他団体事

成

業負担額

（単位  千

2

円）

7

基本施策目標の

年

達成（実現）に向けた

実

度

計画期間内の取り組み

備

と方針についての達成

 

（実現）状況

Ａ 達成し

 

た

第6期滝沢市高齢者

 

保健福祉計画に基づき

 

、地域における様々な

 

介護予防の取り組みの

 

活発化を図る取り組み

 

を推進しまし

た。

平成

考

29年度方針策定に際
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包括支援センター

【滝

名

沢市主体】

事

事   

業

    業     

の

  名 事業の意図やね

意

らい（成果や効果）の

図

達成状況

二次予防事業

や

対象者把握事業 【事業

ね

意図・ねらい】要支援

ら

・要介護状態になる可

 

い

能性が高い二次予防事

（

業の対

象者を基本チェ

成

ックリストを用いて把

果

握し、適切な支援に結

や

び付けます。

【達成状

効

況】適切な介護予防事

果

業等の案内に活用する

）

ことができました。

継

の

続区分 会計・款・項・

達

目 平成27年度の事業

健

成

概要（実績）
基本チェ

状

ックリスト実施者5,

況

750人継続 介護・3

滝

款・1項・1目

事  

沢

  業    主  

市

  体
地域包括支援セ

救

ンター

【滝沢市主体】

急医

事       業

療

       名 事業

や

情

の意図やねらい（成果

報

や効果）の達成状況

介

キ

護予防普及啓発事業 【

ッ

事業意図・ねらい】一

ト

次予防事業対象者に、

配

介護予防に関する知識

付

の普及や運

動などの実

事

技指導を含めた教室を

業

開催します。

【達成状

【

況】高齢者自身が自主

か

事

的に介護予防に向けた

業

取り組みができるよう

意

に支

援しました。

継続

図

区分 会計・款・項・目

・

平成27年度の事業概

ね

要（実績）
・介護予防

ら

教室（いきいきサロン

い

、クラブ）226回継

】

続 介護・3款・1項・

独

2目
・いきいきクラブ

で

居

（介護予防教室)1か

高

所
事    業   

齢

 主    体 ・はつ

者

らつ体力づくり講習会

や

（はつらつ元気館にお

高

けるマシントレーニン

齢

グと介

地域包括支援セ

者

ンター 護予防講話）1

世

クール7から8回、年

帯

6クール、延べ46回

笑

等

、349人

【滝沢市主

を

体】 ・出前講座、健康

対

相談　19回　延べ2

象

25人

に、救急医療

顔

情報キット

を配付する

に

ことにより、高齢者の

あ

自宅での急病に備えま

政 ふ

す。

【達成状況】救急

れ

キットを設置すること

、

で、救急隊員や医療機

互

関が迅速に対応す

（重

い

点事業） ることができ

に

、高齢者の安心と安全

支

に寄与しました。

継続

え

区分 会計・款・項・目

あ

平成27年度の事業概

う

要（実績）
・未設置世

策 ま

帯への配付を推進し、

ち

平成27年度は288

を

個配付しました。継続

目

一般・3款・1項・4

指

目
・転入者・65歳到

し

達者への窓口・広報・

ま

郵送による周知に努め

す

ました。
事    業

 

    主    体

基

・介護予防教室での情

　
本

報提供を実施しました

施

。

地域包括支援センタ

策

ー ・既設置者への救急

　

医療情報の更新を文書

０

で通知しました。

【滝

５

沢市主体】

 

事   

 

    業     

 

  名 事業の意図やね

住

らい（成果や効果）の

　
み

達成状況

通所型介護予

な

防事業 【事業意図・ね

れ

らい】要支援や要介護

た

状態への移行防止を図

地

ります。

【達成状況】

域

介護予防に関する知識

で

の普及啓発や技術の習

暮

得を目的に各種教室を

ら

実施しました。

継続区

し

分 会計・款・項・目 平

　
続

成27年度の事業概要

け

（実績）
主に基本チェ

ら

ックリストにより選定

れ

された二次予防事業の

る

対象者に3種類の教室

地

継続 介護・3款・1項

域

・1目
を開催しました

包

。
事    業   

括

 主    体 ・①運

ケ

動器機能向上　6クー

０
ア

ル／年・フォロー4日

の

／週

地域包括支援セン

実

ター ・②栄養改善・口

現

腔機能向上　2クール／年

【滝沢市主体】 ・③認知症予防　2クール／年・フォロー2回／月

事       業       名

２

事業の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

訪問型介護予防事業 【事業意図・ねらい】要支援・要介護状態の

事

予防を目指します。

【

 

達成状況】訪問により

 

状況を把握し、その結

 

果として必要な支援に

 

結びつけま

した。

継続

 

 

区分 会計・款・項・目

 

平成27年度の事業概

 

要（実績）
平成27年

業

度は実人数で29名の

 

方に、うつ・閉じこも

 

り予防に関する訪問指

 

導を実継続 介護・3款

 

・1項・1目
施しまし

 

た。
事    業  

 

  主    体
地域
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平 績

目

5 1,075 1,08

○

8 1,218値 単 位 人

全

／指
実

標 績 単 位 ○特定

体

財源

決   地域支援事

事

業交付金【国】(2投

業

年度別事業費 32 37

期

81 30   5%)、

間

【県】(12.5%)

活

、【支払
  基金】(

救

28%)、【介護保険

報

急

料資 内 特定財源 21 3

医

1 71 19
算   】(

療

22%)
  指 訳 一般

情

財源 11 6 10 11 【

報

特別会計】

額標 他団体

キ

事業負担額

ット

項

配

       目 平成

付

24年度 平成25年度

告

数

平成26年度 平成27

5

年度 備       

0

考

目 ○全体事業期間活

0

介護予防教室参加実人

5

員 500 550 600

0

625   平成18年

0

度～平成30年度標
動

3

684 712 800 7

0

67値 単 位 人

／指
実

標

0

績 単 位 ○特定財源

決  

平

4

 地域支援事業交付金

0

【国】(2投 年度別事

0

業費 7,910 5,4

 

74 5,680 5,1

 

03   5%)、【県

平

】(12.5%)、【

成

支払
  基金】(28

2

%)、【介護保険料資

3

内 特定財源 6,920

年

4,789 4,970

成

度

3,343
算   】(

～

22%)
  指 訳 一般

平

財源 990 685 71

成

0 1,760 【特別会

3

計】

額標 他団体事業負

0

担額

年度標
動

2

633 350 451 2

4

88値 単 位 人

／指
実

標

年

績 単 位

決投 年度別事業

度

費 44 10 98 294

～

資 内 特定財源
算

指 訳 一

成
平

般財源 44 10 98 2

成

94

額標 他団体事業負

2

担額

7年

項   

度

    目 平成24年

（

度 平成25年度 平成2

単

6年度 平成27年度 備

位

       考

目 ○

 

全体事業期間活 事業参

2

 

加者のうち、要介護へ

千

移 97 97 97 97  

円

 平成18年度～平成

）

28年度標 行しなかった者の割合
動 97 95 96 97値 単 位 ％

／指 通所型・生活管理指導短期宿泊 5 5 5 5
実 での生活支援

標 1 2 2 1績 単 位 人 ○特定財源

決

7

  地域支援事業交付金【国】(2投 年度別事業費 7,640 12,490 13,820 9,122   5%)、【県】(12.5%)、【支払
  基金】(28%)、【介護保険料資 内 特定財源 2,863 10,928 1

年

2,092 5,977
算   】(22%)

  指 訳 一般財源 4,777 1,562 1,728 3,145 【特別会計】

額標 他団体事業負担額

項

項  

 

     目 平成24

度

 

年度 平成25年度 平成

 

26年度 平成27年度

 

備       考

目

 

○全体事業期間活 事業

 

を受けた人 25 25 2

 

5 25   平成18年

目

度～平成28年度標
動

平

25 28 27 29値 単

成

位 人

／指 訪問型・生活

2

管理指導員派遣で 72

事

4

72 72 72
実 の生活

年

支援
標 46 30 8 8績

度

単 位 回 ○特定財源

決  

平

 地域支援事業交付金

成

【国】(2投 年度別事

2

業費 2,560 2,7

5

18 2,527 2,3

年

66   5%)、【県

度

】(12.5%)、【

平

支払
  基金】(28

業

成

%)、【介護保険料資

2

内 特定財源 1,700

6

2,376 2,211

年

1,551
算   】(

度

22%)
  指 訳 一般

平

財源 860 342 31

成

6 815 【特別会計】

2

額標 他団体事業負担額

7年

実

度

項     

備

  目 平成24年度 平

 

成25年度 平成26年

 

度 平成27年度 備  

 

     考

目 ○全体

 

事業期間活 二次予防事

 

業対象者数 650 80

 

0 1,000 1,10

 

0   平成20年度～

考

平成30年度標
動 81
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養成講座を開催しまし

名

た

【滝沢市主体】 。

・

事

日々の相談活動、会議

業

、研修会、広報等で相

の

談窓口の情報提供を行

意

いました。

図

事   

や

    業     

ね

  名 事業の意図やね

ら

らい（成果や効果）の

 

い

達成状況

包括的・継続

（

的ケアマネジメント事

成

業 【事業意図・ねらい

果

】介護支援専門員や介

や

護サービス事業所の資

効

質向上、ネット

ワーク

果

構築と地域課題の発見

）

等をねらいとした会議

の

を開催します。

【達成

達

状況】定期的な会議を

健

成

開催し研修や事例検討

状

を実施し、また個別に

況

支援困

難事例への相談

地

対応を行いました。

継

域

続区分 会計・款・項・

介

目 平成27年度の事業

護

概要（実績）
・地域ケ

予

ア会議を年間6回開催

防

しました。継続 介護・

活

3款・2項・1目
・研

や

動

修、情報交換等を行う

支

地域ネットワーク会議

援

を年間6回開催しまし

事

た。
事    業  

業

  主    体 ・ケ

（

アマネジャー個別相談

地

会を開催しました。

地

域

域包括支援センター ・

住

ケアマネジャーへの日

民

常的な相談に応じ個別

か

【

支援を行いました。

【

事

滝沢市主体】 ・いきい

業

きライフを語る会を開

意

催し、高齢者保健福祉

図

計画の推進状況を報告

・

しま

した。

ね

事   

ら

    業     

い

  名 事業の意図やね

】

らい（成果や効果）の

で

地

達成状況

認知症総合支

域

援事業 【事業意図・ね

に

らい】認知症になって

お

も住みなれた地域で生

い

活を継続できるよう

、

て

医療・介護及び生活支

集

援等の連携強化や地域

い

の支援体制を構築しま

の

す。

【達成状況】医療

場

・介護及び生活支援等

笑

を

の連携強化や地域にお

提

ける支援体制を構

築し

供

ました。また地域で相

す

談できる環境を整えま

る

した。

継続区分 会計・

こ

款・項・目 平成27年

と

度の事業概要（実績）

に

・認知症地域支援推進

よ

員の配置（相談支援や

り

支援体制の構築）継続

顔

、

介護・3款・2項・1

高

目
・地域密着型サービ

齢

ス事業所等での在宅生

者

活継続のための相談
事

の

    業    主

閉

    体 ・認知症ケ

じ

アに携わる多職種協働

こ

研修

地域包括支援セン

も

ター ・認知症ケアパス

り

の普及

【滝沢市主体】

に

及

・認知症初期集中支援

び

チームの体制整備（平

機

成27年10月設置）

能

・まちかど相談室の設

低

置…相談件数８件

下を防止し

あ

、介護予防を推進する

政 ふ

ことを目的としており

れ

、い
グループ支援事業

、

） きいきサロンの運営

互

の場を自治会などに委

い

託します。

【達成状況

に

】地域全体で介護予防

支

に取り組む体制づくり

え

を推進しました。

継続

あ

区分 会計・款・項・目

う

平成27年度の事業概

策 ま

要（実績）
いきいきサ

ち

ロンを29か所延べ1

を

,975日開催し、延

目

べ26,080人が参

指

加しました。継続 介護

し

・3款・1項・2目

事

ま

    業    主

す

    体
地域包括支

 

援センター

【滝沢市主

基

体】

　
本

事      

施

 業       名

策

事業の意図やねらい（

　

成果や効果）の達成状

０

況

介護予防ケアマネジ

５

メント事業 【事業意図

 

・ねらい】要支援・要

 

介護状態への移行を予

 

防します。

【達成状況

住

】保健師や看護師が必

　
み

要に応じ個別にケアマ

な

ネジメントを実施し、

れ

適

切な介護予防事業へ

た

の参加を促すことで、

地

要支援・要介護状態へ

域

の移行予防を行

いまし

で

た。

継続区分 会計・款

暮

・項・目 平成27年度

ら

の事業概要（実績）
平

し

成27年度は、介護予

　
続

防ケアマネジメントを

け

66件実施しました。

ら

継続 介護・3款・2項

れ

・1目

事    業 

る

   主    体
地

地

域包括支援センター

【

域

滝沢市主体】

包

事  

括

     業    

ケ

   名 事業の意図や

０
ア

ねらい（成果や効果）

の

の達成状況

総合相談支

実

援・権利擁護事業 【事

現

業意図・ねらい】高齢者の相談対応を行なうことで、住み慣れた地域で尊厳

ある生活ができるように支援します。

【達成状況】実態把握訪問と情報提供等の

２

初期対応を行い、専門職による相談支

援、各種サービスの調整等を行いました。

継続区分 会計・款・項・目 平成

事

27年度の事業概要（

 

実績）
・地域包括支援

 

センター及びブランチ

 

において高齢者の実態

 

把握訪問を行いまし継

 

 

続 介護・3款・2項・

 

1目
た。

事    業

 

    主    体

業

・高齢者の権利擁護に

 

関する普及啓発活動を

 

行い、虐待相談に対応

 

しました。

地域包括支

 

援センター ・認知症の

 

方を地域で支えるため

 

、認知症サポーターの
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平 績

目

8 3,583 【特別会

○

計】

額標 他団体事業負

全

担額

体事

項   

業

    目 平成24年

期

度 平成25年度 平成2

間

6年度 平成27年度 備

活

       考

目 ○

い

全体事業期間活 支援困

報

き

難事例に対応できた割

い

合 100 100 100

き

100   平成18年

サ

度～平成30年度標
動

ロ

100 100 100 1

ン

00値 単 位 ％

／指 地域

開

ケア会議の開催 12 1

催

2 6 6
実

標 12 11 6

ヵ

6績 単 位 回 ○特定財源

所

決   地域支援事業交

告

　

付金【国】(3投 年度

2

別事業費 2,612 2

8

,614 2,778 2

2

,647   9.0%

8

)、【県】(19.5

2

%)、介護
  保険料

8

（22%）資 内 特定財

2

源 1,546 1,54

9

8 2,229 1,55

 

0
算   

  指 訳 一般

平

 

財源 1,066 1,0

平

66 549 1,097

成

【特別会計】

額標 他団

1

体事業負担額

2年度

項       目 平

～

成24年度 平成25年

平

度 平成26年度 平成2

成

7年度 備      

成

3

 考

目 ○全体事業期間

0

活 認知症相談件数（認

年

知症まちか 0 0 70 7

度

0   平成27年度～

標

平成30年度標 ど相談

動

室相談件数含む）
動 0

2

0 88 74値 単 位 件

／

7

指
実

標 績 単 位 ○特定財

2

源

決   地域支援事業

7

交付金投 年度別事業費

2

2

1,402 2,441

9

  【国】39.0％

2

  【県】19.5％

9

資 内 特定財源 1,12

値

5 1,428
算   【

単

介護保険料】22%
 

位

 指 訳 一般財源 277

ヵ

1,013 【特別会計

所

】

額標 他団体事業負担

／

額

4

指 利用延べ人数 15,

年

000 15,000 1

度

5,000 15,00

～

0
実

標 15,631 1

成
平

5,500 23,05

成

5 26,080績 単 位

2

人 ○特定財源

決   地

7

域支援事業交付金【国

年

】(2投 年度別事業費

度

2,489 3,136

（

3,684 4,074

単

  5%)、【県】(

位

12.5%)、【支払

 

  基金】(28%)

2

 

、【介護保険料資 内 特

千

定財源 2,177 2,

円

741 3,223 2,

）

669
算   】(22%)

  指 訳 一般財源 312 395 461 1,405 【特別会計】

額標 他団体事業負担額

7

項       目 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備       考

目 ○全体事業期間活 ケアマネジメントを受けた者の 97 95 95 95   平成18年度～平成28年度標 内要介護状態へ

年

移行しない者
動 97 95 96 97値 単 位 ％

／指
実

標 績 単 位 ○特定財源

決   地域支援事業交付金【国】(3投 年度別事業費 6,519 6,643 7,334 7,120   9.0

項

%)、【県】(19.

 

5%)、【介
  護保

度

 

険料】(22%）資 内

 

特定財源 3,853 5

 

,313 5,886 4

 

,166
算   

  指

 

訳 一般財源 2,666

 

1,330 1,448

目

2,954 【特別会計

平

】

額標 他団体事業負担

成

額

2

事

4

項    

年

   目 平成24年度

度

平成25年度 平成26

平

年度 平成27年度 備 

成

      考

目 ○全

2

体事業期間活 総合相談

5

件数 800 600 60

年

0 650   平成18

度

年度～平成30年度標

平

動 650 1,053 1

業

成

,274 1,416値

2

単 位 件

／指 実態把握件

6

数 620 1,000 1

年

,000 1,000
実

度

標 1,122 1,26

平

2 1,526 1,60

成

2績 単 位 件 ○特定財源

2

決   地域支援事業交

7

付金【国】(3投 年度

年

別事業費 9,199 1

実

度

1,023 10,37

備

0 8,635   9.

 

0%)、【県】(19

 

.5%)、【介
  護

 

保険料】（22%）資

 

内 特定財源 5,449

 

6,531 8,322

 

5,052
算   

  

 

指 訳 一般財源 3,75

考

0 4,492 2,04
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支援センター

【滝沢市

名

主体】

事

事     

業

  業       

の

名 事業の意図やねらい

意

（成果や効果）の達成

図

状況

介護予防支援事業

や

【事業意図・ねらい】

ね

要支援認定者のうち希

ら

望する者に対し、心身

 

い

の状態の悪化

を予防す

（

るための介護予防サー

成

ビス計画作成を目的と

果

します。

【達成状況】

や

希望者へ介護予防サー

効

ビス利用の予防支援を

果

行い、日常生活の自立

）

を支援しました。

継続

の

区分 会計・款・項・目

達

平成27年度の事業概

健

成

要（実績）
指定介護予

状

防支援事業所として、

況

滝沢市地域包括支援セ

家

ンターが介護予防ケア

族

マ継続 介サ・1款・1

介

項・1目
ネジメント（

護

予防給付）を実施しま

支

した。
事    業 

援

   主    体 　

事

ケアプラン作成件数　

や

業

年間延べ3,286件

【

　（内、一部委託件数

事

1,927件）

地域包

業

括支援センター

【滝沢

意

市主体】

小  

図

          

・

          

ね

       計

らい

か

】高齢者を介護してい

で

る家族等の様々なニー

笑

ズに対し、介護

者の身

顔

体的、精神的負担の軽

に

減を図ります。

【達成

あ

状況】高齢者を介護し

政 ふ

ている家族等の様々な

れ

ニーズに対し、介護者

、

の身体

的、精神的負担

互

の軽減を図りました。

い

継続区分 会計・款・項

に

・目 平成27年度の事

支

業概要（実績）
家族介

え

護者教室開催（社会福

あ

祉法人等委託8回・市

う

主催3回）継続 介護・

策 ま

3款・2項・2目

事 

ち

   業    主 

を

   体
地域包括支援

目

センター

【協働事業】

指

家族介護者教室委託先

し

　5ヶ所

ま

事    

す

   業      

 

 名 事業の意図やねら

基

い（成果や効果）の達

　
本

成状況

介護相談員派遣

施

事業 【事業意図・ねら

策

い】介護相談員を派遣

　

し施設入所者・サービ

０

ス利用者等の相談

を通

５

して、第三者の視点で

 

事業所と利用者の橋渡

 

しを行います。

【達成

 

状況】入所者、利用者

住

の相談を受け付け、苦

　
み

情の未然防止とサービ

な

スの質

向上のための橋

れ

渡しを行いました。

継

た

続区分 会計・款・項・

地

目 平成27年度の事業

域

概要（実績）
・介護相

で

談員2名を11施設に

暮

派遣し、相談活動を行

ら

いました。継続 介護・

し

3款・2項・2目
・派

　
続

遣先施設、介護相談員

け

、事務局の三者による

ら

介護相談員連絡会議を

れ

１回開催
事    業

る

    主    体

地

し、情報共有を行いま

域

した。

地域包括支援セ

包

ンター ・派遣先施設及

括

び市民への活動広報と

ケ

して、リーフレットの

０
ア

設置やポスター掲示

【

の

滝沢市主体】 を行いま

実

した。

現

事       業       名 事業の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

成年後見制度利用支援事業 【事業意図・ねらい】判断機能が低

２

下かつ親族からの支援が得られない高齢者の

財産管理や身上監護等を行う成年後見人の利用を支援します。

【達

事

成状況】判断機能が低

 

下かつ親族からの支援

 

が得られない高齢者の

 

財産管理

や身上監護等

 

を行う成年後見人の申

 

 

し立て相談及び費用助

 

成を行いました。

継続

 

区分 会計・款・項・目

業

平成27年度の事業概

 

要（実績）
・成年後見

 

費用負担…1件継続 介

 

護・3款・2項・2目

 

・事業の普及啓発活動

 

事    業    

 

主    体
地域包括
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平 績

目

3,135 3,286

○

値 単 位 件

／指
実

標 績 単

全

位 ○特定財源

決   介

体

護予防サービス計画費

事

収入投 年度別事業費 1

業

0,167 11,80

期

3 13,049 12,

間

857   【その他】

活

  資 内 特定財源 10

家

,167 11,803

報

族

13,049 12,8

介

57
算   

  指 訳 一

護

般財源 【特別会計】

額

者

標 他団体事業負担額

教室

項 

開

      目 平成2

催

4年度 平成25年度 平

回

成26年度 平成27年

数

度 備       考

告

1

決投 年度別事業費 52

2

,038 58,444

1

63,095 55,6

2

58

資 内 特定財源 36

1

,728 47,865

2

55,001 39,1

1

82
算

指 訳 一般財源 1

2

5,310 10,57

 

9 8,094 16,4

 

76

額標 他団体事業負

平

平

担額

成12年度～平成3

成

0年度標
動 11 13 1

2

2 11値 単 位 回

／指 家

4

族介護者教室参加人数

年

200 200 200 2

度

00
実

標 157 285

～

162 152績 単 位 人

成
平

○特定財源

決   地域

成

支援事業交付金【国】

2

(3投 年度別事業費 1

7

,600 1,571 1

年

,419 150   9

度

%)、【県】(19.

（

5%)、【介護
  保

単

険料】（22%）資 内

位

特定財源 1,284 1

 

,259 1,139 8

2

 

9
算   

  指 訳 一般

千

財源 316 312 28

円

0 61 【特別会計】

額

）

標 他団体事業負担額

項       目 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備   

7

    考

目 ○全体事業期間活 訪問施設数 10 11 12 12   平成13年度～平成30年度標
動 10 12 12 11値 単 位 カ所

／指 介護相談員数 3 2 2 2
実

標 3 2 2 2績 単 位 人 ○特定財源

決   地域支援事業交付金【国】(

年

3投 年度別事業費 1,068 675 616 711   9.0%)、【県】(19.5%)、介護
  保険料（22%）資 内 特定財源 631 399 494 417

算   
  指 訳 一般

項

財源 437 276 12

 

2 294 【特別会計】

度

 

額標 他団体事業負担額

   

項     

 

  目 平成24年度 平

 

成25年度 平成26年

目

度 平成27年度 備  

平

     考

目 ○全体

成

事業期間活 成年後見制

2

度利用支援をした数 1

事

4

1 1 2   平成21年

年

度～平成30年度標
動

度

1 2 2 1値 単 位 人

／指

平

実
標 績 単 位 ○特定財源

成

決   地域支援事業交

2

付金【国】(3投 年度

5

別事業費 198 250

年

237 108   9.

度

0%)、【県】(19

平

.5%）、【
  介護

業

成

保険料】（22%）資

2

内 特定財源 117 14

6

7 190 64
算   

 

年

 指 訳 一般財源 81 1

度

03 47 44 【特別会

平

計】

額標 他団体事業負

成

担額

27

項   

年

    目 平成24年

実

度

度 平成25年度 平成2

備

6年度 平成27年度 備

 

       考

目 ○

 

全体事業期間活 介護予

 

防支援事業利用年間延

 

べ 2,000 2,25

 

0 2,980 3,40

 

0   平成27年度～

 

平成30年度標 件数
動

考

2,385 2,903
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ら

ける休日日中の初期医

す

療救急が

確保されまし

た

た。

継続区分 会計・款

め

・項・目 平成27年度

に

の事業概要（実績）
岩

は

手西北医師会管内に属

、

する本市を含めた５市

心

町が構成員となり、休

身

日の初期救継続 一般・

の

4款・1項・1目
急医

 

健

療の確保を行う岩手西

康

北医師会管内休日救急

は

当番医制事業運営協議

大

会に負担
事    業

切

    主    体

な

金を納入し、在宅救急

条

当番医制事業を実施し

件

ました。

健康推進課 ・

の

岩手西北医師会管内休

一

日救急当番医制事業運

健

つ

営協議会負担金　2,

で

167千円

【他団体事

す

業主体】

岩手西北医師

。

会

ま

事       

た

業       名 事

、

業の意図やねらい（成

病

果や効果）の達成状況

気

二次救急対策事業 【事

や

業意図・ねらい】盛岡

や

障

地区広域市町圏の二次

が

救急医療体制及び救急

い

患者の入

院加療体制を

が

確保します。

【達成状

あ

況】盛岡地区広域市町

っ

圏の二次救急医療体制

て

及び救急患者の入院加

も

療体

制が確保されまし

そ

た。

継続区分 会計・款

の

・項・目 平成27年度

か

人

の事業概要（実績）
・

の

盛岡地区広域市町圏で

考

負担金を納入し、盛岡

え

市に委託して二次救急

る

医療運営補継続 一般・

健

4款・1項・1目
助事

康

業(下記の4事業)を

の

実施しました。
事  

実

  業    主  

現

  体 ・病院群輪番制

で

は

病院運営事業費補助事

幸

業負担金1,047千

せ

円、盛岡地区二次救急

に

医

健康推進課 療対策委

つ

員会運営費補助事業負

な

担金536千円、病院

が

群輪番制病院設備整備

り

事業費

【他団体事業主

ま

体】 補助事業負担金5

す

93千円、小児救急医

笑

。

療支援事業費補助事業

市

負担金542千円

盛岡

民

地区二次救急医療対策

一

委員会

人一人が「健

顔

康」に関心を持って、

に

主体的な健康づくりに

あ

取り組める

ような環境

政 ふ

を目指します。

基本計

れ

画期間内の取り組みと

、

方針のうち、平成27

互

年度の重点課題の達成

い

（実現）状況

Ａ 達成し

に

た

【重点課題】受診し

支

やすい検診・健康づく

え

りに関わる市民の増員

あ

と資質の向上・地域と

う

の連携を強化した健康

策 ま

づくりの推進

・妊娠出

ち

産への支援の充実・乳

を

児全戸訪問事業の継続

目

とフォロー体制強化・

指

育児支援事業の充実

【

し

重点課題の達成状況】

ま

検診を受診しやすくす

す

るため、検診会場を新

 

設したことで、受診者

基

・率とも向上し、目標

　
本

値を上回

りました。ま

施

た運動普及推進員の養

策

成と各健康づくり支援

　

者の育成・合同研修会

０

の開催により資質の向

６

上に努めました。不

妊

 

治療の経済的負担軽減

 

のため、特定不妊治療

 

助成事業を開始しまし

笑

た。乳児訪問や乳幼児

　
顔

健診等を通して乳児や

輝

育児の状

況等を把握し

く

早期から必要な方へ対

健

応を行い、虐待や発育

康

発達に課題のある児へ

づ

の対応等、育児支援を

く

行いました。

り

事  

へ

     業    

の

   名 事業の意図や

　
支

ねらい（成果や効果）

援

の達成状況

患者輸送車運行事業 【事業意図・ねらい】無医地域の柳沢・姥屋敷地域の市民が医療機関を受診する

ための交通手段を確保します。

【達成状況】交通手段を確保し、早期診断、早期治療を行

０

うことにより健康維持

が図られました。

継続

基

区分 会計・款・項・目

本

平成27年度の事業概

施

要（実績）
・姥屋敷・

策

柳沢路線とも週1日1

が

往復運行しました。継

４

続 一般・4款・1項・

年

1目
・患者輸送車の運

間

行は市運転技士が行い

２

で

ました。
事    業

め

    主    体

ざ

・車輌の定期点検等の

す

安全管理を行いました

姿

。

健康推進課 ・交通政

市

策関係課と情報共有を

民

行いました。

【滝沢市

が

主体】

幸

事     

せ

  業       

 

を

名 事業の意図やねらい

感

（成果や効果）の達成

じ

状況

在宅救急当番医制

な

事業 【事業意図・ねら

が

い】本市を含む八幡平

ら

・岩手郡地域における

笑

休日日中の初期医

療救

顔

急を確保します。

【達

で

成状況】本市を含む八

暮

幡平・岩手郡地域にお
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平 績

人

平成26年度 平成27

が

年度 備       

「

考

目 ○全体事業期間活

健

休日当番医取扱い患者

康

数（滝沢 1,700 1

」

,900 1,900 1

に

,900   昭和53

関

年度～平成30年度標

心

市分）
動 2,109 2

を

,000 2,425 2

報

持

,120値 単 位 人

／指

っ

実
標 績 単 位

決投 年度別

て

事業費 3,818 2,

主

122 2,147 2,

体

167

資 内 特定財源
算

的

指 訳 一般財源 3,81

な

8 2,122 2,14

健

7 2,167

額標 他団

康

体事業負担額

づ

告

くり

項       目 平

に

成24年度 平成25年

取

度 平成26年度 平成2

り

7年度 備      

組

 考

目 ○全体事業期間

め

活 病院群輪番制病院数

る

12 12 12 12   

よ

平成27年度～平成3

う

0年度標
動 12 12 1

平

、

2 12値 単 位 箇所

／指

各

小児救急輪番制病院数

種

5 5 5 5
実

標 5 5 5 5

検

績 単 位 箇所

決投 年度別

診

事業費 2,406 2,

の

527 2,893 2,

実

718

資 内 特定財源
算

施

指 訳 一般財源 2,40

や

6 2,527 2,89

健

3 2,718

額標 他団

成

康

体事業負担額

づくりに関する情報

2

提供を行いました。ま

4

た、地域で健康づくり

年

に取り組む機会として

度

地域健康づくり連絡会

～

を各自治会で開催し、

成
平

健康情報の

提供や具体

成

策について話し合いま

2

した。また、健康づく

7

り支援者の養成やスキ

年

ルアップに努めました

度

。今年度より、経済的

（

負担軽減のため特定不

単

妊治療の助成を開始し

位

、また難病特定医療費

 

申請を開始し、対象者

2

 

の利便性向上に努めま

千

した。妊娠

から出産子

円

育ての場面で必要な支

）

援が必要な方に届くよう、家庭訪問や乳幼児健診等を実施し、早期発見と対応に係る取り

組みを関係機関と連携し行いました。また、愛着形成に係る子育て

7

心理学を活用し、育児不安や育児困難の予防に取り組み

ました。「健康づくりに取り組んでいる人の割合」は、

基

58.2％と目標の6

本

0％にはまだ届いてい

施

ません。

平成29年度

策

方針策定に際し、今後

目

の方向性や引継課題

Ｂ

年

標

課題あり

【今後の方向

の

性】

平成28年度は、

達

地域保健計画「たきざ

成

わ健康プラン21」の

（

中間評価、及び母子保

実

健計画「すこやか親子

現

たきざわ」の評価・

策

）

定の年にあたるため、

に

両計画の策定・評価を

向

通して基本方針に沿っ

度

け

た評価を適切に行い、

た

基本施策である「笑顔

計

輝く健康

づくりへの支

画

援」の実現に向けて取

期

り組んでいく必要があ

間

ります。

【引継課題】

内

平成30年度に施策展

の

開として予定されてい

取

る「健康づくリに関す

り

る宣言」に向け、市民

事

組

の健康づくりにかかる

み

意識の醸成や

体制構築

と

を行っていく必要があ

方

ります。

針に

項 

つ

      目 平成2

い

4年度 平成25年度 平

て

成26年度 平成27年

の

度 備       考

業

達

目 ○全体事業期間活 1

成

日あたりの平均乗車人

（

数 10 9 8 8   昭和

実

42年度～平成30年

現

度標
動 7.2 6.9 6

）

.3 6.2値 単 位 人

／

状

指 1年間の利用延人数

況

900 800 700 7

Ｂ

00
実

標 723 684

概

605 579績 単 位 人

実

ね

決投 年度別事業費 61

達

3 884 556 483

成

資 内 特定財源
算

指 訳 一

し

般財源 613 884 5

た

56 483

額標 他団体

市

事業負担額

民一

項

人

       目 平成

一

24年度 平成25年度
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成

歳以上で今までに肝炎

果

ウイルス検査を受けた

や

ことがない

健康推進課

効

人を対象に実施しまし

果

た。

【滝沢市主体】 【

）

後期高齢者歯科健康診

の

査】前年度に75歳を

達

迎えた後期高齢者医療

成

被保険者を対

象に歯科

状

健康診査を実施しまし

 

況

た。

市

事      

町

 業       名

村

事業の意図やねらい（

医

成果や効果）の達成状

師

況

肺がん検診事業 【事

養

業意図・ねらい】肺が

成

ん及び胸部疾患を早期

事

に発見し、早期治療に

業

結びつけ

るとともに、

健

【

とくにも肺がんによる

事

死亡の減少を目的とし

業

て実施します。

【達成

の

状況】受診者数、受診

意

率ともに上昇しました

図

。

（重点事業）

継続区

・

分 会計・款・項・目 平

ね

成27年度の事業概要

ら

（実績）
対象：40歳

い

以上の住民 継続 一般

や

】

・4款・1項・2目
内

県

容：胸部Ｘ線ＤＲ撮影

内

（二重読影）を集団検

の

診で実施しました。
事

医

    業    主

師

    体 時期：10

確

月～11月　 場所：

保

公民館等市内主要施設

を

健康推進課 その他：広

目

報・ホームページなど

か

的

を活用し、生活習慣の

と

改善などによる予防の

し

大

【滝沢市主体】 切さ

て

を普及・啓発しました

い

。

ま

事       

す

業       名 事

。

業の意図やねらい（成

【

果や効果）の達成状況

達

胃腸病検診事業 【事業

で

成

意図・ねらい】胃がん

状

及び消化器疾患を早期

況

に発見し、早期治療に

】

結びつ

けるとともに、

県

がん及び生活習慣の死

内

亡の減少を目的として

の

実施します。

【達成状

医

況】前年度よりも受診

師

者数・受診率ともに増

確

加しました。

（重点事

笑

保

業）

継続区分 会計・款

の

・項・目 平成27年度

一

の事業概要（実績）
対

助

象：40歳以上の住民

と

 継続 一般・4款・1

な

項・2目
内容：胃部Ｘ

り

線間接撮影を集団検診

ま

で実施しました。
事 

し

   業    主 

た

   体 時期：6～7

顔

。

月　 場所：公民館等

継

市内主要施設

健康推進

続

課 その他：広報・ホー

区

ムページなどを活用し

分

、生活習慣の改善など

会

による予防の大

【滝沢

計

市主体】 切さを普及・

・

啓発しました。

・岩手

款

県対がん協会会費(1

・

0千円）

に

項・目 平成27年度の

あ

事業概要（実績）
岩手

政 ふ

県国民健康保険団体連

れ

合会が実施している「

、

市町村医師養成事業」

互

に負担金継続 一般・4

い

款・1項・1目
を納付

に

することにより、将来

支

県立病院及び市町村立

え

病院等の業務に従事し

あ

ようと
事    業 

う

   主    体 す

策 ま

る者に対して修学資金

ち

の貸付を行いました。

を

健康推進課 ・市町村医

目

師養成事業負担金　3

指

,088千円

【他団体

し

事業主体】

岩手県国民

ま

健康保険団体連合会

す
 

事       業 

基

      名 事業の

　
本

意図やねらい（成果や

施

効果）の達成状況

公的

策

病院等助成事業 【事業

　

意図・ねらい】盛岡保

０

健医療圏における救急

６

医療の確保及び地域医

 

療の充

実を図るため、

 

公的病院等の運営に要

 

する経費に対し補助金

笑

を交付するものです

。

　
顔

【達成状況】総務省の

輝

特別交付税措置制度を

く

活用した助成金を交付

健

しました。

継続区分 会

康

計・款・項・目 平成2

づ

7年度の事業概要（実

く

績）
公的病院等への助

り

成事業負担金を納入し

へ

ました。新規 一般・4

の

款・1項・1目
・救急

　
支

医療支援事業運営費　

援

　　 8,940千円
事    業    主    体 ・小児医療支援事業運営費　　　15,228千円

健康推進課 ・小児救急医療支援事業運営費　 3,284千円　

【協働事業】

盛岡保健医療

０

圏構成7市町

事       業    

事

   名 事業の意図や

 

ねらい（成果や効果）

 

の達成状況

基本・長寿

 

健康診査事業 【事業意

 

図・ねらい】疾病の危

 

険因子の早期発見、生

 

活習慣病予防につなげ

２

 

ます

。

【達成状況】長

業

寿健診、肝炎ウィルス

 

検査の受診者数は増加

 

傾向にあり、危険因

子

 

の早期発見や生活習慣

 

改善のきっかけにつな

 

がっていると思われま

 

す。

継続区分 会計・款

 

・項・目 平成27年度

名

の事業概要（実績）
【

 

事

健康診査】40歳以上

業

の生活保護受給者と寝

の

たきり者及びその介護

意

家族、後期高継続 一般

図

・4款・1項・2目
齢

や

者医療受給者に対し、

ね

健康診査を実施しまし

ら

た。
事    業  

い

  主    体 【肝

（

炎ウィルス検査】40
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平 績

目

人 ○特定財源

決   各

○

種健康診査受診者自己

全

負担投 年度別事業費 1

体

0,052 10,33

事

5 10,722 11,

業

320   金【その他

期

】
  資 内 特定財源 5

間

72 542 496 1,

活

514
算   

  指 訳

岩

一般財源 9,480 9

報

手

,793 10,226

県

9,806

額標 他団体

国

事業負担額

民健

項

康

       目 平成

保

24年度 平成25年度

険

平成26年度 平成27

団

年度 備       

体

考

目 ○全体事業期間活

告

連

受診率 30 31 32 3

合

3   平成27年度～

会

平成30年度標
動 29

5

.4 32.3 33.8

7

34.5値 単 位 ％

／指

6

受診者数 4,270 4

4

,465 4,506 4

7

,550
実

標 4,44

9

3 4,473 4,50

9

6 4,555績 単 位 人

平

4

○特定財源

決   各種

 

健康診査受診者自己負

 

担投 年度別事業費 22

平

,511 24,278

成

25,378 23,9

2

48   金【その他】

0

  資 内 特定財源 2,

年

841 2,801 2,

度

729 3,854
算  

～

 
  指 訳 一般財源 1

成

平

9,670 21,47

成

7 22,649 20,

3

094

額標 他団体事業

4

負担額

年度標 市町村

2

医師養成事業貸付者人

4

数
動 49 58 64 70

年

値 単 位 人

／指
実

標 績 単

度

位 ○特定財源

決   公

～

益財団法人岩手県市町

成
平

村振投 年度別事業費 3

成

,924 3,982 3

2

,096 3,087  

7

 興協会市町村医師養

年

成事業助
  成金【そ

度

の他】資 内 特定財源 8

（

09 620 51
算   

単

  指 訳 一般財源 3,

位

115 3,362 3,

 

045 3,087

額標

2

 

他団体事業負担額

千円）

項       目 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備       考

目 ○全体事業期間活 助成を受けている病院数 0 0 0 3   

7

平成27年度～平成30年度標
動 0 0 0 3値 単 位 箇所

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費 27,452

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 27,452 ＜新規事業＞

額標 他団体事業負担額

年

項       目 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備       考

目 ○全体事業期間活 受診率（生活保護を受けている 13 11 12 18   昭

項

和37年度～平成30

 

年度標 者）
動 16 17

度

 

.4 22.6 15.6

 

値 単 位 ％

／指 受診率（

 

後期高齢者医療受給者

 

41 43 44 54
実 ）

 

標 44.7 54 54.

 

1 63.1績 単 位 ％ ○

目

特定財源

決   健康増

平

進事業費補助金投 年度

成

別事業費 20,951

2

22,097 23,4

事

4

76 25,103   

年

【県】（基準額の2/

度

3）
  岩手県後期高

平

齢者医療広域連資 内 特

成

定財源 9,379 10

2

,169 10,698

5

11,544
算   合

年

保健事業費等補助金【

度

その
  他】指 訳 一般

平

財源 11,572 11

業

成

,928 12,778

2

13,559

額標 他団

6

体事業負担額

年度 平

項       目 平

成

成24年度 平成25年

2

度 平成26年度 平成2

7

7年度 備      

年

 考

目 ○全体事業期間

実

度

活 受診率 38 33 33

備

34   平成27年度

 

～平成30年度標
動 3

 

3.5 34.8 36.

 

8 39.4値 単 位 ％

／

 

指 受診者数 4,900

 

4,970 5,000

 

5,100
実

標 4,9

 

13 5,117 5,1

考

55 5,487績 単 位
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成

性市民の希望者を対象

果

に、前立腺がん検診を

や

市内指定医療機関にて

効

継続 一般・4款・1項

果

・2目
個別検診で実施

）

しました。
事    

の

業    主    

達

体
健康推進課

【滝沢市

成

主体】

状

事     

 

況

  業       

大

名 事業の意図やねらい

腸

（成果や効果）の達成

が

状況

骨粗しょう症予防

ん

検診事業 【事業意図・

検

ねらい】検診を受診す

診

ることで自己の健康状

事

態を把握し、骨折等に

業

よる寝たきり予防のた

【

めの食生活や運動習慣

健

事

の定着化により、健康

業

の保持増進と

意識の向

意

上を図ることをねらい

図

として実施します。

【

・

達成状況】検診結果に

ね

て要医療の方へは受診

ら

勧奨を実施しました。

い

継続区分 会計・款・項

】

・目 平成27年度の事

大

業概要（実績）
・婦人

や

腸

病手段検診の会場で、

が

20歳以上の女性市民

ん

の希望者を対象に、超

や

音波によ継続 一般・4

消

款・1項・2目
る踵骨

化

の骨強度測定を行うと

器

ともに、生活習慣の改

疾

善などによる予防の大

患

切さを
事    業 

の

   主    体 普

か

早

及・啓発しました。

健

期

康推進課 ・検診は、毎

発

年実施する必要がなく

見

（概ね5年に1回）対

・

象者も限定されている

早

こ

【協働事業】 とから

期

、検診費用は全額自己

治

負担とし、希望者に実

療

施しました。

検診機関

に

で

努

事       業

め

       名 事業

る

の意図やねらい（成果

と

や効果）の達成状況

成

と

人歯科健康診査事業 【

も

事業意図・ねらい】妊

に

娠期は身体的・生活習

、

慣の変化により歯科疾

が

患が増悪し

やすい時期

ん

ですが、歯科健診の受

笑

及

診により歯科疾患の予

び

防と早期発見、治療に

生

つ

なげると共に妊娠中

活

に歯科への関心を高め

習

、乳幼児のう歯予防が

慣

期待できます。

【達成

病

状況】歯科健診の受診

で

者数が増加しました。

の

継続区分 会計・款・項

死

・目 平成27年度の事

顔

亡

業概要（実績）
対象者

の

：513人継続 一般・

減

4款・1項・2目
受診

少

者：224人（妊婦1

を

79人、産婦45人）

目

事    業    

的

主    体 受診率：

と

43.7％

健康推進課

し

【滝沢市主体】

て

に

実施します。

【達成状

あ

況】受診者数、受診率

政 ふ

ともに上昇しました。

れ

（重点事業）

継続区分

、

会計・款・項・目 平成

互

27年度の事業概要（

い

実績）
対象：40歳以

に

上の住民継続 一般・4

支

款・1項・2目
内容：

え

便潜血反応検査2日法

あ

を集団検診で実施しま

う

した。
事    業 

策 ま

   主    体 時

ち

期：6～7月　

健康推

を

進課 場所：公民館等市

目

内主要施設

【滝沢市主

指

体】 その他：広報・ホ

し

ームページなどを利用

ま

し、生活習慣の改善な

す

どによる予防の大

切さ

 

を普及・啓発しました

基

。

　
本

事       

施

業       名 事

策

業の意図やねらい（成

　

果や効果）の達成状況

０

婦人病検診事業 【事業

６

意図・ねらい】婦人病

 

疾患及び乳がんの早期

 

発見・早期治療に努め

 

る事に

より子宮頸がん

笑

や乳がんでの死亡の減

　
顔

少と定期的に乳がんの

輝

自己検診等を行うな

ど

く

の自己健康管理を啓発

健

する事を目的として実

康

施します。

（重点事業

づ

） 【達成状況】受診者

く

数が増加し、自己管理

り

の大切さを啓発できま

へ

した。

継続区分 会計・

の

款・項・目 平成27年

　
支

度の事業概要（実績）

援

子宮頸部がん検診：20歳以上の隔年の女性及び前年度の未受診者、国が指定する継続 一般・4款・1項・2目
クーポン対象者に視診・内診・子宮頸部細胞診を集団検診と個別検診で実施。

事    

０

業    主    体 乳がん検診：40歳以上の隔年の女性及び

事

前年度の未受診者、国

 

が指定するクーポ

健康

 

推進課 ン対象者に乳房

 

エックス線撮影・乳房

 

超音波検査（40代の

 

み）を集団検診と個別

 

【滝沢市主体】 検診で

２

 

実施。広報・ホームペ

業

ージ等で啓発しました

 

。

 

事       

 

業       名 事

 

業の意図やねらい（成

 

果や効果）の達成状況

 

前立腺がん検診事業 【

 

事業意図・ねらい】前

名

立腺がん及び前立腺疾

 

事

患の早期発見と早期治

業

療を目的と

し、50歳

の

以上の男性の希望者に

意

血液検査（PSA検査

図

）を実施します。

【達

や

成状況】受診者数は増

ね

加しました。

継続区分

ら

会計・款・項・目 平成

い

27年度の事業概要（

（

実績）
50歳以上の男
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平 績

目

／指
実

標 績 単 位

決投 年

○

度別事業費 11 11 1

全

1 11

資 内 特定財源
算

体

指 訳 一般財源 11 11

事

11 11

額標 他団体事

業

業負担額

期間

項 

活

      目 平成2

受

4年度 平成25年度 平

報

診

成26年度 平成27年

率

度 備       考

3

目 ○全体事業期間活 受

2

診者数 0 230 230

3

210   平成27年

0

度～平成30年度標
動

3

0 196 202 224

2

値 単 位 人

／指
実

標 績 単

3

位

決投 年度別事業費 5

3

49 588 606 67

告

 

2

資 内 特定財源
算

指 訳

 

一般財源 549 588

平

606 672

額標 他団

成

体事業負担額

27年度～平

平

成30年度標
動 30.

成

5 32.6 32.9 3

2

4.3値 単 位 ％

／指 受

4

診者数 5,737 6,

年

365 6,400 6,

度

400
実

標 6,315

～

6,385 6,361

成
平

6,573績 単 位 人 ○

成

特定財源

決   各種健

2

康診査受診者自己負担

7

投 年度別事業費 9,3

年

64 9,296 9,5

度

03 9,837   金

（

【その他】
  資 内 特

単

定財源 1,216 1,

位

189 1,153 1,

 

574
算   

  指 訳

2

 

一般財源 8,148 8

千

,107 8,350 8

円

,263

額標 他団体事

）

業負担額

項       目 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備       考

7

目 ○全体事業期間活 子宮がん検診受診率 27 25 26 25   昭和39年度～平成30年度標
動 24.1 25 21.5 22.9値 単 位 ％

／指 乳がん検診受診率 30 26 28 29
実

標 26.6 28.2 26.5 25.5績 単 位

年

％ ○特定財源

決   がん検診推進事業費補助金投 年度別事業費 25,807 26,499 23,533 24,394   【県】(基準額の1/2） 
  各種健康診査受診者自己

項

負担資 内 特定財源 5,

 

745 4,648 3,

度

 

150 3,246
算  

 

 金【その他】
  指

 

訳 一般財源 20,06

 

2 21,851 20,

 

383 21,148

額

 

標 他団体事業負担額

目 平成

項      

2

 目 平成24年度 平成

事

4

25年度 平成26年度

年

平成27年度 備   

度

    考

目 ○全体事

平

業期間活 受診者数 1,

成

046 1,500 1,

2

670 1,670   

5

平成27年度～平成3

年

0年度標
動 1,465

度

1,663 1,647

平

1,672値 単 位 人

／

業

成

指
実

標 績 単 位

決投 年度

2

別事業費 1,108 2

6

,827 2,459 2

年

,529

資 内 特定財源

度

算
指 訳 一般財源 1,1

平

08 2,827 2,4

成

59 2,529

額標 他

2

団体事業負担額

7年

実

度

項       目

備

平成24年度 平成25

 

年度 平成26年度 平成

 

27年度 備     

 

  考

目 ○全体事業期

 

間活 受診者数 200 1

 

60 165 140   

 

平成7年度～平成30

 

年度標
動 159 172

考

137 128値 単 位 人
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成

地域全体の健康増進に

果

つながったと考えます

や

。

継続区分 会計・款・

効

項・目 平成27年度の

果

事業概要（実績）
・健

）

康教育（健康教室、生

の

活習慣病予防教室等を

達

地域や目的別に開催）

成

継続 一般・4款・1項

状

・2目
・総合・重点健

 

況

康相談、健康手帳の交

人

付、庁舎に自動血圧計

間

を配置
事    業 

ド

   主    体
健

ッ

康推進課

【滝沢市主体

ク

】

事

事       

業

業       名 事

【

業の意図やねらい（成

事

果や効果）の達成状況

健

業

健康づくり事業 【事業

意

意図・ねらい】協議会

図

・連絡会を開催し、審

・

議企画や専門的な意見

ね

支援を

得て、各保健事

ら

業の推進につなげます

い

。

【達成状況】健康づ

】

くり推進協議会、生涯

人

歯科保健連絡会、地域

間

栄養食生活連絡

（重点

や

ド

事業） 会を開催し、各

ッ

事業の推進に寄与しま

ク

した。

継続区分 会計・

の

款・項・目 平成27年

助

度の事業概要（実績）

成

保健事業全体のほか、

を

当課で所掌している総

行

合計画の分野別計画で

う

ある「母子保継続 一般

こ

・4款・1項・2目
健

か

と

計画」と「地域保健計

に

画」の進捗管理につい

よ

て審議を行いました。

り

事    業    

、

主    体 ・健康づ

受

くり推進協議会会議2

診

回

健康推進課 ・地域栄

者

養食生活連絡会会議2

の

回

【滝沢市主体】 ・生

健

涯歯科保健連絡会会議

で

康

1回

を

事      

阻

 業       名

害

事業の意図やねらい（

す

成果や効果）の達成状

る

況

地域健康づくり支援

危

事業 【事業意図・ねら

険

い】自治会と市が連携

因

し、地域住民が健康へ

子

の関心を高め、望

まし

笑

の

い生活習慣の確立と健

早

康で自分らしい生活を

期

送ることが出来るよう

発

支援し、

健康な地域づ

見

くりを目指します。

（

や

重点事業） 【達成状況

生

】平成27～28年度

活

室小路自治会にて健康

習

教室等開催しました。

慣

継続区分 会計・款・項

顔

病

・目 平成27年度の事

等

業概要（実績）
・新た

の

に室小路自治会を選定

予

（Ｈ27～28年度）

防

継続 一般・4款・1項

に

・2目
・自治会や健康

つ

づくり支援者等と協議

な

しながら、年間の活動

げ

計画をたてて実施。
事

ま

    業    主

に

す

    体 ・子ども会

。

を対象とした健康づく

【

り支援に向けて検討会

達

実施。

健康推進課 ・こ

成

ころの健康講演会、マ

状

マさんヨガ教室

【滝沢

況

市主体】

】受診

あ

者数は増加傾向にあり

政 ふ

、疾病の早期発見や生

れ

活習慣改善のきっ

かけ

、

につながっていると思

互

われます。

継続区分 会

い

計・款・項・目 平成2

に

7年度の事業概要（実

支

績）
40歳以上の市民

え

549人に対し、以下

あ

の内容の人間ドック受

う

診費用助成を行いまし

策 ま

継続 一般・4款・1項

ち

・2目
た。

事    

を

業    主    

目

体 内容（公費負担額）

指

：基本項目12,00

し

0円、基本項目と追加

ま

項目（子宮頸がん検診

す

健康推進課 または乳が

 

ん検診のどちらか一方

基

）15,400円、基

　
本

本項目と追加項目（子

施

宮頸がん

【滝沢市主体

策

】 検診と乳がん検診の

　

両方を実施）19,0

０

00円

６

事     

 

  業       

 

名 事業の意図やねらい

 

（成果や効果）の達成

笑

状況

精神保健事業 【事

　
顔

業意図・ねらい】ここ

輝

ろの健康に関する意識

く

の向上、市民の悩み等

健

の軽減、

心身の問題を

康

抱えた人へ適切なかか

づ

わりができることによ

く

り自殺を未然に防ぐこ

り

とが期待できます。

（

へ

重点事業） 【達成状況

の

】市の自殺死亡率は、

　
支

変動はあるものの減少

援

傾向にあります。

継続区分 会計・款・項・目 平成27年度の事業概要（実績）
・専門家による精神保健相談の開催：6回15ケース（17人相談）　継続 一般・4款・1項・2目
・普及啓発事業の実施

０

・充実：相談窓口の周知
事    業    主    体 ・当事

事

者支援：ディケア23

 

回　

健康推進課 ・家族

 

会支援：定例会6回、

 

自主懇談6回、家族教

 

室2回

【滝沢市主体】

 

・精神保健ボランティ

 

アの育成：定例会12

２

 

回、スキルアップ12

業

回

・自殺予防対策の推

 

進：普及啓発、人材育

 

成、うつクリーニング

 

実施　等

 

事    

 

   業      

 

 名 事業の意図やねら

 

い（成果や効果）の達

名

成状況

健康教育・相談

 

事

事業 【事業意図・ねら

業

い】市民が自分の健康

の

づくりができるために

意

必要な知識の習得

と行

図

動変容のための機会の

や

提供を行います。

【達

ね

成状況】個別相談及び

ら

集団に対しては健康教

い

室・広報掲載等により

（

啓発を行

ったことで、
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平 績

目

担額

○全

項   

体

    目 平成24年

事

度 平成25年度 平成2

業

6年度 平成27年度 備

期

       考

目 ○

間

全体事業期間活 取り組

活

みをする自治会の数 0

人

1 1 1   平成25年

報

間

度～平成30年度標
動

ド

0 1 1 1値 単 位

／指
実

ッ

標 績 単 位

決投 年度別事

ク

業費 44 52 47

資 内

利

特定財源
算

指 訳 一般財

用

源 44 52 47

額標 他

者

団体事業負担額

数 40

告

0 450 430 550

平

  平成22年度～平

成

成30年度標
動 445

2

470 551 549値

4

単 位 人

／指
実

標 績 単 位

年

○特定財源

決   岩手

度

県後期高齢者医療制度

～

長投 年度別事業費 6,

成
平

523 6,858 7,

成

909 7,851   

2

寿・健康増進事業費補

7

助金【
  その他】資

年

内 特定財源 429 31

度

7 530 615
算   

（

  指 訳 一般財源 6,

単

094 6,541 7,

位

379 7,236

額標

 

他団体事業負担額

2

 千円

項       

）

目 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備       考

目 ○全体事業期間活 精神保健相談回数 8 8 8 6   平成26年度～平成30年度

7

標
動 8 8 8 6値 単 位 回

／指
実

標 績 単 位 ○特定財源

決   地域自殺対強化交付金【県】投 年度別事業費 2,634 635 890 915   （補助率：1/2～10/10）
  資 内 特定財源 2,589 623 867 662

算  

年

 
  指 訳 一般財源 45 12 23 253

額標 他団体事業負担額

項       目 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平

項

成27年度 備    

 

   考

目 ○全体事業

度

 

期間活 集団健康教室実

 

施回数 100 100 1

 

00 120   昭和5

 

8年度～平成30年度

 

標
動 91 117 120

 

140値 単 位 回

／指 総

目

合健康相談回数 79 7

平

0 80 80
実

標 70 7

成

5 80 75績 単 位 回 ○

2

特定財源

決   健康増

事

4

進事業費補助金投 年度

年

別事業費 744 989

度

950 1,193   

平

【県】（基準額の2/

成

3）
  資 内 特定財源

2

470 638 581 6

5

82
算   

  指 訳 一

年

般財源 274 351 3

度

69 511

額標 他団体

平

事業負担額

業

成2

項

6

       目 平成

年

24年度 平成25年度

度

平成26年度 平成27

平

年度 備       

成

考

目 ○全体事業期間活

2

健康づくり推進協議会

7

会議開催 0 2 2 2   

年

昭和53年度～平成3

実

度

0年度標 回数
動 0 2 2

備

2値 単 位 回

／指 地域栄

 

養食生活連絡会会議開

 

催 0 2 2 2
実 回数

標 0

 

2 2 2績 単 位 回

決投 年

 

度別事業費 204 21

 

6 142 130

資 内 特

 

定財源
算

指 訳 一般財源

 

204 216 142 1

考

30

額標 他団体事業負
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成

一般・4款・1項・2

果

目
・第2次食育推進計

や

画の評価をし、第1次

効

食育推進計画を策定し

果

ました。
事    業

）

    主    体

の

・食育の周知啓発のた

達

め、のぼり旗の作成と

成

掲示を行いました。

健

状

康推進課 ・小中学生を

 

況

対象とした事業を、希

保

望のあった市内の1校

健

で行いました。

【滝沢

推

市主体】 ・市内の栄養

進

士等の研修会を1回行

員

いました。

設

事   

置

    業     

事

  名 事業の意図やね

業

らい（成果や効果）の

健

【

達成状況

インフルエン

事

ザ予防接種事業 【事業

業

意図・ねらい】予防接

意

種法に基づく65歳以

図

上（一部60歳から6

・

4歳以下含む

）と任意

ね

接種の生後6か月から

ら

就学前の乳幼児を対象

い

に実施しました。接種

】

をし

た人に対し接種費

や

保

用の一部を公費負担し

健

、接種率の向上に努め

推

ます。

（重点事業） 【

進

成果】65歳以上の接

員

種者数は前年度と比較

の

し、増加しています。

地

継続区分 会計・款・項

域

・目 平成27年度の事

で

業概要（実績）
接種日

の

に65歳以上の市民（

か

健

規定の障がいによる身

康

体障害者手帳を有する

づ

60歳以上継続 一般・

く

4款・1項・2目
64

り

歳以下の市民を含む）

支

及び生後6か月以上小

援

学校就学前の乳幼児を

の

対象に実施
事    

た

業    主    

め

体 しました。指定医療

で

、

機関での個別接種によ

研

り実施し、接種者の接

修

種費用の一部を

健康推

会

進課 公費負担しました

や

。金額は、65歳以上

会

が2,160円、乳幼

議

児が接種1回あたり1

へ

,300

【滝沢市主体

の

】 円でした。

参

事  

笑

加

     業    

を

   名 事業の意図や

通

ねらい（成果や効果）

し

の達成状況

予防接種事

て

業 【事業意図・ねらい

健

】予防接種法に基づく

康

各種法定ワクチン接種

づ

の機会提供と、

必要に

く

応じたワクチンの接種

り

勧奨を実施し、感染予

顔

支

防を図ります。

【達成

援

状況】目標値に比較し

者

、接種率、接種者数が

と

やや下回っている状況

し

です。

継続区分 会計・

て

款・項・目 平成27年

の

度の事業概要（実績）

知

予防接種法に定める定

識

期予防接種を医療機関

を

との委託契約により個

に

深

別方式で実施継続 一般

め

・4款・1項・2目
し

、

ます。内容：麻しん及

地

び風しん、4種混合（

域

ジフテリア・破傷風・

で

百日せき・
事    

の

業    主    

健

体 不活化ポリオ）、3

康

種混合（ジフテリア・

づ

破傷風・百日せき）、

あ

く

2種混合（ジフテ

健康

り

推進課 リア・破傷風）

活

、不活化ポリオ、日本

動

脳炎、ＢＣＧ、子宮頸

と

がん予防、ヒブ、小

【

保

滝沢市主体】 児用肺炎

健

球菌、水痘と高齢者肺

事

炎球菌ワクチン。

業へ

政 ふ

の支援をいただきます

れ

。

【達成状況】地域で

、

の健康づくり事業の円

互

滑な実施ができました

い

。

継続区分 会計・款・

に

項・目 平成27年度の

支

事業概要（実績）
・市

え

事業への参加・協力継

あ

続 一般・4款・1項・

う

2目
・会議及び研修会

策 ま

（3回）の開催
事  

ち

  業    主  

を

  体 ・地域での健康

目

教室及び普及啓発活動

指

健康推進課 ・健康相談

し

コーナーの開設

【協働

ま

事業】 ・県主催の会議

す

、研修会への参加

滝沢

 

市保健推進員協議会 ・

基

保健推進員協議会活動

　
本

への支援

施

事    

策

   業      

　

 名 事業の意図やねら

０

い（成果や効果）の達

６

成状況

食生活改善・運

 

動普及推進員養成、育

 

【意図・ねらい】食生

 

活改善推進員及び運動

笑

普及推進員の養成や育

　
顔

成、活動を支

援し、よ

輝

い食習慣や運動習慣等

く

の定着を図ります。
成

健

事業 【達成状況】運動

康

普及推進員の養成を行

づ

いました。また食生活

く

改善推進員や運動

（重

り

点事業） 普及推進員の

へ

研修会を行ったほか、

の

活動を支援しました。

　
支

継続区分 会計・款・項

援

・目 平成27年度の事業概要（実績）
・健康づくり支援者である運動普及推進員の養成講座を開催しました。継続 一般・4款・1項・2目
・健康づくり支援者である食生活改善推進員対象の研修会を3

０

回、運動普及推進
事    業    主    体 員対象の研修

事

会を7回開催しました

 

。

健康推進課 ・両推進

 

員の自主活動等への支

 

援を随時行いました。

 

【滝沢市主体】

 

事 

 

      業   

２

 

    名 事業の意図

業

やねらい（成果や効果

 

）の達成状況

食育推進

 

事業 【事業意図・ねら

 

い】市民や関係者と食

 

育の課題や目標を共有

 

しながら、協働で

食育

 

を推進します。

【達成

 

状況】市民からのニー

名

ズをもとに食育推進計

 

事

画を策定しました。ま

業

た、児

（重点事業） 童

の

生徒を対象とした教室

意

は実施しましたが回数

図

は目標に達しませんで

や

した。

継続区分 会計・

ね

款・項・目 平成27年

ら

度の事業概要（実績）

い

・食育推進委員会を1

（

回開催しました。継続
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平 績

目

度 平成25年度 平成2

○

6年度 平成27年度 備

全

       考

目 ○

体

全体事業期間活 １２か

事

月までにＢＣＧ接種を

業

し 99 99 99 99  

期

 平成26年度～平成

間

30年度標 ている人の

活

割合
動 99 98.7 9

保

7.1 97.5値 単 位

報

健

％

／指 第1期麻しん及

推

び風疹予防接種 98 9

進

8 98 98
実 率

標 99

員

84 96.6 97.8

企

績 単 位 ％

決投 年度別事

画

業費 74,129 10

健

5,982 112,9

康

09 109,370

資

教

内 特定財源 126
算

指

室

訳 一般財源 74,12

告

実

9 105,856 11

施

2,909 109,3

回

70

額標 他団体事業負

2

担額

7 27 30 3

平

0   昭和61年度～

成

平成30年度標 数
動 2

2

8 27 33 32値 単 位

4

回

／指 保健推進員の数

年

82 82 86 86
実

標

度

81 82 83 84績 単

～

位 人

決投 年度別事業費

成
平

1,059 1,074

成

1,111 1,102

2

資 内 特定財源
算

指 訳 一

7

般財源 1,059 1,

年

074 1,111 1,

度

102

額標 他団体事業

（

負担額

単位

項  

 

     目 平成24

2

 

年度 平成25年度 平成

千

26年度 平成27年度

円

備       考

目

）

○全体事業期間活 食生活改善推進員数 120 119 130 115   昭和56年度～平成30年度標
動 119 110 105 107値 単 位 人

／指 運動普及推進

7

員数 68 74 74 75
実

標 64 59 63 61績 単 位 人

決投 年度別事業費 317 342 340 298

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 317 342 340 298

額標 他団体事業負担額

年

項       目 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備       考

目 ○全体事業期間活 朝食をとっている人の割合（３ 0 0 0 98   平成27年

項

度～平成30年度標 歳

 

児）（H27新規目標

度

 

値）
動 0 0 0 95.3

 

値 単 位 ％

／指 食育に関

 

する事業を実施した学

 

6 6 6 6
実 級数

標 8 2

 

3 1績 単 位 クラス

決投

 

年度別事業費 264 8

目

7 185 1,298

資

平

内 特定財源
算

指 訳 一般

成

財源 264 87 185

2

1,298 ＜名称変更

事

4

事業＞栄養改善事業

額

年

から名称変更標 他団体

度

事業負担額
平成27年

平

度農林課から事務移管

成25

項     

年

  目 平成24年度 平

度

成25年度 平成26年

平

度 平成27年度 備  

業

成

     考

目 ○全体

2

事業期間活 接種率（6

6

5歳以上定期接種分）

年

55 52 52 52   

度

平成13年度～平成3

平

0年度標
動 49.8 4

成

9.1 51.1 48.

2

92値 単 位 ％

／指
実

標

7

績 単 位

決投 年度別事業

年

費 13,219 13,

実

度

696 15,793 1

備

9,103

資 内 特定財

 

源
算

指 訳 一般財源 13

 

,219 13,696

 

15,793 19,1

 

03

額標 他団体事業負

 

担額

  

項   

考

    目 平成24年
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成

を図りました。

【滝沢

果

市主体】 （実施に当た

や

っては教育総務課、市

効

内小中学校養護教諭と

果

連携）

）

事     

の

  業       

達

名 事業の意図やねらい

成

（成果や効果）の達成

状

状況

妊婦保健事業 【事

 

況

業意図・ねらい】妊娠

検

を契機に自身や家族の

診

食生活や日常生活につ

事

いて振り

返り、子ども

業

が生まれた後の育児の

非

イメージが出来るよう

常

支援しています。

【達

勤

成状況】母親学級（マ

職

タニティクラブ）の内

員

容を見直すことで、１

健

設

回あたり

の参加者が増

置

加し、妊婦同士の交流

事

につながりました。

継

業

続区分 会計・款・項・

【

目 平成27年度の事業

事

概要（実績）
・マタニ

業

ティクラブ：年間12

意

回（3回コース×4ク

図

ール）老人福祉センタ

・

ーで実施継続 一般・4

や

ね

款・1項・3目
。

事 

ら

   業    主 

い

   体 ・両親学級：

】

年間8回　内容は助産

各

師の講話、妊婦体験、

が

沐浴実習

健康推進課 ・

ん

婚姻届出時健康相談：

検

随時　内容は健康相談

診

【滝沢市主体】 ・母子

受

健康手帳交付：随時　

か

付

内容は母子健康手帳の

業

交付、健康相談、今後

務

の手続

きについて等

、主

事       業 

に

      名 事業の

成

意図やねらい（成果や

人

効果）の達成状況

妊婦

保

個別健康診査事業 【事

健

業意図やねらい】妊婦

で

の

健診等の助成を行うこ

窓

とで、経済的負担の軽

口

減と妊婦

の健康保持を

業

図ります。

【達成状況

務

】妊娠届出時に妊婦健

、

診及び子宮頸がん検診

検

の受診票を交付するこ

診

と

（重点事業） で、経

未

済的負担の軽減と、指

受

定医療機関で適切な妊

笑

診

婦指導が図られました

理

。

継続区分 会計・款・

由

項・目 平成27年度の

の

事業概要（実績）
・妊

回

娠届時及び転入届時に

収

、医療機関で使用でき

、

る受診票を、妊娠届出

デ

に応じて継続 一般・4

ー

款・1項・3目
妊婦健

タ

診14回以内、子宮頸

顔

処

がん検診1回以内で交

理

付し、受診のあった契

等

約医療機
事    業

を

    主    体

主

関に委託料を支出しま

な

した。

健康推進課 ・委

業

託契約できない医療機

務

関で、自己負担で妊婦

と

健診を受診した方に対

し

し、申請

【滝沢市主体

に

て

】 に応じて出産後の手

行

続きにより助成金を支

い

出しました。

・診査結

ま

果を管理し、保健指導

す

に役立てました。

。

【達成状

あ

況】各がん検診、窓口

政 ふ

業務等円滑な実施がで

れ

きました。

継続区分 会

、

計・款・項・目 平成2

互

7年度の事業概要（実

い

績）
各がん検診受付業

に

務、主に成人保健の窓

支

口業務、検診未受診理

え

由の回収、データ継続

あ

一般・4款・1項・2

う

目
処理等を主な業務と

策 ま

して行いました。
事 

ち

   業    主 

を

   体
健康推進課

【

目

滝沢市主体】

指

事  

し

     業    

ま

   名 事業の意図や

す

ねらい（成果や効果）

 

の達成状況

予防接種事

基

業非常勤職員設置事業

　
本

【事業意図・ねらい】

施

接種費用の減免申請希

策

望者への窓口対応（6

　

00人程度）を

円滑に

０

行うことができ、また

６

被接種者の接種歴デー

 

タ入力を行います。

【

 

達成状況】65歳以上

 

及び乳幼児合わせて9

笑

560人のデータ処理

　
顔

を行いました。

継続区

輝

分 会計・款・項・目 平

く

成27年度の事業概要

健

（実績）
10月から6

康

か月間、看護師を非常

づ

勤職員として任用し、

く

主にインフルエンザ予

り

防継続 一般・4款・1

へ

項・2目
接種について

の

、減免申請希望者への

　
支

窓口対応、予防接種に

援

関する電話の対応、予
事    業    主    体 防接種台帳の整備、接種券の整理等を行います。

健康推進課

【滝沢市主体】

事       業       名 事業

０

の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

思春期保健事業 【事業意

事

図・ねらい】思春期は

 

性と命の尊さを伝える

 

重要な時期であり、思

 

春期

の児童生徒がすこ

 

やかな成人期を迎えら

 

れることを目的として

 

います。　

【達成状況

２

 

】学校保健会とも調整

業

し、医師・助産師等希

 

望する講師を依頼し「

 

い

のちの大切さ」を中

 

心に講話を実施しまし

 

た。

継続区分 会計・款

 

・項・目 平成27年度

 

の事業概要（実績）
・

 

思春期保健講演会：市

名

内小・中学校の主に高

 

事

学年の児童・生徒を対

業

象として実継続 一般・

の

4款・1項・3目
施し

意

ました。
事    業

図

    主    体

や

・赤ちゃんふれあい体

ね

験事業：市の乳児健診

ら

で、中学生と健診を受

い

診する乳児と

健康推進

（

課 その保護者との交流
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平 績

目

8
算

指 訳 一般財源 25

○

,869 38,918

全

39,706 42,1

体

28

額標 他団体事業負

事

担額

業期間活 非

報

常勤職員の人数 0 0 0

告

1   平成27年度～

平

平成30年度標
動 0 0

成

0 1値 単 位 人

／指
実

標

2

績 単 位

決投 年度別事業

4

費 1,787

資 内 特定

年

財源
算

指 訳 一般財源 1

度

,787 ＜分割事業＞

～

額 「胃腸病検診事業」

成
平

から分割標 他団体事業

成

負担額

27

項  

年

     目 平成24

度

年度 平成25年度 平成

（

26年度 平成27年度

単

備       考

目

位

○全体事業期間活 非常

 

勤職員の人数 0 1 1 1

2

 

  平成27年度～平

千

成30年度標
動 0 1 1

円

1値 単 位 人

／指
実

標 績

）

単 位

決投 年度別事業費 1,118

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 1,118 ＜分割事業＞「予防接種事業」

額 から分割標 他団体事業負担額

7

項       目 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備       考

目 ○全体事業期間活 思春期の悩みを相談できる人が 76 76 76 76   平成13年度～平成2

年

9年度標 いる割合
動 0 0 0 0値 単 位 ％

／指 思春期保健講演会実施回数 14 14 15 14
実

標 0 16 13 17績 単 位 回

決投 年度別事業費 152 162 135 144

資 内 特定財源
算

指

項

訳 一般財源 152 16

 

2 135 144

額標 他

度

 

団体事業負担額

   

項       目

 

平成24年度 平成25

 

年度 平成26年度 平成

目

27年度 備     

平

  考

目 ○全体事業期

成

間活 妊娠中に不安のあ

2

る人の割合 56 60 5

事

4

8 56   平成27年

年

度～平成30年度標
動

度

0 0 0 0値 単 位 ％

／指

平

マタ二ティクラブの参

成

加者数 95 95 95 9

2

5
実

標 69 78 77 5

5

8績 単 位 人

決投 年度別

年

事業費 473 354 3

度

38 359

資 内 特定財

平

源
算

指 訳 一般財源 47

業

成

3 354 338 359

2

額標 他団体事業負担額

6年度

項     

平

  目 平成24年度 平

成

成25年度 平成26年

2

度 平成27年度 備  

7

     考

目 ○全体

年

事業期間活 妊婦一般健

実

度

康診査初回受診率 10

備

0 100 100 100

 

  平成27年度～平

 

成30年度標
動 100

 

97 96 97値 単 位 ％

 

／指
実

標 績 単 位

決投 年

 

度別事業費 38,23

 

7 38,918 39,

 

706 42,128

資

考

内 特定財源 12,36
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成

業 【事業意図・ねらい

果

】子どものすこやかな

や

成長をめざし、各育児

効

支援事業を通じ

、子育

果

て不安の軽減と虐待予

）

防を図ります。

【達成

の

状況】家庭訪問や各種

達

事業を実施し、情報提

成

供や相談の場を設け不

状

安軽減

（重点事業） を

 

況

図り、関係課と連携し

乳

虐待予防に努めました

幼

。

継続区分 会計・款・

児

項・目 平成27年度の

保

事業概要（実績）
・妊

健

産婦、乳幼児訪問指導

事

：延べ1,148件継

業

続 一般・4款・1項・

【

3目
・子育て支援の教

事

室・相談：①離乳食教

健

業

室（ぴよぴよ広場）1

意

2回延べ115組②わ

図

事    業    

・

主    体 んぱく広

ね

場（1～5歳）12回

ら

延べ194組③遊びの

い

広場60回延べ1,8

】

60組

健康推進課 ・発

疾

育・発達に関する相談

病

の機会：①子育てダイ

や

や

ヤル205件②すこや

異

か健康相談1

【滝沢市

常

主体】 2回延べ118

の

件③育児相談延べ65

早

件

・療育事業：①幼児

期

教室24回164組②

発

わくわくクラブ12回

見

延べ56組

、

事   

早

    業     

か

期

  名 事業の意図やね

対

らい（成果や効果）の

応

達成状況

特定不妊治療

へ

助成事業 【事業意図・

と

ねらい】特定不妊治療

つ

(体外受精及び顕微授

な

精)を受ける夫婦に対

げ

し

、その治療費の一部

ま

を助成することにより

す

経済的負担の軽減を図

で

。

ります。

【達成状況】

【

特定不妊治療を受けた

達

夫婦32組に対し、そ

成

の治療費の一部を助成

状

す

ることにより経済的

況

負担の軽減を図りまし

】

た。

継続区分 会計・款

医

・項・目 平成27年度

師

の事業概要（実績）
夫

を

婦いずれか一方が滝沢

笑

は

市民である法律上の婚

じ

姻をしている夫婦で、

め

岩手県の「継続 一般・

と

4款・1項・3目
不妊

す

に悩む方への特定治療

る

支援事業」の交付決定

関

を受けた方を対象とし

係

、夫婦1
事    業

職

    主    体

種

組に対して、1回の治

顔

と

療につき治療に要した

の

費用から岩手県の助成

連

金を控除した

健康推進

携

課 額の2分の1と10

を

万円を比較して少ない

図

ほうを助成金額とし、

り

32人（実人員）に助

、

【滝沢市主体】 成しま

疾

した。

病

事     

に

や

  業       

異

名 事業の意図やねらい

常

（成果や効果）の達成

の

状況

地域保健推進事業

早

平成24年度事業実績

期

報告書参照

継続区分 会

発

計・款・項・目 平成2

見

7年度の事業概要（実

、

績）
平成24年度完了

早

事業完了 一般

事   

あ

期

 業    主   

対

 体
健康推進課

【協働

応

事業】

自治会等

へとつなげまし

政 ふ

た。また、虐待防止の

れ

観点から保護者の育児

、

不安解

（重点事業） 消

互

への支援に努めました

い

。

継続区分 会計・款・

に

項・目 平成27年度の

支

事業概要（実績）
<集

え

団乳児健診>対象：3

あ

～4か月、9～10か

う

月児　年間27回市内

策 ま

2会場　内容：問診継

ち

続 一般・4款・1項・

を

3目
・保健指導、身体

目

計測、内科健診、栄養

指

相談・離乳食指導、栄

し

養士講話（おやつ
事 

ま

   業    主 

す

   体 、手づかみ食

 

べ）、歯科講話、歯科

基

個別相談

健康推進課 <

　
本

個別乳児健診>対象：

施

1～2か月、6～7か

策

月、1歳～1歳2か月

　

　医療機関委託

【滝沢

０

市主体】 <歯科健診>

６

対象：1歳児（集団）

 

年間12回　内容：歯

 

科診察、歯科指導、栄

 

養講

話・相談 対象：

笑

2歳児（個別）内容：

　
顔

歯科診察、歯科指導

輝く

事       業 

健

      名 事業の

康

意図やねらい（成果や

づ

効果）の達成状況

１歳

く

６か月児・３歳児健康

り

診査事業 【事業意図・

へ

ねらい】疾病、発育・

の

発達遅滞等の児を早期

　
支

に発見し、適切な治療

援

と、育児指導を行い、幼児の健康の保持・増進を図ることを目的としています。

【達成状況】医師等による総合的評価により、適切な医療・支援に結びついてい

ます。育児不安については、早期対応等

０

による継続支援につなげました。

継続区分 会計・款・項・目 平成2

事

7年度の事業概要（実

 

績）
・1歳6か月児健

 

康診査では、年間17

 

回実施しました。健診

 

内容は、内科診察、歯

 

継続 一般・4款・1項

 

・3目
科健診・指導（

２

 

希望者フッ素塗布）、

業

問診、計測、保健指導

 

、 栄養相談、心理
事

 

    業    主

 

    体 相談です。

 

健康推進課 ・3歳児健

 

康診査は、年間17回

 

実施しました。内容は

 

内科診察、歯科健診・

名

指導

【滝沢市主体】 （

 

事

希望者フッ素塗布）、

業

問診、計測、保健指導

の

、 栄養相談、心理相

意

談、尿検査

、視力・聴

図

力検査です。

や

事  

ね

     業    

ら

   名 事業の意図や

い

ねらい（成果や効果）

（

の達成状況

育児支援事
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平 績

目

0 60   平成27年

○

度～平成31年度標 員

全

）
動 0 0 0 32値 単 位

体

人

／指 特定不妊治療助

事

成申請者（延べ 0 0 0

業

60
実 人員）

標 0 0 0

期

32績 単 位 ○特定財源

間

決   まち・ひと・し

活

ごと創生総合投 年度別

乳

事業費 2,927   

報

幼

戦略及び地域住民生活

児

等緊急
  支援のため

健

の交付金【国】資 内 特

診

定財源 2,927
算  

（

 
  指 訳 一般財源 平

3

成27年度実施平成2

～

6年度繰越

額 明許費6

4

,000千円標 他団体

か

事業負担額

月

告

）

項

受

       目 平成

診

24年度 平成25年度

率

平成26年度 平成27

9

年度 備       

7

考

目 ○全体事業期間活

9

実施自治会数(単年度

7

） 3   平成10年度

9

～平成24年度標
動 1

7

値 単 位 か所

／指 実施自

平

9

治会数（延） 15
実

標

7

14績 単 位 か所

決投 年

 

度別事業費 90

資 内 特

 

定財源
算

指 訳 一般財源

平

90

額標 他団体事業負

成

担額

27年度

成

～平成30年度標
動 9

2

7.6 97.7 97.

4

4 96.8値 単 位 ％

／

年

指 かかりつけ歯科医の

度

ある人の割 25 30 2

～

8 25
実 合（2歳児歯

成
平

科）
標 17.1 14.

成

3 13.9 19.7績

2

単 位 ％

決投 年度別事業

7

費 12,784 12,

年

544 13,013 1

度

2,997

資 内 特定財

（

源
算

指 訳 一般財源 12

単

,784 12,544

位

13,013 12,9

 

97

額標 他団体事業負

2

 

担額

千円

項   

）

    目 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備       考

目 ○全体事業期間活 3歳児健康診査受診率 97 97 97 97   平成2

7

7年度～平成30年度標
動 96.4 96.9 97.2 97.5値 単 位 ％

／指 1歳6か月児健診受診率 97 97 98 98
実

標 97.8 98.1 96.3 98.2績 単 位 ％

決投 年度別事業費 4,144 4,296 4,091 4,

年

450

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 4,144 4,296 4,091 4,450

額標 他団体事業負担額

項       目 平

項

成24年度 平成25年

 

度 平成26年度 平成2

度

 

7年度 備      

 

 考

目 ○全体事業期間

 

活 子育ての悩みや不安

 

を相談でき 68 69 6

 

9 69   平成10年

 

度～平成30年度標 る

目

人がいる（いた）割合

平

動 61.9 64.8 5

成

6.2 58.1値 単 位

2

％

／指 妊産婦･乳幼児

事

4

訪問指導延件数 1,4

年

00 1,300 1,3

度

00 1,400
実

標 1

平

,290 1,282 1

成

,369 1,148績

2

単 位 件 ○特定財源

決  

5

 ・保育緊急確保事業

年

費補助金投 年度別事業

度

費 9,096 8,86

平

2 8,970 7,97

業

成

5   （対象事業費）

2

×（国1/3、
  県

6

1/3）資 内 特定財源

年

1,400 1,019

度

1,266 1,300

平

算   ・母子保健衛生

成

費補助【国】
  (1

2

/2)指 訳 一般財源 7

7

,696 7,843 7

年

,704 6,675

額

実

度

標 他団体事業負担額

備  

項      

 

 目 平成24年度 平成

 

25年度 平成26年度

 

平成27年度 備   

 

    考

目 ○全体事

 

業期間活 特定不妊治療

考

助成申請者（実人 0 0
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成果や効果）の達成状

 

況

任意予防接種事業 平

健

成24年度事業実績報

や

告書参照

継続区分 会計

か

・款・項・目 平成27

で

年度の事業概要（実績

笑

）
平成24年度完了事

顔

業完了 一般

事    

に

業    主    

あ

体
健康推進課

【滝沢市

政 ふ

主体】

れ

事     

、

  業       

互

名 事業の意図やねらい

い

（成果や効果）の達成

に

状況

検診未受診者把握

支

補助員緊急雇用事業 平

え

成24年度事業実績報

あ

告書参照

継続区分 会計

う

・款・項・目 平成27

策 ま

年度の事業概要（実績

ち

）
平成24年度完了事

を

業完了 一般

事    

目

業    主    

指

体
健康推進課

【滝沢市

し

主体】

小  

ま

          

す

          

 

       計

 政

基

策　　　０２   健

　
本

やかで笑顔にあふれ、

施

互いに支えあうまちを

策

目指します
 基本施策

　

　０７   安心でき

０

る暮らしの実現

６

基本施

 

策が４年間でめざす姿

 

市民が幸せを感じなが

 

ら暮らすためには、心

笑

身の健康と経済的安定

　
顔

が保障されていること

輝

が必要です。心身の健

く

康には、市

民一人一人

健

が自分の健康状態を把

康

握し、健康づくりに取

づ

り組むことができるこ

く

と、病気やけがで治療

り

が必要となったときは

へ

、安心して医療を受け

の

ることができる制度が

　
支

あることです。また、

援

経済的安定には、老後や万が一の場合に、年金という経

済的基盤が確保されることが必要です。必要な医療を受けることができ、また老後や万が一の場合に経済的安定が保障され

ることで、市民一人一

０

人が健やかに安心して暮らせる状態を目指します。

基本計画期間内

事

の取り組みと方針のう

 

ち、平成27年度の重

 

点課題の達成（実現）

 

状況

Ｂ 概ね達成した

【

 

重点課題】

国保特定健

 

康診査・特定保健指導

 

の実施率向上、医療費

２

 

助成の拡大と現物給付

業

化、国民年金制度改正

 

の周知と年金受給権確

 

保の支援

【重点課題に

 

対応した達成状況】

国

 

保特定健康診査・特定

 

保健指導の実施率は目

 

標値に達しなかったも

 

のの毎年着実に上昇し

名

ています。医療費助成

 

事

では、小

学生の入院医

業

療費助成を新たに開始

の

しました。国民年金は

意

、制度周知と支援によ

図

り納付率が上昇しまし

や

た。

ねらい（
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平 績

目

の実施率向上など医療

○

費適正化を行う必要が

全

あります。

・医療費助

体

成の拡大には財政状況

事

により左右される部分

業

があり、近隣市町の動

期

向に注目しながら検討

間

する必要があります。

活

・年金受給権確保のた

ヒ

めに、各種手続きの支

報

ブ

援と啓発を継続実施す

ワ

る必要があります。

クチン接種者数 1

告

,069   平成23

平

年度～平成24年度標

成

動 1,069値 単 位 人

2

／指 子宮頸がん予防ワ

4

クチン接種者 379
実

年

数
標 379績 単 位 人

決

度

投 年度別事業費 54,

～

753

資 内 特定財源 2

成
平

7,375
算

指 訳 一般

成

財源 27,378

額標

2

他団体事業負担額

7年度

項       

（

目 平成24年度 平成2

単

5年度 平成26年度 平

位

成27年度 備    

 

   考

目 ○全体事業

2

 

期間活   平成24年

千

度～平成24年度標
動

円

値 単 位

／指
実

標 績 単 位

）

決投 年度別事業費 1,767

資 内 特定財源 1,767
算

指 訳 一般財源

額標 他団体事業負担額

項       目 平

7

成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備       考

決投 年度別事業費 321,703 300,505 310,914 348,913

資 内 特定財源 66,960 22,692 21,521 27,918
算

指

年

訳 一般財源 254,743 277,813 289,393 320,995

額標 他団体事業負担額

（単位  千円）

基本施策目標の達成（実現）に向けた計

項

画期間内の取り組みと

 

方針についての達成（

度

 

実現）状況

Ｂ 概ね達成

 

した

・国民健康保険特

 

定健康診査と特定保健

 

指導の実施率は、目標

 

値には到達しませんで

 

したが、受診向上対策

目

により毎年実施

率は向

平

上しており、医療費適

成

正化に寄与しつつあり

2

ます。

・安心して医療

事

4

が受けられるよう、各

年

種医療費費の助成を行

度

い、小学生卒業までの

平

入院医療費を助成対象

成

としたことにより

、対

2

象者の経済的負担を軽

5

減することができまし

年

た。

・国民年金被保険

度

者に各種届出や給付相

平

談を支援するとともに

業

成

、市広報に年１４回掲

2

載やチラシ配布により

6

制度の周知に努

めまし

年

た。

平成29年度方針

度

策定に際し、今後の方

平

向性や引継課題

Ｂ 課題

成

あり

【今後の方向性】

2

・国保広域化への対応

7

と準備への取り組みを

年

適切に行います。

・医

実

度

療費助成の拡大につい

備

ての検討に取り組みま

 

す。

・年金受給権の確

 

保に向け、制度の周知

 

と年金受給権確保の支

 

援に継続して取り組み

 

ます。

【引継ぎ課題】

 

・国保広域化の準備を

 

行うとともに、特定健

考

康診査・特定保健指導
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や

けられるように支援し

効

ました。

継続区分 会計

果

・款・項・目 平成27

）

年度の事業概要（実績

の

）
対象：妊娠5か月に

達

達する月の初日から、

成

出産した翌月末までの

状

妊産婦継続 一般・3款

況

・1項・8目
内容：外

国

来1月1診療機関1,

 

民

500円、入院1月1

年

診療機関5,000円

金

を超えた医療費を給
事

事

    業    主

務

    体 付しました

【

。但し、受給者及びそ

事

の保護者等が市町村民

業

税非課税の場合は、受

意

給

保険年金課 者負担な

図

しで給付しました。

【

健

・

滝沢市主体】

ね

事  

ら

     業    

い

   名 事業の意図や

】

ねらい（成果や効果）

生

の達成状況

医療費助成

活

窓口相談員設置事業 【

を

事業意図・ねらい】来

支

庁する対象者等に対し

え

て、制度の説明を行う

や

る

とともに、

受給者証の

年

発行、各種申請・届出

金

の受付を行います。

【

の

達成状況】各種手続き

受

が円滑に行われました

給

。

継続区分 会計・款・

権

項・目 平成27年度の

確

事業概要（実績）
来庁

保

する対象者等に対して

を

、制度の説明を行うと

か

支

ともに、受給者証の発

援

行、各種新規 一般・3

し

款・1項・8目
申請・

ま

届出の受付を行いまし

す

た。
事    業  

。

  主    体
保険

【

年金課

【滝沢市主体】

達成

事       業

状

       名 事業

で

況

の意図やねらい（成果

】

や効果）の達成状況

乳

制

幼児医療費給付事業 【

度

事業意図・ねらい】子

改

育て期の中で比較的医

正

療を受ける機会が多い

記

対象者に対

して、医療

事

費を助成することによ

を

り経済的負担を軽減し

広

ます。

【達成状況】医

笑

報

療費を助成することに

紙

より乳幼児の健全な育

へ

成のため、安心して

（

年

重点事業） 医療が受け

1

られるように支援しま

4

した。

継続区分 会計・

回

款・項・目 平成27年

掲

度の事業概要（実績）

載

対象：出生の日から就

、

学前の乳幼児継続 一般

顔

年

・3款・2項・5目
内

金

容：出生から3歳に達

個

する月まで及び保護者

人

等が市町村民税非課税

情

の場合は、
事    

報

業    主    

流

体 受給者負担はなしで

出

給付しました。3歳に

関

達する月の翌月から就

連

学前の乳幼児に

保険年

に

の

金課 は、外来1月1診

防

療機関750円、入院

犯

1月1診療機関2,5

啓

00円を超えた医療費

発

を給付し

【滝沢市主体

チ

】 ました。

ラシを年

あ

1回配付しました。ま

政 ふ

た、窓口対応充実のた

れ

め、国民年金窓口相

談

、

員を設置することで、

互

納付率は前年度比1.

い

5％向上しました。

継

に

続区分 会計・款・項・

支

目 平成27年度の事業

え

概要（実績）
・国民年

あ

金の各種相談継続 一般

う

・3款・1項・3目
・

策 ま

国民年金の各種届出、

ち

申請、請求の受付と進

を

達
事    業   

目

 主    体 ・国民

指

年金制度の広報（広報

し

たきざわへの記事掲載

ま

など15回）

保険年金

す

課

【他団体事業主体】

 

日本年金機構

基

事  

　
本

     業    

施

   名 事業の意図や

策

ねらい（成果や効果）

　

の達成状況

重度心身障

０

害者医療費給付事業 【

７

事業意図・ねらい】必

 

然的に医療を受ける機

 

会が多い対象者に対し

 

て、医療費

を助成する

安

ことにより経済的負担

　
心

を軽減します。

【達成

で

状況】医療費を助成す

き

ることにより安心して

る

医療が受けられるよう

暮

に支援

（重点事業） し

ら

ました。

継続区分 会計

し

・款・項・目 平成27

の

年度の事業概要（実績

実

）
対象：身体障害者福

現

祉法に規定する障がい

　

の程度が1・2級・療育手帳A・障害基継続 一般・3款・1項・8目
礎年金1級・特別児童扶養手当1級に該当又は所持している方。　

事    業    主    体 内容：外来1月1診療機関1,500円、入院1月

０

1診療機関5,000

事

円を超えた医療費を給

 

保険年金課 付しました

 

。受給者が3歳から6

 

歳（就学前）にある場

 

合は、それぞれ半額の

 

750

【滝沢市主体】

 

円、2,500円を超

 

えた医療費を給付しま

業

した。3歳に達する月

２

 

まで並びに受給者及

び

 

その保護者等が市町村

 

民税非課税の場合は、

 

受給者負担なしで給付

 

しました。

 

事   

 

    業     

名

  名 事業の意図やね

事

らい（成果や効果）の

業

達成状況

妊産婦医療費

 

の

給付事業 【事業意図・

意

ねらい】必然的に医療

図

を受ける機会が多い対

や

象者に対して、医療費

ね

を助成することにより

ら

経済的負担を軽減しま

い

す。

【達成状況】医療

（

費を助成することによ

成

り母体の健康維持のた

果

めに安心して医療

が受
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平 績

目

1,602 ＜新規事業

○

＞

額標 他団体事業負担

全

額

体事

項    

業

   目 平成24年度

期

平成25年度 平成26

間

年度 平成27年度 備 

活

      考

目 ○全

国

体事業期間活 対象者数

報

民

2,766 3,500

年

3,510 3,276

金

  昭和48年度～平

制

成30年度標
動 2,8

度

50 3,307 3,2

の

49 2,616値 単 位

広

人

／指
実

標 績 単 位 ○特

報

定財源

決   乳幼児医

1

療費補助金【県】投 年

3

度別事業費 80,24

告

1

7 81,248 85,

3

684 93,485  

1

 （乳幼児の扶助費か

3

ら高額療
  養費収入

1

を引いた額の1/2）

3

資 内 特定財源 33,8

 

06 30,259 32

 

,019 32,246

昭

算   
  指 訳 一般財

和

源 46,441 50,

平

3

989 53,665 6

6

1,239

額標 他団体

年

事業負担額

度～平成30年

成

度標
動 12 12 13 1

2

5値 単 位 回

／指
実

標 績

4

単 位 ○特定財源

決   

年

国民年金費委託金【国

度

】投 年度別事業費 4,

～

393 2,480 4,

成
平

320 2,685   

成

  資 内 特定財源 3,

2

551 1,655 4,

7

320 2,685
算  

年

 
  指 訳 一般財源 8

度

42 825

額標 他団体

（

事業負担額

単位

項

 

       目 平成

2

 

24年度 平成25年度

千

平成26年度 平成27

円

年度 備       

）

考

目 ○全体事業期間活 対象者数 985 992 997 1,013   昭和48年度～平成30年度標
動 989 994 1,009 1,020値 単 位 人

／指
実

標 績

7

単 位 ○特定財源

決   重度心身障害者医療費補助金投 年度別事業費 103,253 106,821 104,919 99,341   【県】（重度心身障がい者の
  扶助費から高額療養費収入を資 内 特定財源 56,426 5

年

8,261 61,238 59,095
算   引いた額の1/2）

  指 訳 一般財源 46,827 48,560 43,681 40,246

額標 他団体事業負担額

項 

項    

度

 

   目 平成24年度

 

平成25年度 平成26

 

年度 平成27年度 備 

 

      考

目 ○全

 

体事業期間活 対象者数

 

258 250 255 2

目

47   昭和48年度

平

～平成30年度標
動 2

成

48 235 242 23

2

5値 単 位 人

／指
実

標 績

事

4

単 位 ○特定財源

決   

年

妊産婦医療費補助金【

度

県】投 年度別事業費 1

平

4,593 16,20

成

4 13,986 11,

2

731   （妊産婦の

5

扶助費から高額療
  

年

養費収入を引いた額の

度

1/2）資 内 特定財源

平

8,577 8,803

業

成

7,721 6,759

2

算   
  指 訳 一般財

6

源 6,016 7,40

年

1 6,265 4,97

度

2

額標 他団体事業負担

平

額

成2

項    

7

   目 平成24年度

年

平成25年度 平成26

実

度

年度 平成27年度 備 

備

      考

目 ○全

 

体事業期間活 受付件数

 

0 0 0 1,350   

 

平成27年度～平成3

 

0年度標
動 0 0 0 1,

 

380値 単 位 件

／指
実

 

標 績 単 位

決投 年度別事

 

業費 1,602

資 内 特

考

定財源
算

指 訳 一般財源
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や

業意図・ねらい】小学

効

生の入院の医療費を助

果

成することにより、家

）

庭の経済

的負担を軽減

の

します。

【達成状況】

達

医療費を助成すること

成

により、小学生の健全

状

な育成のため、安心し

況

て医療が受けられるよ

ひ

うに支援しました。

継

 

と

続区分 会計・款・項・

り

目 平成27年度の事業

親

概要（実績）
対象：小

家

学生新規 一般・3款・

庭

2項・5目
内容：入院

医

の医療費について、1

療

月1診療機関5,00

費

0円を超えた医療費を

給

給付しま
事    業

付

    主    体

健

事

した。

保険年金課

【滝

業

沢市主体】

【

事   

事

    業     

業

  名 事業の意図やね

意

らい（成果や効果）の

図

達成状況

特定健康診査

・

等事業 【事業意図・ね

ね

らい】特定健康診査と

ら

特定保健指導の実施に

や

い

より、生活習慣病と

、

】

その予備軍の早期発見

比

、疾病予防と生活習慣

較

病の改善を支援します

的

。

【達成状況】平成2

所

7年度の実績値は、法

得

定報告値確定前の数値

の

のため、実際の数

値よ

低

り低くなっていますが

い

、目標の数値までは至

か

ひ

っていない状況です。

と

継続区分 会計・款・項

り

・目 平成27年度の事

親

業概要（実績）
　厚生

家

労働省令「特定健康診

庭

査・特定保健指導の実

に

施に関する基準」に定

対

められ継続 国保・8款

し

・1項・1目
ている内

て

容により実施しました

で

、

。
事    業   

医

 主    体 ・対象

療

：40歳以上の国保被

費

保険者

保険年金課 ・健

を

診内容：基本的健診項

助

目、詳細な健診項目

【

成

滝沢市主体】 ・保健指

す

導：検査結果等により

る

積極的支援及び動機付

こ

け支援となった者へ栄

笑

と

養・

運動等の保健指導

によ

事       業

り

       名 事業

経

の意図やねらい（成果

済

や効果）の達成状況

若

的

年者健康診査助成事業

負

【事業意図・ねらい】

担

自らの健康状態を把握

を

する機会の提供がない

顔

軽

若者を対象に

、健診受

減

診機会を提供し、健康

し

づくりへの意識の醸成

ま

を図ります。

【達成状

す

況】受診率は、対象者

。

の7.9％に止まりま

【

したが、要精査及び要

達

観察の

割合は、44.

成

5％あり、生活習慣病

状

等疾病の早期発見につ

に

況

ながりました。

継続区

】

分 会計・款・項・目 平

医

成27年度の事業概要

療

（実績）
自らの健康福

費

祉部状態を把握する機

を

会の提供がない若者を

助

対象に、生涯にわたる

成

継続 国保・8款・2項

す

・2目
健康の確保を目

る

指して、健診受診の機

あ

こ

会を提供することで、

と

疾病の早期発見や健
事

に

    業    主

よ

    体 康づくりへ

り

の意識の向上とともに

経

、安心できる生活の実

済

現へ支援することがで

的

き

保険年金課 ました。

負

【滝沢市主体】

担

政 ふ

を軽減して、安心して

れ

医療

（重点事業） が受

、

けられるように支援し

互

ました。

継続区分 会計

い

・款・項・目 平成27

に

年度の事業概要（実績

支

）
対象：配偶者のない

え

女子及び男子で、18

あ

歳に達する日以降最初

う

の3月31日までの継

策 ま

続 一般・3款・2項・

ち

5目
間にある児童を養

を

育している方とその児

目

童及び父母のいない児

指

童
事    業   

し

 主    体 内容：

ま

外来1月1診療機関1

す

,500円、入院1月

 

1診療機関5,000

基

円を超えた医療費を給

　
本

保険年金課 付しました

施

。3歳から6歳（就学

策

前）の児童には、外来

　

1月1診療機関750

０

円、入院1

【滝沢市主

７

体】 月1診療機関2,

 

500円を超えた医療

 

費を給付しました。ま

 

た、3歳に達する月ま

安

で

及び保護者等が市町

　
心

村民税非課税の場合は

で

、受給者負担なしで給

き

付しました。

る

事  

暮

     業    

ら

   名 事業の意図や

し

ねらい（成果や効果）

の

の達成状況

養育医療費

実

給付事業 【事業意図・

現

ねらい】身体の発達が

　

未熟のまま出生し入院が必要な乳児に対して

、保険診療及び食事療養費分を公費負担として給付します。

【達成状況】医療費等を助成することにより経済的負担を軽減して、対象児が必

要な医療を受けることができるように

０

支援しました。

継続区

事

分 会計・款・項・目 平

 

成27年度の事業概要

 

（実績）
対象：身体の

 

発育が未熟のまま出生

 

し入院が必要な乳児で

 

あって、正常児の出生

 

継続 一般・3款・2項

 

・5目
時に有する諸機

業

能を得るに至るまでの

２

 

児童
事    業  

 

  主    体 内容

 

：当該乳児が属する世

 

帯には市町村民税所得

 

割額に応じた受給者負

 

担があり

保険年金課 ま

 

すが、保険診療及び食

名

事療養費分の1／2を

事

国が、1／4を県が、

業

1／4を市町村が

【滝

 

の

沢市主体】 負担しまし

意

た。市町村は、受給者

図

負担の徴収に係る事務

や

も執り行いました。

ねら

事       業 

い

      名 事業の

（

意図やねらい（成果や

成

効果）の達成状況

小学

果

生医療費給付事業 【事
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平 績

目

単 位 ％ ○特定財源

決  

○

 特定健康診査等負担

全

金投 年度別事業費 44

体

,006 45,503

事

46,786 48,2

業

25   【国】基準額

期

の1/3以内(予算
 

間

 以内)資 内 特定財源

活

14,736 14,2

対

14 15,830 16

報

象

,149
算   【県】

者

基準額の1/3以内(

数

予算
  以内)指 訳 一

1

般財源 29,270 3

,

1,289 30,95

1

6 32,076 【特別

8

会計】

額標 他団体事業

2

負担額

1,

項  

告

2

     目 平成24

3

年度 平成25年度 平成

9

26年度 平成27年度

1

備       考

目

,

○全体事業期間活 実施

2

率 0 3 6 9   平成2

8

5年度～平成30年度

9

標
動 0 5.8 7 7.9

1

値 単 位 ％

／指
実

標 績 単

,

位

決投 年度別事業費 1

平

3

,006 1,160 1

5

,334

資 内 特定財源

8

63
算

指 訳 一般財源 1

 

,006 1,097 1

 

,334 【特別会計】

平

額標 他団体事業負担額

成22年

成

度～平成30年度標
動

2

1,180 1,254

4

1,274 1,270

年

値 単 位 人

／指
実

標 績 単

度

位 ○特定財源

決   ひ

～

とり親家庭医療費補助

成
平

金【投 年度別事業費 2

成

1,897 22,94

2

6 22,675 23,

7

221   県】（ひと

年

り親家庭の扶助費
  

度

から高額療養費収入を

（

引いた資 内 特定財源 1

単

0,709 11,31

位

6 11,227 11,

 

436
算   額の1/

2

 

2）
  指 訳 一般財源

千

11,188 11,6

円

30 11,448 11

）

,785

額標 他団体事業負担額

項       目 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年

7

度 備       考

目 ○全体事業期間活 対象件数 0 56 56 40   平成25年度～平成30年度標
動 0 11 15 18値 単 位 件

／指
実

標 績 単 位 ○特定財源

決   養育医療給付事業費国庫負担投 年度別事業費 2,874 4,

年

122 5,750   金【国】（1/2）、養育医療
  給付事業費県負担金【県】（資 内 特定財源 2,313 2,246 3,745

算   1/4）、養育医療受益者負担
  金

項

指 訳 一般財源 561 1

 

,876 2,005

額

度

 

標 他団体事業負担額

   

項      

 

 目 平成24年度 平成

 

25年度 平成26年度

目

平成27年度 備   

平

    考

目 ○全体事

成

業期間活 対象者数 0 0

2

0 20   平成25年

事

4

度～平成30年度標
動

年

0 0 0 38値 単 位 人

／

度

指
実

標 績 単 位 ○特定財

平

源

決   小学生医療費

成

補助金【県】(投 年度

2

別事業費 1,622  

5

 小学生入院分の扶助

年

費から高
  額療養費

度

収入を引いた額の1/

平

資 内 特定財源 679
算

業

成

  2）
  指 訳 一般

2

財源 943 ＜新規事業

6

＞

額標 他団体事業負担

年

額

度 平

項    

成

   目 平成24年度

2

平成25年度 平成26

7

年度 平成27年度 備 

年

      考

目 ○全

実

度

体事業期間活 特定健康

備

診査の実施率 65 48

 

51 54   平成20

 

年度～平成30年度標

 

動 43.3 46.6 4

 

6.8 42.5値 単 位

 

％

／指 特定保健指導の

 

実施率 45 29 36 4

 

4
実

標 21.2 16.

考

6 24.3 25.3績

-101-



  

や効果）の達成状況

国

 

民健康保険 【事業意図

健

・ねらい】国民健康保

や

険の健全な運営を確保

か

し、被保険者の疾病、

で

負

傷等に関して必要な

笑

保険給付を行い、被保

顔

険者の健康保持に努め

に

ます。

【達成状況】国

あ

民健康保険適切な財政

政 ふ

運営を行うとともに、

れ

被保険者の健康の保

持

、

に寄与しました。

継続

互

区分 会計・款・項・目

い

平成27年度の事業概

に

要（実績）
国民健康保

支

険法に基づき、国民健

え

康保険被保険者を対象

あ

として、保険給付を行

う

い継続 国保
ました。

事

策 ま

    業    主

ち

    体
保険年金課

を

【滝沢市主体】

目

事 

指

      業   

し

    名 事業の意図

ま

やねらい（成果や効果

す

）の達成状況

後期高齢

 

者医療保険窓口相談員

基

設置事 【事業意図・ね

　
本

らい】来庁する被保険

施

者に対して、制度の説

策

明を行うとともに、

被

　

保険者証の発行、各種

０

申請・届出の受付を行

７

います。
業 【達成状況

 

】各種手続きが円滑に

 

行われました。

継続区

 

分 会計・款・項・目 平

安

成27年度の事業概要

　
心

（実績）
来庁する被保

で

険者等に対して、制度

き

の説明を行うとともに

る

、被保険者証の発行、

暮

新規 後高・1款・1項

ら

・1目
各種申請・届出

し

の受付を行いました。

の

事    業    

実

主    体
保険年金

現

課

【滝沢市主体】

　

事       業       名 事業の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

後期高齢者医療制度 【事業意図・ねらい】高齢者の医療の確保に関する法律(昭和５７年法律第８０

号)に基づき後期

０

高齢者に対する適切な

事

医療の給付を行います

 

。

【達成状況】後期高

 

齢者に対する適切な医

 

療の給付を行い、健康

 

の保持に寄与し

ました

 

。

継続区分 会計・款・

 

項・目 平成27年度の

 

事業概要（実績）
後期

業

高齢者に対する適切な

２

 

医療の給付等を行いま

 

した。継続 後高

事  

 

  業    主  

 

  体
保険年金課

【協

 

働事業】

岩手県後期高

 

齢者医療広域連合

 

小       

名

          

事

          

業

  計

 ０２ 

 

の

  健やかで笑顔にあ

意

ふれ、互いに支えあう

図

まちを目指します

やねらい（成果
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平 績

目

24年度 平成25年度

○

平成26年度 平成27

全

年度 備       

体

考

決投 年度別事業費 1

事

1,938,591 1

業

2,506,275 1

期

3,901,209 1

間

5,140,146

資

活

内 特定財源 7,813

 

,245 8,757,

報

 

006 9,134,6

昭

74 9,966,67

和

3
算

指 訳 一般財源 4,

3

125,346 3,7

4

49,269 4,76

年

6,535 5,173

度

,473

額標 他団体事

～

業負担額

平成

告

30年度標
動 値 単 位

／

平

指
実

標 績 単 位 ○特定財

成

源

決   療養給付費等

2

負担金【国】(3投 年

4

度別事業費 4,843

年

,590 4,999,

度

014 5,311,0

～

31 6,064,13

成
平

8   2/100)、

成

財政調整交付金【国
 

2

 】(9/100)、

7

岩手県財政調整資 内 特

年

定財源 3,449,6

度

68 4,085,66

（

1 3,705,261

単

4,452,558
算

位

  交付金【県】(9

 

/100)　他
  指

2

 

訳 一般財源 1,393

千

,922 913,35

円

3 1,605,770

）

1,611,580 【特別会計】

額標 他団体事業負担額

項       目 平成24年度 平成25年度

7

平成26年度 平成27年度 備       考

目 ○全体事業期間活 受付件数 0 0 0 1,540   平成27年度～平成30年度標
動 0 0 0 1,770値 単 位 件

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費 1,748

資 内 特定財源
算

指 訳

年

一般財源 1,748 【特別会計】

額 ＜新規事業＞標 他団体事業負担額

項       目 平成24年度 平成25年度 平成26

項

年度 平成27年度 備 

 

      考

目 ○全

度

 

体事業期間活   平成

 

20年度～平成30年

 

度標
動 値 単 位

／指
実

標

 

績 単 位 ○特定財源

決  

 

 保険料還付金、還付

 

加算金【投 年度別事業

目

費 254,790 27

平

2,716 301,4

成

72 313,196  

2

 その他】
  資 内 特

事

4

定財源 252 172 2

年

89 307
算   

  

度

指 訳 一般財源 254,

平

538 272,544

成

301,183 312

2

,889 【特別会計】

5

額標 他団体事業負担額

年度

項

平

       目 平成

業

成

24年度 平成25年度

2

平成26年度 平成27

6

年度 備       

年

考

決投 年度別事業費 5

度

,366,769 5,

平

550,812 5,8

成

96,155 6,66

2

8,078

資 内 特定財

7

源 3,577,725

年

4,212,654 3

実

度

,840,214 4,

備

585,659
算

指 訳

 

一般財源 1,789,

 

044 1,338,1

 

58 2,055,94

 

1 2,082,419

 

額標 他団体事業負担額

  

項

考

       目 平成
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する情報提供を行い雇

用の拡大を図りました。

継続区分 会計・款・項・目 平成27年度の事業概要（実績）
・出稼ぎ労働者が安心して働ける環境づくりのための出稼ぎ相談事業継続 一般・5款・1項・1目
・滝沢市生活安定

 

資金の貸付
事    業    主    体 ・関係制度の周知

商工観光課 ・盛岡地域雇用開発協会負担金　179,000円

【滝沢市主体】 ・岩手中央職業訓練協会負担金　100,000円

次代

計画のビジョン（

を

政策が実現できたとき

担

の状態）

目指すまちの

う

姿は「雇用環境が充実

若

し、みんなが安心して

者

活き活きと働けるまち

が

」です。このため、滝

政 育

沢市の特性や強みを

活

ち

かし、地域資源を活用

、

して顧客ニーズに応じ

新

た価値の創造や、産学

た

官連携や異業種連携を

な

推進し、競争力の高い

価

産業の育

成を目指しま

値

す。この結果、雇用拡

の

大と産業振興を図り、

創

次代を担う若者が育ち

策 造

、新たな価値の創造に

に

挑戦するまちを目指

し

挑

ます。

政策目標値の達

戦

成状況

基準値 上：戦略

す

目標見込値／下：達成

る

値 目標値 進捗状況No

ま

政 策 目 標 指 数
平成26

ち

年度 平成27年度 平成

を

28年度 平成29年度

目

平成30年度 平成31

　 指

年度 進捗率(%)

暮 自

し

分の仕事に満足してい

ま

る人の割合
1 ら 54 5

す

5 56 57 58 Ｅ53

 

.5単 位 ％し 53 -

基

- - - △11.1

幸 身

本

に付けた知識や技術を

施

仕事や趣味の場で活か

策

せる機会があると感じ

　

る人の割合
2 40.5

　
０

42 43.5 45 46

１

Ｃ39.5単 位 ％福

 

40.4 - - - - 13

 

.8

 

基本施策が４年間

地

でめざす姿

ＩＣＴ（情

域

報通信技術）を活用し

資

た自然、観光、農産物

源

など価値ある地域情報

を

を提供し、これらを広

　
活

域連携へと展開し、集

用

客力の向上を目指しま

し

す。また地域特産品の

た

ブランド化の推進や異

戦

業種連携や農商工連携

略

等による商品開発を様

的

々な機関と

連携して推

な

進し、地域産業の活性

産

化を目指します。

基本

業

計画期間内の取り組み

０
振

と方針のうち、平成2

興

7年度の重点課題の達成（実現）状況

Ｂ 概ね達成した

【重点課題】

自然資源や伝統文化を活かした観光振興

【重点課題に対する達成状況】

自然資源や伝統文化を活かした観光振興については、岩手山や

３

鞍掛山の山開きやイベントの開催、また伝統行事チャグチャ

グ馬コ大行進のほか馬コを活用したイベントに積極的に参加を推進しました。

事       業       名 事業の意図やねらい（

 

成果や効果）の達成状況

労働環境整備事業 【事業の意図・ねらい】就労者が安心して働ける環境づくりや資金の融資等によ

る生活の安定と福祉の向上に寄与します。

【達成状況】市ホームページ等で就職面接会等、雇用に関
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平 績

を

る取組を進めます。ま

活

た滝沢市商工会と連携

用

を強化し、市内中小企

し

業のニーズや課題等に

た

ついて調査研究し整理

戦

しま

す。

【引継課題】

略

・観光施設の整備や維

的

持管理に要する財源不

な

足

・チャグチャグ馬コ

産

出馬者の減少や高齢化

報

業

・中小企業に対する支

振

援体制の強化

興につ

項       目 平

い

成24年度 平成25年

て

度 平成26年度 平成2

は

7年度 備      

、

 考

目 ○全体事業期間

産

活 滝沢市生活安定資金

告

業

貸付件数（ 5 5 5 5  

創

 平成20年度～平成

造

30年度標 新規）
動 1

セ

0 2 2値 単 位 件

／指
実

ン

標 績 単 位 ○特定財源

決

タ

  東北労働金庫生活

ー

安定資金預投 年度別事

の

業費 8,268 5,2

運

70 3,277 3,2

営

79   託金【その他

平

は

】
  資 内 特定財源 8

指

,000 5,000 3

定

,000 3,000
算

管

  
  指 訳 一般財源

理

268 270 277 2

に

79

額標 他団体事業負

よ

担額

るもの

成

とし管理者が決定した

2

ことから、管理者と協

4

議を重ねて観光情報発

年

信、産直や滝沢ブラン

度

ドなど物産振興に今後

～

も引き続き取り組んで

成
平

参ります。

・企業集積

成

と産学官連携の推進に

2

ついては、盛岡西リサ

7

ーチパークに2社、I

年

PUイノベーションセ

度

ンターには4社を誘致

（

し、

異業種交流による

単

人材育成のためセミナ

位

ーを開催しました。

・

 

農林業の推進について

2

 

は、農地中間管理事業

千

を活用した農地集積を

円

農業委員会と連携し推

）

進しました。日本型直接支払い

の推進は7つの保全組織が組織されました。相の沢牧野の管理運営は冬季預託を引き続き実施しました。

基本計画内の取り組

7

みと方針のうち、平成27年度の重点課題の達成（実現）状況

Ｂ 概ね達成した

【重点課題】

・産業創造センター

政

の整備・企業誘致の促

策

進、・共同研究の推進

目

、・次期企業誘致構想

標

の検討・農地中間管理

の

事業を活用し

た農地集

年

達

積の推進、・日本型直

成

接支払いの推進、・相

（

の沢牧野の管理運営に

実

よる畜産振興、・松く

現

い虫対策の推進

【重点

）

課題に対する達成状況

に

】

・産業創造センター

向

の整備については、指

け

定管理者が決定したこ

た

とから運営等について

度

基

協議を進めています。

本

・企業誘致については

計

、盛岡西リサーチパー

画

クに2社、IPUイノ

期

ベーションセンターに

間

は4社を誘致しました

内

。共同研究は3件

実施

の

しました。

・農地集積

取

については、集積率4

り

0％台で推移していま

事

組

す。日本型支払につい

み

ては、7つの保全組合

と

が組織されました。相

方

の

沢牧野については、

針

冬季の預託を引き続き

に

実施しました。松くい

つ

虫対策については、4

い

1本、幹材積72㎥を

て

実施しました。

の

基本

業

達

施策目標の達成（実現

成

）に向けた計画期間内

（

の取り組みと方針につ

実

いての達成（実現）状

現

況

Ｃ 一部達成した

市内

）

法人事業所の増加につ

状

きましては、基準年度

況

と同数の実績でしたが

Ｂ

、滝沢市商工会を通じ

概

て各種情報提供を行い

実

ね

ました

。

平成29年度

達

方針策定に際し、今後

成

の方向性や引継課題

Ｂ

し

課題あり

【今後の方向

た

性】

交流拠点複合施設

・

を核として、自然資源

地

や観光資源の情報発信

域

や、市民や企業、大学

資

や関係団体と連携し滝

源

沢ブランド開発

に関す
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事

滑にするため、当該資

業

金に係る利子補給を行

の

うことにより、中小企

意

業の振興に資すること

図

を目的としています。

や

【達成状況】融資申込

ね

金額の増加により、利

ら

子補給金額も増加して

い

います。

継続区分 会計

（

・款・項・目 平成27

 

成

年度の事業概要（実績

果

）
・利子補給件数　5

や

29件継続 一般・7款

効

・1項・2目
・補給金

果

額　8,740,49

）

0円
事    業  

の

  主    体
商工

達

観光課

【滝沢市主体】

成状

事       業

次

況

       名 事業

地

の意図やねらい（成果

域

や効果）の達成状況

中

職

小企業振興資金保証料

業

補給費補助事 【事業意

相

図・ねらい】この規則

談

は、滝沢市が市内商工

室

業者に対して行う滝沢

管

市中

小企業振興資金の

理

融通を円滑にするため

代

運

、当該資金に係る保証

営

料補給を行うこと
業 に

事

より、中小企業の振興

業

に資することを目的と

【

しています。

【達成状

事

況】融資申込金額の減

業

少により、保証料補給

の

金額も減少しています

意

。

継続区分 会計・款・

図

項・目 平成27年度の

を

・

事業概要（実績）
保証

ね

料補給金実績額　4,

ら

930千円 継続 一般

い

・7款・1項・2目

事

】

    業    主

岩

    体
商工観光課

手

【滝沢市主体】

労働局

担

との共同運営により地

う

域職業相談室を開設し

若

、雇用相談員による労

者

働問題に関する相談や

が

求人求職業務補助を行

政 育

います。

【達成状況】

ち

雇用の創出及び求職者

、

へのサービス向上が図

新

られました。

（重点事

た

業）

継続区分 会計・款

な

・項・目 平成27年度

価

の事業概要（実績）
経

値

済情勢もあってか、相

の

談室の利用者数は震災

創

以降年々減少傾向にあ

策 造

ります。継続 一般・5

に

款・1項・1目
・地域

挑

職業相談室における就

戦

業斡旋数　5,393

す

件
事    業   

る

 主    体 ・地域

ま

職業相談室における就

ち

職数　1,448件

商

を

工観光課

【滝沢市主体

目

】

　 指

事       

し

業       名 事

ま

業の意図やねらい（成

す

果や効果）の達成状況

 

滝沢市シルバー人材セ

基

ンター補助事業 【事業

本

意図・ねらい】高齢者

施

の就業機会を確保し、

策

生きがいの実現と健康

　

増進に

寄与します。

【

　
０

達成状況】会員数28

１

2名に1,217件の

 

受託がありました。

継

 

続区分 会計・款・項・

 

目 平成27年度の事業

地

概要（実績）
補助を実

域

施しました。継続 一般

資

・5款・1項・1目

事

源

    業    主

を

    体
商工観光課

　
活

【他団体事業主体】

（

用

公社）滝沢市シルバー

し

人材センター

た

事  

戦

     業    

略

   名 事業の意図や

的

ねらい（成果や効果）

な

の達成状況

商工業経営

産

安定支援事業 【事業意

業

図・ねらい】市の預託

０
振

により融資原資金の貸

興

付けを受けた金融機関が融

資枠を設定し、中小企業者に対し、事業資金の融資を行い、もって市内の中小企

業の振興を図ることを目的としています。

【達成状況】例年新規融資があります。

継続区分 会

３

計・款・項・目 平成27年度の事業概要（実績）
・融資申込件数5

事

5件継続 一般・7款・

 

1項・2目
・申込金額

 

244,046千円
事

 

    業    主

 

    体
商工観光課

 

【協働事業】

滝沢市商

 

工会

 

 

事      

業

 業       名

 

事業の意図やねらい（

 

成果や効果）の達成状

 

況

中小企業振興資金利

 

子補給費補助事業 【事

 

業意図・ねらい】滝沢

 

市が市内商工業者に対

 

して行う滝沢市中小企

名

業振興資

金の融通を円
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平 績

目

所

／指 融資新規利用件

○

数 35 35 35 35
実

全

標 63 67 66 55績

体

単 位 件

決投 年度別事業

事

費 8,096 8,32

業

0 8,585 8,74

期

0

資 内 特定財源
算

指 訳

間

一般財源 8,096 8

活

,320 8,585 8

就

,740

額標 他団体事

報

職

業負担額

件数

項 

1

      目 平成2

,

4年度 平成25年度 平

0

成26年度 平成27年

0

度 備       考

0

目 ○全体事業期間活 市

1

融資利用件数 35 35

,

50 50   昭和58

告

5

年度～平成30年度標

0

動 63 67 66 55値

0

単 位 件

／指 保証料補給

1

実績 4,500 4,5

,

00 4,500 4,5

5

00
実

標 4,848 4

0

,629 5,077 4

0

,930績 単 位 千円 ○

1

特定財源

決   中小企

,

業振興資金保証料返戻

平

5

投 年度別事業費 4,8

0

48 4,630 5,0

0

77 4,930   金

 

【その他】
  資 内 特

 

定財源 199
算   

 

平

 指 訳 一般財源 4,8

成

48 4,630 5,0

1

77 4,731

額標 他

7

団体事業負担額

年

成

度～平成30年度標
動

2

1,479 1,512

4

1,538 1,448

年

値 単 位 件

／指
実

標 績 単

度

位 ○特定財源

決   大

～

崎宿舎駐車場賃借料【

成
平

その投 年度別事業費 5

成

,834 5,732 6

2

,337 5,629  

7

 他】、大崎宿舎敷地

年

内電話線
  路電柱敷

度

地料【その他】資 内 特

（

定財源 566 443 3

単

92 372
算   

  

位

指 訳 一般財源 5,26

 

8 5,289 5,94

2

 

5 5,257

額標 他団

千

体事業負担額

円）

項       目 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備       考

目 ○全体事業期間活 シルバー人材センタ

7

ー加入率（ 29 29 29 29   昭和60年度～平成30年度標 60歳以上人口１千人当たり）
動 18.9 18.2 18.9 17.4値 単 位 ％

／指 受託件数 1,200 1,200 1,200 1,200
実

標 1,238 1,2

年

23 1,303 1,217績 単 位 件

決投 年度別事業費 7,100 7,100 7,100 7,280

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 7,100 7,100 7,100 7,280

額標 他

項

団体事業負担額

 

度

  

項       目

 

平成24年度 平成25

 

年度 平成26年度 平成

 

27年度 備     

 

  考

目 ○全体事業期

目

間活 事業所数（生産年

平

齢人口1千人 45 45

成

45 45   平成21

2

年度～平成30年度標

事

4

当たり）
動 42.7 3

年

9.1 39.8 42.

度

1値 単 位 事業所

／指
実

平

標 績 単 位 ○特定財源

決

成

  滝沢市中小企業振

2

興資金預託投 年度別事

5

業費 72,521 67

年

,457 67,540

度

67,667   金【

平

その他】
  資 内 特定

業

成

財源 67,000 67

2

,007 67,000

6

67,000
算   

 

年

 指 訳 一般財源 5,5

度

21 450 540 66

平

7

額標 他団体事業負担

成

額

27

項    

年

   目 平成24年度

実

度

平成25年度 平成26

備

年度 平成27年度 備 

 

      考

目 ○全

 

体事業期間活 事業所数

 

（生産年齢人口1千人

 

45 45 45 45   

 

昭和57年度～平成3

 

0年度標 当たり）
動 4

 

2.7 39.1 39.

考

8 42.1値 単 位 事業
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事

     業    

業

   名 事業の意図や

の

ねらい（成果や効果）

意

の達成状況

産業雇用創

図

造センター整備事業 【

や

事業意図・ねらい】新

ね

設のビックルーフ施設

ら

内に産業創造センター

い

を置いて市

内産業の持

（

続的成長を図ります。

 

成

【達成状況】施設建設

果

中であり協議中です。

や

継続区分 会計・款・項

効

・目 平成27年度の事

果

業概要（実績）
産業創

）

造センターの運営方法

の

についての調査・検討

達

を行いました。継続 一

成

般・7款・1項・2目

状

事    業    

次

況

主    体
商工観光

滝

課

【滝沢市主体】

沢

事

市

       業  

商

     名 事業の意

工

図やねらい（成果や効

会

果）の達成状況

観光基

補

盤整備事業 【事業意図

助

・ねらい】滝沢市の観

事

光資源をＰＲするとと

代

業

もに、観光客の受入体

【

制

を整備し、広域観光

事

を推進し観光客を誘客

業

を図ります。

【達成状

意

況】観光関連団体と協

図

力し、観光ＰＲを実施

・

しました。

継続区分 会

ね

計・款・項・目 平成2

ら

7年度の事業概要（実

い

績）
・観光パンフレッ

を

】

トの修正・増刷をしま

滝

した。継続 一般・7款

沢

・1項・3目
・観光Ｐ

市

Ｒ活動の参加をしまし

商

た。
事    業  

工

  主    体 ・各

会

種観光団体での活動を

へ

しました。

商工観光課

の

【滝沢市主体】

事

担

業運営費補助を通じて

う

、地域企業の安

定した

若

経営と商工業全体の活

者

性化を図ります。

【達

が

成状況】市商工会員の

政 育

大半を占める中小企業

ち

の経営基盤を強化する

、

ために、

経営指導や税

新

務指導、各種研修会を

た

実施しました。

継続区

な

分 会計・款・項・目 平

価

成27年度の事業概要

値

（実績）
上記の商工会

の

事業に対し、補助を行

創

いました。継続 一般・

策 造

7款・1項・2目

事 

に

   業    主 

挑

   体
商工観光課

【

戦

他団体事業主体】

滝沢

す

市商工会

る

事    

ま

   業      

ち

 名 事業の意図やねら

を

い（成果や効果）の達

目

成状況

物産振興事業 【

　 指

事業意図・ねらい】第

し

33回目となる産業ま

ま

つりをはじめ、市の物

す

産及び産業等

を広く紹

 

介することにより、市

基

民の理解と認識を高め

本

、生産の奨励と拡大を

施

図り

ます。

【達成状況

策

】市内の産業振興に資

　

することができました

　
０

。

継続区分 会計・款・

１

項・目 平成27年度の

 

事業概要（実績）
・第

 

33回滝沢市産業まつ

 

りを開催しました。継

地

続 一般・7款・1項・

域

2目
・S-1スイーツ

資

フェアに参加、出店し

源

ました。
事    業

を

    主    体

　
活

商工観光課

【協働事業

用

】

市産業まつり実行委

し

員会 他2件

た

事  

戦

     業    

略

   名 事業の意図や

的

ねらい（成果や効果）

な

の達成状況

滝沢市特産

産

品開発事業 【事業意図

業

・ねらい】ブランド化

０
振

を促進し地域経済の活

興

性化を図る為、農水産物

の公式ネットショップでの販売やイベントを通じたＰＲを行います。

【達成状況】スイカや岩魚、クイックスイートとはるか等、滝沢市の特産品とし

て知名度もネットショップ

３

の売り上げも上がっております。

継続区分 会計・款・項・目 平成2

事

7年度の事業概要（実

 

績）
次の事業に取り組

 

みました。継続 一般・

 

7款・1項・2目
・「

 

滝沢はるか」のブラン

 

ディング（4年目）
事

 

    業    主

 

 

    体 ・クイック

業

スイート焼酎「馬芋ん

 

」を販売（3年目）

商

 

工観光課 ・広域主催イ

 

ベント、首都圏イベン

 

トでのクイックスイー

 

ト及び加工品のＰＲ

【

 

協働事業】

滝沢市商工

 

会、生産者等

名

事  
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平 績

目

目 ○全体事業期間活 観

○

光入込客数 261 26

全

4 264 264   平

体

成22年度～平成30

事

年度標
動 357 360

業

384 430値 単 位 千

期

人

／指 岩手山登山者数

間

14 14 14 14
実

標

活

9 12 14 15績 単 位

市

千人

決投 年度別事業費

報

内

3,880 4,020

事

3,984 3,140

業

資 内 特定財源
算

指 訳 一

主

般財源 3,880 4,

の

020 3,984 3,

商

140

額標 他団体事業

工

負担額

会加入

告

率 56.5 57 57 5

平

7   昭和55年度～

成

平成30年度標
動 50

2

54 56 55.5値 単

4

位 ％

／指
実

標 績 単 位

決

年

投 年度別事業費 13,

度

065 13,346 1

～

3,030 12,00

成
平

0

資 内 特定財源
算

指 訳

成

一般財源 13,065

2

13,346 13,0

7

30 12,000

額標

年

他団体事業負担額

度

（単

項       

位

目 平成24年度 平成2

 

5年度 平成26年度 平

2

 

成27年度 備    

千

   考

目 ○全体事業

円

期間活 滝沢市産業まつ

）

り出店・出展者 54 54 54 54   昭和57年度～平成30年度標 数
動 47 52 59 55値 単 位 事業所

／指 滝沢市産業まつり来場者数 12,000 13,

7

000 13,000 13,000
実

標 12,912 5,205 11,000 7,679績 単 位 人 ○特定財源

決   市町村振興交付金【国】投 年度別事業費 3,076 3,594 2,880 3,222   
  資 内 特定財源 1

年

,000 2,827 1,069
算   

  指 訳 一般財源 2,076 767 2,880 2,153

額標 他団体事業負担額

項  

項

     目 平成24

 

年度 平成25年度 平成

度

 

26年度 平成27年度

 

備       考

目

 

○全体事業期間活 開発

 

品目数 3 4 4 3   平

 

成18年度～平成30

 

年度標
動 3 3 3 2値 単

目

位 品

／指 補助交付実績

平

2 2 2 2
実

標 0 3 1 4

成

績 単 位 件 ○特定財源

決

2

  市町村振興交付金

事

4

【国】投 年度別事業費

年

2,133 5,299

度

4,905 2,729

平

  
  資 内 特定財源

成

1,192 2,628

2

算   
  指 訳 一般財

5

源 2,133 4,10

年

7 4,905 101

額

度

標 他団体事業負担額

平

業

成2

項      

6

 目 平成24年度 平成

年

25年度 平成26年度

度

平成27年度 備   

平

    考

目 ○全体事

成

業期間活   平成25

2

年度～平成30年度標

7

動 値 単 位

／指
実

標 績 単

年

位

決投 年度別事業費 2

実

度

91

資 内 特定財源
算

指

備

訳 一般財源 291 ＜調

 

整事業＞

額標 他団体事

 

業負担額

  

項 

 

      目 平成2

 

4年度 平成25年度 平

 

成26年度 平成27年

考

度 備       考
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事

チャグチャグ馬コ関連

業

行事を開催しました。

の

継続 一般・7款・1項

意

・3目
・岩手山・鞍掛

図

山山開き等岩手山麓の

や

自然を活用した事業を

ね

実施・支援しました
事

ら

    業    主

い

    体 。

商工観光

（

課 ・市内の観光物産情

 

成

報のＰＲ事業を実施し

果

ました。

【他団体事業

や

主体】 ・曲がり家を活

効

用したイベントを実施

果

しました。

滝沢市観光

）

協会 ・観光土産品の開

の

発及び普及啓発を図り

達

ました。

成

事    

状

   業      

次

況

 名 事業の意図やねら

観

い（成果や効果）の達

光

成状況

チャグチャグ馬

施

コ馬資源確保事業 【事

設

業意図・ねらい】市内

管

の農用馬飼育頭数の減

理

少に歯止めをかけ、チ

運

ャグチャ

グ馬コの里滝

営

沢市を維持していくた

事

めに「校伯」ほか3頭

代

業

を飼養しました。

【達

【

成状況】平成27年5

事

月に「校伯」が死亡し

業

増頭できませんでした

意

が、市のイ

ベントにチ

図

ャグチャグ馬コとして

・

参加しＰＲに努めまし

ね

た。

継続区分 会計・款

ら

・項・目 平成27年度

い

の事業概要（実績）
・

を

】

市有馬「校伯」、「伯

岩

鈴」、「滝姫」及び「

手

校伯の仔馬」の預託事

山

業を実施し継続 一般・

登

7款・1項・3目
まし

山

た。（「校伯」は5月

者

に死亡し、「校伯の仔

が

馬」は11月に馬コ同

快

好会会員に
事    

適

業    主    

担

で

体 無償譲渡されていま

安

す）

商工観光課 ・イベ

全

ント等に出馬しチャグ

な

チャグ馬コのＰＲを実

登

施しました。

【滝沢市

山

主体】

と

事     

自

  業       

然

名 事業の意図やねらい

を

（成果や効果）の達成

う

楽

状況

自然資源保護管理

し

事業 【事業意図・ねら

め

い】岩手山については

る

自然公園保護管理員を

よ

自然環境保全地域

につ

う

いては自然保護指導員

登

を委託して、自然環境

山

の保全と自然愛護の啓

道

発を図り

ます。

【達成

や

状況】区域の巡回指導

若

キ

を行い、自然愛護の啓

ャ

発を行いました。

継続

ン

区分 会計・款・項・目

プ

平成27年度の事業概

場

要（実績）
・自然公園

を

保護管理員を設置し、

管

岩手山の巡回及び登山

理

指導を行いました。継

し

続 一般・7款・1項・

、

3目
・自然保護指導員

者

ま

による自然環境保全地

た

域（春子谷地湿原）の

た

巡回及び指導を行
事 

き

   業    主 

ざ

   体 いました。

商

わ

工観光課 ・自然保護関

自

係者のネットワーク化

然

のため、岩手県の研修

情

会等に参加しました。

報

【滝沢市主体】 ・環境

が

セ

課及び関係団体と連携

ン

した春子谷地湿原周辺

タ

のオオハンゴンソウ駆

ー

除や、

春子谷地周辺の

を

刈払いを行いました。

運営し鞍掛

政 育

山登山

者の利便性向上

ち

を図ります。

【達成状

、

況】山開き等を開催し

新

、大勢の利用者が自然

た

に親しみました。

継続

な

区分 会計・款・項・目

価

平成27年度の事業概

値

要（実績）
・相の沢・

の

馬返しキャンプ場の刈

創

払い・整備・清掃を行

策 造

いました。継続 一般・

に

7款・1項・3目
・鞍

挑

掛山登山道の整備を行

戦

いました。
事    

す

業    主    

る

体 ・岩手山山開き、鞍

ま

掛山山開き等を開催し

ち

ました。

商工観光課 ・

を

関係団体と連帯し、鞍

目

掛山でイベントを開催

　 指

しました。

【滝沢市主

し

体】

ま

事      

す

 業       名

 

事業の意図やねらい（

基

成果や効果）の達成状

本

況

チャグチャグ馬コ関

施

連事業 【事業意図・ね

策

らい】全国的に知名度

　

のある本市の観光資源

　
０

であるチャグチャグ

馬

１

コは保存会事業（行進

 

事業、ＰＲ事業、保存

 

事業）への負担金を中

 

心にチャグ

チャグ馬コ

地

の保存、観光収益、市

域

民の地域資産への意識

資

向上等に寄与します。

源

（重点事業） 【達成状

を

況】行事全体で12万

　
活

7千人の入込み客があ

用

りました。

継続区分 会

し

計・款・項・目 平成2

た

7年度の事業概要（実

戦

績）
・チャグチャグ馬

略

コ行進行事出馬全体数

的

73頭継続 一般・7款

な

・1項・3目
・チャグ

産

チャグ馬コ同好会滝沢

業

支部出馬数38頭
事 

０
振

   業    主 

興

   体 ・観光客入込客数12万7千人（内市内分2万2千人）

商工観光課 ・チャグチャグ馬コ保存会に対し、負担金を支払いました。

【滝沢市主体】

事       業  

３

     名 事業の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

滝沢市

事

観光協会補助事業 【事

 

業意図・ねらい】チャ

 

グチャグ馬コや岩手山

 

麓を中心としたイベン

 

トを民間

団体や関係機

 

関等と共同で実施する

 

とともに、市内物産関

 

 

連事業者の情報誌の作

業

成、各種グッズ販売、

 

スノートレッキング等

 

の企画を実施します。

 

【達成状況】市内の観

 

光資源をＰＲし、観光

 

産業の振興を図りまし

 

た。

継続区分 会計・款

 

・項・目 平成27年度

名

の事業概要（実績）
・
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平 績

目

内農用馬飼養頭数 61

○

61 61 61
実

標 44

全

42 41 33績 単 位 頭

体

○特定財源

決   市町

事

村振興助成金【国】投

業

年度別事業費 3,38

期

9 2,826 3,30

間

8 2,988   
  

活

資 内 特定財源 2,50

岩

0
算   

  指 訳 一般

報

手

財源 3,389 2,8

山

26 3,308 488

登

額標 他団体事業負担額

山者数

項     

1

  目 平成24年度 平

4

成25年度 平成26年

1

度 平成27年度 備  

4

     考

目 ○全体

告

1

事業期間活 自然公園保

4

護管理員設置日数 18

1

0 180 160 160

4

  平成25年度～平

 

成30年度標
動 180

 

180 160 160値

平

単 位 日

／指 自然保護指

成

導員設置日数 90 90

2

80 40
実

標 90 90

2

80 40績 単 位 日 ○特

平

年

定財源

決   自然保護

度

指導員設置業務委託投

～

年度別事業費 2,01

平

5 1,838 2,00

成

8   金、自然公園保

3

護管理委託金
  、自

0

然環境保全条例事務処

年

理資 内 特定財源 1,2

度

85 1,163 997

標

算   交付金【県】
 

成

動

 指 訳 一般財源 730

1

675 1,011

額標

0

他団体事業負担額

11 13 15値

2

単 位 千人

／指 キャンプ

4

場利用者数 2,000

年

2,000 2,000

度

2,000
実

標 2,3

～

50 1,904 1,5

成
平

50 2,104績 単 位

成

人 ○特定財源

決   自

2

然公園施設管理業務委

7

託金投 年度別事業費 3

年

,536 7,589 6

度

,259 7,193  

（

 【県】、たきざわ自

単

然情報セ
  ンター協

位

力金、商工施設土地資

 

内 特定財源 151 13

2

 

5 135 459
算   

千

使用料【その他】
  

円

指 訳 一般財源 3,38

）

5 7,454 6,124 6,734

額標 他団体事業負担額

項       目 平成24年度 平成25年

7

度 平成26年度 平成27年度 備       考

目 ○全体事業期間活 チャグチャグ馬コ同好会滝沢支 44 45 45 45   平成22年度～平成30年度標 部出馬頭数
動 38 39 38 38値 単 位 頭

／指 チャグチャグ馬コ行進行

年

事出馬 92 92 92 92
実 全体数

標 79 76 74 73績 単 位 頭 ○特定財源

決   市町村振興助成金【国】投 年度別事業費 6,167 6,096 6,995 6,425   
  資 内

項

特定財源 6,272
算

 

  
  指 訳 一般財源

度

 

6,167 6,096

 

6,995 153

額標

 

他団体事業負担額

   

項       

目

目 平成24年度 平成2

平

5年度 平成26年度 平

成

成27年度 備    

2

   考

目 ○全体事業

事

4

期間活 観光客入込み数

年

261 264 264 2

度

70   昭和43年度

平

～平成30年度標
動 2

成

47 360 384 43

2

0値 単 位 千人

／指 観光

5

協会会員数 63 64 6

年

5 65
実

標 58 61 6

度

0 65績 単 位 人

決投 年

平

度別事業費 10,10

業

成

0 13,294 13,

2

294 12,694

資

6

内 特定財源
算

指 訳 一般

年

財源 10,100 13

度

,294 13,294

平

12,694

額標 他団

成

体事業負担額

27年

項       目 平

実

度

成24年度 平成25年

備

度 平成26年度 平成2

 

7年度 備      

 

 考

目 ○全体事業期間

 

活 チャグチャグ馬コ同

 

好会滝沢支 44 44 4

 

4 44   平成20年

 

度～平成30年度標 部

 

出馬頭数
動 38 39 3

考

8 38値 単 位 頭

／指 市
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事

効果）の達成状況

滝沢

業

市観光物産振興緊急雇

の

用事業 平成25年度事

意

業実績報告書参照

継続

図

区分 会計・款・項・目

や

平成27年度の事業概

ね

要（実績）
平成25年

ら

度完了事業完了 一般

事

い

    業    主

（

    体
商工観光課

 

成

【滝沢市主体】

果や効果）の達成状

次

況

馬資源を活用した農

代

産物のブランド化 【事

を

業意図・ねらい】農業

担

、観光、伝統文化など

う

あらゆる地域資源を組

若

み合わせ

て経済波及効

者

果を拡大し、本市産業

が

が持続的に発展するこ

政 育

とを目指します。
・地

ち

域共創事業 【達成状況

、

】平成27年度の計画

新

事業は、平成28年度

た

へ繰越となりました。

な

継続区分 会計・款・項

価

・目 平成27年度の事

値

業概要（実績）
平成2

の

8年度には、以下のと

創

おり実施予定です。新

策 造

規 一般・7款・1項・

に

3目
・農産物のブラン

挑

ド化推進
事    業

戦

    主    体

す

・体験型ツーリズムの

る

創出

商工観光課 ・産学

ま

官連携による運営組織

ち

の設立、運営

【滝沢市

を

主体】

目

事     

　 指

  業       

し

名 事業の意図やねらい

ま

（成果や効果）の達成

す

状況

滝沢市商店街支援

 

事業 【事業意図・ねら

基

い】地域商工振興会を

本

支援することで、地域

施

の発展の基礎であ

る商

策

工業・産業の発展を図

　

ります。

【達成状況】

　
０

商工会と連携して地域

１

商工振興会活動を支援

 

しておりますが、近郊

 

の大規模店舗等の影響

 

で消費の急激な増加等

地

の効果はみられており

域

ません。

継続区分 会計

資

・款・項・目 平成27

源

年度の事業概要（実績

を

）
各地域商工振興会の

　
活

事業実施について支援

用

をしました。継続 一般

し

事    業    

た

主    体
商工観光

戦

課

【協働事業】

地元商

略

工振興会及び滝沢市商

的

工会

な

事      

産

 業       名

業

事業の意図やねらい（

０
振

成果や効果）の達成状

興

況

滝沢ブランド販売促進事業 平成24年度事業実績報告書参照

継続区分 会計・款・項・目 平成27年度の事業概要（実績）
平成24年度完了事業完了 一般

事    業    主    体
商工観光課

３

【協働事業】

滝沢村商工会、JA新岩手

事

事

       業  

 

     名 事業の意

 

図やねらい（成果や効

 

果）の達成状況

重点政

 

策推進事業 平成26年

 

度事業実績報告書参照

 

継続区分 会計・款・項

 

 

・目 平成27年度の事

業

業概要（実績）
平成2

 

6年度完了事業完了 一

 

般

事    業   

 

 主    体
商工観

 

光課

【滝沢市主体】

  

事       業 

 

      名 事業の

名

意図やねらい（成果や
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平 績

目 ○全体事業期間活 体

報

験型ツーリズムによる

告

集客数 0 0 0 0   平

平

成27年度～平成30

成

年度標
動 0 0 0 0値 単

2

位 人

／指 DMO運営組

4

織の立上 0 0 0 0
実

標

年

0 0 0 0績 単 位 組織 ○

度

特定財源

決   地方創

～

生加速化交付金【国】

成
平

投 年度別事業費   
 

成

 資 内 特定財源
算   

2

  指 訳 一般財源 <平

7

成27年度補正予算新

年

規事業>

額 平成28年

度

度へ繰越明許費22,

（

000標 他団体事業負

単

担額
千円

位 

項 

2

 

      目 平成2

千

4年度 平成25年度 平

円

成26年度 平成27年

）

度 備       考

目 ○全体事業期間活 地域振興会の組織数 5 5 5 5   平成20年度～平成30年度標
動 4 4 4 4値 単 位 団体

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別

7

事業費

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 <ゼロ予算事業>

額標 他団体事業負担額

項       目 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備       考

年

目 ○全体事業期間活 滝沢市特産品ＰＲ事業実施回数 7   平成22年度～平成24年度標
動 4値 単 位 回

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費 1,664

資 内 特定財源 1,600
算

指 訳

項

一般財源 64

額標 他団

 

体事業負担額

度

   

項       目 平

 

成24年度 平成25年

 

度 平成26年度 平成2

 

7年度 備      

目

 考

目 ○全体事業期間

平

活 ＰＲイベント支援数

成

12 12 12   平成

2

22年度～平成26年

事

4

度標
動 21 25 13値

年

単 位 回

／指
実

標 績 単 位

度

決投 年度別事業費 1,

平

163

資 内 特定財源 9

成

76
算

指 訳 一般財源 1

2

87

額標 他団体事業負

5

担額

年度

項   

平

    目 平成24年

業

成

度 平成25年度 平成2

2

6年度 平成27年度 備

6

       考

目 ○

年

全体事業期間活   平

度

成24年度～平成25

平

年度標
動 値 単 位

／指
実

成

標 績 単 位

決投 年度別事

2

業費 3,492 3,4

7

77

資 内 特定財源 3,

年

492 3,477
算

指

実

度

訳 一般財源

額標 他団体

備

事業負担額

       考
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事

ＣＴの活用の促進を図

業

るため、情報リテラシ

の

ー向上のための人材育

意

成を推進します。

基本

図

計画期間内の取り組み

や

と方針のうち、平成2

ね

7年度の重点課題の達

ら

成（実現）状況

Ｂ 概ね

い

達成した

【重点課題】

（

・inove(イノベ

 

成

)や盛岡西リサーチパ

果

ークへの企業誘致

・イ

や

ノベーションセンター

効

を拠点とした産学官連

果

携、異業種連携、共同

）

研究を進めるため各種

の

の人材育成事業、交流

達

事業

【達成状況】

・イ

成

ノベーションセンター

状

に4件、盛岡西リサー

次

況

チパークに１件の企業

（

誘致を行いました。

・

仮

産学官連携、異業種連

称

携、共同研究を進める

）

ため各種の人材育成事

岩

業、交流事業を20回

手

実施しました。

山

事 

展

      業   

望

    名 事業の意図

代

台

やねらい（成果や効果

整

）の達成状況

企業誘致

備

事業 【事業意図・ねら

事

い】雇用の場の確保及

業

び新産業創出のため、

【

企業誘致に向けた

企業

事

訪問及び地元企業のフ

業

ォローアップを行いま

意

す。

【達成状況】地元

図

企業のほか市外企業を

を

・

含め265件の企業訪

ね

問及び地元企業のフ

（

ら

重点事業） ォローアッ

い

プを行いました。

継続

】

区分 会計・款・項・目

県

平成27年度の事業概

道

要（実績）
岩手県、岩

2

手県立大学及び産業支

7

援機関とのネットワー

8

ク等を活用して、盛岡

担

号

西継続 一般・7款・1

沿

項・2目
リサーチパー

い

クをはじめとする市内

の

工場適地への企業誘致

春

活動を行うとともに、

子

事    業    

谷

主    体 既存企業

地

の事業拡充等への支援

と

も行いました。また、

岩

新産業用地の確保に向

う

手

け、

企業振興課 庁内・

山

関係機関との協議を行

の

いました。

【滝沢市主

展

体】

望は、観光客

若

の通

り道になるほど素

者

晴らしいものですが、

が

歩道などなく、車通り

政 育

も多いため危険性

も高

ち

くなっています。よっ

、

て展望台等を計画し、

新

新たな観光地を検討し

た

ていくも

のであります

な

。【達成状況】なし

継

価

続区分 会計・款・項・

値

目 平成27年度の事業

の

概要（実績）
なし継続

創

―

事    業   

策 造

 主    体
商工観

に

光課

【滝沢市主体】

挑

小      

戦

          

す

          

る

   計

 政策　　　

ま

０３   次代を担う

ち

若者が育ち、新たな価

を

値の創造に挑戦するま

目

ちを目指します
 基本

　 指

施策　０２   企業

し

集積と産学官連携の推

ま

進

す

基本施策が４年間で

 

めざす姿

企業集積と産

基

学官連携について、イ

本

ノベーションパークを

施

拠点とした産学官連携

策

や異業種連携を推進し

　

、新たな価値が創造

さ

　
０

れ、民間資金が集積す

１

る環境を構築し、企業

 

集積を推進します。具

 

体的には、

(１)in

 

ove（イノベ）等へ

地

の企業集積の促進と産

域

業立地構想の策定

イノ

資

ベーションパーク及び

源

盛岡西リサーチパーク

を

への企業誘致を促進す

　
活

るとともに、企業数の

用

増加や誘致企業の成長

し

に伴い

、集積の加速化

た

に寄与する次期企業誘

戦

致構想を策定します。

略

(２)産学官連携や異

的

業種連携による価値の

な

創造

イノベーションパ

産

ークを拠点とした産学

業

官連携や融合、共同研

０
振

究、これらの研究成果

興

を実践する場を提供することにより、

inove（イノベ）への質の高い技術の蓄積と次代を担う人材を育てるとともに、金融機関等との連携によるファンド創成な

どの模索を進める必要があります。

３

また、ＩＣＴを活用した付加価値の高い地域資源やサービスの提供

事

により、企業の成長

や

 

起業を支援し、若者の

 

雇用機会を創出します

 

。

(３)ＩＣＴを活用

 

した地域情報化の推進

 

より迅速で、より正確

 

な情報の伝達を図るた

 

 

め、ICTを活用した

業

地域情報化の推進と、

 

住民自治の確立のため

 

のコミュニテ

ィ形成や

 

防災時の情報の収集、

 

伝達のため大学や企業

 

等と連携のもと地域情

 

報化方針等を検討する

 

とともに、その構築を

名

図

ります。併せて、Ｉ

-114-



平 績

目

担額

○全体事業期間活  

報

 平成22年度～平成

告

30年度標
動 値 単 位

／

平

指
実

標 績 単 位

決投 年度

成

別事業費

資 内 特定財源

2

算
指 訳 一般財源 <調査

4

事業>

額標 他団体事業

年

負担額

度～

項       

成
平

目 平成24年度 平成2

成

5年度 平成26年度 平

2

成27年度 備    

7

   考

決投 年度別事

年

業費 158,332 1

度

60,356 154,

（

409 149,924

単

資 内 特定財源 82,7

位

85 81,366 71

 

,690 84,496

2

 

算
指 訳 一般財源 75,

千

547 78,990 8

円

2,719 65,42

）

8

額標 他団体事業負担額

（単位  千円）

基本施策目標の達成（実現）に向けた計画期間内の取り組みと方針についての達成（実現

7

）状況

Ａ 達成した

岩手県立大学を中心とした大学や研究機関の先進的研究と人材、滝沢市ＩＰＵイノベーションセンター、盛岡西リサーチパ

ークを中心とした企業の集積は滝沢市にとっての強みとなっています。人材育成や

年

産学官、企業間、異業種などの連携を進

め、市内企業の成長を図り、競争力の高い産業を育成させるこにより、雇用機会の確保に繋げるため、人材育成事業や交流

事業を実施しま

項

した。更には誘致活動

 

を活発に実施し、企業

度

 

誘致を図りました。

平

 

成29年度方針策定に

 

際し、今後の方向性や

 

引継課題

Ｂ 課題あり

【

 

今後の方向性】

滝沢市

 

ＩＰＵイノベーション

目

パークへの企業誘致、

平

新たな企業誘致構想の

成

検討、また、産学官連

2

携などによる商工業の

事

4

振興

、雇用機会の確保

年

と新たな価値を創造し

度

、競争力の高い産業を

平

育成する必要がありま

成

す。

【引継事項】

今後

2

の方向性について、着

5

実に実行していくこと

年

。

度 平

項    

業

成

   目 平成24年度

2

平成25年度 平成26

6

年度 平成27年度 備 

年

      考

目 ○全

度

体事業期間活 誘致企業

平

数 1 3 4 3   平成8

成

年度～平成30年度標

2

動 5 5 4 5値 単 位 件

／

7

指
実

標 績 単 位 ○特定財

年

源

決   市町村振興交

実

度

付金【その他】投 年度

備

別事業費 5,107 5

 

7,398 4,965

 

3,750   
  資

 

内 特定財源 4,600

 

2,500 2,500

 

3,700
算   

  

 

指 訳 一般財源 507 5

 

4,898 2,465

考

50

額標 他団体事業負
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図

入居促進のための活動

や

を行いました。継続 一

ね

般・7款・1項・2目

ら

・滝沢市ＩＰＵイノベ

い

ーションセンターの適

（

正な運営を行いました

成

。
事    業   

果

 主    体 ・入居

や

企業への支援を行いま

効

した。

企業振興課

【協

 

果

働事業】

岩手県、公立

）

大学法人岩手県立大学

の達

事       業

成

       名 事業

状

の意図やねらい（成果

況

や効果）の達成状況

デ

経

ジタルディバイド解消

済

事業 【事業意図・ねら

振

い】情報通信格差地区

次

興

の解消を図り、市内全

連

域に光伝送路設備

を整

携

備し、提供していきま

事

す。

【達成状況】市内

業

全域に光伝送路を整備

【

、提供しました。

継続

事

区分 会計・款・項・目

業

平成27年度の事業概

意

要（実績）
通信業者と

図

のIRU契約により、

代

・

安定したブロードバン

ね

ド環境を提供しました

ら

。継続 一般・7款・1

い

項・2目

事    業

】

    主    体

企

企業振興課

【協働事業

業

】

通信事業者

が

事  

行

     業    

う

   名 事業の意図や

を

「

ねらい（成果や効果）

事

の達成状況

盛岡西リサ

業

ーチパーク管理運営事

の

業 【事業意図・ねらい

高

】企業集積による雇用

度

の拡大、地域の活性化

化

や企業間連携の

推進に

・

繋げます。

【達成状況

経

】盛岡西リサーチパー

営

クへの企業立地を進め

担

の

、企業集積による雇用

安

の

拡大、地域の活性化

定

や企業間連携の推進に

化

繋げました。

継続区分

・

会計・款・項・目 平成

新

27年度の事業概要（

事

実績）
・盛岡西リサー

業

チパークを適正に管理

へ

しました。継続 一般・

の

7款・1項・2目
・盛

う

取

岡西リサーチパーク未

組

譲渡区画の販売促進を

み

強化し、1区画を1社

等

に譲渡しま
事    

」

業    主    

に

体 した

企業振興課

【滝

対

沢市主体】

する支

若

援を行うため産学連携

者

の構築に努めました。

が

【達成状況】企業の高

政 育

度化と経営安定化を図

ち

るため、大学等の研究

、

機関との連携

強化を図

新

りました。

継続区分 会

た

計・款・項・目 平成2

な

7年度の事業概要（実

価

績）
・岩手ネットワー

値

クシステム会費10,

の

000円継続 一般・7

創

款・1項・2目
・ＥＴ

策 造

ロボコン東北地区大会

に

開催負担金135,0

挑

00円
事    業 

戦

   主    体 ・

す

盛岡広域地域活性化協

る

議会負担金60,00

ま

0円

企業振興課

【滝沢

ち

市主体】

を

事    

目

   業      

　 指

 名 事業の意図やねら

し

い（成果や効果）の達

ま

成状況

起業機会創出支

す

援事業 【事業意図・ね

 

らい】新規起業の創出

基

や既存企業の活性化を

本

目的とし、起業を希

望

施

する人や新規事業にチ

策

ャレンジする企業に対

　

し、情報提供を行いま

　
０

す。

【達成状況】新規

２

起業の創出や既存企業

 

の活性化を目的に、起

 

業を希望する人や

新規

 

事業にチャレンジする

企

企業に対し、情報提供

業

を行いました。

継続区

集

分 会計・款・項・目 平

積

成27年度の事業概要

と

（実績）
・盛岡広域市

　
産

町(盛岡市・矢巾町・

学

滝沢市の協議会)でセ

官

ミナー等を開催しまし

連

た継続 一般・7款・1

携

項・2目
。

事    

の

業    主    

推

体 ・もりおか起業ファ

進

ンドと連携し、企業の支援を行いました。

企業振興課 ・地域人材育

０

成ネットワーク事業を盛岡広域市町(盛岡市・矢巾町・滝沢市の協

【協働事業】 議会)で実施しました。

盛岡市、矢巾町、紫波町

事       業       名 事業の意

事

図やねらい（成果や効

３

 

果）の達成状況

滝沢市

 

ＩＰＵイノベーション

 

センター 【事業意図・

 

ねらい】岩手県立大学

 

の特色を活かし、大学

 

等との連携を目的とし

 

た企業立地を支援し、

業

地域産業の振興を図り

 

ます。
管理運営事業 【

 

達成状況】岩手県立大

 

 

学との共同研究や入居

 

企業同士のネットワー

 

クの強化、

フォーラム

 

やセミナーを開催する

 

など産業振興の支援を

名

しました。

継続区分 会

事

計・款・項・目 平成2

業

7年度の事業概要（実

の

績）
・滝沢市ＩＰＵイ

意

ノベーションセンター
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平 績

目

額

○全

項    

体

   目 平成24年度

事

平成25年度 平成26

業

年度 平成27年度 備 

期

      考

目 ○全

間

体事業期間活 盛岡西リ

活

サーチパークへの立地

産

0 0 18 21   平成

報

学

26年度～平成30年

官

度標 企業数
動 0 0 20

連

21値 単 位 立地企業数

携

（区画数）

／指
実

標 績

に

単 位

決投 年度別事業費

よ

2,717 456

資 内

る

特定財源 2,717
算

課

指 訳 一般財源 456

額

題

標 他団体事業負担額

解

告

決の実 16 21 27 3

平

0   平成14年度～

成

平成30年度標 績（累

2

計）
動 23 25 30 3

4

3値 単 位 件

／指 産学官

年

交流事業の実施（累計

度

） 8 9 12 14
実

標 2

～

0 21 31 20績 単 位

成
平

回

決投 年度別事業費 8

成

48 459 422 44

2

8

資 内 特定財源 422

7

算
指 訳 一般財源 848

年

459 448

額標 他団

度

体事業負担額

（単位

項       目 平

 

成24年度 平成25年

2

 

度 平成26年度 平成2

千

7年度 備      

円

 考

目 ○全体事業期間

）

活 事業実施により市内で創業した 1 1 1 1   平成16年度～平成30年度標 方
動 0 0 0 0値 単 位 人

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費 1,080 80 80 8

7

0

資 内 特定財源 80
算

指 訳 一般財源 1,080 80 80

額標 他団体事業負担額

項       目 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備       

年

考

目 ○全体事業期間活 滝沢市ＩＰＵイノベーションセ 10 12 15 17   平成21年度～平成30年度標 ンター入居室数
動 11 12 15 18値 単 位 入居室数

／指
実

標 績 単 位 ○特

項

定財源

決   滝沢市Ｉ

 

ＰＵイノベーション投

度

 

年度別事業費 7,12

 

7 8,520 17,5

 

72 15,187   

 

センター使用料【その

 

他】
  滝沢市ＩＰＵ

 

イノベーション資 内 特

目

定財源 7,127 8,

平

520 17,572 1

成

5,187
算   セン

2

ター電気水道使用料【

事

4

そ
  の他】市町村振

年

興助成金【そ指 訳 一般

度

財源

額標 他団体事業負

平

担額

成2

項   

5

    目 平成24年

年

度 平成25年度 平成2

度

6年度 平成27年度 備

平

       考

目 ○

業

成

全体事業期間活 光ブロ

2

ードバンド利活用世帯

6

普 50 51 52 53  

年

 平成21年度～平成

度

30年度標 及率
動 44

平

45 51 55値 単 位 ％

成

／指
実

標 績 単 位 ○特定

2

財源

決   光伝送路使

7

用料【その他】市投 年

年

度別事業費 10,34

実

度

3 11,954 18,

備

282 10,263  

 

 町村振興助成金【そ

 

の他】
  資 内 特定財

 

源 7,560 7,56

 

0 7,776 9,37

 

6
算   

  指 訳 一般

 

財源 2,783 4,3

 

94 10,506 88

考

7

額標 他団体事業負担
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図

（成果や効果）の達成

や

状況

人財Ｕ・Ｉターン

ね

型企業誘致促進補助 平

ら

成26年度事業実績報

い

告書参照

事業

継続区分

（

会計・款・項・目 平成

成

27年度の事業概要（

果

実績）
平成26年度完

や

了事業完了 一般・7款

効

・1項・2目

事   

 

果

 業    主   

）

 体
企業振興課

【滝沢

の

市主体】

達

事    

成

   業      

状

 名 事業の意図やねら

況

い（成果や効果）の達

イ

成状況

地域ＩＣＴ活用

ノ

事業 【事業意図・ねら

ベ

い】滝沢市のスマート

次

ー

フォンアプリを開発し

シ

、市民の生活に役

立つ

ョ

情報を配信します。

【

ン

達成状況】市民の生活

セ

に役立つ情報を配信し

ン

ました。また、アプリ

タ

のダウンロ

（重点事業

ー

） ードの推進活動を行

窓

いました。

継続区分 会

口

計・款・項・目 平成2

代

対

7年度の事業概要（実

応

績）
・スマートフォン

嘱

アプリの維持管理を行

託

いました。継続 一般・

【

7款・1項・2目
・新

事

規コンテンツの構築に

業

ついて検討会を行い、

意

ごみ分別情報機能・防

図

災情報機
事    業

・

    主    体

を

ね

能・滝沢検定簡易テス

ら

ト機能を追加しました

い

。

企業振興課

【滝沢市

】

主体】

ＩＰＵイノベ

担

ーションセンターの訪

う

問対応や施設管理運営

若

補助などを行うことに

者

より、適正な施設管理

が

を行います。
員設置事

政 育

業 【達成状況】窓口対

ち

応嘱託員が1名常駐し

、

、イノベーションセン

新

ターの適正な運

営、サ

た

ービス向上を図りまし

な

た。

継続区分 会計・款

価

・項・目 平成27年度

値

の事業概要（実績）
嘱

の

託職員を1名常駐させ

創

ています。継続 一般・

策 造

7款・1項・2目

事 

に

   業    主 

挑

   体
企業振興課

【

戦

滝沢市主体】

す

事  

る

     業    

ま

   名 事業の意図や

ち

ねらい（成果や効果）

を

の達成状況

岩手県立大

目

学周辺産業集積整備事

　 指

業 【事業意図・ねらい

し

】滝沢市ＩＰＵイノベ

ま

ーションパークへの企

す

業誘致、並びに

イノベ

 

ーションパークの活性

基

化策を検討します。

【

本

達成状況】滝沢市ＩＰ

施

Ｕイノベーションパー

策

クへの企業誘致、並び

　

にイノベー

ションパー

　
０

クの活性化策を検討い

２

たしました。

継続区分

 

会計・款・項・目 平成

 

27年度の事業概要（

 

実績）
滝沢市ＩＰＵイ

企

ノベーションパークへ

業

の企業誘致、並びにイ

集

ノベーションパーク継

積

続 一般・7款・1項・

と

2目
の活性化策を検討

　
産

いたしました。
事  

学

  業    主  

官

  体
企業振興課

【協

連

働事業】

岩手県、公立

携

大学法人岩手県立大学

の推

事       業

進

       名 事業の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

産

０

学官共同研究事業 【事業意図・ねらい】市内企業と大学等との連携強化のための補助支援及び市が

抱える課題解決を行います。

【達成状況】企業のノウハウを活用した共同研究を行うことにより、市内

事

企業の

（重点事業） 基

３

 

盤強化、地域課題の解

 

決、大学との連携強化

 

のきっかけ作りを行い

 

ました。

継続区分 会計

 

・款・項・目 平成27

 

年度の事業概要（実績

 

）
・大学等と企業の共

業

同研究事業を公募しま

 

した。（1,600千

 

円）継続 一般・7款・

 

 

1項・2目
・市と企業

 

の共同研究事業を公募

 

しました。(5,00

 

0千円）
事    業

 

    主    体

名

企業振興課

【協働事業

事

】

企業

業

事     

の

  業       

意

名 事業の意図やねらい
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平 績

目

1,000 1,000

○

  平成25年度～平

全

成30年度標 数
動 0 0

体

452 641値 単 位 人

事

／指
実

標 績 単 位 ○特定

業

財源

決   地域活性化

期

・地域住民緊急生投 年

間

度別事業費 2,000

活

  活等支援交付金【

嘱

国】
  資 内 特定財源

報

託

算   
  指 訳 一般財

員

源 2,000 平成27

数

年度実施平成26年度

0

繰越

額 明許費1,99

0

2千円標 他団体事業負

0

担額

1   平

告

成27年度～平成30

平

年度標
動 0 0 0 1値 単

成

位 人

／指
実

標 績 単 位

決

2

投 年度別事業費 1,8

4

13

資 内 特定財源
算

指

年

訳 一般財源 1,813

度

＜分割事業＞「滝沢市

～

ＩＰＵイ

額 ノベーショ

成
平

ンセンター管理運営標

成

他団体事業負担額
事業

2

」から分割

7年

項

度

       目 平成

（

24年度 平成25年度

単

平成26年度 平成27

位

年度 備       

 

考

目 ○全体事業期間活

2

 

岩手県立大学周辺への

千

企業の立 12 14 15

円

17   平成21年度

）

～平成31年度標 地件数（地連･ｲﾉﾍﾞ含）
動 12 15 18 22値 単 位 件

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費 3,476 393,674 10,578

資 内 特

7

定財源 390,000 10,578
算

指 訳 一般財源 3,476 3,674 ＜ゼロ予算事業＞

額標 他団体事業負担額

項       目 平成24年度 平成25年度 平成26

年

年度 平成27年度 備       考

目 ○全体事業期間活 共同研究数 7 4 4 4   平成22年度～平成30年度標
動 7 4 4 4値 単 位 事業

／指
実

標 績 単 位 ○特定財源

決   地域活性

項

化・地域住民緊急生投

 

年度別事業費 14,0

度

 

00 8,000 4,1

 

00   活等支援交付

 

金【国】
  資 内 特定

 

財源 10,103
算  

 

 
  指 訳 一般財源 3

 

,897 8,000 4

目

,100 平成27年度

平

実施平成26年度繰越

成

額 明許費6,600千

2

円 標 他団体事業負担

事

4

額

年度

項    

平

   目 平成24年度

成

平成25年度 平成26

2

年度 平成27年度 備 

5

      考

目 ○全

年

体事業期間活 ｲﾉﾍﾞ

度

ｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ及び

平

ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾊﾟ

業

成

ｰｸ 0 12 15   平

2

成23年度～平成26

6

年度標 への入居企業数

年

動 0 13 18値 単 位 社

度

／指
実

標 績 単 位

決投 年

平

度別事業費 6,000

成

12,000

資 内 特定

2

財源 3,000 6,0

7

00
算

指 訳 一般財源 3

年

,000 6,000

額

実

度

標 他団体事業負担額

備  

項      

 

 目 平成24年度 平成

 

25年度 平成26年度

 

平成27年度 備   

 

    考

目 ○全体事

 

業期間活 アプリケーシ

考

ョンダウンロード 0 0
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図やねらい（成果や効

 

果）の達成状況

滝沢市

次

工場等設置奨励事業 【

代

事業意図・ねらい】滝

を

沢市工場棟設置奨励条

担

例にもとづく各種優遇

う

措置を講じ

、企業誘致

若

の立地に係る経費負担

者

を軽減し市内への企業

が

立地を促進しました。

政 育

【達成状況】滝沢市工

ち

場棟設置奨励条例によ

、

る企業立地実績はあり

新

ませんでした

。

継続区

た

分 会計・款・項・目 平

な

成27年度の事業概要

価

（実績）
平成27年度

値

の補助事業実績はあり

の

ません。継続 一般

事 

創

   業    主 

策 造

   体
企業振興課

【

に

滝沢市主体】

挑

事  

戦

     業    

す

   名 事業の意図や

る

ねらい（成果や効果）

ま

の達成状況

地上デジタ

ち

ルテレビ放送難視聴対

を

策補 平成25年度事業

目

実績報告書参照

助事業

　 指

継続区分 会計・款・項

し

・目 平成27年度の事

ま

業概要（実績）
平成2

す

5年度完了事業完了 一

 

般

事    業   

基

 主    体
企業振

本

興課

【協働事業】

共聴

施

組合

策

事      

　

 業       名

　
０

事業の意図やねらい（

２

成果や効果）の達成状

 

況

滝沢市企業立地補助

 

事業 【事業意図・ねら

 

い】滝沢市企業立地補

企

助金交付要綱に基づく

業

各種優遇措置を講

じ、

集

誘致企業の立地に係る

積

経費負担の軽減を図り

と

、企業誘致を促進しま

　
産

す。

【達成状況】滝沢

学

市企業立地補助金交付

官

要綱による企業立地は

連

ありませんでした

。

継

携

続区分 会計・款・項・

の

目 平成27年度の事業

推

概要（実績）
平成27

進

年度は補助事業実績はありません。継続 一般

事    業    

０

主    体
企業振興課

【滝沢市主体】

小                             計

事

３

       業  

 

     名 事業の意
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平 績

目 ○全体事業期間活 誘

報

致企業数（企業誘致事

告

業目標 1 3 4 3   平

平

成7年度～平成30年

成

度標 と同じに設定）
動

2

5 5 4 4値 単 位 件

／指

4

実
標 績 単 位

決投 年度別

年

事業費 400

資 内 特定

度

財源
算

指 訳 一般財源 4

～

00 ＜調整事業＞

額標

成
平

他団体事業負担額

成27

項       

年

目 平成24年度 平成2

度

5年度 平成26年度 平

（

成27年度 備    

単

   考

目 ○全体事業

位

期間活 地上デジタル放

 

送の難視聴地域 0 1  

2

 

 平成21年度～平成

千

25年度標 数
動 0 1値

円

単 位 箇所

／指
実

標 績 単

）

位

決投 年度別事業費 7,508

資 内 特定財源 7,128
算

指 訳 一般財源 380

額標 他団体事業負担額

項

7

       目 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備       考

目 ○全体事業期間活 誘致企業数（企業誘致事業目標 1 1 4 3   平成8年度～平成30年度標 と同じに設定）
動 5 5 5 4値 単 位 件

／

年

指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費 36,463 27,060

資 内 特定財源 9,900
算

指 訳 一般財源 36,463 17,160

額標 他団体事業負担額

項

項    

 

   目 平成24年度

度

 

平成25年度 平成26

 

年度 平成27年度 備 

 

      考

決投 年

 

度別事業費 78,84

 

4 520,653 72

 

,716 31,997

目

資 内 特定財源 29,3

平

90 428,608 4

成

7,645 28,26

2

3
算

指 訳 一般財源 49

事

4

,454 92,045

年

25,071 3,73

度

4

額標 他団体事業負担

平

額

成25年度 平

業

成26年度 平成27年

実

度 備       考
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少

会計・款・項・目 平成

や

27年度の事業概要（

農

実績）
滝沢市農業経営

産

基盤強化資金利子補給

物

規則等により利子補給

価

金を交付しました。継

格

続 一般・6款・1項・

の

3目
・農業経営基盤強

低

化資金利子補給金　4

迷

44,323円
事  

 

、

  業    主  

資

  体
農林課

【滝沢市

材

主体】

の

事     

高

  業       

騰

名 事業の意図やねらい

な

（成果や効果）の達成

ど

状況

畜産環境保全特別

に

支援資金利子補給補 【

加

事業意図・ねらい】家

次

え

畜排せつ物の適正管理

、

等を促進するため、融

Ｔ

資機関が資

金を畜産業

Ｐ

を営む者等に貸し付け

Ｐ

た場合、市が当該融資

交

機関に対して予算の範

渉

囲
助事業 内において利

な

子補給を行います。

【

ど

達成状況】家畜排せつ

農

物の適正管理に資する

代

業

ことができました。

継

を

続区分 会計・款・項・

取

目 平成27年度の事業

り

概要（実績）
滝沢市畜

巻

産環境保全特別支援資

く

金利子補給実施要綱等

環

により利子補給金を交

境

付し継続 一般・6款・

は

1項・3目
ました。

事

厳

    業    主

を

し

    体 ・畜産環境

さ

保全特別支援資金利子

を

補給金　13,563

増

円

農林課

【滝沢市主体

し

】

ています。

担

こうしたなか、農地集

う

積の推進、畜産の振興

若

により、次代を担う担

者

い手の育成に努めます

が

。また、

農地や森林の

政 育

持つ多面的機能の発揮

ち

は、広く一般住民の方

、

々にも寄与しているこ

新

とから多面的機能支払

た

交付金などの日本型

直

な

接支払の実施により、

価

農地や森林の適正な管

値

理をめざします。また

の

、産直施設のネットワ

創

ーク化や食育と連携し

策 造

、食の安

心・安全を基

に

本に地産地消を推進し

挑

、持続可能な農林業を

戦

育成します。

基本計画

す

期間内の取り組みと方

る

針のうち、平成27年

ま

度の重点課題の達成（

ち

実現）状況

Ｂ 概ね達成

を

した

【重点課題】

日本

目

型直接支払制度・松く

　 指

い虫被害・地産地消へ

し

の対応

【重点課題に対

ま

応した達成状況】

多面

す

的機能支払交付金事業

 

・中山間地域等直接支

基

払交付金事業・環境保

本

全型農業直接支払交付

施

金事業を実施しました

策

。

松くい虫対策として

　

森林病害虫等駆除事業

　
０

や森林整備事業を実施

３

しました。

産直との連

 

携やブランド化の検討

 

を進めました。

 

事 

農

      業   

林

    名 事業の意図

業

やねらい（成果や効果

の

）の達成状況

農業近代

振

化資金利子補給補助事

　
興

業 【事業意図・ねらい】農業近代化資金の融資を円滑にするため、融資機関が貸し

付けた農業近代化資金に係る利子補給を行います。

【達成状況】農業者等の資本装備の高度化を図り農業経営の近代化に資すること

ができま

０

した。

継続区分 会計・

基

款・項・目 平成27年

本

度の事業概要（実績）

施

滝沢市農業近代化資金

策

利子補給規則等により

が

利子補給金を交付しま

４

した。継続 一般・6款

年

・1項・3目
・農業近

間

代化資金利子補給金　

で

231,028円
事 

３

め

   業    主 

ざ

   体
農林課

【滝沢

す

市主体】

姿

事    

農

   業      

業

 名 事業の意図やねら

従

い（成果や効果）の達

事

成状況

農業経営基盤強

者

化資金利子補給補助事

の

【事業意図・ねらい】

 

高

融資機関が農業者に対

齢

して行う農業経営基盤

化

強化資金の融

通を円滑

・

にするため、市が農業

就

者に当該資金に係る利

業

子補給を行います。
業

人

【達成状況】農業者の

口

効率的かつ安定的な農

の

業経営に資することが

減

できました。

継続区分
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平 績

の

     考

目 ○全体

地

事業期間活 当該資金に

域

よる施設設置農業者 7

農

7 7 7   平成14年

業

度～平成32年度標 数

マ

(新規は終了している

ス

)
動 7 7 6 6値 単 位 人

タ

／指
実

標 績 単 位 ○特定

ー

財源

決   畜産環境保

プ

全特別支援資金利投 年

報

ラ

度別事業費 24 20 1

ン

7 14   子補給費補

の

助金
  【県】（1/

見

2以内）資 内 特定財源

直

12 10 8 7
算   

 

し

 指 訳 一般財源 12 1

を

0 9 7

額標 他団体事業

行

負担額

いま

告

した。

・農地中間管理

平

事業により農地集積を

成

進めました。

・多面的

2

機能支払交付金事業の

4

取組により、平成27

年

年度末で7つの保全組

度

合が組織されました。

～

・相の沢牧野、通年預

成
平

託施設の活用により畜

成

産振興を推進しました

2

。

・森林の多面的機能

7

の維持のため、森林整

年

備を推進しました。

・

度

食材の学校給食への供

（

給や産直との連携等、

単

地産地消の取組を推進

位

しました。

・セミナー

 

を開催し6次産業化の

2

 

取組を進めました。

平

千

成29年度方針策定に

円

際し、今後の方向性や

）

引継課題

Ｂ 課題あり

【今後の方向性】

農地中間管理事業を活用した農地流動化をさらに進めます。

【引継課題】

推進のための、情報収集と啓発活動に関する

7

こと。

項       目 平成24年度 平成25年度 平成

基

26年度 平成27年度

本

備       考

目

施

○全体事業期間活 概ね

策

５年以内に個々の計画

目

を達 100 100 10

年

標

0 100   昭和36

の

年度～平成34年度標

達

成できた農業者の割合

成

動 100 100 100

（

100値 単 位 ％

／指 農

実

業近代化資金の融通を

現

受けた 22 23 24 2

）

4
実 農業者数

標 22 2

に

3 23 14績 単 位 人

決

向

投 年度別事業費 131

度

け

97 163 231

資 内

た

特定財源
算

指 訳 一般財

計

源 131 97 163 2

画

31

額標 他団体事業負

期

担額

間内

項   

の

    目 平成24年

取

度 平成25年度 平成2

り

6年度 平成27年度 備

事

組

       考

目 ○

み

全体事業期間活 概ね５

と

年以内に個々の計画を

方

達 100 100 100

針

100   平成7年度

に

～平成39年度標 成で

つ

きた農業者の割合
動 1

い

00 100 100 10

て

0値 単 位 ％

／指 農業経

の

営基盤強化資金の融通

業

達

を 26 26 26 26
実

成

受けた農業者数
標 26

（

26 26 14績 単 位 人

実

○特定財源

決   農業

現

経営基盤強化資金利子

）

補投 年度別事業費 84

状

7 690 592 444

況

  給費補助金【県】

Ｂ

  （1/2以内）資

概

内 特定財源 423 34

実

ね

5 295 222
算   

達

  指 訳 一般財源 42

成

4 345 297 222

し

額標 他団体事業負担額

た

・1

項     

5

  目 平成24年度 平

地

成25年度 平成26年

区

度 平成27年度 備  
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果

助金　　　　　　 3

や

,556千円
事   

効

 業    主   

果

 体
農林課

【協働事業

）

】

滝沢市農業再生協議

の

会

達

事       

成

業       名 事

状

業の意図やねらい（成

況

果や効果）の達成状況

 

数

グリーン・ツーリズム

量

推進事業 【事業意図・

調

ねらい】農山漁村と都

整

市の交流等による農山

円

漁村地域の活性化を図

滑

ります。

【達成状況】

化

教育旅行受入れや受入

推

れに関する情報交換会

進

等を行いました。

継続

事

区分 会計・款・項・目

次

業

平成27年度の事業概

【

要（実績）
・農家によ

事

る教育旅行の受入れを

業

行いました。継続 一般

意

・6款・1項・3目
・

図

グリーン・ツーリズム

・

推進協議会を通じて必

ね

要な啓発・普及、情報

ら

の発信等を
事    

い

業    主    

代

】

体 行いました。

農林課

市

・グリーン・ツーリズ

が

ム体験インストラクタ

需

ー等の増加に努め、各

給

種研修会の案

【協働事

調

業】 内を行いました。

整

市グリーンツーリズム

方

推進協議会

針

事   

作

    業     

を

成

  名 事業の意図やね

者

らい（成果や効果）の

（

達成状況

農業担い手育

J

成対策事業 【事業意図

A

・ねらい】次代を担う

新

農業の担い手を育成し

い

ます。

【達成状況】農

わ

業青年等の先進地研修

て

を行い、また岩手県立

、

農業大学校に係る後

援

担

㈲

会会費を負担し、地域

㈲

農業の後継者の育成を

藤

図りました。

継続区分

田

会計・款・項・目 平成

商

27年度の事業概要（

店

実績）
派遣された農業

、

青年は、県外における

㈲

先進的事例の学習及び

八

意見交換等を行うこ継

角

続 一般・6款・1項・

う

商

3目
とにより、自身の

店

農業経営に還元し地域

、

農業の中心的な担い手

J

として活躍するた
事 

A

   業    主 

岩

   体 めの知見を得

手

ることができました。

中

また、岩手県立農業大

央

学校後援会会費を負担

）

農林課 することにより

若

に

、農業大学校の設備拡

対

充・施設整備、各種行

し

事等への支援を行い

【

て

他団体事業主体】 まし

、

た。

岩手県立農業大学

県

校後援会

からの事

者

務費を経費に充て、「

が

需要量に関

する情報」

政 育

の通知を行います。

【

ち

達成状況】米価の下落

、

対策及び計画的生産に

新

資することができまし

た

た。

継続区分 会計・款

な

・項・目 平成27年度

価

の事業概要（実績）
需

値

要に応じた米づくりの

の

推進を通じて水田農業

創

経営の安定と発展を目

策 造

的とし、米継続 一般・

に

6款・1項・3目
の生

挑

産数量調整に係る事務

戦

の円滑化を図りました

す

。
事    業   

る

 主    体
農林課

ま

【滝沢市主体】

ち

事 

を

      業   

目

    名 事業の意図

　 指

やねらい（成果や効果

し

）の達成状況

農畜産物

ま

価格安定事業 【事業意

す

図・ねらい】農産物の

 

市場価格が基準以下に

基

下落した場合に、対象

本

農家

に対し手当が出来

施

るよう協会等に負担金

策

を支払います。

【達成

　

状況】価格安定基金協

　
０

会等により提示される

３

負担金（市分）を10

 

0％支払

い、農産物等

 

の価格安定を図りまし

 

た。

継続区分 会計・款

農

・項・目 平成27年度

林

の事業概要（実績）
・

業

青果物等価格安定事業

の

に係る負担金　　　　

振

　131,952円継

　
興

続 一般・6款・1項・3目
・ブロイラー価格安定対策事業に係る負担金　　125,000円

事    業    主    体 ※この事業の場合、計画により支出が低かったことは、市内農畜産物がそれなり

農林課 の価格

０

で販売されていた事となりますので、価格が

事

安定していたことにな

 

ります

【他団体事業主

 

体】 。

（社）岩手県農

 

畜産物価格安定基金協

 

会

 

事       

 

業       名 事

 

業の意図やねらい（成

３

業

果や効果）の達成状況

 

農業振興対策事業 【事

 

業意図・ねらい】国施

 

策である「経営所得安

 

定対策等」に係る推進

 

事務費を

県交付要綱の

 

もと、滝沢市農業再生

 

協議会に対し助成する

名

。

【達成状況】協議会

事

事務を円滑に進めなが

 

業

ら、米の需給調整及び

の

転作作物普及の

推進を

意

図りました。

継続区分

図

会計・款・項・目 平成

や

27年度の事業概要（

ね

実績）
滝沢市農業再生

ら

協議会に補助金を交付

い

しました。継続 一般・

（

6款・1項・3目
・滝

成

沢市農業再生協議会補
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平 績

目

財源 58 6 3 1

額標 他

○

団体事業負担額

全体事

項       目

業

平成24年度 平成25

期

年度 平成26年度 平成

間

27年度 備     

活

  考

目 ○全体事業期

米

間活 研修等派遣人数 5

報

生

3 2 5   平成21年

産

度～平成30年度標
動

数

5 3 2 5値 単 位 人

／指

量

実
標 績 単 位

決投 年度別

4

事業費 448 838 5

,

79 392

資 内 特定財

0

源
算

指 訳 一般財源 44

8

8 838 579 392

4

額標 他団体事業負担額

,

告

000 4,136,6

平

30 3,974,84

成

0 4,728,310

2

  平成16年度～平

4

成30年度標
動 3,8

年

93,258 4,08

度

8,609 3,974

～

,840 3,728,

成
平

601値 単 位 ㎏

／指
実

成

標 績 単 位 ○特定財源

決

2

  数量調整円滑化推

7

進事業費補投 年度別事

年

業費 251 192 16

度

4 139   助金【県

（

】（10/10以内）

単

  資 内 特定財源 21

位

3 191 163 138

 

算   
  指 訳 一般財

2

 

源 38 1 1 1

額標 他団

千

体事業負担額

円）

項       目 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備       考

目 ○全体事業期間活 農畜産物価格の異常

7

低落時にお 100 100 100 100   平成27年度～平成30年度標 ける負担金の支払い率
動 100 100 100 100値 単 位 ％

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費 246 125 257

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 246

年

125 257

額標 他団体事業負担額

項       目 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備      

項

 考

目 ○全体事業期間

 

活 自己保全管理水田（

度

 

調整水田含 177 17

 

7 177 177   平

 

成22年度～平成30

 

年度標 む）面積
動 17

 

6 178 177 207

 

値 単 位 ha

／指
実

標 績

目

単 位 ○特定財源

決   

平

直接支払推進事業等助

成

成金【投 年度別事業費

2

3,749 4,171

事

4

3,813 3,556

年

  県】(10/10

度

)
  資 内 特定財源 3

平

,429 3,429 3

成

,427 3,556
算

2

  
  指 訳 一般財源

5

320 742 386

額

年

標 他団体事業負担額

度 平

業

成

項      

2

 目 平成24年度 平成

6

25年度 平成26年度

年

平成27年度 備   

度

    考

目 ○全体事

平

業期間活 いわてグリー

成

ン・ツーリズム体 15

2

16 16 17   平成

7

10年度～平成30年

年

度標 験インストラクタ

実

度

ー登録者
動 14 14 1

備

4 14値 単 位 人

／指 グ

 

リーン・ツーリズム受

 

入者 4,200 4,3

 

00 4,350 4,4

 

00
実

標 1,769 2

 

,680 1,367 2

 

92績 単 位 人

決投 年度

 

別事業費 58 6 3 1

資

考

内 特定財源
算

指 訳 一般

-125-



  

果

い農業投資を計画的に

や

推進します。

【達成状

効

況】無秩序な改廃から

果

農地を守り農業の健全

）

な発展・振興を図りま

の

した

（重点事業） 。

継

達

続区分 会計・款・項・

成

目 平成27年度の事業

状

概要（実績）
個別農振

況

除外案件の検討、優良

 

農

農地の確保を図りまし

業

た。継続 一般・6款・

経

1項・3目

事    

営

業    主    

指

体
農林課

【滝沢市主体

導

】

マ

事       

ネ

業       名 事

ー

業の意図やねらい（成

ジ

果や効果）の達成状況

次

ャ

中山間地域等直接支払

ー

交付金事業 【事業意図

設

・ねらい】中山間地域

置

において、自立的且つ

事

持続的な農業生産活動

業

の

体制整備の強化を図

【

ります。

【達成状況】

事

市と集落の協定に基づ

業

き、共同取組活動と農

意

地の所有（耕作）面積

代

図

に応じた交付金を支出

・

し、経営基盤の強化を

ね

進めました。

継続区分

ら

会計・款・項・目 平成

い

27年度の事業概要（

】

実績）
市内の中山間地

農

域等では、農業生産活

業

動等を通じ国土の保全

経

及び良好な景観形成継

営

続 一般・6款・1項・

を

指

3目
等の多面的機能を

導

発揮している中、北西

マ

部の岩手山麓の農地は

ネ

傾斜地が特に多く
事 

ー

   業    主 

ジ

   体 、平地機能と

ャ

比べ農業の生産条件が

ー

不利となっています。

を

さらに、高齢化の進行

設

農林課 、担い手の減少

担

置

等により中山間地域と

す

しての多面的機能の低

る

下が懸念されること

【

こ

他団体事業主体】 から

と

、担い手の育成等によ

に

る農業生産活動等の維

よ

持を通じて、中山間地

り

域等にお

姥屋敷集落 け

、

る耕作放棄地の発生防

農

止及び多面的機能の確

う

業

保を図りました。

経

営の合理化、農地

若

の利用集積への支援を

者

行います。

【達成状況

が

】農業経営指導マネー

政 育

ジャーの指導により、

ち

認定農業者の育成を進

、

め

ました。

継続区分 会

新

計・款・項・目 平成2

た

7年度の事業概要（実

な

績）
認定農業者数　2

価

00経営体継続 一般・

値

6款・1項・3目

事 

の

   業    主 

創

   体
農林課

【滝沢

策 造

市主体】

に

事    

挑

   業      

戦

 名 事業の意図やねら

す

い（成果や効果）の達

る

成状況

認定農業者協議

ま

会事業費補助事業 【事

ち

業意図・ねらい】滝沢

を

市の認定農業者相互の

目

連帯を強め、もって農

　 指

業経営の

安定向上と地

し

域農業の振興を図りま

ま

す。

【達成状況】情報

す

交換や技術研鑽を通じ

 

て、自らの農業の課題

基

と方向について研

修し

本

ました。

継続区分 会計

施

・款・項・目 平成27

策

年度の事業概要（実績

　

）
滝沢市認定農業者協

　
０

議会へ補助金を交付す

３

ることで、認定農業者

 

相互の研鑽及び継続 一

 

般・6款・1項・3目

 

先進地事例の研修、視

農

察、農業施策の学習会

林

等、様々な活動が実現

業

することによ
事   

の

 業    主   

振

 体 り、地域農業の振

　
興

興を図りました。

農林課

【協働事業】

滝沢市認定農業者協議会

事       業       名 事業の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

担い手支援育成補助事業 【事業意図・ねらい】認定

０

農業者等の所得向上を支援します。

【達成状

事

況】転作田への大豆・

 

小麦作付及び輸出米の

 

取組に対して助成を行

 

いま

した。

継続区分 会

 

計・款・項・目 平成2

 

7年度の事業概要（実

 

績）
対象農業者等の中

 

で転作田での小麦、大

３

業

豆の作付面積に対して

 

10a当たり1万円、

 

継続 一般・6款・1項

 

・3目
輸出米の作付面

 

積に対して10a当た

 

り5千円を助成しまし

 

た。
事    業  

 

  主    体
農林

名

課

【協働事業】

新岩手

事

農業協同組合

 

業

事  

の

     業    

意

   名 事業の意図や

図

ねらい（成果や効果）

や

の達成状況

農業振興地

ね

域整備促進事業 【事業

ら

意図・ねらい】農業以

い

外の土地利用調整を図

（

りつつ集団的な優良農

成

地を確

保し、効率の高
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平 績

目

1年度標 耕作面積
動 1

○

28,919 128,

全

919 128,919

体

74,346値 単 位 ㎡

事

／指
実

標 績 単 位 ○特定

業

財源

決   中山間地域

期

等直接支払交付金投 年

間

度別事業費 2,756

活

2,760 2,752

認

1,561   【県】

報

定

（2/3以内）
  資

農

内 特定財源 1,848

業

1,847 1,847

者

1,040
算   

  

数

指 訳 一般財源 908 9

1

13 905 521

額標

9

他団体事業負担額

8 19

告

6 200 200   平

平

成7年度～平成30年

成

度標
動 196 186 1

2

94 200値 単 位 人

／

4

指
実

標 績 単 位

決投 年度

年

別事業費 4,366 4

度

,328 2,215 2

～

,225

資 内 特定財源

成
平

算
指 訳 一般財源 4,3

成

66 4,328 2,2

2

15 2,225 <名称

7

変更事業>

額 「担い手

年

育成経営基盤強化支援

度

標 他団体事業負担額
事

（

業」から名称変更

単位 

項       

2

 

目 平成24年度 平成2

千

5年度 平成26年度 平

円

成27年度 備    

）

   考

目 ○全体事業期間活 協議会会員数（認定農業者数） 198 196 200 200   平成9年度～平成30年度標
動 196 186 194 201値 単 位

7

人

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費 500 500 500 500

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 500 500 500 500

額標 他団体事業負担額

項       目 平成24

年

年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備       考

目 ○全体事業期間活 小麦・大豆の作付け面積、新規 125 98 98 74   平成16年度～平成30年度標 需要米

項

（輸出米）取組面積
動

 

73 67 89 83値 単

度

 

位 ha

／指
実

標 績 単 位

 

決投 年度別事業費 7,

 

324 6,723 8,

 

100 7,535

資 内

 

特定財源
算

指 訳 一般財

 

源 7,324 6,72

目

3 8,100 7,53

平

5

額標 他団体事業負担

成

額

2

事

4

項    

年

   目 平成24年度

度

平成25年度 平成26

平

年度 平成27年度 備 

成

      考

目 ○全

2

体事業期間活 農振地域

5

内優良農地率 51.3

年

51.3 51.3 51

度

.3   昭和47年度

平

～平成30年度標
動 5

業

成

1.3 51.1 50.

2

8 50.8値 単 位 ％

／

6

指
実

標 績 単 位

決投 年度

年

別事業費 2,730 4

度

4

資 内 特定財源
算

指 訳

平

一般財源 2,730 4

成

4

額標 他団体事業負担

2

額

7年

項    

実

度

   目 平成24年度

備

平成25年度 平成26

 

年度 平成27年度 備 

 

      考

目 ○全

 

体事業期間活 交付金交

 

付対象区域内における

 

128,919 128

 

,919 128,91

 

9 128,919   

考

平成13年度～平成3
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果

や効果）の達成状況

災

や

害に強い果樹経営支援

効

補助事業 【事業意図・

果

ねらい】防風ネットの

）

新設及び機能向上に伴

の

う修繕費用に対し補助

達

することで、災害に強

成

い果樹経営を推進しま

状

す。

【達成状況】台風

況

や強風による果実落下

 

環

や枝折れ等を防ぐため

境

、暴風ネットや支

柱購

に

入費用に対する補助を

や

実施しました。

継続区

さ

分 会計・款・項・目 平

し

成27年度の事業概要

い

（実績）
・防風ネット

り

新設　2件･･･補助

ん

金額合計1,951,

ご

284円継続 一般・6

次

づ

款・1項・3目
・支柱

く

強化　　　　2件･･

り

･補助金額合計  1

推

28,716円
事  

進

  業    主  

補

  体
農林課

【協働事

助

業】

市内各果樹共同防

【

除組合

事

事     

業

  業       

代

意

名 事業の意図やねらい

図

（成果や効果）の達成

・

状況

農産物地域ブラン

ね

ド化推進事業 【事業意

ら

図・ねらい】滝沢市産

い

農産物のブランド化を

】

推進し、農業生産の振

フ

興を

図ります。

【達成

ェ

状況】市内農産物の調

ロ

査・分析・ブランド化

を

モ

研究・PR活動を実施

ン

しました

。

継続区分 会

ト

計・款・項・目 平成2

ラ

7年度の事業概要（実

ッ

績）
・特産品（スイカ

プ

・リンゴ・芋・花等）

や

ＰＲ実施継続 一般・6

交

款・1項・3目
（主な

信

内容：物産展、滝沢ス

攪

イカ初競り式、滝沢ス

担

乱

イカまつり、滝沢市に

剤

ちなん
事    業 

を

   主    体 だ

使

著名人やイベント時の

用

スイカ及びリンゴ贈呈

し

等）

農林課 ・新商品開

た

発の為の企業等への原

り

材料提供及び協議

【滝

ん

沢市主体】

ご

う

の防除

体系を組み立て

若

ることで、環境にやさ

者

しく、かつ安心安全な

が

りんごづくりを推進
事

政 育

業 します。

【達成状況

ち

】殺虫剤の散布回数を

、

削減したりんごづくり

新

を推進しました。

継続

た

区分 会計・款・項・目

な

平成27年度の事業概

価

要（実績）
・フェロモ

値

ントラップ（害虫発生

の

予察用資材）及び交信

創

撹乱剤の設置継続 一般

策 造

・6款・1項・3目
・

に

指導会（年3回、指導

挑

：盛岡農業改良普及セ

戦

ンター）
事    業

す

    主    体

る

農林課

【協働事業】

市

ま

内各果樹共同防除組合

ちを

事       業

目

       名 事業

　 指

の意図やねらい（成果

し

や効果）の達成状況

農

ま

業生産管理用機械整備

す

補助事業 【事業意図・

 

ねらい】経営効率化・

基

拡大等を目差す農業者

本

に対し、農業機械・施

施

設整備補助を実施する

策

ことで、農業生産の振

　

興を図ろうとするもの

　
０

です。

【達成状況】今

３

年度は、当初要望のあ

 

った機械の購入につい

 

て、申請団体が予算

等

 

の関係から更新を断念

農

したため、事業実施が

林

ありませんでした。

継

業

続区分 会計・款・項・

の

目 平成27年度の事業

振

概要（実績）
当初要望

　
興

のあった機械（スピードスプレヤー）の購入について、予算等の関係か継続 一般・6款・1項・3目
ら申請団体が今年度の更新を断念したため、事業実施はありませんでした。

事    業    主    体
農林課

【他

０

団体事業主体】

事業申請各農業団体

事

事  

 

     業    

 

   名 事業の意図や

 

ねらい（成果や効果）

 

の達成状況

新品種導入

 

推進事業費補助事業 【

 

事業意図・ねらい】農

 

業者の所得向上を目的

３

業

とし、各種新品種の種

 

子等購入費

用に対する

 

補助を行います。

【達

 

成状況】新高収益品種

 

の導入を推進しました

 

。

継続区分 会計・款・

 

項・目 平成27年度の

 

事業概要（実績）
さつ

名

ま芋の苗の購入補助を

事

行いました。継続 一般

 

業

・6款・1項・3目
・

の

苗購入補助金　771

意

,420円
事    

図

業    主    

や

体
農林課

【協働事業】

ね

新岩手農業協同組合等

らい

事       業

（

       名 事業

成

の意図やねらい（成果
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平 績

目

別事業費 1,958 2

○

,788 2,090 9

全

51

資 内 特定財源 14

体

7
算

指 訳 一般財源 1,

事

958 2,641 2,

業

090 951

額標 他団

期

体事業負担額

間活 県

報

慣行防除暦の殺虫剤散

告

布回数 2 2 2 2   平

平

成14年度～平成27

成

年度標 を下回る散布回

2

数（削減数）
動 2 2 2

4

2値 単 位 回

／指
実

標 績

年

単 位

決投 年度別事業費

度

843 706 806 8

～

07

資 内 特定財源
算

指

成
平

訳 一般財源 843 70

成

6 806 807

額標 他

2

団体事業負担額 1,6

7

86 1,413 1,6

年

12 1,760

度

（単

項       目

位

平成24年度 平成25

 

年度 平成26年度 平成

2

 

27年度 備     

千

  考

目 ○全体事業期

円

間活 農業団体等から申

）

請のあった補 1 1 1 1   平成27年度～平成30年度標 助対象事業に対する事業実施数
動 1 2 1 0値 単 位 件

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費 733 1,4

7

03 143

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 733 1,403 143

額標 他団体事業負担額 1,467 5,289 287

項       目 平成24年度 平成25年度 平成2

年

6年度 平成27年度 備       考

目 ○全体事業期間活 新品種導入農家戸数(基準:ｸｲｯｸ 90 90 90 70   平成27年度～平成30年度標 ｽｲｰﾄ 70戸)
動 65

項

81 90 87値 単 位 戸

 

／指
実

標 績 単 位

決投 年

度

 

度別事業費 764 65

 

5 735 771

資 内 特

 

定財源
算

指 訳 一般財源

 

764 655 735 7

 

71

額標 他団体事業負

 

担額 526 660 73

目

6 772

平成

項 

2

      目 平成2

事

4

4年度 平成25年度 平

年

成26年度 平成27年

度

度 備       考

平

目 ○全体事業期間活 申

成

請件数 14 14 10 1

2

0   平成27年度～

5

平成30年度標
動 6 3

年

1 4値 単 位 件

／指
実

標

度

績 単 位

決投 年度別事業

平

費 239 1,022 9

業

成

24 2,080

資 内 特

2

定財源
算

指 訳 一般財源

6

239 1,022 92

年

4 2,080

額標 他団

度

体事業負担額 239 1

平

,397 1,107 2

成

,312

27

項 

年

      目 平成2

実

度

4年度 平成25年度 平

備

成26年度 平成27年

 

度 備       考

 

目 ○全体事業期間活 イ

 

ベント等での宣伝活動

 

回数 10 10 10 10

 

  平成27年度～平

 

成30年度標
動 10 1

 

0 10 10値 単 位 回

／

考

指
実

標 績 単 位

決投 年度
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果

金　262,400円

や

農林課

【滝沢市主体】

効果

事       業

）

       名 事業

の

の意図やねらい（成果

達

や効果）の達成状況

新

成

規就農対策事業 【事業

状

意図・ねらい】青年新

況

規就農者に対し給付金

 

地

を給付し、農業への定

産

着と経

営安定を図りま

地

す。

【達成状況】青年

消

就農給付金を給付し、

推

早期の経営安定と就農

進

の定着を図りまし

た。

事

継続区分 会計・款・項

業

・目 平成27年度の事

【

業概要（実績）
滝沢市

事

青年就農給付金の新規

次

業

申請者及び継続申請者

意

への給付金の給付に加

図

え、申継続 一般・6款

・

・1項・3目
請者が作

ね

成した収支計画等に基

ら

づき、農業経営指導マ

い

ネージャー等を中心に

】

盛岡
事    業  

市

  主    体 広域

民

振興局及び盛岡農業改

代

が

良普及センターと連携

地

し、情報共有を図りな

場

がら、新

農林課 規就農

産

者の継続的確保及びフ

品

ォローアップを行いま

を

した。

【滝沢市主体】

手に

事       業

す

       名 事業

る

の意図やねらい（成果

を

機

や効果）の達成状況

い

会

わて地域農業マスター

を

プラン実践支 【事業意

創

図・ねらい】農業者の

出

経営安定化・規模拡大

す

・系統出荷強化に伴う

る

農業

生産安定化を推進

と

します。
援補助事業 【

と

達成状況】各種農業機

も

械、施設等を導入した

担

に

ことにより、農産物の

、

出荷強化が

図られまし

地

た。

継続区分 会計・款

産

・項・目 平成27年度

地

の事業概要（実績）
・

消

JA新いわて南部地域

の

野菜生産部会滝沢中央

実

支部　継続 一般・6款

践

・1項・3目
　パイプ

に

ハウス　　　　　　　

う

係

　　　　2棟　3,0

る

00,000円
事  

情

  業    主  

報

  体 　（うち県補助

を

額：1,000,00

得

0円、市補助額：50

や

0,000円）

農林課

す

【他団体事業主体】

新

い

岩手農業協同組合等

環

若

境を整え、地産地消を

者

推進します。

【達成状

が

況】イベント開催や各

政 育

種PR等により、地産

ち

地消を推進しました。

、

継続区分 会計・款・項

新

・目 平成27年度の事

た

業概要（実績）
・地産

な

地消イベント（親子料

価

理教室等）の開催継続

値

一般・6款・1項・3

の

目
・食育推進ホームペ

創

ージによる地産地消の

策 造

啓発活動
事    業

に

    主    体

挑

・産直施設の販売支援

戦

（PR、流通業者との

す

マッチング等）

農林課

る

【滝沢市主体】

ま

事 

ち

      業   

を

    名 事業の意図

目

やねらい（成果や効果

　 指

）の達成状況

自然災害

し

及び農畜産物価格低迷

ま

対策特 【事業意図・ね

す

らい】自然災害の発生

 

及び農畜産物の販売価

基

格の低迷により、農

業

本

経営に甚大な被害を受

施

けた農業者に対し、特

策

別資金の融通を円滑に

　

します。
別資金利子補

　
０

給補助事業 【達成状況

３

】市が利子補給を行い

 

農業経営の安定に資す

 

ることができました。

 

継続区分 会計・款・項

農

・目 平成27年度の事

林

業概要（実績）
滝沢市

業

自然災害及び農畜産物

の

価格低迷対策特別資金

振

利子補給規則等により

　
興

利子補継続 一般・6款・1項・3目
給金を交付しました。

事    業    主    体 ・自然災害及び農畜産物価格低迷対策特別資金利子補給金　5,891円

農林課

【滝沢市主体】

事   

０

    業       名 事業の意図やね

事

らい（成果や効果）の

 

達成状況

環境保全型農

 

業直接支払交付金事業

 

【事業意図・ねらい】

 

新たな食料・農業・農

 

村基本計画に基づき、

 

地球温暖化防

止及び生

 

物多様性保全に効果の

３

業

高い営農活動の普及拡

 

大を図ります。

【達成

 

状況】農地土壌への炭

 

素貯留や生物多様性保

 

全に対し効果の高い営

 

農活動

に取り組んだ農

 

業者に交付金を交付し

 

、支援を行いました。

名

継続区分 会計・款・項

事

・目 平成27年度の事

 

業

業概要（実績）
地球温

の

暖化防止及び生物多様

意

性保全等に効果の高い

図

営農活動に取り組む農

や

業者に継続 一般・6款

ね

・1項・3目
対し、交

ら

付金を交付しました。

い

事    業    

（

主    体 ・環境保

成

全型農業直接支払交付
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平 績

目

   考

目 ○全体事業

○

期間活 単年度補助申請

全

件数分の全件数 0 0 5

体

5   平成26年度～

事

平成30年度標 の補助

業

導入実現
動 0 0 5 2値

期

単 位 件

／指
実

標 績 単 位

間

○特定財源

決   いわ

活

て地域農業マスタープ

産

ラ投 年度別事業費 2,

報

直

628 1,500   

施

ン実践支援事業費補助

設

金
  【県】（1/3

等

以内）資 内 特定財源 1

で

,750 1,000
算

の

  
  指 訳 一般財源

地

878 500

額標 他団

場

体事業負担額 2,62

産

8 1,500

品

告

の販売 0 0 0 200  

平

 平成27年度～平成

成

30年度標 額
動 0 0 0

2

220値 単 位 百万円

／

4

指
実

標 績 単 位 ○特定財

年

源

決   市町村振興交

度

付金【その他】投 年度

～

別事業費 852 791

成
平

482 162   
  

成

資 内 特定財源 500 2

2

00 300 150
算  

7

 
  指 訳 一般財源 3

年

52 591 182 12

度

＜名称変更事業＞

額 「

（

食育推進事業」から名

単

称変更標 他団体事業負

位

担額

 

2

 

項   

千

    目 平成24年

円

度 平成25年度 平成2

）

6年度 平成27年度 備       考

目 ○全体事業期間活 資金融資を受けた農業者への利 100 100 100 100   平成22年度～平成27年度標 子

7

補給割合
動 100 100 100 100値 単 位 ％

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費 36 27 12 6

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 36 27 12 6

額標 他団体事業負担額

項  

年

     目 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備       考

目 ○全体事業期間活 取組を行っている件数 1 1 2 2   平成23年度～平成30年度標
動 1

項

1 2 2値 単 位 件

／指
実

 

標 績 単 位 ○特定財源

決

度

 

  環境保全型農業直

 

接支払交付投 年度別事

 

業費 326 362 38

 

5 262   金【県】

 

（1/2）
  資 内 特

 

定財源 182 197 2

目

14 196
算   

  

平

指 訳 一般財源 144 1

成

65 171 66

額標 他

2

団体事業負担額

事

4年度

項       目

平

平成24年度 平成25

成

年度 平成26年度 平成

2

27年度 備     

5

  考

目 ○全体事業期

年

間活 新規就農者経営体

度

数 0 5 7 4   平成2

平

5年度～平成31年度

業

成

標
動 0 3 1 3値 単 位 経

2

営体

／指
実

標 績 単 位 ○

6

特定財源

決   いわて

年

ニューファーマー支援

度

投 年度別事業費 5,2

平

50 12,750 4,

成

481   事業〔青年

2

就農給付金（経営
  

7

開始型）〕【県】（1

年

0/10）資 内 特定財

実

度

源 12,750 4,4

備

81
算   

  指 訳 一

 

般財源 5,250

額標

 

他団体事業負担額

   

項       

 

目 平成24年度 平成2

 

5年度 平成26年度 平

考

成27年度 備    
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果

数に大きな変化はない

や

ものの、通年預託施設

効

の利

用頭数については

果

定数を上回る申し込み

）

があり、経営安定が図

の

られました。

継続区分

達

会計・款・項・目 平成

成

27年度の事業概要（

状

実績）
・5月から10

況

月は全畜種を対象に夏

 

多

期放牧を行いました。

面

継続 一般・6款・1項

的

・4目
・11月から翌

機

年度4月は乳用牛（育

能

成牛）を対象に冬期預

支

託施設で舎飼を行いま

払

事    業    

事

主    体 した。

農

業

林課 ・補助事業等を活

【

用し草地更新を9.1

次

事

7ha実施しました。

業

【滝沢市主体】

意

事 

図

      業   

・

    名 事業の意図

ね

やねらい（成果や効果

ら

）の達成状況

畜産共進

い

会事業 【事業意図・ね

】

らい】家畜の改良増殖

農

と飼養管理技術改良を

代

業

促進し、畜産農家相

互

・

の研鑽と意欲の向上を

農

図ります。

【達成状況

村

】優良な家畜を一堂に

の

集め審査を行うことに

有

より、畜産振興が図ら

す

れ

ました。

継続区分 会

る

計・款・項・目 平成2

多

7年度の事業概要（実

面

績）
・全国ホルスタイ

を

的

ン共進会出品負担金　

機

30千円継続 一般・6

能

款・1項・4目
・滝沢

の

・雫石連合畜産共進会

維

負担金（7月開催）3

持

00千円
事    業

・

    主    体

発

・岩手県畜産共進会（

揮

8月頃開催）副賞交付

を

農林課 ・農用1才馬共

担

図

進会（10月開催）副

り

賞・賞状交付

【協働事

ま

業】 ・新岩手農協共励

す

会副賞交付

新岩手農協

。

・岩中酪農協・岩手花

【

平農協 ・花平農協共進

達

会副賞交付

成状況

う

】地域資源保全組合に

若

交付金を交付し、共同

者

活動に係る支援を行い

が

、

地域資源の適切な保

政 育

全管理を推進しました

ち

。

継続区分 会計・款・

、

項・目 平成27年度の

新

事業概要（実績）
農業

た

の多面的機能の維持・

な

発揮のための組織活動

価

などに対し、制度に基

値

づき交付継続 一般・6

の

款・1項・3目
金を交

創

付しました（7組織）

策 造

。
事    業   

に

 主    体
農林課

挑

【滝沢市主体】

戦

事 

す

      業   

る

    名 事業の意図

ま

やねらい（成果や効果

ち

）の達成状況

農地中間

を

管理事業 【事業意図・

目

ねらい】農地中間管理

　 指

事業を活用し、農地の

し

有効活用・集約化を図

ま

ります。

【達成状況】

す

地域農業の担い手など

 

の中心経営体に対し、

基

農地集積を進めました

本

。

継続区分 会計・款・

施

項・目 平成27年度の

策

事業概要（実績）
農業

　

担い手への農地集積を

　
０

進めました。継続 一般

３

・6款・1項・3目
・

 

利用権設定面積　9h

 

a
事    業   

 

 主    体 ・経営

農

転換協力金　1,70

林

0,000円　（内訳

業

：700,000円×

の

2戸、300,000

振

円×1戸）

農林課

【滝

　
興

沢市主体】

事       業       名 事業の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

稲作経営安定資金利子補給事業 【事業意図・ねらい】米価下落により農業経営に被害を受けた農業者に

０

対し、稲

作経営安定資金の融通を円滑にしま

事

す。

【達成状況】金融

 

機関に対し市が利子補

 

給を行い、農業経営の

 

安定を図りました

。

継

 

続区分 会計・款・項・

 

目 平成27年度の事業

 

概要（実績）
滝沢市稲

 

作経営安定資金利子補

３

業

給規則等により利子補

 

給金を交付しました。

 

継続 一般・6款・1項

 

・3目
・稲作経営安定

 

資金利子補給金　21

 

,443円
事    

 

業    主    

 

体
農林課

【滝沢市主体

名

】

事

事       

 

業

業       名 事

の

業の意図やねらい（成

意

果や効果）の達成状況

図

相の沢牧野管理事業 【

や

事業意図・ねらい】畜

ね

産経営の飼養管理に係

ら

る労力軽減や経費節減

い

などにより

経営の安定

（

を図ります。

【達成状

成

況】牧野利用農家の戸
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平 績

目

業負担額

○全

項 

体

      目 平成2

事

4年度 平成25年度 平

業

成26年度 平成27年

期

度 備       考

間

目 ○全体事業期間活 出

活

品頭数 40 40 40 4

多

0   平成16年度～

報

面

平成30年度標
動 26

的

39 35 41値 単 位 件

機

／指
実

標 績 単 位

決投 年

能

度別事業費 353 35

発

4 352 544

資 内 特

揮

定財源
算

指 訳 一般財源

等

353 354 352 5

の

44

額標 他団体事業負

た

担額

め

告

の事業 0 0 1,000

平

1,100   平成2

成

6年度～平成30年度

2

標 取組面積
動 0 0 75

4

435値 単 位 ha

／指

年

実
標 績 単 位 ○特定財源

度

決   多面的機能支払

～

交付金【県】投 年度別

成
平

事業費 357 11,0

成

37   （75％）
 

2

 資 内 特定財源 8,3

7

24
算   

  指 訳 一

年

般財源 357 2,71

度

3

額標 他団体事業負担

（

額

単位

項    

 

   目 平成24年度

2

 

平成25年度 平成26

千

年度 平成27年度 備 

円

      考

目 ○全

）

体事業期間活 農地中間管理事業による賃貸借 0 0 5 5   平成26年度～平成30年度標 件数
動 0 0 14 4値 単 位 件

／指
実

標 績 単 位 ○特定財源

決   機構集

7

積協力金交付事業補助投 年度別事業費 2,968 2,409   金【県】（10/10）
  農地中間管理事業収入【その資 内 特定財源 2,844 2,409

算   他】（10/10）
  指 訳 一般財源 124

額標 他団体事

年

業負担額

項       目 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備       考

目 ○全体事業期間活 資

項

金融資を受けた農業者

 

への利 0 0 100 10

度

 

0   平成26年度～

 

平成30年度標 子補給

 

割合
動 0 0 100 10

 

0値 単 位 ％

／指
実

標 績

 

単 位

決投 年度別事業費

 

1 22

資 内 特定財源
算

目

指 訳 一般財源 1 22

額

平

標 他団体事業負担額

成2

事

4

項      

年

 目 平成24年度 平成

度

25年度 平成26年度

平

平成27年度 備   

成

    考

目 ○全体事

2

業期間活 家畜の放牧延

5

べ頭数 14,000 1

年

40,000 140,

度

000 140,000

平

  昭和40年度～平

業

成

成30年度標
動 98,

2

496 105,000

6

114,050 112

年

,156値 単 位 頭

／指

度

実
標 績 単 位 ○特定財源

平

決   牧野使用料【そ

成

の他】投 年度別事業費

2

62,290 65,0

7

09 61,700 63

年

,557   いわて型

実

度

牧草地再生対策事業
 

備

 費補助金【県】（1

 

/2）資 内 特定財源 3

 

4,783 37,79

 

0 37,286 37,

 

958
算   牧草売払

 

収入
  指 訳 一般財源

 

27,507 27,2

 

19 24,414 25

考

,599

額標 他団体事

-133-



  

果

成果や効果）の達成状

や

況

畜産競争力強化整備

効

補助事業 平成27年度

果

において、牛舎1棟、

）

堆肥舎1棟を設置を予

の

定していましたが、平

達

成28

年度に事業繰越

成

を行いました。

継続区

状

分 会計・款・項・目 平

況

成27年度の事業概要

 

畜

（実績）
平成28年度

産

へ事業繰越新規 一般・

環

6款・1項・4目
・牛

境

舎整備　1棟
事   

改

 業    主   

善

 体 ・堆肥舎整備　1

支

棟

農林課

【他団体事業

援

主体】

岩手中央酪農業

補

協同組合

助

事    

次

事

   業      

業

 名 事業の意図やねら

【

い（成果や効果）の達

事

成状況

畜産振興対策事

業

業 平成26年度事業実

意

績報告書参照

継続区分

図

会計・款・項・目 平成

・

27年度の事業概要（

ね

実績）
平成26年度完

ら

了事業完了 一般・6款

代

い

・1項・4目

事   

】

 業    主   

酪

 体
農林課

【他団体事

農

業主体】

岩手中央家畜

経

衛生協議会ほか

営の安定化

を

と維持促進を図ります

担

。

【達成状況】酪農ヘ

う

ルパーの利用促進や生

若

乳検査、受精卵移植の

者

事業に対する補

助を実

が

施し、酪農経営の安定

政 育

化を図りました。

継続

ち

区分 会計・款・項・目

、

平成27年度の事業概

新

要（実績）
次のとおり

た

補助金を交付しました

な

。継続 一般・6款・1

価

項・4目
・酪農ヘルパ

値

ー利用促進事業費補助

の

金　2,440,00

創

0円　
事    業 

策 造

   主    体 ・

に

生乳検査事業費補助金

挑

　　　　　　　2,2

戦

32,074円

農林課

す

・乳用牛和牛受精卵移

る

植事業費補助金　　5

ま

30,000円

【他団

ち

体事業主体】

新岩手農

を

協・岩中酪農協・花平

目

酪農農協

　 指

事    

し

   業      

ま

 名 事業の意図やねら

す

い（成果や効果）の達

 

成状況

畜産振興総合対

基

策推進指導補助事業 【

本

事業意図・ねらい】乳

施

用牛群検定の普及によ

策

り、効率的で生産性の

　

高い畜産経

営を図りま

　
０

す。

【達成状況】牛群

３

検定を実施し、効率的

 

な畜産経営に寄与しま

 

した。

継続区分 会計・

 

款・項・目 平成27年

農

度の事業概要（実績）

林

・畜産振興総合対策推

業

進指導事業費補助金3

の

19,000円継続 一

振

般・6款・1項・4目

　
興

・事業内容　牛群検定
事    業    主    体 ・検定戸数　岩手花平農業協同組合管内19戸

農林課 ・検定頭数　797頭

【他団体事業主体】 ・生乳検査数　12,700検体

岩手花平農協

０

事       業       名 事業

事

の意図やねらい（成果

 

や効果）の達成状況

滝

 

沢市牧草地再生対策補

 

助事業 【事業意図・ね

 

らい】東京電力原子力

 

発電所事故により影響

 

を受けた牧草地の除

染

 

を行い、安全な飼料作

３

業

物生産を図ります。

【

 

達成状況】農家による

 

牧草地の除染作業を支

 

援し、安全な畜産物生

 

産が図られ

ました。

継

 

続区分 会計・款・項・

 

目 平成27年度の事業

 

概要（実績）
市内の酪

名

農家23戸、76.6

事

9haの草地更新に対

 

業

して35,833,7

の

88円の補助を行いま

意

し継続 一般・6款・1

図

項・4目
た。

事   

や

 業    主   

ね

 体
農林課

【滝沢市主

ら

体】

い

事      

（

 業       名

成

事業の意図やねらい（
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平 績

目

   考

目 ○全体事業

○

期間活 支援関係団体数

全

6 6 6   昭和32年

体

度～平成26年度標
動

事

6 6 6値 単 位 件

／指
実

業

標 績 単 位

決投 年度別事

期

業費 920 917 93

間

9

資 内 特定財源
算

指 訳

活

一般財源 920 917

酪

939

額標 他団体事業

報

農

負担額

ヘルパー利用回数 9

告

00 900 900 90

平

0   平成5年度～平

成

成30年度標
動 785

2

770 738 757値

4

単 位 回

／指
実

標 績 単 位

年

決投 年度別事業費 5,

度

991 6,035 5,

～

134 5,202

資 内

成
平

特定財源
算

指 訳 一般財

成

源 5,991 6,03

2

5 5,134 5,20

7

2

額標 他団体事業負担

年

額

度

（

項    

単

   目 平成24年度

位

平成25年度 平成26

 

年度 平成27年度 備 

2

 

      考

目 ○全

千

体事業期間活 検定参加

円

農家数 21 21 21 2

）

1   平成18年度～平成30年度標
動 21 21 19 19値 単 位 戸

／指
実

標 績 単 位 ○特定財源

決   岩手県畜産振興総合対策推進投 年度別事業費 411 40

7

9 351 319   指導事業費補助金
  【県】資 内 特定財源 411 409 351 319

算   
  指 訳 一般財源

額標 他団体事業負担額

項       目 平成24年度

年

平成25年度 平成26年度 平成27年度 備       考

目 ○全体事業期間活 草地更新面積 0 120 120 120   平成24年度～平成28年度標
動 0 145 104 85値 単

項

位 ha

／指
実

標 績 単 位

 

○特定財源

決   いわ

度

 

て型牧草地再生対策事

 

業投 年度別事業費 8,

 

088 53,796 4

 

4,842 35,83

 

4   補助金【県】（

 

1／2）
  資 内 特定

目

財源 4,044 26,

平

898 22,421 1

成

7,916
算   

  

2

指 訳 一般財源 4,04

事

4

4 26,898 22,

年

421 17,918

額

度

標 他団体事業負担額

平成2

項      

5

 目 平成24年度 平成

年

25年度 平成26年度

度

平成27年度 備   

平

    考

目 ○全体事

業

成

業期間活 酪農農家戸数

2

0 0 0 67   平成2

6

7年度～平成30年度

年

標
動 0 0 0 63値 単 位

度

戸

／指
実

標 績 単 位 ○特

平

定財源

決   畜産競争

成

力強化整備事業費補投

2

年度別事業費   助金

7

【県】
  資 内 特定財

年

源
算   

  指 訳 一般

実

度

財源 ＜新規事業＞

額 平

備

成28年度へ繰越明許

 

費46,668標 他団

 

体事業負担額
千円

   

項       

 

目 平成24年度 平成2

 

5年度 平成26年度 平

考

成27年度 備    
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果

する多面的機能分に相

や

当する補助金交付事業

効

（強化支援事業）、
事

果

    業    主

）

    体 施設の寿命

の

を伸ばすための施設の

達

補修事業（予防保全事

成

業）等を実施しました

状

。

農林課 ・国営造成施

況

設維持管理適正化事業

 

滝

費負担金　1,118

沢

千円

【他団体事業主体

市

】

岩手県

利

事    

用

   業      

自

 名 事業の意図やねら

粛

い（成果や効果）の達

牧

成状況

滝沢市土地改良

草

補助事業 【事業意図・

等

ねらい】農地の保全を

次

処

進め、農業経営の安定

理

・健全な営農を図りま

円

す。

【達成状況】土地

滑

改良事業に対し、滝沢

化

市土地改良事業補助金

事

を交付し、事業推

進を

業

図りました。

継続区分

平

会計・款・項・目 平成

成

27年度の事業概要（

2

実績）
各土地改良区の

代

6

実施する改良事業に対

年

し、滝沢市土地改良事

度

業補助金を交付しま継

事

続 一般・6款・1項・

業

5目
した。

事    

実

業    主    

績

体 ・滝沢市土地改良事

報

業補助金　5,141

告

千円

農林課

【他団体事

書

業主体】

土地改良区等

を

参照

継続区分 会計・款

担

・項・目 平成27年度

う

の事業概要（実績）
平

若

成26年度完了事業完

者

了 一般・6款・1項・

が

4目

事    業  

政 育

  主    体
農林

ち

課

【滝沢市主体】

、

事

新

       業  

た

     名 事業の意

な

図やねらい（成果や効

価

果）の達成状況

東日本

値

大震災農業生産対策事

の

業 平成26年度事業実

創

績報告書参照

継続区分

策 造

会計・款・項・目 平成

に

27年度の事業概要（

挑

実績）
平成26年度完

戦

了事業完了 一般・6款

す

・1項・4目

事   

る

 業    主   

ま

 体
農林課

【他団体事

ち

業主体】

事業主体とな

を

る任意組合

目

事   

　 指

    業     

し

  名 事業の意図やね

ま

らい（成果や効果）の

す

達成状況

基幹水利施設

 

管理事業 【事業意図・

基

ねらい】岩洞ダム（農

本

業負担分）及び基幹的

施

な水路（岩洞第２発電

策

所～導水路～南北分水

　

工～東部分水工）の維

　
０

持管理事業に対する事

３

業費の一部負

担を行い

 

ます。

【達成状況】維

 

持管理事業の推進が図

 

られました。

継続区分

農

会計・款・項・目 平成

林

27年度の事業概要（

業

実績）
岩洞ダム（農業

の

負担分）及び基幹的な

振

水路（岩洞第2発電所

　
興

～導水路～南北分水継続 一般・6款・1項・5目
工～東部分水工）の維持管理事業に対する事業費の一部負担を行いました。

事    業    主    体 ・基幹水利施設管理事業費負担金　744千円

農林課

【他団体

０

事業主体】

岩手県（岩手山麓土地改良区へ管

事

理委託）

 

事    

 

   業      

 

 名 事業の意図やねら

 

い（成果や効果）の達

 

成状況

国営造成施設管

 

理体制整備促進事業 【

 

事業意図・ねらい】土

３

業

地改良施設等に係る啓

 

発普及活動、地域住民

 

との協働事

業、施設管

 

理費に対する多面的機

 

能分に相当する補助金

 

交付事業、施設の寿命

 

を

伸ばすための施設の

 

補修事業等の実施を促

名

進します。

【達成状況

事

】事業実施により、土

 

業

地改良施設等の整備が

の

図られました。

継続区

意

分 会計・款・項・目 平

図

成27年度の事業概要

や

（実績）
土地改良施設

ね

等に係る啓蒙普及活動

ら

、地域住民との協働事

い

業（推進活動事業）、

（

継続 一般・6款・1項

成

・5目
施設管理費に対

-136-



平 績

目

2 2
実 対象箇所数(H

○

22～H25）
標 2 2

全

1 4績 単 位 箇所

決投 年

体

度別事業費 3,309

事

580 840 5,14

業

1

資 内 特定財源 3,0

期

00 500 500
算

指

間

訳 一般財源 309 80

活

340 5,141

額標

牧

他団体事業負担額

報

草刈払い等面積 0 12

告

0 50   平成24年

平

度～平成26年度標
動

成

0 383 23値 単 位 h

2

a

／指
実

標 績 単 位

決投

4

年度別事業費 14,9

年

13 6,161 2,6

度

46

資 内 特定財源 14

～

,912 6,160 2

成
平

,605
算

指 訳 一般財

成

源 1 1 41

額標 他団体

2

事業負担額

7年

項

度

       目 平成

（

24年度 平成25年度

単

平成26年度 平成27

位

年度 備       

 

考

目 ○全体事業期間活

2

 

農作業受託面積 0 0 8

千

0   平成26年度～

円

平成26年度標
動 0 0

）

15値 単 位 ha

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費 12,326

資 内 特定財源 9,860
算

指 訳 一般財源 2,466

額標 他団体事業負担額

7

項       目 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備       考

目 ○全体事業期間活 岩洞ダム農業用水供給量 72,350,000 69,660,000 69,

年

660,000 69,660,000   平成13年度～平成34年度標
動 70,924,820 66,665,405 67,348,540 69,602,099値 単 位 立方ﾒ

項

ｰﾄﾙ

／指
実

標 績 単 位

 

決投 年度別事業費 94

度

 

3 228 922 795

 

資 内 特定財源
算

指 訳 一

 

般財源 943 228 9

 

22 795

額標 他団体

 

事業負担額

 目

項

平

       目 平成

成

24年度 平成25年度

2

平成26年度 平成27

事

4

年度 備       

年

考

目 ○全体事業期間活

度

地域住民との施設維持

平

管理協定 7 7 7 11  

成

 平成13年度～平成

2

34年度標 締結数
動 7

5

11 11 11値 単 位 箇

年

所（累計）

／指
実

標 績

度

単 位

決投 年度別事業費

平

1,346 1,481

業

成

1,416 1,118

2

資 内 特定財源
算

指 訳 一

6

般財源 1,346 1,

年

481 1,416 1,

度

118

額標 他団体事業

平

負担額

成2

項  

7

     目 平成24

年

年度 平成25年度 平成

実

度

26年度 平成27年度

備

備       考

目

 

○全体事業期間活 期間

 

中の施設改修率 100

 

100 100 100  

 

 平成12年度～平成

 

30年度標
動 100 1

 

00 100 100値 単

 

位 ％

／指 期間中の当該

考

年度における事業 2 2
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果

  業       

や

名 事業の意図やねらい

効

（成果や効果）の達成

果

状況

民有林森林保全整

）

備補助事業 【事業意図

の

・ねらい】森林施業の

達

推進を図るため、山林

成

所有者の森林整備に対

状

し

、助成を行います。

況

【達成状況】造林、除

 

土

間伐等の森林整備の実

地

施に対し、山林所有者

改

の自己負担額

の軽減の

良

ため助成を行いました

施

。

継続区分 会計・款・

設

項・目 平成27年度の

維

事業概要（実績）
実績

持

面積継続 一般・6款・

管

2項・1目
・造林（ス

理

ギ、カラマツ）3.3

次

事

9ha
事    業 

業

   主    体 ・

【

下刈　12.05ha

事

農林課

【協働事業】

盛

業

岡市森林組合

意図・ねら

代

い】農道の維持管理に

を

より、健全な営農を支

担

援します。

【達成状況

う

】農道上郷第2線を対

若

象に、施設の維持管理

者

を実施しました。

継続

が

区分 会計・款・項・目

政 育

平成27年度の事業概

ち

要（実績）
農道上郷第

、

2線を対象に次の事業

新

を行いました。継続 一

た

般・6款・1項・5目

な

・冬期の除雪業務
事 

価

   業    主 

値

   体 ・その他必要

の

とする維持管理等の実

創

施

農林課

【滝沢市主体

策 造

】

に

事       

挑

業       名 事

戦

業の意図やねらい（成

す

果や効果）の達成状況

る

県営農村災害対策整備

ま

事業 【事業意図・ねら

ち

い】国営造成施設の老

を

朽化に伴い実施される

目

「国営かんがい排

水事

　 指

業（岩手山麓地区）」

し

の末端について事業を

ま

実施し、営農活動の推

す

進と農地

保全を図りま

 

す。

（重点事業） 【達

基

成状況】事業推進によ

本

り、農地保全等が図ら

施

れました。

継続区分 会

策

計・款・項・目 平成2

　

7年度の事業概要（実

　
０

績）
県が実施する主幹

３

線水路等の整備事業の

 

実施を支援し、滝沢市

 

に係る事業費の一継続

 

一般・6款・1項・5

農

目
部（市負担分）を負

林

担しました。
事   

業

 業    主   

の

 体 附帯工　一式

農林

振

課

【他団体事業主体】

　
興

岩手県

事       業       名 事業の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

土地改良振興対策事業 平成26年度事業実績報告書参照

継続区分 会計・款・項・目 平成27年度の事業概要

０

（実績）
平成26年度完了事業完了 一般・6

事

款・1項・5目

事  

 

  業    主  

 

  体
農林課

【他団体

 

事業主体】

岩手県土地

 

改良事業団体連合会

  

事       業 

 

      名 事業の

３

業

意図やねらい（成果や

 

効果）の達成状況

市有

 

林整備事業 【事業意図

 

・ねらい】森林の財産

 

的価値の向上及び森林

 

が持つ多面的機能の発

 

揮

を図るため、森林の

 

適正管理を行います。

名

【達成状況】市有林・

事

分収林の森林整備を進

 

業

めました。

継続区分 会

の

計・款・項・目 平成2

意

7年度の事業概要（実

図

績）
市有林除間伐（1

や

1ha)継続 一般・6

ね

款・2項・1目

事  

ら

  業    主  

い

  体
農林課

【滝沢市

（

主体】

成

事     
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平 績

目

1,249 1,563

○

946

額標 他団体事業

全

負担額

体事業期間活 農

報

道上郷第2線除草等維

告

持作業 3 3 3 3   平

平

成13年度～平成30

成

年度標 、除雪作業
動 3

2

3 0 4値 単 位 回

／指
実

4

標 績 単 位

決投 年度別事

年

業費 280 131 25

度

3 79

資 内 特定財源
算

～

指 訳 一般財源 280 1

成
平

31 253 79

額標 他

成

団体事業負担額

27年

項       目

度

平成24年度 平成25

（

年度 平成26年度 平成

単

27年度 備     

位

  考

目 ○全体事業期

 

間活 事業進捗率 0 0 0

2

 

0.1   平成26年

千

度～平成34年度標
動

円

0 0 0.06 0.06

）

値 単 位 ％

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費 575 333

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 575 333

額標 他団体事業負担額

7

項       目 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備       考

目 ○全体事業期間活 農道台帳管理延長 787 787 787   平成20年度～平成26年度標
動 787 787 0

年

値 単 位 ｍ

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費 93 93 108

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 93 93 108

額標 他団体事業負担額

項

項       目 平

 

成24年度 平成25年

度

 

度 平成26年度 平成2

 

7年度 備      

 

 考

目 ○全体事業期間

 

活 市有林・分収林の整

 

備 11 5 5 15   平

 

成21年度～平成30

目

年度標
動 11 20 18

平

11値 単 位 ha

／指
実

成

標 績 単 位 ○特定財源

決

2

  森林整備加速化事

事

4

業（間伐）投 年度別事

年

業費 1,350 1,6

度

28 4,064 4,8

平

72   費補助金【国

成

、県】65％
  森林

2

病害虫駆除事業費補助

5

金資 内 特定財源 296

年

821 2,755 3,

度

193
算   【国、県

平

】75％
  指 訳 一般

業

成

財源 1,054 807

2

1,309 1,679

6

額標 他団体事業負担額

年度 平

項     

成

  目 平成24年度 平

2

成25年度 平成26年

7

度 平成27年度 備  

年

     考

目 ○全体

実

度

事業期間活 民有林の森

備

林施業面積 48 53 5

 

3 53   平成21年

 

度～平成30年度標
動

 

48 24 22 15値 単

 

位 ha

／指
実

標 績 単 位

 

決投 年度別事業費 60

 

7 1,249 1,56

 

3 946

資 内 特定財源

考

算
指 訳 一般財源 607
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果

成28年度内に、生産

や

資材の導入に対する補

効

助金の交付を行う予定

果

です。新規 一般・6款

）

・2項・1目

事   

の

 業    主   

達

 体
農林課

【他団体事

成

業主体】

岩手山しいた

状

け生産企業組合

況

事 

 

林

      業   

道

    名 事業の意図

等

やねらい（成果や効果

維

）の達成状況

林業振興

持

対策事業 平成26年度

管

事業実績報告書参照

継

理

続区分 会計・款・項・

事

目 平成27年度の事業

業

概要（実績）
平成26

【

年度完了事業完了 一般

次

事

・6款・2項・1目

事

業

    業    主

意

    体
農林課

【他

図

団体事業主体】

岩手県

・

緑化推進委員会他4団

ね

体

らい】林

代

道の維持管理を実施し

を

、林業振興の推進を図

担

ります。

【達成状況】

う

林道の維持修繕、除雪

若

、敷き砂利を実施しま

者

した。

継続区分 会計・

が

款・項・目 平成27年

政 育

度の事業概要（実績）

ち

・維持修繕、敷砂利、

、

除雪業務継続 一般・6

新

款・2項・1目
・岩手

た

県治山林道協会費　5

な

千円
事    業  

価

  主    体
農林

値

課

【滝沢市主体】

の

事

創

       業  

策 造

     名 事業の意

に

図やねらい（成果や効

挑

果）の達成状況

森林振

戦

興資金貸付事業 【事業

す

意図・ねらい】盛岡市

る

森林組合が実施する森

ま

林施業等の円滑な推進

ち

を図る

ため、作業費の

を

立替資金の貸付を行い

目

ます。

【達成状況】資

　 指

金の貸付を実施し、森

し

林の保全及び森林生産

ま

の増進が図られまし

た

す

。

継続区分 会計・款・

 

項・目 平成27年度の

基

事業概要（実績）
盛岡

本

市森林組合について、

施

平成27年度事業費（

策

35,818千円）の

　

資金計画の一部に継続

　
０

一般・6款・2項・1

３

目
運用されました。

事

 

    業    主

 

    体
農林課

【協

 

働事業】

盛岡市森林組

農

合

林

事       

業

業       名 事

の

業の意図やねらい（成

振

果や効果）の達成状況

　
興

有害鳥獣防護柵設置補助事業 【事業意図・ねらい】有害鳥獣による農作物被害と農作業等における人身被害の

防止を図ります。

【達成状況】ツキノワグマ等による被害防止のため、電気柵設置のための助成を

実施しました。

０

継続区分 会計・款・項・目 平成27年度の事

事

業概要（実績）
・電機

 

柵設置　9セット継続

 

一般・6款・2項・1

 

目
・有害鳥獣の追払い

 

、捕獲　カラス330

 

羽など
事    業 

 

   主    体
農

 

林課

【協働事業】

市内

３

業

外関係農協等

 

事  

 

     業    

 

   名 事業の意図や

 

ねらい（成果や効果）

 

の達成状況

特用林産施

 

設体制整備補助事業 【

 

事業意図・ねらい】東

名

日本大震災からの早い

事

復興のため、きのこ原

 

業

木等生産資

材の新規導

の

入を図る事業者に対し

意

補助金の交付を行い、

図

特用林産物である原木

や

し

いたけの生産を拡大

ね

します。

【達成状況】

ら

平成28年度への繰越

い

事業

継続区分 会計・款

（

・項・目 平成27年度

成

の事業概要（実績）
平
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平 績

目

平成21年度～平成2

○

6年度標 化センター負

全

担金
動 18 18 20値

体

単 位 千円

／指 岩手県緑

事

化推進委員会会費 18

業

18 37
実

標 18 18

期

37績 単 位 千円

決投 年

間

度別事業費 70 66 8

活

7

資 内 特定財源
算

指 訳

維

一般財源 70 66 87

報

持

額標 他団体事業負担額

修繕等維持工事 5 5

告

5 5   平成21年度

平

～平成30年度標
動 6

成

5 4 2値 単 位 回

／指 除

2

雪業務 6 6 6 6
実

標 5

4

4 0 7績 単 位 回

決投 年

年

度別事業費 3,629

度

2,385 2,200

～

1,407

資 内 特定財

成
平

源
算

指 訳 一般財源 3,

成

629 2,385 2,

2

200 1,407

額標

7

他団体事業負担額

年度

（

項       

単

目 平成24年度 平成2

位

5年度 平成26年度 平

 

成27年度 備    

2

 

   考

目 ○全体事業

千

期間活 森林組合活動の

円

円滑化による森 53 5

）

3 53 53   平成21年度～平成28年度標 林施行面積
動 53 27 27 15値 単 位 ha

／指
実

標 績 単 位 ○特定財源

決   林業振興費貸付金元利収入【投 年

7

度別事業費 3,000 3,000 3,000 3,000   その他】
  資 内 特定財源 3,000 3,000 3,000 3,000

算   
  指 訳 一般財源

額標 他団体事業負担額

年

項       目 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備       考

目 ○全体事業期間活 農作物被害額 8,444 7,819 7,261 6,70

項

1   平成21年度～

 

平成30年度標
動 0 1

度

 

,806 0 0値 単 位 千

 

円

／指
実

標 績 単 位

決投

 

年度別事業費 175 3

 

60 329 360

資 内

 

特定財源
算

指 訳 一般財

 

源 175 360 329

目

360

額標 他団体事業

平

負担額

成2

項  

事

4

     目 平成24

年

年度 平成25年度 平成

度

26年度 平成27年度

平

備       考

目

成

○全体事業期間活 きの

2

こ原木等生産資材の導

5

入 0 0 0 33,400

年

  平成27年度～平

度

成27年度標
動 0 0 0

平

0値 単 位 本

／指
実

標 績

業

成

単 位 ○特定財源

決   

2

岩手県特用林産施設等

6

体制整投 年度別事業費

年

  備事業費補助金【

度

県】（10/1
  0

平

）資 内 特定財源
算   

成

  指 訳 一般財源 ＜新

2

規事業＞

額 平成28年

7

度へ繰越明許費3,0

年

39標 他団体事業負担

実

度

額
千円

備 

項  

 

     目 平成24

 

年度 平成25年度 平成

 

26年度 平成27年度

 

備       考

目

 

○全体事業期間活 北上

 

川上流流域森林・林業

考

活性 18 18 20   
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果や効果）の達成状況

 

森林整備加速化・林業

次

再生基金事業 平成26

代

年度事業実績報告書参

を

照

継続区分 会計・款・

担

項・目 平成27年度の

う

事業概要（実績）
平成

若

26年度完了事業完了

者

一般・6款・2項・1

が

目

事    業   

政 育

 主    体
農林課

ち

【滝沢市主体】

、

事 

新

      業   

た

    名 事業の意図

な

やねらい（成果や効果

価

）の達成状況

地域花卉

値

ブランド確立宣伝補助

の

員緊急 平成24年度事

創

業実績報告書参照

雇用

策 造

事業

継続区分 会計・款

に

・項・目 平成27年度

挑

の事業概要（実績）
平

戦

成24年度完了事業完

す

了 一般

事    業 

る

   主    体
農

ま

林課

【滝沢市主体】

ちを

事       業 

目

      名 事業の

　 指

意図やねらい（成果や

し

効果）の達成状況

国営

ま

かんがい排水事業（岩

す

手山麓地区 【事業意図

 

・ねらい】国営造成施

基

設の老朽化に伴い、施

本

設の全面改修を実施し

施

、

営農活動の推進と農

策

地保全を図ります。
）

　

【達成状況】施設の改

　
０

修を進めました。

（重

３

点事業）

継続区分 会計

 

・款・項・目 平成27

 

年度の事業概要（実績

 

）
国が実施する導水路

農

、分水口、主幹線水路

林

等の整備事業の実施を

業

支援しました。継続 一

の

般
附帯工外　一式

事 

振

   業    主 

　
興

   体 （債務負担行為設定により当年度支出無し）

農林課

【他団体事業主体】

岩手県

小                             計

 ０３   次代を担う若者が育ち、新たな価値の

０

創造に挑戦するまちを目指します

事       

３

業       名 事

 

業の意図やねらい（成
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平 績

目 ○全体事業期間活 除

報

間伐の面積 0 13 12

告

  平成21年度～平

平

成26年度標
動 0 12

成

.34 12.1値 単 位

2

ha

／指
実

標 績 単 位

決

4

投 年度別事業費 2,3

年

63 5,301 2,9

度

17

資 内 特定財源 1,

～

603 4,833 2,

成
平

628
算

指 訳 一般財源

成

760 468 289

額

2

標 他団体事業負担額

7年度

項      

（

 目 平成24年度 平成

単

25年度 平成26年度

位

平成27年度 備   

 

    考

目 ○全体事

2

 

業期間活 雇用者数 1  

千

 平成24年度～平成

円

24年度標
動 1値 単 位

）

人

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費 1,671

資 内 特定財源 1,666
算

指 訳 一般財源 5

額標 他団体事業負担額

7

項       目 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備       考

目 ○全体事業期間活 受益面積 0 1,609 1,574 1,574   平成26年度～平成34年度標
動 0 1,609 1,

年

574 1,574値 単 位 ｈａ

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源

額標 他団体事業負担額

項       目 平

項

成24年度 平成25年

 

度 平成26年度 平成2

度

 

7年度 備      

 

 考

決投 年度別事業費

 

140,737 182

 

,762 189,86

 

8 164,854

資 内

 

特定財源 70,322

目

86,777 105,

平

004 83,909
算

成

指 訳 一般財源 70,4

2

15 95,985 84

事

4

,864 80,945

年

額標 他団体事業負担額

度

3,918 8,759

平

6,370 6,344

成2

項

5

       目 平成

年

24年度 平成25年度

度

平成26年度 平成27

平

年度 備       

業

成

考

決投 年度別事業費 3

2

77,913 863,

6

771 416,993

年

346,775

資 内 特

度

定財源 182,497

平

596,751 224

成

,339 196,66

2

8
算

指 訳 一般財源 19

7

5,416 267,0

年

20 192,654 1

実

度

50,107

額標 他団

備

体事業負担額 3,91

 

8 8,759 6,37

 

0 6,344

     考
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調査の促進に向けて、委託による実施を拡大しました。

都市計画課

【滝沢市主体】

 ひ

計画のビジョン（

と

政策が実現できたとき

に

の状態）

少子高齢化の

や

進展に対応した暮らし

さ

やすい生活基盤の整備

し

・維持管理について、

く

子供から高齢者まで安

安

心して安全に暮らし

、

政 心

交流することで生きが

・

いを感じることができ

快

るひとにやさしく安心

適

・快適で活力にあふれ

で

るまちとなること。

政

活

策目標値の達成状況

基

力

準値 上：戦略目標見込

あ

値／下：達成値 目標値

ふ

進捗状況No 政 策 目 標

れ

指 数
平成26年度 平成

策 る

27年度 平成28年度

ま

平成29年度 平成30

ち

年度 平成31年度 進捗

を

率(%)

暮 滝沢市は住

目

みやすい市だと感じて

指

いる人の割合
1 ら 76

し

76.7 77.4 78

ま

78.5 Ｅ75.9単

す

 位 ％し 74.1 - -

 

- - △69.2

幸 滝沢

　
基

市に愛着がある市民の

本

割合
2 75 75.7 7

施

6.4 77 77.7 Ｅ

策

74.2単 位 ％福 7

　

2.3 - - - - △54

０

.3

１

基本施策が４年間

 

でめざす姿

本市で暮ら

 

し、働き、学ぶ人など

 

が、いつまでも住み続

　
都

けたいと思える都市づ

市

くりの基本構想や実施

づ

計画が市民とともに策

く

定、改正等される状態

り

をめざします。

基本計

ビ

画期間内の取り組みと

ジ

方針のうち、平成27

ョ

年度の重点課題の達成

ン

（実現）状況

Ｂ 概ね達

の

成した

【重点課題】

・

　
策

土地利用、土地調査や

定

景観形成とともに、所管施設や住宅の安心安全に努めます。

【重点課題に対応した達成状況】

・所管施設に関する事故等はなく、一定の保全に努めました。

・住宅関連施策を実施し、安心安全に努めま

０

した。

・土地利用、土地調査については、一部繰越事業として継続しております。

事       業       名 事業の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

地籍調査事業 【事業の意図・ね

４

らい】国土調査法に基づく地籍調査により、毎筆の土地につい

て、その所有者、地番及び地目の調査並びに境界及び地積に関する測量を行い、

その結果を地図及び簿冊に作成します。

【達成状況】調査を実施しました。

継続

 

区分 会計・款・項・目 平成27年度の事業概要（実績）
・各種研修を実施しました。継続 一般・2款・5項・3目
・地籍調査の重要性を理解させるため、説明会等を実施しました。

事    業    主    体 ・地籍
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平 績

複

策目標の達成（実現）

合

に向けた計画期間内の

施

取り組みと方針につい

設

ての達成（実現）状況

の

Ｂ 概ね達成した

土地利

開

用調査を委託し、都市

設

づくりビジョンや方向

に

性について調査に取り

合

組んでいるが、繰越事

わ

業として平成28年度

報

せ

までの

委託となりまし

た

た。

平成29年度方針

市

策定に際し、今後の方

内

向性や引継課題

Ｂ 課題

幹

あり

【今後の方向性】

線

・土地利用については

バ

繰越事業を継続して行

ス

い、早期に都市的土地

網

利用に転換できるよう

に

に取り組みます。

・公

告

つ

園施設については自治

い

会等と連携しながら今

て

後のあり方について検

は

討します。

【引継課題

、

】

・市街地整備の熟度

財

向上

・公園施設の老朽

源

化対策

・空き家に対す

調

る進め方の検討

整が

平

困

項       目

難

平成24年度 平成25

な

年度 平成26年度 平成

状

27年度 備     

況

  考

目 ○全体事業期

か

間活 地籍調査事業実施

ら

面積 2.43 1.34

、

1.52 1.36   

方

昭和46年度～平成3

針

2年度標
動 2.6 1.

成

の

32 1.45 1.31

変

値 単 位 k㎡

／指
実

標 績

更

単 位 ○特定財源

決   

が

地籍調査負担金【国】

必

1/2、投 年度別事業

要

費 25,406 28,

で

163 30,688 3

す

0,688   【県】

。

1/4
  資 内 特定財

・

源 16,785 16,

2

将

650 19,983 2

来

2,575
算   

  

の

指 訳 一般財源 8,62

公

1 11,513 10,

共

705 8,113

額標

交

他団体事業負担額

通網形成

4

計画策定のため市内公

年

共交通実態調査を実施

度

し、公共交通の検討課

～

題を把握しました。

・

成
平

交流と活力、雇用の拠

成

点づくりに向けて市民

2

アンケートや企業ニー

7

ズ調査を実施し、将来

年

の土地利用ビジョン策

度

定に取り

組みました。

（

・スマートインターチ

単

ェンジ(SIC)につ

位

いては、平成31年3

 

月の完成・供用を目指

2

 

し、用地補償契約の9

千

割以上を締結し着実

に

円

事業の進捗が図られま

）

した。

・安全、快適な道路環境の整備を継続するとともに橋梁の長寿命化推進のための定期点検に着手しました。

・浸水被害を未然に防止するため排水路の

7

整備等を実施しました。

・上下水道事業は、市民生活に欠くことのできないライフラインとして将来にわたり安

政

定した事業運営を継続

策

が重要であり

、老朽化

目

した管路や施設の更新

標

や補修を行い、一方で

の

は効率かつ効果的な施

年

達

設運営を行い事業経営

成

に取り組みました。

基

（

本計画内の取り組みと

実

方針のうち、平成27

現

年度の重点課題の達成

）

（実現）状況

Ｂ 概ね達

に

成した

【重点課題】・

向

土地利用ビジョン策定

け

に向けた調査・基本方

た

針の検討・市内幹線バ

度

基

ス網整備に向けた関係

本

機関との調整と運

行案

計

の策定、バスマップの

画

作成・道路維持管理計

期

画の策定・SICの事

間

業用地取得契約の締結

内

・空き家対策に向けた

の

実態調査

・新水道ビジ

取

ョンの策定、公共下水

り

道と合併処理浄化槽普

事

組

及のための助成制度の

み

周知

【重点課題に対す

と

る達成状況】・ビジョ

方

ン策定に向け、アンケ

針

ートによる市民や企業

に

のニーズ把握を行いま

つ

した。・市内幹

線バス

い

網については方針の変

て

更が必要となりました

の

。公共交通網形成計画

業

達

とバスマップ作成につ

成

いては、平成28年度

（

に県補

助金を活用しな

実

がら取り組んでいきま

現

す。・道路維持管理計

）

画の策定に向け、地域

状

別維持修繕費等の推移

況

を把握しました。

・S

Ｂ

ICについては、用地

概

補償契約の9割以上を

実

ね

締結しました。・空き

達

家対策については、実

成

態調査の上適正管理を

し

促しました

。・新水道

た

ビジョンを策定しまし

・

た。・公共下水道と合

交

併処理浄化槽普及のた

流

めの助成制度の周知を

拠

行いました。

点

基本施

-145-



  

成

事    

果

   業      

や

 名 事業の意図やねら

効

い（成果や効果）の達

果

成状況

都市計画基礎調

）

査事業 【事業の意図や

の

ねらい】法令に基づき

達

適正な都市計画を定め

成

るための資料としま

す

状

。

【達成状況】県が独

 

況

自に調査を実施したの

都

で、市は県事業へ協力

市

するという形の

事業実

計

施となりました。

継続

画

区分 会計・款・項・目

総

平成27年度の事業概

務

要（実績）
平成27年

事

度は、調査主体である

務

県との調査手法の打合

【

せを行い、宅地開発状

ひ

事

況等新規 一般・8款・

業

4項・1目
、県より照

の

会のあった項目を調査

意

し報告しました。
事 

図

   業    主 

や

   体
都市計画課

【

ね

他団体事業主体】

岩手

ら

県

い

事       

】

業       名 事

と

都

業の意図やねらい（成

市

果や効果）の達成状況

計

拠点整備土地利用計画

画

策定事業 【事業の意図

に

やねらい】都市マスに

か

位置付けられた2地区

か

についての市街地整備

わ

の可能性調査を実施し

る

ます。

【達成状況】業

総

務を発注し、調査を実

に

務

施しています。繰越事

的

業として現在も調査

中

な

です。

継続区分 会計・

事

款・項・目 平成27年

務

度の事業概要（実績）

を

・中心拠点地区に対す

関

る住民アンケートの実

係

施新規 一般・8款・4

機

項・1目
・スマートイ

関

ンターチェンジ周辺地

や

と

区に対する企業アンケ

の

ートの実施
事    

連

業    主    

携

体 ・土地の規制状況や

を

既存インフラの状況な

図

どの調査実施

都市計画

り

課 ・交通ネットワーク

な

推計の実施（継続中）

が

【滝沢市主体】

ら

さ

遂行します。

【達成状

し

況】まちづくりに関す

く

るアンケートを実施し

安

ました。また、今後の

政 心

都市

計画について国、

・

県や広域市町と協議を

快

進めております。

継続

適

区分 会計・款・項・目

で

平成27年度の事業概

活

要（実績）
・都市計画

力

決定に必要な基礎デー

あ

タの収集を行い見直し

ふ

の検討をしております

れ

。継続 一般・8款・4

策 る

項・1目
・盛岡広域推

ま

進協議会担当者会議を

ち

4回開催し、都市計画

を

決定の進め方などにつ

目

事    業    

指

主    体 いて協議

し

しました。

都市計画課

ま

【滝沢市主体】

す

事 

 

      業   

　
基

    名 事業の意図

本

やねらい（成果や効果

施

）の達成状況

都市計画

策

審議会事務 【事業の意

　

図やねらい】市町村に

０

設置された、市議会議

１

員、学識経験者、県職

 

員

または行政機関、市

 

民にて構成される都市

 

計画審議会の審議を経

　
都

ることにより、

都市計

市

画決定が行われます。

づ

【達成状況】都市計画

く

決定に必要な都市計画

り

審議会を開催しました

ビ

。

継続区分 会計・款・

ジ

項・目 平成27年度の

ョ

事業概要（実績）
案件

ン

が1件だったことによ

の

り、平成27年度は1

　
策

回の開催となりました

定

。継続 一般・8款・4項・1目

事    業    主    体
都市計画課

【滝沢市主体】

事       業       名 事業の意図やねらい（成果や効果）の達成状

０

況

地域景観形成推進事業 【事業意図・ねらい】岩手山麓柳沢地域景

事

観形成住民協定者会が

 

、継続して円滑

な活動

 

が行えるよう、景観づ

 

くりに関する情報提供

 

等により支援しました

 

。

【達成状況】達成で

 

きました。

（重点事業

４

 

）

継続区分 会計・款・

業

項・目 平成27年度の

 

事業概要（実績）
・住

 

民協定の締結団体が、

 

継続して円滑な活動が

 

行えるよう、景観づく

 

りに関す継続 一般・8

 

款・4項・1目
る情報

 

提供や相談、アドバイ

名

ス等により支援しまし

 

事

た。
事    業  

業

  主    体 ・景

の

観形成方針の周知を図

意

り、住民参加の仕組み

図

を整備し、住民主体の

や

景観形成

都市計画課 を

ね

支援しました。

【他団

ら

体事業主体】

岩手山麓

い

柳沢地域景観形成住民

（

協定者会
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平 績

目 ○全体事業期間活 協

報

議会等への参加 0 0 0

告

3   平成27年度～

平

平成30年度標
動 0 0

成

0 4値 単 位 回

／指
実

標

2

績 単 位

決投 年度別事業

4

費 3,709

資 内 特定

年

財源
算

指 訳 一般財源 3

度

,709 ＜名称変更事

～

業＞

額 「都市計画事務

成
平

事業」から名称標 他団

成

体事業負担額
変更

27年

項       

度

目 平成24年度 平成2

（

5年度 平成26年度 平

単

成27年度 備    

位

   考

目 ○全体事業

 

期間活 開催回数 0 0 0

2

 

2   平成27年度～

千

平成30年度標
動 0 0

円

0 1値 単 位 回

／指
実

標

）

績 単 位

決投 年度別事業費 155 73 164 91

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 155 73 164 91

額標 他団体事業負担額

7

項       目 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備       考

目 ○全体事業期間活 住民協定の締結団体数(累計) 2 2 3 3   平成20年度～平成30年度標
動 1 1 1 1値 単

年

位 団体

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費 149

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 149

額標 他団体事業負担額

項       目

項

平成24年度 平成25

 

年度 平成26年度 平成

度

 

27年度 備     

 

  考

目 ○全体事業期

 

間活 調査数 0 0 0 1  

 

 平成27年度～平成

 

28年度標
動 0 0 0 0

 

値 単 位 件

／指
実

標 績 単

目

位

決投 年度別事業費

資

平

内 特定財源
算

指 訳 一般

成

財源 ＜新規事業＞

額標

2

他団体事業負担額

事

4年度

項       

平

目 平成24年度 平成2

成

5年度 平成26年度 平

2

成27年度 備    

5

   考

目 ○全体事業

年

期間活 土地利用計画の

度

策定件数 0 0 0 1   

平

平成27年度～平成2

業

成

8年度標
動 0 0 0 0値

2

単 位 箇所

／指
実

標 績 単

6

位

決投 年度別事業費 3

年

,820

資 内 特定財源

度

算
指 訳 一般財源 3,8

平

20 ＜新規事業＞

額 平

成

成28年度へ繰越事業

2

費13,351標 他団

7

体事業負担額
千円

年

実

度 備       考
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成

図りました。

【達成状

果

況】入居率は継続して

や

100％となっており

効

、目標を達成しており

果

ます。

継続区分 会計・

）

款・項・目 平成27年

の

度の事業概要（実績）

達

・外壁修繕、浄化槽設

成

備の一斉修繕を行いま

状

した。継続 一般・8款

 

況

・5項・1目
・住宅使

一

用料（家賃）の収納事

般

務を適正に行い、滞納

公

を防止しました。
事 

園

   業    主 

維

   体
都市計画課

【

持

滝沢市主体】

管

事  

理

     業    

事

   名 事業の意図や

ひ

業

ねらい（成果や効果）

【

の達成状況

木造住宅耐

事

震診断支援事業 【事業

業

の意図やねらい】地震

意

発生時における住宅の

図

倒壊等による被害の軽

・

減を図

ることが目的で

ね

す。

【達成状況】広報

ら

やチラシの回覧を実施

い

し、4件の耐震診断を

と

】

実施しました。

（重点

市

事業）

継続区分 会計・

民

款・項・目 平成27年

の

度の事業概要（実績）

ゆ

木造住宅4戸の耐震診

と

断を実施しました。継

り

続 一般・8款・5項・

あ

1目

事    業  

る

  主    体
都市

憩

計画課

【滝沢市主体】

に

いの場を形成し、安全

や

で安心して利用

できる

さ

公園や緑地を提供する

し

。

【達成状況】適切な

く

維持管理を実施しまし

安

た。

継続区分 会計・款

政 心

・項・目 平成27年度

・

の事業概要（実績）
・

快

公園管理嘱託員を配置

適

し、公園施設の日常的

で

な点検、修繕を実施し

活

ました。継続 一般・8

力

款・4項・4目
・老朽

あ

化した遊具の修繕、更

ふ

新を実施しました。
事

れ

    業    主

策 る

    体 ・住民との

ま

情報共有を図り、協働

ち

して維持管理に取り組

を

みました。

都市計画課

目

【滝沢市主体】

指

事 

し

      業   

ま

    名 事業の意図

す

やねらい（成果や効果

 

）の達成状況

総合公園

　
基

維持管理事業 【事業の

本

意図やねらい】市民の

施

ゆとりある憩いの場の

策

形成を目指し、滝沢総

　

合公

園の適切な維持管

０

理を実施し、来園者に

１

良好で快適な環境を提

 

供することを目的

とし

 

ます。

【達成状況】概

 

ね適正な維持管理を行

　
都

いました。

継続区分 会

市

計・款・項・目 平成2

づ

7年度の事業概要（実

く

績）
・植栽管理、除草

り

、ロックガーデン管理

ビ

等を実施しました。継

ジ

続 一般・8款・4項・

ョ

4目
・維持管理ボラン

ン

ティア団体（ハーブサ

の

ークル）の活動支援を

　
策

行いました。
事   

定

 業    主    体
都市計画課

【滝沢市主体】

事       業       名 事業の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

土地区画整理事務 【事業の意図やねら

０

い】土地区画整理事業の施行により、良好な住環境を形成し

ます。

事

【達成状況】平成27

 

年度は最後の1地区（

 

狐洞地区）で換地処分

 

を行いました。

継続区

 

分 会計・款・項・目 平

 

成27年度の事業概要

 

（実績）
・狐洞地区の

４

 

換地処分が完了しまし

業

た。継続 一般・8款・

 

4項・98目
・狐洞地

 

区の組合の解散の手続

 

きを進めております。

 

事    業    

 

主    体
都市計画

 

課

【他団体事業主体】

 

狐洞土地区画整理組合

名

 

事

事       業

業

       名 事業

の

の意図やねらい（成果

意

や効果）の達成状況

市

図

営住宅管理運営事業 【

や

事業の意図やねらい】

ね

住宅に困窮する低所得

ら

者に対して低廉な家賃

い

で賃借し市

民生活の安

（

定と社会福祉の増進を
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平 績

目

項       

○

目 平成24年度 平成2

全

5年度 平成26年度 平

体

成27年度 備    

事

   考

目 ○全体事業

業

期間活 木造住宅耐震診

期

断実施済数 15 15 1

間

5 15   平成18年

活

度～平成30年度標
動

公

7 6 3 4値 単 位 戸

／指

報

園

実
標 績 単 位 ○特定財源

巡

決   社会資本整備総

回

合交付金【国投 年度別

点

事業費 206 162 8

検

3 111   】（1/

回

2）、県木造住宅耐震

数

  診断支援事業補助

1

金【県】（資 内 特定財

0

源 141 121 60 8

1

1
算   1/4）

  

告

0

指 訳 一般財源 65 41

1

23 30

額標 他団体事

0

業負担額

2   平成27

平

年度～平成30年度標

成

動 4 4 4 1値 単 位 回

／

2

指
実

標 績 単 位 ○特定財

4

源

決   特定防衛施設

年

周辺整備調整交投 年度

度

別事業費 11,004

～

9,208 8,426

成
平

15,310   付金

成

【国】、公園等使用料

2

【
  その他】資 内 特

7

定財源 72 267 19

年

6 2,601
算   

 

度

 指 訳 一般財源 10,

（

932 8,941 8,

単

230 12,709

額

位

標 他団体事業負担額

 

2

 千

項      

円

 目 平成24年度 平成

）

25年度 平成26年度 平成27年度 備       考

目 ○全体事業期間活 維持管理ボランティア団体活動 8 8 8 8   平成27年度～平成30年度標 回数

7

動 8 8 7 8値 単 位 回

／指 維持管理ボランティア団体参加 80 80 80 80
実 人数

標 80 80 60 57績 単 位 人

決投 年度別事業費 24,095 23,402 26,670 25,842

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 24,095

年

23,402 26,670 25,842

額標 他団体事業負担額

項       目 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平

項

成27年度 備    

 

   考

目 ○全体事業

度

 

期間活 区画整理事業に

 

よる整備面積 111.

 

6 111.6 111.

 

6 111.6   平成

 

14年度～平成28年

 

度標
動 110.6 11

目

0.6 110.6 11

平

1.6値 単 位 ｈａ

／指

成

実
標 績 単 位

決投 年度別

2

事業費 15,715 2

事

4

07 101

資 内 特定財

年

源
算

指 訳 一般財源 15

度

,715 207 101

平

＜ゼロ予算事業＞

額標

成

他団体事業負担額

25年

項       

度

目 平成24年度 平成2

平

5年度 平成26年度 平

業

成

成27年度 備    

2

   考

目 ○全体事業

6

期間活 市営住宅入居率

年

100 100 100 1

度

00   平成27年度

平

～平成30年度標
動 1

成

00 100 100 10

2

0値 単 位 ％

／指
実

標 績

7

単 位 ○特定財源

決   

年

住宅使用料【その他】

実

度

投 年度別事業費 1,8

備

97 899 1,141

 

1,736   
  資

 

内 特定財源 355 89

 

9 1,141 1,73

 

5
算   

  指 訳 一般

 

財源 1,542 1

額標

 

他団体事業負担額

 考
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成

効果）の達成状況

空き

果

家対策推進事業 【事業

や

の意図やねらい】空き

効

家の実態を調査し、対

果

策を検討し、良好な住

）

環境の

形成を図ること

の

です。

【達成状況】空

達

き家の実態調査を実施

成

しました。また職員へ

状

の対応マニュアルを

（

 

況

重点事業） 策定しまし

木

た。

継続区分 会計・款

造

・項・目 平成27年度

住

の事業概要（実績）
空

宅

き家の概要を把握する

耐

ために、自治会にアン

震

ケート調査を実施しま

改

した。また継続 一般・

修

8款・5項・1目
、管

支

理が不適切な空家等所

ひ

援

有者に通知をしました

補

。
事    業   

助

 主    体
都市計

事

画課

【滝沢市主体】

業 【

事       業 

事

      名 事業の

業

意図やねらい（成果や

の

効果）の達成状況

滝沢

意

市行政情報電子化補助

と

図

員緊急雇用 平成24年

や

度事業実績報告書参照

ね

事業

継続区分 会計・款

ら

・項・目 平成27年度

い

の事業概要（実績）
平

】

成24年度完了事業完

地

了 一般

事    業 

震

   主    体
都

発

市計画課

【滝沢市主体

生

】

に

時における住宅の倒壊

や

等による被害の軽減を

さ

図

ることを目的としま

し

す。

【達成状況】改修

く

支援補助を申請する人

安

はいませんでした。

継

政 心

続区分 会計・款・項・

・

目 平成27年度の事業

快

概要（実績）
耐震診断

適

と合わせて、広報、ホ

で

ームページへの掲載、

活

チラシ回覧を実施しま

力

した継続 一般・8款・

あ

5項・1目
が、改修実

ふ

施者がありませんでし

れ

た。
事    業  

策 る

  主    体
都市

ま

計画課

【滝沢市主体】

ちを

事       業

目

       名 事業

指

の意図やねらい（成果

し

や効果）の達成状況

生

ま

活再建住宅支援事業 【

す

事業の意図やねらい】

 

東日本大震災により被

　
基

災した被災者の早期の

本

生活再建を

支援するこ

施

とです。

【達成状況】

策

申請者には全て補助を

　

実施し、早期の生活再

０

建の支援を行いました

１

（重点事業） 。

継続区

 

分 会計・款・項・目 平

 

成27年度の事業概要

 

（実績）
・復興住宅融

　
都

資利子補給、被災住宅

市

補修等工事費補助、被

づ

災宅地復旧工事費等補

く

継続 一般・8款・5項

り

・1目
助及び復興住宅

ビ

新築工事費補助の4事

ジ

業により被災者の生活

ョ

支援を実施しました
事

ン

    業    主

の

    体 。

都市計画

　
策

課 ・申請者等からの補

定

助事業にかかる相談対応について随時行いました。

【滝沢市主体】

事       業       名 事業の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

滝沢市被災者住宅再建支

０

援補助事業 【事業の意図やねらい】東日本大震災により岩手県内で

事

自宅が全壊又は解体し

 

、

市内に住宅を新築・

 

購入した被災世帯に補

 

助することで、住宅再

 

建を支援します

。

（重

 

点事業） 【達成状況】

 

申請者の方には全て補

４

 

助を行い、住宅再建を

業

支援しました。

継続区

 

分 会計・款・項・目 平

 

成27年度の事業概要

 

（実績）
東日本大震災

 

において、岩手県内で

 

自宅が全壊又は解体し

 

た被災世帯で市内に住

 

継続 一般・8款・5項

名

・1目
宅を新築、購入

 

事

した世帯主に対して補

業

助しました。
事   

の

 業    主   

意

 体 複数世帯　1,0

図

00千円×5件

都市計

や

画課

【滝沢市主体】

ねら

事       業 

い

      名 事業の

（

意図やねらい（成果や
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平 績

目

年度 備       

○

考

目 ○全体事業期間活

全

  平成24年度～平

体

成24年度標
動 値 単 位

事

／指
実

標 績 単 位

決投 年

業

度別事業費 1,847

期

資 内 特定財源 1,83

間

4
算

指 訳 一般財源 13

活

額標 他団体事業負担額

木

報

造住宅耐震改修実施済

告

数 3 3 3 3   平成2

平

0年度～平成30年度

成

標
動 1 0 1 0値 単 位 戸

2

／指
実

標 績 単 位 ○特定

4

財源

決   社会資本整

年

備総合交付金【国投 年

度

度別事業費 600 61

～

7   】（1/2）、

成
平

岩手県木造住宅
  耐

成

震改修支援事業補助金

2

【県資 内 特定財源 45

7

0 454
算   】（1

年

/4）
  指 訳 一般財

度

源 150 163

額標 他

（

団体事業負担額

単位 

項       目

2

 

平成24年度 平成25

千

年度 平成26年度 平成

円

27年度 備     

）

  考

目 ○全体事業期間活 復興住宅新築工事費補助金（バ 5 5 5 5   平成24年度～平成35年度標 リアフリー等）補助棟数
動 5 8 6 3値 単 位 件

／指
実

標

7

績 単 位 ○特定財源

決   生活再建住宅支援事業補助金投 年度別事業費 25,864 12,562 6,573 4,738   【県】（100％）
  資 内 特定財源 25,864 12,562 6,573 4,738

算   
  指

年

訳 一般財源

額標 他団体事業負担額

項       目 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備       

項

考

目 ○全体事業期間活

 

補助金交付件数 30 3

度

 

0 10 5   平成24

 

年度～平成30年度標

 

動 17 17 5 5値 単 位

 

件

／指
実

標 績 単 位 ○特

 

定財源

決   被災者住

 

宅再建支援事業費補投

目

年度別事業費 17,0

平

00 5,000 5,0

成

00   助金【県】（

2

2/3）、東日本
  

事

4

大震災復興支援きずな

年

基金繰資 内 特定財源 1

度

1,324 3,330

平

4,909
算   入金

成

【その他】
  指 訳 一

2

般財源 5,676 1,

5

670 91

額標 他団体

年

事業負担額

度 平

項

業

成

       目 平成

2

24年度 平成25年度

6

平成26年度 平成27

年

年度 備       

度

考

目 ○全体事業期間活

平

空き家対策に関する庁

成

内会議の 0 0 1 2   

2

平成26年度～平成3

7

0年度標 開催
動 0 0 1

年

7値 単 位 回

／指
実

標 績

実

度

単 位

決投 年度別事業費

備

120 732

資 内 特定

 

財源
算

指 訳 一般財源 1

 

20 732

額標 他団体

 

事業負担額

  

項

 

       目 平成

 

24年度 平成25年度

考

平成26年度 平成27
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成果や効果）の達成状

 

況

建築確認等進達事務

ひ

【事業の意図やねらい

と

】建築確認申請及び開

に

発行為等許可申請につ

や

いて、申請者

に適正に

さ

指導を行い申請行為が

し

円滑に行われることが

く

ねらいです。

【達成状

安

況】適正な指導を行い

政 心

ました。

継続区分 会計

・

・款・項・目 平成27

快

年度の事業概要（実績

適

）
建築確認申請者、開

で

発許可申請者等につい

活

て、規制内容等の適切

力

な指導を行いま継続 ―

あ

した。
事    業 

ふ

   主    体
都

れ

市計画課

【滝沢市主体

策 る

】

小    

ま

          

ち

          

を

     計

 政策　

目

　　０４   ひとに

指

やさしく安心・快適で

し

活力あふれるまちを目

ま

指します
 基本施策　

す

０２   計画的な道

 

路整備と維持管理

　
基

基本

本

施策が４年間でめざす

施

姿

安心で快適な暮らし

策

を支える重要な生活基

　

盤である道路について

０

、将来の少子高齢化や

１

施設の老朽化による補

 

修・更新需要

の増加を

 

見据えて、安全で快適

 

に利用できる道路網の

　
都

整備と老朽施設の補修

市

・更新を含めた維持管

づ

理を計画的に実施し、

く

よ

り安全で安心な道路

り

環境の整備を目指しま

ビ

す。

基本計画期間内の

ジ

取り組みと方針のうち

ョ

、平成27年度の重点

ン

課題の達成（実現）状

の

況

Ｃ 一部達成した

【重

　
策

点課題】

・他事業関連

定

道路事業の促進

・道路維持管理計画策定及び道路整備計画変更に向けた取組

【重点課題に対する達成状況】

・他事業の進捗や特定財源の状況等により、一部事業において進捗に遅れが生じています。

・

０

道路維持管理計画の策定に向けて、地域毎の維持修繕費等の推移に

事

係るデータ整理等を行

 

いました。

 

事   

 

    業     

 

  名 事業の意図やね

 

らい（成果や効果）の

 

達成状況

道路台帳補正

４

 

事業 【事業意図・ねら

業

い】毎年度築造・改修

 

・修繕・廃止された市

 

道について、道路

台帳

 

を調製し、適正な維持

 

管理を行います。

【達

 

成状況】道路台帳補正

 

（21路線）を実施し

 

、適正な維持管理を行

名

いました。

継続区分 会

 

事

計・款・項・目 平成2

業

7年度の事業概要（実

の

績）
道路台帳補正　2

意

1路線継続 一般・8款

図

・2項・1目

事   

や

 業    主   

ね

 体
道路課

【滝沢市主

ら

体】

い（
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平 績

目 ○全体事業期間活 建

報

築確認進達件数（H2

告

7新規目 0 124 12

平

3 123   平成27

成

年度～平成30年度標

2

標値）
動 0 136 11

4

7 145値 単 位 件

／指

年

実
標 績 単 位

決投 年度別

度

事業費

資 内 特定財源
算

～

指 訳 一般財源 <ゼロ予

成
平

算事業>

額標 他団体事

成

業負担額

27

項      

年

 目 平成24年度 平成

度

25年度 平成26年度

（

平成27年度 備   

単

    考

決投 年度別

位

事業費 106,789

 

91,676 79,5

2

 

83 91,926

資 内

千

特定財源 45,501

円

41,823 31,7

）

37 36,639
算

指 訳 一般財源 61,288 49,853 47,846 55,287

額標 他団体事業負担額

（単位  千円）

基本

7

施策目標の達成（実現）に向けた計画期間内の取り組みと方針についての達成（実現）状況

Ｃ 一部達成した

・道路事業の主要財源である社会資本整備総合交付金の内示率低下等により、道路事業計画の一部に遅れが生じてい

年

ます。

・橋梁の安全確保と長寿命化推進のため、5年に1回の定期点検に着手しました。

平成29年度方針策定に際し、今後の方向性や引継課題

Ｂ 課題あり

【今後の方向性】

・引

項

き続き安全で快適な道

 

路網の整備と施設の老

度

 

朽化対策を含めた維持

 

管理を計画的に進めま

 

す。

・市道維持管理、

 

除排雪における地域と

 

の連携強化のため、具

 

体的な支援に取り組み

目

ます。

【引継課題】

・

平

特定財源の確保及び事

成

業の優先順位の明確化

2

・地域との連携に向け

事

4

た調整及び体制整備

年度 平

項      

成

 目 平成24年度 平成

2

25年度 平成26年度

5

平成27年度 備   

年

    考

目 ○全体事

度

業期間活 地方交付税算

平

入 1 1 1 1   平成2

業

成

7年度～平成30年度

2

標
動 1 1 1 1値 単 位 式

6

／指 道路現況調査資料

年

作成 1 1 1 1
実

標 1 1

度

1 1績 単 位 式

決投 年度

平

別事業費 3,709 3

成

,369 4,209 3

2

,334

資 内 特定財源

7

算
指 訳 一般財源 3,7

年

09 3,369 4,2

実

度

09 3,334

額標 他

備

団体事業負担額

       考
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（

箇所については修繕業

成

者によ

【滝沢市主体】

果

る修繕を実施しました

や

。規模の大きな修繕に

効

ついては、市道修繕管

果

理台帳を作成

し、緊急

）

度に応じて年次計画に

の

より実施することとし

達

ました。

成

事    

 

状

   業      

況

 名 事業の意図やねら

滝

い（成果や効果）の達

沢

成状況

市道除排雪事業

市

【事業意図・ねらい】

私

市道、その他市が管理

道

する公道について適切

等

な除雪に努め

、冬期間

補

の公共交通を確保する

助

とともに、市民の生活

ひ

事

安定をめざします。

【

業

達成状況】42社との

【

委託契約により適切な

事

除雪を実施しました。

業

継続区分 会計・款・項

意

・目 平成27年度の事

図

業概要（実績）
市内を

・

地区に分割し民間委託

ね

により市道その他市が

ら

管理する公道の除雪を

と

い

実施し継続 一般・8款

】

・2項・2目
ました。

私

事    業    

道

主    体
道路課

【

等

滝沢市主体】

の

事  

所

     業    

有

   名 事業の意図や

者

ねらい（成果や効果）

や

の達成状況

市道改修事

に

利

業 【事業意図・ねらい

用

】市道の改修・修繕に

者

関する実施体系の標準

が

化に努めながら

、維持

事

管理や安全に対する要

業

望に対応し、安全で安

主

心な道路整備等に努め

体

ます。

【達成状況】市

と

道改修工事4路線を実

な

施し、安全で安心な道

や

っ

路整備等に努めまし

（

て

重点事業） た。

継続区

の

分 会計・款・項・目 平

舗

成27年度の事業概要

装

（実績）
市道改修事業

・

　4路線を実施しまし

側

た。継続 一般・8款・

溝

2項・2目

事    

な

業    主    

ど

体
道路課

【滝沢市主体

さ

の

】

整備に対し、費用の

し

一部を補助し整備促進

く

することにより生活環

安

境の向上

を図ります。

政 心

【達成状況】私道整備

・

補助2件を実施し生活

快

環境の向上を図りまし

適

た。

継続区分 会計・款

で

・項・目 平成27年度

活

の事業概要（実績）
私

力

道整備費補助　2件継

あ

続 一般・8款・2項・

ふ

1目

事    業  

れ

  主    体
道路

策 る

課

【他団体事業主体】

まち

事       業

を

       名 事業

目

の意図やねらい（成果

指

や効果）の達成状況

私

し

道除雪事業費補助事業

ま

【事業意図・ねらい】

す

私道除雪を適正に実施

 

している所有者・通行

　
基

者等の除雪経

費の軽減

本

を目的として、除雪費

施

用の一部に対し補助金

策

を交付します。

【達成

　

状況】私道除雪費補助

０

（12件）を実施し、

２

私道除雪を適正に実施

 

している

所有者・通行

 

者等の除雪経費の軽減

 

を図りました。

継続区

　
計

分 会計・款・項・目 平

画

成27年度の事業概要

的

（実績）
申請により該

な

当する私道除雪経費に

道

対する補助を実施しま

路

した。継続 一般・8款

整

・2項・1目
市道除雪

備

費補助　12件
事  

と

  業    主  

維

  体
道路課

【他団体

　
持

事業主体】

個人、自治

管

会

理

事       業       名 事業の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

市道等維持管理事業 【事業意図・ねらい】修繕に関する実施体系を標準化し道路管理の適

０

正化に努め

るとともに、増加傾向にある市民要望に対し市民福祉の向上を目指します。

【

事

達成状況】市道等維持

 

修繕工事（舗装6地区

 

・土木6地区・安全施

 

設1地区）を

実施し、

 

修繕に関する実施体系

 

の標準化等により市民

４

 

要望に対応しました。

 

継続区分 会計・款・項

業

・目 平成27年度の事

 

業概要（実績）
徹底し

 

た道路パトロールによ

 

り道路破損箇所の早期

 

把握を行い、即時補修

 

が可能継続 一般・8款

 

・2項・2目
なものに

 

関しては、単価契約に

 

名

より年間契約している

事

請負業者による修繕を

業

実施
事    業  

の

  主    体 しま

意

した。住民より寄せら

図

れた要望・苦情に対し

や

ては、道路修繕基本方

ね

針に基づ

道路課 き、現

ら

地調査を実施し調査結

い

果を回答し、修繕必要
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平 績

目

業実施完了箇所数 6 5

○

5 5   平成27年度

全

～平成30年度標
動 5

体

5 3 2値 単 位 箇所

／指

事

市道改修事業実施済比

業

率 4 4 4 5
実

標 5 5 2

期

.7 2.4績 単 位 ％ ○

間

特定財源

決   社会資

活

本整備総合交付金(道

整

投 年度別事業費 58,

報

備

599 159,421

箇

68,268 45,7

所

60   路)【国】(

数

5.5/10)
  道

2

路整備事業債資 内 特定

2

財源 40,334 38

2

,200 43,745

2

42,000
算   

 

 

 指 訳 一般財源 18,

 

265 121,221

告

平

24,523 3,76

成

0

額標 他団体事業負担

2

額

7年度～平成3

平

0年度標
動 0 1 0 2値

成

単 位 箇所

／指
実

標 績 単

2

位

決投 年度別事業費 8

4

37 100

資 内 特定財

年

源
算

指 訳 一般財源 83

度

7 100

額標 他団体事

～

業負担額

成
平成

項 

2

      目 平成2

7

4年度 平成25年度 平

年

成26年度 平成27年

度

度 備       考

（

目 ○全体事業期間活 補

単

助金交付件数 15 15

位

15 15   平成22

 

年度～平成30年度標

2

 

動 13 12 13 12値

千

単 位 件

／指
実

標 績 単 位

円

決投 年度別事業費 36

）

7 233 387 238

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 367 233 387 238

額標 他団体事業負担額

項

7

       目 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備       考

目 ○全体事業期間活 要望・苦情件数 575 565 555 545   平成27年度～平成30年度標
動 504 594 553 565値 単

年

位 件

／指 修繕管理台帳登載箇所のうち実 3 3 3 3
実 施件数

標 5 3 0 1績 単 位 件

決投 年度別事業費 119,801 155,610 110,318 122,134

資 内 特定財源 3,3

項

70
算

指 訳 一般財源 1

 

16,431 155,

度

 

610 110,318

 

122,134 ＜統合

 

事業＞

額 「法定外道路

 

維持管理事業」を標 他

 

団体事業負担額
統合

 目 平

項      

成

 目 平成24年度 平成

2

25年度 平成26年度

事

4

平成27年度 備   

年

    考

目 ○全体事

度

業期間活 除雪への満足

平

度 48 50 52 54  

成

 平成27年度～平成

2

30年度標
動 33 30

5

32 32値 単 位 ％

／指

年

実
標 績 単 位 ○特定財源

度

決   社会資本整備総

平

合交付金(道投 年度別

業

成

事業費 233,945

2

210,389 298

6

,615 150,44

年

4   路)【国】(2

度

/3)
  資 内 特定財

平

源 6,000 6,00

成

0 6,000 3,00

2

0
算   

  指 訳 一般

7

財源 227,945 2

年

04,389 292,

実

度

615 147,444

備

額標 他団体事業負担額

   

項     

 

  目 平成24年度 平

 

成25年度 平成26年

 

度 平成27年度 備  

 

     考

目 ○全体

考

事業期間活 市道改修事
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（

      名 事業の

成

意図やねらい（成果や

果

効果）の達成状況

巣子

や

野沢線道路改良舗装事

効

業 【事業意図・ねらい

果

】滝沢東小学校及び滝

）

沢第二中学校に通学す

の

る児童生徒、地

域住民

達

及び道路通行者の安全

成

を確保するため、歩道

 

状

設置及び道路改良工事

況

を実施

します。

（重点

マ

事業） 【達成状況】用

イ

地補償を進めるととも

ロ

に、一部改良工事を実

ー

施しました。

継続区分

ド

会計・款・項・目 平成

支

27年度の事業概要（

援

実績）
巣子工区道路改

事

良舗装工事　　L=2

ひ

業

15ｍ継続 一般・8款

【

・2項・3目
（歩道部

事

西側道路改良・歩道部

業

東側舗装）
事    

意

業    主    

図

体 用地補償　A=14

・

4㎡　N=4箇所

道路

ね

課

【滝沢市主体】

ら

事

い

       業  

と

】

     名 事業の意

原

図やねらい（成果や効

材

果）の達成状況

鵜飼姥

料

屋敷線道路改良舗装事

支

業 【事業意図・ねらい

給

】平成28年度開催予

等

定の岩手国体女子サッ

に

カー会場へのアク

セス

よ

道路の整備として、主

る

要地方道盛岡環状線か

に

地

ら滝沢総合公園入口ま

域

での道路

改良と歩道設

道

置を実施します。

【達

な

成状況】用地補償及び

お

一部道路改良舗装工事

し

を実施しました。

継続

事

区分 会計・款・項・目

業

平成27年度の事業概

と

要（実績）
・道路改良

、

舗装工事　Ｌ＝240

や

小

ｍ継続 一般・8款・2

型

項・3目
・用地補償　

除

A=1,057㎡　N

雪

=1箇所
事    業

機

    主    体

械

道路課

【滝沢市主体】

貸

与によ

さ

る除雪パートナー支援

し

事業の2つによる協働

く

を推進します。

【達成

安

状況】原材料支給及び

政 心

小型除雪機の貸し出し

・

を行い、協働を推進し

快

ました

。

継続区分 会計

適

・款・項・目 平成27

で

年度の事業概要（実績

活

）
地域道なおし事業　

力

上の山自治会　２件（

あ

市道側溝蓋交換）継続

ふ

一般・8款・2項・2

れ

目
除雪パートナー支援

策 る

事業　除雪機械貸与　

ま

42台
事    業 

ち

   主    体
道

を

路課

【協働事業】

自治

目

会等

指

事      

し

 業       名

ま

事業の意図やねらい（

す

成果や効果）の達成状

 

況

一本木４号線外２整

　
基

備事業 【事業意図・ね

本

らい】雨水処理対策の

施

課題解消と交通の円滑

策

化を図ります。

【達成

　

状況】道路改修工事（

０

L=353ｍ）を実施

２

し、雨水処理対策の課

 

題解消と交

通の円滑化

 

を図りました。

継続区

 

分 会計・款・項・目 平

　
計

成27年度の事業概要

画

（実績）
側溝が未整備

的

であるため雨水処理対

な

策が地域全体の課題と

道

なっていることから、

路

継続 一般・8款・2項

整

・2目
現道を整備する

備

ことにより雨水処理対

と

策の課題の解消と、交

維

通の円滑化を図りま
事

　
持

    業    主

管

    体 した。

道路

理

課 道路改修工事　L=353ｍ

【滝沢市主体】

事       業       名 事業の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

国道4号交差点接続部

０

整備事業（第1巣 【事業意図・ねらい】国道4号の4車線化に合わせ、国道に接続する市

事

道の交差点

接続区間の

 

拡幅改良と歩道設置を

 

実施し、道路通行者の

 

安全確保を図ります。

 

子線外2路線） 【達成

 

状況】平成27年度は

４

 

第1巣子線の用地補償

 

と第1、第2巣子線の

業

一部改良舗

装工事を実

 

施しました。

継続区分

 

会計・款・項・目 平成

 

27年度の事業概要（

 

実績）
・第１巣子線　

 

道路改良舗装工事 L

 

=110m(接続一部

 

含む）継続 一般・8款

 

名

・2項・3目
　用地補

事

償　　A=202㎡　

業

N=4箇所
事    

の

業    主    

意

体 ・第２巣子線　道路

図

改良舗装工事 L=1

や

08m(接続一部）

道

ね

路課

【滝沢市主体】

らい

事       業 
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平 績

目

3年度標 業費/総事業

○

費×総延長)
○全体事

全

業量動 24 81 10 7

体

値 単 位 m   道路改良

事

舗装
／   L=380

業

ｍ（巣子工区）指 ○全

期

体事業費実   858

間

,000千円標 績 単 位

活

○特定財源

決   社会

み

資本整備総合交付金(

報

ち

道投 年度別事業費 29

な

,736 84,878

お

23,117 16,0

し

53   路)【国】(

実

5.5/10)
  道

施

路整備事業債資 内 特定

箇

財源 25,467 77

所

,301 18,198

数

12,330
算   

 

1

 指 訳 一般財源 4,2

告

1

69 7,577 4,9

1

19 3,723

額標 他

1

団体事業負担額

  平

項       目

成

平成24年度 平成25

2

年度 平成26年度 平成

7

27年度 備     

年

  考

目 ○全体事業期

平

度

間活 事業費による換算

～

延長（年度事 16 10

平

3 202 239   平

成

成23年度～平成28

3

年度標 業費/総事業費

0

×総延長）
○全体事業

年

量動 7 5 17 177値

度

単 位 ｍ   L=500

標

ｍ
／   指 ○全体事業

動

費実   399,00

成

0

0千円標 績 単 位 ○特定

0

財源

決   社会資本整

0

備総合交付金（道投 年

2

度別事業費 2,545

値

1,785 13,65

単

6 140,923   

位

路）【国】5.5/1

箇

0
  道路整備事業債

所

資 内 特定財源 2,40

／

0 1,682 11,6

2

指

79 132,054
算

小

  
  指 訳 一般財源

型

145 103 1,97

除

7 8,869

額標 他団

雪

体事業負担額

機の購入 5

4

5 5 0
実

標 5 5 0 0績

年

単 位 台

決投 年度別事業

度

費 3,213 3,58

～

1 1,396 1,18

成
平

2

資 内 特定財源 1,7

成

32 1,914
算

指 訳

2

一般財源 1,481 1

7

,667 1,396 1

年

,182

額標 他団体事

度

業負担額

（単

項 

位

      目 平成2

 

4年度 平成25年度 平

2

 

成26年度 平成27年

千

度 備       考

円

目 ○全体事業期間活 事

）

業実施により交通の円滑化が 0 0 0 50   平成27年度～平成28年度標 図られたと感じた人の割合
動 0 0 0 17.8値 単 位 ％

／指
実

標 績 単 位 ○特定財源

7

決   特定防衛施設周辺整備調整交投 年度別事業費 57,591   付金事業基金【その他】
  資 内 特定財源 42,309

算   
  指 訳 一般財源 15,282 平成28年度へ繰越明許費14,840

額 千円標 他団体事業

年

負担額

項       目 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備       考

目 ○全体事業期間活 事業

項

費による換算延長(年

 

度事 82 117 129

度

 

124   平成21年

 

度～平成30年度標 業

 

費/総事業費×総延長

 

)
○全体事業量動 71

 

72 78 76値 単 位 m

 

  交差点接続部村道

目

４路線
／   Ｌ＝６６

平

８ｍ指 ○全体事業費実

成

  530,000千

2

円標 績 単 位 ○特定財源

事

4

決   社会資本整備総

年

合交付金(道投 年度別

度

事業費 87,779 5

平

7,306 62,04

成

8 60,080   路

2

)【国】(5.5/1

5

0)
  道路整備事業

年

債資 内 特定財源 83,

度

088 51,975 5

平

1,705 48,89

業

成

7
算   

  指 訳 一般

2

財源 4,691 5,3

6

31 10,343 11

年

,183 平成27年度

度

実施平成26年度繰越

平

額 明許費12,675

成

千円・平成28年度標

2

他団体事業負担額
へ繰

7

越明許費4,951千

年

円

実

度 備

項    

 

   目 平成24年度

 

平成25年度 平成26

 

年度 平成27年度 備 

 

      考

目 ○全

 

体事業期間活 事業費に

 

よる換算延長(年度事

 

85 81 94 24   

考

平成22年度～平成3
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（

継続 一般・8款・2項

成

・3目

事    業 

果

   主    体
道

や

路課

【滝沢市主体】

効果

事       業 

）

      名 事業の

の

意図やねらい（成果や

達

効果）の達成状況

第４

成

砂込線道路改良舗装事

 

状

業 【事業意図・ねらい

況

】国道4号とのくい違

中

い交差点の改良及び市

鵜

道の拡幅改良を

実施し

飼

、道路利用者の安全確

上

保を図ります。

【達成

ノ

状況】調整事業のため

山

関係機関との調整を実

線

施しました。

継続区分

交

会計・款・項・目 平成

ひ

差

27年度の事業概要（

点

実績）
関係機関との調

改

整を行いました。継続

良

一般・8款・2項・3

事

目

事    業   

業

 主    体
道路課

【

【滝沢市主体】

事業意

と

図・ねらい】交流拠点

に

複合施設開設の伴う取

や

り付け道路等を整備し

さ

ます

。

【達成状況】水

し

路付け替え工事、樋門

く

設置工事及び一部道路

安

改良工事を実施しま

し

政 心

た。

継続区分 会計・款

・

・項・目 平成27年度

快

の事業概要（実績）
・

適

道路改良工事　L=1

で

34ｍ継続 一般・8款

活

・2項・3目
・水路付

力

替工事　樋門1箇所　

あ

L=22ｍ
事    

ふ

業    主    

れ

体
道路課

【滝沢市主体

策 る

】

ま

事       

ち

業       名 事

を

業の意図やねらい（成

目

果や効果）の達成状況

指

畜産試験場柳沢線道路

し

改良舗装事業 【事業意

ま

図・ねらい】柳沢小中

す

学校の通学児童生徒及

 

び道路利用者の安全性

　
基

、利

便性の向上、特に

本

も冬期間の道路使用者

施

の安全確保を図るため

策

、歩道設置及び道

路改

　

良を実施します。

【達

０

成状況】用地補償を実

２

施しました。

継続区分

 

会計・款・項・目 平成

 

27年度の事業概要（

 

実績）
用地取得及び補

　
計

償　A=14,099

画

.5㎡　　N=49箇

的

所継続 一般・8款・2

な

項・3目

事    業

道

    主    体

路

道路課

【滝沢市主体】

整備

事       業

と

       名 事業

維

の意図やねらい（成果

　
持

や効果）の達成状況

（

管

仮称）第６湯舟沢線道

理

路調査事業 【事業意図・ねらい】防災対策と道路交通の利便性の確保、交通分散のため、団

地へのアクセス道路を複数化します。

【達成状況】予備設計を行いルートを決定しまし

０

た。

継続区分 会計・款・項・目 平成27年度の事業概要（実績）
測量設計業務　予備設計

事

　L=500ｍ継続 一

 

般・8款・2項・3目

 

事    業    

 

主    体
道路課

【

 

滝沢市主体】

 

事  

４

 

     業    

 

   名 事業の意図や

業

ねらい（成果や効果）

 

の達成状況

穴口・室小

 

路地区人道橋外新設事

 

業 【事業意図・ねらい

 

】滝沢中央小学校開校

 

に合わせて、諸葛川に

 

穴口・室小路地

区を結

 

ぶ歩道橋を整備し通学

 

名

児童の安全確保、地域

事

間交流の促進、利便性

業

の向上

等を図ります。

の

（重点事業） 【達成状

意

況】関係機関との調整

図

を実施しました。

継続

や

区分 会計・款・項・目

ね

平成27年度の事業概

ら

要（実績）
関係機関と

い

の調整を行いました。
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平 績

目

団体事業負担額

○全体

項       目

事

平成24年度 平成25

業

年度 平成26年度 平成

期

27年度 備     

間

  考

目 ○全体事業期

活

間活 事業による換算延

事

長（総延長× 1 1 5 0

報

業

  平成24年度～平

費

成31年度標 年度事業

に

費/総事業費）
○全体

よ

事業量動 0 0 2 0値 単

る

位 ｍ   歩道橋　L=

換

34ｍ，W=3.5ｍ

算

／   歩道工　一式指

延

○全体事業費実   3

長

06,000千円標 績

(

単 位 ○特定財源

決   

告

年

社会資本整備総合交付

度

金（道投 年度別事業費

事

483 6,925 19

7

,958   路）【国

0

】5.5/10
  道

2

路整備事業債資 内 特定

1

財源 18,976
算  

8

 
  指 訳 一般財源 4

1

83 6,925 982

4

＜調整事業＞

額標 他団

平

4

体事業負担額

92  

項       目 平

 

成24年度 平成25年

平

度 平成26年度 平成2

成

7年度 備      

2

 考

目 ○全体事業期間

3

活 事業費による換算延

年

長（年度事 0 22 16

成

度

2 0   平成25年度

～

～平成30年度標 業費

平

／総事業費×総延長）

成

○全体事業量動 0 22

2

14 0値 単 位 ｍ   L

8

=500ｍ
／   指 ○

年

全体事業費実   14

度

2,200千円標 績 単

標

位 ○特定財源

決   社

業

会資本整備総合交付金

2

費

（道投 年度別事業費 5

/

,680 4,001  

総

 路）【国】5.5/

事

10
  道路整備事業

業

債資 内 特定財源 3,8

費

00
算   

  指 訳 一

×

般財源 5,680 20

総

1 ＜調整事業＞

額標 他

延

団体事業負担額

長

4

)
○全体事業量動 18

年

218 50 36値 単 位

度

ｍ   道路改良舗装　

～

L=414ｍ
／   指

成
平

○全体事業費実   5

成

20,000千円標 績

2

単 位 ○特定財源

決   

7

社会資本整備総合交付

年

金（道投 年度別事業費

度

13,255 139,

（

448 63,700 4

単

5,794   路）【

位

国】(5.5/10)

 

  道路整備事業債資

2

 

内 特定財源 12,37

千

7 121,733 60

円

,735 42,338

）

算   
  指 訳 一般財源 878 17,715 2,965 3,456 平成27年度実施平成26年度繰越

額 明許費86,508千円標 他団体事業負担額

7

項       目 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備       考

目 ○全体事業期間活 事業費による換算（年度事業費 0 181 296 266   平成

年

25年度～平成31年度標 ／総事業費）
○全体事業量動 0 181 160 350値 単 位 ｍ   L=4,950ｍ

／   指 ○全体事業費実   718,016千円標 績 単 位 ○特定財源

項

決   防衛施設周辺道

 

路改修事業費投 年度別

度

 

事業費 30,034 3

 

4,118 50,78

 

4   補助金【国】（

 

7/10）
  道路整

 

備事業債資 内 特定財源

 

28,445 32,2

目

38 38,669
算  

平

 
  指 訳 一般財源 1

成

,589 1,880 1

2

2,115 平成27年

事

4

度実施平成26年度繰

年

越

額 明許費34,08

度

0千円標 他団体事業負

平

担額

成2

項   

5

    目 平成24年

年

度 平成25年度 平成2

度

6年度 平成27年度 備

平

       考

目 ○

業

成

全体事業期間活 事業費

2

による換算延長（年度

6

事 0 15 40 25   

年

平成25年度～平成3

度

4年度標 業費／総事業

平

費×総延長）
○全体事

成

業量動 0 15 0 24値

2

単 位   L=500ｍ

7

／   指 ○全体事業費

年

実   101,000

実

度

千円標 績 単 位 ○特定財

備

源

決   社会資本整備

 

総合交付金（道投 年度

 

別事業費 2,425 4

 

,957   路）【国

 

】5.5/10
  道

 

路整備事業債　資 内 特

 

定財源 4,750
算  

 

 
  指 訳 一般財源 2

考

,425 207

額標 他
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（

,064千円
事   

成

 業    主   

果

 体 ・負担額　事業費

や

×35％×0.1

道路

効

課 ・岩手県都市計画街

果

路事業負担金　3,0

）

82,240円

【他団

の

体事業主体】

岩手県

達成

事       業 

 

状

      名 事業の

況

意図やねらい（成果や

橋

効果）の達成状況

交通

梁

安全施設（歩道）整備

維

事業（祢宜 平成24年

持

度事業実績報告書参照

補

屋敷線）

継続区分 会計

修

・款・項・目 平成27

事

年度の事業概要（実績

業

）
平成24年度完了事

ひ

【

業完了 一般

事    

事

業    主    

業

体
道路課

【滝沢市主体

意

】

図・ねらい】

と

橋梁の修繕に関する実

に

施体系を標準化するた

や

め、長寿命化

修繕計画

さ

に基づき、定期的な点

し

検を行い、計画的な修

く

繕を実施することによ

安

り、

橋梁の性能維持と

政 心

安全性の確保を図りま

・

す。

【達成状況】橋梁

快

点検を実施し一部橋梁

適

については補修を実施

で

しました。

継続区分 会

活

計・款・項・目 平成2

力

7年度の事業概要（実

あ

績）
・今年度橋梁点検

ふ

数　31橋継続 一般・

れ

8款・2項・4目
・橋

策 る

梁補修　　　　　 2

ま

橋
事    業   

ち

 主    体
道路課

を

【滝沢市主体】

目

事 

指

      業   

し

    名 事業の意図

ま

やねらい（成果や効果

す

）の達成状況

交通安全

 

施設（施設修繕）整備

　
基

事業 【事業意図・ねら

本

い】経年劣化や破損等

施

により効果がなくなく

策

なってきている交

通安

　

全施設の整備及び修繕

０

を行い交通安全対策と

２

しての効果を高めます

 

。

【達成状況】交通安

 

全施設の整備を行い交

 

通安全対策としての効

　
計

果を高めました

（重点

画

事業） 。

継続区分 会計

的

・款・項・目 平成27

な

年度の事業概要（実績

道

）
交通安全施設（ガー

路

ドレール）設置　Ｌ＝

整

173ｍ継続 一般・8

備

款・2項・5目

事  

と

  業    主  

維

  体
道路課

【滝沢市

　
持

主体】

管

事     

理

  業       名 事業の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

交通安全施設（歩道）整備事業（土沢 平成26年度事業実績報告書参照

1号線外3路線）

継続区分 会計・款

０

・項・目 平成27年度の事業概要（実績）
平成26年度完了事業完了 一般・8款・2項・

事

5目

事    業  

 

  主    体
道路

 

課

【滝沢市主体】

 

事

 

       業  

 

     名 事業の意

４

 

図やねらい（成果や効

 

果）の達成状況

県街路

業

事業市町村負担金 【事

 

業意図・ねらい】県道

 

盛岡滝沢線（都市計画

 

道路上堂鵜飼線）の渋

 

滞緩和の

ため、県事業

 

に対し負担をします。

 

【達成状況】一本柳交

 

差点から東北自動車道

 

名

のガード西側までの整

事

備に向け、用

地補償及

業

び一部道路改良工事が

の

行われました。

継続区

意

分 会計・款・項・目 平

図

成27年度の事業概要

や

（実績）
・工事及び用

ね

地・移転補償　1式継

ら

続 一般・8款・4項・

い

2目
・県事業費　88
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平 績

目 ○

項     

全

  目 平成24年度 平

体

成25年度 平成26年

事

度 平成27年度 備  

業

     考

目 ○全体

期

事業期間活 事業費によ

間

る換算延長(年度事 2

活

24   平成19年度

補

～平成24年度標 業費

報

修

/総事業費×総延長)

必

動 224値 単 位 m

／指

要

実
標 績 単 位

決投 年度別

な

事業費 40,097

資

橋

内 特定財源 28,27

梁

0
算

指 訳 一般財源 11

数

,827

額標 他団体事

2

業負担額

1 1

告

9 17 16   平成2

平

7年度～平成30年度

成

標
動 24 22 0 1値 単

2

位 箇所

／指
実

標 績 単 位

4

○特定財源

決   社会

年

資本整備総合交付金（

度

道投 年度別事業費 18

～

9,166 499 7,

成
平

407   路）【国】

成

（5.5/10）
  

2

道路整備事業債資 内 特

7

定財源 179,088

年

3,939
算   

  

度

指 訳 一般財源 10,0

（

78 499 3,468

単

平成27年度実施平成

位

26年度繰越

額 明許費

 

14,000千円標 他

2

 

団体事業負担額

千円）

項       目 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備       考

目 ○全体事業期間活 交通安全施設（ガードレール・ 10,0

7

00 10,000 10,000 10,000   平成27年度～平成30年度標 区画線）整備実施延長
動 13,561 9,255 7,455 173値 単 位 ｍ

／指 交通安全施設改善要望箇所数 5 5 5 5
実

標 33 22 33 2績 単

年

位 箇所

決投 年度別事業費 2,764 2,827 3,031 2,712

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 2,764 2,827 3,031 2,712

額標 他団体事業負担額

項 

項 

度

 

      目 平成2

 

4年度 平成25年度 平

 

成26年度 平成27年

 

度 備       考

 

目 ○全体事業期間活 事

 

業費による換算延長(

目

年度事 478 294 1

平

77   平成21年度

成

～平成26年度標 業費

2

/総事業費×総延長)

事

4

動 300 294 144

年

値 単 位 m

／指
実

標 績 単

度

位

決投 年度別事業費 4

平

8,436 37,52

成

3 26,363

資 内 特

2

定財源 42,475 3

5

4,080 21,05

年

5
算

指 訳 一般財源 5,

度

961 3,443 5,

平

308

額標 他団体事業

業

成

負担額

26

項  

年

     目 平成24

度

年度 平成25年度 平成

平

26年度 平成27年度

成

備       考

目

2

○全体事業期間活 工事

7

延長 0 0 128 129

年

  平成14年度～平

実

度

成30年度標
動 0 0 0

備

50値 単 位 m

／指
実

標

 

績 単 位

決投 年度別事業

 

費 7,965 205 1

 

,885 3,082

資

 

内 特定財源
算

指 訳 一般

 

財源 7,965 205

 

1,885 3,082

 

額標 他団体事業負担額

考

-161-



  

（

円
事    業   

成

 主    体 ・放置

果

自転車の撤去台数　　

や

　　　　　　　　27

効

台

交通政策課

【滝沢市

果

主体】

）の達成

 

状況

柳沢上郷2号線外

ひ

1路線道路改良舗装事

と

平成25年度事業実績

に

報告書参照

業

継続区分

や

会計・款・項・目 平成

さ

27年度の事業概要（

し

実績）
平成25年度完

く

了事業完了 一般

事  

安

  業    主  

政 心

  体
道路課

【滝沢市

・

主体】

小  

快

          

適

          

で

       計

 政

活

策　　　０４   ひ

力

とにやさしく安心・快

あ

適で活力あふれるまち

ふ

を目指します
 基本施

れ

策　０３   利用し

策 る

やすい交通網の整備

ま

基

ち

本施策が４年間でめざ

を

す姿

市民の移動に欠く

目

ことのできない鉄道、

指

バス等の公共交通につ

し

いて、小岩井駅の整備

ま

や市内幹線バス網の整

す

備による交流拠

点複合

 

施設のバスターミナル

　
基

化などの結節点整備、

本

利用しやすいバスマッ

施

プの作成による利用促

策

進を行い市内における

　

移動

や交流のしやすい

０

交通環境を提供するこ

２

とで市民の暮らしやす

 

さの向上を目指します

 

。また、産業集積、救

 

急医療アクセス

等の基

　
計

盤となるＳＩＣの整備

画

を行い企業立地のため

的

の環境整備と市民の利

な

便性や安全安心の向上

道

を目指します。

基本計

路

画期間内の取り組みと

整

方針のうち、平成27

備

年度の重点課題の達成

と

（実現）状況

Ｂ 概ね達

維

成した

【重点課題】

ス

　
持

マートインターチェン

管

ジ事業及び公共交通活

理

性化への対応

【重点課題に対応した達成状況】

スマートインターチェンジ事業について、ネクスコと協議を行い実施設計や用地補償契約を実施しました。

滝沢市公共交通実態調査

０

を実施し公共交通の検討課題を把握しました。

事       

事

業       名 事

 

業の意図やねらい（成

 

果や効果）の達成状況

 

交通政策推進事務 【事

 

業意図・ねらい】駅前

 

駐輪場の維持管理、公

４

 

共交通利用促進施策の

 

調査・検

討等を行い、

業

公共交通機関の活性化

 

を図ります。

【達成状

 

況】駐輪場の維持に努

 

めるとともに放置自転

 

車の撤去を行いました

 

。ま

た、地域公共交通

 

会議を開催し、公共交

 

通のあり方等について

 

名

協議しました。

継続区

事

分 会計・款・項・目 平

業

成27年度の事業概要

の

（実績）
駅前駐輪場の

意

維持管理及び放置自転

図

車の撤去を行いました

や

。継続 一般・2款・1

ね

項・9目
・駅前駐輪場

ら

の維持管理（土地借用

い

料） 129,500
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平 績

目

訳 一般財源 349 33

○

2 261 304 ※平成

全

27年度の1日平均乗

体

降人

額 員合計の実績値

事

は平成28年度の標 他

業

団体事業負担額
秋頃に

期

公表予定。

間活 事

報

業費による換算延長（

告

総延長 36 513   

平

平成23年度～平成2

成

5年度標 ×年度事業費

2

／総事業費）
動 36 5

4

13値 単 位 ｍ

／指
実

標

年

績 単 位

決投 年度別事業

度

費 33,650 41,

～

848

資 内 特定財源 3

成
平

0,461 41,84

成

0
算

指 訳 一般財源 3,

2

189 8

額標 他団体事

7

業負担額

年度

項      

（

 目 平成24年度 平成

単

25年度 平成26年度

位

平成27年度 備   

 

    考

決投 年度別

2

 

事業費 686,344

千

1,133,490 7

円

35,569 712,

）

575

資 内 特定財源 275,974 582,258 268,131 370,286
算

指 訳 一般財源 410,370 551,232 467,438 342,2

7

89

額標 他団体事業負担額

（単位  千円）

基本施策目標の達成（実現）に向けた計画期間内の取り組みと方針についての達成（実現）状況

Ｃ 一部達成した

スマートインターチェンジ事業について、

年

ネクスコと協議を行い実施設計や用地補償契約を実施しました。

滝沢市公共交通実態調査を実施し公共交通の検討課題を把握しました。

平成29年度方針策定に際し、今後の方向

項

性や引継課題

Ｂ 課題あ

 

り

【今後の方向性】

引

度

 

続きスマートインター

 

チェンジ事業及び公共

 

交通活性化の実現に向

 

け財源の確保に関する

 

取組を進めます。

【引

 

継課題】

補助事業の内

目

示額の減少傾向及び事

平

業推進に伴う市の財源

成

検討により、事業内容

2

等を見直す必要があり

事

4

ます。

年度

項  

平

     目 平成24

成

年度 平成25年度 平成

2

26年度 平成27年度

5

備       考

目

年

○全体事業期間活 市内

度

全駅(滝沢/巣子/大

平

釜/小岩 5,768 5

業

成

,748 5,728 6

2

,164   平成18

6

年度～平成30年度標

年

井)の1日平均乗降人

度

員の合計
動 5,954

平

6,164 6,119

成

0値 単 位 人／日

／指 定

2

期路線バスが区域内で

7

運行さ 27 30 30 3

年

0
実 れている自治会数

実

度

標 27 30 30 30績

備

単 位 地区(全30自治

 

会のうち) ○特定財源

 

決   新たな広域連携

 

促進事業費補投 年度別

 

事業費 349 332 2

 

61 9,548   助

 

金【国】（10/10

 

）
  資 内 特定財源 9

考

,244
算   

  指
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成

生活路線の維持が図ら

果

れました。

継続区分 会

や

計・款・項・目 平成2

効

7年度の事業概要（実

果

績）
路線維持のため補

）

助金を支出しました。

の

継続 一般・2款・1項

達

・9目
・青山松園線 

成

  114,000円

状

事    業    

 

況

主    体 ・滝沢小

交

岩井線   2,00

通

0円

交通政策課

【協働

広

事業】

バス事業者、地

場

域住民

維

事     

持

  業       

管

名 事業の意図やねらい

理

（成果や効果）の達成

事

状況

ＪＲ小岩井駅活性

ひ

業

化事業 【事業意図・ね

【

らい】小岩井駅前の整

事

備を通じ、小岩井地域

業

の玄関口として、公

共

意

交通機関の利用促進と

図

周辺地域の活性化を図

・

ります。

【達成状況】

ね

基本計画調査をＪＲに

ら

委託し、イメージ図、

い

事業費などを算出し、

と

】

（重点事業） 報告書を

市

取りまとめました。

継

内

続区分 会計・款・項・

全

目 平成27年度の事業

駅

概要（実績）
市の負担

に

金により、ＪＲが整備

お

に関する基本計画調査

け

を実施しました。継続

る

一般・2款・1項・9

交

目

事    業   

に

通

 主    体
交通政

広

策課

【滝沢市主体】

場施

事       業 

設

      名 事業の

の

意図やねらい（成果や

適

効果）の達成状況

滝沢

正

市内幹線バス網整備事

な

業 【事業意図・ねらい

管

】交流拠点複合施設開

や

理

設に併せて市役所周辺

を

へアクセスする

市内幹

通

線バス網を整備し、市

じ

民に不可欠なバス交通

、

の利便性の向上を図り

公

ます。

【達成状況】市

共

内幹線バス網の整備に

交

向けた地域公共交通網

通

形成計画策定に係る

調

機

査・検討を行いました

さ

関

。

継続区分 会計・款・

の

項・目 平成27年度の

利

事業概要（実績）
国の

用

法改正により、国の定

促

める基本方針に基づき

進

、地方公共団体が交通

と

事業者な新規 一般・2

周

款・1項・9目
どの地

辺

域の関係者と連携して

地

、地域公共交通のマス

し

域

タープランとなる「地

の

域公共
事    業 

活

   主    体 交

性

通網形成計画」を策定

化

することができるよう

を

になったため、策定に

図

向けて調査

交通政策課

り

・検討を行いました。

ま

またこれに併せて、滝

す

沢市公共交通マップを

く

。

平成28年度に

【協働

【

事業】 作成することと

達

しました。

バス事業者

成

、地域住民

状況】大釜駅

安

、巣子駅駐車場の警備

政 心

等や各駅前広場の施設

・

管理業務を行い

、駅管

快

理従事者との連携によ

適

り駐車場、交通広場の

で

適切な管理を行いまし

活

た。

継続区分 会計・款

力

・項・目 平成27年度

あ

の事業概要（実績）
警

ふ

備、除雪業務等の委託

れ

、駅管理事業者との連

策 る

携により市内各駅にお

ま

ける交通広継続 一般・

ち

2款・1項・9目
場、

を

駐車場の適切な管理が

目

図られました。
事  

指

  業    主  

し

  体 ・警備業務　　

ま

　　　　　  　81

す

0,000円

交通政策

 

課 ・駐車場設備保守点

　
基

検業務　  151,

本

200円

【協働事業】

施

・除雪業務　　　　　

策

　　　2,065,7

　

21円

鉄道事業者、地

０

元自治会、マイレール

３

サークル各会

 

事  

 

     業    

 

   名 事業の意図や

　
利

ねらい（成果や効果）

用

の達成状況

巣子駅施設

し

管理運営事業 【事業意

や

図・ねらい】巣子駅複

す

合交通施設の適正な管

い

理を通じ、公共交通機

交

関の

利用促進と周辺地

通

域の活性化を図ります

網

。

【達成状況】前年度

の

に比較して乗降人数は

　
整

減少しましたが、施設

備

を利用した地域

のイベント等も定着してきており、地域に密着した駅として利用されました。

継続区分 会計・款・項・目 平成27年度の事業概要（実績）
指定管理者であるＩＧＲいわて銀河鉄道㈱と連

０

携し、巣子駅複合交通施設の適正継続 一般・2款・1項・9目
な管

事

理ができました。
事 

 

   業    主 

 

   体 ・巣子駅複合

 

交通施設指定管理業務

 

委託料　1,913,

 

000円

交通政策課

【

 

協働事業】

ＩＧＲ、地

４

 

元自治会、マイレール

業

サークル巣子駅会

 

事

 

       業  

 

     名 事業の意

 

図やねらい（成果や効

 

果）の達成状況

バス路

 

線維持対策費補助事業

 

【事業意図・ねらい】

名

市民の日常生活に必要

 

事

なバス路線について、

業

バス事業者独

自による

の

運行が困難な路線に対

意

して補助金を交付し、

図

路線の維持を図ります

や

。

【達成状況】バス事

ね

業者独自の運行が困難

ら

な路線に対して補助金

い

を交付すること

（重点

（

事業） により、市民の
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平 績

目

   考

目 ○全体事業

○

期間活 ＪＲ小岩井駅の

全

１日平均乗降人 1,1

体

64 1,158 1,1

事

52 1,068   平

業

成24年度～平成35

期

年度標 員
動 1,062

間

1,068 982 0値

活

単 位 人／日

／指
実

標 績

Ｉ

単 位 ○特定財源

決   

報

Ｇ

社会資本整備総合交付

Ｒ

金【国投 年度別事業費

滝

9,619 33 8,6

沢

94   】(5.5/

駅

10)、公共事業等債

の

  資 内 特定財源 8,

１

281
算   

  指 訳

日

一般財源 9,619 3

平

3 413 ※平成27年

均

度の実績値は平成28

告

乗

額 年度の秋頃にJRよ

降

り公表予定。標 他団体

人

事業負担額

2,

項

6

       目 平成

5

24年度 平成25年度

6

平成26年度 平成27

2

年度 備       

,

考

目 ○全体事業期間活

平

6

市内幹線バス年間利用

4

者数 0 0 0 0   平成

3

27年度～平成30年

2

度標
動 0 0 0 0値 単 位

,

人

／指
実

標 績 単 位

決投

6

年度別事業費

資 内 特定

3

財源
算

指 訳 一般財源 ＜

0

新規事業＞

額標 他団体

3

事業負担額

,

成

081   平成15年

2

度～平成30年度標 員

4

動 2,953 3,08

年

1 3,114 3,09

度

5値 単 位 人／日

／指 Ｉ

～

ＧＲ巣子駅の１日平均

成
平

乗降人 908 913 9

成

18 981
実 員

標 90

2

3 981 1,031 9

7

94績 単 位 人／日 ○特

年

定財源

決   交通広場

度

使用料【その他】投 年

（

度別事業費 5,693

単

6,016 7,129

位

4,512   
  資

 

内 特定財源 76 63 6

2

 

1 45
算   

  指 訳

千

一般財源 5,617 5

円

,953 7,068 4

）

,467

額標 他団体事業負担額

項       目 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年

7

度 備       考

目 ○全体事業期間活 ＩＧＲ巣子駅の１日平均乗降人 908 913 918 981   平成17年度～平成30年度標 員
動 903 981 1,031 994値 単 位 人／日

／指 施設または駅前広場を活用した 3

年

3 3 9
実 特別行事（イベント）開催回数

標 12 9 10 12績 単 位 回 ○特定財源

決   巣子駅複合交通施設使用料【投 年度別事業費 2,956 3,125 3,158 3,065   

項

その他】、公衆電話使

 

用料【
  その他】、

度

 

行政財産目的外使資 内

 

特定財源 1,065 1

 

,163 1,257 1

 

,139
算   用料【

 

その他】、諸経費相当

 

  額指 訳 一般財源 1

目

,891 1,962 1

平

,901 1,926

額

成

標 他団体事業負担額

2

事

4年

項      

度

 目 平成24年度 平成

平

25年度 平成26年度

成

平成27年度 備   

2

    考

目 ○全体事

5

業期間活 定期路線バス

年

が区域内で運行さ 27

度

30 30 30   昭和

平

60年度～平成30年

業

成

度標 れている自治会数

2

動 27 30 30 30値

6

単 位 地区(全30自治

年

会のうち)

／指
実

標 績

度

単 位 ○特定財源

決   

平

地域バス交通支援事業

成

費補助投 年度別事業費

2

121 37 158 11

7

6   金【県】(1/

年

2)
  資 内 特定財源

実

度

60 18 57 57
算  

備

 
  指 訳 一般財源 6

 

1 19 101 59

額標

 

他団体事業負担額

   

項       

 

目 平成24年度 平成2

 

5年度 平成26年度 平

考

成27年度 備    
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成

ことにより、自然災害

果

に強い安全・安心なま

や

ちづくりを目指します

効

。

基本計画期間内の取

果

り組みと方針のうち、

）

平成27年度の重点課

の

題の達成（実現）状況

達

Ｂ 概ね達成した

【重点

成

課題】

・適正な河川維

状

持管理

・経営推進費関

 

況

連河川改修工事の事業

い

化

【重点課題に対する

わ

達成状況】

・草刈りや

て

スクリーン等の定期点

銀

検・清掃、住民協同に

河

よる除草等への支援に

鉄

より適正な河川維持管

道

理を行っています。

・

経

経営推進費関連河川改

営

修工事の事業化に向け

ひ

安

ては、動植物の調査、

定

保全方針の検討、準用

化

河川指定を行っていま

基

す。

金造成負 【事

と

業意図・ねらい】今後

に

見込まれる大規模な設

や

備更新（車両）に要す

さ

る経費、

災害復旧費を

し

支援し健全経営の維持

く

と鉄路の存続を図りま

安

す。
担金 【達成状況】

政 心

基金により予測できな

・

い災害復旧に備えると

快

ともに、車両更新のた

適

め必要となる経費につ

で

いて計画的に積み立て

活

、健全経営の維持を支

力

援しました。

継続区分

あ

会計・款・項・目 平成

ふ

27年度の事業概要（

れ

実績）
今後見込まれる

策 る

大規模な設備更新（車

ま

両更新）に要する経費

ち

を基金として計画的継

を

続 一般・2款・1項・

目

9目
に積み立てること

指

により、健全経営の維

し

持を支援しました。
事

ま

    業    主

す

    体
交通政策課

 

【他団体事業主体】

Ｉ

　
基

ＧＲ、いわて銀河鉄道

本

利用促進協議会

施

事 

策

      業   

　

    名 事業の意図

０

やねらい（成果や効果

３

）の達成状況

スマート

 

インターチェンジ整備

 

事業 【事業意図・ねら

 

い】だれもが暮らしや

　
利

すいまちを目指しスマ

用

ートインターチェ

ンジ

し

の整備を行うことによ

や

り、利便性の向上や地

す

域活性化を図ります。

い

【達成状況】用地交渉

交

を行い、地権者44名

通

中41名の地権者と用

網

地（補償）の契約

（重

の

点事業） を締結し、供

　
整

用開始に向けて事業の

備

進捗を図りました。

継続区分 会計・款・項・目 平成27年度の事業概要（実績）
連結許可及び関連事業者との協定に基づき、実施設計、用地補償などの事業を実継続 一般・8款・2項・3目
施しました

０

。
事    業    主    体 ・事業費　C=98,130

事

千円

交通政策課 ・実施

 

設計、用地補償

【協働

 

事業】

東日本高速道路

 

株式会社

小 

 

          

 

          

 

        計

 

４

 

政策　　　０４   

業

ひとにやさしく安心・

 

快適で活力あふれるま

 

ちを目指します
 基本

 

施策　０４   河川

 

砂防・雨水排除施設の

 

整備

 

基本施策が４年間

 

でめざす姿

市内を流れ

名

る河川や市街地の雨水

 

事

排水の氾濫による浸水

業

被害を未然に防止する

の

ため、浸水対策にかか

意

る計画的な整備を行う

図

とともに、火山砂防や

や

土石流・地すべりなど

ね

の土砂災害から市民を

ら

守るため、これらを所

い

管する国や県に協力し

（

必要な整備

を推進する
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平 績

目

、河川災害、浸水被害

○

等から住民の生命や財

全

産を守るため、継続し

体

て事業を推進します。

事

【引継課題】

河川改修

業

については、多大の費

期

用と時間を要すること

間

から、財源の確保とと

活

もに効果的、効率的な

Ｉ

手法の検討が必要です

報

Ｇ

。

Ｒいわて銀河鉄道株

告

式会社 1 1 1 1   平

平

成15年度～平成34

成

年度標 の単年度決算に

2

おける黒字達成
動 1 1

4

1 1値 単 位 (1=黒字

年

決算達成)

／指
実

標 績

度

単 位

決投 年度別事業費

～

4,688

資 内 特定財

成
平

源
算

指 訳 一般財源 4,

成

688

額標 他団体事業

2

負担額

7年

項  

度

     目 平成24

（

年度 平成25年度 平成

単

26年度 平成27年度

位

備       考

目

 

○全体事業期間活 スマ

2

 

ートインターチェンジ

千

の整 0 0 0 0   平成

円

24年度～平成30年

）

度標 備完了
動 0 0 0 0値 単 位 1=完了(H30年度予定)

／指
実

標 績 単 位 ○特定財源

決   社会資本整備総合交付金【国投 年度別事業費 18,218 1,4

7

15 17,959 98,130   】(5.5/10）、東日本高速道
  路㈱負担金【その他】、公共資 内 特定財源 15,204 1,215 16,564 93,497

算   事業等債
  指 訳 一般財源 3,014 200 1

年

,395 4,633

額標 他団体事業負担額

項       目 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備       考

項

決投 年度別事業費 36

 

,956 10,925

度

 

28,698 128,

 

753

資 内 特定財源 1

 

6,405 2,459

 

17,939 112,

 

263
算

指 訳 一般財源

 

20,551 8,46

目

6 10,759 16,

平

490

額標 他団体事業

成

負担額

（単位  千円

2

）

事

4

基本施策目標の達

年

成（実現）に向けた計

度

画期間内の取り組みと

平

方針についての達成（

成

実現）状況

Ａ 達成した

2

・河川や雨水排水によ

5

る浸水被害を未然に防

年

止するため、排水路の

度

整備を実施しました。

平

・土砂災害から市民を

業

成

守るため、国への直轄

2

砂防事業の促進要望や

6

県の土砂災害警戒区域

年

指定手続きへの協力を

度

実施しまし

た。また、

平

指定区域について点検

成

パトロールを実施して

2

います。

平成29年度

7

方針策定に際し、今後

年

の方向性や引継課題

Ｂ

実

度

課題あり

【今後の方向

備

性】

河川の維持管理に

 

ついては、住民の安全

 

・安心を確保していく

 

ために適正な維持管理

 

を継続して推進し、住

 

民主体の除草活

動等に

 

ついても支援を継続し

 

て推進します。

河川改

考

修等の整備については
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い

間を改修することによ

（

り、災

害に強い河川の

成

整備を進めます。

【達

果

成状況】普通河川市兵

や

衛川の改修工事を実施

効

しています。

継続区分

果

会計・款・項・目 平成

）

27年度の事業概要（

の

実績）
護岸工　L=2

達

5.0m継続 一般・8

 

成

款・3項・1目

事  

状

  業    主  

況

  体
河川課

【滝沢市

河

主体】

川

事     

維

  業       

持

名 事業の意図やねらい

管

（成果や効果）の達成

理

状況

砂込川支線排水路

事

整備事業 【事業意図・

ひ

業

ねらい】演習場からの

【

洪水流出による住宅地

事

及び農地等への障害を

業

防止するため、排水路

意

を整備します。

【達成

図

状況】地上権設定を行

・

い、排水路工事を実施

ね

しています。

（重点事

ら

業）

継続区分 会計・款

い

・項・目 平成27年度

と

】

の事業概要（実績）
・

機

地上権設定継続 一般・

能

8款・3項・1目
・排

の

水路工事　L=630

適

m（1/2年目）
事 

正

   業    主 

な

   体
河川課

【滝沢

維

市主体】

持管

に

理と施設の適正管理を

や

図ります。

【達成状況

さ

】通常管理である水門

し

管理や環境維持業務を

く

適正に行い、それ以外

安

に

住民要望のあった要

政 心

維持修繕箇所について

・

は住民と協議しながら

快

予算の範囲内で

（重点

適

事業） 必要最低限の河

で

川管理を実施していま

活

す。

継続区分 会計・款

力

・項・目 平成27年度

あ

の事業概要（実績）
・

ふ

河川機能の適正な維持

れ

管理と河川施設の管理

策 る

を行いました。継続 一

ま

般・8款・3項・1目

ち

・地域住民（自治会等

を

）との協働による、除

目

草等環境保全活動の水

指

平展開と支援
事   

し

 業    主   

ま

 体 を行っています。

す

河川課

【滝沢市主体】

 
　

基

事       業

本

       名 事業

施

の意図やねらい（成果

策

や効果）の達成状況

外

　

山地内排水路改修事業

０

【事業意図・ねらい】

４

安全で、安心な河川環

 

境の形成のため、河川

 

断面が小さく

、老朽化

 

が著しい本排水路の改

　
河

修を実施することによ

川

り、災害に強い河川の

砂

実現

を図ります。

【達

防

成状況】排水路工事に

・

ついて実施しています

雨

。

継続区分 会計・款・

水

項・目 平成27年度の

排

事業概要（実績）
排水

除

路工事　L=39.3

施

m継続 一般・8款・3

　
設

項・1目

事    業

の

    主    体

整

河川課

【滝沢市主体】

備

事       業       名 事業の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

越前堰等水路治水対策事業 【事業意図・ねらい

０

】準用河川指定、改修計画策定を行い水害対策を図ります。

【達成状況】河川改修計画資料作成し、国庫補助事

事

業の導入に向け、準用

 

河川指

定を実施してい

 

ます。また、応急工事

 

として板柵の設置・修

 

繕を施工し護岸保護

（

４

 

重点事業） を実施して

 

います。

継続区分 会計

 

・款・項・目 平成27

業

年度の事業概要（実績

 

）
・補助事業概算要望

 

資料作成継続 一般・8

 

款・3項・1目
・準用

 

河川指定
事    業

 

    主    体

 

・防災工事

河川課 ・基

 

 

本設計

【滝沢市主体】

名

・環境調査

事

事   

業

    業     

の

  名 事業の意図やね

意

らい（成果や効果）の

図

達成状況

電源立地地域

や

対策交付金事業 【事業

ね

意図・ねらい】普通河

ら

川市兵衛川の土水路区
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平 績

目

項 

○

      目 平成2

全

4年度 平成25年度 平

体

成26年度 平成27年

事

度 備       考

業

目 ○全体事業期間活 事

期

業費による換算延長（

間

年度事 126 13 11

活

15   平成19年度

河

～平成34年度標 業費

報

川

/総事業費×総延長）

愛

動 126 0 1 13値 単

護

位 ｍ

／指
実

標 績 単 位 ○

団

特定財源

決   岩手県

体

電源立地地域対策交付

の

投 年度別事業費 7,3

組

64 285 5,616

織

  金事業【県】
  

化

資 内 特定財源 4,40

数

0 4,400
算   

 

告

5

 指 訳 一般財源 2,9

5

64 285 1,216

5

額標 他団体事業負担額

5   

項     

平

  目 平成24年度 平

成

成25年度 平成26年

2

度 平成27年度 備  

1

     考

目 ○全体

平

年

事業期間活 事業費によ

度

る延長換算（年度事 0

～

0 97 121   平成

平

26年度～平成29年

成

度標 業費/総事業費×

3

総延長）
動 0 0 88 1

0

07値 単 位 ｍ

／指
実

標

年

績 単 位 ○特定財源

決  

度

 防衛施設周辺障害防

標

止事業補投 年度別事業

成

動

費 17,196 35,

5

485   助金【国】

5

(10/10）
  資

5

内 特定財源 16,67

5

1 29,130
算   

値

  指 訳 一般財源 52

単

5 6,355

額標 他団

位

体事業負担額

団体

2

数

／指 施設管理の実施

4

（水門管理委託 8 8 8

年

8
実 、環境維持業務等

度

）
標 8 8 8 7績 単 位 箇

～

所数 ○特定財源

決   

成
平

県単河川維持修繕業務

成

委託金投 年度別事業費

2

37,897 21,5

7

33 19,765 13

年

,036   【県】、

度

河川水門管理委託金
 

（

 【県】、土木施設使

単

用料【そ資 内 特定財源

位

7,203 859 3,

 

913 951
算   の

2

 

他】
  指 訳 一般財源

千

30,694 20,6

円

74 15,852 12

）

,085

額標 他団体事業負担額

項       目 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年

7

度 備       考

目 ○全体事業期間活 事業費による換算延長(年度事 129 232 141 64   平成23年度～平成30年度標 業費/総事業費×総延長)
○全体事業量動 178 232 6 65値 単 位 m   排水路改修　

年

L=694.1m
／   指 ○全体事業費実   224,300千円標 績 単 位 ○特定財源

決   特定防衛施設周辺整備調整交投 年度別事業費 49,047 63,997 1,564 2

項

0,895   付金【

 

国】
  資 内 特定財源

度

 

44,530 50,6

 

26 15,330
算  

 

 
  指 訳 一般財源 4

 

,517 13,371

 

1,564 5,565

 

額標 他団体事業負担額

目 平成

項     

2

  目 平成24年度 平

事

4

成25年度 平成26年

年

度 平成27年度 備  

度

     考

目 ○全体

平

事業期間活 補助事業決

成

定までの進捗率 0 50

2

30 20   平成25

5

年度～平成34年度標

年

○全体事業量動 0 50

度

30 20値 単 位 %   

平

治水対策延長　L=3

業

成

.2km
／   指 事業

2

進捗率（事業費ベース

6

） 0 0 0 2 ○全体事業

年

費実   1,728,

度

600千円標 0 0 0 2

平

績 単 位 % ○特定財源

決

成

  地域経営推進費【

2

県】（1/2投 年度別

7

事業費 15,629 1

年

2,833 16,03

実

度

1   ）、社会資本整

備

備総合交付金
  【国

 

】（1/3）資 内 特定

 

財源 4,022 5,4

 

05 6,940
算   

 

  指 訳 一般財源 11

 

,607 7,428 9

 

,091

額標 他団体事

 

業負担額

考
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い

事  

（

     業    

成

   名 事業の意図や

果

ねらい（成果や効果）

や

の達成状況

（仮称）地

効

域保全計画推進事業 【

果

事業意図・ねらい】新

）

規土砂災害危険個所を

の

調査し、保全工事を実

達

施すること

で災害から

 

成

市民を守ります。

【達

状

成状況】一部、調査を

況

行いましたが、まだま

河

だ不十分な状況です。

川

継続区分 会計・款・項

監

・目 平成27年度の事

視

業概要（実績）
一部調

シ

査を実施しています。

ス

新規 一般

事    業

テ

    主    体

ひ

ム

河川課

【滝沢市主体】

改修事業 【事業意図

と

・ねらい】「安全安心

に

な雨水排水排除施設の

や

整備」を図ります。

【

さ

達成状況】現行の河川

し

監視カメラシステムを

く

改修し、夜間や休日で

安

の監視体制

の強化が図

政 心

られ、また、インター

・

ネット(市ホームペー

快

ジ)での監視状況の把

適

握が

しやすくなり、市

で

民の防災意識の高まり

活

に対応しています。

継

力

続区分 会計・款・項・

あ

目 平成27年度の事業

ふ

概要（実績）
河川監視

れ

システム改修　一式新

策 る

規 一般・8款・3項・

ま

1目

事    業  

ち

  主    体
河川

を

課

【滝沢市主体】

目

事

指

       業  

し

     名 事業の意

ま

図やねらい（成果や効

す

果）の達成状況

笹森山

 

排水路関連道路舗装事

　
基

業 平成26年度事業実

本

績報告書参照

継続区分

施

会計・款・項・目 平成

策

27年度の事業概要（

　

実績）
平成26年度完

０

了事業完了 一般・8款

４

・3項・1目

事   

 

 業    主   

 

 体
河川課

【滝沢市主

 

体】

　
河

事      

川

 業       名

砂

事業の意図やねらい（

防

成果や効果）の達成状

・

況

大釜地区浸水対策事

雨

業 【事業意図・ねらい

水

】当該水路は大雨の際

排

に越水し住宅地に浸水

除

被害を及ぼして

いるこ

施

とから、改修等を行う

　
設

ことにより安全安心な

の

雨水排除施設の整備を

整

図りま

す。

【達成状況

備

】下水道事業の導入を検討しています。

継続区分 会計・款・項・目 平成27年度の事業概要（実績）
平成28年度に下水道事業による浸水対策としての整備

０

を検討することとしていま継続 一般・8款・3項・1目
す。

事    業    主    体
河川課

【滝沢市

事

主体】

 

事     

 

  業       

 

名 事業の意図やねらい

 

（成果や効果）の達成

４

 

状況

滝沢市河川整備計

 

画事業 【事業意図・ね

 

らい】計画的な河川改

業

修を実現するため、市

 

管理河川の整備計画

を

 

策定することにより、

 

安心安全な雨水排除施

 

設の整備を図ります。

 

【達成状況】市管理河

 

川・水路と土地改良区

 

 

管理水路との整理に着

名

手しています

。

継続区

事

分 会計・款・項・目 平

業

成27年度の事業概要

の

（実績）
計画の準備を

意

行っています。新規 一

図

般・8款・3項・1目

や

事    業    

ね

主    体
河川課

【

ら

滝沢市主体】
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平 績

目 ○全体事業期間活 事

報

業進捗率 0 0 0 100

告

  平成27年度～平

平

成27年度標
動 0 0 0

成

100値 単 位 ％

／指
実

2

標 績 単 位

決投 年度別事

4

業費 5,389

資 内 特

年

定財源
算

指 訳 一般財源

度

5,389 ＜新規事業

～

＞

額標 他団体事業負担

成
平

額

成2

項    

7

   目 平成24年度

年

平成25年度 平成26

度

年度 平成27年度 備 

（

      考

目 ○全

単

体事業期間活 年度事業

位

費/総事業費 0 0 53

 

  平成25年度～平

2

 

成26年度標
動 0 0 5

千

3値 単 位 ％

／指
実

標 績

円

単 位

決投 年度別事業費

）

7,220 8,702

資 内 特定財源 8,700
算

指 訳 一般財源 7,220 2

額標 他団体事業負担額

項 

7

      目 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備       考

目 ○全体事業期間活 事業費による換算延長(年度事 0 0 0 0   平成27年度～平成31年度標 業費/総事業費×総延長)
動 0 0 0 0

年

値 単 位 m

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 ＜ゼロ予算事業＞

額 ＜調整事業＞標 他団体事業負担額

項

項       目 平

 

成24年度 平成25年

度

 

度 平成26年度 平成2

 

7年度 備      

 

 考

目 ○全体事業期間

 

活 事業進捗率 0 0 0 2

 

5   平成27年度～

 

平成30年度標
動 0 0

目

0 5値 単 位 ％

／指
実

標

平

績 単 位

決投 年度別事業

成

費

資 内 特定財源
算

指 訳

2

一般財源 ＜ゼロ予算事

事

4

業＞

額 ＜新規事業＞標

年

他団体事業負担額
＜調

度

整事業＞

平成

項 

2

      目 平成2

5

4年度 平成25年度 平

年

成26年度 平成27年

度

度 備       考

平

目 ○全体事業期間活 事

業

成

業進捗度 0 0 0 25  

2

 平成27年度～平成

6

30年度標
動 0 0 0 5

年

値 単 位 ％

／指
実

標 績 単

度

位

決投 年度別事業費

資

平

内 特定財源
算

指 訳 一般

成

財源 ＜ゼロ予算事業＞

2

額 ＜新規事業＞標 他団

7

体事業負担額

年

実

度 備       考
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い

・款・項・目 平成27

（

年度の事業概要（実績

成

）
・滝沢市新水道ビジ

果

ョン及び前期経営計画

や

について滝沢市上下水

効

道事業経営審議継続 ―

果

会の答申を受けました

）

。
事    業   

の

 主    体 ・職員

達

の知識と技術の向上を

 

成

図るため、計画的な研

状

修を実施しました。

水

況

道経営課 ・上下水道料

下

金徴収業務の民間委託

水

化のため、プロポーザ

道

ル提案依頼をしました

整

【滝沢市主体】 。

・使

備

用者を対象とした浄水

事

場等見学会や広報誌の

業

発行を実施しました。

ひ

（雨水） 【事業意図・

と

ねらい】都市化の進展

に

による雨水流出量の増

や

加及び最近の局地的な

さ

集中豪雨等の雨水対策

し

を目的に、雨水排水施

く

設を整備促進すること

安

により、市民

に良好な

政 心

住環境を提供するとと

・

もに安全な暮らしの確

快

保を図ります。

【達成

適

状況】巣子川において

で

事業実施を行っていま

活

す。

継続区分 会計・款

力

・項・目 平成27年度

あ

の事業概要（実績）
・

ふ

巣子川右岸第二・第三

れ

排水区　L=408m

策 る

継続 ―
・整備面積　1

ま

.41ha
事    

ち

業    主    

を

体
河川課

【滝沢市主体

目

】

小    

指

          

し

          

ま

     計

 政策　

す

　　０４   ひとに

 

やさしく安心・快適で

　
基

活力あふれるまちを目

本

指します
 基本施策　

施

０５   持続可能な

策

水道経営

　

基本施策が４

０

年間でめざす姿

水道は

４

、市民の日常生活にお

 

ける重要なライフライ

 

ンであり、安全な水道

 

水を持続して供給でき

　
河

る健全な水道事業の経

川

営を

目指します。

基本

砂

計画期間内の取り組み

防

と方針のうち、平成2

・

7年度の重点課題の達

雨

成（実現）状況

Ａ 達成

水

した

【重点課題】・滝

排

沢市水道ビジョンを策

除

定します。　　　　・

施

計画的な研修による職

　
設

員の知識と技術を向上

の

します。

　　　　　　

整

・料金徴収業務の委託

備

のあり方を見直します。・広報活動の充実について検討します。

【重点課題に対応した達成状況】・上下水道事業事業経営審議会の答申を受け新水道事業ビ

０

ジョンをとりまとめました。

・経験年数に応じた専門的研修への参加と周辺市町との共同で研修会を開催し人材

事

育成に効果がありまし

 

た。

・上下水道料金徴

 

収業務の民間委託に向

 

け準備作業を終えまし

 

た。

・水道広報や出前

４

 

講座による情報発信に

 

加え、体験型の広報活

 

動に取り組みました。

業 

事       業

 

       名 事業

 

の意図やねらい（成果

 

や効果）の達成状況

水

 

道事業経営 【事業の意

 

図・ねらい】 安全な

 

 

水道水を安定供給でき

名

る健全な水道経営に努

事

め

ます。

【達成状況】

業

滝沢市新水道ビジョン

の

及び前期経営計画につ

意

いて、滝沢市上下水道

図

経営審議会の答申を受

や

け、また、職員研修や

ね

広報活動の充実に努め

ら

ました。

継続区分 会計

-172-



平 績

目

く必要があります。

○全体

項      

事

 目 平成24年度 平成

業

25年度 平成26年度

期

平成27年度 備   

間

    考

目 ○全体事

活

業期間活 経営資本営業

雨

利益率 0 0 0 1.9  

報

水

 平成22年度～平成

排

31年度標
動 0 0 0 1

水

.96値 単 位 ％

／指
実

施

標 績 単 位

決投 年度別事

設

業費

資 内 特定財源
算

指

整

訳 一般財源 ＜ゼロ予算

備

事業＞

額 【公営企業会

面

計】標 他団体事業負担

積

額

1

告

70.6 180.6 1

平

90.6 200.6  

成

 昭和53年度～平成

2

47年度標 ○全体事業

4

量動 165.5 168

年

.7 169.7 171

度

.1値 単 位 ha（累計

～

）   2,010ha

成
平

／   指 ○全体事業費

成

実   20,316,

2

000千円標 績 単 位 ○

7

特定財源

決   社会資

年

本整備総合交付金【国

度

投 年度別事業費 17,

（

607 186,499

単

39,074 134,

位

899   】(1/2

 

)
  資 内 特定財源 1

2

 

6,610 184,0

千

05 31,624 13

円

1,584
算   

  

）

指 訳 一般財源 997 2,494 7,450 3,315 【特別会計】

額標 他団体事業負担額

項       目 平成

7

24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備       考

決投 年度別事業費 104,551 302,242 99,419 231,351

資 内 特定財源 68,343 243,912 66,313 188,335
算

指

年

訳 一般財源 36,208 58,330 33,106 43,016

額標 他団体事業負担額

（単位  千円）

基本施策目標の達成（実現）に向けた計画期間内

項

の取り組みと方針につ

 

いての達成（実現）状

度

 

況

Ａ 達成した

・平成２

 

７年度決算を前年度と

 

比較すると、水道事業

 

会計の良否を判断する

 

経営資本営業利益率（

 

投下した資本に対する

目

営

　業利益の関係を表

平

す指標）は平成２７年

成

度目標値を達成しまし

2

た。また、財務状態は

事

4

短期的資金力を示す流

年

動比率・当座

　比率は

度

前年度を上回り、長期

平

的借入金の給水収益に

成

対する割合は前年度か

2

ら減少し財務状態は向

5

上しました。

・水道の

年

知識、技術を有する職

度

員の確保のため、専門

平

的研修に計画的に職員

業

成

を参加させるとともに

2

、周辺事業体と共同で

6

　

　研修活動を実施し

年

ました。また、最適な

度

事業形態の水道経営の

平

実現に向け、上下水道

成

料金徴収業務の民間委

2

託の条件を整

　えまし

7

た。

平成29年度方針

年

策定に際し、今後の方

実

度

向性や引継課題

Ｂ 課題

備

あり

・上下水道料金業

 

務の民間委託化の効果

 

を高めるために、料金

 

徴収業務担当職員数の

 

削減と上下水道部組織

 

体制の見直しが

　必要

 

です。

・水道事業の広

 

域化について、周辺市

考

町とともに検討してい
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０４   ひとにやさ

 

しく安心・快適で活力

ひ

あふれるまちを目指し

と

ます
 基本施策　０６

に

   安全で強靭な水

や

道の持続

さ

基本施策が４

し

年間でめざす姿

岩手山

く

麓の水源を大切に活用

安

し、強靭な水道施設の

政 心

整備に努め、市民が必

・

要とする安全な水をい

快

つでも提供できる水道

適

を目

指します。

基本計

で

画期間内の取り組みと

活

方針のうち、平成27

力

年度の重点課題の達成

あ

（実現）状況

Ｃ 一部達

ふ

成した

【重点課題】

　

れ

施設の更新計画の策定

策 る

【重点課題の達成状況

ま

】

　平成27年度は更

ち

新計画策定のための資

を

産調査と施設調査台帳

目

を整理し、更新計画の

指

基となるアセットマネ

し

ジメントを策定

しまし

ま

た。これを基に平成2

す

8年度に施設更新計画

 

を策定する予定です。

　
基本

事       業

施

       名 事業

策

の意図やねらい（成果

　

や効果）の達成状況

鉛

０

製給水管更新事業 平成

５

24年度事業実績報告

 

書参照

継続区分 会計・

 

款・項・目 平成27年

 

度の事業概要（実績）

　
持

平成24年度完了事業

続

完了 一般

事    業

可

    主    体

能

水道整備課

【滝沢市主

な

体】

水

事      

道

 業       名

経

事業の意図やねらい（

営

成果や効果）の達成状況

簡易水道整備事業 【

　

事業意図・ねらい】老朽化施設の更新、耐震化、適正水圧の確保等

小

を推進し、

より安全で

 

安定した水道水の供給

 

を目指します。

【達成

 

状況】簡易水道施設の

 

配水管や消火栓などを

 

整備できました。

継続

 

区分 会計・款・項・目

０

 

平成27年度の事業概

 

要（実績）
・配水管布

 

設　DIPφ200～

 

φ75　L=12,7

 

16.1ｍ継続 簡水・

 

1款・1項・1目
・消

 

火栓設置　新設15基

 

事    業    

 

主    体 ・給水切

 

替　　149箇所

簡易

４

 

水道室 ・湧口管理用通

 

路工事　1路線　 L

 

=600ｍ

【滝沢市主

 

体】

      

 

   計

 政策　　　

-174-



平 績

事

7 8,268 【特別会

業

計】

額 平成27年度実

費

施平成26年度繰越標

資

他団体事業負担額
明許

内

費61,084千円

特定財源
算

報

指 訳 一般財源

額標 他団

告

体事業負担額

（単位 

平

 千円）

成

基本施策目

2

標の達成（実現）に向

4

けた計画期間内の取り

年

組みと方針についての

度

達成（実現）状況

Ｂ 概

～

ね達成した

原水から末

成
平

端給水までの水質管理

成

上のリスクと、そのリ

2

スクにどう対処すべき

7

かを整理した「水安全

年

計画」の策定を行い、

度

施策方針である、市民

（

がいつでもどんなとき

単

でもおいしく安全な水

位

を得ることができる仕

 

組みづくりを推進しま

2

 

した。

また、水道施設

千

の強靭化という施策方

円

針達成に向けた取り組

）

みとして、施設の健全度が保たれ、耐震化やバックアップ体制

を構築するため、資産の現状把握を行い、今後４０年の更新需要及び財政収支見通しを把握す

7

るアセットマネジメントを取

りまとめました。

平成29年度方針策定に際し、今後の方向性や引継課題

Ａ 課題なし

【今後の方向性】

　平成27年度に策定した水道事業中期経営計画に沿って、各事業を実行していくことが重

年

要です。

【引継課題】

　漏水率が増加しており、漏水対策の強化に

項

よるコスト縮減が課題

 

です。

  

項  

 

     目 平成24

 

年度 平成25年度 平成

 

26年度 平成27年度

度

 

備       考

目

目

○全体事業期間活 鉛製

平

給水管率 0   平成1

成

5年度～平成24年度

2

標
動 0値 単 位 ％

／指
実

4

標 績 単 位

決投 年度別事

年

業費

資 内 特定財源
算

指

度

訳 一般財源

額標 他団体

平

事業負担額

成

事

2

項

5

       目 平成

年

24年度 平成25年度

度

平成26年度 平成27

平

年度 備       

成

考

目 ○全体事業期間活

2

施設整備事業進捗率 1

6

3.3 27.7 40.

年

4 67.6   平成2

度

4年度～平成28年度

業

平

標
動 13.3 26.1

成

32.3 56値 単 位 ％

2

／指
実

標 績 単 位 ○特定

7

財源

決   ・障害防止

年

対策事業【防衛省投 年

度

度別事業費 255,9

備

87 243,951 1

 

74,648 650,

 

073   】（補助対

 

象額100％）
  ・

実

 

簡易水道等施設整備費

 

補助資 内 特定財源 25

 

3,966 241,3

 

63 172,441 6

考

41,805
算   金

決

【厚生労働省】(補助

投

対象
  額×（500

年

×617）×1/3）

度

指 訳 一般財源 2,02

別

1 2,588 2,20
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果

を有効に活用するとと

や

もに、環境負荷の軽減

効

を図り、安全

でおいし

果

い水の安定供給に努め

）

ました。

継続区分 会計

の

・款・項・目 平成27

達

年度の事業概要（実績

成

）
・滝沢浄水場ろ過水

状

流量計設置工事　電磁

況

流量計300Ａ 1台

 

簡

継続 ―
       

易

          

水

          

道

       現場指

管

示計収納盤 1面
事 

理

   業    主 

事

   体 ・滝沢浄水地

業

排泥池築造（Ｈ26～

【

Ｈ27）　RC造 4

事

.0m×8.1m 2

ひ

業

池　　

水道整備課

【滝

の

沢市主体】

意

事   

図

    業     

・

  名 事業の意図やね

ね

らい（成果や効果）の

ら

達成状況

老朽水道施設

い

更新事業 【事業意図・

】

ねらい】原水の水質保

一

全や適切な浄水処理に

と

本

より水道水の水質保持

木

を徹底します。

【達成

地

状況】老朽化の進行し

区

た機器を更新すること

の

により、取水、浄水、

簡

水質管

理などの水道施

易

設の機能を保持するこ

水

とができました。

継続

道

区分 会計・款・項・目

給

平成27年度の事業概

に

水

要（実績）
・柳沢低区

区

浄水場原水監視装置更

域

新工事　原水監視カメ

に

ラ 1台　継続 ―
・柳

お

沢取水ポンプ場第2水

い

源取水ポンプ更新工事

て

　取水ポンプ15kW

、

 1台ほか
事    

安

業    主    

全

体
水道整備課

【滝沢市

や

な

主体】

水道水

の安定供給を

さ

目指します。

【達成状

し

況】日常の管理により

く

安定供給をすることが

安

できました。

継続区分

政 心

会計・款・項・目 平成

・

27年度の事業概要（

快

実績）
・適正な維持管

適

理を実施し、水質異常

で

、断水等の影響はあり

活

ませんでした。継続 簡

力

水・2款・1項・1目

あ

・1日平均給水量　4

ふ

36㎥/日
事    

れ

業    主    

策 る

体
簡易水道室

【滝沢市

ま

主体】

ち

事     

を

  業       

目

名 事業の意図やねらい

指

（成果や効果）の達成

し

状況

配水管整備事業 【

ま

事業意図・ねらい】経

す

年管更新及び新設配水

 

管の耐震化により、有

　
基

効率の向上

と災害に強

本

い水道施設を整備しま

施

す。

【達成状況】配水

策

管の管路耐震化率が向

　

上しました。

継続区分

０

会計・款・項・目 平成

６

27年度の事業概要（

 

実績）
・配水管整備　

 

　　    φ200

 

～75  Ｌ＝3,1

　
安

39ｍ継続 ―
・老朽管

全

更新（団地等）φ15

で

0～75　Ｌ＝1,1

強

05ｍ
事    業 

靭

   主    体 ・

な

配水管移設工事　　　

水

　　　　　　一式

水道

道

整備課 ・配水管付属施

の

設整備       

持

     　一式

【滝

　
続

沢市主体】 ・実施設計　　　　　　　　　　　　一式

事       業       名 事業の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

漏水対策事業 【事業意図・ねらい】水資源の有効利用と経費

０

削減のため、流量計室設置による

配水区域ブ

事

ロック化と漏水調査に

 

より、漏水箇所の発見

 

・早期修繕に努めます

 

。

【達成状況】漏水調

 

査により、2カ所の漏

 

水箇所を発見し、修繕

 

しました。

流量計室の

 

設置は、工事入札不調

４

業

のため実施できません

 

でした。

継続区分 会計

 

・款・項・目 平成27

 

年度の事業概要（実績

 

）
漏水調査　市内35

 

㎞の水道管路音聴調査

 

継続 ―

事    業 

 

   主    体
水

名

道整備課

【滝沢市主体

事

】

 

業

事       

の

業       名 事

意

業の意図やねらい（成

図

果や効果）の達成状況

や

基幹水道施設整備事業

ね

【事業意図・ねらい】

ら

いつでもおいしく安全

い

な水を得ることができ

（

る水道を目指

します。

成

【達成状況】地下水源
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平 績

目

327 173,781

○

68,121 38,0

全

82
算   

  指 訳 一

体

般財源 【公営企業会計

事

】

額標 他団体事業負担

業

額

期間

項    

活

   目 平成24年度

 

平成25年度 平成26

報

 

年度 平成27年度 備 

平

      考

目 ○全

成

体事業期間活 浄水機能

2

の低下による障害や水

4

0 0 0 0   平成17

年

年度～平成31年度標

度

質事故数
動 0 0 0 0値

～

単 位 件

／指
実

標 績 単 位

平

○特定財源

決   水道

成

事業会計【その他】投

告

2

年度別事業費 48,6

8

67 24,764 43

年

,235 14,505

度

  
  資 内 特定財源

標

48,667 24,7

動

64 43,235 14

値

,505
算   

  指

単

訳 一般財源 【公営企業

位

会計】

額標 他団体事業

／

負担額

平

指
実

標 績 単 位 ○特定財

成

源

決   簡易水道使用

2

料【その他】投 年度別

4

事業費 10,568 1

年

2,327 12,20

度

2 10,131   
 

～

 資 内 特定財源 10,

成
平

568 12,327 1

成

2,202 10,13

2

1
算   

  指 訳 一般

7

財源 【特別会計】

額標

年

他団体事業負担額

度

（単

項       

位

目 平成24年度 平成2

 

5年度 平成26年度 平

2

 

成27年度 備    

千

   考

目 ○全体事業

円

期間活 管路耐震化率（

）

導・送水管を除 16.1 16.8 17.5 18.5   平成17年度～平成31年度標 く）
動 18.7 19.8 20 22.5値 単 位 ％

／指 管路耐震化率（幹

7

線） 19.2 20.7 22.4 23.5
実

標 16.5 16.5 16.5 18.3績 単 位 ％ ○特定財源

決   水道事業会計【その他】投 年度別事業費 167,414 109,783 184,442 248,817   
  資 内

年

特定財源 167,414 109,783 184,442 248,817
算   

  指 訳 一般財源 【公営企業会計】

額標 他団体事業負担額

項

項    

 

   目 平成24年度

度

 

平成25年度 平成26

 

年度 平成27年度 備 

 

      考

目 ○全

 

体事業期間活 漏水率 4

 

.5 4.5 4.5 4.

 

5   平成16年度～

目

平成31年度標
動 6.

平

2 8.1 8.1 8.9

成

値 単 位 ％

／指
実

標 績 単

2

位 ○特定財源

決   水

事

4

道事業会計【その他】

年

投 年度別事業費 1,0

度

68 3,307 2,2

平

00 820   
  資

成

内 特定財源 1,068

2

3,307 2,200

5

820
算   

  指 訳

年

一般財源 【公営企業会

度

計】

額標 他団体事業負

平

担額

業

成2

項   

6

    目 平成24年

年

度 平成25年度 平成2

度

6年度 平成27年度 備

平

       考

目 ○

成

全体事業期間活 配水池

2

貯留能力 0.87 0.

7

87 0.87 0.87

年

  平成22年度～平

実

度

成31年度標
動 0.8

備

5 0.85 0.85 0

 

.85値 単 位 日

／指
実

 

標 績 単 位 ○特定財源

決

 

  水道事業会計【そ

 

の他】投 年度別事業費

 

194,327 173

 

,781 68,121

 

38,082   
  

考

資 内 特定財源 194,
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の向上を図ります。

【

　

達成状況】合併処理浄

０

化槽の設置を促進する

４

ことにより、生活環境

 

、公衆衛生

の向上が図

 

られました。

継続区分

 

会計・款・項・目 平成

ひ

27年度の事業概要（

と

実績）
合併処理浄化槽

に

　41基継続 一般・4

 

や

款・1項・4目

事  

さ

  業    主  

し

  体
下水道課

【滝沢

く

市主体】

安心・快適で

ひ

活力あふれるまちを目

と

指します
 基本施策　

に

０７   効率的な汚

や

水処理施設の整備

さ

基本

し

施策が４年間でめざす

く

姿

下水道事業と合併処

安

理浄化槽整備補助事業

政 心

のそれぞれの整備手法

・

の特性を活かしながら

快

、限られた財源の下で

適

採算性を考慮

した効率

で

的な汚水処理施設の整

活

備及び水洗化率の向上

力

を図り、市民の快適で

あ

衛生的な暮らしと良好

ふ

な水環境の保全を目指

れ

し

ます。

基本計画期間

策 る

内の取り組みと方針の

ま

うち、平成27年度の

ち

重点課題の達成（実現

を

）状況

Ａ 達成した

【重

目

点課題】・経費及び工

指

事コストの削減・下水

し

道使用料や受益者負担

ま

金などの確実な回収・

す

汚水処理実施計画見直

 

しに係

る地域別説明会

　
基

及び市民との対話・他

本

の事業に関連する公共

施

下水道事業の実施・計

策

画的な未普及地域の解

　

消工事の実施

【重点課

０

題に対応した達成状況

６

】

・農業集落排水事業

 

の統合により、終末処

 

理場経費の削減ができ

 

ました。また、塩ビマ

　
安

ンホール使用、発生土

全

再利用等、引

き続き経

で

費低減に努めます。・

強

丁寧な説明や納入しや

靭

すい環境形成とともに

な

、滞納等については、

水

関係法令に基づき厳正

道

に

対応しました。・希

の

望した自治会で説明会

持

を開催し、うち４地区

　
続

では、公共下水道事業導入の可能性の調査を継続します。

事       業    

小

   名 事業の意図や

 

ねらい（成果や効果）

 

の達成状況

滝沢市水洗

 

便所改造資金利子補給

 

事業 【事業意図・ねら

０

 

い】生活排水による公

 

共用水域の水質汚濁防

 

止と環境衛生の向

上を

 

図ります。

【達成状況

 

】合併処理浄化槽設置

 

工事を伴う水洗便所へ

 

の改造資金のあっせん

 

及

び利子補給により、

 

合併処理浄化槽の普及

 

が促進されました。

継

４

 

続区分 会計・款・項・

 

目 平成27年度の事業

 

概要（実績）
水洗便所

 

改造資金融資斡旋利子

 

補給金　47,738

 

円継続 一般・4款・1

 

項・4目
・対象件数：

 

5件　
事    業 

 

   主    体
下

 

水道課

【滝沢市主体】

 

  

事       業

 

       名 事業

 

の意図やねらい（成果

 

や効果）の達成状況

滝

計

沢市浄化槽設置整備補

 

助事業 【事業意図・ね

政

らい】公共用水域等の

策

水質の保全の観点から

　

、生活環境、公衆衛

生
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平 績

事

50

額標 他団体事業負

業

担額

費 678,031

報

567,913 484

告

,848 962,42

平

8

資 内 特定財源 676

成

,010 565,32

2

5 482,641 95

4

4,160
算

指 訳 一般

年

財源 2,021 2,5

度

88 2,207 8,2

～

68

額標 他団体事業負

成
平

担額

（単位  千円）

成2

基本施策目標の達成

7

（実現）に向けた計画

年

期間内の取り組みと方

度

針についての達成（実

（

現）状況

Ａ 達成した

経

単

済性、合理性、負担の

位

公平化を目的として、

 

施設管理の統合や、新

2

 

たな事業会計制度の導

千

入を図りました。

平成

円

29年度方針策定に際

）

し、今後の方向性や引継課題

Ｂ 課題あり

【方向性】

適正な汚水処理を安定的に継続するためには、経営分析により、公的財源の確保や適正な使用料を安定的

7

に見込む必要があ

ります。公共下水道の新規整備は、市民の利便性とともに、経営における合理性経済性を十分検討する必要があります。

【引継事項】

・料金の検証及びこのための下水道事業経営分析

・年齢別人口など、ユ

年

ーザーの動向分析

・老朽化対策

・災害対策

項 

項      

 

 目 平成24年度 平成

 

25年度 平成26年度

 

平成27年度 備   

 

    考

目 ○全体事

 

業期間活 整備人口 8,

度

 

576 8,743 8,

目

910 8,956   

平

平成1年度～平成47

成

年度標
動 8,508 8

2

,780 9,129 9

4

,268値 単 位 人

／指

年

実
標 績 単 位

決投 年度別

度

事業費 385 268 1

平

63 48

資 内 特定財源

成

193 134 109
算

事

2

指 訳 一般財源 192 1

5

34 54 48

額標 他団

年

体事業負担額

度 平成

項       目 平

2

成24年度 平成25年

6

度 平成26年度 平成2

年

7年度 備      

度

 考

目 ○全体事業期間

業

平

活 浄化槽設置基数 40

成

40 40 40   平成

2

1年度～平成47年度

7

標
動 40 58 46 41

年

値 単 位 基

／指
実

標 績 単

度

位 ○特定財源

決   循

備

環型社会形成推進交付

 

金投 年度別事業費 16

 

,680 25,298

 

20,374 25,1

実

 

48   【国】(5年

 

間総枠で1/3)
  

 

浄化槽設置整備県補助

 

金資 内 特定財源 10,

考

320 15,127 9

決

,316 12,198

投

算   【県】（1/3

年

）
  指 訳 一般財源 6

度

,360 10,171

別

11,058 12,9
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（

継続区分 会計・款・項

成

・目 平成27年度の事

果

業概要（実績）
・施設

や

維持管理経費（管渠費

効

）         

果

  50,544千円

）

継続 ―
・流域下水道維

の

持管理負担金    

達

        15

成

9,111千円
事  

 

状

  業    主  

況

  体 ・徴収業務等の

排

経費（業務費）   

水

        33

設

,296千円

下水道課

備

・事業活動の管理に関

確

する経費（総係費） 

認

27,063千円

【滝

申

沢市主体】

請

事   

ひ

審

    業     

査

  名 事業の意図やね

事

らい（成果や効果）の

務

達成状況

滝沢市水洗便

【

所改造資金利子補給事

事

業 【事業意図・ねらい

業

】生活排水による水質

意

汚濁の防止や環境衛生

図

の向上を図りま

す。

【

・

達成状況】排水設備工

と

ね

事に係る改造資金の金

ら

融機関へのあっせん及

い

び利子補給

により公共

】

下水道への切替えの促

水

進が図られました。

継

洗

続区分 会計・款・項・

化

目 平成27年度の事業

率

概要（実績）
水洗便所

の

改造資金融資斡旋利子

向

補給金継続 ―
・対象件

に

上

数：38件　うち新規

を

承認：1件
事    

図

業    主    

り

体
下水道課

【滝沢市主

ま

体】

す。

【達成

や

状況】排水設備の設置

さ

を促進し、水洗化率の

し

向上が図られました。

く

継続区分 会計・款・項

安

・目 平成27年度の事

政 心

業概要（実績）
・新規

・

接続申請及び排水設備

快

改造申請の技術的審査

適

継続 ―
・着工後の実地

で

検査を実施
事    

活

業    主    

力

体 ・年間件数　269

あ

件

下水道課

【滝沢市主

ふ

体】

れ

事      

策 る

 業       名

ま

事業の意図やねらい（

ち

成果や効果）の達成状

を

況

下水道整備事業（汚

目

水） 【事業意図・ねら

指

い】公共用水域の水質

し

保全と水洗化による快

ま

適な生活の環境を

整備

す

します。

【達成状況】

 

汚水管渠の整備を進め

　
基

ました。国道4号整備

本

事業と調整を図り次年

施

度へ繰り越しした以外

策

は、計画通り整備が完

　

了しました。

継続区分

０

会計・款・項・目 平成

７

27年度の事業概要（

 

実績）
・鵜飼西処理分

 

区　　6.23ha継

 

続 ―
・小岩井処理分区

　
効

　　6.17ha
事 

率

   業    主 

的

   体 ・巣子第二処

な

理分区　1.56ha

汚

下水道課 ・管渠実施設

水

計　一式

【滝沢市主体

処

】 ・長寿命化計画（管

理

渠）改築実施設計　一

施

式

・農業集落排水処理

設

場改築工事　一式

　
の

事

整

       業  

備

     名 事業の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

北上川上流流域下水道建設負担金 【事業意図・ねらい】北上川上流流域下水道の建設に要する費用の一部を負担す

るこ

０

とで、安定した汚水の適正処理を図ります。

【達成状況】北上川上流流域下水道の建設に

事

より、快適な下水道環

 

境を整備しま

した。

継

 

続区分 会計・款・項・

 

目 平成27年度の事業

 

概要（実績）
北上川上

 

流流域下水道建設負担

４

 

金　 35,706千

 

円継続 ―

事    業

業

    主    体

 

下水道課

【他団体事業

 

主体】

岩手県

 

事  

 

     業    

 

   名 事業の意図や

 

ねらい（成果や効果）

 

の達成状況

下水道維持

 

名

管理事業 【事業意図・

事

ねらい】市民の生活基

業

盤である下水道施設の

の

適正な維持管理を図る

意

とともに、公共下水道

図

への早期接続を促進し

や

ます。

【達成状況】下

ね

水道未接続者への啓発

ら

を行った結果、水洗化

い

人口が増加しました

。
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平 績

目

47年度標
動 29,2

○

38 31,549 31

全

,799 33,265

体

値 単 位 人（累計）

／指

事

水洗化率 89.7 89

業

.2 90.1 91.8

期

実
標 92.9 92.3

間

92.8 92績 単 位 ％

活

○特定財源

決   下水

水

道使用料【その他】投

報

洗

年度別事業費 193,

化

046 272,108

率

263,967 270

8

,014   
  資 内

9

特定財源 168,61

.

8 247,091 22

7

5,338 236,8

8

00
算   

  指 訳 一

9

般財源 24,428 2

.

5,017 38,62

告

2

9 33,214 【公営

9

企業会計】<統合事業

0

>

額 「滝沢南地区農業

.

集落排水処理標 他団体

1

事業負担額
施設管理事

9

業」を統合

1.

項

8

       目 平成

 

24年度 平成25年度

平

 

平成26年度 平成27

平

年度 備       

成

考

目 ○全体事業期間活

2

水洗化人口 29,26

4

6 30,270 31,

年

446 33,227  

度

 昭和58年度～平成

～

47年度標
動 29,2

平

38 31,549 31

成

,779 33,265

成

4

値 単 位 人（累計）

／指

7

水洗化率 89.7 89

年

.2 90.1 91.8

度

実
標 92.9 92.3

標

92.8 92績 単 位 ％

動

○特定財源

決   下水

9

道使用料【その他】投

2

年度別事業費 94   

.

  資 内 特定財源 47

9

算   
  指 訳 一般財

2

9

源 47 【公営企業会計

2

】

額 〈統合事業〉「滝

.

沢市水洗便所標 他団体

3

事業負担額
改造資金利

9

子補給事業」を統合

2.8 92

4

値 単 位 ％

／指
実

標 績 単

年

位

決投 年度別事業費

資

度

内 特定財源
算

指 訳 一般

～

財源 ＜ゼロ予算事業＞

成
平

額標 他団体事業負担額

成27

項     

年

  目 平成24年度 平

度

成25年度 平成26年

（

度 平成27年度 備  

単

     考

目 ○全体

位

事業期間活 整備区域内

 

人口 32,614 33

2

 

,929 34,911

千

36,198   昭和

円

53年度～平成47年

）

度標 ○全体事業量動 31,667 34,400 34,250 36,145値 単 位 人（累計）   1,284ha
／   指 人口普及率 60.2 62.4 63 6

7

5.3 ○全体事業費実   21,543,000千円標 57.9 62.5 62.2 65.6績 単 位 ％ ○特定財源

決   社会資本整備総合交付金投 年度別事業費 127,482 100,236 235,541 314,129  

年

 【国】1/2
  下水道使用料、受益者負担金資 内 特定財源 127,482 98,739 229,200 314,129

算   【その他】
  指 訳 一般財源 1,497 6,34

項

1 【公営企業会計】

額

 

標 他団体事業負担額

度

   

項      

 

 目 平成24年度 平成

 

25年度 平成26年度

 

平成27年度 備   

目

    考

目 ○全体事

平

業期間活 整備区域内人

成

口 32,614 33,

2

929 34,911 3

事

4

6,198   昭和5

年

3年度～平成47年度

度

標
動 31,677 34

平

,400 34,250

成

36,145値 単 位 人

2

／指
実

標 績 単 位 ○特定

5

財源

決   下水道事業

年

債投 年度別事業費 70

度

,199 28,417

平

29,819 35,7

業

成

06   受益者負担金

2

【その他】
  資 内 特

6

定財源 69,600 2

年

8,200 29,40

度

0 35,706
算   

平

  指 訳 一般財源 59

成

9 217 419 【公営

2

企業会計】

額標 他団体

7

事業負担額

年

実

度

項

備

       目 平成

 

24年度 平成25年度

 

平成26年度 平成27

 

年度 備       

 

考

目 ○全体事業期間活

 

水洗化人口 29,26

 

6 30,270 31,

 

446 33,227  

考

 昭和53年度～平成
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（成果や効果）の達成

 

状況

滝沢市水洗便所設

ひ

置費補助事業 【事業意

と

図・ねらい】生活保護

に

受給者等が既設の汲取

や

り便所を水洗便所に改

さ

造す

る経費に対して補

し

助金を交付することに

く

より、水洗化が促進さ

安

れ、生活排水によ

る公

政 心

共用水域の水質汚濁の

・

防止や環境衛生の向上

快

を図ります。

【達成状

適

況】平成27年度にお

で

ける補助の申請はあり

活

ませんでした。

継続区

力

分 会計・款・項・目 平

あ

成27年度の事業概要

ふ

（実績）
水洗便所設置

れ

費補助事業　0円継続

策 る

―

事    業   

ま

 主    体
下水道

ち

課

【滝沢市主体】

を

事

目

       業  

指

     名 事業の意

し

図やねらい（成果や効

ま

果）の達成状況

滝沢市

す

水洗便所改造資金貸付

 

事業 【事業意図・ねら

　
基

い】生活保護受給者が

本

既設の汲取り便所を水

施

洗便所に改造する

経費

策

に対して貸付すること

　

により、水洗化が促進

０

され、生活排水による

７

公共水域

の水質汚濁の

 

防止や環境衛生の向上

 

を図ります。

【達成状

 

況】平成27年度にお

　
効

ける貸付申請はありま

率

せんでした。

継続区分

的

会計・款・項・目 平成

な

27年度の事業概要（

汚

実績）
水洗便所改造資

水

金貸付事業　0円継続

処

―

事    業   

理

 主    体
下水道

施

課

【滝沢市主体】

設

小       

　
の

          

整

          

備

  計

 ０４   ひとにやさしく安心・快適で活力あふれるまちを目指します

０

事     

４

  業       

 

名 事業の意図やねらい
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平 績

目 ○全体事業期間活 水

報

洗化人口 29,266

告

30,270 31,4

平

46 33,227   

成

昭和58年度～平成4

2

7年度標
動 29,23

4

8 31,549 31,

年

779 33,265値

度

単 位 人（累計）

／指 水

～

洗化率 89.7 89.

成
平

2 90.1 91.8
実

成

標 92.9 92.3 9

2

2.8 92績 単 位 ％ ○

7

特定財源

決   下水道

年

使用料【その他】投 年

度

度別事業費   
  資

（

内 特定財源
算   

  

単

指 訳 一般財源 【公営企

位

業会計】

額標 他団体事

 

業負担額

2

 千

項 

円

      目 平成2

）

4年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備       考

目 ○全体事業期間活 水洗化人口 29,266 30,270 31,446 33,227   

7

昭和58年度～平成47年度標
動 29,238 31,549 31,779 33,265値 単 位 人（累計）

／指 水洗化率 89.7 89.2 90.1 91.8
実

標 92.9 92.3 92.8 92績 単 位 ％ ○特定財源

決   下水道

年

使用料【その他】投 年度別事業費   
  資 内 特定財源

算   
  指 訳 一般財源 【公営企業会計】

額標 他団体事業負担額

項      

項

 目 平成24年度 平成

 

25年度 平成26年度

度

 

平成27年度 備   

 

    考

決投 年度別

 

事業費 407,792

 

426,327 549

 

,864 645,13

 

9

資 内 特定財源 376

目

,213 389,29

平

1 493,363 59

成

8,880
算

指 訳 一般

2

財源 31,579 37

事

4

,036 56,501

年

46,259

額標 他団

度

体事業負担額

平成

項    

2

   目 平成24年度

5

平成25年度 平成26

年

年度 平成27年度 備 

度

      考

決投 年

平

度別事業費 2,020

業

成

,463 2,532,

2

573 1,977,9

6

81 2,772,17

年

2

資 内 特定財源 1,4

度

58,446 1,82

平

5,068 1,360

成

,124 2,260,

2

563
算

指 訳 一般財源

7

562,017 707

年

,505 617,85

実

度

7 511,609

額標

備

他団体事業負担額

       考
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い（成果や効果）の達成状況

就学援助・就学奨励事業 【事業意図・ねらい】経済的な理由により就学困難と認められる児童生徒の保護

者や特別支援学級へ就学する児童生徒の保護者へ経済的支援を行います。

【達成状況】就

 

学援助費、特別支援教育就学奨励費を支給し、保護者の負担の軽

減及び義務教育の円滑な実施が図られました。

計

継続区分 会計・款・項

画

・目 平成27年度の事

の

業概要（実績）
・就学

ビ

援助費継続 一般・10

ジ

款・1項・3目
　要保

一

ョ

護及び準要保護児童生

ン

徒を認定し、その保護

（

者へ学用品費、通学用

政

品費、
事    業 

策

   主    体 給

が

食費、医療費等を支給

実

しました。要保護7人

現

、準要保護609人　

で

　

教育総務課 ・特別支

き

援教育就学奨励費

【滝

人

た

沢市主体】 　特別支援

と

学級在籍者について、

き

世帯の所得に応じて支

の

弁区分を決定し、支弁

状

区

分に応じて学用品費

態

、通学用品費、給食費

）

等を支給しました。対

市

象者数49人

民一

一

人ひとりが生涯にわた

人

って、学び合い、教え

が

合い、学んだ成果を活

学

かし合うことにより、

ぶ

人や地域とのつながり

よ

の創

出と伝統文化の継

政 ろ

承が図られ、心豊かで

こ

健康な社会生活を過ご

び

し幸福感を育まれてい

を

る状態です。

政策目標

実

値の達成状況

基準値 上

感

：戦略目標見込値／下

で

：達成値 目標値 進捗状

き

況No 政 策 目 標 指 数
平

る

成26年度 平成27年

ま

度 平成28年度 平成2

策 ち

9年度 平成30年度 平

を

成31年度 進捗率(%

目

)

暮 子どもの教育につ

指

いて、学校、家庭、地

し

域の連携があると感じ

ま

ている人の割合
1 ら 3

す

5 36.5 38 40 4

 

1 Ａ31.7単 位 ％

基

し 38.5 - - - - 7

本

3.1

幸 趣味や特技を

　
施

披露できる機会が地域

策

にある人の割合
2 17

　

18 19 20 21 Ｄ1

０

5.7単 位 ％福 15

１

.3 - - - - △7.5

  

基本施策が４年間でめ

 

ざす姿

・子どもたちが

教

生き生きと学習できる

育

、居心地の良い、安全

　
基

安心な教育基盤の充実

盤

に努めます。

・新しい

の

教育委員会制度に的確

充

に対応するとともに、

実

少子化、児童生徒の偏在化を踏まえ中長期的な展望のもとに望ましい

学校配置についての検討に着手します。

・就学機会を確保すべく

　

経済的に困窮している世帯への支援を引き続き行うとともに、学校ＩＣＴ（情報通信技術）化の促

進を図りながら、市内の大学との連携強化や地域の人材を活用するなど支援者等の確保に努めます。

・滝沢中央小学校の整備

０

を進めるとともに、既存施設の修繕、長寿命化等を図るなど適切な維持管理に努め、教育基盤のよ

り一層の充実を目指します。

基本計画期間内の取り組みと方針のうち、平成27年度の重点課題の達成（実現）状況

Ａ 達成し

５

た

【重点課題】

・改正後の教育委員会制度の整備と適切な運用

・既存施設の非構造部材等の耐震化対策

【重点課題に対する達成状況】

・制度の整備と適切な運用については、総合教育会議を開催、大綱を決定し、首長との連

 

携を強化しました。

・既存施設の非構造部材等の耐震化対策については、特定天井等非構造部材の耐震化を実施、安全安心な教育　　　　　　

事       業       名 事業の意図やねら
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平 績

に

して、一部地域と

情報

お

交換を行いました。

・

い

急速な情報化社会の進

て

展に即応して、学校Ｉ

は

ＣＴ（情報通信技術）

、

化の促進に努めました

知

。

・学校は学びの場で

・

あると同時に、災害時

徳

の避難所機能も併せ持

・

つことから、耐震化対

報

体

策等を進め、特定天井

の

等非構造部材

の耐震化

総

を実施、安全安心な教

合

育施設の整備を進めま

的

した。

・滝沢中央小学

な

校の開校のため、設計

教

の見直し等を進めまし

育

た。

平成29年度方針

水

策定に際し、今後の方

準

向性や引継課題

Ｂ 課題

告

の

あり

【今後の方向性】

向

　・教育委員会制度改

上

革については、平成2

へ

8年度以降も組織体制

の

の整備等、対応を進め

取

ます。

　・少子化、児

り

童生徒の偏在を踏まえ

組

、中長期的な展望のも

み

とに望ましい学校配置

と

について検討を進めま

平

学

す。

【引継課題】

　・

習

校務の効率化、情報セ

指

キュリティの向上のた

導

め、全教職員を対象と

要

した校務用ＰＣ配備が

領

喫緊の課題となってい

へ

ます。

　・大規模校の

の

教育環境の改善のため

有

、滝沢中央小学校の整

効

備を計画的に進める必

成

、

要があります。

　・学

的

校施設の老朽化対策（

確

長寿命化）が課題とな

な

っています。

対応を

項       目 平

図

成24年度 平成25年

る

度 平成26年度 平成2

た

7年度 備      

2

め

 考

目 ○全体事業期間

の

活 支給人数 598 59

施

8 598 581   平

策

成27年度～平成30

の

年度標
動 601 631

展

651 665値 単 位 人

開

／指
実

標 績 単 位 ○特定

が

財源

決   要保護児童

図

生徒援助費補助金投 年

ら

度別事業費 49,00

4

れ

3 51,011 54,

ま

397 55,655  

し

 【国】（1/2）
 

た

 特別支援教育就学奨

。

励費補助資 内 特定財源

ま

2,191 2,638

た

2,836 2,906

、

算   金【国】（1/

教

2）
  被災児童生徒

育

就学援助事業費指 訳 一

年

環

般財源 46,812 4

境

8,373 51,56

の

1 52,749

額標 他

整

団体事業負担額

備については

度

、再生可能エネルギー

～

事業（太陽光発電）を

成
平

導入すると

ともに、特

成

定天井等の非構造部材

2

の耐震化を実施しまし

7

た。滝沢中央小学校の

年

整備において当該年度

度

の校舎等の着工を延期

（

しましたが、今後も引

単

き続き早期開校に向け

位

取り組んでいきます。

 

・生涯学習においては

2

 

、生涯の各時期に応じ

千

た学習環境づくりに努

円

めるとともに、第１次

）

生涯学習推進計画を策定しました

。また、郷土理解のため郷土史の編纂を進めました。

・スポーツ振興においては、第１次スポーツ推進計画を策定するとと

7

もに、第71回国民体育大会に向け、関連施設の整備と

リハーサル大会を開催しました。

・学校給食においては

政

、地場農産物の使用を

策

推進するとともに、学

目

校給食費の収納向上に

標

取り組みました。

基本

の

計画内の取り組みと方

年

達

針のうち、平成27年

成

度の重点課題の達成（

（

実現）状況

Ｂ 概ね達成

実

した

【重点課題】

・教

現

育環境の充実・生涯学

）

習推進計画及びスポー

に

ツ推進計画の策定・郷

向

土理解の推進

・希望郷

け

いわて国体開催に向け

た

ての取組・食育推進、

度

基

学校給食費の収納向上

本

【重点課題に対する達

計

成状況】

・教育環境の

画

充実については、小中

期

連携の推進と、復興教

間

育等における体験活動

内

の充実に努めました。

の

また、教材及び教具

の

取

整備とともに、就学援

り

助制度も引き続き実施

事

組

しました。施設整備に

み

おいては特定天井等非

と

構造部材の耐震化対策

方

を進める

とともに滝沢

針

中央小学校については

に

屋外灯を整備しました

つ

。

・生涯学習とスポー

い

ツの推進のため、第１

て

次生涯学習推進計画と

の

第１次スポーツ推進計

業

達

画を策定しました。

・

成

郷土理解を進めるため

（

、郷土史の編纂作業を

実

行いました。

現

基本施

）

策目標の達成（実現）

状

に向けた計画期間内の

況

取り組みと方針につい

Ｃ

ての達成（実現）状況

一

Ｃ 一部達成した

・平成

実

部

27年4月施行の改正

達

後の教育委員会制度に

成

ついて、適切な運用を

し

進め、総合教育会議を

た

開催、大綱を決定しま

・

した。

・市内における

学

少子化、児童生徒の偏

校

在を踏まえ、中長期的

教

な展望のもと望ましい

育

学校配置検討の一環と
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達

び引率者の旅費（滝沢

成

市小中学校文継続 一般

状

・10款・1項・3目

況

化体育連盟旅費支給規

就

程による）及びその事

学

務に係る経費を補助し

助

ました。
事    業

成

    主    体

事

教育総務課

【他団体事

業

業主体】

滝沢市小中学

 

【

校文化体育連盟

事

事 

業

      業   

意

    名 事業の意図

図

やねらい（成果や効果

・

）の達成状況

児童生徒

ね

通学用品購入事業 平成

ら

26年度事業実績報告

い

書参照

継続区分 会計・

】

款・項・目 平成27年

一

遠

度の事業概要（実績）

距

平成26年度完了事業

離

完了 一般・10款・1

か

項・3目

事    業

ら

    主    体

通

教育総務課

【滝沢市主

学

体】

す

事      

る

 業       名

児

事業の意図やねらい（

人

童

成果や効果）の達成状

生

況

いわての復興教育学

徒

校支援事業 平成26年

の

度事業実績報告書参照

保

継続区分 会計・款・項

護

・目 平成27年度の事

者

業概要（実績）
平成2

や

6年度完了事業完了 一

、

般・10款・1項・3

罹

目

事    業   

一

災

 主    体
学校教

し

育指導課

【滝沢市主体

た

】

児童生

徒の保護

人

者の負担を軽減し、就

が

学を支援します。

【達

学

成状況】遠距離通学費

ぶ

や罹災学用品費を支給

よ

し、保護者の負担の軽

政 ろ

減、義務

教育の円滑な

こ

実施が図られました。

び

継続区分 会計・款・項

を

・目 平成27年度の事

実

業概要（実績）
児童で

感

4ｋｍ以上、生徒で6

で

ｋｍ以上の通学距離で

き

、かつ、交通機関を恒

る

常的に利継続 一般・1

ま

0款・1項・3目
用し

策 ち

ている遠距離通学者の

を

保護者へ遠距離通学費

目

を支給しました。
事 

指

   業    主 

し

   体 ・遠距離通学

ま

費　支給人数475人

す

教育総務課 ・罹災学用

 

品費　支給人数　0人

基

【滝沢市主体】

本

事 

　
施

      業   

策

    名 事業の意図

　

やねらい（成果や効果

０

）の達成状況

滝沢市教

１

育研究団体協議会交付

 

金事業 【事業意図・ね

 

らい】市の教育研究団

 

体（6団体）相互の情

教

報交換を図り、学校

教

育

育の調査・研究と児童

　
基

生徒の文化体育活動を

盤

推進します。

【達成状

の

況】教育研究団体相互

充

の情報交換を行い、学

実

校教育の調査・研究と児童

生徒の文化活動を推進しました。

継続区分 会計・款・項・目 平成27年度の事業概要（実績）
教育研究団体

　

（滝沢市教育研究会、滝沢市小学校体育連盟、滝沢市中学校体育連継続 一般・10款・1項・3目
盟、滝沢市学校図書館協議会、滝沢

事

市視聴覚教育協議会、

 

滝沢市学校保健会）6

 

事    業    

 

主    体 団体相互

０

 

の連絡調整・情報交換

 

を行い、滝沢市の学校

 

教育の調査・研究と児

 

童生

教育総務課 徒の文

業

化体育活動を推進しま

 

した。

【他団体事業主

 

体】

滝沢市教育研究団

 

体協議会

 

事    

 

   業      

５

 

 名 事業の意図やねら

 

い（成果や効果）の達

名

成状況

滝沢市小中学校

事

文化体育連盟補助事業

業

【事業意図・ねらい】

の

小中学校の児童生徒が

意

県大会以上に出場する

図

際の旅費を補

助するこ

や

とで、学校教育におけ

ね

る体育・芸術文化活動

 

ら

の振興を図ります。

【

い

達成状況】上記の大会

（

出場旅費を補助し、児

成

童生徒の体育・芸術文

果

化活動の振

興を図りま

や

した。

継続区分 会計・

効

款・項・目 平成27年

果

度の事業概要（実績）

）

県大会以上の各種大会

の

に出場する児童生徒及
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平 績

目 ○全体事業期間活 支

報

給人数 535 536 5

告

36 502   平成2

平

7年度～平成30年度

成

標
動 511 508 51

2

2 475値 単 位 人

／指

4

実
標 績 単 位

決投 年度別

年

事業費 14,230 1

度

4,272 14,88

～

6 13,620

資 内 特

成
平

定財源
算

指 訳 一般財源

成

14,230 14,2

2

72 14,886 13

7

,620

額標 他団体事

年

業負担額

度

（

項 

単

      目 平成2

位

4年度 平成25年度 平

 

成26年度 平成27年

2

 

度 備       考

千

目 ○全体事業期間活 研

円

修会・講習会等実施回

）

数（H2 0 0 0 12   平成27年度～平成30年度標 7新規目標値）
動 0 0 0 12値 単 位 回

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費 3,525 3,172 3,5

7

25 4,077

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 3,525 3,172 3,525 4,077

額標 他団体事業負担額

項       目 平成24年度 平成25年度 平成26年

年

度 平成27年度 備       考

目 ○全体事業期間活 出場人数（H27新規目標値） 0 0 0 1,220   平成27年度～平成30年度標
動 0 0 0 1,214値 単 位 人

／指
実

標

項

績 単 位

決投 年度別事業

 

費 5,654 8,93

度

 

2 9,617 6,95

 

2

資 内 特定財源
算

指 訳

 

一般財源 5,654 8

 

,932 9,617 6

 

,952

額標 他団体事

 

業負担額

目 平

項 

成

      目 平成2

2

4年度 平成25年度 平

事

4

成26年度 平成27年

年

度 備       考

度

目 ○全体事業期間活  

平

 平成26年度～平成

成

26年度標
動 値 単 位

／

2

指
実

標 績 単 位

決投 年度

5

別事業費 702 832

年

802

資 内 特定財源
算

度

指 訳 一般財源 702 8

平

32 802

額標 他団体

業

成

事業負担額

26

項

年

       目 平成

度

24年度 平成25年度

平

平成26年度 平成27

成

年度 備       

2

考

目 ○全体事業期間活

7

実施学校数 0 2 2   

年

平成24年度～平成2

実

度

6年度標
動 0 2 2値 単

備

位 校

／指
実

標 績 単 位

決

 

投 年度別事業費 200

 

400 466

資 内 特定

 

財源 200 400 40

 

0
算

指 訳 一般財源 66

 

額標 他団体事業負担額

  考
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達

滝沢市主体】

成

事  

状

     業    

況

   名 事業の意図や

小

ねらい（成果や効果）

学

の達成状況

小学校非構

校

造部材耐震化事業 【事

維

業意図・ねらい】柳沢

持

小中学校の講堂天井等

管

の落下防止対策をする

 

理

ことによ

り、安全な教

事

育環境を整備します。

業

【達成状況】講堂の天

【

井に落下防止ネットを

事

設置しました。

継続区

業

分 会計・款・項・目 平

意

成27年度の事業概要

図

（実績）
柳沢小中学校

・

講堂天井に落下防止ネ

ね

ットを設置しました。

一

ら

また、照明器具の落下

い

継続 一般・10款・2

】

項・1目
防止対策のた

児

め、機器を更新し落下

童

防止ワイヤーを設置し

が

ました。
事    業

良

    主    体

好

教育総務課

【滝沢市主

な

体】

教

人

育環境で学校生活を過

一

ごせるようにします

。

人

【達成状況】学校施設

が

の維持管理を行いまし

学

た。

（重点事業）

継続

ぶ

区分 会計・款・項・目

よ

平成27年度の事業概

政 ろ

要（実績）
学校維持管

こ

理に必要な物品の購入

び

、公共料金の支払い、

を

施設の点検作業等を実

実

施継続 一般・10款・

感

2項・1目
しました。

で

事    業    

き

主    体
教育総務

る

課

【滝沢市主体】

ま

事

策 ち

       業  

を

     名 事業の意

目

図やねらい（成果や効

指

果）の達成状況

小学校

し

校舎等補修事業 【事業

ま

意図・ねらい】小学校

す

設置者として、その施

 

設及び設備を常時適法

基

な状態

に維持します。

本

【達成状況】必要な補

　
施

修工事を実施して、児

策

童の指導上・保健衛生

　

上・安全及び

管理上適

０

切なものにしました。

１

継続区分 会計・款・項

 

・目 平成27年度の事

 

業概要（実績）
日常的

 

な補修工事を実施しま

教

した。継続 一般・10

育

款・2項・1目

事  

　
基

  業    主  

盤

  体
教育総務課

【滝

の

沢市主体】

充

事   

実

    業       名 事業の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

小学校備品購入事業 【事業意図・ねらい】児童が良好な環

　

境で学校生活をするために必要な備品の整

備を図ります。

【達成状況】事前ヒアリングにより要望があった管理備品について整備しま

事

した

。

継続区分 会計・

 

款・項・目 平成27年

 

度の事業概要（実績）

 

机・椅子等の維持管理

０

 

用備品を購入しました

 

。継続 一般・10款・

 

2項・1目

事    

 

業    主    

業

体
教育総務課

【滝沢市

 

主体】

 

事     

 

  業       

 

名 事業の意図やねらい

 

（成果や効果）の達成

５

 

状況

小学校再生可能エ

 

ネルギー等導入事業 【

名

事業意図・ねらい】学

事

校は避難所であるため

業

、避難時に太陽光パネ

の

ルで発電し

た電力を蓄

意

電し、活用していきま

図

す。

【達成状況】一本

や

木小学校、柳沢小中学

ね

校それぞれに太陽光パ

 

ら

ネル、蓄電池を設

置し

い

ました。

継続区分 会計

（

・款・項・目 平成27

成

年度の事業概要（実績

果

）
太陽光パネルや蓄電

や

池の設置工事を実施し

効

ました。継続 一般・1

果

0款・2項・1目

事 

）

   業    主 

の

   体
教育総務課

【
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平 績

目

）
動 0 0 0 1値 単 位 校

○

／指
実

標 績 単 位 ○特定

全

財源

決   学校施設環

体

境改善交付金　防投 年

事

度別事業費 918 14

業

,246   災機能強

期

化事業【国】（1/3

間

  ）資 内 特定財源 1

活

4,202
算   

  

維

指 訳 一般財源 918 4

報

持

4

額標 他団体事業負担

管

額

理学校数 8 8 8 8

告

  平成27年度～平

平

成30年度標
動 8 8 8

成

8値 単 位 校

／指
実

標 績

2

単 位 ○特定財源

決   

4

防音事業関連維持事業

年

補助金投 年度別事業費

度

81,557 83,8

～

02 87,902 81

成
平

,742   【国】
 

成

 資 内 特定財源 132

2

329 336 484
算

7

  
  指 訳 一般財源

年

81,425 83,4

度

73 87,566 81

（

,258

額標 他団体事

単

業負担額

位 

項 

2

 

      目 平成2

千

4年度 平成25年度 平

円

成26年度 平成27年

）

度 備       考

目 ○全体事業期間活 補修工事学校数 8 8 8 8   平成27年度～平成30年度標
動 8 8 8 8値 単 位 校

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費

7

9,839 15,498 17,853 8,957

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 9,839 15,498 17,853 8,957

額標 他団体事業負担額

項       目

年

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備       考

目 ○全体事業期間活 備品整備学校数 8 8 8 8   平成27年度～平成30年度標
動 8 8 8 8値 単 位 校

／指

項

実
標 績 単 位

決投 年度別

 

事業費 6,395 5,

度

 

531 7,098 4,

 

988

資 内 特定財源
算

 

指 訳 一般財源 6,39

 

5 5,531 7,09

 

8 4,988

額標 他団

 

体事業負担額

目 平成

項       目 平

2

成24年度 平成25年

事

4

度 平成26年度 平成2

年

7年度 備      

度

 考

目 ○全体事業期間

平

活 太陽光パネル等設置

成

学校数 0 0 0 2   平

2

成26年度～平成27

5

年度標
動 0 0 0 2値 単

年

位 校

／指
実

標 績 単 位 ○

度

特定財源

決   岩手県

平

公共施設再生可能エネ

業

成

投 年度別事業費 2,0

2

20 76,463   

6

ルギー等導入事業費補

年

助金【
  県】（10

度

/10）資 内 特定財源

平

74,939
算   

 

成

 指 訳 一般財源 2,0

2

20 1,524

額標 他

7

団体事業負担額

年

実

度 備

項       目

 

平成24年度 平成25

 

年度 平成26年度 平成

 

27年度 備     

 

  考

目 ○全体事業期

 

間活 特定天井耐震化校

 

数（H27新規 0 0 0

 

1   平成26年度～

考

平成27年度標 目標値
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達

要（実績）
滝沢小学校

成

、滝沢第二小学校の2

状

校更新を実施しました

況

。継続 一般・10款・

小

2項・2目

事    

学

業    主    

校

体
教育総務課

【滝沢市

便

主体】

所

事     

改

  業       

 

修

名 事業の意図やねらい

事

（成果や効果）の達成

業

状況

小学校教育用コン

【

ピュータ管理事業 【事

事

業意図・ねらい】学校

業

で活用するパソコンや

意

インターネットを、最

図

適な環境

で運用できる

・

ようにします。

【達成

ね

状況】パソコン機器、

一

ら

ネットワークにおいて

い

保守管理を行いました

】

。

継続区分 会計・款・

小

項・目 平成27年度の

学

事業概要（実績）
小学

校

校6校の保守管理を実

設

施しました。継続 一般

置

・10款・2項・2目

者

事    業    

と

主    体
教育総務

人

し

課

【滝沢市主体】

て、老朽化した便所

一

の補修工事、洋式化

を

人

実施して、児童の指導

が

上、保健衛生上、管理

学

上適切なものにします

ぶ

。

【達成状況】実施設

よ

計を行いましたが、工

政 ろ

事は財源が確保できず

こ

見送りました。

継続区

び

分 会計・款・項・目 平

を

成27年度の事業概要

実

（実績）
滝沢第二小学

感

校便所（北棟1、2階

で

男女）改修工事実施設

き

計を行いました。継続

る

一般・10款・2項・

ま

1目

事    業  

策 ち

  主    体
教育

を

総務課

【滝沢市主体】

目指

事       業

し

       名 事業

ま

の意図やねらい（成果

す

や効果）の達成状況

柳

 

沢小中学校エレベータ

基

耐震化事業 平成26年

本

度事業実績報告書参照

　
施

継続区分 会計・款・項

策

・目 平成27年度の事

　

業概要（実績）
平成2

０

6年度完了事業完了 一

１

般・10款・2項・1

 

目

事    業   

 

 主    体
教育総

 

務課

【滝沢市主体】

教育

事       業 

　
基

      名 事業の

盤

意図やねらい（成果や

の

効果）の達成状況

教育

充

委託事業 【事業意図・

実

ねらい】盛岡市立月が丘小学校及び盛岡市立城北小学校の近隣に在

住する学齢児童が、それらの学校に通学できるようにします。

【達

　

成状況】上記小学校へ通学でき、通学距離の短縮及び通学の安全が図られま

した。

継続区分 会計・款・項・目 平成27年度の事業概要

事

（実績）
滝沢市穴口地

 

内の滝沢市教育委員会

 

が指定する区域に住所

 

を有し、かつ、保護者

０

 

継続 一般・10款・2

 

項・2目
が盛岡市立学

 

校への入学を希望する

 

学齢児童について、義

業

務教育に関する事務の

 

事    業    

 

主    体 管理及び

 

執行を盛岡市教育委員

 

会へ委託し、それに係

 

る経費を負担しました

５

 

。

教育総務課

【協働事

 

業】

盛岡市

名

事   

事

    業     

業

  名 事業の意図やね

の

らい（成果や効果）の

意

達成状況

小学校教育用

図

コンピュータ整備事業

や

【事業意図・ねらい】

ね

児童にパソコンやイン

 

ら

ターネットの活用方法

い

を学ばせるこ

とにより

（

OA機器活用の基礎知

成

識や経験の習得に努め

果

人材育成に寄与します

や

。

【達成状況】滝沢小

効

学校に教育用パソコン

果

を整備しました。

継続

）

区分 会計・款・項・目

の

平成27年度の事業概
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平 績

目 ○全体事業期間活 便

報

所改修工事実施校 0 2

告

1 1   平成27年度

平

～平成30年度標
動 0

成

2 1 0値 単 位 校

／指
実

2

標 績 単 位

決投 年度別事

4

業費 997 864

資 内

年

特定財源
算

指 訳 一般財

度

源 997 864

額標 他

～

団体事業負担額

成
平成2

項       目

7

平成24年度 平成25

年

年度 平成26年度 平成

度

27年度 備     

（

  考

目 ○全体事業期

単

間活   平成26年度

位

～平成26年度標
動 値

 

単 位

／指
実

標 績 単 位

決

2

 

投 年度別事業費 2,1

千

38

資 内 特定財源
算

指

円

訳 一般財源 2,138

）

額標 他団体事業負担額

項       目 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備  

7

     考

目 ○全体事業期間活 委託人数 61 50 50 46   平成27年度～平成30年度標
動 54 49 42 41値 単 位 人

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費 5,860 5,316 4,524 4,343

資 内 特定財源
算

指 訳

年

一般財源 5,860 5,316 4,524 4,343

額標 他団体事業負担額

項       目 平成24年度 平成25年度 平

項

成26年度 平成27年

 

度 備       考

度

 

目 ○全体事業期間活 教

 

育用パソコン更新学校

 

0 0 2 1   平成27

 

年度～平成29年度標

 

動 0 0 2 1値 単 位 校

／

 

指
実

標 績 単 位 ○特定財

目

源

決   特定防衛施設

平

周辺整備調整交投 年度

成

別事業費 14,715

2

11,609 19,3

事

4

59 11,704   

年

付金【国】
  資 内 特

度

定財源 8,558 5,

平

500
算   

  指 訳

成

一般財源 14,715

2

11,609 10,8

5

01 6,204

額標 他

年

団体事業負担額

度 平

業

成

項       目

2

平成24年度 平成25

6

年度 平成26年度 平成

年

27年度 備     

度

  考

目 ○全体事業期

平

間活 パソコン等周辺機

成

器管理学校 0 6 6 6  

2

 平成27年度～平成

7

30年度標
動 0 6 6 6

年

値 単 位 校

／指
実

標 績 単

実

度

位

決投 年度別事業費 4

備

,713

資 内 特定財源

 

算
指 訳 一般財源 4,7

 

13 ＜分割事業＞

額 「

 

小学校教育用コンピュ

 

ータ整標 他団体事業負

 

担額
備事業」から分割

  考
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達

育総務課

【滝沢市主体

成

】

状

事       

況

業       名 事

新

業の意図やねらい（成

設

果や効果）の達成状況

校

中学校非構造部材耐震

整

化事業 【事業意図・ね

備

らい】滝沢南中学校の

事

多目的ホール、一本木

 

業

中学校の講堂の天井

等

【

を耐震化することによ

事

り、安全な教育環境を

業

整備します。

【達成状

意

況】一本木中学校講堂

図

の天井に落下防止ネッ

・

トを設置しました。ま

ね

た、

滝沢南中学校多目

ら

的ホールは軽量天井に

い

貼り替えました。

継続

一

】

区分 会計・款・項・目

滝

平成27年度の事業概

沢

要（実績）
一本木中学

中

校講堂天井に落下防止

央

ネットを設置しました

小

。また、滝沢南中学校

学

多継続 一般・10款・

校

3項・1目
目的ホール

開

2か所は軽量天井に貼

校

り替えました。さらに

人

に

、照明器具については

向

２
事    業   

け

 主    体 校とも

、

落下防止対策のため、

計

機器を更新し落下防止

画

ワイヤーを設置しまし

を

た。

教育総務課

【滝沢

推

市主体】

進し

一

ていきます。

【達成状

人

況】グラウンドの利活

が

用に向け、整地工事を

学

実施しました。また、

ぶ

グラ

ウンド外周ににソ

よ

ーラー街路灯19基を

政 ろ

設置しました。

（重点

こ

事業）

継続区分 会計・

び

款・項・目 平成27年

を

度の事業概要（実績）

実

グラウンド整地工事及

感

びソーラー街路灯の設

で

置工事を実施しました

き

。継続 一般・10款・

る

2項・3目

事    

ま

業    主    

策 ち

体
教育総務課

【滝沢市

を

主体】

目

事     

指

  業       

し

名 事業の意図やねらい

ま

（成果や効果）の達成

す

状況

中学校維持管理事

 

業 【事業意図・ねらい

基

】生徒が良好な教育環

本

境で学校生活を過ごせ

　
施

るようにします

。

【達

策

成状況】学校施設の維

　

持管理を行いました。

０

（重点事業）

継続区分

１

会計・款・項・目 平成

 

27年度の事業概要（

 

実績）
学校維持管理に

 

必要な物品の購入、公

教

共利用金の支払、施設

育

の点検作業等を実施継

　
基

続 一般・10款・3項

盤

・1目
しました。

事 

の

   業    主 

充

   体
教育総務課

【

実

滝沢市主体】

事       業       名 事業の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

中学校校舎

　

等補修事業 【事業意図・ねらい】中学校設置者として、その施設及び設備を常時適法な状態

に維持します。

【達成状況】必要な補修工

事

事を実施して、生徒の

 

指導上・保健衛生上・

 

安全及び

管理上適切な

 

ものにしました。

継続

０

 

区分 会計・款・項・目

 

平成27年度の事業概

 

要（実績）
日常的な補

 

修工事を実施しました

業

。継続 一般・10款・

 

3項・1目

事    

 

業    主    

 

体
教育総務課

【滝沢市

 

主体】

 

事     

５

 

  業       

 

名 事業の意図やねらい

名

（成果や効果）の達成

事

状況

中学校備品購入事

業

業 【事業意図・ねらい

の

】生徒が良好な環境で

意

学校生活をするために

図

必要な備品の整

備を図

や

ります。

【達成状況】

ね

事前ヒアリングにより

 

ら

要望があった管理備品

い

について整備しました

（

。

継続区分 会計・款・

成

項・目 平成27年度の

果

事業概要（実績）
机・

や

椅子等の維持管理用備

効

品を購入しました。継

果

続 一般・10款・3項

）

・1目

事    業 

の

   主    体
教
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平 績

目

     目 平成24

○

年度 平成25年度 平成

全

26年度 平成27年度

体

備       考

目

事

○全体事業期間活 特定

業

天井耐震化校数 0 0 0

期

2   平成26年度～

間

平成27年度標
動 0 0

活

0 2値 単 位 校

／指
実

標

滝

績 単 位 ○特定財源

決  

報

沢

 学校施設環境改善交

中

付金　防投 年度別事業

央

費 2,214 40,1

小

22   災機能強化事

学

業【国】
  資 内 特定

校

財源 40,122
算  

の

 
  指 訳 一般財源 2

建

,214

額標 他団体事

物

業負担額

建

告

設工事 0 0 0 0   平

平

成24年度～平成30

成

年度標 完了
動 0 0 0 0

2

値 単 位 校

／指
実

標 績 単

4

位 ○特定財源

決   岩

年

手県公共施設再生可能

度

エネ投 年度別事業費 2

～

5,059 205,0

成
平

72 237,531 3

成

5,953   ルギー

2

等導入事業費補助金【

7

  県】（10/10

年

）資 内 特定財源 115

度

,000 194,90

（

0 23,889
算   

単

  指 訳 一般財源 25

位

,059 90,072

 

42,631 12,0

2

 

64 ＜調整事業＞

額標

千

他団体事業負担額

円）

項       目 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備       考

目 ○全体事業期間活 維持管理学校数

7

4 4 4 4   平成27年度～平成30年度標
動 4 4 4 4値 単 位 校

／指
実

標 績 単 位 ○特定財源

決   防音事業関連維持事業補助金投 年度別事業費 49,520 55,560 55,898 48,096   【国】
  資 内 特定財

年

源 53 186 232 129
算   

  指 訳 一般財源 49,467 55,374 55,666 47,967

額標 他団体事業負担額

項

項       目

 

平成24年度 平成25

度

 

年度 平成26年度 平成

 

27年度 備     

 

  考

目 ○全体事業期

 

間活 補修工事学校数 4

 

4 4 4   平成27年

 

度～平成30年度標
動

目

4 4 4 4値 単 位 校

／指

平

実
標 績 単 位

決投 年度別

成

事業費 7,626 7,

2

451 6,679 8,

事

4

996

資 内 特定財源
算

年

指 訳 一般財源 7,62

度

6 7,451 6,67

平

9 8,996

額標 他団

成

体事業負担額

25年

項       目 平

度

成24年度 平成25年

平

度 平成26年度 平成2

業

成

7年度 備      

2

 考

目 ○全体事業期間

6

活 備品整備学校数 6 6

年

6 6   平成27年度

度

～平成30年度標
動 6

平

6 6 6値 単 位 校

／指
実

成

標 績 単 位 ○特定財源

決

2

  特定防衛施設周辺

7

整備調整交投 年度別事

年

業費 2,710 3,6

実

度

20 4,315 6,0

備

00   付金【国】
 

 

 資 内 特定財源 1,7

 

00
算   

  指 訳 一

 

般財源 2,710 3,

 

620 4,315 4,

 

300

額標 他団体事業

 

負担額

 考

項  
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達

体
教育総務課

【滝沢市

成

主体】

状況

滝沢第二中学

 

校公共下水道切替事業

一

平成26年度事業実績

人

報告書参照

継続区分 会

一

計・款・項・目 平成2

人

7年度の事業概要（実

が

績）
平成26年度完了

学

事業完了 一般・10款

ぶ

・3項・1目

事   

よ

 業    主   

政 ろ

 体
教育総務課

【滝沢

こ

市主体】

び

事    

を

   業      

実

 名 事業の意図やねら

感

い（成果や効果）の達

で

成状況

滝沢南中学校外

き

壁等改修事業 平成26

る

年度事業実績報告書参

ま

照

継続区分 会計・款・

策 ち

項・目 平成27年度の

を

事業概要（実績）
平成

目

26年度完了事業完了

指

一般・10款・3項・

し

1目

事    業  

ま

  主    体
教育

す

総務課

【滝沢市主体】

 基

事       業

本

       名 事業

　
施

の意図やねらい（成果

策

や効果）の達成状況

滝

　

沢南中学校エレベータ

０

耐震化事業 平成26年

１

度事業実績報告書参照

 

継続区分 会計・款・項

 

・目 平成27年度の事

 

業概要（実績）
平成2

教

6年度完了事業完了 一

育

般・10款・3項・1

　
基

目

事    業   

盤

 主    体
教育総

の

務課

【滝沢市主体】

充実

事       業       名 事業の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

中学校教育用コンピュータ整備事業 【事業意図・

　

ねらい】生徒にパソコンやインターネットの活用方法を学ばせるこ

とによりOA機器活用の基礎知識や経験の習得に努め人材育成に寄

事

与します。

【達成状況

 

】柳沢小中学校に教育

 

用パソコンを整備しま

 

した。

継続区分 会計・

０

 

款・項・目 平成27年

 

度の事業概要（実績）

 

柳沢中学校の更新を実

 

施しました。継続 一般

業

・10款・3項・2目

 

事    業    

 

主    体
教育総務

 

課

【滝沢市主体】

 

事

 

       業  

５

 

     名 事業の意

 

図やねらい（成果や効

名

果）の達成状況

中学校

事

教育用コンピュータ管

業

理事業 【事業意図・ね

の

らい】学校で活用する

意

パソコンやインターネ

図

ットを、最適な環境

で

や

運用できるようにしま

ね

す。

【達成状況】パソ

 

ら

コン機器、ネットワー

い

クにおいて保守管理を

（

行いました。

継続区分

成

会計・款・項・目 平成

果

27年度の事業概要（

や

実績）
中学校6校の保

効

守管理を実施しました

果

。継続 一般・10款・

）

3項・2目

事    

の

業    主    
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平 績

目 ○全体事業期間活  

報

 平成25年度～平成

告

26年度標
動 値 単 位

／

平

指
実

標 績 単 位

決投 年度

成

別事業費 197 3,9

2

40

資 内 特定財源 3,

4

900
算

指 訳 一般財源

年

197 40

額標 他団体

度

事業負担額

～
成

平

項

成

       目 平成

2

24年度 平成25年度

7

平成26年度 平成27

年

年度 備       

度

考

目 ○全体事業期間活

（

  平成25年度～平

単

成26年度標
動 値 単 位

位

／指
実

標 績 単 位

決投 年

 

度別事業費 3,832

2

 

56,010

資 内 特定

千

財源 3,800 56,

円

000
算

指 訳 一般財源

）

32 10

額標 他団体事業負担額

項       目 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年

7

度 備       考

目 ○全体事業期間活   平成26年度～平成26年度標
動 値 単 位

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費 2,981

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 2,981

額標 他団体事業負担額

年

項       目 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備       考

目 ○全体事業期間活 教育用パソコン更新学校 0 3 2 1   平

項

成27年度～平成27

 

年度標
動 0 3 2 1値 単

度

 

位 校

／指
実

標 績 単 位 ○

 

特定財源

決   特定防

 

衛施設周辺整備調整交

 

投 年度別事業費 9,8

 

09 25,146 12

 

,701 4,378  

目

 付金【国】
  資 内

平

特定財源 6,414 2

成

,080
算   

  指

2

訳 一般財源 9,809

事

4

25,146 6,28

年

7 2,298

額標 他団

度

体事業負担額

平成2

項       目 平

5

成24年度 平成25年

年

度 平成26年度 平成2

度

7年度 備      

平

 考

目 ○全体事業期間

業

成

活 パソコン等周辺機器

2

管理学校 0 6 6 6   

6

平成27年度～平成3

年

0年度標
動 0 6 6 6値

度

単 位 校

／指
実

標 績 単 位

平

決投 年度別事業費 1,

成

525

資 内 特定財源
算

2

指 訳 一般財源 1,52

7

5 ＜分割事業＞

額 「中

年

学校教育用コンピュー

実

度

タ整標 他団体事業負担

備

額
備事業」から分割

       考
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達成状況

要保護・準要

 

保護医療事業 【事業意

一

図・ねらい】要保護・

人

準要保護児童生徒が、

一

健康な体で安心して就

人

学で

きるよう支援しま

が

す。

【達成状況】医療

学

券を発行し、義務教育

ぶ

の円滑な実施が図られ

よ

ました。

継続区分 会計

政 ろ

・款・項・目 平成27

こ

年度の事業概要（実績

び

）
学校保健安全法施行

を

令に規定する疾病の治

実

療に要する費用を負担

感

し、要保護及び継続 一

で

般・10款・6項・1

き

目
準要保護児童生徒が

る

健康な体で安心して就

ま

学できるように支援し

策 ち

ました。
事    業

を

    主    体

目

教育総務課

【滝沢市主

指

体】

し

事      

ま

 業       名

す

事業の意図やねらい（

 

成果や効果）の達成状

基

況

小学校暖房設備改修

本

事業 平成24年度事業

　
施

実績報告書参照

継続区

策

分 会計・款・項・目 平

　

成27年度の事業概要

０

（実績）
平成24年度

１

完了事業完了 一般

事 

 

   業    主 

 

   体
教育総務課

【

 

滝沢市主体】

教

事  

育

     業    

　
基

   名 事業の意図や

盤

ねらい（成果や効果）

の

の達成状況

中学校武道

充

場建設事業 平成24年

実

度事業実績報告書参照

継続区分 会計・款・項・目 平成27年度の事業概要（実績）
平成24年度完了事業完了 一般

事    業   

　

 主    体
教育総務課

【滝沢市主体】

小                             計

事   

０

    業     

５

  名 事業の意図やね

 

らい（成果や効果）の
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平 績

目 ○全体事業期間活 被

報

治療者数 70 70 70

告

70   平成27年度

平

～平成30年度標
動 8

成

9 91 92 123値 単

2

位 人

／指
実

標 績 単 位 ○

4

特定財源

決   要保護

年

児童生徒援助費補助金

度

投 年度別事業費 856

～

890 906 1,10

成
平

7   【国】（1/2

成

）
  被災児童生徒就

2

学援助事業費資 内 特定

7

財源 182 138 12

年

9 81
算   補助金【

度

県】（10/10）
 

（

 指 訳 一般財源 674

単

752 777 1,02

位

6

額標 他団体事業負担

 

額

2

 千

項    

円

   目 平成24年度

）

平成25年度 平成26年度 平成27年度 備       考

目 ○全体事業期間活   平成23年度～平成24年度標
動 値 単 位

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業

7

費 24,845

資 内 特定財源 23,200
算

指 訳 一般財源 1,645

額標 他団体事業負担額

項       目 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備 

年

      考

目 ○全体事業期間活   平成22年度～平成24年度標
動 値 単 位

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費 197

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 197

額標 他団体事業負担額

項 

項

度

 

       目 平成

 

24年度 平成25年度

 

平成26年度 平成27

 

年度 備       

 

考

決投 年度別事業費 3

 

13,299 502,

目

143 608,680

平

434,501

資 内 特

成

定財源 25,958 1

2

22,491 273,

事

4

705 166,032

年

算
指 訳 一般財源 287

度

,341 379,65

平

2 334,975 26

成

8,469

額標 他団体

2

事業負担額

5年度 平

業

成26年度 平成27年

実

度 備       考
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掲

会計・款・項・目 平成

げ

27年度の事業概要（

、

実績）
学力向上・不登

子

校児童生徒対策・特別

ど

支援教育の向上を目指

も

し、教職経験の退職継

た

続 一般・10款・1項

ち

・2目
者を非常勤職員

が

「学校教育専門員」と

安

して雇用することによ

 

心

り、学校との連携を
事

し

    業    主

て

    体 深めながら

生

、児童生徒の教育活動

き

をサポートしました。

生

学校教育指導課

【滝沢

き

市主体】

と

事    

生

   業      

活

 名 事業の意図やねら

一

で

い（成果や効果）の達

き

成状況

国際理解推進事

る

業 【事業意図・ねらい

学

】ＡＬＴ（外国語指導

校

助手）により各学校の

づ

国際理解教育の

推進を

く

図るとともに、児童生

り

徒の英語力向上を図り

を

、国際社会を生きる児

目

童生徒

の育成に努めま

人

指

す。

【達成状況】各学

し

校の国際理解教育と英

ま

語教育の充実が図られ

す

ました。

継続区分 会計

。

・款・項・目 平成27

ま

年度の事業概要（実績

た

）
各小中学校において

、

、ＡＬＴ（外国語指導

「

助手）による小学校外

生

国語活動や英語継続 一

一

き

般・10款・1項・2

る

目
の授業等の実施をサ

力

ポートするとともに、

」

次期学習指導要領改訂

を

による小学校英
事  

育

  業    主  

て

  体 語の教科化を見

る

据え、校内研究会・英

学

語研修会を支援しまし

習

た。

学校教育指導課

【

人

指

滝沢市主体】

導要領の趣旨を踏ま

が

え、滝沢市学校教育目

学

標「明るく　かしこく

ぶ

　たくましい子ど

も」

よ

を育成するため、確か

政 ろ

な学力を育む教育の推

こ

進、豊かな人間性や社

び

会性の育成、健康・安

を

全活動の支援の充実を

実

図る中

で、子どもたち

感

が学べることの幸福感

で

を味わえるような学校

き

教育を目指します。

基

る

本計画期間内の取り組

ま

みと方針のうち、平成

策 ち

27年度の重点課題の

を

達成（実現）状況

Ｃ 一

目

部達成した

【重点課題

指

】

確かな学力を育む教

し

育の推進

【達成状況】

ま

学力検査等の分析、そ

す

れに基づいたわかる授

 

業の推進は図られたも

基

のの、授業と連動した

本

家庭学習の充実までは

　
施

図られてい

ない状況で

策

す。

　

事      

０

 業       名

２

事業の意図やねらい（

 

成果や効果）の達成状

 

況

派遣指導主事設置事

 

務 【事業意図・ねらい

学

】指導主事を設置する

校

ことにより教育委員会

　
教

及び学校教職員

のレベ

育

ルアップを図ります。

の

【達成状況】生徒指導

充

、教職員研修等などの

実

事務を行いながら、教育委員会及び

学校教職員のレベルアップが図られました。

継続区分 会計・款・項・目 平成27年度の事業概要（

　

実績）
指導主事は、教育委員会事務局で上司の命を受けて、学校の教育課程や指導に関継続 一般・10款・1項

基

・2目
する事務に従事

本

する専門的教育職員で

施

あり、教育委員会及び

策

学校教職員のレベル
事

が

    業    主

０

４

    体 アップを目

年

指し、学校における教

間

育課程及び学習指導の

で

方法等について実践的

め

な

学校教育指導課 研究

ざ

を行い、市内小中学校

す

を学校訪問しながら専

姿

門的立場から助言し、

目

学校教育

【滝沢市主体

指

】 の充実・改善を図り

５

す

ました。

学

事    

校

   業      

像

 名 事業の意図やねら

と

い（成果や効果）の達

し

成状況

学校教育指導事

て

業 【事業意図・ねらい

「

】学校教育現場の経験

正

を有する学校教育専門

義

員を配置し、学

力向上

 

」

・不登校児童生徒対策

と

・特別支援教育の向上

「

を図ります。

【達成状

信

況】専門員が教育委員

頼

会と学校との橋渡しや

」

保護者・教職員の相談

の

に応

じ、学力向上・不

学

登校児童生徒対策・特

校

別支援教育の向上が図

を

られました。

継続区分
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平 績

学

    目 平成24年

力

度 平成25年度 平成2

を

6年度 平成27年度 備

育

       考

目 ○

む

全体事業期間活 小学校

教

訪問回数 320 320

育

320 320   平成

の

27年度～平成30年

推

度標
動 364 356 3

進

67 384値 単 位 回

／

報

」

指 中学校訪問回数 10

に

0 100 100 100

つ

実
標 60 60 59 10

い

8績 単 位 回

決投 年度別

て

事業費 9,677 9,

は

677 9,953 9,

、

953

資 内 特定財源
算

わ

指 訳 一般財源 9,67

か

7 9,677 9,95

る

3 9,953

額標 他団

告

授

体事業負担額

業の推進、家庭学習

平

の充実などの取り組み

成

を推進しておりますが

2

、数値的には横ばい状

4

態であり、さらなる推

年

進をしてまいります。

度

・「豊かな人間性や社

～

会性の育成」について

成
平

は、市教育振興運動を

成

中核として、学校、家

2

庭、地域の連携による

7

取り組みを

進めており

年

ます。明らかな数値的

度

な成果は現れておりま

（

せんが、今後も自他の

単

命を大切にする教育を

位

継続してまいります。

 

・「健康・安全活動の

2

 

支援」については、登

千

下校中のスクールガー

円

ドによる不審者対策、

）

健康診断や学校環境衛生検査等を

適切に実施しております。今後も健康かつ安心して学べる環境づくりを継続してまいります。

平成29年度方針策定に際し

7

、今後の方向性や引継課題

Ａ 課題なし

【今後の方向性】

施策目標指標においては明確な成果は現れておりません

基

が、今後も家庭におけ

本

る生活の在り方を含め

施

た取り組みを工夫して

策

行く必要があります。

目

【引継課題】

「確かな

年

標

学力を育む教育の推進

の

」を中心としながらも

達

、それを支える基盤と

成

して「豊かな人間性や

（

社会性の育成」や「健

実

康

・安全活動の支援」

現

の現在の取り組みを、

）

継続して行くことが必

に

要と考えます。

向

度

けた

項       目

計

平成24年度 平成25

画

年度 平成26年度 平成

期

27年度 備     

間

  考

目 ○全体事業期

内

間活 校内研究会 50 5

の

0 50 50   平成2

取

7年度～平成30年度

り

標
動 43 50 49 50

事

組

値 単 位 回

／指
実

標 績 単

み

位

決投 年度別事業費 5

と

,798 4,559 6

方

,023 4,793

資

針

内 特定財源
算

指 訳 一般

に

財源 5,798 4,5

つ

59 6,023 4,7

い

93

額標 他団体事業負

て

担額

の

業

達

項   

成

    目 平成24年

（

度 平成25年度 平成2

実

6年度 平成27年度 備

現

       考

目 ○

）

全体事業期間活 学校教

状

育専門員数 2 2 2 2  

況

 平成27年度～平成

Ｃ

30年度標
動 2 2 2 2

一

値 単 位 人

／指
実

標 績 単

実

部

位

決投 年度別事業費 4

達

,586 4,504 9

成

,091 4,676

資

し

内 特定財源
算

指 訳 一般

た

財源 4,586 4,5

・

04 9,091 4,6

「

76

額標 他団体事業負

確

担額

かな

項   
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達

ティア保険をかけると

成

ともに、証継続 一般・

状

10款・1項・3目
明

況

書、ベスト、帽子等を

ス

配付し、児童が安心し

ク

て学校に登下校できる

ー

ように見守
事    

ル

業    主    

カ

体 り活動を実施しまし

ウ

た。

学校教育指導課

【

 

ン

協働事業】

滝沢市スク

セ

ールガード

ラ

事   

ー

    業     

設

  名 事業の意図やね

置

らい（成果や効果）の

事

達成状況

学校教育振興

業

事業 【事業意図・ねら

【

い】市学校教育目標「

事

明るく　かしこく　た

一

業

くましい子ども」

を育

意

成するため、市学校教

図

育指導計画を策定し、

・

学校教育を推進します

ね

。

【達成状況】「生き

ら

る力」を育てる学習指

い

導要領の趣旨を踏まえ

】

、市学校教育指

導計画

臨

を策定し、計画に基づ

床

いて学校教育を推進し

人

心

ました。

継続区分 会計

理

・款・項・目 平成27

士

年度の事業概要（実績

の

）
各校の持つ難題を解

資

決し、児童生徒一人一

格

人が社会の変化に対応

を

できる能力と豊継続 一

持

般・10款・1項・3

つ

目
かな人間性を身につ

ス

けるため、滝沢市学校

一

ク

教育指導計画を作成し

ー

、本市の人材育
事  

ル

  業    主  

カ

  体 成の方向性を示

ウ

しました。配布実績を

ン

考慮し、作成部数を見

セ

直しました。

学校教育

ラ

指導課 岩手地区小規模

ー

・複式教育研究連盟負

を

担金 8千円、岩手地

人

配

区芽ぐみの会負担金 

置

6

【滝沢市主体】 千円

し

、岩手県難聴言語障害

、

教育研究会負担金 1

児

0千円、岩手県特別支

童

援学級設置

学校長協議

生

会負担金 21千円

徒や

事       業 

保

      名 事業の

が

護

意図やねらい（成果や

者

効果）の達成状況

学力

な

向上・指導力向上事業

ど

【事業意図・ねらい】

が

児童生徒の学力向上の

抱

ため、学力調査等を実

え

施するととも

に、児童

て

生徒への教材提供、教

い

職員の指導力向上等の

る

取組みを推進します。

学

問

【達成状況】児童生徒

題

の学力調査等を実施し

の

、学力実態を把握する

解

とともに、児

童生徒へ

決

の教材の提供や、教職

へ

員の指導力向上等の取

の

組みを推進しました。

援

継続区分 会計・款・項

助

・目 平成27年度の事

を

業概要（実績）
児童生

ぶ

行

徒の学力実態把握のた

い

めの標準学力検査実施

ま

を継続しました。継続

す

一般・10款・1項・

。

3目
【参考】別事業と

【

してALTの派遣を継

達

続し英語力の向上を図

成

りました。
事    

状

業    主    

況

体
学校教育指導課

【滝

よ

】

沢市主体】

各学校において、児

政 ろ

童生徒や保護者、教職

こ

員からの教育相談に応

び

じ

ることで、児童生徒

を

の学校不適応の未然防

実

止と問題の解決が図ら

感

れました。

継続区分 会

で

計・款・項・目 平成2

き

7年度の事業概要（実

る

績）
滝沢南中学校、滝

ま

沢第二中学校、一本木

策 ち

中学校、滝沢中学校、

を

篠木小学校、滝沢継続

目

一般・10款・1項・

指

3目
小学校、滝沢第二

し

小学校、鵜飼小学校、

ま

滝沢東小学校の9校に

す

スクールカウンセ
事 

 

   業    主 

基

   体 ラーを配置し

本

、児童生徒及び保護者

　
施

に対する教育相談を実

策

施することにより、学

　

学校教育指導課 校不適

０

応の未然防止に努めま

２

した。

【滝沢市主体】

  

事       業

 

       名 事業

学

の意図やねらい（成果

校

や効果）の達成状況

ラ

　
教

ーニング・サポーター

育

・プロジェク 【事業意

の

図・ねらい】学校に大

充

学生を派遣し、学校不

実

適応児童生徒の学力向上及

び学校不適応状態の解消を図ります。
ト事業 【達成状況】児童生徒に対してきめ細やかな指導を行ったとと

　

もに、大学生に対

する教育実践の機会提供及び地域連携の推進につながりました。

継続区分 会計・款・項・目 平成27年度の事業概要

事

（実績）
盛岡大学と連

 

携して、各小中学校に

 

大学生を派遣すること

 

により、授業、学校行

０

 

継続 一般・10款・1

 

項・3目
事、放課後学

 

習での支援や、特別な

 

支援を要する児童生徒

業

に対する補助等を充実

 

事    業    

 

主    体 させまし

 

た。

学校教育指導課

【

 

滝沢市主体】

 

事  

５

 

     業    

 

   名 事業の意図や

名

ねらい（成果や効果）

事

の達成状況

学校安全体

業

制整備推進事業 【事業

の

意図・ねらい】登下校

意

時の児童の安全確保の

図

ため、滝沢市スクール

や

ガード

を配置し、地域

ね

ぐるみの防犯活動を推

 

ら

進します。

【達成状況

い

】各小学校区ごとに滝

（

沢市スクールガードを

成

配置し、地域ぐるみの

果

防

犯活動を推進しまし

や

た。

継続区分 会計・款

効

・項・目 平成27年度

果

の事業概要（実績）
小

）

学校毎に組織されたス

の

クールガードにボラン

-200-



平 績

目

,414 2,430

額

○

標 他団体事業負担額

全体事業期間活 ス

報

クールカウンセラー配

告

置日数 140 181 1

平

81 181   平成2

成

7年度～平成30年度

2

標
動 181 181 28

4

6 286値 単 位 日

／指

年

スクールカウンセラー

度

配置校 4 4 6 6
実

標 6

～

6 9 9績 単 位 校

決投 年

成
平

度別事業費 192 19

成

2 201 194

資 内 特

2

定財源
算

指 訳 一般財源

7

192 192 201 1

年

94

額標 他団体事業負

度

担額

（単

項   

位

    目 平成24年

 

度 平成25年度 平成2

2

 

6年度 平成27年度 備

千

       考

目 ○

円

全体事業期間活 派遣人

）

数 190 190 200 150   平成27年度～平成30年度標
動 122 138 103 109値 単 位 人

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費 141 159 122

7

130

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 141 159 122 130

額標 他団体事業負担額

項       目 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備    

年

   考

目 ○全体事業期間活 スクールガード登録者数 450 450 450 450   平成27年度～平成30年度標
動 364 354 324 322値 単 位 人

／指
実

標 績 単 位

決投 年度

項

別事業費 131 368

 

241 297

資 内 特定

度

 

財源
算

指 訳 一般財源 1

 

31 368 241 29

 

7

額標 他団体事業負担

 

額

  

項    

目

   目 平成24年度

平

平成25年度 平成26

成

年度 平成27年度 備 

2

      考

目 ○全

事

4

体事業期間活 滝沢市学

年

校教育指導計画書の作

度

450 450 450 4

平

50   平成27年度

成

～平成30年度標 成
動

2

450 450 450 4

5

30値 単 位 部数

／指
実

年

標 績 単 位

決投 年度別事

度

業費 139 139 21

平

4 150

資 内 特定財源

業

成

算
指 訳 一般財源 139

2

139 214 150

額

6

標 他団体事業負担額

年度 平

項      

成

 目 平成24年度 平成

2

25年度 平成26年度

7

平成27年度 備   

年

    考

目 ○全体事

実

度

業期間活 学力検査実施

備

回数 0 0 3 3   平成

 

27年度～平成30年

 

度標
動 0 0 3 5値 単 位

 

回

／指
実

標 績 単 位

決投

 

年度別事業費 3,47

 

8 2,476 2,41

 

4 2,430

資 内 特定

 

財源
算

指 訳 一般財源 3

考

,478 2,476 2
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達

関係機関の緊密な連携

成

を図るとともに、適応

状

指導教室

「フレンド滝

況

沢」を運営しながら、

就

児童生徒の適応指導に

学

努めました。

継続区分

指

会計・款・項・目 平成

導

27年度の事業概要（

事

実績）
不登校等の問題

業

を抱える児童生徒の学

 

【

校適応を目指し、学校

事

適応指導員等が学校継

業

続 一般・10款・1項

意

・3目
、家庭、関係校

図

をコーディネートして

・

不登校等の解消を図る

ね

とともに、適応指導
事

ら

    業    主

い

    体 教室「フレ

】

ンド滝沢」を運営しな

一

障

がら不登校児童生徒の

が

学校への復帰を目指し

い

ま

学校教育指導課 した

が

。

【滝沢市主体】

あ

事

る

       業  

児

     名 事業の意

童

図やねらい（成果や効

生

果）の達成状況

特別支

徒

援教育支援員設置事業

人

に

【事業意図・ねらい】

対

発達障がいのある児童

す

生徒の学校生活上の介

る

助や学習活動

上の支援

支

を行う特別支援教育支

援

援員により、義務教育

・

を円滑に実施します。

指

【達成状況】小中学校

導

8校に計18名の特別

の

支援教育支援員を配置

一

在

することにより

、義務

り

教育の円滑な実施を図

方

りました。

継続区分 会

を

計・款・項・目 平成2

協

7年度の事業概要（実

議

績）
各学校に在籍する

・

発達障がいのある児童

検

生徒の状況を踏まえ、

討

個別の支援が必要継続

し

一般・10款・1項・

人

、

3目
と認められる児童

児

生徒が在籍する学校に

童

対して特別支援教育支

生

援員を配置しまし
事 

徒

   業    主 

の

   体 た。

学校教育

適

指導課

【滝沢市主体】

正な

事       業

就

       名 事業

が

学

の意図やねらい（成果

指

や効果）の達成状況

あ

導

ったかハート支援員設

を

置事業 【事業意図・ね

推

らい】学習のつまずき

進

や友人関係による不適

し

応傾向にある生徒の

在

ま

籍校に支援員を配置し

す

、きめ細やかな適応指

。

導の充実に努めます。

学

【

【達成状況】中学校3

達

校に1名ずつ計3名の

成

支援員を配置し、生徒

状

の適応指導に係

るきめ

況

細やかな指導の充実に

】

努めました。

継続区分

障

会計・款・項・目 平成

が

27年度の事業概要（

い

実績）
中学校3校に支

が

援員を1名ずつ配置し

ぶ

あ

、生徒へのきめ細やか

る

な指導の充実に努めま

児

継続 一般・10款・1

童

項・3目
した。

事  

生

  業    主  

徒

  体
学校教育指導課

の

【滝沢市主体】

適切な

よ

就学を判断し、通常学

政 ろ

級に在籍する

特別の支

こ

援を要する児童生徒へ

び

の指導の在り方を各学

を

校に指導しました。

継

実

続区分 会計・款・項・

感

目 平成27年度の事業

で

概要（実績）
就学前の

き

幼児の教育相談を行っ

る

たり、児童生徒の個別

ま

検査等を行ったりして

策 ち

、年継続 一般・10款

を

・1項・3目
３回の就

目

学指導委員会を通じて

指

、適正な就学ができる

し

よう支援・指導を行い

ま

まし
事    業  

す

  主    体 た。

 

また、通常学級に在籍

基

する特別の支援を要す

本

る児童生徒の支援の在

　
施

り方につ

学校教育指導

策

課 いて、巡回教育相談

　

を実施して、各学校を

０

支援しました。

【滝沢

２

市主体】 ・就学指導委

 

員会判定児童生徒数　

 

176人

・巡回相談実

 

施延べ人数　67人

学校

事       業 

　
教

      名 事業の

育

意図やねらい（成果や

の

効果）の達成状況

総合

充

的な学習の時間推進事

実

業 【事業意図・ねらい】地域の人材を活用し、「総合的な学習の時間」において「

生きる力」の育成に必要な問題解決的な学習を円滑

　

に実施します。

【達成状況】地域の人材等を講師として、米作り、そば栽培、さんさ踊り学習会

などの豊かな体験活動が行われました

事

。

継続区分 会計・款・

 

項・目 平成27年度の

 

事業概要（実績）
キャ

 

リア教育、ボランティ

０

 

ア教育、国際理解教育

 

、環境教育、食育等に

 

ついて、継続 一般・1

 

0款・1項・3目
それ

業

ぞれの分野の講師を招

 

き指導・助言していた

 

だきながら体験的・課

 

題解決的
事    業

 

    主    体

 

な学習を行い、各学校

５

 

において地域の実態に

 

応じた創意工夫をこら

名

した学習が出

学校教育

事

指導課 来るように支援

業

しました。

【協働事業

の

】

市立小中学校

意

事 

図

      業   

や

    名 事業の意図

ね

やねらい（成果や効果

 

ら

）の達成状況

不登校児

い

童生徒解消対策事業 【

（

事業意図・ねらい】不

成

登校等の問題を抱える

果

児童生徒及び保護者の

や

支援のため

、学校、家

効

庭、関係機関の連携を

果

図り、児童生徒の適応

）

指導に努めます。

【達

の

成状況】学校、家庭、

-202-



平 績

目

10.3値 単 位 人

／指

○

実
標 績 単 位

決投 年度別

全

事業費 4,378 4,

体

171 4,231

資 内

事

特定財源
算

指 訳 一般財

業

源 4,378 4,17

期

1 4,231

額標 他団

間

体事業負担額

活 就

報

学指導委員会 3 3 3 3

告

  平成27年度～平

平

成30年度標
動 3 3 3

成

3値 単 位 回

／指 特別支

2

援学級等入級率 64 6

4

6 66 66
実

標 77 8

年

5 82 90績 単 位 ％

決

度

投 年度別事業費 142

～

279 143 172

資

成
平

内 特定財源
算

指 訳 一般

成

財源 142 279 14

2

3 172

額標 他団体事

7

業負担額

年度

項 

（

      目 平成2

単

4年度 平成25年度 平

位

成26年度 平成27年

 

度 備       考

2

 

目 ○全体事業期間活 外

千

部講師派遣人数（講師

円

謝金支 50 50 50 5

）

0   平成27年度～平成30年度標 払分）
動 68 93 79 91値 単 位 人

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費 538 543 512 527

資 内 特定財源
算

指 訳 一

7

般財源 538 543 512 527

額標 他団体事業負担額

項       目 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備       考

目 ○全体事業期間活

年

担当者会議の実施回数 3 3 3 3   平成27年度～平成30年度標
動 3 3 2 2値 単 位 回

／指 欠席３０日以上の不登校児童生 10 10 10 10
実 徒の１０００人当たりの出現数

標 9

項

.4 10.6 11.3

 

10.3績 単 位 人

決投

度

 

年度別事業費 4,08

 

9 4,154 2,17

 

4 2,141

資 内 特定

 

財源
算

指 訳 一般財源 4

 

,089 4,154 2

 

,174 2,141

額

目

標 他団体事業負担額

平成2

項      

事

4

 目 平成24年度 平成

年

25年度 平成26年度

度

平成27年度 備   

平

    考

目 ○全体事

成

業期間活 支援員配置人

2

数 16 18 18 18  

5

 平成27年度～平成

年

30年度標
動 16 18

度

18 18値 単 位 人

／指

平

実
標 績 単 位

決投 年度別

業

成

事業費 22,867 2

2

6,198 25,40

6

9 25,150

資 内 特

年

定財源
算

指 訳 一般財源

度

22,867 26,1

平

98 25,409 25

成

,150

額標 他団体事

2

業負担額

7年

項 

実

度

      目 平成2

備

4年度 平成25年度 平

 

成26年度 平成27年

 

度 備       考

 

目 ○全体事業期間活 1

 

000人当たりの不登

 

校生徒数 10 10 10

 

10   平成27年度

 

～平成30年度標
動 9

考

.4 10.6 11.3
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達

況

岩手県道徳教育推進

成

事業 【事業意図・ねら

状

い】岩手県教育委員会

況

からの委託を受け、研

学

究指定校を指定し

、実

校

践研究成果の普及還元

司

を図ることで、県の道

書

徳教育の充実を図りま

設

す。

【達成状況】研究

置

指定校を指定し、道徳

 

事

の時間の在り方に関す

業

る実践研究を推進

し、

【

県の道徳教育の充実に

事

取り組みました。

継続

業

区分 会計・款・項・目

意

平成27年度の事業概

図

要（実績）
県教育委員

・

会から委託を受け、一

ね

本木中学校を道徳教育

ら

研究指定校として指定

一

い

し新規 一般・10款・

】

1項・3目
、児童生徒

読

の心に響く道徳の時間

書

の在り方に関する実践

量

研究を推進するととも

の

に
事    業   

向

 主    体 、その

上

成果の普及還元を図り

を

、県の道徳教育の充実

目

に取り組みました。

学

人

指

校教育指導課

【滝沢市

す

主体】

と

事     

と

  業       

も

名 事業の意図やねらい

に

（成果や効果）の達成

、

状況

小学校教育振興事

小

業 【事業意図・ねらい

学

】学校教育活動の維持

校

に必要な教材等を整備

一

に

し、円滑な授業

運営に

お

よる有能な人材の育成

け

に寄与します。

【達成

る

状況】学校教育活動の

読

維持に必要な教材等を

書

整備し、円滑な授業運

活

営によ

り有能な人材の

動

育成に寄与しました。

の

継続区分 会計・款・項

活

・目 平成27年度の事

人

性

業概要（実績）
・教師

化

用指導書・教科書、教

を

師用参考図書の購入継

図

続 一般・10款・2項

り

・2目
・授業実施に必

ま

要な消耗品の購入
事 

す

   業    主 

。

   体 ・教材備品の

【

購入及び修繕

学校教育

達

指導課 ・学校図書の購

が

成

入

【滝沢市主体】

状況】小学校6校に

学

2校1名ずつ計3名の

ぶ

学校司書を配置し、読

よ

書量の向上を

目指すと

政 ろ

ともに、小学校におけ

こ

る読書活動の活性化を

び

図りました。

継続区分

を

会計・款・項・目 平成

実

27年度の事業概要（

感

実績）
市内の小学校に

で

3名の学校司書を配置

き

しました。継続 一般・

る

10款・1項・3目

事

ま

    業    主

策 ち

    体
学校教育指

を

導課

【滝沢市主体】

目指

事       業 

し

      名 事業の

ま

意図やねらい（成果や

す

効果）の達成状況

滝沢

 

市小中学校復興教育支

基

援事業 【事業意図・ね

本

らい】防災・復興教育

　
施

や被災地支援活動など

策

各学校の取り組みを

推

　

進し、郷土を愛しその

０

復興・発展を支える児

２

童・生徒を育成します

 

。

【達成状況】各学校

 

ごとに計画した事業を

 

実施し、復興発展を支

学

える児童生徒の

育成に

校

寄与しました。

継続区

　
教

分 会計・款・項・目 平

育

成27年度の事業概要

の

（実績）
被災地小中学

充

校との交流及び防災教

実

育などを通して、復興発展を支える児童生徒継続 一般・10款・1項・3目
を育成しました。

事    業    主    体 ・小

　

学校実施5校

学校教育指導課 ・中学校実施4校

【滝沢市主体】

事       業       名 事業の意

事

図やねらい（成果や効

 

果）の達成状況

社会科

 

副読本改訂事業 【事業

 

意図・ねらい】小学校

０

 

3、4年生を対象に、

 

地域に固有の事物・事

 

象を提供

する教材であ

 

る社会科副読本を改訂

業

し、児童の地域学習を

 

深めます。

【達成状況

 

】既存の副読本の内容

 

を改訂しました。また

 

、この教材を活用し地

 

域

学習を行うことで、

５

 

児童が地域についての

 

学習を深めることがで

名

きました。

継続区分 会

事

計・款・項・目 平成2

業

7年度の事業概要（実

の

績）
・平成23年度に

意

作成した社会科副読本

図

の活用を図りました。

や

継続 一般・10款・1

ね

項・3目
・社会科副読

 

ら

本改訂委員会を開催し

い

、改訂版を作成しまし

（

た。
事    業  

成

  主    体
学校

果

教育指導課

【滝沢市主

や

体】

効

事      

果

 業       名

）

事業の意図やねらい（

の

成果や効果）の達成状
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平 績

目

国】（1/2）
  資

○

内 特定財源 322 28

全

0 250 250
算   

体

  指 訳 一般財源 8,

事

974 13,022 8

業

,553 29,715

期

＜統合事業＞

額 「小学

間

校楽器整備事業」、「

活

小標 他団体事業負担額

日

学校図書整備事業」を

報

常

統合

的に読書をする児童

告

の割合 82 84 86 9

平

0   平成27年度～

成

平成30年度標
動 82

2

86 86 92値 単 位 ％

4

／指 日常的に読書をす

年

る生徒の割合 67 72

度

77 82
実

標 62 65

～

62 76績 単 位 ％

決投

成
平

年度別事業費 7,20

成

4 6,994 4,17

2

0

資 内 特定財源
算

指 訳

7

一般財源 7,204 6

年

,994 4,170

額

度

標 他団体事業負担額

（単位

項      

 

 目 平成24年度 平成

2

 

25年度 平成26年度

千

平成27年度 備   

円

    考

目 ○全体事

）

業期間活 実施校数 0 0 14 14   平成27年度～平成30年度標
動 0 0 9 9値 単 位 校

／指
実

標 績 単 位 ○特定財源

決   東日本大震災復興支援きずな投 年度

7

別事業費 909 1,102   基金繰入金【その他】
  資 内 特定財源 909 1,000

算   
  指 訳 一般財源 102

額標 他団体事業負担額

項       目 平成2

年

4年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備       考

目 ○全体事業期間活 社会科副読本改訂委員会開催回 0 0 0 5   平成27年度～平成30年度標 数
動 0 0 0 4値

項

単 位 回

／指
実

標 績 単 位

 

決投 年度別事業費 2,

度

 

600

資 内 特定財源
算

 

指 訳 一般財源 2,60

 

0

額標 他団体事業負担

 

額

  

項    

目

   目 平成24年度

平

平成25年度 平成26

成

年度 平成27年度 備 

2

      考

目 ○全

事

4

体事業期間活 実施学校

年

数 0 0 0 1   平成2

度

7年度～平成27年度

平

標
動 0 0 0 1値 単 位 校

成

／指
実

標 績 単 位 ○特定

2

財源

決   岩手県道徳

5

教育推進事業委託投 年

年

度別事業費 200   

度

金【県】
  資 内 特定

平

財源 200
算   

  

業

成

指 訳 一般財源 ＜新規事

2

業＞

額標 他団体事業負

6

担額

年度

項   

平

    目 平成24年

成

度 平成25年度 平成2

2

6年度 平成27年度 備

7

       考

目 ○

年

全体事業期間活 学校図

実

度

書整備率100％達成

備

校 0 4 4 5   平成2

 

7年度～平成30年度

 

標
動 4 4 5 6値 単 位 校

 

／指
実

標 績 単 位 ○特定

 

財源

決   理科教育等

 

施設整備費補助金投 年

 

度別事業費 9,296

 

13,302 8,80

考

3 29,965   【
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達

業の意図やねらい（成

成

果や効果）の達成状況

状

学校医等設置事務 【事

況

業意図・ねらい】法令

小

に基づき、市内小中学

学

校に、学校医・学校歯

校

科医及び

学校薬剤師を

情

配置し、学校における

報

保健管理及び安全衛生

メ

を図ります。

【達成状

 

ー

況】法令に基づき、市

ル

内小中学校に、学校医

配

・学校歯科医及び学校

信

薬剤

師を配置し、学校

シ

における保健管理及び

ス

安全衛生を図りました

テ

。

継続区分 会計・款・

ム

項・目 平成27年度の

支

事業概要（実績）
・各

援

小・中学校に学校医、

一

事

学校歯科医及び学校薬

【

剤師を配置することに

事

より、各継続 一般・1

業

0款・6項・1目
種健

意

康診断を実施したり、

図

学校環境衛生の維持及

・

び改善に関し必要な指

ね

導と助言
事    業

ら

    主    体

い

を行ったりすることで

人

】

、学校における保健管

メ

理及び安全管理を図り

ー

ました。

学校教育指導

ル

課 ・盛岡学校薬剤師会

配

と協議の上、学校薬剤

信

師の配置を1名増やし

シ

ました。

【滝沢市主体

ス

】

テ

事       

ム

業       名 事

一

に

業の意図やねらい（成

よ

果や効果）の達成状況

り

学校保健事業 【事業意

、

図・ねらい】学校保健

各

安全法等に基づき、児

学

童生徒及び職員の健康

校

の保

持増進を図るとと

か

もに、学校安全の推進

ら

を行います。

【達成状

災

況】学校保健安全法に

人

害

基づく環境衛生検査や

時

各種健診等を実施し、

の

児童

（重点事業） 生徒

緊

及び職員の健康の保持

急

増進を図るとともに、

連

学校安全を推進しまし

絡

た。

継続区分 会計・款

等

・項・目 平成27年度

を

の事業概要（実績）
児

保

童生徒及び教職員の健

が

護

康保持を目的とし、各

者

小中学校での児童生徒

へ

の健康診断継続 一般・

一

10款・6項・1目
の

斉

実施、学校環境衛生検

に

査の実施、独立行政法

配

人日本スポーツ振興セ

信

ンターの災
事    

し

業    主    

、

体 害共済給付掛金の支

学

児

払い・事務等を法令に

童

基づいて行いました。

の

学校教育指導課 ・岩手

安

県学校安全互助会負担

全

金 70千円

【滝沢市

確

主体】 ・独立行政法人

保

日本スポーツ振興セン

や

ター共済掛金　4,6

学

23千円 

校

ぶ

運営を支援します。
業

よ

【達成状況】システム

政 ろ

を使用し、各学校から

こ

の保護者への連絡が迅

び

速に伝わるこ

とで、児

を

童の安全確保や学校運

実

営が支援されました。

感

継続区分 会計・款・項

で

・目 平成27年度の事

き

業概要（実績）
熊出没

る

、不審者、運動会等の

ま

情報を保護者へ一斉に

策 ち

配信し、児童の安全確

を

保や学継続 一般・10

目

款・2項・2目
校運営

指

を支援しました。
事 

し

   業    主 

ま

   体
学校教育指導

す

課

【滝沢市主体】

 

事

基

       業  

本

     名 事業の意

　
施

図やねらい（成果や効

策

果）の達成状況

中学校

　

教育振興事業 【事業意

０

図・ねらい】学校教育

２

活動の維持に必要な教

 

材等を整備し、円滑な

 

授業

運営による有能な

 

人材の育成に寄与しま

学

す。

【達成状況】学校

校

教育活動の維持に必要

　
教

な教材等を整備し、円

育

滑な授業運営によ

り有

の

能な人材の育成に寄与

充

しました。

継続区分 会

実

計・款・項・目 平成27年度の事業概要（実績）
・教師用指導書・教科書、参考図書の購入継続 一般・10款・3項・2目
・授業に必

　

要な消耗品の購入
事    業    主    体 ・教材備品の購入及び修繕

学校教育指導課 ・学校図書の購入

【滝沢市主体】

事

事

 

       業  

 

     名 事業の意

 

図やねらい（成果や効

０

 

果）の達成状況

中学校

 

情報メール配信システ

 

ム支援事 【事業意図・

 

ねらい】メール配信シ

業

ステムにより、各学校

 

から災害時の緊急連絡

 

等を保護者へ一斉に配

 

信し、児童の安全確保

 

や学校運営を支援しま

 

す。
業 【達成状況】シ

５

 

ステムを使用し、各学

 

校からの保護者への連

名

絡が迅速に伝わるこ

と

事

で、児童の安全確保や

業

学校運営が支援されま

の

した。

継続区分 会計・

意

款・項・目 平成27年

図

度の事業概要（実績）

や

熊出没、不審者、運動

ね

会等の情報を保護者へ

 

ら

一斉に配信し、生徒の

い

安全確保や学継続 一般

（

・10款・3項・2目

成

校運営を支援しました

果

。
事    業   

や

 主    体
学校教

効

育指導課

【滝沢市主体

果

】

）

事       

の

業       名 事
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平 績

目

動 1 1 1 1値 単 位 回

／

○

指 各種検査・健診実施

全

校 14 14 14 14
実

体

標 14 14 14 14績

事

単 位 校 ○特定財源

決  

業

 独立行政法人日本ス

期

ポーツ振投 年度別事業

間

費 14,439 14,

活

271 15,919 1

メ

5,906   興セン

報

ー

ター災害共済掛金保護

ル

  者負担分【その他

配

】資 内 特定財源 1,9

信

93 1,996 2,0

シ

16 2,007
算   

ス

  指 訳 一般財源 12

テ

,446 12,275

ム

13,903 13,8

導

99

額標 他団体事業負

入

担額

告

学校数 8 8 8 8   平

平

成27年度～平成30

成

年度標
動 7 7 8 8値 単

2

位 校

／指
実

標 績 単 位

決

4

投 年度別事業費 304

年

304 348 345

資

度

内 特定財源
算

指 訳 一般

～

財源 304 304 34

成
平

8 345

額標 他団体事

成

業負担額

27

項 

年

      目 平成2

度

4年度 平成25年度 平

（

成26年度 平成27年

単

度 備       考

位

目 ○全体事業期間活 学

 

校図書整備率100％

2

 

達成校 0 5 5 6   平

千

成27年度～平成30

円

年度標
動 5 5 5 5値 単

）

位 校

／指
実

標 績 単 位 ○特定財源

決   理科教育等施設整備費補助金投 年度別事業費 19,282 25,166 8,417 12,718   【国】（1/2）

7

  資 内 特定財源 303 220 250 250
算   

  指 訳 一般財源 18,979 24,946 8,167 12,468 ＜統合事業＞

額 「中学校楽器整備事業」、「中標 他団体事業負担額
学校図書整備事業」を統合

年

項       目 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備       考

目 ○全体事業期間活 メール配信システム

項

導入学校数 6 6 6 6  

 

 平成27年度～平成

度

 

30年度標
動 5 5 6 6

 

値 単 位 校

／指
実

標 績 単

 

位

決投 年度別事業費 2

 

41 240 279 28

 

1

資 内 特定財源
算

指 訳

 

一般財源 241 240

目

279 281

額標 他団

平

体事業負担額

成2

事

4

項       目 平

年

成24年度 平成25年

度

度 平成26年度 平成2

平

7年度 備      

成

 考

目 ○全体事業期間

2

活 学校医配置数 26 2

5

6 26 26   平成2

年

7年度～平成30年度

度

標
動 26 26 26 27

平

値 単 位 人

／指 学校医配

業

成

置校 14 14 14 14

2

実
標 14 14 14 14

6

績 単 位 校

決投 年度別事

年

業費 8,779 8,8

度

39 8,900 9,0

平

97

資 内 特定財源
算

指

成

訳 一般財源 8,779

2

8,839 8,900

7

9,097

額標 他団体

年

事業負担額

実

度 備

項

 

       目 平成

 

24年度 平成25年度

 

平成26年度 平成27

 

年度 備       

 

考

目 ○全体事業期間活

 

環境衛生検査実施回数

 

1 1 1 1   平成27

考

年度～平成30年度標
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達

業づくりのスキルアッ

成

プを図ります。
務 【達

状

成状況】授業力向上の

況

ための総合訪問や校内

滝

研究会等において、授

沢

業者へ直

接指導するこ

市

とで、授業づくりのス

あ

キルアップを図りまし

っ

た。

継続区分 会計・款

た

・項・目 平成27年度

 

か

の事業概要（実績）
・

ハ

盛岡教育事務所の協力

ー

を得ながら指導主事を

ト

派遣し、各学校で行わ

の

れる研究会継続 一般
等

サ

で協議、指導助言を行

ポ

うことにより、教員個

ー

々の授業力向上に努め

タ

ました。
事    業

ー

    主    体

一

配

・実施校の教員全員が

平

授業を提供する総合訪

成

問を5回実施しました

2

。

学校教育指導課

【滝

4

沢市主体】

年度事業実

人

績報告書参照

置事業

継

一

続区分 会計・款・項・

人

目 平成27年度の事業

が

概要（実績）
平成24

学

年度完了事業完了 一般

ぶ

事    業    

よ

主    体
学校教育

政 ろ

指導課

【滝沢市主体】

こび

事       業

を

       名 事業

実

の意図やねらい（成果

感

や効果）の達成状況

滝

で

沢市学力向上指導員配

き

置事業 平成24年度事

る

業実績報告書参照

継続

ま

区分 会計・款・項・目

策 ち

平成27年度の事業概

を

要（実績）
平成24年

目

度完了事業完了 一般

事

指

    業    主

し

    体
学校教育指

ま

導課

【滝沢市主体】

す
 

事       業 

基

      名 事業の

本

意図やねらい（成果や

　
施

効果）の達成状況

学校

策

図書館サポーター配置

　

事業 平成24年度事業

０

実績報告書参照

継続区

２

分 会計・款・項・目 平

 

成27年度の事業概要

 

（実績）
平成24年度

 

完了事業完了 一般

事 

学

   業    主 

校

   体
学校教育指導

　
教

課

【滝沢市主体】

育

事

の

       業  

充

     名 事業の意

実

図やねらい（成果や効果）の達成状況

校長、副校長、教務主任等各種会議開 【事業意図・ねらい】教育行政と各学校の連絡調整と協議

　

を行う機会を設定し、

市内各小中学校の課題解決や学校教育事業などの円滑な推進を図ります。
催事務 【達成状況】各会議を開催し、

事

市内各小中学校の今日

 

的課題の解決や学校教

 

育事

業などの円滑な推

 

進を図りました。

継続

０

 

区分 会計・款・項・目

 

平成27年度の事業概

 

要（実績）
・校長会議

 

と副校長会議を定期及

業

び必要に応じて計15

 

回開催し、各学校の教

 

育活継続 一般
動の充実

 

と諸課題の解決を図り

 

ました。
事    業

 

    主    体

５

 

・教務主任会議、研究

 

主任会議、生徒指導連

名

絡協議会を定期的に計

事

5回開催し、

学校教育

業

指導課 各学校の適切な

の

教育課程の編成・実施

意

、学力向上と研究研修

図

の推進、生徒指導の

【

や

滝沢市主体】 充実に努

ね

めました。

 

ら

事   

い

    業     

（

  名 事業の意図やね

成

らい（成果や効果）の

果

達成状況

授業力向上の

や

ための学校総合訪問等

効

事 【事業意図・ねらい

果

】各学校へ指導主事等

）

が訪問し、授業者へ直

の

接指導すること

で、授
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平 績

目 ○全体事業期間活 補

報

助職員の配置数 12  

告

 平成21年度～平成

平

24年度標
動 12値 単

成

位 人

／指
実

標 績 単 位

決

2

投 年度別事業費 17,

4

217

資 内 特定財源 1

年

7,144
算

指 訳 一般

度

財源 73

額標 他団体事

～

業負担額

成
平成

項 

2

      目 平成2

7

4年度 平成25年度 平

年

成26年度 平成27年

度

度 備       考

（

目 ○全体事業期間活 学

単

力向上指導員数 7   

位

平成22年度～平成2

 

4年度標
動 7値 単 位 人

2

 

／指
実

標 績 単 位

決投 年

千

度別事業費 15,02

円

1

資 内 特定財源 14,

）

958
算

指 訳 一般財源 63

額標 他団体事業負担額

項       目 平成24年度 平成25年度 平成2

7

6年度 平成27年度 備       考

目 ○全体事業期間活 学校図書館サポーターの配置数 12   平成24年度～平成24年度標
動 12値 単 位 人

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費 17,474

資 内 特定財源 17,401
算

年

指 訳 一般財源 73

額標 他団体事業負担額

項       目 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備    

項

   考

目 ○全体事業

 

期間活 校長会議の開催

度

 

回数 12 11 11 11

 

  平成27年度～平

 

成30年度標
動 12 1

 

2 12 12値 単 位 回

／

 

指 副校長会議の開催回

 

数 2 2 2 2
実

標 2 2 3

目

3績 単 位 回

決投 年度別

平

事業費

資 内 特定財源
算

成

指 訳 一般財源 <ゼロ予

2

算事業>

額標 他団体事

事

4

業負担額

年度

項 

平

      目 平成2

成

4年度 平成25年度 平

2

成26年度 平成27年

5

度 備       考

年

目 ○全体事業期間活 授

度

業力向上のための学校

平

総合訪 4 4 4 4   平

業

成

成27年度～平成30

2

年度標 問実施回数
動 4

6

4 5 2値 単 位 回

／指 校

年

内研究会における助言

度

指導実 50 50 50 5

平

0
実 施回数

標 46 50

成

49 50績 単 位 回

決投

2

年度別事業費

資 内 特定

7

財源
算

指 訳 一般財源 <

年

ゼロ予算事業>

額標 他

実

度

団体事業負担額

備       考
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達

」並びに正し

い食習慣

成

の理解を目的とした「

状

食に関する指導」を実

況

施します。

【達成状況

実

】健康で豊かな潤いの

践

ある学校給食と食育の

的

実施が図られました。

指

継続区分 会計・款・項

導

・目 平成27年度の事

力

業概要（実績）
（1）

 

向

年間給食回数：小学校

上

175回、中学校17

の

0回（2）一食当たり

た

給食費：小学校継続 一

め

般・10款・6項・3

の

目
272円、中学校3

各

00円（3）給食セン

種

ター年間稼働日数：1

研

92日（4）食に関す

修

る指
事    業  

一

会

  主    体 導及

【

び希望献立の実施､地

事

産地消への取り組みの

業

実施（5）調理業務等

意

の民間委託

学校給食セ

図

ンター による給食セン

・

ター運営の合理化

【滝

ね

沢市主体】 盛岡広域地

ら

区学校給食センター等

い

連絡協議会負担金　1

人

】

7千円

岩手県学校給食

教

センター協議会会費　

育

8千円

課程の編成や研

一

究の進め方等について

人

、各種研修会で

協議及

が

び情報交換を行い、教

学

員の指導力向上や教育

ぶ

活動の充実を図ります

よ

。
開催事務 【達成状況

政 ろ

】各種研修会を開催し

こ

、教員の指導力向上や

び

教育活動の充実を図り

を

ま

した。

継続区分 会計

実

・款・項・目 平成27

感

年度の事業概要（実績

で

）
道徳教育、幼保小中

き

連携、初任者研修、学

る

級経営、情報教育等の

ま

各種領域や現代継続 一

策 ち

般
的教育課題について

を

、授業研究会、講義、

目

演習等の研修の機会を

指

位置付けること
事  

し

  業    主  

ま

  体 により、各学校

す

における教員の指導力

 

向上や教育活動の充実

基

に努めました。

学校教

本

育指導課

【滝沢市主体

　
施

】

小    

策

          

　

          

０

     計

 政策　

２

　　０５   一人一

 

人が学ぶよろこびを実

 

感できるまちを目指し

 

ます
 基本施策　０３

学

   学校給食の充実

校
　

教

基本施策が４年間でめ

育

ざす姿

児童・生徒が心

の

身ともに健全に発達す

充

るため、引き続き安全

実

安心で栄養バランスのとれた学校給食を提供するとともに食の

指導の充実を図り、望ましい食習慣の理解と実践の支援など、食育の推

　

進を目指します。

基本計画期間内の取り組みと方針のうち、平成27年度の重点課題の達成（実現）状況

Ａ 達成した

【安全安心な学校

事

給食の提供と食育の推

 

進】

・学校給食食材生

 

産供給組合からの年間

 

納入量、食に関する指

０

 

導回数

【重点課題に対

 

する達成状況】

・地場

 

農産物の使用量を増加

 

し達成しました。また

業

、指導回数の計画値1

 

00回を上回る実施を

 

しました。（127回

 

）

・施設の改修及び設

 

備の更新を実施しまし

 

た。（マンホールポン

５

 

プ制御盤更新工事及び

 

下処理室等冷暖房装置

名

新設工事）

・学校給食

事

費の収納率の向上が図

業

られました。（平成2

の

6年現年度分98.8

意

7％、平成27年現年

図

度分99.03％）

やね

事       業 

 

ら

      名 事業の

い

意図やねらい（成果や

（

効果）の達成状況

学校

成

給食事業 【事業意図・

果

ねらい】児童生徒の心

や

身の健全な発達と食生

効

活の改善を目指し、栄

果

養バランスのとれた学

）

校給食の提供、児童生

の

徒が考える「希望献立
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平 績

目

7,220   
  資

○

内 特定財源 242,6

全

10 243,241 2

体

46,223 257,

事

536
算   

  指 訳

業

一般財源 96,578

期

98,639 155,

間

994 149,684

活

額標 他団体事業負担額

道

報

徳指導者研修会開催回

告

数 1 1 1 1   平成2

平

7年度～平成30年度

成

標
動 1 1 1 1値 単 位 回

2

／指 校種間連携研修会

4

開催回数 2 2 2 1
実

標

年

2 2 2 2績 単 位 回

決投

度

年度別事業費

資 内 特定

～

財源
算

指 訳 一般財源 <

成
平

ゼロ予算事業>

額標 他

成

団体事業負担額

27

項   

年

    目 平成24年

度

度 平成25年度 平成2

（

6年度 平成27年度 備

単

       考

決投

位

年度別事業費 153,

 

831 126,952

2

 

111,237 131

千

,228

資 内 特定財源

円

52,121 2,49

）

6 3,425 3,707
算

指 訳 一般財源 101,710 124,456 107,812 127,521

額標 他団体事業負担額

（単位  千円）

7

基本施策目標の達成（実現）に向けた計画期間内の取り組みと方針についての達成（実現）状況

Ａ 達成した

・安全・安心な学校給食を提供するため、地場農産物の使用を推進しました。

・学校給食を安全かつ確実

年

に提供するため、計画的に施設の改修及び設備の更新を実施しました。

・学校給食への関心や食べることの意欲を高めることを目的とした「希望献立」及び「食に関する指導」を

項

実施しました。

・安定

 

した学校給食運営のた

度

 

め、学校給食費の収納

 

率の向上が図られまし

 

た。

平成29年度方針

 

策定に際し、今後の方

 

向性や引継課題

Ｂ 課題

 

あり

【今後の方向性】

目

・引き続き安心・安全

平

な学校給食の提供にあ

成

たり、徹底した安全衛

2

生はもとより、地場農

事

4

産物の活用を促進した

年

食育推進を

図るととも

度

に、民間委託による調

平

理業務を、これからも

成

安定していく必要があ

2

ります。

【引継課題】

5

・気候変化に対応した

年

地場農産物受入量の安

度

定確保。

平

業

成

項 

2

      目 平成2

6

4年度 平成25年度 平

年

成26年度 平成27年

度

度 備       考

平

目 ○全体事業期間活 食

成

に関する指導回数（ク

2

ラス数 80 80 100

7

100   平成27年

年

度～平成30年度標 ）

実

度

動 127 123 139

備

127値 単 位 クラス

／

 

指 希望献立の導入回数

 

14 14 14 14
実

標

 

14 14 14 14績 単

 

位 回 ○特定財源

決   

 

学校給食費【その他】

 

投 年度別事業費 339

 

,188 341,88

考

0 402,217 40
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達

準備を進めながら各学

成

習施設の充実や課題に

状

適した学習機会、ニー

況

ズに応じた学習情報の

滝

提供など市民が主役の

沢

「生涯学習社会」の構

市

築に向けて取組みまし

立

た。

基本計画期間内の

学

取り組みと方針のうち

校

、平成27年度の重点

 

給

課題の達成（実現）状

食

況

Ｂ 概ね達成した

【重

セ

点課題】

第1次滝沢市

ン

総合計画生涯学習部門

タ

計画に基づく分野別計

ー

画「第1次滝沢市生涯

運

学習推進計画」の策定

営

【重点課題に対する達

委

成状況】

第1次滝沢市

員

生涯学習計画「学びプ

一

会

ランたきざわ」を平成

【

28年3月に策定しま

事

した。芸術祭の開催や

業

各種発表会の開催支援

意

、

芸術文化団体の育成

図

支援を図りました。文

・

化財の保護と活用に努

ね

めました。

らい

人

】安全安心で魅力ある

一

学校給食の提供と食育

人

の推進を目指し

、市内

が

の小中学校長、ＰＴＡ

学

代表、民生児童委員代

ぶ

表により構成されてい

よ

る滝沢
事務 市立学校給

政 ろ

食センター運営委員会

こ

を開催します。

【達成

び

状況】給食センターの

を

適正かつ円滑な運営が

実

図られました。

継続区

感

分 会計・款・項・目 平

で

成27年度の事業概要

き

（実績）
学校給食セン

る

ターの運営に関し、審

ま

議・助言を得るため、

策 ち

年2回（7月、2月）

を

運継続 一般・10款・

目

6項・3目
営委員会を

指

開催しました。
事  

し

  業    主  

ま

  体
学校給食センタ

す

ー

【滝沢市主体】

 

事

基

       業  

本

     名 事業の意

　
施

図やねらい（成果や効

策

果）の達成状況

学校給

　

食施設改善事業 【事業

０

意図・ねらい】給食セ

３

ンターの厨房設備の経

 

年劣化により、調理や

 

作業の

安全、衛生管理

 

などに影響を及ぼして

学

きていることから、学

校

校給食事業の円滑な

運

　
給

営を目指し、改修・更

食

新等の改善を計画的に

の

実施します。

（重点事

充

業） 【達成状況】安全

実

安心で魅力ある学校給食の提供を確保することができました。

継続区分 会計・款・項・目 平成27年度の事業概要（実績）
給食センタ

　

ーの施設・設備の改修整備を行いました。継続 一般・10款・6項・3目
・マンホールポンプ制御盤更新工事

事    業    主

事

    体 ・下処理室

 

等冷暖房装置新設工事

 

学校給食センター

【滝

 

沢市主体】

小

０

 

          

 

          

 

         計

 

 政策　　　０５  

業

 一人一人が学ぶよろ

 

こびを実感できるまち

 

を目指します
 基本施

 

策　０４   地域力

 

基盤醸成、文化芸術と

 

社会教育の推進

５

 

基本施

 

策が４年間でめざす姿

名

地域が連携し、子ども

事

から高齢者まで生き生

業

きとして自主的に学び

の

、郷土への理解を深め

意

、地域活動に活かされ

図

ることを目

標に、家庭

や

、学校、地域及び市行

ね

政が相互連携による教

 

ら

育振興運動を展開し、

い

子ども達の現代社会の

（

変化に対応できる「生

成

きる力」を育み生涯学

果

習の基礎を培うととも

や

に、誰でもが学び、そ

効

の成果が地域に活かさ

果

れ地域力の基盤醸成に

）

つながるよ

う支援しま

の

した。新図書館開館の
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平 績

目

推進、新図書館の開館

○

準備と活用促進を図り

全

ます。また文化芸術の

体

振興や文化財の保護、

事

「滝沢の歩み」の作成

業

を進めます。

【引継課

期

題】

・第１次滝沢市生

間

涯学習推進計画「学び

活

プランたきざわ」の確

開

実な展開で目指す生涯

報

催

学習推進体制の整備充

回

実

・岩手県が目指す「

数

みんなで教振！５か年

2

プラン」に基づく教育

3

振興運動の展開

・交流

2

拠点複合施設内に新設

2

される図書館の活用促

 

進

・文化芸術振興や文

 

化財保護、「滝沢の歩

平

み」の作成による郷土

告

成

理解の推進

27年度～平成30

平

年度標
動 2 3 3 2値 単

成

位 回

／指
実

標 績 単 位

決

2

投 年度別事業費 166

4

222 260 175

資

年

内 特定財源
算

指 訳 一般

度

財源 166 222 26

～

0 175

額標 他団体事

成
平

業負担額

成2

項 

7

      目 平成2

年

4年度 平成25年度 平

度

成26年度 平成27年

（

度 備       考

単

目 ○全体事業期間活 調

位

理等に影響を及ぼす故

 

障発生 2 2 2 2   平

2

 

成27年度～平成30

千

年度標 割合
動 2.6 2

円

.6 2.1 1値 単 位 %

）

(事故件数/稼働日数)

／指
実

標 績 単 位 ○特定財源

決   特定防衛施設周辺整備調整交投 年度別事業費 2,951 9,776 7,236 11,459   付

7

金【国】
  資 内 特定財源 1,209 1,350 2,816 9,300

算   
  指 訳 一般財源 1,742 8,426 4,420 2,159

額標 他団体事業負担額

項       

年

目 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備       考

決投 年度別事業費 342,305 351,878 409,713 418,854

資 内 特定財源 243,

項

819 244,591

 

249,039 266

度

 

,836
算

指 訳 一般財

 

源 98,486 107

 

,287 160,67

 

4 152,018

額標

 

他団体事業負担額

（単

 

位  千円）

目

基本施

平

策目標の達成（実現）

成

に向けた計画期間内の

2

取り組みと方針につい

事

4

ての達成（実現）状況

年

Ｂ 概ね達成した

家庭、

度

学校、地域、市行政が

平

連携して子どもの「生

成

きる力」を育み、誰で

2

もが学べる環境整備に

5

努めました。また、新

年

図書

館開館に向けて取

度

組みました。芸術祭の

平

開催や各種発表会、芸

業

成

術文化団体への支援に

2

努めました。文化財の

6

保護に努め、ま

た郷土

年

史「滝沢の歩み」刊行

度

に向けて取組みました

平

。第1次滝沢市生涯学

成

習計画「学びプランた

2

きざわ」を策定しまし

7

た。

平成29年度方針

年

策定に際し、今後の方

実

度

向性や引継課題

Ｂ 課題

備

あり

【今後の方向性】

 

第１次滝沢市生涯学習

 

推進計画「学びプラン

 

たきざわ」に基づき地

 

域課題や教育課題が解

 

決できる地域力基盤醸

 

成につなが

る生涯学習

 

推進体制の整備充実を

考

図り、教育振興運動の
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図

理者と連携し施設の適

や

切な管理運営に努継続

ね

一般・6款・1項・6

ら

目
めました。

事   

い

 業    主   

（

 体
生涯学習文化課

【

成

他団体事業主体】

公益

果

財団法人　滝沢市体育

や

協会

効

事      

 

果

 業       名

）

事業の意図やねらい（

の

成果や効果）の達成状

達

況

国際理解教育講座開

成

設事業 【事業意図・ね

状

らい】市民へ国際交流

況

の場を提供することで

ふ

国際化に対応できる

柔

る

軟な感性と視野の拡大

さ

を図ります。

【達成状

一

と

況】子どもから大人ま

交

で様々な年齢層の市民

流

に国際交流の場を提供

館

しま

した。

継続区分 会

管

計・款・項・目 平成2

理

7年度の事業概要（実

運

績）
計画に基づき以下

営

の通り実施しました。

事

継続 一般・10款・5

業

項・1目
・韓国語講座

人

【

　全5回　15人参加

事

事    業    

業

主    体 ・英会話

意

講座　全5回　15人

図

参加

生涯学習文化課 ・

・

幼児国際理解交流会　

ね

市内5保育園実施　2

ら

96人参加

【滝沢市主

い

体】

】

一

指定管理者制度の導入

人

により、滝沢ふるさと

が

交流館の適正

な維持管

学

理を行います。

【達成

ぶ

状況】必要な修繕や適

よ

正な維持管理及び施設

政 ろ

の運営により、使用者

こ

の利便

性の向上に努め

び

ました。

継続区分 会計

を

・款・項・目 平成27

実

年度の事業概要（実績

感

）
利用者サービスの向

で

上のため、指定管理者

き

と連携し施設の適切な

る

管理運営に努継続 一般

ま

・2款・1項・13目

策 ち

めました。
事    

を

業    主    

目

体
生涯学習文化課

【他

指

団体事業主体】

特定非

し

営利活動法人劇団ゆう

ます

事       業

 

       名 事業

基

の意図やねらい（成果

本

や効果）の達成状況

ふ

　
施

るさと交流館改修事業

策

平成26年度事業実績

　

報告書参照

継続区分 会

０

計・款・項・目 平成2

４

7年度の事業概要（実

 

績）
平成26年度完了

 

事業完了 一般・2款・

 

1項・13目

事   

地

 業    主   

域

 体
生涯学習文化課

【

　
力

滝沢市主体】

基

事  

盤

     業    

醸

   名 事業の意図や

成

ねらい（成果や効果）

、

の達成状況

姥屋敷多目

文

的研修センター管理運

化

営事 【事業意図・ねら

芸

い】指定管理者制度の

術

導入により、姥屋敷多

　
と

目的研修センター

の適

社

正な維持管理を行いま

会

す。
業 【達成状況】必

教

要な修繕や適正な維持

育

管理及び施設の運営に

の

より、使用者の利便

性

推

の向上に努めました。

進

継続区分 会計・款・項・目 平成27年度の事業概要（実績）
利用者

０

サービスの向上のため、指定管理者と連携し施設の適切な管理運営に努め継続 一般・6款・1項・6目
ました。

事    業    主    体
生涯学習文化課

【他団体事業主体】

花平酪農農業協同

事

組合

５

 

事      

 

 業       名

 

事業の意図やねらい（

 

成果や効果）の達成状

 

況

滝沢市多目的研修セ

 

ンター管理運営事 【事

 

業意図・ねらい】指定

業

管理者制度の導入によ

 

り、滝沢市多目的研修

 

センター

の適正な維持

 

 

管理を行います。
業 【

 

達成状況】必要な修繕

 

や適正な維持管理及び

 

施設の運営により、使

 

用者の利便

性の向上に

名

努めました。

継続区分

事

会計・款・項・目 平成

業

27年度の事業概要（

の

実績）
利用者サービス

意

の向上のため、指定管
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平 績

目

91 31,699績 単

○

位 人 ○特定財源

決   

全

多目的研修センター使

体

用料【投 年度別事業費

事

12,494 15,1

業

57 12,144 12

期

,271   その他】

間

他
  資 内 特定財源 1

活

,862 1,807 2

施

,001 2,325
算

報

設

  
  指 訳 一般財源

利

10,632 13,3

用

50 10,143 9,

件

946

額標 他団体事業

数

負担額

3,

項  

2

     目 平成24

5

年度 平成25年度 平成

0

26年度 平成27年度

告

3

備       考

目

,

○全体事業期間活 講座

4

開設数 4 4 4 4   平

0

成27年度～平成30

0

年度標
動 4 4 4 3値 単

3

位 講座

／指 受講者数 2

,

60 260 260 26

5

0
実

標 203 219 2

0

25 326績 単 位 人 ○

0

特定財源

決   講座受

平

3

講者負担金【その他】

,

投 年度別事業費 249

5

211 199 222  

0

 
  資 内 特定財源 2

0

6 41 40 15
算   

 

  指 訳 一般財源 22

 

3 170 159 207

平

額標 他団体事業負担額

成2

成

7年度～平成30年度

2

標
動 3,628 3,5

4

81 3,483 3,7

年

00値 単 位 件

／指 施設

度

利用人数 100,00

～

0 102,000 11

成
平

0,000 110,0

成

00
実

標 112,53

2

2 110,715 15

7

6,779 115,0

年

01績 単 位 人 ○特定財

度

源

決   滝沢ふるさと

（

交流館使用料【投 年度

単

別事業費 40,803

位

42,443 41,9

 

30 40,836   

2

 

その他】他
  資 内 特

千

定財源 4,473 4,

円

152 4,252 4,

）

179
算   

  指 訳 一般財源 36,330 38,291 37,678 36,657

額標 他団体事業負担額

7

項       目 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備       考

目 ○全体事業期間活   平成26年度～平成26年度標
動 値 単 位

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費 2,354

資 内 特定財源
算

年

指 訳 一般財源 2,354

額標 他団体事業負担額

項       目 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備 

項

      考

目 ○全

 

体事業期間活 施設利用

度

 

件数 110 110 11

 

0 120   平成27

 

年度～平成30年度標

 

動 106 156 119

 

117値 単 位 件

／指 施

 

設利用者 2,000 2

目

,000 2,000 2

平

,200
実

標 2,04

成

8 2,936 2,42

2

5 2,449績 単 位 人

事

4

○特定財源

決   滝沢

年

市多目的研修センター

度

使投 年度別事業費 1,

平

406 1,126 1,

成

447 1,100   

2

用料【その他】他
  

5

資 内 特定財源 1 1
算  

年

 
  指 訳 一般財源 1

度

,405 1,126 1

平

,447 1,099

額

業

成

標 他団体事業負担額

26年

項      

度

 目 平成24年度 平成

平

25年度 平成26年度

成

平成27年度 備   

2

    考

目 ○全体事

7

業期間活 施設利用件数

年

2,300 1,850

実

度

1,850 1,850

備

  平成27年度～平

 

成30年度標
動 1,8

 

12 1,842 1,7

 

99 1,882値 単 位

 

件

／指 施設利用者 29

 

,000 30,000

 

31,000 31,0

 

00
実

標 30,877

考

30,701 30,8
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図

    業     

や

  名 事業の意図やね

ね

らい（成果や効果）の

ら

達成状況

生涯学習推進

い

事業 【事業意図・ねら

（

い】市長部局と教育委

成

員会の連携強化による

果

市行政全般に関す

る生

や

涯学習関連施策の展開

効

、学校・地域・市行政

 

果

の連携・協働による生

）

涯学習社

会の実現を目

の

指します。

（重点事業

達

） 【達成状況】第１次

成

滝沢市生涯学習推進計

状

画を策定しました。

継

況

続区分 会計・款・項・

社

目 平成27年度の事業

会

概要（実績）
・第１次

教

滝沢市生涯学習推進計

一

育

画「学びプランたきざ

指

わ」策定継続 一般・1

導

0款・5項・1目
・生

員

涯学習推進協議会設置

設

事    業    

置

主    体 ・たきざ

事

わ学びフェスタの開催

業

生涯学習文化課 ・ふれ

【

あいまちづくり出前講

事

座実施

【協働事業】 ・

人

業

生涯学習情報の提供（

意

広報たきざわ）

図

事 

・

      業   

ね

    名 事業の意図

ら

やねらい（成果や効果

い

）の達成状況

青少年教

】

育事業 【事業意図・ね

専

らい】次代を担う青少

門

年が「現代社会の変化

一

的

に対応できる生きる

力

知

」を培うことを目指し

識

ます。

【達成状況】家

と

庭や学校教育だけでは

経

不足しがちな世代間交

験

流や自然・社会体験

（

を

重点事業） 活動機会の

有

充実を図りました。

継

す

続区分 会計・款・項・

る

目 平成27年度の事業

人

社

概要（実績）
・子ども

会

会リーダー養成研修開

教

催継続 一般・10款・

育

5項・1目
・ジュニア

指

リーダーズセミナー開

導

催
事    業   

員

 主    体 ・ジュ

設

ニアリーダーズクラブ

置

「クレヨン」育成支援

に

生涯学習文化課 ・岩手

が

よ

県ジュニアリーダー大

る

会派遣

【協働事業】 ・

推

東北地区ジュニアリー

進

ダー大会派遣

滝沢市子

体

ども会育成連合会　他

制

・いわて希望塾派遣

の強化を

学

図ります

。

【達成状況

ぶ

】社会教育関係団体の

よ

育成・自立支援を図り

政 ろ

ました。

継続区分 会計

こ

・款・項・目 平成27

び

年度の事業概要（実績

を

）
・社会教育指導員3

実

名設置継続 一般・10

感

款・5項・1目
・講座

で

をきっかけとするサー

き

クル化への支援及び育

る

成支援
事    業 

ま

   主    体 ・

策 ち

少年教育を通じた青少

を

年の健全な育成への支

目

援

生涯学習文化課 ・社

指

会教育関係団体の育成

し

と自立支援及び協働に

ま

よる事業開催の推進

【

す

滝沢市主体】 ・社会教

 

育、生涯学習にかかわ

基

る住民要望への相談対

本

応、関係団体との連絡

　
施

調整

策

事      

　

 業       名

０

事業の意図やねらい（

４

成果や効果）の達成状

 

況

成人教育事業 【事業

 

意図・ねらい】社会教

 

育・生涯学習指導者や

地

地域づくりリーダーの

域

資質向

上を図ります。

　
力

【達成状況】女性リー

基

ダー研修や子ども会育

盤

成会指導者研修を行い

醸

ました。

（重点事業）

成

継続区分 会計・款・項

、

・目 平成27年度の事

文

業概要（実績）
・市地

化

域女性団体リーダー研

芸

修会の開催継続 一般・

術

10款・5項・1目
・

　
と

青少年体験活動ボラン

社

ティア養成セミナーの

会

開催
事    業  

教

  主    体 ・東

育

北地区子ども会育成研

の

究協議会への派遣

生涯

推

学習文化課 ・子ども会

進

育成連合会指導者研修会の開催（共催）

【協働事業】

滝沢市地域婦

０

人協議会他

事       業       名 事業の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

成人式開催事業 【事業意図・ねらい】次世代の社会を担う若者たちの新しい門出

事

を祝福するとと

もに、

５

 

滝沢市の発展のため、

 

若き原動力となるよう

 

社会参加意識を高め、

 

新成人

の自覚と誇りを

 

喚起することを目的と

 

しています。

【達成状

 

況】人生の節目である

業

二十歳に式を催しまし

 

た。

継続区分 会計・款

 

・項・目 平成27年度

 

 

の事業概要（実績）
滝

 

沢市新成人のつどいを

 

開催しました。継続 一

 

般・10款・5項・1

 

目

事    業   

名

 主    体
生涯学

事

習文化課

【協働事業】

業

滝沢市新成人のつどい

の

実行委員会

意

事   
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平 績

目

源

決   研修参加者負

○

担金【その他】投 年度

全

別事業費 566 577

体

625 324   
  

事

資 内 特定財源 50 46

業

62 71
算   

  指

期

訳 一般財源 516 53

間

1 563 253

額標 他

活

団体事業負担額

社

報

会教育指導員人数 3 4

告

4 3   平成27年度

平

～平成30年度標
動 3

成

4 4 3値 単 位 人

／指
実

2

標 績 単 位

決投 年度別事

4

業費 6,738 8,9

年

85 8,988 6,8

度

50

資 内 特定財源
算

指

～

訳 一般財源 6,738

成
平

8,985 8,988

成

6,850

額標 他団体

2

事業負担額

7年

項

度

       目 平成

（

24年度 平成25年度

単

平成26年度 平成27

位

年度 備       

 

考

目 ○全体事業期間活

2

 

女性リーダー研修開催

千

回数 2 2 2 2   平成

円

27年度～平成30年

）

度標
動 2 2 2 2値 単 位 回

／指 青少年体験活動指導者養成研修 5 5 5 5
実 開催回数

標 0 0 0 0績 単 位 回

決投 年度別事業費 42 28 33 53

資 内 特定財源
算

指 訳

7

一般財源 42 28 33 53

額標 他団体事業負担額

項       目 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備       考

目 ○全体事業期間活 対象者

年

数に対する出席率（過去 70 73 73 73   平成27年度～平成30年度標 ５年平均出席率換算）
動 69 73.6 70.4 72.9値 単 位 ％

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費 8

項

24 797 800 1,

 

887

資 内 特定財源
算

度

 

指 訳 一般財源 824 7

 

97 800 1,887

 

額標 他団体事業負担額

   

項     

目

  目 平成24年度 平

平

成25年度 平成26年

成

度 平成27年度 備  

2

     考

目 ○全体

事

4

事業期間活 生涯学習情

年

報（広報たきざわ） 1

度

2 12 12 12   平

平

成27年度～平成30

成

年度標 の発行回数
動 1

2

2 12 12 12値 単 位

5

回

／指 たきざわ学びフ

年

ェスタ参加者数 300

度

300 300 300
実

平

標 255 255 305

業

成

333績 単 位 人

決投 年

2

度別事業費 208 10

6

9 272 389

資 内 特

年

定財源 58
算

指 訳 一般

度

財源 208 109 21

平

4 389

額標 他団体事

成

業負担額

27

項 

年

      目 平成2

実

度

4年度 平成25年度 平

備

成26年度 平成27年

 

度 備       考

 

目 ○全体事業期間活 青

 

少年を対象とした主催

 

体験セ 2 2 2 2   平

 

成27年度～平成30

 

年度標 ミナーの開催数

 

動 2 2 2 2値 単 位 回

／

考

指
実

標 績 単 位 ○特定財
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図

化課 ・子ども会会報「

や

すくすく」発行

【協働

ね

事業】 ・ジュニアリー

ら

ダーの育成

滝沢市子ど

い

も会育成連合会 ・夢灯

（

りの開催

成

事    

果

   業      

や

 名 事業の意図やねら

効

い（成果や効果）の達

 

果

成状況

滝沢市少年団体

）

指導員協議会補助事業

の

【事業意図・ねらい】

達

自然体験活動を通じた

成

青少年健全育成と地域

状

活性化を促進

を図りま

況

す。

【達成状況】滝沢

青

市少年団体指導員協議

少

会活動を支援しました

年

。

継続区分 会計・款・

一

対

項・目 平成27年度の

策

事業概要（実績）
補助

事

金交付　34千円継続

業

一般・10款・5項・

【

1目
<協議会活動内容

事

>
事    業   

業

 主    体 ・友遊

意

親子キャンプ

生涯学習

図

文化課 ・冬のプレイス

・

クール

【協働事業】 ・

人

ね

教育委員会事業・各地

ら

域活動への指導者派遣

い

滝沢市少年団体指導員

】

協議会

学

事     

齢

  業       

児

名 事業の意図やねらい

童

（成果や効果）の達成

生

状況

滝沢市青少年育成

徒

市民会議補助事業 【事

一

等

業意図・ねらい】青少

の

年体験活動の機会拡充

青

を図ります。

【達成状

少

況】少年少女のバス交

年

流事業を実施し、参加

参

児童のかけがえのない

加

夏休

みの思い出作りと

型

成長を図ることができ

活

ました。

継続区分 会計

動

・款・項・目 平成27

人

を

年度の事業概要（実績

通

）
補助金交付　140

じ

千円継続 一般・10款

た

・5項・1目
<活動内

青

容>
事    業  

少

  主    体 ・少

年

年少女のバス交流事業

の

の開催

生涯学習文化課

健

・青少年健全育成関係

全

者懇談会の開催

【協働

が

育

事業】

滝沢市青少年育

成

成市民会議

を目指します。

【

学

達成状況】青少年健全

ぶ

育成標語募集等広く青

よ

少年体験活動の場を提

政 ろ

供するとと

もに、標語

こ

入選作品を市内2か所

び

に看板を設置しました

を

。

継続区分 会計・款・

実

項・目 平成27年度の

感

事業概要（実績）
・少

で

年少女のバス交流事業

き

への職員派遣をしまし

る

た。継続 一般・10款

ま

・5項・1目
・青少年

策 ち

育成市民会議の活動支

を

援を行いました。
事 

目

   業    主 

指

   体 ・啓発看板を

し

市内に2基設置しまし

ま

た。

生涯学習文化課 ・

す

青少年問題協議会を開

 

催しました。

【協働事

基

業】

滝沢市青少年育成

本

市民会議

　
施

事    

策

   業      

　

 名 事業の意図やねら

０

い（成果や効果）の達

４

成状況

滝沢市教育振興

 

運動推進協議会交付金

 

【事業意図・ねらい】

 

地域の教育課題解決や

地

全県共通課題「情報メ

域

ディアとの上

手な付き

　
力

合い方」に関する意識

基

啓発を目指します。
事

盤

業 【達成状況】子ども

醸

と家庭、学校、地域、

成

市行政の5者が相互連

、

携した教育振興

（重点

文

事業） 運動を展開し「

化

明るくかしこくたくま

芸

しい子どもの育成」に

術

取り組みました。

継続

　
と

区分 会計・款・項・目

社

平成27年度の事業概

会

要（実績）
交付金69

教

5千円継続 一般・10

育

款・5項・1目
<協議

の

会活動内容>
事   

推

 業    主   

進

 体 ・総会、教育振興運動市民大会

生涯学習文化課 ・各実践区活動

０

（市内小中学校全11実践区）

【協働事業】 ・研修会派遣

滝沢市教育振興運動推進協議会 　管内教振実践区等リーダー研修会、管内家庭教育子育て支援研修会等

事      

事

 業       名

５

 

事業の意図やねらい（

 

成果や効果）の達成状

 

況

滝沢市子ども会育成

 

連合会補助事業 【事業

 

意図・ねらい】子ども

 

会育成者の資質向上と

 

子ども会活動の活性化

業

を目指

します。

【達成

 

状況】滝沢市子ども会

 

育成連合会活動を支援

 

 

しました。

継続区分 会

 

計・款・項・目 平成2

 

7年度の事業概要（実

 

績）
補助金交付　81

 

千円継続 一般・10款

名

・5項・1目
<連合会

事

活動内容>
事    

業

業    主    

の

体 ・子ども会育成会指

意

導者研修会

生涯学習文
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平 績

目

5 29値 単 位 人

／指
実

○

標 績 単 位

決投 年度別事

全

業費 140 140 14

体

0 140

資 内 特定財源

事

算
指 訳 一般財源 140

業

140 140 140

額

期

標 他団体事業負担額

間活 青

報

少年健全育成啓発看板

告

の設置 2 2 2 2   平

平

成27年度～平成30

成

年度標 数
動 2 2 2 2値

2

単 位 ヶ所

／指
実

標 績 単

4

位

決投 年度別事業費 1

年

84 168 171 19

度

2

資 内 特定財源
算

指 訳

～

一般財源 184 168

成
平

171 192

額標 他団

成

体事業負担額

27年

項       目 平

度

成24年度 平成25年

（

度 平成26年度 平成2

単

7年度 備      

位

 考

目 ○全体事業期間

 

活 たきざわ学びフェス

2

 

タ参加者数 300 30

千

0 300 300   平

円

成27年度～平成30

）

年度標
動 255 255 305 333値 単 位 人

／指
実

標 績 単 位 ○特定財源

決   学びを通じた被災地の地域コ投 年度別事業費 1,152 1,038 961 87

7

0   ミュニティ再生支援事業【県
  】資 内 特定財源 570 363 266 368

算   
  指 訳 一般財源 582 675 695 502

額標 他団体事業負担額

項     

年

  目 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備       考

目 ○全体事業期間活 指導者研修会開催回数 2 2 2 2   平成27年度～平成30年度標
動 2 1 1 1

項

値 単 位 回

／指 指導者研

 

修会参加者人数 400

度

 

400 400 400
実

 

標 185 150 150

 

227績 単 位 人

決投 年

 

度別事業費 50 81 8

 

1 81

資 内 特定財源
算

 

指 訳 一般財源 50 81

目

81 81

額標 他団体事

平

業負担額

成2

項 

事

4

      目 平成2

年

4年度 平成25年度 平

度

成26年度 平成27年

平

度 備       考

成

目 ○全体事業期間活 指

2

導員活動回数（主催事

5

業・派 30 30 30 3

年

0   平成27年度～

度

平成30年度標 遣含む

平

）
動 32 30 30 30

業

成

値 単 位 回

／指 指導員人

2

数 20 20 20 20
実

6

標 17 15 15 15績

年

単 位 人

決投 年度別事業

度

費 34 34 34 34

資

平

内 特定財源
算

指 訳 一般

成

財源 34 34 34 34

2

額標 他団体事業負担額

7年

実

度

項     

備

  目 平成24年度 平

 

成25年度 平成26年

 

度 平成27年度 備  

 

     考

目 ○全体

 

事業期間活 少年少女の

 

バス交流事業参加者 3

 

0 30 30 30   平

 

成27年度～平成30

考

年度標 数
動 35 30 3
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図

  名 事業の意図やね

や

らい（成果や効果）の

ね

達成状況

成人教育講座

ら

開設事業 【事業意図・

い

ねらい】滝沢の地域資

（

産について学ぶ機会の

成

充実による郷土理解推

果

進を図ります。

【達成

や

状況】「たきざわ検定

効

」を成人教育講座とし

 

果

て開催。座学・現地研

）

修によ

る対策講座を2

の

回、それに基づく検定

達

を1回行いました。

継

成

続区分 会計・款・項・

状

目 平成27年度の事業

況

概要（実績）
たきざわ

滝

検定講座継続 一般・1

沢

0款・5項・1目
・座

市

学現地研修対策講座2

一

地

回
事    業   

域

 主    体 ・検定

婦

試験（初級と中級）1

人

回

生涯学習文化課

【滝

協

沢市主体】

議

事   

会

    業     

補

  名 事業の意図やね

助

らい（成果や効果）の

事

達成状況

放課後子ども

人

業

教室推進事業 【事業意

【

図・ねらい】放課後や

事

土曜日等の週末におけ

業

る子ども達の体験活動

意

の充

実を図ります。

【

図

達成状況】地域住民の

・

協力により住民協働の

ね

放課後児童対策を推進

ら

することが

（重点事業

い

） できました。

継続区

一

】

分 会計・款・項・目 平

女

成27年度の事業概要

性

（実績）
市内2ヶ所に

の

開設しました。継続 一

社

般・10款・5項・1

会

目
・たきざわっ子いき

参

いきクラブ（公益財団

画

法人滝沢市体育協会）

交

【142回】
事   

流

 業    主   

人

や

 体 ・チャグホ塾（放

地

課後子ども教室チャグ

域

ホ塾実行委員会）【1

課

41回】

生涯学習文化

題

課

【他団体事業主体】

の

公益財団法人　滝沢市

解

体育協会　他

決促進

が

を図る女性社会

教育指

学

導者・地域づくりリー

ぶ

ダー育成支援を図りま

よ

す。

【達成状況】滝沢

政 ろ

市地域婦人協議会活動

こ

を支援し、同会の各種

び

研修活動の充実を

図る

を

ことができました。

継

実

続区分 会計・款・項・

感

目 平成27年度の事業

で

概要（実績）
補助金交

き

付　95千円継続 一般

る

・10款・5項・1目

ま

<協議会活動内容>
事

策 ち

    業    主

を

    体 ・女性リー

目

ダー研修の開催

生涯学

指

習文化課 ・地域子育て

し

支援

【協働事業】 ・環

ま

境問題学習会等

滝沢市

す

地域婦人協議会 ・福祉

 

活動（募金等）

基

事 

本

      業   

　
施

    名 事業の意図

策

やねらい（成果や効果

　

）の達成状況

家庭教育

０

講座開設事業 【事業意

４

図・ねらい】家庭教育

 

に関する学習機会を提

 

供し、家庭教育力の向

 

上を

図ります。

【達成

地

状況】発達段階に応じ

域

た家庭・地域での教育

　
力

のあり方や、親の役割

基

、家庭

教育の重要性な

盤

どの講座を実施しまし

醸

た。

継続区分 会計・款

成

・項・目 平成27年度

、

の事業概要（実績）
家

文

庭における教育力の向

化

上のため、つぎのとお

芸

り事業を実施しました

術

。継続 一般・10款・

　
と

5項・1目
・幼児家庭

社

教育講座　　　市内9

会

保育園　　11講座　

教

977名
事    業

育

    主    体

の

・小中学校家庭教育学

推

級　市内10小中学校

進

 23講座　1,381名

生涯学習文化課

【滝沢市主体】

０

事       業       名 事業の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

少年教育講座開設事業 【事業意図・ねらい】郷土理解推進とふるさと滝沢を再発見・再創造し、伝統

事

を

受け継ぎ未来へと継

５

 

承ができる地域づくり

 

リーダー育成を図りま

 

す。

【達成状況】小学

 

生を対象としたふるさ

 

と滝沢や郷土いわての

 

地域資産に関する

体験

 

学習の機会を提供しま

業

した。

継続区分 会計・

 

款・項・目 平成27年

 

度の事業概要（実績）

 

 

以下の講座を開設しま

 

した。継続 一般・10

 

款・5項・1目
小学生

 

ふるさと滝沢探検講座

 

夏4回開催
事    

名

業    主    

事

体
生涯学習文化課

【滝

業

沢市主体】

の

事   

意

    業     
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平 績

目

度 平成25年度 平成2

○

6年度 平成27年度 備

全

       考

目 ○

体

全体事業期間活 登録児

事

童数 120 120 12

業

0 120   平成27

期

年度～平成30年度標

間

動 137 176 133

活

123値 単 位 人

／指
実

女

標 績 単 位 ○特定財源

決

報

性

  学びを通じた被災

リ

地の地域コ投 年度別事

ー

業費 825 850 80

ダ

7 870   ミュニテ

ー

ィ再生支援事業【県
 

研

 】（10/10）資

修

内 特定財源 850 80

開

7 870
算   

  指

催

訳 一般財源 825

額標

回

他団体事業負担額

告

数 2 2 2 2   平成2

平

7年度～平成30年度

成

標
動 2 2 2 2値 単 位 回

2

／指 女性リーダー研修

4

参加者人数 70 70 7

年

0 70
実

標 82 73 7

度

0 72績 単 位 人

決投 年

～

度別事業費 95 95 9

成
平

5 95

資 内 特定財源
算

成

指 訳 一般財源 95 95

2

95 95

額標 他団体事

7

業負担額

年度

項 

（

      目 平成2

単

4年度 平成25年度 平

位

成26年度 平成27年

 

度 備       考

2

 

目 ○全体事業期間活 講

千

座開設数 52 52 52

円

52   平成27年度

）

～平成30年度標
動 35 31 36 39値 単 位 回数

／指 受講者数 2,200 2,200 2,200 2,200
実

標 1,713 1,437 1,215 2,358

7

績 単 位 人 ○特定財源

決   学びを通じた被災地の地域コ投 年度別事業費 226 230 261 265   ミュニティ再生支援事業委託
  金【県】資 内 特定財源 262

算   
  指 訳 一般財源 226 230 261 3

額標 他団体

年

事業負担額

項       目 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備       考

目 ○全体事業期間活

項

講座開設数 4 4 4 4  

 

 平成27年度～平成

度

 

30年度標
動 4 4 5 4

 

値 単 位 講座

／指 受講者

 

数 100 100 100

 

100
実

標 96 97 1

 

03 44績 単 位 人 ○特

 

定財源

決   学びを通

目

じた被災地の地域コ投

平

年度別事業費 284 4

成

16 317 42   ミ

2

ュニティ再生支援事業

事

4

委託
  金【県】資 内

年

特定財源 12 13 14

度

40
算   

  指 訳 一

平

般財源 272 403 3

成

03 2

額標 他団体事業

2

負担額

5年

項  

度

     目 平成24

平

年度 平成25年度 平成

業

成

26年度 平成27年度

2

備       考

目

6

○全体事業期間活 講座

年

数（継続的実施） 6 6

度

6 6   平成27年度

平

～平成30年度標
動 5

成

3 3 3値 単 位 講座

／指

2

実
標 績 単 位 ○特定財源

7

決   講座受講者負担

年

金【その他】投 年度別

実

度

事業費 174 100 1

備

12 138   
  資

 

内 特定財源 27 11 8

 

算   
  指 訳 一般財

 

源 174 73 101 1

 

30

額標 他団体事業負

 

担額

  

項   

考

    目 平成24年
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図

割を決定し必要な改修

や

設計を行いました。

生

ね

涯学習文化課

【滝沢市

ら

主体】

い

事     

（

  業       

成

名 事業の意図やねらい

果

（成果や効果）の達成

や

状況

図書館管理運営事

効

業 【事業意図・ねらい

 

果

】住民の教養・調査研

）

究・レクリエーション

の

等に資すること

により

達

、生涯学習の推進を図

成

ります。

【達成状況】

状

図書の貸出、調べ学習

況

支援対応等により、学

青

習支援や学習機会・学

年

（重点事業） 習活動の

教

場の提供を行い、生涯

一

育

学習の推進を図りまし

交

た。

継続区分 会計・款

流

・項・目 平成27年度

事

の事業概要（実績）
・

業

図書等必要な資料を収

【

集・整理・保存し、住

事

民の利用に供しました

業

。継続 一般・10款・

意

5項・3目
・複合施設

図

への図書館移転に向け

人

・

、郷土資料を含め、新

ね

規図書資料購入を行い

ら

ま
事    業   

い

 主    体 した。

】

生涯学習文化課 ・図書

市

館協会会費　12,4

内

00円

【滝沢市主体】

の青

事       業

年

       名 事業

一

団

の意図やねらい（成果

体

や効果）の達成状況

移

の

動図書館車運行事業 【

活

事業意図・ねらい】図

動

書館から遠い利用者へ

の

図書サービスを提供し

特

ます。

【達成状況】市

性

内46ステーションを

を

月2回巡回し、遠隔地

い

の利用者へ図書サービ

人

か

スを提供しました。

継

し

続区分 会計・款・項・

た

目 平成27年度の事業

連

概要（実績）
移動図書

携

館車「かっこう号」を

を

次のとおり運行しまし

図

た。継続 一般・10款

り

・5項・3目
・市内6

ま

コース、46箇所を毎

す

月2回運行しました。

が

。

事    業    

【

主    体
生涯学習

達

文化課

【滝沢市主体】

成状況】青年教

学

育交流活動を推進しま

ぶ

した。

（重点事業）

継

よ

続区分 会計・款・項・

政 ろ

目 平成27年度の事業

こ

概要（実績）
・交流会

び

の開催（2回）継続 一

を

般・10款・5項・1

実

目
・青年層主催の自主

感

事業支援（2回）
事 

で

   業    主 

き

   体 （日曜朝市開

る

催、盛岡大学学園祭出

ま

店）

生涯学習文化課

【

策 ち

他団体事業主体】

滝沢

を

市内で活動する青年構

目

成団体

指

事     

し

  業       

ま

名 事業の意図やねらい

す

（成果や効果）の達成

 

状況

地域のための生涯

基

学習推進事業 【事業意

本

図・ねらい】地域課題

　
施

や教育課題に関するア

策

ンケート調査とその結

　

果分

析、生涯学習関連

０

施策立案を図ります。

４

【達成状況】第1次滝

 

沢市生涯学習推進計画

 

「学びプランたきざわ

 

」策定に伴う

市民アン

地

ケートの一環で実施し

域

、同計画を策定するこ

　
力

とができました。

継続

基

区分 会計・款・項・目

盤

平成27年度の事業概

醸

要（実績）
・市民アン

成

ケート調査によるニー

、

ズ把握と分析新規 一般

文

・10款・5項・1目

化

・第1次滝沢市生涯学

芸

習推進計画「学びプラ

術

ンたきざわ」策定と地

　
と

域課題解決支
事   

社

 業    主   

会

 体 援学習に関する生

教

涯学習関連施策の構築

育

生涯学習文化課

【協働

の

事業】

市民、地域、教

推

育・公共機関、生涯学

進

習関連施設

事       業     

０

  名 事業の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

公民館管理運営事業 【事業意図・ねらい】市民の学習と創造の場、コミュニティ活動の場として施設

を貸出すため、適正な維持管理を図っていきま

事

す。

【達成状況】継続

５

 

して生涯学習を支援す

 

ることが出来ました。

 

また、平成28年度

の

 

交流拠点複合施設の開

 

館以降における本施設

 

の方針について決定し

 

ました。

継続区分 会計

業

・款・項・目 平成27

 

年度の事業概要（実績

 

）
老朽化した各種設備

 

 

などの修繕を行い、施

 

設及び利用者の安全性

 

を確保し、サー継続 一

 

般・10款・5項・2

 

目
ビス向上を行いまし

名

た。また、交流拠点複

事

合施設の開館に伴い、

業

平成29年度以降
事 

の

   業    主 

意

   体 の本施設の役
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平 績

目 ○

項    

全

   目 平成24年度

体

平成25年度 平成26

事

年度 平成27年度 備 

業

      考

目 ○全

期

体事業期間活 図書の貸

間

出冊数 14,900 1

活

4,900 14,90

活

0 14,900   平

報

動

成27年度～平成30

回

年度標
動 15,241

数

15,702 16,0

0

98 15,088値 単

4

位 冊

／指 図書館利用者

4

数 3,700 3,70

4

0 3,700 3,20

 

0
実

標 3,113 3,

 

121 3,178 2,

平

997績 単 位 人

決投 年

告

成

度別事業費 2,147

2

2,012 2,217

7

2,091

資 内 特定財

年

源
算

指 訳 一般財源 2,

度

147 2,012 2,

～

217 2,091

額標

平

他団体事業負担額

成30

平

年度標
動 0 4 3 4値 単

成

位 回

／指
実

標 績 単 位

決

2

投 年度別事業費 21

資

4

内 特定財源
算

指 訳 一般

年

財源 21

額標 他団体事

度

業負担額

～
成

平

項 

成

      目 平成2

2

4年度 平成25年度 平

7

成26年度 平成27年

年

度 備       考

度

目 ○全体事業期間活 課

（

題解決講座の開催回数

単

0 0 0 0   平成27

位

年度～平成30年度標

 

動 0 0 0 0値 単 位 回

／

2

 

指 事業進捗度 0 0 0 1

千

0
実

標 0 0 0 10績 単

円

位 ％

決投 年度別事業費

）

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 ＜新規事業＞

額 ＜調整事業＞標 他団体事業負担額

項       目 平成

7

24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備       考

目 ○全体事業期間活 施設利用件数 2,200 2,200 2,200 2,200   平成27年度～平成28年度標
動 2,006 2,228 2,330 2,

年

293値 単 位 件

／指 施設利用者数 54,500 54,500 54,500 54,500
実

標 46,952 42,642 45,373 44,366績 単 位 人 ○特定財源

決   公民館

項

使用料【その他】他投

 

年度別事業費 17,2

度

 

95 16,581 15

 

,549 20,147

 

  
  資 内 特定財源

 

3,035 1,323

 

1,341 5,242

 

算   
  指 訳 一般財

目

源 14,260 15,

平

258 14,208 1

成

4,905

額標 他団体

2

事業負担額

事

4年

項

度

       目 平成

平

24年度 平成25年度

成

平成26年度 平成27

2

年度 備       

5

考

目 ○全体事業期間活

年

図書の貸出冊数 97,

度

000 97,000 1

平

00,000 100,

業

成

000   平成27年

2

度～平成30年度標
動

6

99,678 103,

年

353 98,178 9

度

9,167値 単 位 冊

／

平

指 図書館利用者数 26

成

,000 26,000

2

26,000 26,0

7

00
実

標 27,951

年

29,758 27,3

実

度

77 27,378績 単

備

位 人

決投 年度別事業費

 

20,587 20,6

 

81 31,919 29

 

,487

資 内 特定財源

 

算
指 訳 一般財源 20,

 

587 20,681 3

 

1,919 29,48

 

7

額標 他団体事業負担

考

額
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図

します。

【達成状況】

や

企画展や講座の開設に

ね

より、文化財愛護と郷

ら

土愛の精神が醸成され

い

、市の歴史理解が図ら

（

れました。

継続区分 会

成

計・款・項・目 平成2

果

7年度の事業概要（実

や

績）
・児童から成人ま

効

で対象を絞った企画展

 

果

や講座の開設、各種体

）

験講座を開催しま継続

の

一般・10款・5項・

達

4目
した。

事    

成

業    主    

状

体 ・遺物の再整理を行

況

い、収蔵展示の実施や

視

学校教材として活用さ

聴

れました。

生涯学習文

覚

化課

【滝沢市主体】

一

普及

事       業 

推

      名 事業の

進

意図やねらい（成果や

事

効果）の達成状況

埋蔵

業

文化財調査事業 【事業

【

意図・ねらい】埋蔵文

事

化財包蔵地と開発行為

業

との調整の円滑化を図

意

ります

。

【達成状況】

人

図

埋蔵文化財包蔵地と開

・

発行為との調整が円滑

ね

に行われました。

継続

ら

区分 会計・款・項・目

い

平成27年度の事業概

】

要（実績）
開発行為に

1

伴う埋蔵文化財包蔵地

6

の確認作業を実施しま

ミ

した。継続 一般・10

リ

款・5項・4目

事  

一

フ

  業    主  

ィ

  体
生涯学習文化課

ル

【滝沢市主体】

ム等の視聴覚資

人

料により視聴覚普及推

が

進を図

るとともに、視

学

聴覚資料を媒体として

ぶ

読書への興味の誘発を

よ

図ります。

【達成状況

政 ろ

】ミニシアター・映画

こ

会を実施し視聴覚普及

び

推進を図りました。

継

を

続区分 会計・款・項・

実

目 平成27年度の事業

感

概要（実績）
視聴覚普

で

及推進のため、次の事

き

業を実施しました。継

る

続 一般・10款・5項

ま

・3目
・子ども映画会

策 ち

　 2回　148名参

を

加
事    業   

目

 主    体 ・ミニ

指

シアター　11回　2

し

40名参加

生涯学習文

ま

化課

【滝沢市主体】

す
 

事       業 

基

      名 事業の

本

意図やねらい（成果や

　
施

効果）の達成状況

読書

策

普及推進事業 【事業意

　

図・ねらい】読み聞か

０

せ会等を通じて図書館

４

への関心を促します。

 

【達成状況】おはなし

 

会や手づくり絵本教室

 

、夏休みこども図書館

地

員等を実施し

、読書推

域

進を図りました。

継続

　
力

区分 会計・款・項・目

基

平成27年度の事業概

盤

要（実績）
読書普及推

醸

進のため次の事業を実

成

施しました。継続 一般

、

・10款・5項・3目

文

・おはなし会　2回　

化

56名参加
事    

芸

業    主    

術

体 ・手づくり絵本教室

　
と

　3回実施延べ30名

社

参加

生涯学習文化課 ・

会

図書館体験学習（子ど

教

も図書館員）7名参加

育

【滝沢市主体】

の

事 

推

      業   

進

    名 事業の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

埋蔵文化

０

財センター管理運営事業 【事業意図・ねらい】埋蔵文化財センター及び史跡公園の適切な管理を図ります

。

【達成状況】埋蔵文化財センター及び史跡公園の適切な管理を図りました。

継続区分 会計・款

事

・項・目 平成27年度

５

 

の事業概要（実績）
埋

 

蔵文化財センターと史

 

跡公園の適切な管理を

 

行い、収蔵資料の保全

 

管理と公開継続 一般・

 

10款・5項・4目
に

 

努めました。
事   

業

 業    主   

 

 体
生涯学習文化課

【

 

滝沢市主体】

 

 

事  

 

     業    

 

   名 事業の意図や

 

ねらい（成果や効果）

 

の達成状況

埋蔵文化財

名

センター教育普及事業

事

【事業意図・ねらい】

業

企画展や講座開設を通

の

じて、文化財愛護と郷

意

土愛精神の醸

成を目指
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平 績

目

もよかった｣の回答数

○

動 98 98 98 98値

全

単 位 ％

／指
実

標 績 単 位

体

○特定財源

決   史跡

事

等総合活用支援推進事

業

業投 年度別事業費 6,

期

068 5,826 6,

間

897 5,535   

活

費補助金【国】（1/

図

2）
  資 内 特定財源

報

書

2,645 2,790

の

3,378 2,718

貸

算   
  指 訳 一般財

出

源 3,423 3,03

冊

6 3,519 2,81

数

7

額標 他団体事業負担

9

額

7,

項    

0

   目 平成24年度

告

0

平成25年度 平成26

0

年度 平成27年度 備 

9

      考

目 ○全

7

体事業期間活 本調査・

,

有無確認調査・試掘調

0

10 10 10 10   

0

平成26年度～平成3

0

0年度標 査の数
動 10

1

6 13 38値 単 位 件

／

0

指
実

標 績 単 位 ○特定財

平

0

源

決   岩手県埋蔵文

,

化財事務処理交投 年度

0

別事業費 289 283

0

431 147   付金

0

【県】
  資 内 特定財

1

源 49 113 69 1
算

0

  
  指 訳 一般財源

0

240 170 362 1

,

46

額標 他団体事業負

0

担額

成

00   平成27年度

2

～平成30年度標
動 9

4

9,678 103,3

年

53 98,178 99

度

,167値 単 位 冊

／指

～

図書館利用者数 26,

成
平

000 26,000 2

成

6,000 26,00

2

0
実

標 27,951 2

7

9,758 27,37

年

7 27,378績 単 位

度

人

決投 年度別事業費 1

（

82 191 167 12

単

9

資 内 特定財源
算

指 訳

位

一般財源 182 191

 

167 129

額標 他団

2

 

体事業負担額

千円）

項       目 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備       考

目 ○全体事業期間活 図書の貸出冊数 97,000 97,000

7

100,000 100,000   平成27年度～平成30年度標
動 99,678 103,353 98,178 99,167値 単 位 冊

／指 図書館利用者数 26,000 26,000 26,000 26,000
実

標 27,95

年

1 29,758 27,377 27,378績 単 位 人 ○特定財源

決   講座受講者負担金【その他】投 年度別事業費 218 167 120 129   
  資 内 特定財源 13 10 7 6

算

項

  
  指 訳 一般財源

 

205 157 113 1

度

 

23

額標 他団体事業負

 

担額

  

項   

 

    目 平成24年

 

度 平成25年度 平成2

目

6年度 平成27年度 備

平

       考

目 ○

成

全体事業期間活 埋蔵文

2

化財センター年間利用

事

4

者 3,100 3,10

年

0 3,100 3,10

度

0   平成26年度～

平

平成30年度標 数
動 2

成

,020 3,137 2

2

,277 1,756値

5

単 位 人

／指
実

標 績 単 位

年

○特定財源

決   埋蔵

度

文化財センター使用料

平

【投 年度別事業費 5,

業

成

754 5,380 7,

2

323 5,735   

6

その他】
  資 内 特定

年

財源 84 79 47 31

度

算   
  指 訳 一般財

平

源 5,670 5,30

成

1 7,276 5,70

2

4

額標 他団体事業負担

7

額

年

実

度

項    

備

   目 平成24年度

 

平成25年度 平成26

 

年度 平成27年度 備 

 

      考

目 ○全

 

体事業期間活 来館者ア

 

ンケート｢皆様の声｣

 

の 98 98 98 98  

 

 平成26年度～平成

考

30年度標 設問｢とて
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図

団や中学校・高等学校

や

・大学の吹奏楽部

の発

ね

表披露と市民への鑑賞

ら

機会提供を図ります。

い

【達成状況】滝沢市吹

（

奏楽ジョイントコンサ

成

ートを開催しました。

果

継続区分 会計・款・項

や

・目 平成27年度の事

効

業概要（実績）
第6回

 

果

滝沢市吹奏楽ジョイン

）

トコンサートの開催継

の

続 一般・10款・5項

達

・5目

事    業 

成

   主    体
生

状

涯学習文化課

【滝沢市

況

主体】

芸

事     

術

  業       

祭

名 事業の意図やねらい

一

開

（成果や効果）の達成

催

状況

滝沢村史編纂事業

事

【事業意図・ねらい】

業

滝沢市制誕生を記念し

【

、滝沢の歴史を明らか

事

にし魅力ある

郷土を後

業

世に伝えるため記念誌

意

を作成します。

【達成

図

状況】作成準備を進め

・

ているところです。

継

人

ね

続区分 会計・款・項・

ら

目 平成27年度の事業

い

概要（実績）
各執筆者

】

が原稿を作成、編集中

市

継続 一般・10款・5

民

項・5目

事    業

の

    主    体

文

生涯学習文化課

【滝沢

化

市主体】

芸

一

術活動の成果を発表す

人

る機会であり、広く市

が

民に芸術鑑賞の機会を

学

提供することにより、

ぶ

文化芸術の振興を目指

よ

します。

【達成状況】

政 ろ

市教育委員会と市芸術

こ

文化協会の共催で、各

び

部門（展示・邦楽・洋

を

（重点事業） 楽・演劇

実

）を開催しました。

継

感

続区分 会計・款・項・

で

目 平成27年度の事業

き

概要（実績）
芸術祭た

る

きざわの開催継続 一般

ま

・10款・5項・5目

策 ち

・芸術文化協会主管に

を

よる事業運営
事   

目

 業    主   

指

 体 ・芸術文化協会組

し

織体制強化のための支

ま

援

生涯学習文化課

【協

す

働事業】

滝沢市芸術文

 

化協会

基

事     

本

  業       

　
施

名 事業の意図やねらい

策

（成果や効果）の達成

　

状況

伝統文化支援事業

０

【事業意図・ねらい】

４

民俗・郷土芸能の伝承

 

に取り組んでいる保存

 

会の活動を広

く市民に

 

理解していただくこと

地

と、活動の成果を発表

域

する機会の充実を図り

　
力

ます

。

（重点事業） 【

基

達成状況】民俗・郷土

盤

芸能の愛護意識の醸成

醸

を図られました。

継続

成

区分 会計・款・項・目

、

平成27年度の事業概

文

要（実績）
・滝沢市郷

化

土芸能まつりを開催し

芸

ました。継続 一般・1

術

0款・5項・5目
・各

　
と

郷土芸能保存団体によ

社

る後継者の育成に取り

会

組みました。
事   

教

 業    主   

育

 体
生涯学習文化課

【

の

協働事業】

郷土芸能保

推

存団体、茶道協会

進

事       業       名 事業の意

０

図やねらい（成果や効果）の達成状況

文化財・天然記念物保護事業 【事業意図・ねらい】文化財の適切な保護と活用を図る。

【達成状況】指定文化財の定期的な巡回、周辺の環境整備を実施し、文化財

事

の適

切な保護と活用に

５

 

努めました。

継続区分

 

会計・款・項・目 平成

 

27年度の事業概要（

 

実績）
・市指定文化財

 

の定期的な巡回と、周

 

辺の環境整備の実施継

 

続 一般・10款・5項

業

・5目
・市指定文化財

 

展の開催
事    業

 

    主    体

 

 

・餓死供養塔の整備

生

 

涯学習文化課

【滝沢市

 

主体】

 

事     

 

  業       

名

名 事業の意図やねらい

事

（成果や効果）の達成

業

状況

芸術文化ふれあい

の

事業 【事業意図・ねら

意

い】市内小学校吹奏楽
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平 績

目

額

○全体事業期間活 芸

報

術祭出品・出演者及び

告

来場者 3,200 3,

平

200 3,200 3,

成

200   昭和48年

2

度～平成30年度標 数

4

動 1,267 1,63

年

2 1,430 1,70

度

0値 単 位 人

／指
実

標 績

～

単 位

決投 年度別事業費

成
平

352 327 346 3

成

20

資 内 特定財源
算

指

2

訳 一般財源 352 32

7

7 346 320

額標 他

年

団体事業負担額

度

（単

項       目

位

平成24年度 平成25

 

年度 平成26年度 平成

2

 

27年度 備     

千

  考

目 ○全体事業期

円

間活 伝統文化関連事業

）

開催数 1 1 1 1   昭和55年度～平成30年度標
動 1 1 1 1値 単 位 回

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費 600 600 600 658

資 内 特定財源
算

指 訳 一般

7

財源 600 600 600 658

額標 他団体事業負担額

項       目 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備       考

目 ○全体事業期間活 指

年

定文化財巡回回数 2 2 2 2   平成20年度～平成30年度標
動 2 2 2 2値 単 位 件

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費 242 264 2,390 248

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 2

項

42 264 2,390

 

248

額標 他団体事業

度

 

負担額

  

項  

 

     目 平成24

 

年度 平成25年度 平成

 

26年度 平成27年度

目

備       考

目

平

○全体事業期間活 吹奏

成

楽ジョイントコンサー

2

ト入 0 400 400 5

事

4

00   平成22年度

年

～平成30年度標 場者

度

数
動 0 400 500 5

平

00値 単 位 人

／指
実

標

成

績 単 位

決投 年度別事業

2

費 1,870 1,60

5

0 1,660 1,52

年

9

資 内 特定財源 266

度

算
指 訳 一般財源 1,6

平

04 1,600 1,6

業

成

60 1,529

額標 他

2

団体事業負担額

6年度

項       目

平

平成24年度 平成25

成

年度 平成26年度 平成

2

27年度 備     

7

  考

目 ○全体事業期

年

間活 「滝沢の歩み」作

実

度

成委員会開催 0 0 3 3

備

  平成25年度～平

 

成28年度標 回数
動 0

 

0 3 3値 単 位 回

／指
実

 

標 績 単 位

決投 年度別事

 

業費 301 2,519

 

2,394

資 内 特定財

 

源
算

指 訳 一般財源 30

 

1 2,519 2,39

考

4

額標 他団体事業負担
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図やねらい（成果や効

 

果）の達成状況

民具調

一

査報告書作成事業 【事

人

業意図・ねらい】民具

一

保管庫の維持管理を図

人

ります。

【達成状況】

が

民具保管庫の維持管理

学

を行うことができまし

ぶ

た。

継続区分 会計・款

よ

・項・目 平成27年度

政 ろ

の事業概要（実績）
民

こ

具保管庫の管理継続 一

び

般・10款・5項・5

を

目

事    業   

実

 主    体
生涯学

感

習文化課

【滝沢市主体

で

】

き

事       

る

業       名 事

ま

業の意図やねらい（成

策 ち

果や効果）の達成状況

を

社会教育指導員（講座

目

指導）設置事業 平成2

指

4年度事業実績報告書

し

参照

継続区分 会計・款

ま

・項・目 平成27年度

す

の事業概要（実績）
平

 

成24年度完了事業完

基

了 一般

事    業 

本

   主    体
生

　
施

涯学習文化課

【滝沢市

策

主体】

　

事     

０

  業       

４

名 事業の意図やねらい

 

（成果や効果）の達成

 

状況

埋蔵文化財センタ

 

ー環境保全啓発事業 平

地

成24年度事業実績報

域

告書参照

継続区分 会計

　
力

・款・項・目 平成27

基

年度の事業概要（実績

盤

）
平成24年度完了事

醸

業完了 一般

事    

成

業    主    

、

体
生涯学習文化課

【滝

文

沢市主体】

小 

化

          

芸

          

術

        計

　
と社会教育の推進

０

事

５

       業  

 

     名 事業の意
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平 績

目 ○全体事業期間活 民

報

具調査報告書の刊行数

告

0 0 0 0   平成10

平

年度～平成30年度標

成

動 0 0 0 0値 単 位 冊

／

2

指
実

標 績 単 位

決投 年度

4

別事業費 297 345

年

10

資 内 特定財源
算

指

度

訳 一般財源 297 34

～

5 10

額標 他団体事業

成
平

負担額

成2

項  

7

     目 平成24

年

年度 平成25年度 平成

度

26年度 平成27年度

（

備       考

目

単

○全体事業期間活 社会

位

教育指導員（講座指導

 

）人 1   平成24年

2

 

度～平成24年度標 数

千

動 1値 単 位 人

／指
実

標

円

績 単 位

決投 年度別事業

）

費 2,212

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 2,212

額標 他団体事業負担額

項       目 平成2

7

4年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備       考

目 ○全体事業期間活 来館者アンケート｢皆様の声｣の 98   平成20年度～平成24年度標 設問｢とてもよかった｣の回答数
動 98値 単 位 ％

／指
実

標 績 単

年

位

決投 年度別事業費 901

資 内 特定財源 900
算

指 訳 一般財源 1

額標 他団体事業負担額

項       目 平成24年度 平成25年度 平

項

成26年度 平成27年

 

度 備       考

度

 

決投 年度別事業費 12

 

5,508 127,1

 

43 143,919 1

 

35,229

資 内 特定

 

財源 13,986 11

 

,614 12,353

目

16,137
算

指 訳 一

平

般財源 111,522

成

115,529 131

2

,566 119,09

事

4

2

額標 他団体事業負担

年

額

度 平成25年度 平

業

成26年度 平成27年

実

度 備       考
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進

社会人

サッカー選手権

し

大会を成功させました

て

。

継続区分 会計・款・

い

項・目 平成27年度の

く

事業概要（実績）
競技

中

施設となる芝生の維持

で

管理を行い、リハーサ

、

ル大会を成功させまし

市

た。新規 一般・8款・

民

4項・4目

事    

 

の

業    主    

運

体
スポーツ推進課

【滝

動

沢市主体】

・

事   

ス

    業     

ポ

  名 事業の意図やね

ー

らい（成果や効果）の

ツ

達成状況

総合公園体育

へ

館改修事業 【事業意図

の

・ねらい】滝沢総合公

一

関

園体育館の経年劣化や

心

法改正への対応と防災

が

機

能向上のため、改修

高

工事を行い、防災拠点

ま

機能の充実を図ります

っ

。

【達成状況】滝沢総

て

合公園体育館の経年劣

き

化、法改正に対応する

て

ための工事のほ

か、防

お

災機能向上を目的とし

人

り

て改修工事を実施しま

、

した。

継続区分 会計・

市

款・項・目 平成27年

民

度の事業概要（実績）

が

改修工事を行いました

親

。継続 一般・8款・4

し

項・4目

事    業

み

    主    体

や

スポーツ推進課

【滝沢

す

市主体】

一

い環

境づくりや健康づ

人

くりの運動を推進して

が

いく必要があります。

学

・スポーツを通しての

ぶ

自己実現や健康推進を

よ

目的として、幼児から

政 ろ

高齢者までのあらゆる

こ

世代、初心者から競技

び

スポーツ選

手のすべて

を

の市民が気軽に楽しめ

実

るスポーツ社会を目指

感

します。

基本計画期間

で

内の取り組みと方針の

き

うち、平成27年度の

る

重点課題の達成（実現

ま

）状況

Ａ 達成した

【重

策 ち

点課題】

・スポーツ推

を

進委員の育成、支援や

目

（公財）滝沢市体育協

指

会等の関係機関との連

し

携について

・体育施設

ま

の適正管理と併せ、防

す

災機能強化と国体開催

 

に向け総合公園体育館

基

の改修事業の対応につ

本

いて

【重点課題に対す

　
施

る達成状況】

・滝沢市

策

スポーツ推進委員協議

　

会及び（公財）滝沢市

０

体育協会に運営費補助

５

金を交付し、支援に努

 

めました。

・指定管理

 

者により体育施設の適

 

正な管理を実施すると

み

ともに、総合公園体育

ん

館の改修工事を実施し

　
な

ました。

が

事    

主

   業      

役

 名 事業の意図やねら

の

い（成果や効果）の達

ス

成状況

総合公園体育施

ポ

設管理運営事業 【事業

ー

意図・ねらい】市民に

ツ

スポーツ・レクリエー

ま

ション活動に親しむ場

　
ち

を提供

することにより

づ

、生涯スポーツの推進

く

を図り、また健康で心

り

豊かな生きがいある

生活を営むための一助となることを目的とし、管理運営を実施します。

【達成状況】事業意図に沿った、適切な管理運営を実施しました

０

。

継続区分 会計・款・項・目 平成27年度の事業概要（実績）
施設利用者が心地よく運動

基

できる場を提供しまし

本

た。継続 一般・8款・

施

4項・4目
・施設設備

策

の維持管理
事    

が

業    主    

４

体 ・施設利用者のニー

５

年

ズ把握と対応

スポーツ

間

推進課 ・施設利用の日

で

程調整

【他団体事業主

め

体】

（公財）滝沢市体

ざ

育協会

す

事     

姿

  業       

・

名 事業の意図やねらい

健

（成果や効果）の達成

康

状況

総合公園陸上競技

 

志

場維持管理事業 【事業

向

意図・ねらい】平成2

や

8年に開催する「第7

国

1回国民体育大会」サ

体

ッカー女子

競技の開催

の

に向けて会場の維持管

開

理を行います。

【達成

催

状況】適切な維持管理

を

を行い、本大会のリハ

推

ーサル大会である全国
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平 績

支

平成25年度 平成26

援

年度 平成27年度 備 

の

      考

目 ○全

た

体事業期間活 長寿命化

め

改修 0 0 0 1   平成

、

26年度～平成27年

滝

度標
動 0 0 0 1値 単 位

沢

１施設

／指
実

標 績 単 位

市

○特定財源

決   緊急

ス

防災・減災事業債投 年

報

ポ

度別事業費 325,5

ー

61   
  資 内 特定

ツ

財源 317,600
算

推

  
  指 訳 一般財源

進

7,961

額標 他団体

委

事業負担額

員への育

告

成支援に取り組みまし

平

た。

・総合型地域スポ

成

ーツクラブの更なる活

2

動の充実に向け、スポ

4

ーツクラブへの支援に

年

取り組みました。

・学

度

校体育施設開放事業に

～

ついて、学校、教育委

成
平

員会、利用団体運営委

成

員会と連携して、利用

2

促進に取り組みました

7

。

・生涯スポーツ推進

年

に向け、第１次滝沢市

度

スポーツ推進計画を策

（

定しました。

・第７１

単

回国民体育大会サッカ

位

ー女子競技開催に向け

 

、希望郷いわて国体滝

2

 

沢市実行委員会総会を

千

開催し、大会成功に向

円

け

た事業計画を作成す

）

るとともに、機運醸成のため様々なＰＲ活動に取り組みました。

平成29年度方針策定に際し、今後の方向性や引継課題

Ｂ 課題あり

【今後の方向性】

国体終

7

了後も、市民の運動・スポーツへの関心が高まるよう、取組を継続させていきます。

【引継課題】

国体終了後に

基

高い関心を継続させ、

本

健康増進に向けた生涯

施

スポーツ推進を図る取

策

組が必要となります。

目

年

標の

項     

達

  目 平成24年度 平

成

成25年度 平成26年

（

度 平成27年度 備  

実

     考

目 ○全体

現

事業期間活 年間利用件

）

数（個人使用を除く 3

に

,500 3,500 3

向

,500 2,900  

度

け

 平成27年度～平成

た

30年度標 、有料及び

計

減免使用件数）
動 2,

画

856 2,769 2,

期

665 1,115値 単

間

位 件

／指
実

標 績 単 位 ○

内

特定財源

決   総合公

の

園体育館使用料【その

取

投 年度別事業費 75,

り

290 75,757 6

事

組

5,448 65,16

み

9   他】他
  資 内

と

特定財源 11,564

方

10,596 10,5

針

50 6,808
算   

に

  指 訳 一般財源 63

つ

,726 65,161

い

54,898 58,3

て

61

額標 他団体事業負

の

担額

業

達成

項   

（

    目 平成24年

実

度 平成25年度 平成2

現

6年度 平成27年度 備

）

       考

目 ○

状

全体事業期間活 天然芝

況

緑化施設数 0 0 0 1  

Ａ

 平成27年度～平成

達

28年度標
動 0 0 0 1

実

成

値 単 位 施設

／指
実

標 績

し

単 位

決投 年度別事業費

た

15,931

資 内 特定

・

財源
算

指 訳 一般財源 1

指

5,931 ＜新規事業

導

＞

額標 他団体事業負担

者

額

の育

項    

成

   目 平成24年度
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い

を図るため、支援を行

（

いました。

継続区分 会

成

計・款・項・目 平成2

果

7年度の事業概要（実

や

績）
体育協会が実施す

効

る以下の事業について

果

支援を行いました。継

）

続 一般・10款・6項

の

・1目
・市民体育祭及

達

びスポーツフェスティ

 

成

バルの実施
事    

状

業    主    

況

体 ・スポーツ人口を拡

総

大するための事業の検

合

討及び企画

スポーツ推

公

進課 ・競技スポーツの

園

充実強化

【協働事業】

陸

・種目別協会の支援

（

上

公財）滝沢市体育協会

競

一

技

事       業

場

       名 事業

改

の意図やねらい（成果

修

や効果）の達成状況

滝

事

沢市スポーツ少年団補

業

助事業 【事業意図・ね

平

らい】青少年のスポー

成

ツ振興と心身の健全育

2

成を目指し、滝沢市

ス

6

ポーツ少年団に補助金

人

年

を交付します。

【達成

度

状況】スポーツ少年団

事

が実施する各種事業の

業

充実強化が図られるよ

実

う支援

を行いました。

績

継続区分 会計・款・項

報

・目 平成27年度の事

告

業概要（実績）
滝沢市

書

スポーツ少年団本部に

参

補助金を交付し、市ス

一

照

ポーツ少年団総合体育

継

大会の継続 一般・10

続

款・6項・1目
開催、

区

各種交流会への派遣及

分

び各スポーツ少年団の

会

支援などを行いました

計

。
事    業   

・

 主    体
スポー

款

ツ推進課

【他団体事業

・

主体】

（公財）滝沢市

人

項

体育協会

・目 平成27年度の

が

事業概要（実績）
平成

学

26年度完了事業完了

ぶ

一般・8款・4項・4

よ

目

事    業   

政 ろ

 主    体
スポー

こ

ツ推進課

【滝沢市主体

び

】

を

事       

実

業       名 事

感

業の意図やねらい（成

で

果や効果）の達成状況

き

社会教育指導員設置事

る

業 【事業意図・ねらい

ま

】スポーツに精通する

策 ち

社会教育指導員を配置

を

することにより

、スポ

目

ーツ関係事業の推進を

指

図ります。

【達成状況

し

】スポーツ推進計画の

ま

策定や学校体育施設開

す

放事業などが効果的に

 

推

進されました。

継続

基

区分 会計・款・項・目

本

平成27年度の事業概

　
施

要（実績）
社会教育指

策

導担当（スポーツ担当

　

）1名の設置継続 一般

０

・10款・6項・1目

５

・スポーツ推進計画の

 

策定
事    業  

 

  主    体 ・学

 

校体育施設開放事業の

み

推進

スポーツ推進課

【

ん

滝沢市主体】

　
な

事  

が

     業    

主

   名 事業の意図や

役

ねらい（成果や効果）

の

の達成状況

生涯スポー

ス

ツ推進事業 【事業意図

ポ

・ねらい】滝沢市スポ

ー

ーツ推進審議会を設置

ツ

し、スポーツ事業計画

ま

や

スポーツ推進計画の

　
ち

策定等について審議し

づ

、市のスポーツ推進を

く

図ります。

【達成状況

り

】第１次滝沢市スポーツ推進計画を策定し、市のスポーツに関する方

向性を示しました。

継続区分 会計・款・項・目 平成27年度の事業概要（実績）
滝沢市

０

スポーツ推進審議会を開催し、スポーツ事業実施状況の確認や次年度計画継続 一般・10款・6項・1目
の審議

事

を行うとともに、第1

 

次滝沢市スポーツ推進

 

計画を策定しました。

 

事    業    

 

主    体 ・岩手地

５

 

区スポーツ推進委員協

 

議会負担金　26千円

 

スポーツ推進課

【滝沢

業

市主体】

 

事    

 

   業      

 

 名 事業の意図やねら

 

い（成果や効果）の達

 

成状況

滝沢市体育協会

 

補助事業 【事業意図・

 

 

ねらい】市民への生涯

名

スポーツの普及及び競

事

技スポーツの水準をよ

業

り一層向上させるため

の

、スポーツ振興の中心

意

的な担い手である（公

図

財）滝沢市体

育協会に

や

補助金を交付します。

ね

【達成状況】体育協会

ら

の各種事業の充実強化
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平 績

目

60   平成27年度

○

～平成30年度標
動 4

全

18 409 422 38

体

7値 単 位 人

／指
実

標 績

事

単 位

決投 年度別事業費

業

804 862 816 8

期

01

資 内 特定財源
算

指

間

訳 一般財源 804 86

活

2 816 801

額標 他

会

団体事業負担額

報

場の改修に係る事業 0

告

1 1   平成25年度

平

～平成26年度標
動 0

成

1 1値 単 位

／指
実

標 績

2

単 位

決投 年度別事業費

4

2,415 81,93

年

1

資 内 特定財源 81,

度

909
算

指 訳 一般財源

～

2,415 22

額標 他

成
平

団体事業負担額

成27

項       目

年

平成24年度 平成25

度

年度 平成26年度 平成

（

27年度 備     

単

  考

目 ○全体事業期

位

間活 社会教育指導員（

 

スポーツ担当 1 1 1 1

2

 

  平成27年度～平

千

成30年度標 ）人数
動

円

1 1 1 1値 単 位 人

／指

）

実
標 績 単 位

決投 年度別事業費 2,190 2,315 2,320 2,285

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 2,190 2,315 2,320 2,285

額標 他団

7

体事業負担額

項       目 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備       考

目 ○全体事業期間活 市スポーツ推進計画の進捗管理 1 1 1 2  

年

 平成27年度～平成30年度標 ・策定
動 1 1 1 3値 単 位 会議開催

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費 67 163 1,292 1,297

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 67 163 1,

項

292 1,297

額標

 

他団体事業負担額

度

   

項       

 

目 平成24年度 平成2

 

5年度 平成26年度 平

 

成27年度 備    

目

   考

目 ○全体事業

平

期間活 市民体育祭参加

成

人数 1,500 1,5

2

00 1,500 1,3

事

4

00   平成27年度

年

～平成30年度標
動 1

度

,298 1,163 1

平

,097 736値 単 位

成

人

／指 スポーツフェス

2

ティバル参加人 2,1

5

00 2,100 2,1

年

00 2,300
実 数

標

度

1,571 1,884

平

1,326 604績 単

業

成

位 人

決投 年度別事業費

2

34,916 34,1

6

21 35,783 36

年

,626

資 内 特定財源

度

算
指 訳 一般財源 34,

平

916 34,121 3

成

5,783 36,62

2

6 ＜名称変更事業＞

額

7

「競技スポーツ推進事

年

業」から標 他団体事業

実

度

負担額
名称変更

備  

項       目

 

平成24年度 平成25

 

年度 平成26年度 平成

 

27年度 備     

 

  考

目 ○全体事業期

 

間活 スポーツ少年団員

考

360 360 360 3
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い

の策定
事    業 

（

   主    体 ・

成

競技会場、設備及び経

果

費等に関する調査

国体

や

推進室 ・国体開催に関

効

する啓発活動と市民の

果

機運醸成

【滝沢市主体

）

】 ・関係自治体、関係

の

機関及び競技団体との

達

連絡調整

・リハーサル

 

成

大会の開催

状

事   

況

    業     

滝

  名 事業の意図やね

沢

らい（成果や効果）の

市

達成状況

公共体育施設

ス

管理運営事業 【事業意

ポ

図・ねらい】市民にス

ー

ポーツ・レクリエーシ

ツ

ョン活動に親しむ場を

一

推

提供

することにより、

進

生涯スポーツの推進を

委

図り、また健康で心豊

員

かな生きがいある

生活

協

を営むための一助とな

議

ることを目的とし、管

会

理運営を実施します。

補

【達成状況】事業意図

助

に沿った、適正な管理

事

運営を実施しました。

人

【

継続区分 会計・款・項

事

・目 平成27年度の事

業

業概要（実績）
施設利

意

用者が心地よく運動で

図

きる場を提供します。

・

継続 一般・10款・6

ね

項・2目
・施設設備の

ら

維持管理
事    業

い

    主    体

】

・施設利用者のニーズ

一

生

の把握と対応

スポーツ

涯

推進課 ・施設利用の日

ス

程調整

【他団体事業主

ポ

体】 ・空き場所、空き

ー

時間の稼働方法の検討

ツ

（公財）滝沢市体育協

の

会 ・排水放流維持管理

振

補償費負担金　23,

興

855円

の

事    

人

た

   業      

め

 名 事業の意図やねら

、

い（成果や効果）の達

滝

成状況

学校体育施設開

沢

放事業 【事業意図・ね

市

らい】市民のスポーツ

ス

・レクリエーション活

ポ

動の場、文化・学習

活

ー

動の場とするため、市

ツ

立小中学校の体育施設

が

推

を開放します。

【達成

進

状況】市民のスポーツ

委

振興及び生涯学習の推

員

進が図られました。

継

協

続区分 会計・款・項・

議

目 平成27年度の事業

会

概要（実績）
各小中学

に

校ごとに利用団体運営

補

委員会を設置し、自主

助

的でスムーズな開放が

学

金

行わ継続 一般
れました

を

。
事    業   

交

 主    体
スポー

付

ツ推進課

【滝沢市主体

し

】

ます。
業 【

ぶ

達成状況】ニュースポ

よ

ーツやレクリエーショ

政 ろ

ンスポーツの指導や普

こ

及活動を推

進するため

び

の活動に対し、支援を

を

行いました。

継続区分

実

会計・款・項・目 平成

感

27年度の事業概要（

で

実績）
市民のスポーツ

き

推進のための指導、ス

る

ポーツ行事等への協力

ま

を行いました。継続 一

策 ち

般・10款・6項・1

を

目

事    業   

目

 主    体
スポー

指

ツ推進課

【協働事業】

し

滝沢市スポーツ推進委

ま

員協議会

す

事    

 

   業      

基

 名 事業の意図やねら

本

い（成果や効果）の達

　
施

成状況

国体準備事務 【

策

事業意図・ねらい】広

　

くスポーツを普及し、

０

健康増進と体力向上を

５

図り、地方

のスポーツ

 

推進と文化の発展を目

 

指して、国民体育大会

 

を開催します。

【達成

み

状況】平成28年に岩

ん

手県で開催される「第

　
な

71回国民体育大会」

が

に向けた準

（重点事業

主

） 備を実施しました。

役

継続区分 会計・款・項

の

・目 平成27年度の事

ス

業概要（実績）
第71

ポ

回国民体育大会におい

ー

て、本市で開催される

ツ

サッカー競技女子を円

ま

滑に運営継続 一般・1

　
ち

0款・6項・1目
する

づ

ため、先催県である和

く

歌山県内のサッカー競

り

技会場を視察し、競技会の開催
事    業    主    体 に必要な方針及び計画等の策定を行いました。また、リハーサル大会を開催し、

国体推進

０

室 国体本大会を成功させるための準備を行いました。

【滝沢市主体】

事       

事

業       名 事

 

業の意図やねらい（成

 

果や効果）の達成状況

 

希望郷いわて国体滝沢

 

市実行委員会運 【事業

５

 

意図・ねらい】第71

 

回国民体育大会におい

 

て、滝沢市で開催され

業

る競技会

の円滑な運営

 

のため、希望郷いわて

 

国体滝沢市実行委員会

 

に対し運営費の補助を

 

営補助事業 行います。

 

【達成状況】国民体育

 

大会の開催準備を支援

 

 

しました。

継続区分 会

名

計・款・項・目 平成2

事

7年度の事業概要（実

業

績）
実行委員会が実施

の

する以下の事業につい

意

て支援を行いました。

図

継続 一般・10款・6

や

項・1目
・実行委員会

ね

総会及び専門委員会の

ら

開催並びに各種方針等
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平 績

目

項       

○

目 平成24年度 平成2

全

5年度 平成26年度 平

体

成27年度 備    

事

   考

目 ○全体事業

業

期間活 利用件数 2,8

期

00 2,900 3,0

間

00 3,100   平

活

成27年度～平成30

市

年度標
動 3,084 3

報

民

,220 3,404 3

の

,293値 単 位 件

／指

ス

実
標 績 単 位

決投 年度別

ポ

事業費

資 内 特定財源
算

ー

指 訳 一般財源 ＜ゼロ予

ツ

算事業＞

額標 他団体事

推

業負担額

進に係

告

る活動 14 14 14 5

平

0   平成27年度～

成

平成30年度標 件数（

2

市行事や地域行事等）

4

動 24 21 33 31値

年

単 位 件

／指
実

標 績 単 位

度

決投 年度別事業費 1,

～

215 813 850 8

成
平

50

資 内 特定財源
算

指

成

訳 一般財源 1,215

2

813 850 850 ＜

7

名称変更事業＞

額 「ス

年

ポーツ推進委員設置事

度

業」標 他団体事業負担

（

額
から名称変更

単位 

項       目

2

 

平成24年度 平成25

千

年度 平成26年度 平成

円

27年度 備     

）

  考

目 ○全体事業期間活 会場地市町村の実行委員会 1 1 1 1   平成25年度～平成28年度標
動 0 1 1 1値 単 位 組織数

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費

7

385 902

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 385 902

額標 他団体事業負担額

項       目 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備       

年

考

目 ○全体事業期間活 市民の機運醸成に向けた国体開 0 0 0 5   平成27年度～平成28年度標 催ＰＲ
動 0 0 0 15値 単 位 回

／指
実

標 績 単 位 ○特定財源

決   岩手県国体開催運

項

営費補助【投 年度別事

 

業費 15,232   

度

 

県】
  資 内 特定財源

 

2,368
算   

  

 

指 訳 一般財源 12,8

 

64

額標 他団体事業負

 

担額

 目

項   

平

    目 平成24年

成

度 平成25年度 平成2

2

6年度 平成27年度 備

事

4

       考

目 ○

年

全体事業期間活 東部体

度

育館利用件数（個人使

平

用 3,100 3,10

成

0 3,100 2,80

2

0   平成27年度～

5

平成30年度標 を除く

年

有料及び減免利用件数

度

）
動 2,872 2,6

平

65 2,603 2,7

業

成

26値 単 位 件

／指 東部

2

テニスコート利用件数

6

900 900 900 5

年

50
実

標 569 552

度

590 721績 単 位 件

平

○特定財源

決   東部

成

体育館使用料【その他

2

】投 年度別事業費 27

7

,679 28,327

年

29,365 28,4

実

度

45   他
  資 内 特

備

定財源 7,111 7,

 

300 7,116 7,

 

072
算   

  指 訳

 

一般財源 20,568

 

21,027 22,2

 

49 21,373

額標

 

他団体事業負担額

 考
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い（成果や効果）の達

 

成状況

総合公園体育館

一

トイレ改修事業 平成2

人

5年度事業実績報告書

一

参照

継続区分 会計・款

人

・項・目 平成27年度

が

の事業概要（実績）
平

学

成25年度完了事業完

ぶ

了 一般

事    業 

よ

   主    体
ス

政 ろ

ポーツ推進課

【滝沢市

こ

主体】

び

事     

を

  業       

実

名 事業の意図やねらい

感

（成果や効果）の達成

で

状況

岩手国体競技開催

き

準備事業 平成25年度

る

事業実績報告書参照

継

ま

続区分 会計・款・項・

策 ち

目 平成27年度の事業

を

概要（実績）
平成25

目

年度完了事業完了 一般

指

事    業    

し

主    体
国体推進

ま

室

【滝沢市主体】

す

小       

 

          

基

          

本

  計

 ０５ 

　
施

  一人一人が学ぶよ

策

ろこびを実感できるま

　

ちを目指します

０５   みん
　

なが主役のスポーツま
　

ちづくり
０

事    

５

   業      

 

 名 事業の意図やねら
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平 績

目 ○全体事業期間活 ト

報

イレ改修工事数 0 1  

告

 平成25年度～平成

平

25年度標
動 0 1値 単

成

位

／指
実

標 績 単 位

決投

2

年度別事業費 20,3

4

91

資 内 特定財源 18

年

,045
算

指 訳 一般財

度

源 2,346

額標 他団

～

体事業負担額

成
平成2

項       目 平

7

成24年度 平成25年

年

度 平成26年度 平成2

度

7年度 備      

（

 考

目 ○全体事業期間

単

活 会場地市町村の実行

位

委員会 1 1   平成2

 

5年度～平成25年度

2

 

標
動 0 0値 単 位 組織数

千

／指
実

標 績 単 位

決投 年

円

度別事業費 605

資 内

）

特定財源
算

指 訳 一般財源 605

額標 他団体事業負担額

項       目 平成24年度 平成25年度 平成26年度

7

平成27年度 備       考

決投 年度別事業費 142,161 165,769 218,190 493,099

資 内 特定財源 18,675 35,941 99,575 333,848
算

指 訳 一般財源 123,486 129,

年

828 118,615 159,251

額標 他団体事業負担額

項       目 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備

項

       考

決投

 

年度別事業費 1,07

度

 

7,104 1,273

 

,885 1,491,

 

739 1,612,9

 

11

資 内 特定財源 35

 

4,559 417,1

 

33 638,097 7

目

86,560
算

指 訳 一

平

般財源 722,545

成

856,752 853

2

,642 826,35

事

4

1

額標 他団体事業負担

年

額

度 平成25年度 平

業

成26年度 平成27年

実

度 備       考
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事       業       名 事業の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

情報公開制度等関係事務 【事業意図・ねらい】個人情報の取り扱いに伴う個人の権利利益の侵害防止を図

ります。

【達成状況

 

】行政情報公開・個人情報保護運営審議会を4回開催し、行政情報の

公開及び個人情報の権利利益の侵害防止を図りました。

継続区分 会計・款・項・目 平成27年度の事業概要（実績）
滝沢市行政情報公開・個人情報保護運

総

計

営審議会の開催　4回

画

継続 一般・2款・1項

の

・1目

事    業 

ビ

   主    体
総

ジ

務課

【滝沢市主体】

ョン（政策

合

が実現できたときの状

計

態）

外部環境が変化す

画

る時代に、組織の強化

の

、職員の成長、自主財

認

源の確保に努め、資源

知

の配分を明確化する必

度

要があります。

また、

政 を

総合計画の方針展開を

高

分かりやすく市民に伝

め

え「住民自治日本一を

行

目指す地域社会計画」

財

の認知度を高めること

政

で「

幸福感を育む地域

基

づくり」を目指します

盤

。

前期四年間の展開は

の

、

・総合計画の認知度

確

を高めるための見える

策 立

化

・事務事業の効率化

を

としての番号制度の構

目

築

・公共施設等総合管

指

理計画の策定と保全計

し

画の運用

・自主財源の

ま

確保と持続的な健全財

す

政基盤の構築

とするも

 

のであります。

これら

基

のことがめざすまちの

本

姿「地域と世代を超え

　
施

て集い、人との関わり

策

に幸せを実感して地域

　

づくりができるまち」

０

の実

現に向けて、各部

１

門への経営資源の最適

 

な配分をします。この

 

指標として「滝沢市の

 

サービスは良いと感じ

信

ている人の割合

」で確

頼

認していきます。

政策

　
さ

目標値の達成状況

基準

れ

値 上：戦略目標見込値

る

／下：達成値 目標値 進

行

捗状況No 政 策 目 標 指

政

数
平成26年度 平成2

職

7年度 平成28年度 平

員

成29年度 平成30年

の

度 平成31年度 進捗率

育

(%)

暮 滝沢市の行政

成

サービスは、良いと感

　

じている人の割合
1 ら 40 42 43 45 46 Ｃ35.8単 位 ％し 36 - - - - 2.0

幸 滝沢市に愛着がある市民の割合
2 75 75.7 76.4 77 77.7 Ｅ74.2単 位 ％福 72.3 - - - - △54.3

０

基本施策が４年間でめざす姿

社会構造の変化により行政に求められるニーズの増大や地方分権の推進による市の役割の増加に対応するため、また、市民

から行政に対するさらなる信頼を得られるようにするため、職

６

員の意識を高め、研修等をとおして能力向上を図るとともに

市職員として求められる人材を育成する組織を再構築することを目指します。

基本計画期間内の取り組みと方針のうち、平成27年度の重点課題の達成（実現）状

 

況

Ｂ 概ね達成した

【重点課題】

 職員の人事評価制度への理解

【重点課題に対する達成状況】

 人事評価制度の試行に当たり、年度初めの目標設定時と年度末の評価前に研修会を行い、職員の理解を深めました。
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平 績

知

度の運用等により、職

度

員の意識と能

力の向上

を

を図り、人材を育成す

高

る組織の構築を目指し

め

ます。

【引継課題】

・

る

人事評価制度の公正・

た

円滑な運用

・職員の大

め

量退職への対応と新採

市

用職員の育成

民

報

全戸

項       目 平

へ

成24年度 平成25年

の

度 平成26年度 平成2

パ

7年度 備      

ン

 考

目 ○全体事業期間

フ

活 運営審議会の開催 1

、

1 4 2   平成10年

広

度～平成30年度標
動

報

1 1 2 4値 単 位 回

／指

告

な

実
標 績 単 位

決投 年度別

ど

事業費 42 45 71 1

に

26

資 内 特定財源
算

指

よ

訳 一般財源 42 45 7

る

1 126

額標 他団体事

周

業負担額

知啓発、

平

フォーラムの開催など

成

総合計画の理解を

　深

2

める取組を行いました

4

。

・番号制度の対応は

年

利用開始に向けたシス

度

テム・業務・例規など

～

の計画を円滑に推進し

成
平

ました。　

・公共施設

成

等総合管理計画につい

2

ては新公会計制度に向

7

けた固定資産台帳の策

年

定に着手し、計画通り

度

推進しました。

・自主

（

財源の確保については

単

新財源としてふるさと

位

納税の取組、収納率向

 

上対策の効果が見え収

2

 

納率が向上しました。

千

　また、健全財政基盤

円

の構築について歳入歳

）

出の両面からの見直しと予算配分方式への転換により、各部の事務事業評価の

　仕組みづくりを実施しました。

基本計画内の取り組みと方針のうち、平成2

7

7年度の重点課題の達成（実現）状況

Ｂ 概ね達成した

【重点課題】

・市民参画による総合計画の広報活動

・自主

政

財源確保に向けた環境

策

整備と改善

【重点課題

目

に対する達成状況】

・

標

広報活動については、

の

地域懇談会の取組によ

年

達

り全自治会対象に実施

成

しました。

・分野別計

（

画の「滝沢市まち・ひ

実

と・しごと創生戦略計

現

画」の周知と新たな取

）

り組みを関係部門と事

に

業推進しました。

・自

向

主財源の確保について

け

は、前年を上回る収納

た

率となり、税財源の確

度

基

保につながっています

本

。また、平成27年4

計

月から　

のコンビニ収

画

納の開始により納付環

期

境が整っています。ふ

間

るさと納税の仕組みと

内

して、今後も引き続き

の

納税環境と返礼品　

の

取

検討について取り組ん

り

でいきます。　

事

組

基本

み

施策目標の達成（実現

と

）に向けた計画期間内

方

の取り組みと方針につ

針

いての達成（実現）状

に

況

Ｂ 概ね達成した

・職

つ

員の大量退職に対応し

い

ていくため、再任用職

て

員や専門的な知識・経

の

験を有する任期付職員

業

達

の任用及び新規採用職

成

員の社

会人経験者枠の

（

採用など、人材の確保

実

に努めました。

・内部

現

企画研修の開催及び職

）

員の階層別や専門的な

状

研修会に派遣し、職員

況

の意識と能力の向上を

Ａ

図りました。

・人事評

達

価制度を試行すること

実

成

により、職員の自発的

し

な能力開発等を促しま

た

した。

平成29年度方

・

針策定に際し、今後の

総

方向性や引継課題

Ｂ 課

合

題あり

【今後の方向性

計

】

　引き続き信頼され

画

る行政職員の育成のた

の

め、職員研修会の開催

認

や派遣及び人事評価制
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や効果）の達成状況

職

 

員研修事業 【事業意図

総

・ねらい】様々な行政

合

課題に柔軟に対応でき

計

る職員を育成します。

画

【達成状況】市で実施

の

する内部研修、岩手県

認

市町村職員研修協議会

知

や盛岡広域首

長懇談会

度

事務検討会議人材育成

政 を

部会等が実施する外部

高

研修等への派遣につい

め

て、

年間を通して実施

行

し、職員の資質向上、

財

スキルアップを図りま

政

した。

継続区分 会計・

基

款・項・目 平成27年

盤

度の事業概要（実績）

の

・内部企画研修の開催

確

継続 一般・2款・1項

策 立

・1目
　人事評価研修

を

　1回
事    業 

目

   主    体 　

指

モチベーション研修及

し

びコーチング研修　2

ま

回

総務課 　法制執務研

す

修　1回　

【滝沢市主

 

体】 ・岩手県市町村職

基

員研修協議会開催の階

本

層別専門研修への派遣

　
施

・日本経営協会（ＮＯ

策

ＭＡ）への派遣研修

　０

事       業 

１

      名 事業の

 

意図やねらい（成果や

 

効果）の達成状況

人事

 

給与システム更新事業

信

平成25年度事業実績

頼

報告書参照

継続区分 会

　
さ

計・款・項・目 平成2

れ

7年度の事業概要（実

る

績）
平成25年度完了

行

事業完了 一般

事   

政

 業    主   

職

 体
総務課

【滝沢市主

員

体】

の

事      

育

 業       名

成

事業の意図やねらい（

　

成果や効果）の達成状況

例規検索システム更新事業 平成26年度事業実績報告書参照

継続区分 会計・款・項・目 平成27年度の事業概要（実績）
平成26年度完了事業完了 一般

事    業    主    体
総務課

【滝

０

沢市主体】

小 

事

          

 

          

 

        計

     業

６

       名 事業

 

の意図やねらい（成果
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平 績

目 ○全体事業期間活 内

報

部企画研修の実施 4 4

告

4 4   平成26年度

平

～平成30年度標
動 4

成

5 4 4値 単 位 回

／指
実

2

標 績 単 位

決投 年度別事

4

業費 3,073 2,4

年

92 2,439 2,5

度

28

資 内 特定財源
算

指

～

訳 一般財源 3,073

成
平

2,492 2,439

成

2,528

額標 他団体

2

事業負担額

7年

項

度

       目 平成

（

24年度 平成25年度

単

平成26年度 平成27

位

年度 備       

 

考

目 ○全体事業期間活

2

 

人事給与システムの更

千

新・導入 0 1   平成

円

25年度～平成25年

）

度標
動 0 1値 単 位 式

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費 7,212

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 7,212

額標 他団体事業負担額

7

項       目 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備       考

目 ○全体事業期間活 例規検索システムの更新・導入 0 0 1   平成26年度～平成26年度標
動 0 0 1値

年

単 位 式

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費 324

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 324

額標 他団体事業負担額

項       目 平成24年

項

度 平成25年度 平成2

 

6年度 平成27年度 備

度

 

       考

決投

 

年度別事業費 3,11

 

5 9,749 2,83

 

4 2,654

資 内 特定

 

財源
算

指 訳 一般財源 3

 

,115 9,749 2

目

,834 2,654

額

平

標 他団体事業負担額

成2

事

4年度 平成25年度 平

業

成26年度 平成27年

実

度 備       考
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、

することを

目的に広報

か

紙を発行します。

【達

つ

成状況】行政情報の発

分

信や市政への理解と協

か

力を得るために事業を

り

実施し、

（重点事業）

や

行政や地域の様々な情

す

報を提供することがで

く

きました。

継続区分 会

伝

計・款・項・目 平成2

 

え

7年度の事業概要（実

る

績）
・広報たきざわを

こ

月2回（5日と15日

と

）、約21,700部

に

定期発行しました。継

よ

続 一般・2款・1項・

り

2目
・盛岡地区広報協

、

議会負担金　13千円

市

事    業    

民

主    体 ・広報担

総

と

当研修会に参加しまし

行

た。

企画政策課

【滝沢

政

市主体】

が

事    

情

   業      

報

 名 事業の意図やねら

を

い（成果や効果）の達

共

成状況

視覚障がい者用

有

広報作成事業 【意図や

し

ねらい】目の不自由な

合

相

人にも行政情報の周知

互

を図るため、録音テー

理

プの

作成配布を行いま

解

す。

【達成状況】録音

が

テープを月2回年間合

図

計24回作成、また点

ら

訳広報を月1回年間合

れ

計12回作成し、目の

、

不自由な人にも行政情

総

報の周知が図られまし

計

合

た。

継続区分 会計・款

計

・項・目 平成27年度

画

の事業概要（実績）
・

の

録音テープを24回、

認

点訳広報を12回作成

知

しました。継続 一般・

度

2款・1項・2目
・録

と

音テープの貸し出しを

活

行いました。
事   

用

 業    主   

画

度

 体 ・広報たきざわに

を

視覚障がい者用広報の

高

発行お知らせを掲載し

め

、利用者拡大に努

企画

る

政策課 めました。

【協

仕

働事業】

音声録音ボラ

組

ンティア団体等

みを構

の

築し、市民が地域のこ

認

とを自ら考え行動する

知

「住民自治」の活動が

度

全市域に広がるよう政

政 を

策・施策が確実に展開

高

されている姿をめざし

め

ます。

基本計画期間内

行

の取り組みと方針のう

財

ち、平成27年度の重

政

点課題の達成（実現）

基

状況

Ｂ 概ね達成した

【

盤

重点課題】市民に対す

の

る総合計画の認知度を

確

高める対応

【重点課題

策 立

に対応した達成状況】

を

・第1次滝沢市総合計

目

画基本構想パンフレッ

指

ト「幸せの特等席」を

し

全戸配布しました。

・

ま

第１次滝沢市総合計画

す

分野別計画「滝沢市ま

 

ち・ひと・しごと創生

基

総合戦略」概要版パン

本

フレットを全戸配布し

　
施

ました。

・広報紙によ

策

る総合計画の特集の他

　

、全自治会対象の市政

０

懇談会を開催し、総合

２

計画の説明を行いまし

 

た。

・地域づくりに役

 

立てていただくことを

 

目的に、「幸せの特等

住

席たきざわ」DVDを

民

作成し、全自治会等に

　
自

配布しました。

治

事 

に

      業   

つ

    名 事業の意図

な

やねらい（成果や効果

が

）の達成状況

滝沢ふる

る

さと会補助事業 【事業

総

意図・ねらい】ふるさ

合

と滝沢の発展に寄与す

計

ることを目的として設

　
画

立され

た「滝沢ふるさ

の

と会」に対し、運営費

確

の補助を行います。

【

実

達成状況】滝沢ふるさ

な

と会への補助金交付と

推

、市内３大学の卒業生

進

に対し会の

ＰＲを通じ、滝沢ふるさと会の運営及び活動を支援しました。

継続区分 会計・

０

款・項・目 平成27年度の事業概要（実績）
・滝沢ふるさと会と協力しながら、総会・交流会を開催し会員と関係者相互の交継続 一般・2款・1項・1目
流

基

と親睦、特産品等のＰ

本

Ｒを行いました。
事 

施

   業    主 

６

策

   体 ・「広報たき

が

ざわ」「市ホームペー

４

ジ」「フェイスブック

年

」などによる情報提供

間

企画政策課 を行うとと

で

もに、新たに市内３大

め

学の卒業生に対して、

ざ

滝沢ふるさと会への加

す

入

【協働事業】 を促す

姿

ためＰＲチラシの配付

 

行

を行いました。

滝沢ふ

政

るさと会

の

事    

情

   業      

報

 名 事業の意図やねら

を

い（成果や効果）の達

積

成状況

広報発行事業 【

極

意図やねらい】市民に

的

市政の方針や事業、地

に

域の様々な情報を提供
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平 績

括

ニ資 内 特定財源 483

主

497 490 571
算

査

  ュース配布業務委

級

託交付金【
  県】指

を

訳 一般財源 15,24

対

3 15,724 16,

象

377 17,242

額

に

標 他団体事業負担額

、総

報

合

項      

計

 目 平成24年度 平成

画

25年度 平成26年度

に

平成27年度 備   

関

    考

目 ○全体事

す

業期間活 音声録音テー

る

プ利用者数 7 7 7 7  

研

 平成27年度～平成

修

30年度標
動 6 6 6 5

（

値 単 位 件

／指 音声録音

告

2

テープの作成回数 24

月

24 24 24
実

標 24

）

24 24 24績 単 位 回

を

決投 年度別事業費 30

行

3 297 305 305

い

資 内 特定財源
算

指 訳 一

ま

般財源 303 297 3

し

05 305

額標 他団体

た

事業負担額

。

平

・総合計画基本構想に

成

関するパンフレットを

2

全戸配布（4月）しま

4

した。

・総合計画の周

年

知のため、市民フォー

度

ラム（8月）及び地域

～

づくりフォーラム（2

成
平

月）にて総合計画を紹

成

介するパンフレット

を

2

配布しました。

・総合

7

計画のPRのため、広

年

報紙で総合計画の特集

度

（市域全体計画6部門

（

計画及び地域別計画1

単

1計画）を行いました

位

。

・実行計画策定にお

 

いて、重点事業を見直

2

 

し、「幸福感を育むた

千

めの環境づくり」の視

円

点から、滝沢市民が幸

）

福感を判断す

る3大要素とセーフティネットに寄与する事業を重点事業として設定し直しました。

平成29年度方針策定に際し、今後の方向性や引継課題

Ｂ

7

課題あり

【今後の方向性】

引き続き住民自治につながる総合計画の確実な推進に向け、総合計画の周知と確実な

基

進展に関する取組を進

本

めます。

【引継課題】

施

・総合計画に基づく事

策

務事業の実施のため、

目

担当職員級に対する総

年

標

合計画研修会の継続的

の

実施

・地域別計画の推

達

進につながる、市政懇

成

談会の実施

・若者の定

（

住を見据えた、若年層

実

及び子育て世代をター

現

ゲットとする情報戦略

）

の検討

に向

項  

度

け

     目 平成24

た

年度 平成25年度 平成

計

26年度 平成27年度

画

備       考

目

期

○全体事業期間活 滝沢

間

ふるさと会の会員数 1

内

15 120 125 13

の

0   平成27年度～

取

平成30年度標
動 12

り

0 120 121 130

事

組

値 単 位 人

／指
実

標 績 単

み

位

決投 年度別事業費 6

と

00 550 500 45

方

0

資 内 特定財源
算

指 訳

針

一般財源 600 550

に

500 450

額標 他団

つ

体事業負担額

いての

項       目 平

業

達

成24年度 平成25年

成

度 平成26年度 平成2

（

7年度 備      

実

 考

目 ○全体事業期間

現

活 広報たきざわを読ん

）

でいる人の 88 89 8

状

9 80   平成27年

況

度～平成30年度標 割

Ｃ

合
動 83.1 81.7

一

84 78.9値 単 位 ％

実

部

／指 １年の発行回数 2

達

4 24 24 24
実

標 2

成

4 24 24 24績 単 位

し

回 ○特定財源

決   ・

た

広報紙広告掲載料【そ

・

の他投 年度別事業費 1

課

5,726 16,22

長

1 16,867 17,

、

813   】
  ・希

総

望郷いわて国体・大会

-243-



  

や

 主    体
企画政

ね

策課

【滝沢市主体】

らい

事       業 

（

      名 事業の

成

意図やねらい（成果や

果

効果）の達成状況

滝沢

や

市総合計画審議会事務

効

【事業意図・ねらい】

果

第1次滝沢市総合計画

 

）

の確実な進捗のため、

の

総合計画の年

度の進捗

達

管理・評価を併せて関

成

連分野別計画等につい

状

て審議を行います。

【

況

達成状況】第1次総合

滝

計画及び滝沢市まち・

沢

ひと・しごと創生総合

市

戦略に関し

て審議し、

ホ

総合計画の進捗管理等

総

ー

を行いました。

継続区

ム

分 会計・款・項・目 平

ペ

成27年度の事業概要

ー

（実績）
滝沢市総合計

ジ

画審議会の開催（開催

管

回数：6回／年）（基

理

本構想・前期基本計画

運

継続 一般・2款・1項

営

・6目
の推進及びまち

事

・ひと・しごと創生総

合

業

合戦略の策定に関する

【

審議）
事    業 

事

   主    体
企

業

画政策課

【滝沢市主体

意

】

図

事       

・

業       名 事

ね

業の意図やねらい（成

ら

果や効果）の達成状況

い

総合計画マネジメント

計

】

事業 【事業意図・ねら

必

い】第1次滝沢市総合

要

計画の推進のため、実

な

行計画の進捗管理

と評

時

価を行い、総合計画に

に

基づく実行計画事業の

ほ

展開を図ります。

【達

し

成状況】第5次滝沢市

い

総合計画の評価を実施

情

しました。また、地域

画

報

社会アン

（重点事業）

が

ケートによる第1次滝

わ

沢市総合計画の進捗管

か

理、評価及び推進を図

り

りました。

継続区分 会

や

計・款・項・目 平成2

す

7年度の事業概要（実

く

績）
・地域社会アンケ

伝

ートを実施し、現状把

わ

握を行いました。継続

の

る

一般・2款・1項・6

コ

目
・第5次滝沢市総合

ミ

計画総括報告書を作成

ュ

し、政策等目標値に関

ニ

する評価及び進
事  

ケ

  業    主  

ー

  体 捗状況把握を行

シ

いました。

企画政策課

ョ

・平成28年度実行計

ン

画書及び平成26年度

認

手

事業実績報告書の作成

段

を行いました。

【滝沢

と

市主体】

してホームペー

知

ジ管理運営を行います

度

。

【達成状況】緊急情

政 を

報の提供や住民要望受

高

付システムによる問い

め

合わせ対応など

（重点

行

事業） 、市民が必要と

財

する情報の提供を行い

政

ました。

継続区分 会計

基

・款・項・目 平成27

盤

年度の事業概要（実績

の

）
コンテンツ管理シス

確

テムの活用により、市

策 立

政情報や緊急情報など

を

をわかりやすく継続 一

目

般・2款・1項・2目

指

発信しました。また、

し

観光協会などで運用す

ま

るソーシャル・ネット

す

ワーキング・
事   

 

 業    主   

基

 体 サービス（ＳＮＳ

本

）とも連動した情報発

　
施

信にも努めました。

企

策

画政策課

【協働事業】

　

各自治会

０

事    

２

   業      

 

 名 事業の意図やねら

 

い（成果や効果）の達

 

成状況

防災行政無線施

住

設更新事業 【事業意図

民

・ねらい】老朽化した

　
自

防災無線施設の更新を

治

行い、国の進めるデジ

に

タ

ル無線化への対応と

つ

施設の安定運用体制の

な

整備を行います。

【達

が

成状況】屋外拡声子局

る

は更新を行いましたが

総

、一部戸別受信機につ

合

いては平

（重点事業）

計

成28年度へ繰越し、

　
画

引き続き更新を行って

の

まいります。

継続区分

確

会計・款・項・目 平成

実

27年度の事業概要（

な

実績）
防災行政無線施

推

設（同報系）更新　屋

進

外拡声子局86局、戸別受信機200機継続 一般・2款・1項・2目

事    業   

０

 主    体
企画政策課

【滝沢市主体】

事       業       名 事業の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

滝沢市ホームページ管理シ

事

ステム更新 【意図やね

 

らい】市ホームページ

６

 

管理運営システムを改

 

修し、編集時の操作性

 

を

向上、また安定した

 

システムでの情報発信

 

を遂行することを目的

 

とします。
事業 【達成

業

状況】システム改修が

 

完了し、安定したシス

 

テムの下で情報発信を

 

行うこ

とができる環境

 

 

を整えました。

継続区

 

分 会計・款・項・目 平

 

成27年度の事業概要

 

（実績）
ホームページ

名

管理システム（コンテ

事

ンツ・マネジメント・

業

システム＜ＣＭＳ＞）

の

新規 一般・2款・1項

意

・2目
を更新しました

図

。
事    業   
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平 績

目

1,030 132

額標

○

他団体事業負担額

全体事

項       

業

目 平成24年度 平成2

期

5年度 平成26年度 平

間

成27年度 備    

活

   考

目 ○全体事業

普

期間活 市民アンケート

報

段

調査回収率 45 40 4

の

0 38   平成27年

生

度～平成30年度標
動

活

36 36.1 33.4

に

36.4値 単 位 ％

／指

必

実
標 績 単 位

決投 年度別

要

事業費 1,844 4,

な

332 5,776 88

情

3

資 内 特定財源
算

指 訳

報

一般財源 1,844 4

告

が

,332 5,776 8

伝

83

額標 他団体事業負

わ

担額

58 59 60 4

平

7   平成27年度～

成

平成30年度標 ってい

2

ると感じている人の割

4

合
動 49.7 53.3

年

54.5 44値 単 位 ％

度

／指 市ホームページへ

～

の年間アクセ 383,

成
平

000 383,500

成

384,000 384

2

,500
実 ス件数

標 3

7

83,000 428,

年

139 362,627

度

367,157績 単 位

（

件 ○特定財源

決   ホ

単

ームページ広告掲載料

位

【そ投 年度別事業費 1

 

,201 1,201 1

2

 

,123 1,123  

千

 の他】
  資 内 特定

円

財源 101 191 23

）

0 190
算   

  指 訳 一般財源 1,100 1,010 893 933

額標 他団体事業負担額

項    

7

   目 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備       考

目 ○全体事業期間活 防災行政無線更新施設数 0 0 54 353   平成25年度～平成28年度標
動 0 0 58 286値 単 位 局

／指
実

標 績 単 位 ○

年

特定財源

決   防衛施設周辺民生安定事業費投 年度別事業費 7,866 315,201 216,257   補助金【国】(7.5/10）、緊
  急防災・減災事業債資 内 特定財

項

源 6,030 314,

 

986 216,188

度

 

算   
  指 訳 一般財

 

源 1,836 215 6

 

9 平成28年度へ繰越

 

明許費259,18

額

 

9千円標 他団体事業負

 

担額

目 平

項   

成

    目 平成24年

2

度 平成25年度 平成2

事

4

6年度 平成27年度 備

年

       考

目 ○

度

全体事業期間活 ホーム

平

ページ管理運営システ

成

ム 0 0 0 1   平成2

2

7年度～平成27年度

5

標 構築件数
動 0 0 0 1

年

値 単 位 件

／指
実

標 績 単

度

位

決投 年度別事業費 2

平

,671

資 内 特定財源

業

成

算
指 訳 一般財源 2,6

2

71 ＜平成27年度補

6

正予算新規事業

額 ＞標

年

他団体事業負担額

度 平成

項       

2

目 平成24年度 平成2

7

5年度 平成26年度 平

年

成27年度 備    

実

度

   考

目 ○全体事業

備

期間活 総合計画審議会

 

開催数 2 5 6 2   平

 

成27年度～平成30

 

年度標
動 3 3 7 6値 単

 

位 回

／指
実

標 績 単 位

決

 

投 年度別事業費 458

 

296 1,030 13

 

2

資 内 特定財源
算

指 訳

考

一般財源 458 296
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や

を行継続 一般
いました

ね

。
事    業   

ら

 主    体 ・広域

い

連携事業の調整及び取

（

りまとめを行いました

成

。

企画政策課 ・国県へ

果

要望書の取りまとめを

や

行いました。

【滝沢市

効

主体】

果

事     

 

）

  業       

の

名 事業の意図やねらい

達

（成果や効果）の達成

成

状況

トップマネジメン

状

ト推進事業 【事業の意

況

図・ねらい】第１次滝

学

沢市総合計画の推進の

連

ため、市長方針に基づ

携

い

た各種実行計画の展

活

開を図り、もって総合

総

性

計画の市民認知度を高

化

めます。

【達成状況】

事

市長、部長（政策）、

業

課長（基本施策）、課

【

長及び総括主査（施策

事

）の各方針の設定と評

業

価を実施し、各種計画

の

等の展開を図りました

意

。

継続区分 会計・款・

図

項・目 平成27年度の

合

・

事業概要（実績）
・市

ね

長方針、部長（政策）

ら

・課長（基本施策）・

い

課長又は総括主査（施

】

策）方針継続 一般
の設

市

定と評価の調整を行い

内

ました。
事    業

に

    主    体

立

・施政方針の調整を行

地

いました。

企画政策課

計

す

・各施策の懸案事項の

る

説明会の実施と方向性

各

の調整を行いました。

大

【滝沢市主体】 ・庁議

学

、政策調整会議の関連

の

事務を行いました。

・

専

課長級等を対象とした

門

総合計画推進に関する

性

研修会を開催しました

と

。

画

学

事       

生

業       名 事

の

業の意図やねらい（成

自

果や効果）の達成状況

由

市民対話促進事業 【意

な

図やねらい】「市政懇

発

談会」と「市長とのお

想

気軽トーク」を開催し

を

、市民と

の対話を深め

生

ます。

【達成状況】市

の

か

政懇談会を市内全自治

し

会で開催、また、お気

、

軽トークを7回開催

し

市

、更なる情報公開と市

の

民主体によるまちづく

課

りに資する対話を行い

題

ました。

継続区分 会計

解

・款・項・目 平成27

決

年度の事業概要（実績

や

）
・市政懇談会を30

認

地

自治会で開催（合同開

域

催もあったため、開催

活

回数は26回）しま継

動

続 ―
した。

事    

へ

業    主    

の

体 ・お気軽トークを7

参

回開催しました。

企画

加

政策課

【滝沢市主体】

を促

知

します。

【達成状況】

度

学生のプロジェクトへ

政 を

の補助と、プレゼンコ

高

ンテストの開催を通じ

め

、学生の地域活動への

行

参加促進を図りました

財

。

継続区分 会計・款・

政

項・目 平成27年度の

基

事業概要（実績）
・市

盤

内に立地する大学の学

の

生による自由な発想の

確

地域活動プロジェクト

策 立

に対し、継続 一般・2

を

款・1項・6目
1件の

目

応募に対し1件を補助

指

事業として採択、補助

し

金を交付しました。
事

ま

    業    主

す

    体 ・「プレゼ

 

ン・コンテスト」を開

基

催し、4件の学生によ

本

る発表を行いました。

　
施

企画政策課

【協働事業

策

】

盛岡大学、岩手看護

　

短期大学、県立大学等

０２

事       業

 

       名 事業

 

の意図やねらい（成果

 

や効果）の達成状況

行

住

政改革推進事業 【事業

民

意図・ねらい】持続可

　
自

能な自治体を目指し、

治

職員の日々の業務の改

に

善に係

る気づきと事務

つ

事業の見直しにより、

な

積極的に行政改革を推

が

進します。

【達成状況

る

】内部評価を実施し、

総

改善取組等について取

合

りまとめを行いました

計

。

また、改善活動アク

　
画

ションプランについて

の

進捗状況を確認し推進

確

を図りました。

継続区

実

分 会計・款・項・目 平

な

成27年度の事業概要

推

（実績）
・内部評価を

進

11課（各課4項目）に対して実施し、全庁推奨事項として12件の取継続 一般・2款・

０

1項・6目
組を評価しました。

事    業    主    体 ・改善活動アクションプラン（全庁33プラン）の進捗状況を確認し、推進を図り

企画政策課 ました。

【滝沢市

事

主体】

 

事     

６

 

  業       

 

名 事業の意図やねらい

 

（成果や効果）の達成

 

状況

行政体制強化・連

 

携事業 【事業意図・ね

 

らい】盛岡広域都市圏

業

における各市町との積

 

極的な連携と新たな

価

 

値の創造につながる取

 

組を展開します。

【達

 

 

成状況】盛岡広域連携

 

中枢都市圏の形成に向

 

けて、盛岡市と連携協

 

約を締結

しました。

継

名

続区分 会計・款・項・

事

目 平成27年度の事業

業

概要（実績）
・盛岡市

の

との盛岡広域圏におけ

意

る連携中枢都市圏形成

図

に係る連携協約の締結
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平 績

目

更

○全体事業期間活 学

報

生提案プロジェクト数

告

5 5 5 5   平成27

平

年度～平成30年度標

成

動 2 4 5 1値 単 位 件

／

2

指
実

標 績 単 位

決投 年度

4

別事業費 303 1,0

年

21 848 84

資 内 特

度

定財源 300 1,00

～

0
算

指 訳 一般財源 3 2

成
平

1 848 84

額標 他団

成

体事業負担額

27年

項       目 平

度

成24年度 平成25年

（

度 平成26年度 平成2

単

7年度 備      

位

 考

目 ○全体事業期間

 

活 全庁推奨事項として

2

 

評価された 40 45 5

千

0 50   平成12年

円

度～平成30年度標 取

）

組件数の割合
動 40 28 23 27値 単 位 ％

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費 365 535 469

資 内 特定財源 5 1
算

指 訳 一般財源 360 535 468 ＜ゼロ

7

予算事業＞

額 ＜名称変更事業＞「行政体質改標 他団体事業負担額
善事業」から名称変更

項       目 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備   

年

    考

目 ○全体事業期間活 移譲事務件数 250 250 250 250   平成27年度～平成30年度標
動 241 239 212 209値 単 位 件

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費

項

資 内 特定財源
算

指 訳 一

 

般財源 ＜ゼロ予算事業

度

 

＞

額標 他団体事業負担

 

額

  

項    

 

   目 平成24年度

 

平成25年度 平成26

目

年度 平成27年度 備 

平

      考

目 ○全

成

体事業期間活 市長の方

2

針や意思を職員に伝え

事

4

6 6 6 6   平成27

年

年度～平成30年度標

度

る機会の創出
動 6 6 6

平

6値 単 位 回

／指
実

標 績

成

単 位

決投 年度別事業費

2

資 内 特定財源
算

指 訳 一

5

般財源 ＜ゼロ予算事業

年

＞

額標 他団体事業負担

度

額

平

業

成

項    

2

   目 平成24年度

6

平成25年度 平成26

年

年度 平成27年度 備 

度

      考

目 ○全

平

体事業期間活 市長との

成

お気軽トークの開催数

2

12 15 15 15   

7

平成27年度～平成3

年

0年度標
動 15 13 7

実

度

7値 単 位 回

／指 市政懇

備

談会の開催数 12 30

 

30 30
実

標 25 28

 

26 26績 単 位 回

決投

 

年度別事業費

資 内 特定

 

財源
算

指 訳 一般財源 ＜

 

ゼロ予算事業＞

額 ＜名

 

称変更事業＞「住民対

 

話促標 他団体事業負担

考

額
進事業」から名称変
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仮想基盤の拡

張を行い

計

ました。

 

事    

政

   業      

策

 名 事業の意図やねら

　

い（成果や効果）の達

　

成状況

庁内ＬＡＮシス

　

テム管理事業 【事業意

０

図・ねらい】庁内LA

６

NやLGWAN等のイ

 

 

ンフラの安定的な運用

 

、管理を行う

ことによ

 

り、効率的な行政事務

総

の推進をシステム面か

合

らサポートします。

【

計

達成状況】安定的な運

画

用、管理を行い、効率

の

的な行政事務の推進を

認

実施しまし

た。

継続区

知

分 会計・款・項・目 平

総

度

成27年度の事業概要

を

（実績）
・庁内LAN

高

の安定稼働とシステム

め

の誤作動を防止し、適

行

切に運用管理しました

財

。継続 一般・2款・1

政

項・7目
・事務事業を

基

円滑に実施するため、

盤

計画的にクライアント

の

整備を図りました。
事

合

確

    業    主

立

    体 ・情報セキ

を

ュリティ研修等により

目

、職員の情報リテラシ

指

ー向上を図りました。

し

情報システム課 ・地方

ま

公共団体情報システム

す

機構負担金　90千円

 

【滝沢市主体】 ・LG

基

WAN接続サーバの更

計

本

新について、見直しを

施

図りました。

策　０３   安

画

定した行政情報システ

の

ム基盤の確保

認

基本施策

知

が４年間でめざす姿

行

度

政サービスの基盤とな

政 を

る各行政情報システム

高

の安定稼働を常時確保

め

するとともに、効率性

行

、安定性並びにトータ

財

ルコスト

に配慮し適正

政

なシステム調達が実行

基

されている状態を目指

盤

します。また、社会保

の

障・税番号制度が円滑

確

に導入され、住民負

担

策 立

の軽減と行政運営の効

を

率化のための情報シス

目

テム基盤づくりが促進

指

されている状態を目指

し

します。

基本計画期間

ま

内の取り組みと方針の

す

うち、平成27年度の

 

重点課題の達成（実現

基

）状況

Ａ 達成した

【重

本

点課題】

住基LAN系

　
施

仮想基盤の強化と番号

策

制度に関連するシステ

　

ム対応

【重点課題に対

０

する達成状況】

住基L

２

AN系仮想基盤の強化

 

については、基盤を拡

 

張するとともに、関係

 

者と調整のうえ３シス

住

テムの集積化、集約化

民

を実施

しました。また

　
自

、番号制度に関連する

治

システム対応について

に

は、各業務システムの

つ

改修及び団体内統合宛

な

名連携サーバの整

備、

が

システム間データ連携

る

の構築等を実施しまし

総

た。

合

事      

計

 業       名

　
画

事業の意図やねらい（

の

成果や効果）の達成状

確

況

住民基本台帳システ

実

ム管理事業 【事業意図

な

・ねらい】行政事務や

推

諸証明の発行等業務の

進

確実性と迅速性を維持す

るため、住民基本台帳、関連システム及びネットワークの運用、

０

管理によるシス

テム面

小

からのサポートにより

 

、安定した住民サービ

 

スの提供を図ります。

 

【達成状況】安定した

 

住民サービスの提供を

 

図ることができました

 

。

継続区分 会計・款・

 

項・目 平成27年度の

 

事業概要（実績）
・住

６

 

基LANシステム及び

 

ネットワークの安定稼

 

働に努めました。継続

 

一般・2款・1項・7

 

目
・共通基盤型中間サ

 

ーバーと連携システム

 

間の確実なデータ連携

 

に努めました。
事  

 

  業    主  

 

  体 ・情報セキュリ

 

 

ティ研修等により、職

 

員の情報リテラシー向

 

上に努めました。

情報

 

システム課 ・番号制度

 

導入に伴う必要なシス

 

テム改修等を図りまし

 

た。

【滝沢市主体】 ・

 

統合型GIS、介護保

 

険システム及び福祉シ

 

ステムの更新のため、
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平 績

事

ANシステムの安定稼

業

働率 99.8 99.8

費

99.8 99.8   

2

平成27年度～平成3

0

0年度標 （稼働実績／

,

稼働予定時間）
動 10

8

0 100 100 100

0

値 単 位 ％

／指 セキュリ

0

ティの認知度（講習を

3

100 100 100 1

報

2

00
実 受講した職員数

,

／全職員数）
標 100

3

100 100 100績

1

単 位 ％ ○特定財源

決  

9

 水道事業会計負担金

3

【その他投 年度別事業

4

費 9,520 21,1

2

65 19,640 13

,

,439   】、一部

1

事務組合負担金【そ
 

告

1

 の他】資 内 特定財源

9

404 458 658 1

2

,647
算   

  指

3

訳 一般財源 9,116

9

20,707 18,9

,

82 11,792 ＜統

7

合事業＞

額 「庁内LA

1

N仮想環境構築事業」

8

標 他団体事業負担額
を

資

統合

平

内 特定財源 889 7,

成

718 315,707

2

216,949
算

指 訳

4

一般財源 19,911

年

24,601 26,4

度

12 22,769

額標

～

他団体事業負担額

（単

成
平

位  千円）

成

基本施

2

策目標の達成（実現）

7

に向けた計画期間内の

年

取り組みと方針につい

度

ての達成（実現）状況

（

Ａ 達成した

・情報シス

単

テム最適化計画に基づ

位

くシステム審査会を適

 

宜開催し、適正なシス

2

 

テム調達の実行に取り

千

組みました。また、仮

円

想基盤を活用したシス

）

テム更新の実施を進め、システムの集積化及び集約化を促進しました。

・番号制度対応においては、各法施行日に向けた個人番号の付番・交付、個人番号の

7

利用開始へのシステム・業務・例規等

の対応を計画的に実施し、円滑な導入を実施しました。

平成29年度方針策定に際し、今後の方向性や引継課題

Ｂ 課題あり

【今後の方向性】

平成29年7月より情報連携が開始される予

年

定であり、施行日に向けた各種システムテスト及び業務フローの見

項

直し等が必要

です。ま

 

た、国の番号制度に係

 

る施策展開に大きく影

 

響を受けることから、

 

今後も継続して情報の

 

収集と共有化を図って

 

い

く必要があります。

度

 

【引継事項】

・番号制

目

度の情報連携開始への

平

対応

・セキュリティの

成

確保に関すること

24年

項       

度

目 平成24年度 平成2

平

5年度 平成26年度 平

成

成27年度 備    

事

2

   考

目 ○全体事業

5

期間活 住基LANシス

年

テムの安定稼働率 10

度

0 100 100 100

平

  平成27年度～平

成

成30年度標 （稼働実

2

績／稼働予定時間）
動

6

100 100 100 1

年

00値 単 位 ％

／指 シス

度

テム処理による住民苦

業

平

情件 0 0 0 0
実 数

標 0

成

0 0 0績 単 位 件

決投 年

2

度別事業費 15,00

7

8 19,058 42,

年

851 38,605

資

度

内 特定財源
算

指 訳 一般

備

財源 15,008 19

 

,058 42,851

 

38,605 ＜統合事

 

業＞

額 「共通基盤型中

実

 

間サーバー改修標 他団

 

体事業負担額
事業」を

 

統合

 考

項   

決

    目 平成24年

投

度 平成25年度 平成2

年

6年度 平成27年度 備

度

       考

目 ○

別

全体事業期間活 庁内L
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ら

らい（成果や効果）の

い

達成状況

庁内グループ

（

ウェア更新事業 平成2

成

4年度事業実績報告書

果

参照

継続区分 会計・款

や

・項・目 平成27年度

効

の事業概要（実績）
平

果

成24年度完了事業完

）

了 一般

事    業 

の

   主    体
情

 

達

報システム課

【滝沢市

成

主体】

状況

番号制度対応

総

事業 【事業意図・ねら

合

い】番号制度は、複数

計

の機関に存在する特定

画

の個人の情報が同

一人

の

の情報であることを確

認

認するための基盤であ

知

り、効率性・透明性を

度

高め、住

民にとって利

政 を

便性の高い公平・公正

高

な社会の実現を図りま

め

す。

（重点事業） 【達

行

成状況】必要なシステ

財

ム構築・改修等を実施

政

しました。

継続区分 会

基

計・款・項・目 平成2

盤

7年度の事業概要（実

の

績）
・情報連携のため

確

必要とされるデータ管

策 立

理・整理の方針を検討

を

し、個人番号の付継続

目

一般・2款・1項・7

指

目
番・利用開始に対応

し

するために必要なシス

ま

テム整備を図りました

す

。
事    業   

 

 主    体 ・中間

基

サーバとの情報連携の

本

ために、ネットワーク

　
施

機器の導入及びセキュ

策

リティ

情報システム課

　

確保について検討を行

０

いました。

【滝沢市主

３

体】 ・必要な例規改正

 

の検討と特定個人情報

 

保護評価を実施しまし

 

た。

・中間サーバー・

安

プラットホーム利用負

定

担金　6,536千円

　
した

事       業

行

       名 事業

政

の意図やねらい（成果

情

や効果）の達成状況

庁

報

内ＬＡＮ仮想環境構築

シ

事業 平成26年度事業

ス

実績報告書参照

継続区

テ

分 会計・款・項・目 平

ム

成27年度の事業概要

　
基

（実績）
平成26年度

盤

完了事業完了 一般・2

の

款・1項・7目

事  

確

  業    主  

保

  体
情報システム課

【滝沢市主体】

事       業       名 事業の意図やねらい（成果や効果

０

）の達成状況

共通基盤型中間サーバー改修事業 平成26年度事業実績報告書参照

継続区分 会計・款・項・目 平成27年度の事業概要（

事

実績）
平成26年度完

 

了事業完了 一般・2款

 

・1項・7目

事   

 

 業    主   

６

 

 体
情報システム課

【

 

滝沢市主体】

 

事  

 

     業    

業

   名 事業の意図や

 

ねらい（成果や効果）

 

の達成状況

住民基本台

 

帳システム更新事業 平

 

成24年度事業実績報

 

告書参照

継続区分 会計

 

 

・款・項・目 平成27

 

年度の事業概要（実績

名

）
平成24年度完了事

事

業完了 一般

事    

業

業    主    

の

体
情報システム課

【滝

意

沢市主体】

図

事   

や

    業     

ね

  名 事業の意図やね
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平 績

目

単 位

決投 年度別事業費

○

22,217

資 内 特定

全

財源
算

指 訳 一般財源 2

体

2,217

額標 他団体

事

事業負担額

業期間活 シ

報

ステム対応達成率 0 0

告

0 100   平成26

平

年度～平成29年度標

成

動 0 0 100 100値

2

単 位 ％

／指
実

標 績 単 位

4

○特定財源

決   社会

年

保障・税番号制度シス

度

テ投 年度別事業費 33

～

,651 164,55

成
平

9   ム整備費補助金

成

【国】
  資 内 特定財

2

源 16,727 51,

7

097
算   

  指 訳

年

一般財源 16,924

度

113,462 ＜調整

（

事業＞

額 平成28年度

単

へ繰越明許費　89,

位

4標 他団体事業負担額

 

15千円

2

 千

項 

円

      目 平成2

）

4年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備       考

目 ○全体事業期間活 庁内LAN仮想環境安定稼働率（ 0 0 100   平成25年度～平成

7

26年度標 稼働実績／稼働予定時間）
動 0 0 100値 単 位 %

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費 39,294 48,683

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 39,294 48,683

額標 他団体事業負担額

年

項       目 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備       考

目 ○全体事業期間活 システム対応達成率 0 0 100   

項

平成26年度～平成2

 

6年度標
動 0 0 100

度

 

値 単 位 ％

／指
実

標 績 単

 

位

決投 年度別事業費 3

 

,899

資 内 特定財源

 

算
指 訳 一般財源 3,8

 

99

額標 他団体事業負

 

担額

目 平

項   

成

    目 平成24年

2

度 平成25年度 平成2

事

4

6年度 平成27年度 備

年

       考

目 ○

度

全体事業期間活 住民情

平

報システムの安定稼働

成

率 100   平成22

2

年度～平成24年度標

5

（稼働実績／稼働予定

年

時間）
動 100値 単 位

度

%

／指 共通基盤型中間

平

サーバーの稼働 100

業

成

実 率（稼働実績／稼働

2

予定時間）
標 100績

6

単 位 %

決投 年度別事業

年

費 55,426

資 内 特

度

定財源
算

指 訳 一般財源

平

55,426

額標 他団

成

体事業負担額

27年

項       目 平

実

度

成24年度 平成25年

備

度 平成26年度 平成2

 

7年度 備      

 

 考

目 ○全体事業期間

 

活 選定システム要件定

 

義対応率（ 90   平

 

成24年度～平成24

 

年度標 対応項目数／要

 

件定義項目数）
動 10

考

0値 単 位 %

／指
実

標 績
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やねらい（成果や効果

政

）の達成状況

財務会計

策

システム更新事業 平成

　

26年度事業実績報告

　

書参照

継続区分 会計・

　

款・項・目 平成27年

０

度の事業概要（実績）

６

平成26年度完了事業

 

完了 一般・2款・1項

 

・3目

事    業 

 

 

   主    体
財

総

務課

【滝沢市主体】

合計画の認知度を

総

高め行財政基盤の確立

合

を目指します
 基本施

計

策　０４   次代に

画

つなげる財務基盤の確

の

立

認

基本施策が４年間で

知

めざす姿

住民自治を支

度

える財政体質の確立を

政 を

図るとともに、「公共

高

施設等総合管理計画」

め

の策定を通して今後の

行

財産管理と活用の基

盤

財

を構築し、次代につな

政

げる財務基盤を整える

基

こと目指します。

基本

盤

計画期間内の取り組み

の

と方針のうち、平成2

確

7年度の重点課題の達

策 立

成（実現）状況

Ｂ 概ね

を

達成した

【重点課題】

目

市制施行後の決算の状

指

況を多角的に比較分析

し

、自主財源の拡大を検

ま

討し中期財政計画を見

す

直し策定します。公

共

 

施設等総合管理計画策

基

定に係る調整、共用車

本

の一括管理による運用

　
施

を開始し効率運用と実

策

績把握に努めます。

【

　

重点課題に対する達成

０

状況】県内の市の決算

３

状況を分析し、中期財

 

政計画について数次の

 

修正後、平成28年3

 

月の策定に

つなげまし

安

た。また、自主財源の

定

拡大については、ふる

　
し

さと納税の本格運用と

た

新規の取組では、視察

行

受入れの負担金徴収の

政

仕組みづくりを実施し

情

ました。ストック管理

報

については、公共施設

シ

等総合管理計画の素案

ス

を作成し全庁へ周知、

テ

公用車の運

用管理の実

ム

績は、減車7台、更新

　
基

費用1,800万円の

盤

抑制とトータルコスト

の

として約4,600万

確

円減の効果が見込まれ

保

ます。

事       業       名 事業の意図やねらい（成果や効果）の達成

小

状況

滝沢市補助金等審

０

 

議会事務 【事業意図・

 

ねらい】学識経験者等

 

により組織される第三

 

者機関において、公平

 

性・透明性の観点から

 

客観的な審査を行い、

 

公益性が高い補助事業

 

への適切な補

助金配分

 

を行います。

【達成状

 

況】審議会を開催し、

６

 

適切な補助金配分が行

 

われました。

継続区分

 

会計・款・項・目 平成

 

27年度の事業概要（

 

実績）
・公募補助金制

 

度（中間申請・新規事

 

業）の実施による補助

 

金（個別申請分、政継

 

続 一般・2款・1項・

 

3目
策報告分）の審査

 

 

事    業    

 

主    体 ・市長に

 

対し審査結果の答申

財

 

務課 ・審議会の開催　

 

年4回

【滝沢市主体】

 

・審議会の今後の在り

 

方について検討

 

事 

 

      業   

計

    名 事業の意図
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平 績

事

投 年度別事業費 46,

業

873

資 内 特定財源
算

費

指 訳 一般財源 46,8

1

73

額標 他団体事業負

0

担額

2,171

報

79,517 148,

告

724 216,603

平

資 内 特定財源 404 4

成

58 17,385 52

2

,744
算

指 訳 一般財

4

源 101,767 79

年

,059 131,33

度

9 163,859

額標

～

他団体事業負担額

（単

成
平

位  千円）

成

基本施

2

策目標の達成（実現）

7

に向けた計画期間内の

年

取り組みと方針につい

度

ての達成（実現）状況

（

Ｂ 概ね達成した

平成2

単

7年度は計画期間の初

位

年度であり、計画期間

 

内の下準備ともいえる

2

 

期間でしたが、財政構

千

造改革の名のもと歳入

円

歳出両

面から見直しを

）

行い、ふるさと納税等の新たな歳入の拡大、予算編成をシーリング方式から予算配分方式へ変更し事業担当

部が事務事業の評価を行う仕組み作りを実施しま

7

した。また、公共施設等総合管理計画の個別計画の策定調整、新公会計制

度に対応し、ストック情報を明らかにする固定資産台帳作成に向けた準備行為を実施しました。平成27年度のこれらの取組

は、予定どおり順調に進

年

んでいます。

平成29年度方針策定に際し、今後の方向性や引継課

項

題

Ｂ 課題あり

【今後の

 

方向性】

引き続き財政

 

基盤の確立のため、財

 

政構造改革の取組と財

 

産のストック情報の整

 

備を推進します。

【引

 

継課題】

・行政サービ

度

 

スと受益負担の適正な

目

状態を、市民を含めた

平

市全体で共通認識を図

成

ることが必要です。

・

2

公共施設総合管理計画

4

の執行と固定資産台帳

年

の活用方法が重要にな

度

ってきます。

平成

事

2

項       目 平

5

成24年度 平成25年

年

度 平成26年度 平成2

度

7年度 備      

平

 考

目 ○全体事業期間

成

活 公募補助金（個別申

2

請補助金） 30 5 5 2

6

0   平成16年度～

年

平成30年度標 申請件

度

数
動 18 1 1 19値 単

業

平

位 件／年

／指
実

標 績 単

成

位

決投 年度別事業費 1

2

85 75 68 142

資

7

内 特定財源
算

指 訳 一般

年

財源 185 75 68 1

度

42

額標 他団体事業負

備

担額

  

項   

 

    目 平成24年

実

 

度 平成25年度 平成2

 

6年度 平成27年度 備

 

       考

目 ○

 

全体事業期間活 事業実

考

施指数（工程表による

決

事 0 0 100   平成

投

25年度～平成26年

年

度標 業の進捗率）
動 0

度

0 100値 単 位 パーセ

別

ント

／指
実

標 績 単 位

決
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成

【滝沢市主体】

果

事 

や

      業   

効

    名 事業の意図

果

やねらい（成果や効果

）

）の達成状況

公用車整

の

備導入事業 【事業意図

達

・ねらい】公用車の安

成

全運行及び環境対策に

状

資するため、全庁的な

 

況

視

点から調査検討を行

公

い、計画的な公用車の

共

更新を図ります。

【達

施

成状況】全庁での公用

設

車運行に必要となる車

マ

両の更新を行いました

ネ

。

継続区分 会計・款・

ジ

項・目 平成27年度の

メ

事業概要（実績）
公用

ン

車更新継続 一般・2款

総

ト

・1項・5目
軽乗用車

事

1台及び普通貨物車1

業

台
事    業   

【

 主    体
財務課

事

【滝沢市主体】

業

事 

意

      業   

図

    名 事業の意図

・

やねらい（成果や効果

ね

）の達成状況

庁舎等改

合

ら

修事業 【事業意図・ね

い

らい】市役所庁舎等の

】

劣化部分の改修による

関

機能回復、及び新方

式

係

等の導入による機能向

部

上等を図ります。

【達

署

成状況】老朽化が著し

と

い庁舎設備等の一部（

の

受変電設備）の更新工

調

事実施設

計を行いまし

計

整

た。

継続区分 会計・款

を

・項・目 平成27年度

図

の事業概要（実績）
庁

り

舎受変電設備工事の実

、

施設計を行いました。

箱

継続 一般・2款・1項

物

・5目

事    業 

に

   主    体
財

加

務課

【滝沢市主体】

え

画

てインフラ施設も含

め

の

た「公共施設等総合管

認

理計画」を策定し、財

知

産の維持管理と活用の

度

基盤を整え

、次代につ

政 を

なげる財務基盤の確立

高

を目指します。

（重点

め

事業） 【達成状況】関

行

係部署との調整を図り

財

、計画策定の準備を進

政

めました。

継続区分 会

基

計・款・項・目 平成2

盤

7年度の事業概要（実

の

績）
・市有財産適正管

確

理推進プロジェクトチ

策 立

ームの運営継続 一般・

を

2款・1項・5目
・公

目

共施設等総合管理計画

指

の策定準備（関係各課

し

等との調整）
事   

ま

 業    主   

す

 体
財務課

【滝沢市主

 

体】

基

事      

本

 業       名

　
施

事業の意図やねらい（

策

成果や効果）の達成状

　

況

ふるさと納税推進事

０

業 【事業意図・ねらい

４

】ふるさと納税の強化

 

による新たな財源確保

 

、特産品の普及

拡大と

 

滝沢市のPRを図りま

次

す。

【達成状況】見込

代

みを大幅に超える金額

　
に

となり、財源の確保と

つ

滝沢市のPR及び特

産

な

品の普及拡大はもとよ

げ

り、市内事業者の生産

る

意欲向上が図られまし

財

た。

継続区分 会計・款

務

・項・目 平成27年度

基

の事業概要（実績）
「

盤

ふるさと納税」制度の

の

寄附金納入について、

　
確

インターネット環境を

立

活用すると新規 一般・2款・1項・5目
ともにかつクレジット決済も導入し、寄附金額に応じて謝礼の品を返礼すること

事    業    主    体 により、財源確保や滝沢市のＰＲ等が図られ

０

ました。

財務課

【協働事業】

滝沢市観光協会

事

事       業

 

       名 事業

 

の意図やねらい（成果

 

や効果）の達成状況

新

 

地方公会計整備事業 【

 

事業意図・ねらい】固

 

定資産台帳を含む統一

６

 

的な基準による財務書

業

類等を作成

します。

【

 

達成状況】固定資産台

 

帳整備及び固定資産台

 

帳管理システム導入を

 

平成28年度

末までに

 

完了すべく委託業者の

 

選定を行いました。

継

 

続区分 会計・款・項・

名

目 平成27年度の事業

 

事

概要（実績）
本業務に

業

係る委託業者を選定し

の

ました。新規 一般・2

意

款・1項・5目
固定資

図

産台帳管理システム整

や

備構築委託料13,2

ね

30千円
事    業

ら

    主    体

い

（平成27～平成28

（

年度債務負担）

財務課

-254-



平 績

目

17 864

資 内 特定財

○

源 50,214 26,

全

900
算

指 訳 一般財源

体

8,574 90,11

事

7 864 ＜調整事業＞

業

額標 他団体事業負担額

期間活 公

報

共施設最適化計画に基

告

づく改 0 0 5 5   平

平

成27年度～平成30

成

年度標 修施設数
動 0 0

2

4 4値 単 位 施設

／指
実

4

標 績 単 位

決投 年度別事

年

業費 8,277 251

度

182

資 内 特定財源
算

～

指 訳 一般財源 8,27

成
平

7 251 182

額標 他

成

団体事業負担額

27年

項       目

度

平成24年度 平成25

（

年度 平成26年度 平成

単

27年度 備     

位

  考

目 ○全体事業期

 

間活 ふるさと納税額 0

2

 

0 0 3,000   平

千

成27年度～平成30

円

年度標
動 0 0 0 69,

）

137値 単 位 千円

／指
実

標 績 単 位 ○特定財源

決   ふるさと納税【その他】投 年度別事業費 95,172   
  資 内 特定財源 69,137

算   
  指 訳

7

一般財源 26,035 ＜新規事業＞

額標 他団体事業負担額

項       目 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備       考

目 ○全体事業期間

年

活 固定資産台帳整備及び固定資産 0 0 0 0   平成27年度～平成30年度標 台帳システム構築
動 0 0 0 0値 単 位 式

／指 財務書類作成環境の整備 0 0 0 0
実

標 0 0 0 0績 単 位 式

決

項

投 年度別事業費

資 内 特

 

定財源
算

指 訳 一般財源

度

 

＜平成27年度補正予

 

算新規事業

額 ＞標 他団

 

体事業負担額

   

項       目 平

目

成24年度 平成25年

平

度 平成26年度 平成2

成

7年度 備      

2

 考

目 ○全体事業期間

事

4

活 公用車の更新台数 3

年

4 3 2   平成23年

度

度～平成30年度標
動

平

3 3 4 2値 単 位 台

／指

成

実
標 績 単 位 ○特定財源

2

決   財産収入（物品

5

売払収入）【投 年度別

年

事業費 8,905 4,

度

620 32,201 4

平

,196   その他】

業

成

  資 内 特定財源 28

2

,900 895
算   

6

  指 訳 一般財源 8,

年

905 4,620 3,

度

301 3,301 ＜調

平

整事業＞

額標 他団体事

成

業負担額

27

項 

年

      目 平成2

実

度

4年度 平成25年度 平

備

成26年度 平成27年

 

度 備       考

 

目 ○全体事業期間活 更

 

新工事施工 0 0 1 0  

 

 平成25年度～平成

 

30年度標
動 0 1 1 0

 

値 単 位 式

／指
実

標 績 単

 

位

決投 年度別事業費 5

考

8,788 117,0
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成

）

・番号制度の円滑な

果

導入調整を行いました

や

。

効果）の達成状

 

況

滝沢市役所駐車場整

総

備事業 平成24年度事

合

業実績報告書参照

継続

計

区分 会計・款・項・目

画

平成27年度の事業概

の

要（実績）
平成24年

認

度完了事業完了 一般

事

知

    業    主

度

    体
財務課

【滝

政 を

沢市主体】

小

高

          

め

          

行

         計

財

 政策　　　０６  

政

 総合計画の認知度を

基

高め行財政基盤の確立

盤

を目指します
 基本施

の

策　０５   豊かな

確

暮らしにつなげる適正

策 立

で効率的な課税

を

基本施

目

策が４年間でめざす姿

指

市行政を支える市税の

し

適正な確保のため、事

ま

務電子化の推進と人材

す

資源の資質向上により

 

、公正、適正な課税が

基

進展し、市

民からの信

本

頼性が確保された行財

　
施

政基盤の安定化を目指

策

します。

基本計画期間

　

内の取り組みと方針の

０

うち、平成27年度の

４

重点課題の達成（実現

 

）状況

Ａ 達成した

【重

 

点課題】

・各種研修に

 

よる職員資質の向上を

次

図り適正な課税を継続

代

します。

・部分改良に

　
に

より一部業務の電子化

つ

を実現するとともに、

な

番号制度の導入準備を

げ

本格的に行います。

【

る

重点課題に対する達成

財

状況】

・各種研修への

務

参加などにより職員資

基

質の向上を図りました

盤

。

・地方税法等の改正

の

に伴う改良など一部業

　
確

務の電子化を行い、番

立

号制度の導入準備を本格的に行いました。

事       業       名 事業の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

固定資産税賦課事務 【事業意図・ねらい】市税の

０

適正な賦課を目指します。

【達成状況】固定資産税について納税者

事

への税制改正等、制度

 

の啓発に努めまし

た。

 

また、土地・家屋・償

 

却資産等課税異動物件

 

の調査及び現況調査を

 

実施する

ことにより、

 

自主財源となる市税の

６

 

確保を図りました。

継

業

続区分 会計・款・項・

 

目 平成27年度の事業

 

概要（実績）
・市広報

 

、ホームページ等への

 

税制啓発掲載を行いま

 

した。継続 一般・2款

 

・2項・2目
・新・増

 

築家屋調査を実施しま

名

した。
事    業 

 

事

   主    体 ・

業

土地異動に伴う評価を

の

行いました。

税務課 ・

意

標準宅地年次鑑定評価

図

の委託事業を行いまし

や

た。（時点修正）

【滝

ね

沢市主体】 ・航空写真

ら

データを活用した資産

い

現況調査を実施しまし

（

た。（大釜・篠木地区
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平 績

目 ○全体事業期間活  

報

 平成23年度～平成

告

24年度標
動 値 単 位

／

平

指
実

標 績 単 位

決投 年度

成

別事業費 39,637

2

資 内 特定財源 28,7

4

00
算

指 訳 一般財源 1

年

0,937

額標 他団体

度

事業負担額

～
成

平

項     

成

  目 平成24年度 平

2

成25年度 平成26年

7

度 平成27年度 備  

年

     考

決投 年度

度

別事業費 48,727

（

71,760 196,

単

410 100,556

位

資 内 特定財源 28,7

 

00 50,214 55

2

 

,800 70,032

千

算
指 訳 一般財源 20,

円

027 21,546 1

）

40,610 30,524

額標 他団体事業負担額

（単位  千円）

基本施策目標の達成（実現）に向けた計画期間内の取り組みと方

7

針についての達成（実現）状況

Ｂ 概ね達成した

・市行政を支える市税の適正な確保のため、事務の電子化を番号制度の活用も含めてさらに進めながら、各種研修により職

員の資質向上を図り適正課税を継続し、知識が継承で

年

きチェック体制が十分に機能する組織づくりも検討しました。

・番号制度の活用について、税システム及び関連システム内の対応を進めました。

平成29年度方針策定に際し、今

項

後の方向性や引継課題

 

Ｂ 課題あり

【今後の方

度

 

向性】

引き続き市行政

 

を支える市税の適正な

 

確保のため、事務の電

 

子化を進めながら、各

 

種研修により職員の資

 

質向上を図り適正

課税

目

を継続し、知識が継承

平

できチェック体制が十

成

分に機能する組織づく

2

りを、常に検討・改善

事

4

していく必要がありま

年

す。

【引継課題】

・複

度

雑な税制改正について

平

、正確な理解と継続的

成

な啓発が必要です。

・

2

省力化と正確性を図る

5

ため、更なる電子化と

年

職員の資質の向上を図

度

る必要があります。

平

業

成2

項      

6

 目 平成24年度 平成

年

25年度 平成26年度

度

平成27年度 備   

平

    考

目 ○全体事

成

業期間活 現況調査対象

2

地区 1 1 1 1   平成

7

27年度～平成30年

年

度標
動 1 1 1 2値 単 位

実

度

地区数

／指
実

標 績 単 位

備

決投 年度別事業費 22

 

,960 26,519

 

14,646 19,2

 

27

資 内 特定財源
算

指

 

訳 一般財源 22,96

 

0 26,519 14,

 

646 19,227

額

 

標 他団体事業負担額

考
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図

実現）状況

Ａ 達成した

や

【重点課題】

・納期内

ね

納付を定着させるため

ら

に納めやすい環境の整

い

備に努めます。

・税財

（

源の安定確保に向けて

成

徴収体制の強化を図り

果

ます。

【重点課題に対

や

する達成状況】

・平成

効

27年4月よりコンビ

 

果

ニ収納を開始し、納め

）

やすい環境の整備を行

の

いました。

・業務分担

達

制による徹底した調査

成

を行い、効率的でスピ

状

ーディーな滞納処分を

況

実施することで、収納

住

率が向上しました。

民税

総

賦課事務 【事業意図・

合

ねらい】市税の適正な

計

賦課を目指します。

【

画

達成状況】市民税等に

の

ついて、申告・納税者

認

に対し税制改正等制度

知

の啓発に努

めました。

度

所得関係では自主申告

政 を

の推進と地方税電子シ

高

ステム等の利用を促進

め

し

、正確かつ効率的な

行

賦課に努め自主財源と

財

なる市税の確保を図り

政

ました。

継続区分 会計

基

・款・項・目 平成27

盤

年度の事業概要（実績

の

）
・市広報、ホームペ

確

ージ等への税制や電子

策 立

申告、番号制度の啓発

を

掲載を行いまし継続 一

目

般・2款・2項・2目

指

た。
事    業  

し

  主    体 ・申

ま

告書等への周知文書を

す

封入しました。

税務課

 

・申告受付相談会を開

基

催しました。

【滝沢市

本

主体】 ・給与支払報告

　
施

書データの電子化の研

策

究・検討のため、内部

　

学習会を開催しまし

た

０

。

５

事       

 

業       名 事

 

業の意図やねらい（成

 

果や効果）の達成状況

豊

税務嘱託員設置事業 【

か

事業意図・ねらい】市

　
な

税の適正な賦課を目指

暮

します。

【達成状況】

ら

軽自動車税について、

し

申告の適正な加除を実

に

施し、自主財源となる

つ

市税の確保を図りまし

な

た。

継続区分 会計・款

げ

・項・目 平成27年度

る

の事業概要（実績）
・

適

軽自動車の登録、廃車

　
正

のデータ入力を行いま

で

した。継続 一般・2款

効

・2項・2目
・新・増

率

築家屋調査の実施と家

的

屋調査分のデータ入力

な

については再任用職員

課

によ
事    業  

税

  主    体 り事業を実施しました。

税務課

【滝沢市主体】

０

小                             計

 政策　　　０６   総合計画の認知度を高め行財政基盤の確立を目指します
 基本施策　０６   納税しやすい環境の

事

整備と確実な税財源の

６

 

確保

 

基本施策が４年間

 

でめざす姿

自主財源で

 

ある市税の納期内納付

 

を定着させるために口

 

座振替やコンビニ収納

 

などの納税環境の整備

業

を図り、納税手段に対

 

するニーズの多様化へ

 

対応するとともに、納

 

 

期内納付が困難な納税

 

者に対する相談体制の

 

確立と適正かつ速やか

 

な滞納処分

により税の

 

公平性の担保を図り、

名

確実な税財源の確保を

事

目指します。

基本計画

業

期間内の取り組みと方

の

針のうち、平成27年

意

度の重点課題の達成（
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平 績

目 ○全体事業期間活 地

報

方税電子申告システム

告

による 40 43 45 5

平

0   平成27年度～

成

平成30年度標 法人申

2

告書受付割合
動 46.

4

2 47.8 53.3 5

年

5.1値 単 位 ％

／指
実

度

標 績 単 位 ○特定財源

決

～

  県民税徴収取扱委

成
平

託金【県】投 年度別事

成

業費 12,862 12

2

,014 12,758

7

15,498   
  

年

資 内 特定財源 12,8

度

62 12,000 12

（

,758 15,498

単

算   
  指 訳 一般財

位

源 14

額標 他団体事業

 

負担額

2

 千

項  

円

     目 平成24

）

年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備       考

目 ○全体事業期間活 家屋現況調査及び課税データ入 0 0 0 250   平成27年度～平成3

7

0年度標 力業務
動 0 0 0 250値 単 位 調査棟数（棟）

／指 軽自動車税登録及び廃車異動業 0 0 0 7,000
実 務

標 0 0 0 7,000績 単 位 登録台数（台）

決投 年度別事業費 1,842

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 1,842

年

＜新規事業＞

額標 他団体事業負担額

項       目 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備       考

決投 年

項

度別事業費 35,82

 

2 38,533 27,

度

 

404 36,567

資

 

内 特定財源 12,86

 

2 12,000 12,

 

758 15,498
算

 

指 訳 一般財源 22,9

 

60 26,533 14

目

,646 21,069

平

額標 他団体事業負担額

成

（単位  千円）

2

基

事

4

本施策目標の達成（実

年

現）に向けた計画期間

度

内の取り組みと方針に

平

ついての達成（実現）

成

状況

Ａ 達成した

・自主

2

財源である市税の安定

5

確保のため、コンビニ

年

収納の実施による納税

度

環境の向上及び徹底し

平

た調査に基づく滞納処

業

成

分の

強化により収納率

2

が向上しました。

平成

6

29年度方針策定に際

年

し、今後の方向性や引

度

継課題

Ｂ 課題あり

【今

平

後の方向性】

・納期内

成

納付の定着化に向け、

2

さらなる納めやすい環

7

境の整備を進めます。

年

・税財源の安定確保に

実

度

向けて徴収体制の強化

備

を図ります。

【引継課

 

題】

・新たな納税手段

 

の導入検討

・徹底した

 

調査に基づく滞納処分

 

・整理の強化

   考
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意

や効果）の達成状況

税

図

務調査員設置事業 【事

や

業意図・ねらい】税等

ね

の専門的な知識・経験

ら

を有する税務調査員に

い

より、財

産等の差押処

（

分、差押財産の換価処

成

分、滞納処分の執行停

果

止を行うための徹底し

や

た調査を行い、収納率

 

効

の向上を図りました。

果

【達成状況】3名の税

）

務調査員により調査や

の

処分を行いました。

継

達

続区分 会計・款・項・

成

目 平成27年度の事業

状

概要（実績）
税務調査

況

員を3名配置し、滞納

徴

整理に努めました（後

収

期）。継続 国保・1款

総

管

・2項・1目

事   

理

 業    主   

事

 体
収納課

【滝沢市主

務

体】

【事業意図・

合

ねらい】自主財源確保

計

のため、納税環境の整

画

備に努めるとともに、

の

未納については徹底し

認

た調査に基づく滞納処

知

分を行い、収納率の向

度

上及び税負担

の公平性

政 を

確保に努めました。

【

高

達成状況】徴収率は前

め

年度を上回り、目標値

行

を超える成果を達成し

財

ました。

継続区分 会計

政

・款・項・目 平成27

基

年度の事業概要（実績

盤

）
・徴収金の収納消込

の

事務を行いました。継

確

続 一般・2款・2項・

策 立

2目
・過誤納金の還付

を

充当事務を行いました

目

。
事    業   

指

 主    体 ・督促

し

状・催告書の発付事務

ま

を行いました。

収納課

す

・差押等の滞納処分と

 

差押財産の換価処分を

基

行いました。

【滝沢市

本

主体】

　
施

事     

策

  業       

　

名 事業の意図やねらい

０

（成果や効果）の達成

６

状況

税務調査員設置事

 

業 【事業意図・ねらい

 

】税等の専門的な知識

 

・経験を有する税務調

納

査員により、財

産等の

税

差押処分、差押財産の

　
し

換価処分、滞納処分の

や

執行停止を行うための

す

徹底し

た調査を行い、

い

収納率の向上を図りま

環

した。

【達成状況】3

境

名の税務調査員により

の

調査や処分を行いまし

整

た。

継続区分 会計・款

備

・項・目 平成27年度

と

の事業概要（実績）
税

　
確

務調査員を3名配置し

実

、滞納整理に努めまし

な

た（前期）。継続 一般

税

・2款・2項・2目

事

財

    業    主

源

    体
収納課

【滝

の

沢市主体】

確

事   

保

    業       名 事業の意図やね

０

らい（成果や効果）の達成状況

賦課徴収システム更新事業 平成26年度事業実績報告書参照

継続区分 会計・款・項・目 平成27年度の事業概要（実績）
平成26年度完了事業完了 一般・2款・2項・2目

事    業   

６

事

 主    体
収納課

 

【滝沢市主体】

 

事 

 

      業   

 

    名 事業の意図

 

やねらい（成果や効果

 

）の達成状況

賦課徴収

 

システム改修事業 平成

業

24年度事業実績報告

 

書参照

継続区分 会計・

 

 

款・項・目 平成27年

 

度の事業概要（実績）

 

平成24年度完了事業

 

完了 一般

事    業

 

    主    体

 

収納課

【滝沢市主体】

名 事

事       業

業

       名 事業

の

の意図やねらい（成果
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平 績

目

3値 単 位 人

／指
実

標 績

○

単 位 ○特定財源

決   

全

岩手県調整交付金【県

体

】投 年度別事業費 4,

事

840 4,311   

業

  資 内 特定財源 4,

期

800 4,311
算  

間

 
  指 訳 一般財源 4

活

0 【特別会計】

額標 他

一

団体事業負担額

報

般税の徴収率 92.2

告

92 93.8 94.1

平

  平成27年度～平

成

成30年度標
動 92.

2

4 93.6 95.1 9

4

6.5値 単 位 ％

／指 目

年

的税の徴収率 71 67

度

72 72.5
実

標 67

～

.8 70.3 74.3

成
平

79.7績 単 位 ％ ○特

成

定財源

決   県民税徴

2

収取扱委託金【県】投

7

年度別事業費 31,0

年

05 31,612 19

度

,933 32,106

（

  督促手数料【その

単

他】
  資 内 特定財源

位

27,525 31,3

 

38 19,726 19

2

 

,803
算   

  指

千

訳 一般財源 3,480

円

274 207 12,3

）

03

額標 他団体事業負担額

項       目 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備

7

       考

目 ○全体事業期間活 調査員数 3 3 3 3   平成27年度～平成30年度標
動 3 3 3 3値 単 位 人

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費 9,689 9,644 4,912 4,308

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 9,

年

689 9,644 4,912 4,308

額標 他団体事業負担額

項       目 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平

項

成27年度 備    

 

   考

目 ○全体事業

度

 

期間活 事業実施指数（

 

工程表による各 0 10

 

0 100   平成25

 

年度～平成26年度標

 

年度実施分の進捗率）

 

動 0 100 100値 単

目

位 パーセント

／指
実

標

平

績 単 位

決投 年度別事業

成

費 70,243 150

2

,289

資 内 特定財源

事

4

算
指 訳 一般財源 70,

年

243 150,289

度

額標 他団体事業負担額

平成2

項     

5

  目 平成24年度 平

年

成25年度 平成26年

度

度 平成27年度 備  

平

     考

目 ○全体

業

成

事業期間活 システム改

2

修プログラムパッケ 1

6

  平成23年度～平

年

成24年度標 ージ導入

度

数
動 0値 単 位 件

／指
実

平

標 績 単 位

決投 年度別事

成

業費 16,496

資 内

2

特定財源
算

指 訳 一般財

7

源 16,496

額標 他

年

団体事業負担額

実

度 備 

項       目

 

平成24年度 平成25

 

年度 平成26年度 平成

 

27年度 備     

 

  考

目 ○全体事業期

 

間活 調査員数 0 0 3 3

 

  平成27年度～平

考

成30年度標
動 0 0 3
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業    主    

 

体
会計課

【滝沢市主体

 

】

計

 政策　　　

 

０６   総合計画の

総

認知度を高め行財政基

合

盤の確立を目指します

計

 基本施策　０７  

画

 市民に信頼される会

の

計事務の実現

認

基本施策

知

が４年間でめざす姿

会

度

計課職員のみならず、

政 を

全庁的に職員が一緒に

高

なり、会計事務の知識

め

や意識の共有を図り、

行

適正で効率的な会計事

財

務を目指

します。また

政

会計課は、財政運営の

基

ための資金の安全で確

盤

実及び効率的な運用に

の

努めます。

基本計画期

確

間内の取り組みと方針

策 立

のうち、平成27年度

を

の重点課題の達成（実

目

現）状況

Ｂ 概ね達成し

指

た

【重点課題】

支払遅

し

延の防止。

【重点課題

ま

に対応した達成状況】

す

支払遅延防止について

 

は、研修や日常的事務

基

指導の取組により、達

本

成している状態です。

　
施策

事       業

　

       名 事業

０

の意図やねらい（成果

６

や効果）の達成状況

会

 

計管理事務 【事業意図

 

・ねらい】会計事務研

 

修の実施、個別指導に

納

より職員の意識を高め

税

、

伝票返却率の削減を

　
し

図ります。

【達成状況

や

】学校事務職員研修、

す

事務処理改善研修など

い

の実施により、会計課

環

審

査時での伝票返却率

境

を削減することができ

の

ました。

継続区分 会計

整

・款・項・目 平成27

備

年度の事業概要（実績

と

）
・学校事務職員研修

　
確

、事務処理改善研修、

実

個別指導の実施により

な

、庁内ルール等継続 一

税

般・2款・1項・4目

財

の周知を図りました。

源

事    業    

の

主    体 ・資金運

確

用は、一度に行う運用

保

金額は下げましたが、期間を長くし安全かつ

０

有利

会計課 に行いました。

【滝沢市主体】 ・支払いに関しては、資

小

金の収支計画の精度を

 

上げ、できるだけ迅速

 

な支払いを

実施しまし

 

た。

 

事      

 

 業       名

 

事業の意図やねらい（

６

 

成果や効果）の達成状

 

況

会計嘱託員設置事業

 

【事業意図・ねらい】

 

会計嘱託員の配置によ

 

り、日計表作成、伝票

 

整理等会計事

務をより

 

正確・迅速に行います

 

。

【達成状況】会計嘱

 

託員の配置により、会

 

計事務全体を正確・迅

 

 

速に行うことが

できま

 

した。

継続区分 会計・

 

款・項・目 平成27年

 

度の事業概要（実績）

 

日計表作成、伝票整理

 

、県収入証紙及び図面

 

の販売を正確かつ迅速

 

に行うことが継続 一般

 

・2款・1項・4目
で

 

きました。
事    
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平 績

事業費 57,190 1

報

11,499 179,

告

974 40,725

資

平

内 特定財源 27,52

成

5 31,338 24,

2

526 24,114
算

4

指 訳 一般財源 29,6

年

65 80,161 15

度

5,448 16,61

～

1

額標 他団体事業負担

成
平

額

（単位  千円）

成2

基本施策目標の達成（

7

実現）に向けた計画期

年

間内の取り組みと方針

度

についての達成（実現

（

）状況

Ａ 達成した

・全

単

庁的に、適切な会計処

位

理により、迅速な支払

 

等の適正な会計事務が

2

 

推進されました。

・安

千

全で有利な資金運用を

円

進めました。

平成29

）

年度方針策定に際し、今後の方向性や引継課題

Ｂ 課題あり

【今後の方向性】

適正な会計事務を継続的に維持します。

【引継課題】

公金・基金の運用手法の研

7

究に関すること。

項       目 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備       考

目 ○全体事業期間活 審査時の返却伝票削減率（審査 11.

年

5 11 10.5 10.25   平成26年度～平成30年度標 件数

項

に対する返却件数の割

 

合）
動 11.2 11 1

 

3.8 7.82値 単 位

 

％

／指
実

標 績 単 位 ○特

 

定財源

決   岩手県収

 

入証紙取扱手数料、投

 

年度別事業費 12,0

度

 

54 11,523 12

目

,373 9,914  

平

 振込手数料【その他

成

】
  資 内 特定財源 5

2

01 616 445 43

4

6
算   

  指 訳 一般

年

財源 11,553 10

度

,907 11,928

平

9,478

額標 他団体

成

事業負担額

事

25

項

年

       目 平成

度

24年度 平成25年度

平

平成26年度 平成27

成

年度 備       

2

考

目 ○全体事業期間活

6

嘱託員設置数 0 0 0 1

年

  平成27年度～平

度

成30年度標
動 0 0 0

業

平

1値 単 位 人

／指
実

標 績

成

単 位

決投 年度別事業費

2

1,901

資 内 特定財

7

源
算

指 訳 一般財源 1,

年

901 ＜分割事業＞

額

度

「会計管理事務」から

備

分割標 他団体事業負担

 

額

  

実

    考

決投 年度別
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 ０６   総合計

 

画の認知度を高め行財

総

政基盤の確立を目指し

合

ます

計画の認知度政 を高め行財政基盤の確策 立を目指します
 基本

　
施策　０７   市民

　
に信頼される会計事務

　
の実現

小  

０

          

６

          

 

       計
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平 績

事業費 12,054 1

報

1,523 12,37

告

3 11,815

資 内 特

平

定財源 501 616 4

成

45 436
算

指 訳 一般

2

財源 11,553 10

4

,907 11,928

年

11,379

額標 他団

度

体事業負担額

～
成

平

項    

成

   目 平成24年度

2

平成25年度 平成26

7

年度 平成27年度 備 

年

      考

決投 年

度

度別事業費 279,8

（

79 354,900 9

単

09,838 648,

位

638

資 内 特定財源 7

 

0,881 102,3

2

 

44 426,621 3

千

79,773
算

指 訳 一

円

般財源 208,998

）

252,556 483,217 268,865

額標 他団体事業負担額

7年

項      

度

 目 平成24年度 平成

事

25年度 平成26年度

業

平成27年度 備   

実

    考

決投 年度別
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